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Ⅰ 序論 

第 1章 序章 

1.1 研究の動機と目的 

日本語は中国語よりオノマトペをはるかに豊富に持つ言語である。日本語のオノマトペは

中国語の「象声詞」に当たるが、「象声詞」と異なり、物の音や声を真似ただけでなく、繊細

な心情や感覚、物事の様態や動きをいきいきと描写することができる。いわば、日本語のオ

ノマトペは語呂がよくて表現力が豊かで臨場感に溢れる言葉である。多くのオノマトペは日

常会話やコマーシャルなどの話し言葉に限らず、俳句や川柳、詩歌、小説などの書き言葉に

おいても頻繁に使用されている。例えば、「ワンワン1が鳴いてる」という幼稚な子供用語か

ら「ホロホロと山吹散るか滝の音2（『笈の小文』）」のような俳句にまで愛用されている。 

しかし、この日本人の日常生活に根付いた語群は中国人日本語学習者（以下、学習者）に

とって、学習・習得の難関となっている。その難しさについてこれまでも多くの先行研究で

指摘されてきた。例えば、天沼（1974: 5）はオノマトペ3が学習者にとって必ずしも分かり

やすい言葉でも自由に使える言葉でもないと述べており、徐・谯・吴・施（2010: 1）は「日

本語学習と日本語教育の経験が豊富な人なら分かるように、日本語の擬音語と擬態語は決し

て無視できない難点の 1つである」と指摘している。 

では、学習者にとってオノマトペの何が難しいのか、筆者はそれを検討するために、日本

語教育という視点からオノマトペの学習に現れた問題を提起し、オノマトペの学習・習得を

妨げる原因を探り、オノマトペの学習に関わる主要課題を見出す。 

日本語を専攻する学習者4はオノマトペをどのように使っているのかに関して実態調査を行っ

た(第 3 章を参照)。その結果は後述するが、普段の高級日本語とリスニングの授業から発見

した問題点からまとめると以下のようになる。まず、母語話者ならよく使っているオノマト

ペでも学習歴 2 年以上の学習者は使用できる語が少ないのである。その例を示すと以下のと

おりである。 

（1） 

a 「電灯が点滅している状態」を翻訳させると、「電灯が付いたり消えたりする」「電灯

が壊れている」「電灯が光っている」と出てきたが、「チカチカする」が出てこなかっ

た。 

b 「アリババで一気にたくさんの海苔を買い求めた」に対して、文中の「たくさん」を

「Aッ Bリ」型のオノマトペに置き換えてもらうと、母語話者なら「ドッサリ」と思

い当たるが、学習者にはそれができなかった。 

c 「電車が動き出す時の音を想像しながらその言葉を書いてみてください」というタス

クに対して、「ゴトリ」が書けず、「イメージできるが、言葉で表現できない」という

回答のみである。 

d 筆者が勤務している大学の 3年生用のリスニングという教科書に「榑林さんがいつも

ポツンと座ってらっしゃって」という文がある。クラス全員に「ポツンと座る」を演

じさせると、みな「ボーッと座る」という真似をしてくれた。つまり、「ポツン」と

いう言葉を知らないため、意味を形態上似ている「ボーッ」に当てたのである。 

e NHKテレビで放送された「クイズ 日本人の顔」というトーク番組に作家の渡辺淳一

がゲストとして出演したことがある。彼は男性主人公をめめしく描いた理由を説明す

るために手術を受ける時の男女の出血による反応を例に取り、「体の三分の一の血が

出たら男性はキチッと死ぬ。女性は必ず蘇る」と話した。その「キチッ」を知ってい

るか否か学習者に確認したところ、みな「キチン」は知っているが、「キチッ」は知

らなかった。 
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上記の（1a）では「チカチカ」、（1b）では「ドッサリ」、（1c）では「ゴトリ」、（1d）で

は「ポツン」、（1e）では「キチッ」を、ヒントを与えて質問したが、結果としてはオノマ

トペそのものの存在を知らなかったと判断するほかにない。 

これに続いて、問題点の 2 つ目はオノマトペを含む文の意味が理解できていても、オノ

マトペの意味をうまく把握できないことである。マルチメディアに恵まれている学習者は

オノマトペに触れることが多いにもかかわらず、その意味を十分に理解できず文脈によっ

て推測することが多い。しかし、推測のままでいると、オノマトペの意味を探ろうとせず、

解釈も使用もうまくならない。例で示すと以下のようになる。 

（2） 

a 男子 Aと男子 Bは、男子 Bの好きな女子 Cについて話し合う。男子 Bの話によれば、

女子 C がタイプで自分に好意を示したこともあるが、お互いに気があっても誘った

り誘われたりすることがなかった。そんな男子 B に男子 A が「ガンガン誘えば？」

と勧めた。しかし、男子 B はウンと返事しなかった。すると、男子 A が「お前、男

やろう。ガンガンナンパしてください」とふるい立たせた。男子 A が話した「ガン

ガン誘えば？」と「ガンガンなんぱしてください」という文の意味は学習者には分

かったように見えたため、中国語でシミュレーションさせた。すると、文の意味が

成り立ったのだが、「ガンガン」が意味として十分に伝達されていなかったことに気

づいたのである。そこで、「ガンガン誘う」「ガンガンなんぱする」「ガンガン行く」

の「ガンガン」の言いかえ練習と「どのように誘うか（なんぱするか、行くか）」と

いう意味解釈をさせると、学習者が戸惑った。 

b 「ちふれ化粧水」のキャッチコピーである「モッチリ！べたつかない」という言葉

を学習者に紹介したことがある。最初は「モッチリ」も「べたつく」もわからなかっ

たようで、「モチモチ」と「ベタベタ」を用いて TPRで説明すると、大体理解できる

ようになったと思ったが、「何がどうなっているのか」と尋ねると、無回答のままで

あった。 

c 日本では『ミッキー安川のズバリ勝負』は 28年間続いた人気ラジオ番組である。こ

の番組は台本のない生放送で、安川が毎週日本の政治や経済のリーダーを呼んで日

本の未来を語る。各政党の議員をはじめ、評論家、ジャーナリストなど多彩なゲス

トが出演する。番組のタイトルの「ズバリ」をどのように理解するのかを質問する

と、反応がなかった。 

d 大阪では IC カードのことを PITAPA と呼んでいる。改札口には「ピタッとふれてく

ださい。」というメッセージが書いてある。それを学習者に説明してそのまねをさせ

ると、学習者の一部が ICカードからヒントを得て「カードでタッチする」としたが、

どこにどのように触れればいいか分からなかったようで、さらに次のように説明を

追加した。自動改札機にカードをタッチするマークがある。ピタッと触れないと、

カードが読み取れない。そのときは「ピピピ」と音が鳴り、ディスプレイに「もう

一度ふれてください」と表示され、カード読み取り部が赤く光る。このように説明

してから改めて「カードをどこにどのようにふれるか」と真似をさせると、みな正

しくその動作ができた。しかし、自分の行為を言葉で表現できなかった。 

e 「ガツンと、みかん（棒）」というアイスキャンディーのキャッチコピーを理解させ

るために、URL5をアップしてその動画を見させた。「何をどうするか」と質問すると

返事がなかった。 

 

（2a）は「男子 B が好きな女子 C を勢いよく誘う」、（2b）は「肌は弾力があって柔らか

くて粘りつくような感じ」、（2c）は「旬の話題へ単刀直入に切り込み、物事の核心を正確

に指摘する」、（2d）は「急に完全にしっかりとカードを電磁気のマークのところに触れる」、
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（2e）は「みかんの果肉がキャンディーの中にタップリ入っているため、歯とぶつかる時

の音およびその様子」を表わしている。（2a）～（2e）に対して、学習者は対応できないの

が明らかである。つまり、オノマトペそのものの意味をきちんと把握できていないからで

ある。 

さらに、問題点として挙げられるのは以下に示すように、オノマトペに後続する共起語

が省略される場合、学習者はその共起語に思い当たらないのも現状である。 

（3） 

a 「あすのポイント 日差しキラキラ 気温グングン」という天気予報に対して、「キ

ラキラ」「グングン」と共起する語として何が挙げられるかと尋ねてみると、学習者

の一部が「キラキラ光る」、「グングン上がる」と当てたが、それ以外の同様な単語

を想起できなかった。 

b 「脂肪に一喝！糖分にパンチ！！燃焼運動を強力サポートする酵素ダイエットとは？

昔、ポッチャリ 61kg 今、ホッソリ 55kg」において、文脈から「太る」「痩せる」

と推測できたようだが、「ポッチャリ」「ホッソリ」が何と結び付くかと聞いたとこ

ろ、「太る」と「痩せる」にとどまっている。 

c 平成 24年度の「国語に関する世論調査」には、オノマトペに関する 5つの言い方の

認知と使用についての調査がある。その中では「聞いたことがある」と回答した日

本人の比率の 76%を占める「キンキンに冷えたビール」は筆者にとって初耳なのであ

る。そこで、「学習者たちは知っているのだろうか」と筆者はそれを取り出して、「ビー

ルがキンキンに（   ）」という穴埋めの形にして学習者に完成させると、みな筆

者と同じ状況で回答ができなかった。 

d テレビの番組で激辛の刀しょう麺を紹介された時、「麺がモチモチ、口の中でプリプ

リ！」という話が出た。また、新鮮なイクラを食べたキャスターが「なんか、プリ

プリ！」と話した。この 2 つの話の中の「モチモチ」と「プリプリ」が何と結び付

くかと聞いてみたところ、反応がなかった。 

 

（3a）は文脈から「キラキラする」や「グングン伸びる」など想起するはずだが、（3b）は

「ポッチャリした/している」「ホッソリする/している」も考えられる。（3c）は「ビールが

キンキンに冷えている」も「ビールがキンキンに冷やしてある」もよさそうだが、（3d）は「モ

チモチする」「プリプリする」などと思い当たるはずである。しかし、予想に反して、オノマ

トペと共起する語が思い浮かばなかった。 

以上、学習者に見られるオノマトペの難点をまとめてみると、（1a）～（1e）は学習者がオ

ノマトペを用いられるはずのところに母語話者のようにオノマトペが使用できない。（2a）～

（2e）は学習者はオノマトペが表徴する意味を理解できず、イメージも喚起できない。（3a）

～（3d）は学習者は母語話者のようにオノマトペと結び付く語が想定できず、共起語が省略

された場合の意味も捉えられない。 

では、学習者にはなぜこのような問題点が現れているのか、この問いに関わる要素として、

オノマトペ、教科書、指導法と学習法という 4つの面が考えられる。 

（4） 

a オノマトペ 

オノマトペは語数が多い。その多くは自然の音響を模倣することによって作り上

げられたものであるため、雨は「シトシト」、雷は「ゴロゴロ」、まるで自然界が「声」

をもって語りかけてくるように母語話者には聞こえるが、学習者にはそのように感

じ取れず、その発音と直結する意味も受け止められない。また、オノマトペは「視

覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚」という「五感」や、「痛み」、「喜怒哀楽」などの身体・

心理感覚を表すものとしても欠かせない言語要素となっている。母語話者には何と

はなしに自然に使用できるこれらの表現は学習者には直感で理解できず馴染めない。 
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b 教科書 

初級段階ではごく限られた語が限られた形（ユックリしてください）でしか提示

されていないのに対し、中級、上級へ進むと様々な文体の文章が増えるにつれオノ

マトペも急増するきらいがあると同時に、提示された語に関する説明がどれも中国

語か日本語の語釈のみにとどまっている（ガサガサ：表面が荒れているさま）。 

c 指導法 

教科書に出現しているオノマトペに対する教師の対応ぶりを観察すると、オノマ

トペを指導する教師がかなり少ない。指導の中では、低学年（大学 1、2年生）を担

当する教師は文法翻訳法を用いて意味の翻訳をするのに対し、高学年（大学 3、4年

生）を担当する教師は文章を解読するに当たって少し触れただけで深入りをしない

のが普通である。 

d 学習法 

学習者自身の学習姿勢を観察すると、授業中オノマトペに関する質問を抱えたと

してもその場で解決しない傾向がある。放課後、辞書を調べるかと質問すると、ほ

とんどの学生は何もせずに解決しないままでいる。 

 

そこで、筆者は学習者が辞書を利用しない理由を究明するために、日本と中国で出版され

たオノマトペの辞書を合わせて以下の 8冊を対象に調査を行った。 

 
①浅野鶴子（1978）『擬音語・擬態語辞典』角川書店 

②阿刀田稔子・星野和子（1993）『擬音語擬態語使い方辞典』角川書店 

③天沼寧（1974）『擬音語・擬態語辞典』東京堂出版 

④小野正弘（2007）『日本語オノマトペ辞典』小学館 

⑤飛田良文・浅田秀子（2002）『現代擬音語擬態語用法辞典』東京堂出版 

⑥山口仲美（2003）『暮らしの言葉 擬音・擬態語辞典』講談社 

⑦近野中・毛利欣・劉青然・陳岩（1996）『日语拟声词、拟态词例解词典』商務印書館 

⑧曹金波（2008）『標準日本語擬声語・擬態語』大連理工大学出版社 

  

 調査については後述するが、上記の 8 冊の辞書を学習者が利用しない理由、もしくはこれ

らの辞書が学習ニーズを満たせない問題点は以下のようにまとめられる。 

（5） 

a 語数が多すぎて、どれがよく使われているのか明記されていないため、日本人のよ

く使っているオノマトペを知ることができない。 

b オノマトペと共起する語が限られていて、典型的な共起が明記されていないため、

共起関係を把握することができない。 

c 学習者にとって意味の配列が分かりにくいため、よく使われている意味が分からな

い。 

  

 この調査で分かるように、（5a）～（5c）はオノマトペ辞書に共通している問題点とも言え

る。オノマトペ辞書は一般的に広範で大量な語彙を網羅するのが普通で、またそれぞれ異な

る問題意識と着眼点があり、それなりにオノマトペを扱う角度や方法も異なっている。よっ

て、（4d）のような現状を見てわかるように、学習者に自律的な学習を形成させるには、辞書

のみに頼っては無理のように思える。 

そこで、オノマトペの学習・習得に関わる（4a）～（4c）の 3 要素から解決の方法を見出

す必要がある。そのうち、オノマトペそのもの（4a）は学習者にとって難しくて変えられる

ものではない。しかし一方で、学習者に使わせる教科書（4b）と教師の指導法（4c）は変え

られるもので、この 2 要素から着手するしかない。まず、教科書の問題点と言えば、初級･

中級･上級に割り当てる語数が偏っている。この偏りを適切にしなければならない。また、取
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り上げられるオノマトペの語釈に対して、その記述と提示の仕方を工夫する必要がある。そ

れから、オノマトペに対する指導に関して、指導すると指導しないという 2 つの現象が起き

ている。「指導しない」はおおむね教師自身の認識と態度によって変わるもので、有効な教授

法や指導法を提供さえすれば、意味解釈だけで済ませる「指導できない」教師から学習目標

に合わせて指導を行う「指導できる」教師に変身する可能性が大きい。 

よって、オノマトペの学習・習得が難しいという難題を解決するために、従来の教科書と

指導の代わりに、理想的な「教材・教科書」と有効な指導プロセスを検討する必要がある。

そこで本研究は、オノマトペの学習・習得における困難を解決することを目指して、オノマ

トペの学習内容の構築と指導プロセスについて考察することを目的とする。その中で、学習

者の使っている教科書を完備させる形の学習内容を新たに構築し、学習現場に生かす教授法

や指導法などを含め、新たな指導プロセスを構築する。 

 

1.2 研究課題 

オノマトペの学習・習得における難題は学習者にとっては「何をどう勉強すればいいか」

という問題であり、教育者にとっては「何をどう教えればいいか」という問題である。本研

究は教育者の立場からこの問題に取り組む。まず、「何を」という問題を解決するためには最

も重要なのは現在使用されている教科書のかわりに新しい「教材・教科書」もしくはオノマ

トペの学習内容を構築することである。次に「どう教える」は学習者のレベルに合わせて初

級･中級･上級レベルで学ぶべきオノマトペの学習内容と項目にふさわしい教授法・指導法・

指導手順を含んだ指導プロセスを構築することである。この 2 つの問題の解明を主要課題と

して取り上げ、オノマトペの学習・習得に関わる問題を解決したい。 

 第 1主要課題はオノマトペの学習内容を構築することである。 

 4つの下位課題によって構成される。それぞれ、オノマトペを選定する、選定したオノマ 

トペのプロトタイプ的コロケーション6とプロトタイプ的意味またはそれに近い意味7を抽 

出する、「オノマトペ＋コロケーション＋プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」に 

よってオノマトペのレベル分けをする、という 4つである。詳細は以下の（6）に示す。 

（6） 

a 第 1は教科書に出現するオノマトペの語数が少ないことに対して、複数の資料を照ら

し合わせて初級・中級・上級で教えるオノマトペを選定することである。その手順と

してまず、オノマトペの主要パターンを調査する。『暮らしの言葉 擬音・擬態語辞

典』（以下『暮らしの言葉』）、『分類語彙表』、「現代雑誌 200万字言語調査語彙表」（以

下「現代雑誌」）を用いて、辞書および語彙調査表におけるオノマトペの分布をパター

ンごとに調べ、語数と語形によって主要パターンを選ぶ。次にオノマトペとその使用

頻度を調査する。選定資料は実際使用を反映する書き言葉資料「現代雑誌」と話し言

葉資料「BTSJ による日本語話し言葉コーパス 2011 年版」（以下 BTSJ）、日本語教育

分野での扱い方を代表するテキスト（日本と中国で出版された日本語教科書それぞれ

初級・中級・上級をカバーする 10種と 11種）、日本語能力試験問題（旧）（以下旧

JLPT）を用いる。5種の資料に対する調査方法として、実際使用を重視する観点から、

「現代雑誌」と「BTSJ」におけるオノマトペの延べ語数（使用頻度）を、日本語教育

関係資料 3種の異なり語数（出現回数）を調査する。すなわち、日本語教科書と日本

語試験においては各資料において何度出現しても 1として取り扱い、使用頻度を数え

た「現代雑誌」と「BTSJ」の資料のほうに重みをつける形にする。また、それぞれの

オノマトペがいくつの資料に出現しているかという出現資料数も調べ、単一の資料に

のみ出現するというような偏りがないかという観点も取り入れる。使用頻度/出現回

数と出現資料数を数値化して、その数値をもとに選定の基準に区分してオノマトペの

選定を行う。 
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b 第 2は従来の教科書がオノマトペのみを提示しているのに対して、本稿はオノマトペ

をプロトタイプ的なコロケーションとともに提示することを試みる。本研究は「現代

日本語書き言葉均衡コーパス」（Balanced Coupus of Contemporary Written Japanese、

以下 BCCWJ）8を利用してオノマトペの後方 1 語から 10 語ずつ設定して、用例を収集

する。ピックアップした用例をチェックして、オノマトペが共起語との共起関係が成

立するか否かを判断する。成立するオノマトペの共起語を取り出して、認知意味論の

プロトタイプ理論に従って共起語のカテゴリーから中心メンバー、すなわちプロトタ

イプ的コロケーションを抽出して学習内容に組み入れる。 

c 第 3 の課題は「常用的な意味」9を提示することである。従来の教科書におけるオノ

マトペの意味は簡単な語釈あるいは意味説明にとどまっている。具体的に選定したオ

ノマトペの中から 2つ以上の意味を持つ多義オノマトペを取り出し、母語話者を対象

に意味に関する調査を行う。母語話者を対象とした調査のデータにより、多義オノマ

トペの基本的な意味と高頻度使用意味を抽出してオノマトペのシソーラスとして学習

者に提供する一方、本稿の指導内容としても利用する。 

d 第 4は学習内容に即してオノマトペのレベル分けを試みることである。初級・中級・

上級学習者の学習ニーズと新 JLPT 受験の必要に応じて、初級レベルからオノマトペ

の語数を増やす。レベル分けは中国で使用されている教科書 11種（以下「教科書」）、

ヨーロッパ言語共通参照枠（以下 CEFR）10の Can-doの 6つのレベルと JF日本語教育

スタンダード 2010（以下 JFS）11の Can-doの 4つのレベルを基準にオノマトペを初級・

中級・上級という 3 つのレベルに分け、日本語能力試験（新）（以下新 JLPT）12の認

定の目安を参照してレベル分けの結果を判定し、さらに「現代雑誌」と「BTSJ」の使

用頻度によって 3つのレベルを調整する。 

 

 第 2主要課題はオノマトペの指導プロセスを構築することである。 

 本稿は主に第二言語習得理論とインプット処理理論の処理指導理論に基づいて指導プロセ

スを構築する。第二言語習得理論に従って学習者の習得プロセスはインプット（input）13、

インテイク(intake)14、アウトプット(output)15/インタラクション(interaction)16によって

構成される。学習者の習得プロセスをふまえて教師が各段階でどのように指導に関与するか、

いわば、指導の主導権を握っている教師はどのような指導プロセスをたどるかは次の 4 つか

ら検討する。 

 まず、インプットの段階では、教師がレベルごとにどのように指導内容を準備するか、準

備した内容をどのように提示するか、つまり、どのようにオノマトペを導入するかというこ

とである。その次に、知覚したオノマトペはどのような教授法・指導法を用いて指導すれば

理解されるか、また、オノマトペの形式と意味とのマッピングをさせるためにどのように処

理指導を行えば、理解されたオノマトペをインテイクとして貯蔵されるようになるか、最後

に、意味や内容のある活動をする時にどのように指導すれば、オノマトペの形式にも注意を

向けさせることができるようになるかを検討する。 

    

1.3 理論と方法 

 以上、2 つの主要課題およびその下位課題を述べてきた。以下、主要課題ごとにその解決

にかかわる理論と方法を説明する。 

1.3.1 学習内容の構築にかかわる理論と方法 

 学習内容の構築は、2つの段階に分かれる。1つは学習内容を構築するための基礎（準備）

段階で、もう 1つは基礎（準備）段階をベースとする構築段階である。 

基礎（準備）段階では、下位課題を解決することを目的とした。（6a）のオノマトペ選定で

は言語理論の形態論に従って、オノマトペの語形によって主要パターンを抽出する。（6b）の
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コロケーションに関する調査では、オノマトペと共起する語の特徴および「ハラハラ」を具

体例にとり、共起する動詞のパターンを統語論的に検討する。（6c）のオノマトペの意味に関

する調査では、オノマトペの基本的な意味と高頻度使用意味を明らかにし、学習内容に組み

入れる基本的な意味を意味論的に考察する。（6d）のレベル分けでは、オノマトペのプロトタ

イプ的意味またはそれに近い意味とプロトタイプ的コロケーションをふまえた上で初級・中

級・上級で扱うオノマトペのレベル分けを試みる。このように、（6a）～（6d）の遂行によっ

て、オノマトペの学習内容を構築できるようになる。 

 構築段階では、学習者の習得効果を考慮するように、学習内容の形式、すなわちどのよう

に提示すればオノマトペの習得が促進されるかという問題の解決に重点をおいて、インプッ

ト処理理論、認知言語学のカテゴリー理論および認知心理学の改訂階層モデルを援用する。 

VanPatten（2008: 117-125）を中心として提唱されたインプット処理理論(IP)は学習者の

インプット処理の方法を理解する上で重要な理論である。インプット処理における下位プロ

セスでは「形式と意味の結び付け」（pp.117-121）と「解析」（pp.122-125）を提示している。

前者は、学習者がインプットを受けた時に、いかにインプット処理するかという言語処理原

則である。学習者は意味を求めようとして、文法形式にはあまり注意を払わないということ

である。また、後者は文を解析する際に学習者が使用する原則を述べたものであり、母語処

理手順や普遍的な言語処理ストラテジーがその基盤となっているとする（前掲書）。 

学習者がインプットされた言語形式を正しく理解するためには、言語形式と意味をしっか

りと結びつけることが重要であることから、本研究ではオノマトペの学習内容を形式・意味・

使用/機能という形に構築する。つまり、形式（オノマトペの語形＋オノマトペのコロケーショ

ン）、意味、使用例という形に構築することである。このような形式の学習内容の構築によっ

て、教師は常に言語形式と意味を結びつけて指導内容を考えることができ、学習者も形式と

意味を意識的に結び付けて習得することができるようになる。このような新語の提示は第二

言語教育においては一般的な考え方であると見られ、例えば、中村（2011: 42）は「新語の

提示にあたっては、目標語彙の意味および文法特性と同時に新語のコロケーションに関する

説明とコンテクストを活用した運用例を示すことが必要」であると述べている。 

したがって、本稿はオノマトペのプロトタイプ的共起語、またプロトタイプ的意味または

それに近い意味と使用例を学習内容として以下の表 1-1に示すように提示する。プロトタイ

プ的共起語とプロトタイプ的意味またはそれに近い意味については、それぞれ第 9章と第 7

章に詳しく述べる。 

 

表 1-1 オノマトペ学習内容の設定（例） 

形式 意味 使用例 

ニコニコ 笑う    楽しそうにほほえみを浮かべるさま ニコニコ（と）笑う顔が美しい 

アッサリ 言う 時間や手間をかけずに物事が行われるさま アッサリ（と）断った 

 

このように設定したオノマトペの学習内容は学習者により効果的に記憶させるために本稿

は認知言語学のカテゴリー理論と認知心理学の改訂階層モデルを用いてオノマトペの学習内

容の構築における分類を行う。 

認知言語学では、日常生活から知覚し経験した事物をグループにまとめるカテゴリー化は

われわれ人間に備わった最も基本的な認知能力である（野村 2014: 13）。人間は全ての情報

を関連なしに 1 つずつ記憶するということも考えられるが、それは「記憶容量の問題を考え

るときわめて非現実的」（大堀 2002: 29）である。そのため、人間は物事の類似性や共通点

を取り出すことによって、物事の間にあるまとまりをカテゴリー化することができる。その

カテゴリー化によって普段知覚したり経験したりすることから得られた膨大の量のものを記

憶にとどめられるようになる。 

本稿はオノマトペの学習内容をカテゴリー化する。「オノマトペ＋プロトタイプ的コロケー
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ション＋プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」からなる学習内容は個々のオノマトペ

がどういう概念のどういう意味を表すかを判断して、その中から類似性と共通点を見出し、

個々のオノマトペを「人」「事」「物」という範疇ごとに再分類を行う。さらに「人」を「容

貌」「表情」「体つき」「行動・行為」「状態・様子」「態度・性情」「感情・感覚」に、

「事」を「状態・様子」と「進行・程度」に、「物」を「様子」と「動き」に細分化する。

このように、主述関係によって物の特徴を表すオノマトペ（肌がスベスベしている、肌がツ

ルツルしている）や、同じ状態あるいは動作・動きを修飾するオノマトペ（パクパク食べる、

ガツガツ食べる）などをカテゴリーごとに扱うことができるようになる。 

さらに、オノマトペの学習内容をカテゴリー化した上で、Kroll&Stewart（1994: 149-174）

が提唱した改訂階層モデル17に従って、オノマトペの心内辞書を形成させるように概念ごとに

細分化を試みる。海保・柏崎（2002: 98）によると、改訂階層モデルは母語も第二言語も表

現形式がそれぞれ異なる語彙表象システムに入っているが、2 つの言語の表す意味が共通の

概念表象システムに入っているとしている。そのため、母語も第二言語も単語情報に関する

記憶表象は関連づけられていることにより、心内辞書もしくは語彙記憶を形成する。 

本稿はオノマトペ間の関連性から出発し、カテゴリー化した「人」「事」「物」をさらに

概念ごとに細分化する。例えば、「人」の「行動・行為」を表すオノマトペをさらに「言う」

「笑う」「泣く」という概念によって再分類する。学習者は「ペラペラ」という日本語（第

二言語）を獲得すると、それを中国語（母語）への連結を通して、「言う」（说(shuō)）と

いう概念と結び付く。つまり、「ペラペラ」から「流畅(liúchàng)、流利(liúlì)」への語彙

連結を経由して、「言う、話す」（说(shuō)）という概念にたどり着く。逆に、「言う、話

す」（说(shuō)）という概念から中国語への概念連結はいうまでもなく、日本語への概念連

結によって、「言う、話す」に関連するオノマトペを「ペラペラ」「スラスラ」「ブツブツ」

「ガタガタ」などへの連結が実現されうる。それにより、オノマトペに関する語彙のまとま

り、いわばオノマトペに関する心内辞書が学習者の中で形成される。 

この 2 つの言語理論に基づいて、本稿はカテゴリー化したオノマトペの学習内容をさらに

概念ごとに、以下表 1-2に示すように拡充する。 

 

表 1-2 「人」の「行動・行為」における「言う」に関連する学習内容（例） 

オノマトペ 

プロトタイ

プ的コロ

ケーション 

プロトタイプ的意味またはそれに近い意味 使用例 

クドクド 言う しつこく繰り返して言うさま クドクド（と）小言を言う 

ズバズバ 言う 核心に触れた事をためらわずに言うさま 
相手かまわずズバズバ（と）言

う 

ガミガミ 言う 口やかましくしかりつけたり、文句を言ったりするさま ガミガミ（と）しかる 

シャアシャア と言う 厚かましくて、恥を恥とも思わないで平気でいるさま 
怒られてもシャアシャア（と）

している 

ボソボソ と言う 低く小さい声で話すさま ボソボソ（と）つぶやく 

ムニャムニャ と呟く わけのわからない言葉を口の中でつぶやくさま ムニャムニャ（と）言葉を濁す 

タラタラ 
流す、と流れ

る 
好ましくない文句をたくさん並べたてて言うさま タラタラ（と）おせじを言う 

 

1.3.2 指導プロセスの構築にかかわる理論と方法 

 学習者はどのように語彙を習得するのだろうか。オノマトペをより効果的に指導するため

には、まず学習者の語彙習得の特徴や習得に影響を与える要因等を知ることが重要である。

その上で、習得を強化するような指導を考えることが必要になってくる。 

中村（2004: 126-128）は、Ellis & Beaton (1995)に基づき、新語を習得するプロセスに

関わる要因として、母語との類似性（音素配列、綴り字）、対象語の長さ、品詞（名詞は習
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得しやすい）、使用頻度、イメージ性（イメージを喚起しやすいかの度合い）を挙げている。

これによると、オノマトペの場合も使用頻度やイメージ喚起の度合いなどが習得の難易度を

決定すると見られる。逆に、そのようなオノマトペを最初に導入し、また、イメージ喚起を

促すような指導を採用することも効果的であると言える。 

多義語の習得研究で最も重要な研究は Kellerman(1978)から始まるプロトタイプ性（典型

性）と母語転移に関する研究であろう。この研究から学習者は母語（オランダ語の breken）

のプロトタイプ的意味は外国語の類似語（英語の break）でも同様の使い方ができる（break 

a cupは言える）が、非プロトタイプ的意味は外国語の類似語では同様な使い方はできない

（break his heartは言えない。実際は言える）と考えていることがわかった。このことか

ら、母語と第二言語が共にプロトタイプである意味は習得が早いことがわかる。 

しかし、日本語のオノマトペは数が多く、これに対応する類似語が学習者の母語に存在す

るとは考えにくい。では、母語に類似語がない第二言語の語彙はどのように習得されるのだ

ろうか。Shirai(1995)では、日本人母語話者に対して英語の putの用例の正誤判断をさせた

際、日本語の「置く」にはない putの意味の場合、学習者は putのプロトタイプに近い意味

には「正」と判断したのに対して、プロトタイプから遠い意味には「誤」と判断した。この

ことから、第二言語はプロトタイプに近い意味のほうが習得が早いことがわかる。つまり、

母語に類似語がないオノマトペなどの場合、第二言語のオノマトペのプロトタイプから導入

し、それに近い周辺語義へと提示を行うと、習得が早いということが予想できる。 

また、松田（2000）は学習者が基本動詞「割る」についてどのような概念（＝意味知識）

を持っているかを 3つの観点から調査した。つまり、差異化（意味的に関連した類義語との

使い分けができること）、一般化（多義的な意味・用法を十分に使用できること）、典型化

（概念の核となる典型概念の獲得）という 3点である。その結果、典型概念については学習

が進むにつれて安定して来るが、類義語との差異や多義語の様々な意味は上級になっても不

安定であることが明らかになった。このことから、「単一の語の意味・用法を切り取って教

えるだけでは不十分であり、類義語との意味の関連とその意味境界また転用用法のプロセス

に目を向けた指導が必要である」(p.88)ことを示唆した。 

田中（1990: 23-24）は語の意味の習得過程は「脱コンテクスト化」の過程であるとする

Bolingerを引き、下記のように、文脈に依存する段階から文脈に依存しない段階へと移行す

るとしている。つまり、最初は具体的な文脈の中でどのような意味を表しているかを理解す

るだけであったのが、次第に様々な文脈での用法に出会ううちに、それらの意味に共通する

概念が形成されていくのである。 

段階 1 contextual  個々の文脈に依存した状態 

段階 2 trans-contextual  一般化がある程度おこなわれている状態 

段階 3 de-contextual  一般化が完全におこなわれた状態 

しかし、複合語「～こむ」の習得研究を行った松田（2004：141）は、「学習者の『～こむ』

の意味知識は用例レベル、すなわち段階 1 の状況」にとどまっており、段階 3 にまで移行す

るには「使用の拠り所となる認知的基盤が獲得できるような支援が必要である」として、コ

ア図式を活用した意味提示の方法を提案している。つまり、多義語が持つ複数の意味を包含

する共通のコア図式を用いて、「～こむ」などの多義語彙の習得支援を行うべきであると主

張している。 

 これらの先行研究に裏付けられるように、語の意味の習得過程はプロトタイプ的意味から

非プロトタイプへ、コンテクスト依存的から脱コンテクスト化へと進む。それゆえ、多義オ

ノマトペ18の習得も同じ過程をたどると考えられ、指導もこの過程に沿って進めるのがよい。 

具体的には図 1-1 に示すように、まず、オノマトペのプロトタイプ的意味またはそれに近

い意味を最初に扱い、その段階でコンテクストに依存した当該オノマトペの基本的なイメー

ジを覚えさせる。その次に、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味を中心に非プロトタ

イプ的意味も併せて抽出した当該オノマトペのイメージ・スキーマ19や、また意味拡張におけ
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る意味の隣接性などの説明を用いて、一番目に指導したプロトタイプ的意味またはそれに近

い意味と関連付けるように二番目に扱う高頻度使用意味の指導を行う。このようにして、そ

の語が持つ共通イメージ・スキーマ等を意識的に導入することにより、その他の語義につい

ては学習者が自律的に意味を類推できるようになることを支援する。例えば、「ポツポツ」

は多義オノマトペとして以下に示すように 4つの意味20がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 多義オノマトペの学習指導過程 

   意味 1･･･物があちこちに少しずつあるさま。「ポツポツ（と）人家が散らばっている」 

   意味 2･･･物事が少しずつ行われるさま。また、物事を少しずつゆっくり行うさま。「ポ

ツポツ（と）注文が来ている」「ポツポツ（と）語る」 

  意味 3･･･少しずつ雨が降りはじめるさま。「雨がポツポツ（と）降ってきた」 

  意味 4･･･［名］点々とあるもの。「葉っぱに白いポツポツがある」 

この中で、母語話者によるプロトタイプ的意味またはそれに近い意味は意味 3（表 7-5 参

照）で、高頻度使用意味が意味 4（表 7-10参照）である。意味 4を指導する場合、意味 3と

関連付けるためにイメージ・スキーマを取り上げる。イメージ・スキーマは、母語話者によ

る「基本的な意味」、すなわちプロトタイプ的意味またはそれに近い意味を基に多義オノマ

トペが共通に持つ意味から決められる。 

                  

 

 

 

 

 

図 1-2 「ポツポツ」のイメージ・スキーマ 

また、語彙習得過程では類義語との意味の違いも習得する。類義オノマトペ21がある場合、

類義オノマトペ間の共通点と相違点を明確に知る必要がある。その場合、個々の類義オノマ

トペのプロトタイプ的意味またはそれに近い意味を基に意義素22を抽出する。イメージ・スキー

マと意義素を用いて類義オノマトペ間の共通点と相違点の指導を行えば、習得が進むと考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 1-3 類義オノマトペの学習指導過程 

プロトタイプ的意味またはそれに近い意味 

高頻度使用意味 

その他の意味 

イメージ・スキーマなど 

 

学習者の類推 

共通点・相違点 

イメージスキーマ 

意義特徴 

イメージスキーマ 

意義特徴 

オノマトペ A 

プロトタイプ的意味 

高頻度使用意味 

その他の意味 

オノマトペ B 

プロトタイプ的意味 

高頻度使用意味 

その他の意味 
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例を用いて説明すると、シトシトは「雨が静かに降るさま」「物事を物静かにするさま」

「湿っているさま。また、濡れているさま」という意味23の中で、プロトタイプ的意味または

それに近い意味は「雨が静かに降るさま」である。イメージ・スキーマを以下図 1-4のよう

に取り出せる。 

〈シトシト〉 

 

 

 

図 1-4 「シトシト」のイメージ・スキーマ 

 

例えば、「シトシト」と「ポツポツ」という「雨が降る様子」を表わす類義オノマトペは、

それぞれの意義特徴を示すと、2語の意味的相違点が明らかになる。 

 

「シトシト」…〈雨〉〈降る〉〈少量〉〈静か〉〈落ちてくる間隔が連続〉 

「ポツポツ」…〈雨〉〈降る〉〈少量〉〈静か〉〈落ちてくる間隔が長い〉 

 

これにより、この 2語の異なる意義特徴は「落ちてくる間隔」となる。つまり、「シトシト」

は「連続して静かに降る」雨の様子を表わすのに対し、「ポツポツ」は「雨の降りはじめの

ような、雨粒が一つ、二つと落ちてくる」様子を表わす。この 2 語のプロトタイプ的な状況

のイメージを表すと、図 1-5のようになる。 

         〈ポツポツ〉        〈シトシト〉 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-5 「ポツポツ」「シトシト」が表すプロトタイプ的な状況のイメージ 

 

本稿では、以上に示したとおり、語彙習得過程に準じて、多義オノマトペの意味の学習指

導過程をプロトタイプ的意味またはそれに近い意味、類義、高頻度使用意味へと展開するよ

うに設定している。類義語との共通点と相違点の考え方を教え、また、プロトタイプ的意味

またはそれに近い意味とその他の意味とのイメージ・スキーマを意識させることによって、

教室では扱わないその他の意味を推測できるように指導を行う。 

 以上、第二言語習得研究のうちの語彙習得過程を基に、本稿におけるオノマトペ学習指導

についての観点を述べてきたが、次に、もう少し一般的な視点から第二言語習得のプロセス

に沿って本稿のオノマトペ指導について述べたい。その概要を図 1-6に示す。点線の部分は

指導プロセスにおける教師が遂行する活動を、太線の部分は学習者の学習・習得プロセスを

示している。図でも明らかなように、インプットからインテイクまでの指導を手厚くして、

学習者のインプット処理を活性化し、理解されたインプットが中間言語体系に組み込まれる

ような指導プロセスとなっている。学習者がインプット処理を効果的に行えるようになるの

を目指して、本研究は第二言語習得理論を軸に、VanPattenのインプット処理理論（IP）と

処理指導（PI）、認知言語学理論、認知心理学モデル、統語論と意味論を援用する。 

図 1-6の右側は第二言語習得理論に沿って、インプット、インテイク、アウトプット/イン

タラクションに分けた学習者の学習・習得プロセスである。 

インプットは通常、学習者が音声や文字などを外部から受け入れる段階である。本研究は
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知覚されたインプットと理解されたインプットに分けたのは VanPatten(1996、2004、2008)

を中心に提唱された処理指導（processing instruction:IP）による第二言語習得の効果をオ

ノマトペの習得にも実現させようとするためである。VanPatten(1996: 4-8)は第二言語習得

に関する先行研究を概観したうえで、それぞれ研究の観点や枠組みは異なるものの、意味の

あるインプットが第二言語習得に不可欠で重要なものであるという点では一致していると指

摘している。その上で、文法規則やそれをアウトプットさせることに重点を置く従来の文法

指導との違いを述べ、処理指導は学習者のインプット処理の仕方を変え、形式と意味のマッ

ピングを発達させるためのものであり、それがインテイクを強化し、ひいては学習者の中間

言語体系（発達システム developing system）に効果を与えるとしている。処理指導の詳細

は同書の第 3 章に詳しく説明されているが、処理指導は意味のある言葉を聞いたり読んだり

する活動をしながら学習者の注意を言語項目に向けさせるインプット基盤の習得方法である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 オノマトペの指導プロセス例24 

 

本稿は学習者がインプット処理を効果的に行えるように、知覚されたインプットを促す段

階では次のような活動を行う。 

 初級レベルでは、初級学習者の学習能力を案じてウォーミングアップをする。つまり、初

級で教えるオノマトペを貫くひとつのストーリー（第 10章参照）を編成して中国語で読ませ

る。その次に中級と上級と同様に、音声を聞かせたり実物などを見せたりして、指導内容に

ふさわしい絵や動画によって組み立てた Power Point（PPT）を用いて刺激を与える。最後に

ウォーミングアップ 

オノマトペを含んだ中

国語のストーリー 

（初級のみ） 

教授法・指導法 

  ・文法翻訳法 

  ・TPR 

    ・オーラル・メソッド 

  ・イメージ・スキーマ 

 

学習内容 

・オノマトペ   

・プロトタイプ的なコロケーション 

・プロトタイプ的意味またはそれに近い

意味 

Power Point 

音声 

絵 

動画 

（学習内容全般） 

理解されたインプット 

処理指導（PI） 

インテイク 

アウトプット 

 

 

インタラクション 

（予防的、事前対策的、反

応的）フォーカス・オン・

フォーム（FonF） 

 知覚された 

 インプット 

絵のタスク 

文を完成させる 

共起語を想定させる 
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オノマトペの学習内容を捉えさせるために指導内容を配布する。このように、知覚されたオ

ノマトペをリスニングやリーディングなどによって、オノマトペの形式を音声や文字で認知

し、その形式が表す意味もある程度理解することになる。 

次に、理解されたインプットを促す段階では、教師はおおむね文法翻訳法（Grammar 

Translation Method）25、TPR26、オーラル･メソッド（Oral Method）27を用いて、指導法ある

いは教授法を組み合わせて有機的に統合した形の指導を試みる。これらの統合により、母語

と日本語の両方、また動作・表情・ジェスチャー、実物などを用いる指導を行い、オノマト

ペの意味を理解するように促す。これは浅野百合子が執筆した日本語語彙の理解への指導と

して挙げられた語の意味の提示の 5つの方法28と合致している。中級と上級では教師は初級レ

ベルの指導法を踏襲しながら、段階によって異なる指導法を加えたり修正を行いながら教室

の現状に適応させていく29。中・上級の学習ニーズに応じて、インプットの段階では内容を教

えながら言葉の習得を行う内容重視の教授法を用い、アウトプットの段階では有意味なタス

ク30を遂行することにより言語学習が促進されるタスク重視の教授法を用いる。最後のインタ

ラクションでは指導の焦点を学習者のコミュニケーション行為に当て、本物の意味のあるコ

ミュニケーションを教室活動の目標とし、意味交渉を伴うより自由なコミュニケーション活

動を導入する。 

さらに、理解されたインプットをインテイクさせるために、教師はオノマトペの形式と意

味の結び付けのための活動を行い、学習者の中間言語体系に組み入れられるようにする。そ

のために、処理指導（PI）、認知心理学のバイリンガル二重符号化モデルと認知言語学のイメー

ジ・スキーマを援用する。 
ここでは PIを用いて形式と意味とのマッピングを促進させる。学習者に目標オノマトペを

発することをさせずに、インプット処理だけをさせる活動である。例えば、教師が目標言語

形式を用いてある場面を描き、複数の絵の中からその場面を描いた絵を学習者に選ばせたり、

目標言語形式を用いて作られたストーリーを聞かせたり読ませたりして、その中の登場人物

の様子や場面の状況が理解できているかを確認するような活動である。前者の活動例として

は、「Aさんはニコニコしています」「Bさんはニヤニヤしています」「C さんはガッチリし

ています」「Dさんの目はキリッとしています」などと目標オノマトペの言語形式を聞かせ、

学習者に人の表情や姿を描いた何枚かの絵の中から適当な絵を選ばせる活動などが挙げられ

よう。このような言語形式と意味をマッピングさせる活動を通して、目標オノマトペの形式

と意味を学習者の中間言語体系に組み入れる支援をする。 

バイリンガル二重符号化モデルはPaivio(1991: 328-331)によって提唱されたものである。

これは母語と第二言語の言語表象システムならびに両者に共有されるイメージ表象システム

との連結によって物事に対する感覚的分析が促進されるものである。感覚的分析の結果は母

語（ここでは中国語とする）なら中国語連想ネットワーク、第二言語（ここでは日本語とす

る）なら日本語連想ネットワークに入る。非言語ならイメージシステムに入る。中国語連想

ネットワークと日本語連想ネットワークにそれぞれ具象語ロゴジェンがある。具象語ロゴジェ

ンは単語の特徴を収集するための心的装置として、イメージシステムの指示物イマジェンと

つながっているため、世界に関する知識がイメージとして思い浮かべられる時は、このイメー

ジ表象システムが活性化され、機能すると考えられる（前掲書）。 

この理論に基づいてオノマトペの指導を行う場合、中国語・日本語・非言語（動作・表情・

ジェスチャー）の刺激によって、感覚的分析が促される。分析の結果、中国語と日本語は言

語連想ネットワークに保存されるのに対して、非言語は指示物イマジェンとしてイメージシ

ステムに保存される。そして、保存された言葉とイメージが連結している。いざ外界から言

語あるいは非言語の刺激を受けると、中国語と日本語の具象語ロゴジェンと非言語の指示物

イマジェンが動員される。その刺激は言語連想ネットワーク内で表象される単語の特徴と類

似すればするほど、言葉の活性化が高くなる。イメージも同様にイメージシステム内で表象

されるイメージの特徴と類似すればするほど活性化の水準が高くなる。例えば、学習者に日
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本語（「ダブダブの上着」）、中国語（肥肥大大的上衣（féiféidàdàdeshàngyī））および本

物を用いて刺激を与えると、言葉を聴覚で実物を視覚で捉えられ、その言葉とイメージをそ

れぞれのシステムに収集される。また、「ダブダブのセーター」という実物を用いて刺激す

ると、視覚的分析の結果、イメージシステム内で保存される「ダブダブの上着」のイメージ

が活性化される。それと同時に、言語システムに保存される「ダブダブの上着」（肥肥大大

的上衣（féiféidàdàdeshàngyī））も活性化される。そこから「ダブダブの」と「肥肥大大的」

を取り出し、それぞれ「セーター」と「毛衣」と結びつくと、「ダブダブのセーター」とい

う日本語と「肥肥大大的毛衣(féiféidàdàdemáoyī)」という中国語が出力される。また、逆に、

中国語あるいは日本語のどちらを用いて刺激すれば、もう一方の言語が出力されると同時に

イメージも思い浮かべられると想定される。このモデルに裏付けられるように、オノマトペ

の学習ではイメージが必要不可欠な要素としてかかわっている。また、それは母語と第二言

語、すなわち言語と連結していることによって習得が促進される。 

そこで、本稿はオノマトペの指導に認知言語学のイメージ・スキーマを取り入れる。知覚

されたインプットの段階ではオノマトペのプロトタイプ的意味またはそれに近い意味を中心

に指導を行う。それに次いでプロトタイプ的意味またはそれに近い意味から 2 番目に高頻度

使用意味を理解されたインプットとして習得を促進させるために、特に中級と上級学習者向

けに多義オノマトペを指導する時に、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味と関係付け

るためにオノマトペのイメージ・スキーマを利用して、共通イメージを描かせる。理解され

たインプットをインテイクへと導く段階では教師は実際に扱うオノマトペの難易度に合わせ

て、類義オノマトペや多義オノマトペなどを理解させるように、イメージ・スキーマや意味

拡張のプロセスなどを分析する必要がある。 

学習者は学習言語のレベルが高まるにつれ、オノマトペに対する理解力や思考力が備わる

とともに学習ニーズも生まれる。そのため、中級から多義オノマトペの意味拡張にかかわる

メタファー、メトニミー、共感覚的比喩などの要素による意味のネットワークを構築させ、

多義オノマトペのイメージ・スキーマを抽出することによって意味のネットワークの共通点・

類似点を認識させる必要がある。意味のネットワークに収集された意味と意味との関係およ

びその意味形成にかかわる要素に対する認知的基盤を持つことによって、将来的な自律的学

習が育成される。認知的基盤は松田（2004: 148）によれば「母語話者が当該語に対して持っ

ている語のイメージのようなもの」であり、「当該語の使用における認知的基盤を持つこと

が語彙習得の最も大切な要素」であるという。しかし、認知的基盤となる母語話者と同様な

イメージを持つことが学習者にとって容易ではなく、多義語のすべての例を見ても自分では

内在化できず、規則を意識化させるために、支援を提供する必要がある。教師は多義オノマ

トペの意味を説明する場合、その意味拡張による派生的意味を分析しなければならない。そ

のためには、意味拡張のプロセスにかかわるメタファー、メトニミー、共感覚的比喩を認知

メカニズムとして提示する必要がある。 

目標言語項目がインテイク（intake）されると、学習者は自然とそれをアウトプットする

ようになる。アウトプットでは、絵のタスクや文を完成させるタスクや共起語を想起させる

タスクを用いて、貯蓄されたオノマトペの情報から適合するものを検索して、アウトプット

させる。ここで、教師のリキャストなどのフィードバックがかかわってくる。教師の関与あ

るいはモニタリングによって、アウトプットを観察し、蓄積されたオノマトペの情報を再確

認することを通して、学習の質を高めることができる。 

最後に、インタラクションの段階にたどり着くと、学習者が意味のある言語活動の中に与

えられたオノマトペを使いこなすことができるように、使用への誘導として、教師が質問の

中にそのオノマトペを使用したり、教師の質問に対する学習者の答えの中に、そのオノマト

ペが使われるように仕向けたりする。また、学習者同士にペアやグループ･ワークでそのオノ

マトペを含む自由会話やロールプレイを行わせる。 
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さらに、意味のあるやり取りの中で、言語形式にも注意を向けさせるために、フォーカス・

オン・フォーム（以下 FonF）31を行う。その方法として、誤りが確認されたときに行う即応

的 FonF、事前に誤りの修正方法を準備しておく事前的 FonF、間違いが出やすいようなタスク

をさせる前にクラス全体でもう一度確認をする予防的 FonFがある。この指導では、オノマト

ペと結びつく助詞などは学習者が自分で使用してみて、間違って教師に直されてはじめて身

に付くと考えられる。また、発音やアクセントの違いだけで意味を弁別することもできる。

学習者がオノマトペ産出をしようとする際に、その形式を認識するように FonFによる教師の

働きかけによって、学習者の注意が意味からオノマトペの規則的特徴にシフトする（白畑・

若林・村野井 2010：126）ことができる。つまり、FonFによって、学習者に特定の形式が特

定の意味を表すということを認識させることができるようになると同時に、その形式が使用

されるとある目的が果たせると理解させることができる。このように、FonF によってオノマ

トペの形式・意味・使用例の習得が促進される。 

 

1.4 本研究の構成 

 本研究は 11章からなる。序論は第 1章と第 2章に分かれる。本論は 3部から構成される。

第 1 部は第 3 章と第 4 章で、オノマトペの学習内容を構築する必要性があることを、学習者

のオノマトペの使用実態調査とニーズ調査に基づいて具体的に示す。第 2 部は第 5 章から第

8 章で、オノマトペの学習内容を構築するための 4 つの下位課題（具体的に 4 つ挙げる）を

中心に展開する。第 3 部の第 9 章では、オノマトペの指導法のための言語学的考察を行い、

第 10章ではインプット処理理論や認知言語学、認知心理学モデルなどによって構築した学習

内容と指導プロセスを用いて教室活動の実践を通して、指導の効果測定によって検証を行い、

指導の結果を明らかにする。最後の第 11章は本研究のまとめと今後の課題を述べる。 

各章の内容を以下に示す。 

 第 1章は日本語教育という視点からオノマトペ学習に現れた問題を提起し、その原因であ

る 4つの要素を探ることによって、学習・習得難を解決する鍵としてオノマトペの学習に関

わる学習内容とその指導プロセスの構築という 2つの主要課題を提出する。4つの下位課題

からなる学習内容の構築及びその指導プロセスの構築のための方法論を第二言語習得理論、

認知言語学理論、認知心理学理論などの理論に基づいて説明する。 

 第 2章はオノマトペの音形と意味との関係における複数の言語との比較を通して、日本語

オノマトペの難点と第二言語学習者にとっての難しさを述べる。そのうえで、日本語オノマ

トペの特質および中国オノマトペとの対比、さらにオノマトペ教育に関する提案や調査、実

験などの代表的な先行研究を概観し、その問題点をまとめた上で、議論の枠組みと観点にお

ける本研究と従来の研究との違いを示し、本研究の位置づけを述べる。 

第 3章では中国人学習者のこれまでの習得状況と使用実態を調査で明らかにする。それは

オノマトペに対する意識、オノマトペのイメージ喚起、小説・童話・ドラマの台詞に出現す

るオノマトペに対する理解、翻訳・会話・作文におけるオノマトペの応用という 4つの側面

を探る課題を設定して、学習者はオノマトペをどのように意識しているのか、どのようにイ

メージ喚起するのか、どの程度理解できるのか、どの程度使用できるのか、複数の調査によっ

てオノマトペに関する学習の特徴と傾向を考察する。 

 続く第 4章のニーズ調査では学習者がオノマトペを学習するニーズを持っているか否か、

持っている場合、オノマトペを学習対象にしているか否かを考察する。そのために、学習目

的、使用場面、学習内容、学習方法という 4つの調査を行う。それにより「学習者がオノマ

トペを学習したい」という学習ニーズを明らかにする。レディネス調査を通して既習のレディ

ネスと学習過程における伸長度のレディネスに関する比較分析によって伸びる可能性を探る。

さらに、学習条件調査で学習者の背景情報、時間的条件、学習者自身の学習方法も調査によっ

て明らかにする。この第 1部の 2章の調査と考察の結果をふまえて、オノマトペを学習した
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い学習者の習得を妨げる要素の 1つとして教科書の不備を補うための学習内容の構築の必要

性を導く。 

 学習内容を構築するためのオノマトペの選定は第 5章で取り上げる。従来のオノマトペの

基本語彙の選定をふまえた上で本研究の日本語教育で教えるオノマトペを日本語母語話者の

実際の使用に基づいて選定を行う。そのために、まず日本と中国で出版されたオノマトペの

辞典 8種を用いてオノマトペの分布状況と語数を調べる。その 8種の辞典から『暮らしの言

葉 擬音・擬態語辞典』を採用し、『分類語彙表』、「現代雑誌 200万字言語調査語彙表」（以

下「現代雑誌」）と合わせて、3種におけるオノマトペの分布をパターンごとに調べ、語数と

語形によって主要パターンを選ぶ。最後に実際使用を反映する書き言葉資料「現代雑誌」と

「BTSJによる日本語話し言葉コーパス 2011年版」（以下「BTSJ」）、日本語教育分野での扱

い方を代表する教科書（日本と中国で出版された日本語教科書それぞれ初級・中級・上級を

カバーする 10種と 11 種）、日本語能力試験問題という 5種の資料を用いて、オノマトペの

使用頻度、出現回数と出現資料数を調査する。これらを数値化し、調査資料全体における各

オノマトペの重要度を客観的に示す。さらに数値をもとに、「優先使用語彙」、「使用語彙」、

「理解語彙」、「参考語彙」を選定する。 

  第6章は第5章で選定したオノマトペを対象に「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（Balanced 

Coupus of Contemporary Written Japanese、以下 BCCWJ）から用例を収集して確認を行い、

検索においてキーから何語までオノマトペにかかるか、その共起関係を用例の分析によって

明らかにする。共起関係が成立する用例に基づいてオノマトペの共起頻度や共起パターンを

考察する。そして、事例研究として ABAB型の「ハラハラ」を例に、「ハラハラ」の共起関係

から最も頻度の高い「する」との共起、また動詞（「落ちる」など）や「句・節」（「涙が

落ちる」など）との共起を取り出す。「する」との共起によって「ハラハラする」のテンス・

アスペクト、また「ハラハラする」と「ハラハラしている」のアスペクト的意味における差

異を考察する。さらに、「ハラハラと」との共起によって、動詞および動詞句・節の意味関

係、主語・目的語の意味関係を分析する。これによりオノマトペの共起語の特定、オノマト

ペにかかる主語・目的語の意義特徴による共起語の想定およびオノマトペの類義語間の意味

分析を明らかにする。 

 第 7章は教育現場でオノマトペのすべての意味を取り扱うことが困難であるという現状か

ら、母語話者がよく使用するオノマトペ及びその基本的な意味と高頻度使用意味と思われる

意味に関する調査を行う。調査の結果に基づいて、オノマトペの基本的な意味と高頻度使用

意味を取り出し、2つの意味の間の相関関係を分析し、多義オノマトペの基本的な意味とプ

ロトタイプ的意味との関係を考察し、オノマトペの学習内容に取り込む意味、また指導プロ

セスに取り入れる意味を検討する。 

 以上の 3 章の考察結果を基に、第 8 章では第 5章から第 7 章までの内容をふまえて、学習

者のレベルに即して初級・中級・上級で学習すべきオノマトペのレベル分けを試みる。その

基準として「教科書」、CEFRの Can-do能力記述文、JFSの Can-do能力記述文、新 JLPTの認

定の目安、「現代雑誌」を用いる。「教科書」に出現したオノマトペは教科書によるレベル

の指標をそのまま使用する。「教科書」以外のオノマトペは CEFRの 6つのレベルと JFSの 4

つのレベルに入るオノマトペを想定し、オノマトペのレベル分けを試みる。その上で新 JLPT

の認定の目安によって、そのレベル分けの結果を比較判定する。さらに「現代雑誌」と「BTSJ」

の使用頻度によってレベル分けをしたオノマトペのレベルを調整する。最後に初級・中級・

上級ごとに学ぶべきオノマトペを抽出する。 

 第 9章ではオノマトペ指導のための言語学的考察を行う。オノマトペの指導において重視

すべきプロトタイプ的コロケーション、多義オノマトペのメタファーとメトニミー、共感覚

的比喩による意味拡張およびその認知プロセス、類義オノマトペの意味分析とその使い分け、

オノマトペを理解させるためのイメージ・スキーマなどが挙げられる。本稿はプロトタイプ

的コロケーションからオノマトペの指導を試みる。また、多義オノマトペに対してその基本
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義から周縁義への意味拡張のプロセスにおけるメタファー、メトニミーなどの要素の認知メ

カニズムを具体例の意味転用によって示し、触覚・嗅覚・味覚・視覚・聴覚という五感にか

かわる共感覚的比喩による意味転用の方向を具体例を分析することによって明らかにする。

類義オノマトペに関して、その共通点と相違点という両方から意味分析を行う。共通点を明

らかにしたうえでその意味の差異を考察する。さらに、イメージ喚起は知覚したものをイメー

ジで記憶し、またイメージで喚起されるというプロセスであるため、イメージ喚起にかかわ

る知覚から指導法を考えようとする。通常、知覚しやすいレベルのものはイメージを喚起し

やすい、そうでないものはイメージ喚起が難しいとされ、「形」のあるものは知覚しやすいと

指摘されている。オノマトペには「クシャクシャに丸めた紙」のように「形」を持って視覚

に訴える語が限られているため、「形」のないオノマトペにある「形」を与えることが重要

になる。本稿はオノマトペの意義特徴、また共起語との結びつきによる意味から抽出したイ

メージ・スキーマを図式化にし、図式した視覚的イメージ・スキーマをそのオノマトペの「形」

としてオノマトペの指導に取り入れる。このように、オノマトペにある「形」を持たせると

知覚しやすくなると共にイメージも記憶に残ると考えられる。 

第 10章は第 5章～第 8章で完成した 4つの下位課題をベースに、第 9章で検討したレベル

ごとに重要視すべき指導法をふまえて、初級・中級・上級ごとにオノマトペの学習内容とそ

の指導プロセスを理論と方法によって構築する。指導効果があるか否かは教室指導を行った

後に筆記試験と口頭試験という効果測定を行う。そのデータをｔ検定や分散分析などの統計

手法で有意差を確認することによって本研究が構築したオノマトペの学習内容と指導プロセ

スの有効性を検証する。 

 最後の第 11章では本研究のまとめと今後の課題を述べる。 
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第 2章 先行研究と本研究の位置づけ 

2.1 言語記号としてのオノマトペ 

 フェルディナン・ド・ソシュールが論じた言語記号では語形（音形）と意味の関係は恣意

的である。しかし、オノマトペは、音形と意味の間の恣意性が弱く、有契性がある。これに

ついてこれまで小林（1933: 1-47）、小嶋（1972： 14）、泉（1976: 106-146）、野村（2014: 149-154）

がすでに指摘してきた。 

 オノマトペは現実音を模倣したり音以外の物事を象徴的に表したりするため、意味の類推

が比較的容易である。たとえば、日本人は「ワンワン」というオノマトペを聞くと「犬の鳴

き声だ」とすぐに判断できる。同様に、中国人は「汪汪」を聞くと「犬の鳴き声」という意

味を推測できる。これは日本語や中国語の現実音に対する模倣によって音形から意味が類推

できるからである。つまり、日本語では犬の鳴き声が「ワンワン」(wanwan)に、中国語では

「汪汪」(wangwang)に写されることによって、意味が捉えやすくなる。また、異なる言語間

においても現実の音・声に対する模倣の結果、類似的あるいは共通のオノマトペに写される

場合は音声的にも意味的にも捉えやすい。例えば、人間の泣き声は日本語では「ワアワア」

(waawaa)、中国語でも「哇哇」(wawa)と類似的な発音になる。この場合、同じ現実の音・声

が類似した音形に写し取られるため、言語が異なっても意味が類推できる。しかし、問題は

同じ現実の音・声でも必ずしも類似した音形で表わされるとは限らない。例えば、同じ蛙の

鳴き声でも中国語では「呱呱」(guagua)、日本語では「ケロケロ」(kerokero)に写し取られ

る。同じものでも言語によって異なる音形で表される場合は学習上の困難が生じる。つまり、

同じ音・声が言語によってそれぞれ異なる音形に写されるため、学習者が音形から意味を類

推できなくなる。この音形上の相違はオノマトペ学習の難点となっている。 

以上、日本語と中国語という 2 つの言語の比較から分かるように、現実の音・声に対する

模倣の違い、またその違いによる音形および意味の違いが生じる。ここから多言語間におけ

るオノマトペの音形と意味との関係を検討し、現実の音・声・状態に対する模倣あるいは象

徴はどのように異なっているかを考察する。    

これまで言語間におけるオノマトペの類似性を説明するにはニワトリの鳴き声がよく取り

上げられている。泉（1976: 106-146）はニワトリの鳴き声が「日本語ではコケコッコー、英

語では cock-a-doodle-doo、フランス語では cocorico、ドイツ語では kikeriki と記述されて

いる」（p.110）と述べ、いずれも/k/を含んだのは自然界の音をまねたと分析している。しか

し、中国人の耳に写ったニワトリの鳴き声は「喔喔」(wowo)で、無声軟口蓋破裂音(/k/)を含

んでいない。筆者は家鴨の鳴き声を例に、母語話者に尋ねることによって言語間における音

形の相違点と類似点を確認した。その結果、日本語では「ガアガア」(gaagaa)、中国語では

「嘎嘎」(gaga)（音声上、延長すると(gaagaa)となる場合もある）、すなわち、語形上、この

2 つの言語では子音/g/が先頭に立ち、母音/a/が続くという点でこの 2 言語には共通性が見

られる。一方、韓国語では「꽥꽥」(kkwaekkkwaek)、フランス語では‘coin coin’である。

英語では‘quack’で、英国発音でも米国発音でも［kwæk］と発音する。前頭に立つ/k/は無

声子音として、上記の有声子音/g/と発音上ペアとなっている。また、ロシア語においても

‘кря-кря’（klia-klia）である。これら 4 言語は無声子音/k/に写される。このこと

からこれら 4 言語は音声上類似性を持っている。しかし、ドイツ語には「ガアガア」に相当

する擬声語が見当たらない。もし、「家鴨がガアガア鳴いている」を翻訳しなければならない

と、‘Die Ente schnattert.’と訳すしかない。これらを表 2-1に示すと、以下のとおりであ

る。 
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表 2-1 言語間における「ガアガア」の異同 
言語 文 

日本語 家鴨がガアガア鳴いている。 

中国語 鸭子嘎嘎(gaga/gaagaa)叫。 

韓国語 오리가 꽥꽥(kkwaek kkwaek) 울다. 

英語 A duck quacks．/A family of ducks quack． 

ドイツ語 Die Ente schnattert. 

フランス語 Le canard crie coin coin． 

ロシア語 Утка крякает：кря-кря［klia-klia］． 

 

また、これまでに「雨の音」を表わす「シトシト」を用いて中国語、韓国語との比較調査

（李鏡児 2007）がある。この調査によれば、三者における類似性・共通性が表れていない。

つまり、「シトシト」(shitoshito)が中国人や韓国人には日本語母語話者の頭に描いたような

「雨が静かに降っている音」と聞こえない。逆に、「淅淅沥沥」(xixilili)も日本人や韓国人

には「雨の音」と受け止められない。 

筆者は「風がビュウビュウ吹く」を例に韓国語、フランス語、ロシア語、英語、ドイツ語

の母語話者に尋ねたところ、異なった言語間でかなり食い違っていることが分かった。表 2-2

から明らかなように、日本語、中国語、韓国語、フランス語、ロシア語には「ビュウビュウ」

に当たる擬音語があるが、音形上、しいて類似性を挙げれば、母音/u/が続いていることであ

る。それに対して、子音はそれぞれ異なっている。各言語では同じ自然音に対して異なった

音形のオノマトペで写している。これに対して、英語、ドイツ語には「ビュウビュウ」に相

当する擬音語さえない。もし、どうしても「ビュウビュウ」という風の吹く様子を描写する

なら、英語では‘The wind whistled through the streets.’（「風が大通りを吹き抜ける」）、

ドイツ語では‘Der Wind weht.’（「風が吹く」）と表現するという。 

 

表 2-2 言語間における「ビュウビュウ」の差異 
言語 文 

日本語 風がビュウビュウ吹く。 

中国語 风呼呼(huhu)地吹。 

韓国語 바람이 윙윙(wingwing) 불다. 

英語 The wind blows.／The wind whistled through the streets. 

ドイツ語 Der Wind weht. 

フランス語 Le vent souffle Fff...   

ロシア語 Ветер свистит:у-у-у［wu-wu-wu］. 

 

さらに、「心臓がドキドキする」は、「ドキドキ」という発音そのものが、心臓の鼓動を写

し取っている。中国語では「砰砰」(pengpeng)に対して、表 2-3に示すように、母語話者に

確認したところ、韓国語では「쿵쿵」(kungkung)、フランス語では‘boum boum’(bumu bumu)、

ロシア語では‘тук-тук’(duk-duk)と訳すが、音韻的にも形態的にも異なっている。

英語とドイツ語では「ドキドキ」のかわりに、動詞が心臓の鼓動を表している。例えば、英

語では「beat」によって、心臓の激しい動きを表す。 

 

表 2-3 言語間における「ドキドキ」の違い 
言語 文 

日本語 心臓がドキドキする。 

中国語 心砰砰(pengpeng)地跳。 
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韓国語 가슴이 쿵쿵(kungkung) 뛰다. 

英語 His heart beats.／His heart thumped with excitement. 

ドイツ語 Das Herz schlaegt. 

フランス語 Le coeur bat boum boum． 

ロシア語 Сердцестучит: тук-тук（duk-duk） 

 

 このように、多言語間では同じ現実の音・声・状態に対する模倣あるいは象徴はそれぞれ

異なっている。言語間において異なった音象徴が存在するか、あるいは学習者の母語体系に

日本語のオノマトペに対応する音象徴語がなければ、オノマトペの学習が容易ではなくなる

ことに変わりはない。 

 そこで本稿は第二言語習得の立場からはともかく、言語記号として機能するオノマトペは

日本語と中国語においてそれぞれどのように捉えられているのか、どのような基準によって

どのような分類・整理が行なわれているのか、本研究の議論に入る前に言語学またオノマト

ペの教育におけるこれまでの諸説を概観する。詳しくは 2.2で日本語オノマトペに関する言

語学的研究、2.3でオノマトペ教育に関する研究、2.4で先行研究の問題点をまとめた上で、

オノマトペ学習のための枠組みと観点における本研究と従来の研究との違いを示し、本研究

の位置づけを述べる。 

 

2.2 日本語のオノマトペ 

2.2.1 概念規定 

従来、オノマトペの概念規定には様々な定義の仕方がある。音・声・状態などを総括して

「擬声語」と呼ぶ大坪（1989）や、音（語形）によってある物・ある事態・ある感覚などを

象徴的に表す「音象徴語」と称す玉村（1989）や阿刀田・星野（1989）のほかに、生物・無

生物、自然界の音・声・有様・現象・変化・動き・成長などを描写的に象徴的に「オノマト

ペ」と総称している小林（1933）、小嶋（1965）、筧・田守（1993）、野間（2001）、苧阪

（2001）、角岡（2003）、小野（2007）、秋元（2007）などがある。そのほかに、オノマト

ペを「擬音語」、「擬態語」、「象声詞」、「象徴音」、「感性的な言葉」、オノマトピア、

「声喩」などと 1 つの名称で括る場合もあれば、オノマトペを意味的に 2 つに分けて定義を

するものもある。 

まず、オノマトペを擬音語と擬態語という 2分類にするものには天沼（1974）、浅野（1978）、

西尾（1981）、白石（1982）、瀬戸口（1984）、尾野（1984）、堀井（1986）、野田（1987）、日

向・日比谷（1989）、阿久津（1994）、富川・永保（1997）、苧阪（2001）、飛田・浅田（2002）、

山口（2003）などが挙げられる。天沼（1974: 7-8）では次のように定義している。 

  

擬音語：人間または人間以外の生物が自然にあるいは外力の作用を受けて発する音響を

音声で表現したもの。 

擬態語：人間を含む自然界の生物、無生物など事物の有様、現象、変化、動き、成長な

どの状態、様子を描写的、象徴的に音声で表したもの。 

 

また、山口（2003: 1）では擬音語は「現実の世界の物音や声を言語音の発音で写し取った

言葉であり、擬態語というのは現実の世界の状態を言語音の発音でいかにもそれらしく写し

取った言葉である」と述べている。これに対して、オノマトペを擬声語と擬態語に 2 分類す

る研究には泉（1976）、山本（1993）がある。『大辞林』では「オノマトペ」について以下の

ように定義している。 
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   擬声語：事物の音や人・動物の声などを表す語（『大辞林』1988: 589） 

    擬態語：物事の状態や様子などを感覚的に音声化して表現する語（『大辞林』1988: 593） 

 

また、『国語科 重要用語 300の基礎知識』「Ⅷ 言語事項の指導」（1981: 251）では「オ

ノマトペ」を以下のように定義している。 

  

擬声語はオノマトペの総称として広義に用いられることが多い。広義の擬声語は、聴覚

的イメージを表す擬音語と、聴覚を除く感覚（視覚・触覚・味覚・嗅覚）的及び感情的

イメージを表す擬態語に 2分される。 

 狭義の擬声語は、一般に擬音語と呼ばれる。自然音（ものの発する音や動物の鳴き声な

ど）をまねた語、つまり、聴覚的イメージを直接に表わした語である。 

 擬態語は擬容語とも呼ばれ、広義の擬声語から聴覚的イメージに関係するものを除いた

残り全てが該当する。 

                  

また、金田一（1978: 5-8）は総称のオノマトペを擬音語と擬態語に 2分し、音声・音響を

表す擬音語と音だけを表す擬音語と声だけを表す擬声語に再分類し、擬態語を擬態語、擬容

語、擬情語に細分化している。それぞれ、以下のように定義している。 

 

擬声語：音を表すもののうち、人間や動物の声を表す（ワンワン、ゲラゲラ） 

擬音語：自然界の音や物音を表す（ザアザア、ガチャン、ゴロゴロ） 

擬態語：音ではなく何かの動きや様子を表すもののうち，無生物の状態を表す（キラキ

ラ、ツルツル、サラッ） 

擬容語：生物の状態を表す（フラリ、バタバタ、ボウッ） 

擬情語：人の心理状態や痛みなどの感覚を表す（ワクワク、ウットリ、ドキリ） 

 

実際、1 つのオノマトペが複数のカテゴリーに属する場合もある。例えば、「ゴロゴロ」

は「雷がゴロゴロと鳴り出す」という場合は擬音語、「猫がゴロゴロと喉を鳴らす」では擬

声語、「世間にゴロゴロしている話」では擬態語、「1 日何もしないでゴロゴロしている」

では擬容語、「目にごみが入ってゴロゴロしている」では擬情語、という 5 つのカテゴリー

に属している。 

 以上をまとめると、これまでオノマトペは 1 つの概念や 2 つの概念ならびに 5 つの概念に

よって規定されているが、本稿は共通語として認識されやすくて、広義・狭義の混乱を起こ

すことがない「オノマトペ」という1つの概念を用いることにする。この概念には金田一（1978）

が定義した擬音語、擬声語、擬態語、擬容語、擬情語という 5 つの概念を括った上で、筧・

田守（1993）の擬情語から下位分類した感覚を表す擬感語を加えて、田守・スコウラップ（1999）

の「擬音オノマトペ」「擬態オノマトペ」に倣い、以上の 6 つを「擬音オノマトペ」「擬声

オノマトペ」「擬態オノマトペ」「擬容オノマトペ」「擬情オノマトペ」「擬感オノマトペ」

と呼ぶことにする。 

 

2.2.2 知覚に基づく分類 

オノマトペはこれまで様々な基準で分類されてきた。例えば、形態的特徴による分類（宮

地 1978、星野 1991、筧 1993、田守・スコウラップ 1999）、意味用法的特徴による分類（野田

1987、大坪 1989、田守・スコウラップ 1999、秋元 2002）、五感などの感覚による分類（泉 1976、

大坪 1989、秋元 2002）がある。これらの分類によって、オノマトペの表すカテゴリーが明ら

かになる。本稿は主に五感などの感覚による分類をオノマトペの学習内容と指導に取り入れ

るため、おおむね知覚や心理感覚という視点から意味範疇の規定を行った大坪（1989）と秋
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元（2002）を概観する。 

大坪（1989: 128-133）は、意味に基づいて、大きく知覚の過程によるものと知覚の対象に

よるものに分類している。前者は「事物の状態」の把握の仕方を基準として、視覚・聴覚・

触覚・味覚・嗅覚などを司る五官を通して知覚される一切のもの、さらには、生理的な内部

感覚から、心理的な感情・情緒に関するものまで分類した。それを以下の（7）にまとめた。 

（7） 

①ある状態を耳で聞いて表現するもの（カタカタ、ゴロゴロ） 

②ある状態を目で見て表現するもの（キラキラ、ムクムク） 

③ある状態を手や肌で触れて表現するもの（ヌルヌル、ホカホカ） 

④ある状態を鼻で嗅いで表現するもの（プンプン、ツン） 

⑤ある状態を舌で味わって表現するもの（トロリ、ピリリ） 

⑥ある状態を身体の内部感覚で感じて表現するもの（ガンガン、ドキドキ） 

⑦感情・情緒のような心の状態を心理的に表現するもの（ハラハラ、ルンルン） 

 

このうち、②が最も多く、①がそれに次ぎ、④⑤は極めて少ない（p.129）と述べている。

これらは知覚の過程においてある事物の状態をどのように把握したか、例えば、ある音声を

耳で聞いて、それを表現するために「カタカタ、ゴロゴロ」などの聴覚による判断から類推

できる。 

一方、（8）は知覚の対象となる「事物の状態」そのものを基準として分類している。例え

ば、人間の容貌・表情を表現するものには、「キリッ、ポカン、ウットリ、ニコニコ」が挙げ

られている。 

（8） 

①人間の音声を表現するもの（シクシク（泣き声）、ゴホンゴホン（咳）） 

②人間の容貌・表情を表現するもの（フサフサ（髪）、ウットリ） 

③人間の体つきを表現するもの（スラリ、ギスギス） 

④人間の服装を表現するもの（ピッチリ、ゾロリ） 

⑤人間の行動を表現するもの（キビキビ、ノロノロ） 

⑥人間の性情を表現するもの（シャンシャン、オットリ） 

⑦人間の内部感覚・感情・情緒などを表現するもの（セイセイ、サッパリ） 

⑧自然界の音響を表現するもの（ザーザー（雨）、サラサラ（小川）） 

⑨自然界の様子を表現するもの（ウラウラ（陽気）、ソヨソヨ（風）） 

⑩植物の立てる音響を表現するもの（ザワザワ（葉擦れ）、ガサガサ（落ち葉）） 

⑪植物の様子を表現するもの（ゴツゴツ、ツヤツヤ） 

⑫動物の鳴き声を表現するもの（ヒンヒン（馬）、チュンチュン（雀）） 

⑬動物の立てる音響を表現するもの（パカパカ（馬）、バタバタ（羽ばたき）） 

⑭動物の様子を表現するもの（ボサボサ（毛）、フサフサ（毛）） 

⑮動物の動きを表現するもの（ニョロニョロ（蛇）、ピョンピョン（兎）） 

⑯事物の立てる音響を表現するもの（ブルンブルン（プロペラ）、リンリン（ベル）） 

⑰事物の様子を表現するもの（ピカピカ、ザラザラ） 

⑱事物の動きを表現するもの（バラバラ、クルクル） 

⑲事物の分量・程度・確実さ・進行などを表現するもの（チョッピリ、ズンズン） 

 

また、秋元（2002: 138-139）は意味の面から以下の（9）のように分類した。 

（9） 

①自然現象（カラリ、ギラギラ、ゴーッ、ザーッ、シンシン、ポカポカなど） 

②動物の鳴き声（カーカー、チューチュー、ブンブン、リンリンなど） 

③人の声・音（キャアキャア、ワーワーなど） 
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④人の動作（グイグイ、サッサッ、スパスパ、テクテク、パクパク、ブウブウなど） 

⑤人の様子・心情（イソイソ、ガックリ、ビクビク、ピンピン、ワクワクなど） 

⑥人の身体的特徴（ガリガリ、ナヨナヨ、ヒョロヒョロ、ブクブクなど） 

⑦人の健康状態（バリバリ、ピチピチ、フラフラ、ヘトヘトなど） 

⑧物が出す音（ガタガタ、ガチャン、ダーッ、トントン、ミシミシなど） 

⑨物の動き（クネクネ、グルグル、コロコロ、ヒラヒラ、ユラユラなど） 

⑩物の様態・性質（カチカチ、ゴワゴワ、テカテカ、ドロドロ、メチャメチャなど） 

 

 さらに、秋元（2002: 140）は五感や気分・心理状態に基づいて以下のように分類した。 

（10） 

①味覚（コッテリ、トロッ、ヒリヒリ、ピリピリ） 

②嗅覚（ツン、プンプン） 

③触覚（ゴワゴワ、サラサラ、スベスベ、ツルツル、ヌルヌル） 

④視覚（スタスタ、ブラブラ、ヨタヨタ（人の歩く様子））、（アタフタ、オタオタ、ソワソ

ワ、ワクワク（人の態度）） 

⑤聴覚（ウォー、ニャーニャー、メーメー（以上、動物の鳴き声））、（カーカー、ピヨピヨ、

ホーホケキョ（以上、鳥の鳴き声））、（オーシンツクツク、スイッチョ、チンチロ

リン、ミンミン（以上、虫の鳴き声）） 

⑥気分・心理状態（ウンザリ、クタクタ、グッタリ、ゲンナリ、ヘトヘト（以上、肉体的・

精神的疲れ））、（イライラ、ウキウキ、クヨクヨ、ハラハラ（以上、心理状態）） 

  

このうち、①味覚と②嗅覚を表わす音象徴語は少ない。それに反して③触覚に関するもの

は豊富である。また、日本語には⑤聴覚に関する擬声語の中で、虫の鳴き声が目立って多い

ことと、⑥気分・心理状態を表わす擬情語が多い（p.140）と述べた。 

以上、大坪（1989）と秋元（2002）は人間がどのような事物をどのように知覚するかとい

う視点からオノマトペを二通りに分類した。「どのような事物」に対して、大坪（1989）は音

声から事物まで 19 通りの分類をし、秋元（2002）は自然現象から物までの 10 通りの分類を

行っている。その分類の基準としては大坪では人間、自然界、植物、動物、事物を据えてい

るのに対し、秋元では自然、動物、人間、物になっている。この分類基準には、両方とも人

間、自然、動物、物が包含されている。それから「どのように知覚するか」においては、大

坪（1989）は知覚のプロセスにおいて働く器官を基準に 7通りの分類をした。それに対して、

秋元（2002）は感覚を基準に 6 通りの分類をした。大坪より 1 つ少ないように見えるが、実

は 6 番目の分類には大坪の「身体の内部感覚」に相当する「肉体的・精神的疲れ」という項

目を立て、もう 1つの項目の「心理状態」は大坪の 7番目の「感情・情緒のような心の状態」

に当たるのである。このように、どちらもオノマトペをどのように知覚するかをそれぞれ五

官と五感、さらに「身体の内部」と「心」を基準に分類を行っている。この分類によって、

オノマトペの意味範疇が規定されると同時に、知覚に関わる人間の認知のプロセスを観察す

ることができるようになる。 

本稿はこれらの分類をふまえて、オノマトペの学習内容を構築するに当たり、大きく人間、

動物（ある場合のみ）、物、事というようにカテゴリー化を試みる（詳しくは第 10章を参照）。

それらの知見をふまえてオノマトペを実際の教育現場に取り入れて指導を行うときに五官・

五感、体の内部感覚、心理状態による知覚の過程に重点を置く（詳しくは第 10章を参照）。 

 

2.2.3 形態的特徴 

オノマトペの形態的特徴に関する研究には、天沼（1974）、金田一（1978）、宮地（1978）、

大坪（1989）、筧・田守（1993）、田守（1993、2001）、田守・スコウラップ（1999）、日向・
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笹目（1999）、秋元（2002）がある。ここでは、いくつを取り上げてオノマトペの形態的特徴

を検討する。 

まず、形態素を基準にオノマトペの形態的特徴をまとめた研究には金田一（1978）と秋元

（2002）が挙げられる。金田一（1978: 14-17）では 18 通りに分類しているが、筆者は以下

の（11）のようにまとめた。 

（11） 

① 1拍語のもの（ふ（と）、つ（と）） 

② 1拍の語根+「い」「ん」「っ」引く音のもの（つい（と）、ぷい（と）） 

③ 2拍語根のもの（がば（と）、ぴた（と）） 

④ 2拍語根+「い」「う」「ん」「っ」のうちのもの（ごうん、ぽうっ） 

⑤ 2拍の語根+「っ」の形のもの（ごろっ（と）、ばさっ（と）） 

⑥ 2拍の語根+「ん」のもの（かちん（と）、こつん（と）） 

⑦ 2拍の語根+「り」のもの（ぐるり（と）、ごろり（と）） 

⑧ ⑦の 1種「り」でないもの（古風な語）（うらら、しとど） 

⑨ 2拍の語根の中間に、つめ、はねの入ったもの（ざんぶ（と）、むんず（と）） 

⑩ ⑦の形の第 1拍と第 2拍の間に、はねる音、つめる音の入ったもの（あっさり、こ

んがり） 

⑪ 2拍の語根の繰り返し、ことに第 2音が、ラ行のものが多い（からから、ごしごし） 

⑫ 前項に似て類音のものを重ねるもの（あたふた、ちらほら） 

⑬ 全く似ていない 2拍を重ねたもの（がたぴし、すたこら） 

⑭ 2拍語+「りん」「りっ」の形（くるりっ（と）、ころりん） 

⑮ 5拍のもの（ころりんこ（と）、けろりかん（と）） 

⑯ ⑦⑧⑨の繰り返し（ぐでんぐでん、のたりのたり） 

⑰ ⑯に似てあとのものは、多少形のちがうもの（しどろもどろ、のらりくらり） 

⑱ その他 6拍のもの（すってんてん、つんつるてん） 

 これに対し、秋元（2002: 136-137）は形態素と音韻的特徴からオノマトペを次のような 8

点にまとめている。 

（12） 

①語根：1モーラ、あるいは 2モーラのもの（ツ（と立ち上がる）、プイ、カラ、ドシ） 

②音をつめる：瞬間性、すばやさ、一回性などを表わす（コロ→コロッ） 

③音をはねる：音の響きのよさや強さ、軽やかさを強調する（コロ→コロン） 

④長音化する：動作・状態が長いこと続いていることなどを表わす（ドン→ドーン） 

⑤「り」をつける：柔らかさ、滑らかさ、ゆっくりした感じを表わす（コロ→コロリ） 

⑥反復：1回だけでなく何度か繰り返すことを表わす（コロ→コロコロ） 

⑦音の一部交替：「a」と「o」の交替が多い（ガサガサ→ガさゴソ） 

   ⑧清音・濁音の対立：清音は軽やかさ、濁音は重さを表わす。また、清音は軽快さ、濁

音は不快さを表わすことが多い（サラサラ⁄ザラザラ、パタン⁄バタン） 

 

一方、田守・スコウラップ（1999: 19-25）では音韻的特徴からオノマトペの大部分が 1モー

ラないし 2 モーラの語基を持ち、促音・撥音・「り」・母音の長音化・音節の反復が日本語

のオノマトペの特徴である。それは以下の（13）ように整理できる。 

(13) 

（A）1モーラからなるもの 

  ① 1モーラのもの：CV型（ふと思い出す） 
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  ② 1モーラに促音、撥音、長音を加えてできたもの： 

    「1モーラ＋促音」型（そっと覗く） 

    「1モーラ＋撥音」型（ポンと歩を打った） 

    「1モーラ＋長音」型（ごーと走り去った） 

  ③ ②の反復形： 

    「1モーラ＋促音」＋「1モーラ＋促音」型（さっさっと払う） 

    「1モーラ＋撥音」＋「1モーラ＋撥音」型（もんもんと閉じこもっている） 

    「1モーラ＋長音」＋「1モーラ＋長音」型（すうすうと寝息を立てている） 

（B）2モーラからなるもの 

  ④ 2モーラに促音や撥音や「り」が付加されたもの： 

    「2モーラ＋促音」型（からっと乾いた風が吹く） 

    「2モーラ＋撥音」型（ざぶんと水に飛び込む） 

    「2モーラ＋り」型（雪はけろりとやんだ） 

  ⑤ 第 1モーラに促音や撥音、第 2モーラには「り」が加えられているもの： 

    「第 1モーラ＋促音＋第 2モーラ＋り」型（げっそりと痩せている） 

    「第 1モーラ＋撥音＋第 2モーラ＋り」型（ひんやりと冷たい） 

  ⑥ 2モーラの完全な反復形： 

    「2モーラ＋2モーラ」型（うじうじ考えている） 

  ⑦ 2モーラの部分的な反復形： 

    「2モーラ＋他」型（すたこら逃げ出した） 

    「2モーラ＋他」型（じたばたと暴れた） 

 

2.2.4 文法―品詞性と共起関係 

オノマトペの文法的特徴はいわばオノマトペの品詞性に関する問題、つまり、オノマトペ

がどのような用法としてどのように用いられるかのことである。通常、オノマトペは副詞に

属しているが、副詞としての用法以外に動詞と形容詞・形容動詞、名詞などの用法もある。

三上（2003: 193-209）によれば、オノマトペは動詞に後接する様態副詞としての用法が全体

の 58%を占めているのに対し、「スッキリする」のように「する」を伴う動詞用法が 18%、「ユッ

タリとした」のように「-とした、-ている」のような形容動詞的な用法が 7%、そのほか「ダ

ブダブのズボン」のような形容詞や名詞に続く用法が 6%、「ブカブカだ」のように「だ・で

す」を伴って文末に用いる用法と名詞として振舞う用法などが 6%とある。 

オノマトペは「-する」がついて動詞になったり、「-だ、-な／の、-に」の形で形容動詞

のように働いたり、いわば、複数の品詞として機能している。例えば、 

 

(14) ヒラヒラ 

a. 花びらがヒラヒラ（と）舞い落ちる。 

b. ハンカチをヒラヒラ（と）させる。 

c. レースのヒラヒラのついたブラウス。 

(15) ザラザラ 

a. 表面がザラザラだ／ザラザラな表面／ザラザラになる。 

b. ザラザラしている。 

c. ザラザラ（と）こぼれ落ちる。 
 

（14a）は副詞で、(14b)は動詞、(14c)は名詞になる。(15a)は形容動詞として、(15b)は動詞、

(15c)は副詞として働きをしている。「ザラザラ（と）」では音と動きを表すが、「ザラザラ

する／している」では表面の状態の形容である。「ザラザラだ／な／に」では形容動詞とし
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て同じ意味を表す。こういったオノマトペの用法について次節で先行研究を概観しながら詳

しく検討する。 

 

2.2.4.1 オノマトペの用法 

オノマトペの用法に関する研究としては、鈴木（1980）、野田（1987）、大坪（1989）、

加藤・坂口（1996）、田守・スコウラップ（1999）、筧（2001）、仁田（1997、2002）があ

る。これらの研究では、オノマトペが副詞として用いられる場合、大多数は情態（状態）副

詞としての機能を担っていると指摘している。そのうち、大坪（1989）は、オノマトペの品

詞性と文法的特徴に主眼をおいてオノマトペを扱っているのに対し、田守・スコウラップ（1999）

はオノマトペの統語的属性に焦点を当て考察している。一方、仁田（2002）は命題の内部で

働く副詞的修飾成分について、動詞文を中心に、様々に下位分類化されうることを示し、そ

の意味や統語的な機能を、文の意味・統語構造と関連させながら、分析・記述を行なってい

る。本稿は実際のオノマトペ指導に、オノマトペの用法として、オノマトペの品詞性および

その文法的特徴、特に結果副詞をつとめる場合に取りうる動詞などの大坪、田守・スコウラッ

プ、仁田の観点と考察の結果を用いるため、この 3つの研究の論点と考察に絞ってオノマト

ペの用法を概観する。 

大坪（1989: 30-36）は次のようにオノマトペをまとめている（下線は引用者）。状態性副

詞が本来のもの（あの人はチラチラとこっちを見ている）で、量的にもこれが大部分を占め

ている（p.30）。また、副詞から動詞に転じたもの（油でヌルヌルしている）、名詞に転じた

もの（石鹸ではヌルヌルが落ちない）なども少なくない（p.32）。その他に、名詞としてしか

用いられないもの（ガラクタ）、他語と結合して合成語を作っているもの（ガラガラ声）、接

頭語・接尾語的にしか用いられないもの（金ピカ）もある（p.33）。さらに、接尾語を取って

動詞・形容詞・形容動詞になったもの（チラつく、ケバケバしい、ゴッチャだ）（p.33-35）、

成句を作るもの（ツーと言えばカーの仲）（p.36）などがある。 

また、田守・スコウラップ（1999: 47-64）は日本語のオノマトペは統語的に副詞、動詞、

名詞、形容詞・形容動詞として働くことができると述べている。以下、副詞として用いられ

る様態副詞、結果副詞、程度副詞、頻度副詞から述べていく。オノマトペが様態副詞として

機能することは基本的である。例えば、 

(16) 

① ゴシゴシと自分の額をこすっていた。 

② 車からサッと飛び出す。 

③ ポキリと櫛が折れた。 

④ ガチャンと受話器を置く。 

⑤ 青空にポッカリ雲が浮かぶ。 

⑥ グサッと首を刺す。 

 

結果副詞は状態を変えられる起動動詞とのみ組み合わさって、その動詞によって新しい結

果が生まれる、つまり変化したあとの状態を表す（pp.51-53）と定義している。結果副詞と

して用いられる最も典型的な音韻形態は、以下の⑦に示されているように、2 音節反復形で

ある。 

 (17) 

⑦ 「2 モーラ反復型」型 （カチカチに干上がる） 

⑧ 「（C）VNCVri∕（C）VQCVri」型 （ドンヨリと曇った、シットリ濡れる） 
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程度副詞として用いられるものとしては以下のようなものを挙げている。 

 (18) 

⑨ CVQCVri型 （ドップリ水につかってしまった） 

⑩ CVNCVri型 （ホンノリと酔いを感じる） 

⑪ 2モーラ反復型 （腋毛がチョビチョビ残っている） 

⑫ CVNCVN型 （グングン増える） 

 

 頻度副詞は「動きそのものの実現のされ方ではなく、実現された回数的なあり方を表して

いる」(pp.54-55）と述べている。その代表として ABAB型の「チョイチョイ」「チョクチョク」

「ドシドシ」が挙げられている 

副詞以外に、動詞として使われるものもあると指摘されている。オノマトペが動詞として

用いられる場合、「-する」との組み合わせが最も多い（p.55）。それを筆者なりに助詞「と」

がつくもの（a）と助詞が付かないもの（b）に 2分類すると以下のようになる。 

(19) 

  a「オノマトペ＋と＋する」動詞 

   CVQ:ハッとする、ホッとする、スッとする、カッとする 

   CVN：シャンとする、シンとする、ツンとする、バンとする 

   CVCVN：ガランとする、ツルンとする、ダランとする、ドロンとする 

   CVCVQ：ニコッとする、スカッとする、キチッとする、ウカッとする 

  b「オノマトペ＋する」動詞 

   CVNCVri：シンミリする、ボンヤリする、ゲンナリする、ウンザリする 

   CVQCVri：グッタリする、サッパリする、ムッツリする、ウットリする 

   2モーラ反復型：バタバタする、ドキドキする、ニヤニヤする、ウキウキする 

   2モーラの部分反復型：ウロチョロする、ドギマギする、ドタバタする 

 

 田守・スコウラップによれば、「-する」との結びつきは擬態オノマトペに限定されている

ようで、典型的な擬態オノマトペである擬情語は「すべて『-する』との組み入れが可能」（p.56）

である。 

 また、名詞用法は単独名詞と複合名詞に分けられている。単独名詞には動物を指す場合の

多い幼児語（このワンワンが可愛い）と、様態副詞的なものや「-する」動詞から転換したも

の（ヒラヒラの付いたワンピース）、「-つく」動詞、「-めく」動詞、「-ける」動詞、「-だつ」

動詞から派生したもの（ベトつき、キラめき、イラだち）が含まれている（pp.59-61）。複合

名詞には「オノマトペ＋動詞」から変形したもの（キリキリ舞い、ビショ濡れ）と、「オノマ

トペ＋名詞」から構成したもの（チャッカリ娘）と、オノマトペの要素と名詞の一部が組み

合わさってできたもの（ガリ勉）がある（pp.61-63）と分析している。 

 それを整理すると（20）と（21）のようになる。 

（20）「オノマトペ＋動詞」から変形したもの 

  a.様態副詞として機能する 2モーラ反復型＋動詞 

この種の複合名詞はただ動詞の方だけが形態的に変化を受け、オノマトペは形態的に

変わらない。 

     ノロノロ運転する→ノロノロ運転 

     ヒソヒソ話す→ヒソヒソ話 

  b.結果副詞として機能する 2モーラ反復型＋動詞 

この種はオノマトペが非反復形に変わり、動詞も名詞化する。 

     ビショビショに濡れる→ビショ濡れ 
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     ボロボロに負ける→ボロ負け 

  c.（C）VCVQと＋動詞 

この種は促音と助詞「と」が脱落する。 

     ホロッと酔う→ホロ酔い 

     ゴロッと寝る→ゴロ寝 

 

（21）「オノマトペ＋名詞」から構成されるもの 

   a.2モーラ反復型＋名詞 

これらは様態副詞と結果副詞に関係なく、本来の形態を維持する。 

「キラキラ星」、「バサバサ髪」 

   b.｛（C）VQCVri/（C）VNCVri/2モーラの部分反復型｝＋名詞 

形態的に変化がない。 

   「ウッカリミス」、「ズングリ肩」、「ドタバタ喜劇」 

   c.混成語 

オノマトペの要素と名詞の一部が組み合わさってできたもの。 

   「ガリガリ＋勉強→ガリ勉」、「ドカッと＋雪→ドカ雪」 

 

オノマトペが単独で形容詞として直接機能することはなく、関与している形容詞として 2

種類ある（p.63）としている。1つは「とげとげ＋しい→とげとげしい」のように、「オノマ

トペに形容詞を導く接尾辞を付加して派生した」（p.63）もので、もう 1つは「のろい⇔のろ

のろ＋い」のように「形容詞にオノマトペの語基を接頭辞として付加して派生したもの」(p.63)

である。 

形容詞と違って、オノマトペは単独で形容動詞として機能することができる。例えば、「か

ちかち」は「-に凍る」と結びつくなら、結果副詞の用法としてとらえられる。しかし、「-

に凍る」や「-に干上がる」の用法以外に、「-になる」「-の古粘土」「頭が-だ」という「-に」

や「-の」や「-だ」などを伴う場合は形容動詞と同じように使われる。また、オノマトペに

「-やか」を付加して派生した形容動詞もある。例えば、「しとやか」、「ひそやか」はその類

である。 

オノマトペが副詞として用いられる場合、どのような動詞と組み合わせるかについて、仁

田（1997、2002）が詳しく分析している。まず、仁田（1997: 265-272、2002: 43-74）は結

果の副詞を取りうる動詞を他動詞と自動詞に分けている。他動詞の場合は対象変化他動詞が

結果の副詞を取りうるが、対象非変化他動詞が結果の副詞を取らない。対象変化他動詞は結

果の副詞との結びつきによって主体の対象への働きかけが、対象の状態変化を引き起こし、

それを対象に残す。例えば、「女は布をズタズタに切り裂いた」では主体の「切り裂く」とい

う対象への働きかけは対象を切り裂かれた状態に変化させてしまう。つまり、切り裂かれた

布が「ズタズタ」の状態になっているのである。それに対して、対象非変化他動詞の場合、

主体は対象に働きかけるが、その働きかけによって、対象を変化させない。例えば、「殴る」

の場合は主体の対象への「殴る」という働きかけは、その結果として対象の状態変化を必ず

しも引き起こすわけではない。「男が通行人をボカボカに殴っている。」は「通行人が殴られ

てボカボカになる」のではなく、「男がどのように通行人を殴っているのか」を表す。つまり、

結果の副詞として機能するオノマトペは対象変化他動詞による対象の変化を表すことになる。

このような例は以下（22）に示すように、「汚した上着がドロドロだ」「濡らしたテーブル掛

けがベトベトだ」「磨いた車がピカピカだ」「丸めた千円札がクシャクシャだ」「枯らした喉が

ガラガラだ」は、オノマトペが対象変化他動詞による対象への働きかけの状態を表す。 

（22） a. 上着をドロドロに汚してしまった。 

    b. テーブル掛けをミルクでベトベトに濡らした。 

    c. 彼は車をピカピカに磨いた。 
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    d. 千円札をクシャクシャに丸めて、ポケットに入れた。 

    e. 喉をガラガラに枯らしてしまった。 

 

また、自動詞の場合は例（23）のように主体変化自動詞が結果の副詞を取りうるが、結果

の局面を持たない主体運動自動詞が結果の副詞をとることはないと分析している。 

 

（23） a. 彼はボロボロに破れた服を着ている。 

    b. グランドがカチカチに凍っている。 

    c. 彼はここ 23年で頭がツルツルに剥げてしまった。 

 

 （23）の「ボロボロに、カチカチに、ツルツルに」は、すべて結果の副詞である。自動詞

の「破れる、凍る、剥げる」を取ると、「凍ったグランドはカチカチだ」、「剥げた頭はツルツ

ルだ」という意味になる。結果の副詞を取る自動詞は「服が破れている」「頭が剥げている」

のように、テイル形で主体変化（結果状態）の持続を表す。 

以上、仁田（1997）における結果の副詞を取りうる他動詞と自動詞を概観してきた。結果

の副詞を取る他動詞は、主体の働きが対象の状態を変化させる、特に典型的なのが「様変え」

の対象変化の他動詞である。そして、自動詞では、主体の状態変化といった意味的あり方を

取るもの、特に典型的なのが「様変わり」のそれである。結果の副詞を取らないものには、

対象に働きかけるものの、対象の状態を変化させない他動詞と、主体の状態変化に関わらな

いところの主体運動を表すものおよび主体の状態変化に結果的にかかわる自動詞（仁田1997: 

272）があると述べている。 

次に様態の副詞についてである。仁田（2002: 74-144）は様態の副詞を大きく「動き様態

の副詞」と「主体状態の副詞」に分けている。「動き様態の副詞」は、動きそのものの展開過

程に諸側面を取り上げ、「その側面に固有なありようを差し出すことで、事態の成立のあり方

を限定し特徴づけている」（p.113）と述べている。例えば、「ユックリと閉じる」では「ユッ

クリ」によって、「閉じる」の早さを限定することができる。また、「ニコッと笑う」「ペコン

とお辞儀をする」では「ニコッ」「ペコン」という「主体状態の副詞」によって、「笑う」「お

辞儀をする」という動きを限定し、主体の状態も変化する。 

また、仁田（2002: 144-200）は程度副詞をそれに隣接する量副詞と合わせて、程度量の副

詞と呼んでいる。それを文法的な働き方や共起する述語のタイプから「程度の副詞」と「量

の副詞」に分け、さらに程度の副詞を「純粋程度の副詞」と「量程度の副詞」に分けた。程

度の副詞は形容詞に係り、その属性・状態の程度限定を行う。例えば、「お腹がチョッピリ痛

い」は「チョッピリ」が「痛い」という形容詞にかかり、その「痛い」という状態の程度を

表す。そして、「お酒をチョッピリ飲んだ」ではお酒の量を限定し、「チョッピリ歩いた」で

は歩いた量を限定するので、量程度の副詞である。一方、「お酒をタップリ飲んだ」「タップ

リ歩いた」は数量限定が行われても、「彼はタップリ大きい」のように､形容詞に係ってその

程度限定を行えないことから、「たっぷり」は量程度の副詞ではなく、量の副詞であるという。

仁田（2002）によると、日本語オノマトペは量程度の副詞と量の副詞にしか分布していない。

量程度の副詞には、「チョッピリ」「ウジャウジャ」が挙げられ、量の副詞には「タップリ」

「タンマリ」「ドッサリ」「ゴッソリ」が挙げられている。頻度副詞には高頻度と低頻度の間

に中頻度の「チョクチョク」「チョイチョイ」などがあると語彙的に限定を有している副詞類

である(pp.259-299)と述べている。 

ここまでオノマトペの用法について述べてきたが、オノマトペが副詞として機能する場合、

どの助詞が後接するかについて次節で触れることにする。 
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2.2.4.2 助詞との共起 

オノマトペが助詞「と」あるいは「に」との共起関係に関する研究は、大きく 2 つに分か

れている。1つは音韻形態的特徴による使用状況の違いを分析した研究である (宮地（1978）、

大坪（1989）、田守・スコウラップ（1999）)。もう 1 つは意味的特徴による使用状況の違い

についての研究である（西尾（1983）、佐々木（1986）、羽佐田（2005））。本稿はこの 2 つの

観点からオノマトペに後続する「と」と「に」を見ていくことにする。 

宮地（1978: 36-39）は形態論的観点からオノマトペについて分析した。それによると、擬

音語専用のオノマトペには「と」、擬音語と擬態語両用のオノマトペには「と」および「に」

がそれぞれ伴うという。これらの違いを（a）〈ゼロ型〉（ドシドシ）、（b）〈に型〉（クタクタ）、

（c）〈（と）する型〉（クシャクシャ）、（d）〈と型〉（キリッ）の 4つに分類している。それぞ

れの特徴は、（24）である。 

（24） 

a. 〈ゼロ型〉は少数で、擬態語から除外して一般状態副詞32に扱うことになる。 

b. 〈に型〉は「に」を代表としたが、「な・だ」あるいは「の」と交替することのでき

るものが多い。個別に「の」あるいは「な」を欠く場合もある。 

c. 〈（と）する型〉は「している」の形で状態の存続を表し、「した」の形で連体法だ

けに用いられる。 

d. 〈と型〉は撥音尾・促音尾のものが多く、畳語形はまれである。「グサッ」「ジイン」

などは語基ではあるが語ではなく、「と」を伴うことによって語となると同時に（文）

節として副詞的に文中で機能しうる。 

 

「と」と共起するか、「に」と共起するかについて、大坪（1989: 38-48）はオノマトペが

副詞として用いられる場合、助詞との共起関係を音節数から考察し、以下の 5 種類に分類し

ている。 

(25) 

a. 常に助詞「と」を伴うもの 

1音節語・2音節語の全て（フと、ハタと） 

3音節語の大部分（ヒラリと） 

4音節以上の語で語末に促音・撥音を持つものの一部（フワーッと） 

b. 常に助詞「に」を伴うもの 

2音節以上の語の一部で、形容動詞の連用形（グデングデンに） 

c. 助詞「と」を伴う場合と伴わない場合があるもの 

4音節以上の語の大部分（チューチュー（と）） 

d. 助詞「と」か「に」を伴う場合と、全く助詞を伴わない場合があるもの 

4音節以上の語の一部（ズルズル（と・に）） 

e. 常に助詞を伴わないもの 

4音節以上の語の一部（マゴマゴ） 

 

また、田守・スコウラップ（1999: 64-74）は助詞との共起をオノマトペの形態から考察し、

以下の 5種類に分類した（例は田守・スコウラップ（1999）から一部取っている）。 

(26) 

① 「と」を随意的に伴うオノマトペ 

a. 様態副詞として機能する 2モーラ（CVCV/(C)VN/(C)VV）の反復形 

（ザブザブ顔を洗った。ザブザブと川の中を渡る。） 

b. （様態副詞または結果副詞として機能する）（C）VQCVri）あるいは（C）VNCVri

という音韻形態を持つオノマトペ 

（ハッキリ分かった。ハッキリと生き物の動きが伝わってきた。） 
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c. 様態副詞として機能する 2モーラの部分反復形を持つオノマトペ 

（ウイスキーコップの中の氷をカラコロ音を立てる。カラコロと下駄の音を響く。）  

② 通常助詞を伴わないもの 

      頻度副詞（｛チョイチョイ/*チョイチョイと｝降る。他に「ドシドシ」） 

         程度副詞（｛ドンドン/*ドンドンと｝手を広げた。他に「グングン」） 

            （ただし、程度副詞の例外は「メッキリと減った」、「メキメキと力をつけてき 

                 ている」などがある） 

③ 「と」を伴った方が好ましいもの 

     CVCVri の反復形（｛フワリフワリと/フワリフワリ｝空を移動していた。） 

     CVCVNの反復形（｛パタンパタンと/？パタンパタン｝船の胴を打つ。） 

④ 「と」を義務的に伴うもの 

          CVQ（｛パッと/*パッ｝あがる。｛グッと/*グッ｝干す。） 

          CVN（｛コンと/*コン｝勢いよく額に打ち付けた。） 

          CVCVQ（｛グルッと/*グルッ｝回って見せた。） 

          CVCVN（｛バタンと/*バタン｝手洗いのドアが開いた。） 

⑤ 「に」を義務的に伴うもの 

          結果副詞として機能する 2モーラ反復形のオノマトペ 

    （｛クタクタに/*クタクタ｝疲れている。｛ベロベロに/*ベロベロ｝酔ってしまう。） 

            結果副詞として機能する CVCVNの反復形を持つオノマトペ 

    （｛グデングデンに/*グデングデン｝酔っていた。｛ベロンベロンに/*ベロンベロ 

      ン｝酔って帰宅した。） 

 

本稿はこれに従ってオノマトペに後続する「と」や「に」を「助詞」として扱う。オノマ

トペが副詞として動詞を修飾する場合、助詞「と」を伴って用いられるのが最も多い。助詞

「に」との共起は後接する動詞によって異なる。後続動詞は結果を表す「起動動詞」33の場合、

おおむね「に」が伴う。オノマトペが「り」「っ」「ん」「長音」で終わる場合は必ず「と」が

伴う。「頻度」や「程度」を表すオノマトペが通常「助詞」を伴わない。 

一方、意味的特徴による使用状況の違いについて、西尾（1983）、佐々木（1986）、羽佐田

（2005）は、おおむね擬音語と擬態語の性質の違いから助詞「と」および「に」の使用環境

に違いが生じることを述べている。 

西尾（1983: 173-174）ではオノマトペが形式上、後続する動詞によって「と」か「に」を

取ることになるとしている。後に来る動詞によって「に」語尾を取る例がある。例えば「（オ

ノマトペ）＋なる」のように、動詞「なる」によってオノマトペが「に」語尾を取ることに

なる。例えば、「手が汗でベトベトになった」における「ベトベトに」は「ベトベトと歯にくっ

ついて食べにくいなあ」における「ベトベトと」と具体的状況は似ており、「なる」の代わり

に「手が汗でベトベトとねばりつく」などとほかの動詞が使われれば「と」語尾にもどるも

のである。また、「…レバノン国軍も内戦中にズタズタとなり」のような「と」は、変化の結

果を表わす「に」と交替しうる。さらに、「なる」に対応する作為性の「する」も「手をベト

ベトにする」のように「（オノマトペ）と」を「に」語尾に変える場合も考えられる。 

鈴木（1993: 120）では、象徴詞畳語を用いて運動の属性を表すもので、修飾用法は修飾す

る運動に関わるだけではなく、運動の主体や対象にもかかわると述べている。また、佐々木

（1986）は「と」において、必ずしも動的意味合いを持っているとは思えないものがあると

し、動詞の静的な意味合いとして用いられたものとして、「ギトギトと脂ぎっている」、「ブヨ

ブヨとむくんでいる」などのような用例を挙げている。 

ここまで概観してきたところ、「と」および「に」の機能を次のように整理できる。擬音語

の場合は「と」を伴って、引用的な機能を果たす。一方、擬態語の場合は「と」を伴って過
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程を修飾したり、動的な属性を表し、事柄の情報を伝達する。また「に」を伴う場合は結果

を修飾し、静的な属性を表し、物的側面の情報を表すとまとめられる。 

2.2.4.3 「する」との共起 

2.2.4.1で触れたように、オノマトペは副詞として用いられるのが典型的である。しかし、

実際の日常生活の中で「アクションの多い映画を見るときはいつもハラハラする」のように

動詞として機能するオノマトペは多い。「オノマトペ＋する」に注目した研究としては、西尾

（1981）、鷲見（1996）、田守・スコウラップ（1999）、山岡（2000）、影山（2005、2006）、

楊淑雲（1993、2008、2009）、山岡・大塚（2009）などが挙げられる。 

オノマトペが「-する」の組み入れによって動詞に変わる。これについて前節で述べたよう

に、田守・スコウラップ（1999）は「-する」動詞との組み合わせに現れたオノマトペの特徴

を形態的特徴から（19）のように分類した。どのようなオノマトペが「-する」と結び付くこ

とが可能であるかについて、「ザワザワ」「ドンドン」のような少数の例外を除けば、擬態オ

ノマトペに限定されていると言及され、典型的な擬態オノマトペである擬情語（（27）に示す）

は、「例外なくすべて『-する』動詞への組み入れが可能である」（田守・スコウラップ 1999: 

56）という。 

(27) 

a. イソイソする ウキウキする ウジウジする カリカリする 

クサクサする ウズウズする ビクビクする イライラする 

クヨクヨする ソワソワする サバサバする クシャクシャする 

b. ウットリする スッキリする サッパリする 

ウンザリする ゲンナリする シンミリする 

 

次に鷲見（1996: 97-119）は（28）のように、「オノマトペ＋する」動詞を大きく 11グルー

プに分類している。その分類の判定基準と方法は複雑すぎて、「だんだん～てくる」と「～

た瞬間」「～たまま」のような両方とも使える場合には、どのような基準で変化動詞と継続

動詞を区別するのかについて触れていない。また、分類においては、「より瞬間動詞的な変

化動詞」や「より継続動詞的な変化動詞」という判定基準もはっきりと説明されていない。 

(28) 

①〈動作性状態〉〈変化〉〈非性質表現化〉動詞（イライラする、ハラハラする） 

②〈動作性〉〈継続〉〈非性質表現化〉動詞（ウロウロする、イジイジする） 

③〈動作性〉〈継続〉〈性質表現化〉動詞（フラフラする、ボウッとする） 

 ④〈動作性〉〈変化〉〈非性質表現化〉動詞（継続動詞（アップアップする、ホロッとす

る）、瞬間動詞（バタバタする）、変化動詞（サッパリする）） 

⑤〈動作性〉〈変化〉〈性質表現化〉動詞（ツンツンする、ムッツリする） 

⑥〈動作性〉〈瞬間〉〈非性質表現化〉動詞（ギクッとする、ポカンとする） 

⑦〈動作性形容詞的状態〉〈変化〉〈非性質表現化〉動詞（ピンピンする） 

⑧〈動作性形容詞的状態〉〈変化〉〈性質表現化〉動詞（ハッキリする） 

⑨〈形容詞的状態〉〈非性質表現化〉動詞（ウジャウジャしている） 

⑩〈形容詞的状態〉〈性質表現化〉動詞（アッサリしている） 

⑪上記の 10グループのいずれにも位置づけられないもの（ウッカリする） 

（鷲見(1996: 105-106)より、引用者がまとめたもの） 

一方、西尾(1981: 82-95)は、『オノマトペ辞典』（天沼寧編、東京堂出版 1974）の見出

し語の全体 1547語から、「する」がつくと判定するもの 523語（約 34%にあたる）を検討の

対象として取り出し、テンス・アスペクト、意志・無意志、自他動詞、使役・受け身と格支

配などの文法とのかかわりから、「オノマトペ＋する」が「動詞らしくない、静的な属性を

表すだけのもの」（p.83）、「状態詞の性能にとどまるもの」「アスペクト、ボイス、意志
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性などの性質を得てより『動詞らしい動詞』になっているもの」（p.93）であると指摘し、

「非情物を主体とする場合よりも人間を主体とするばあいのほうが、動詞的な意味要素が加

わりやすく、動詞らしさを獲得しやすい傾向がある」（p.94）と述べている。「オノマトペ

＋する」のテンス・アスペクトに関して、以下の（29）のように 3分類している。 

（29） 

①「～している」、「した（連体用法のみ）」 

動詞らしくなく、単なる状態を表す。   

「第四種の動詞」に属する。（「ホッソリしている」「アッサリしている」） 

②「～する」の形だけで使われて、「～している」を欠くもの 

瞬間的な動きを表す意味が強い。（「チクッとする」「ギクリとする」「ドキンとす

る」） 

③「～している」「～する」両方とも使われる 

「変化の結果の継続」（「グッタリする」「グッタリしている」「ホッとする」「ホッ

としている」） 

「動作の継続」（「ドキドキする」「ドキドキしている」「ウロウロする」「ウロウロ

している」） 

西尾（1981: 83-93） 

  

さらに、影山(2006: 83-101)は、「フラフラする」のような「擬態語動詞」の意味構造が

通常の動詞の語彙概念構造とほぼ同等の性質を有することと主張している。影山は擬態語動

詞（「オノマトペ＋する」形式）を下記の表 2-6 に示す 7 つのタイプに整理し、それぞれが

特徴的な語彙概念構造（LCS）を有していると強調している。 

表2-6 擬態語動詞の分類（影山2006: 84-85） 

 
Type 主語 例文と説明 

A 

Type

1 

行為者 

一家のあるじは毎日あくせくする。⇒主語の意図的な行為 

〔xACT〈Manner α〉〕（主語 xが、擬態語によって表される様態で活動を行う） 

Type

2 

母親が赤ちゃんの背中をトントンする。⇒意図的な働きかけ（接触） 

〔xACT ON〈Manner α〉y〕（主語 xが対象 yに対して、擬態語によって表される

様態で働きかけを行う） 

Type

3 

旅行者が観光地をうろうろする。⇒移動の様態 

〔x CONTROL〔x MOVE〈Manner α〉〔Route〕〕〕(主語 xが経路 yを、擬態語に

よって表される様態で移動する) 

Type

4 
経験者 

私は試験の結果にがっかりした。⇒主語の特定の心理状態 

〔x EXPERIENCE〔BECOME〔x BEAT-〔PSYCH.STATE〈Manner α〉ABOUT-z〕〕〕〕(主

語 xが対象 zに対して、擬態語によって表される心理状態を経験する) 

B 

Type

5 

動きや性

質を帯び

た物体

（対象） 

頭がズキズキする。⇒話者の知覚による身体部分の不随意的な動き 

〔SpK^COGNIZE〔SpK's-〔BODY-PART〕MOVE〈Manner α〉〕〕（話者〔SpK〕は自分の

身体部分〔body part〕が、擬態語によって表される異常な動きをすることを感じ

る） 

Type

6 

椅子がグラグラする。⇒話者の知覚による物体の特異な動き 

（話者〔SpK〕は物体 yが、擬態語によって表される異常な動きをすることを感じ

る） 

Type

7 

このラーメンは味があっさりしている。⇒誰もが知覚できる物体の特徴的な性質 

ℎy〔Genw〕w^COGNIZE〔xBECOME〔x'yBEAT-〔STATE〈Manner α〉〕〕〕（Gen=generic 

operator）（物体 xの一部分である yが、擬態語によって表される性質を有する

と、だれもが（Genw）感じる） 

（太字の部分は影山（2006）の本文から引用者が付け加えた） 
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Type1からType4はAグループであり、これらの主語はいずれも自己制御性を備えており、「ア

クセクするな/ウロウロするな/ガッカリするな」のように（否定）命令形で用いることがで

きる。これに対して、Type5からType7はBグループであり、主語は自己制御性を持たず、「＊

（頭が）ズキズキするな/＊（椅子が）グラグラするな/＊（スープの味が）アッサリするな」

のように用いることができないとしている。Aグループは非能格動詞（ないし他動詞）であり、

典型的に人間を主語にとる動詞である。一方、「Bグループは非対格動詞であり、意志を持た

ない物体名詞がガ格主語として具現され、そのガ格主語は『主語』でありながら、統語構造

は目的語と同等の位置（内項34）にある」（影山2006: 99）と述べている。 

以上見てきたように、オノマトペと「する」との共起は主に擬態オノマトペ、特に擬情オ

ノマトペに集中していることが明らかになった。そのテンス・アスペクトは一般動詞と同様

に、状態や瞬間的・継続的な動き、結果の継続などを表す。本稿はこういった説をふまえて、

オノマトペのコロケーションに関する考察（第6章を参照）と実際の指導現場（第10章を参照）

で具体的な例を示しながらオノマトペが「する」との共起関係をさらに検討することにする。 

 

2.2.5 意味的特徴 

金田一（2004: 119）は日本語は音節が単純で、「ニコッと笑う」、「ニタッと笑う」とい

う笑い方の違いを表すために「ニコッ」「ニタッ」のようなオノマトペが必要であると主張

している。その原因について、中国語には“微笑”（「ニコニコ笑う」）“大笑”（「ゲラ

ゲラ笑う」）“讪笑”（「ニヤニヤ笑う」）などのようにさまざまな「笑い方」を表す動詞

があるのに対して、日本語は中国語のように動詞が豊富ではないから、それを補うためにオ

ノマトペを用いるしかないと分析している。以下はオノマトペの音と意味とのつながり、語

基と意味の関係からオノマトペの多義語、同義語などを取り上げて検討することにする。 

 

2.2.5.1 音象徴的意味 

 2.1 ですでに触れたように、オノマトペは一般の言語記号と異なり、音形と意味の関係が

恣意的ではなく有契性が高い。堀井（1986: 4）によれば、音形と意味の有契性を「音的有縁

性」という。堀井によると、音的有縁性には 2 つのタイプがある。1 つは直接的模倣による

擬音語の場合である。「パチン」を用いて物の破裂や「トントン」を用いて物を叩く時の音

や「ガチャン」で物を落として割れた時の音などを描写するのは、音形と意味との間に有縁

性があるとしている。一方、擬態語は「鰻がヌラリクラリ」や「独り言をブツブツいう」の

ように、音に直接関係していない擬態語は「その語の音が感覚的印象を現している」（p.4）

という。 

このように、オノマトペは音と意味が結びついているため、意味的特徴を考察するには音

から探る必要がある。そこで、本稿は先行研究を概観し、オノマトペの音形と意味とのつな

がりを子音と母音の組み合わせ、子音、母音、子音と子音との組み合わせごとに系統的に整

理する。 

まず、子音と母音との組み合わせについて、金田一（1988: 131）によれば、カ行音は乾い

た固い感じ、サ行音は快い、時に湿った感じ、タ行音は強く、男性的な感じ、ナ行音は粘る

感じ、ハ行音は軽く、抵抗感のない感じ、マ行音は丸く、女性的な感じ、ヤ行音は柔らかく、

弱い感じ、ワ行音はもろく、壊れやすい感じがあるという。金田一は清音のイメージを論じ

ているが、濁音や半濁音には触れていない。 

阿刀田・星野（1993: ⅵ-ⅷ）は同類語35の音形態に共通する意味要素として清音・濁音・

半濁音を「音・声」「運動の状態」「運動主体」「成立している状態」という 4 つの視点か

ら比較検討している。「音・声」における「清音」「濁音」「半濁音」は「風がヒュウヒュ

ウ吹く」の「ヒュウヒュウ」が「音のかすかさ」、「風がビュウビュウ吹く」の「ビュウビュ
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ウ」が「音の強さ」、「風が吹く」の「ピュウピュウ」が「音の鋭さ」を表している。また、

「運動の状態」では「唇をヒクヒクさせる」は「体の一部分が小刻みに動く様子」が「ヒク

ヒク」によってその動きの弱さを表すのに対して、「足がビクビク痙攣する」の「強く震え

動く様子」と「指で強く押すとピクピクと脈が触れる」の「鋭く震え動く様子」を表す。「運

動主体」では「花がホロホロとこぼれ散る」は「ほろほろ」による「花が零れ落ちる時の軽

さ」、「大粒の涙をボロボロとこぼす」は「ぼろぼろ」による「大粒の涙の重さ」、「ポロ

ポロと涙の粒が頬を伝う」は「ポロポロ」による「普通の涙の軽さ」を表れ出している。「成

立している状態」では「月の表面はボツボツと穴だらけのあばた面だそうだ」は「ボツボツ」

で「多量」を、「にきびが顔中にポツポツ吹き出す年頃」は「ポツポツ」で「少量」を表す

ことができる。これらを表 2-7に示すと、次のとおりである。 

 

表 2-7 清音・濁音・半濁音の比較に表われるもの 
視点 清音 濁音 半濁音 

音・声 

澄む 

かすか 

おだやか 

好ましい 

濁る 

強い 

荒い 

不快 

はずむ 

鋭い 

 

愛らしい 

運動の状態 

弱い 

静か 

小さい 

なめらか 

強い 

荒い 

大きい 

渋る 

鋭い 

弾力的 

細かい 

はずむ 

運動主体 

軽い 

小さい 

薄い 

細い 

やわらかい 

もろい 

やさしい 

少量 

重い 

大きい 

厚い 

太い 

かたい 

がんじょう 

粗悪 

多量 

軽い 

小さい 

細かい 

細い 

 

 

愛らしい 

少量 

成立している状態 

平均的 

好ましい 

なめらか 

渋い 

軽やか 

 

緊密 

強烈 

ぶざま 

荒い 

濃い 

重苦しい 

多量 

堅牢 

刺激的 

愛らしい 

 

 

 

少量 

 

次に、オノマトペに現われる母音［a］［i］［u］［e］［o］に関して、金田一（1978: 19-20）

は［e］の音が非常に少ないと指摘し、その原因は「日本語で［e］の音発達が遅れたという

国語史の問題と関係がある」（p.19）と述べ、「カラカラ」「キリキリ」「クルクル」「コ

ロコロ」があるのに対して「ケレケレ」だけはない、［e］のつく擬態語の多く（「ヘラヘラ」

や「ペロペロ」）は「品のいい形容とは言いがたいもの」であり、その他では［i］の音は小

さいこと、運動が速いことを表し、［a］［o］の音はこれに対立する傾向があり、「コロコ

ロ」と「キリキリ」との対照からその違いが見られると述べている。 

また、田守・スコウラップ（1999: 126-130）は［a］［i］［u］［e］［o］について次の

ように指摘している。［i］の音は「線（line）ないし一直線に延びたものを、また音の場合

には甲高く小さい音」（pp.126-127）、［a］は「平べったさ、大きな表面に影響を与える出
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来事、関わっているものの全面的関与、広がり、華やかな、派手な、あるいは目立った出来

事」（p.128）、［o］は「丸いもの、小さい出来事あるいは小さい部分にしか影響を与えな

い出来事、目立たないもしくは控えめな出来事」（p.129）、［u］は「口や鼻のような、小

さな丸い穴と関係のある出来事、音の場合には柔らかくて控えめな音」（pp.129-130）、［e］

は「動作の不適切さないし下品さ」（p.130）を表すと分析している。 

これに対し、浜野（2014: 46-51）では母音は一般に運動やものの形、広がり方に関係する

と述べ、例を挙げながら詳しく母音の音象徴を次のように分析した。［a］は広がりを、［u］

は突出を、［o］は音声的にも意味的にも［u］と［a］の中間にあって、「広がらずに前に出

る」という意味を表す。［i］については、田守・スコウラップ（1999: 126）の［i］音に対

する観点をふまえながら［i］をさらに「高音」の意にも「線状のもの」の意にも関連したと

考えられ、「緊張」という意味を持つと発展させた。［e］については浜野（2014: 50）は［a］

との組み合わせによって「ペラペラ話し続けてしまった」や「テカテカ光っている」のよう

に、「下品なやりかたで、または、不必要に精力的に、広い範囲に何かをする」という意味

を表すと述べ、「［e］を含む多くのオノマトペが『野卑な力強さ』という意味を含んでいる

ことと CV タイプの語根では、［e］の意味は絶対的に『野卑』」であると強調している。こ

れらの論説をふまえて筆者はその詳細を下記表 2-7に示すように整理している。 

 

表 2-7 オノマトペにおける母音の意味 
母

音 
金田一 田守・スコウラップ 浜野 

a 大きい、荒い、明るい、広い、動きや運動が速い 
澄み切った声・音の広がり、

全体 

広い、平ら、広

範囲、目立つ 

i 動きが素早い、突き刺す、鋭い、突き刺す音 甲高く小さい音 
線状、細さ、高

音、緊張 

u 人間のくすんだ心理的情感や暗く、はっきりしない 言及されていない 突き出る 

e 
人気がない、品のない音声や状態、マイナスイメージ（e

音語頭の場合、褒めるときに使う言葉はない） 

下品な表現が多く、一般的

に否定的な意味 
野卑 

o 大きいもの、荒いもの、動きや運動が速い 
鈍くて不明瞭な音・こもっ

た声、部分的、内包的 
目立たない 

 

一方、子音について、金田一（1978: 20）は次のように論じている。 

① ［g］［z］［d］［b］のような濁音は、鈍いもの、重いもの、大きいもの、汚いも

のを表し、清音は、鋭いもの、軽いもの、小さいもの、美しいものを表す。コロコ

ロとゴロゴロ、サラサラとザラザラの対立などにそれが見られる。 

② ［h］と［p］とは、ともに［b］に対立するが、［h］は、より文章語的で品がいい

感じがあるのに対し、［p］は俗語的で品が落ちる。「ハラハラ」と「パラパラ」、

「ヒラヒラ」と「ピラピラ」、「ホロホロ」と「ポロポロ」などに、それが現れて

いる。 

③ 一般の子音では、［k］［t］は堅いことを表し、［s］は摩擦感のあることを、［r］

は粘って滑らかなこと、［ｈ］［ｐ］は抵抗感のないことを、［m］はやわらかい

ことを表す。［r］は流動を表すが、同時に他の形態素と組み合わされて、種々の

状態を表し、オノマトペでは重要な役を帯びる。［n］音が付く多くのオノマトペ

は柔らかく、粘りのあるニュアンスも表すと述べている。例えば、ヌラヌラ（粘り

つくような不快感）、ヌルヌル（手触りが滑らかでやや粘りがあって滑りやすいさ

ま）、ネトネト（粘り気がまとわりつく感じで不快感を伴う）、ネバネバ（よく粘っ

てものにつきやすいさま）。［r］音には流動や反復のイメージを表す傾向があり、

日本語オノマトペの語頭に［r］音が起こることはほとんどない。 
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また、田守（2002: 131-138）は次のように論じている。 

① 有声子音［g］［z］［b］［d］で始まるものは鈍く、重く、大きく、汚いイメージ

があるという。［g］は物がきしんだりこすれたりして出る音のイメージがある。

例えば「ガタガタ、ガンガン、ギリギリ、ギラギラ」などである。「ドンドン」や

「ドクドク」などは［d］によって衝撃際の音のイメージを表す。「バリバリ」や

「バンバン」などは［b］の濁った音色の不協和さのイメージに関わると思われる。

水しぶきの音を表す語の多くに［b］のような音が含まれているのは、［b］はある

物体が水面にうち当たるときに生ずる音、水しぶきがはじけて飛び散る音を象徴的

に表していると考えられるのである。 

② ［m］音は円やかで柔らかい状態を表し、ハッキリしていない不明瞭な感じを含む

ものも多い。つまり、［m］がはっきりしないや不明瞭なイメージのため、「も」

で始まるオノマトペが「不明瞭さ」と関連していると思われる。例えば、「モクモ

ク」（煙・雲などがたくさん沸き立つさま）、「モグモグ」（口を十分開けずにも

のを言うさま）、「モゴモゴ」（明瞭に聞き取れない話し方をする様子）、「モヤ

モヤ」（ぼんやりしているさま。またすっきりしないさま）。 

③ ［n］音はゆったりとした感じ、行動が遅い様子を表す。「ノソノソ、ノッソリ、

ノシノシ、のっしのっし、ノロノロ」のように、いずれも急がずにゆっくり動く、

つまりゆったりした様子を表している。  

 

さらに、浜野（2014: 20-41）は C1V1C2V2タイプの語根を中心に、子音が第 1 子音（C1）と

第 2子音（C2）に位置する場合の差異を分析している。 

まず、C1V1C2V2タイプの語根では、［b］［d］［z］［g］と［p］［t］［s］［k］の有声・

無声の対立は第 1子音（C1）のみに現れ、「有声阻害音が対応する無声阻害音に比べて、『運

動の力や物の質量が大きい』ことを意味する」（p.20）と指摘している。その例として以下

のように挙げている36。 

 

C1＝有声阻害音 ガラ（重いものが回る音）/ザラ（砂や小石がこすれあう様子） 

C2＝無声阻害音 カラ（軽いものが回る音）/サラ（感触が滑らかな様子） 

 

 その次に、C1V1C2V2 タイプの語根では、C1 の破裂音ないし［n］は「滑り、粘性」（p.34）

を、C2の破裂音ないし［n］は「折れ曲がったり、力のない様子」（p.34）を表す。 

 

   C1＝破裂音/［n］  ヌル（滑りのあるものがつかみにくい様子） 

ニョロ（滑りのあるものがくねる様子） 

   C2＝破裂音/［n］ ヘナ（力が抜けて折れ曲がる様子） 

              フニャ（力なく曲がる様子、または力なく何かを言うこと） 

 

また、硬口蓋接近音［y］は C1と C2で意味が違っている。C1は「揺れ」や「頼りなさ」（p.34）

を表すものが多いのに対して、C2 は「輪郭がはっきりしない状況」（p.35）を示すものが多

い。 

C1＝硬口蓋接近音 ユラ（揺れる様子）/ヨロ（倒れそうに危なげに歩く様子） 

C2＝硬口蓋接近音 モヤ（ぼんやりとした薄明りの状態）/プヨ（膨れた様子） 

 一方、語根の頭であれば、CV タイプの語根でも C1V1C2V2タイプの語根でも同じ意味を持つ

のは［w］である。C2の［w］は、語根の頭の［w］と意味を共有しない。例えば、C1が［w］、

ないしは、母音で始まる語も下記の例に示すように「人間の感情的な動揺や多数の動物がう

ごめいている様子」（p.36）を表すものが多い。それに対して、C2の［w］は意味の確定が難

しいとし、「柔らかさ、弱さ」（p.36）を表しているように見えるとともに、「『柔らかさ』



46 

 

と全く関係がなさそうに見える」（p.37）例もある。 

 

C1＝有声唇軟口蓋接近音 ワク（期待で興奮する様子）/ワイ（大勢で騒々しい様子） 

   C1なし オロ（心配してうろたえる様子） 

   C2＝有声唇軟口蓋接近音 フワ（柔らかくて浮く様子） 

 

両唇鼻音［m］が C1V1C2V2タイプの語根の C1に位置すると、「ムシャ」のように「はっきり

しない態度や気持ち」（p.37）を表すものが多いのに対して、C2には「『チマ、ジメ、ヌメ、

ガミ』など数例に限られており、音象徴を抽出しにくい」（p.38）と述べている。 

 CV タイプの語で C1が［h］の語は「『空気の流れ』または『息』を意味する」（p.35）一

方、C1V1C2V2タイプで C1が［h］の語は、「［b］［p］の語の意味に『弱々しい、美しい、優

しい』という価値を付加したものが基本である」（p.35）と述べている。 

 

   C1＝両唇摩擦音 ヒュー（風がヒューヒュー吹いている） 

C2＝両唇摩擦音 パラ（雨粒のようなものが落ちる様子）/ハラ（花びらが落ちる様子） 

 

 CV タイプの語根には有声歯茎音［r］を含む場合、「鈴の音を表す『リンリン、リリリ』

などに使われる『リ』と、幸せで高揚する気持ちを表す『ルンルン』に含まれる『ル』に限

られる」（p.38）と述べた。一方、C1V1C2V2タイプの場合、［r］は C2にしか現れないとし、

「パラリ（塩をパラリとふった）」「クルッ（ 猫はクルッと宙返りした）」「コロコロ（ゴ

ルフボールがコロコロ転がって穴に落ちた）」のように、「回転、流動的な運動」（p.38）

を表す。 

 最後に、口蓋化は「ピャ、キュ、ショ」などの開拗音を含むオノマトペはつまり「［py］

［ky］［sy］のように口蓋化された子音を含む」（p.39）場合、「『雑多な物の立てる音』

や『子供っぽい落ち着きのない動き』を表す」（p.39）ものが多いと述べている。「口蓋化

は CV タイプの語根の頭の子音にも起こり、また、CVCV タイプの C1の位置にも、C2の位置に

も現れる」（p.39）とまとめている。そして、位置に関わらず、同じ意味を持つ。 

浜野（2014: 20-41）における意味と位置の関係、特に C1V1C2V2タイプの C2の音象徴が重要

な意味を持つことについて整理した。これと金田一（1978）と田守・スコウラップ（1999）

と比較するために、オノマトペの子音に対する分析を表 2-8のようにまとめた。 

 

表 2-8 子音に象徴されるオノマトペの意味 

子音 金田一 田守 
浜野 

CV の C C1V1C2V2の C1 C1V1C2V2の C2 

p 
俗語的で品が落ちる、抵

抗感がないこと 
  張力のある表面

への衝撃または破

裂 

軽い、小さい、細かい 
張力のある

表面、肥満 

軽い、小さ

い、細かい 
破裂、破れる、完全

に覆われる、膨張、

肥満 b 
鈍いもの、重いもの、大

きいもの、汚いもの 

濁った音色の不協和

さ、水しぶきの音 
重い、大きい、ふとい 

重い、大き

い、ふとい 

t 
軽いもの、小さいもの、

美しいもの、鋭いもの 
  

張力の弱い表面

を叩く 

軽い、小さい、細かい 張力の弱い

表面、弛緩、

目立たない 

軽い、小さ

い、細かい 叩く、接触、密着、

合致 
d 

鈍いもの、重いもの、大

きいもの、汚いもの 
衝撃際の音 重い、大きい、ふとい 

重い、大き

い、ふとい 

k 堅い   
固い表面、動作の

厳しさ、きつさ、

確実さ、空洞から

外への運動 

軽い、小さい、細かい 
固い表面、き

つさ、確実さ 

軽い、小さ

い、細かい 
開く、中から出てく

る、上下か内外の運

動 g 
鈍いもの、重いもの、大

きいもの、汚いもの 

物が軋んだり擦れたり

して出る音 
重い、大きい、ふとい 

重い、大き

い、ふとい 

s 摩擦感がある   抵抗のない表面

を滑る、液体、流

動体 

軽い、小さい、細かい 抵抗のない

表面、液体、

流動体 

軽い、小さ

い、細かい 接触しながら動く、

摩擦 
z 

鈍いもの、重いもの、大

きいもの、汚いもの 

鈍い、大きい、重い、

汚い 
重い、大きい、ふとい 

重い、大き

い、ふとい 

n 
柔らかく、粘りのある

ニュアンス 

ゆったりとした感じ、

行動が遅い 
捉えにくい 

滑り、捉えにくい、粘着性、

のろさ 

力のなさ、折れ曲が

る 

j         揺れ、頼りない動き 輪郭がはっきりしな
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い 

h 
より文章語的で品がい

い感じ、抵抗感がない 
  息 美しさ、弱さ   

w     興奮、動揺 柔らかさ、弱さ？ 

m 柔らかいこと 円やかで柔らかい、不

明瞭 
抑圧 

 

 

r 
流動や反復のイメージ、

粘って滑らかなこと 
    流れるような運動 

 

以上、概観してきたとおり、オノマトペの音と意味の結びつきには、母音と子音のそれぞ

れの特徴によるものもあれば、子音と母音との組み合わせによるものもある。様々な音の組

み合わせによる意味の変化はオノマトペの意味指導、特にイメージ指導に生かせると考え、

第 10章で実例を用いてオノマトペの指導に取り組んでみることにする。学習者に音と意味と

の関係または音による意味の移り変わりを認知の一環として認識されることだけでも有意義

なことである。つまり、オノマトペに対応するために音と意味との有契性を認知メカニズム

として考慮に入れることは大切である。 
 

2.2.5.2 同一語基からの派生語とその意味 

オノマトペには語基がある。語基には 1拍の語基や 2拍の語基、3拍の語基などがある。1

拍の語基を〔A〕とした場合には〔Aっ〕〔Aーっ〕〔Aん〕などの語形が、〔AB〕とした場合

には、〔ABAB〕〔ABリ〕〔ABッ〕〔ABン〕などの語形があり、1つの語基を中心に変形パター

ンのオノマトペが複数ある。これらの語形は、基本的な意味として共通している点があるが、

それぞれ強さ、長さ、重さなどの違いを示しており、微妙な使い分けがある。例えば、「-っ」

の形は、短い、鋭い音や様子を表す（「ドキッとした」）。「-り」「-ん」も時間的に短い

様子を表す（「背中がヒヤリとした」、「カチンと音がした」）。       

泉（1976: 105-152）は促音と撥音、長音、リ音、繰り返し、清濁音の対立について次のよ

うに論じている。促音を加えることにより、急に止める切れのよさを感じさせることができ、

これは物音や動作などの瞬間性、すばやさ、一回性などを表す効果が出る。撥音は響きのよ

さを与えることによって、外界の音の響きのよさ、余韻、強さ、また動き・様子のリズミカ

ルなこと、強さ、軽やかさなどを強調する効果がある。リ音はある程度の柔らかさ、滑らか

な感じ、または少しゆっくりした感じを表すことが多い。繰り返しの形が物音や動きの繰り

返しを表すということには、かなりの一般性がある。清音と対立して用いられた濁音は、外

界の音なら、重い音、にぶい音や大きな音などを表現し、動作・状態なら、強いこと、大き

いこと、重いことや乱暴なことなどを表す傾向があると述べている。 

 一方、阿刀田・星野（1993: vi）は「音声」「運動の状態」「成立している状態」という 3

つの角度から「っ音」「り音」「ん音」「ー音」「-っ（ん）-り」「畳語音」に表れる意味の違い

を次のように分析している。「っ音」は「瞬時の動き、すばやさ、勢いのよさ、一気に、急激

に」という瞬間停止を表し、成立した瞬間を捉える。「り音」は音声的に「こもる、まとまる」

で、「自然におさまる、運動の経過を意識する、確実に」という運動状態を表し、成立を確認

する。「ん音」は音声上「ひびく、はねる」という特徴を持ち、「はずむ、ひろがる、強烈に」

という運動状態を表し、成立を強調する。これらに対して、「ー音」は長く続くという音声的

特徴を持っている。「-っ（ん）-り」は音声が強調という役割を果たし、運動の状態が確認を

表し、成立している状態が十分に念入りに認めるとしている。畳語音は音声上「繰り返し」

を、運動の状態が「連続、進行、経過状態」を、成立している状態が「状態の成立、存続の

強調・複数・時間的に何度も確認する・空間的にあちらこちらに確認する」（p.vi）というの

を表すとしている。これらをまとめると、以下の表 2-9のようになる。 
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表 2-9 語尾音に表われる意味の違い 

  促音（AB ッ） り音（AB リ） 撥音（AB ン） 
長音 

（ABー） 

A ッ B リ 

A ん B り 
畳語形（ABAB） 

阿刀

田・ 

星野 

瞬間停止、瞬時の動き、

すばやさ、勢いのよさ、

一気に、急激に、成立し

た瞬間をとらえる 

こもる、まとまる、自然

におさまる、運動の経過

を意識する、確実に、成

立を確認する 

ひびく、はねる、はず

む、ひろがる、強烈に、

成立の強調 

長く続く 強調、確

認、十分

に念入り

に認める 

繰り返し、連続、進行、経過状態。状態の

成立、存続の強調。複数。時間的に何度も

確認する。空間的にあちらこちらに確認す

る。 

泉 

瞬間性、すばやさ、一回

性 

柔らかさ、滑らかな感じ 外界の音の響きのよさ、

余韻、強さ、また動き・

様子のリズミカルなこ

と、強さ、軽やかさな

どを強調する 

    清音と対立して用いられた濁音は、外界の

音なら、重い音、にぶい音や大きな音など

を表現し、動作・状態なら、強いこと、大

きいこと、重いことや乱暴なことなどを表

す傾向がある 

 

上記の二者は「ー音」、つまり「長音」についてわずかしか触れていない。中里（2005: 1-14）

は同じ語基からの派生型には長音による持続性があると述べ、「す」という語基による「スーッ

（と）」と「スッ（と）」の区別が長音による持続性と促音による瞬間的な素早さにあるとし、

同様に「サッと」と「サーッと」、「ゾッと」と「ゾーッと」にも共通のイメージを持ってい

ると述べた。 

これらの分析はオノマトペの指導に用いることができると考えられる。例として各々の形

が揃っている「ころ」の派生語を金田一（1988: 257）を参考に表 2-10 のようにまとめた。

「コロコロ」はころがりつづけること、「コロッ」は転がりかける様子、「コロン」は弾んで

転がること、「コロリ」は一回転がって止まることを表す。また、「コロンコロン」は弾みを

もって勢いよく転がること、「コロリコロリ」は転がっては止まり転がっては止まること、「コ

ロリンコ」は一度転がりはしたが、最後に安定して止まって、二度と転がりそうもないこと

を表す。このような相違点を触れながら同一語基を持つオノマトペの意味における使い分け

を音形あるいは語形によって指導することが望ましいと考えている。「オノマトペの語形によ

る意味の違い、イメージの現れ方を押さえることで、教材の解釈につなげる（中里 2005: 9）

ことができると述べている。 
 

表 2-10 同じ語基からの派生語 

語基 反復 -っ -り 「-り」の反復 -りんこ -ん 「-ん」の反復 -っ-り -ん-り 

ころ コロコロ コロッ コロリ コロリコロリ コロリンコ コロン コロンコロン     

どき ドキドキ ドキッ ドキリ   ドキリンコ ドキン ドキンドキン ドッキリ   

かち カチカチ カチッ カチリ カチリカチリ カチリンコ カチン カチンカチン カッチリ   

ひや ヒヤヒヤ ヒヤッ ヒヤリ   ヒヤリンコ       ヒンヤリ 

2.2.5.3 オノマトペの多義語と類義語 

日本語のオノマトペは「流動的でダイナミックなシステム」であり、「1つのオノマトペ

でも『ギリギリ』や『カラカラ』のように、多様な意味を持ち、品詞的にもいくつにもまた

がるようなものが多数ある」（浜野 2014: 72）。国広(1982: 97)は「同一の音形に意味的に

は何らかの関連を持つ 2つ以上の意味が結び付いている語」を多義語と定義している。本稿

はこの定義に従って、同一のオノマトペに意味的に関連の持つ 2つ以上の意味が結び付いて

いる語を多義オノマトペと呼ぶ。例えば、「ゴロゴロ」は多義オノマトペの 1つである。 

 (30) 

a. 猫がゴロゴロのどをならす。 

b. 雷がゴロゴロ鳴る。 

c. 丸太がゴロゴロ転がる。 

d. 日曜日に家でゴロゴロしている。 

e. 目にゴミが入ってゴロゴロする。 
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上記の（30）のうち、aは「声」を、bは「音」を、cは「物の様子・状態」を、dは「人

の様子・状態」を、eは「人の感覚」を表す。また、a、b、cの「ゴロゴロ」は副詞範疇に属

し、dと eは動詞として扱われている。このように、「ゴロゴロ」は品詞性が一致していな

い。同一の音形を持つ語は品詞が異なると同音異義語になる。今までの研究では、同音異義

語として区別することはあまりない。つまり、違った語（別語）として扱われていない。そ

のため、本稿では同じように扱う。 

（30）の「ゴロゴロ」について、呂（2003: 95-100）では a と b は音の連想関係を事物音

と言語音の間に見られる音象徴的なメトニミー・リンクとしている。c は音を出しながら回

転するイメージによって、経験基盤的に「ゴロゴロ転がる事態」に対して浮かぶイメージ・

スキーマが形成される。d は「回転」「地面との接触」という様態が含意されているため、

そこにプロファイルされ、「寝転び」という意味でつかわれるようになるのだと推定してい

る。d の「寝転び」という動作からさらに抽象化され、ものが地面に接触し摩擦音が生じる

時の不快感によって、e の「目の異物感」にプロファイルされる。これらの「ゴロゴロ」の

多義は、概ねメトニミー・リンクに由来すると述べている。 

一方、オノマトペには意味的に類似する類義オノマトペも数多くある。例えば、表面に凹

凸がなく滑らかなさまを表わす類義オノマトペには以下の(31)「スベスベ」と（32）「ツルツ

ル」がある。『使い方の分かる 類語例解辞典 新装版』では両方とも、aと bのように動詞

と形容動詞の用法が記されている。 

(31)スベスベ 

a. ビロードはスベスベする。スベスベした肌。(動詞) 

b. 磨きこまれたスベスベな廊下。スベスベの手。頭が禿げてスベスベだ。(形動) 

肌が若返ってスベスベになる。 

(32)ツルツル 

a. 雪道がツルツルして危ない。(動詞) 

b. ツルツルな廊下。ツルツルの頭。ツルツルに磨かれた柱。(形動) 

c. ツルツルとそばを食べる。(副詞) 

  

また、(31)と(32)の使い分けに関しては、この辞書では以下のように記載している。 

a. 「スベスベ」は、肌のように、もっぱら柔らかいものに対して用いられるが、「ツル

ツル」は、氷や板、金属のように硬いものに対して用いられることが多い。 

b. 「ツルツル」は、触れた感じが滑らかである場合にも、見た感じが光沢があって滑ら

かである場合にも用いられるが、「スベスベ」は、触れた感じが滑らかである場合に

用いられることが多い。 

c. 「ツルツル」は、「蕎麦をツルツルすする」のように、滑らかにすべるような動きを

表わす場合にも用いられる。 

 

この辞書は意味・用法から類義オノマトペ間の使い分けを取り上げている。このような使

い分けはオノマトペの指導の注意すべき点として、本稿では文法を付け加えて記述する（詳

しくは第 9章と第 10 章を参照）。 

 

2.3 日本語オノマトペ教育に関する研究 

以上、日本語オノマトペの特徴およびその難点を概観してきた。日本語オノマトペの教育

に関する研究については、言語学的特徴に着目した研究、また形態論や統語論などの文法に

着目した研究と、日本語を第二言語とした対照研究が比較的多くなされてきた。一方、日本

語教育におけるオノマトペに関する研究は、近年注目されているが、まだ不十分（西村 2009：

98）である。従来の研究ではオノマトペそのものの特徴を概観すると同時に、オノマトペ教
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育における問題点についても言及されている。それをまとめるとおおむね以下の2つになる。 

第一はオノマトペ教育の現状から見ると、オノマトペが重要視されていない。阿刀田・星

野（1989: 30-31）はオノマトペが「本格的な指導要項にはなっていない」（p.31）と指摘し、

特に「初級段階では指導要項の枠組みに位置づけられていない」（p.30）ため、指導現場で積

極的に取り扱うべきであると呼びかけ、「一定のコースのカリキュラムに組み込む」（p.31）

ことがすぐ実現できなければ、「副教材、復習教材として別仕立てにしてもよい」、「取り上げ

る以上は指導の目標と方法が意図され整備されたものが望ましい」（p.31）と述べている。 

第二は教育現場から見れば、教授法や教材などの問題が浮かび上がった。金（1989: 96-97）

は句の中での使い方のみを教えるのではなく、発音や意味などを教えながら非言語的要素、

すなわち、感情、心理的影響、印象なども説明する必要があると強調している。星野（1989: 

44）はオノマトペの指導を行う場合、教師が「十分な準備をして授業に臨むこと、作業前に

十分な時間をかけてなるべく多くの実例を示しながら解説すること」をしなければならない

と述べている。西村(2009: 109）は「学習者の習得の容易さ、オノマトペの使用の実態」と

いう両面から教授法や指導法を考えることが大切であると指摘している。 

 オノマトペは日本語教育の重要な指導対象になっていないのが現状である。また、教育の

ためのカリキュラムに取り入れられることもなく、教授法も整えられていない。そのほか、

指導内容は掴みやすい体系的なものに形成されているともいえない。そこで、本研究におい

てオノマトペ教育を改善することを旨に、従来のオノマトペ教育の現状と指導法における提

案、および中国人学習者のためのオノマトペ教育のあり方を概観した上で本研究の位置づけ

を定める。 

 

2.3.1 日本語オノマトペ教育の現状 

 日本語オノマトペの教育に関する研究には阿刀田（1989）、星野（1989）、葛西（2007）が

ある。これらは日本語オノマトペ教育の現状からオノマトペの扱い方と教材の問題点を取り

上げている。 

2.3.1.1 阿刀田（1989）の研究 

阿刀田（1989: 30-35）は指導の実状、音象徴語の教材、教材の扱い方を中心に日本語教材

としての音象徴語（本稿でいうオノマトペ）を分析している。指導の実状については、「指導

の場でも積極的な取り組みが後送りになる傾向」(p.31)があり、「初級レベルの基本指導枠で

は、音象徴語が指導要項にはなっていない」(p.30)と述べ、現行の教材で扱われるものは紹

介にとどまるような程度でほかは教師に任せられている状態であり、「適当な教材を問題にせ

ねばならない」（p.32）と呼びかけており、教材に取り入れるオノマトペの引用例も短文に区

切らないで前後の関係を見定められる程度の長さを保留すると、理解に導くオノマトペの指

導ができると指摘している。 

2.3.1.2 星野（1989）の研究 

星野（1989: 36-44）は国際交流基金「海外日本語講師長期研修会」において、2回にわたっ

て行った授業のうち第 5 期演習のことを報告している。「オノマトペ」は音象徴語として捉

え、その掛かり先を発見することにより、何を修飾するかということを考えるための授業と

してデザインしている。授業形態は演習方式で、2回の講義と 4回の発表から構成している。

発表に先立つ研修生の作業は以下に挙げる（1）～（3）までの 3点である。 

 

(1) 各自が考える「オノマトペ」を与えられた生の素材（小説）から抜き出す。 

(2)  抜き出した語の掛かり先を見つけ、文の構造が判明したら、その語を用いて短文を作る。 

(3）抜き出した語の分類を試みる。 
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 以上(1)～(3)は研修生に課した作業である。研修生の不適切な作例から 3 つの問題点をま

とめている。まず「辞書の不備」（p.43）である。次に小説から用例を抜き出すことが非常

に難しかったことである。最後に「語のかかり先を見つけるのに多大な時間を取った」（p.43）

ことである。さらに実際の発表に対して適宜指導を与え、オノマトペの意外な難しさに気づ

いたと報告している。また、研修生にタスクを与えることにより密度の濃い読解授業ができ

るようになるとともに、短文を作ることを要求したことにより、「誤用の原因が容易に見つ

けられた」（p.44）と述べている。 

2.3.1.3 葛西（2007）の研究 

葛西（2007: 183-190）は拓殖大学日本語学校で実践したオノマトペの授業についての実践

を報告している。その授業は 2 つの異なったクラスで実施された。1 つは海外の学校から受

け入れた短期研修クラス、もう 1つは拓殖大学日本語学校長期クラス（中級）である。 

授業では、動物の鳴き声、人の様子や体の様子、食に関するオノマトペがイラストと共に

取り上げられ、実例としてビデオ教材が用いられた。オノマトペの授業を開始した目的は「日

本語のレベルが上がると同時に、より豊かに自分の気持ちを伝えたり状況を詳しく説明でき

る力を身につけてほしい」(p.183)こと、また、オノマトペを用いて身近なものを詳しく説明

して豊かな表現が使える実感をさせたいとしているが、実際のところ、「その目的は達成し切

れていない」（p.189）のである。 

報告によると、授業の最後にオノマトペに関わる料理番組を見せることはオノマトペの指

導に有効だと見られるが、1 例だけでは実例が乏しすぎるという問題も表れている。その改

善案として、オノマトペを日本文化の 1 つとして紹介することを目指して、料理以外の実例

も考えていく必要があると分析している。また、学習した表現が実際に使用されている例を

学生に示すためには生の教材がいいと提案しているが、ふさわしい教科書や教材などが見つ

かっていないと報告している。 

 この実践報告では、オノマトペの授業を土台に、「より実践的な表現を指導すると共に、実

例を増やし学習者の生活につなげ、『便利だから使いたい』と思えるような指導をする」（p.189）

必要性が切実に感じられると述べている。 

 以上、阿刀田（1989）はオノマトペ教育に使用される教材の問題点とそのあり方、指導の

実状などを分析した。星野（1989）は実際のオノマトペの授業を通して研修生に課した 3 つ

の作業の完成度からオノマトペの難しさを報告した。葛西（2007）は料理番組の設定がオノ

マトペの指導に有効だと報告し、料理以外の実例も取り上げる必要があり、オノマトペを学

習する教科書や教材などが必要だと分析した。 

 

2.3.2 指導法における提案 

 オノマトペの教育には教科書や教材のほかに、オノマトペをどのように指導するか、いわ

ば、オノマトペの指導法も必要不可欠である。これまでに、玉村（1989）と三上（2007）は

オノマトペの指導法を提案し、指導すべきオノマトペの選定もされている。以下、玉村（1989）

と三上（2007）のオノマトペの指導法に関する提案について述べる。 

2.3.2.1 玉村（1989）の提案 

 玉村（1989: 1-12）は日本語の音象徴語（本稿でいうオノマトペ）を概観し、日本語教育

上の問題点について言及している。また、語形の系列と語構成に注目することの意義を述べ、

音象徴語の基本語という概念を設定して、初級・中級段階での教育語彙を提示している。さ

らに、音象徴語の特質や指導方法などを以下の（33）に示すように論じている。 

（33） 
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a. 語形より当該語と共起する語を教えることが一段と重要である。「コッテリ」は  「味・

色・程度」などと、「トボトボ」は「歩く・落胆・元気でない」などといっしょに与え

られるべきである。 

b. 性急な指導を避け、語義範疇（たとえば、果断な態度、湯の沸騰するさま、爽快感な

ど）を指示することを第一義的に考えるべきである。 

c. 型のもつ一定の意義、例えば、畳語形式の反復・継続性、末尾の促音節の一回性・急

迫性などについて指導することが有効である。 

d. 音象徴語の基本語として、最重要語 18語、重要語 42語、合計 60語が日本語教育にお

いて扱われるべきである。 

 

2.3.2.2 三上（2007）の提案 

三上（2007: 1-408）37は辞書におけるオノマトペ、新聞記事などの言語資料に見られるオ

ノマトペに関する調査を行ったうえで、日本語教育におけるオノマトペの学習・指導を積極

的に支援する方策を提案したと同時に日本語教育のための「基本オノマトペ」の選定を行い、

その 70語の基本オノマトペのリソース化を試みている。その成果を以下（34）の 4つにまと

める。 

（34） 

a. 中級レベルまでの「基本的な」オノマトペを 70語に選定している。八種の文献におけ

る総語数に占めるオノマトペの比率を参考に、特に玉村（2003）の「中級用語彙――

基本 4000語――」の 1.5%から 2%である 60～80語を目安に、八種の文献のうち 3種以

上の文献に選定されている 87語を「基本オノマトペ」の原案とする。そこからさらに、

学習・指導が可能かどうか、使用頻度が高いかどうか、文型・文脈において用いられ

るかどうか、実際に使う機会が多いかどうか、という 4 つの観点から考察を行った結

果、70語を「基本オノマトペ」の試案として提示する。 

b. 選定した基本オノマトペをリソースとして「教材化」するため、各語の意味や用法を

詳しく記述すると共に、会話例を作成することを試みられている。教材化は統語的情

報としての「用法」の提示、文脈を伴った【文例】と詳しい【意味】の記述、日常的

な場面における【会話例】の提示によって行なわれている。 

c. 日本語教育の現場でオノマトペを「どのように」教えるかについて、従来行われてき

た語彙の指導法として考えられた 7 つの方法をオノマトペの指導に当てはめて提案し

ている。具体的には、オノマトペ教育に教師の動きや絵・イラスト・写真などの代用

物を応用することや、既習の語や文型を用いてオノマトペで説明する方法、媒介語を

用いる方法、多義語の意味のネットワークを示すことなどを主張している。 

d. 最後にオノマトペ教育の基本的方策として次のように挙げている。 

① 学習者が日本語学習の早い段階からオノマトペに親しむことができるよう、初級の

後半からオノマトペ学習を意識して取り入れていく。 

② 始めから音と意味またはイメージの関連性を意識させる。 

③ 様々なメディアを通して、オノマトペに触れる機会を作り、オノマトペの存在を知

らせるとともに興味を持たせるようにする。 

④ 使用している教科書や教材にオノマトペが出てきたら、意味や使用場面、使用の対

象等で関連すると思われるオノマトペを二、三紹介する。 

⑤ オノマトペのうち、「わくわく」のような「擬情語」の重要性に注目させ、早い段

階から学習の機会を設けるようにするとしている。 

                       三上（2007: 193） 

 

 以上、日本語オノマトペの指導法として、学習すべきオノマトペや、学習すべきオノマト
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ペの形式と内容、指導の方法などが提案された。これらは日本語学習者にとって非常に有益

である。 

 

2.3.3 中国人学習者のためのオノマトペ教育 

 中国人日本語学習者（以下、学習者）にとって、オノマトペは極めて困難である。それは

日本語オノマトペと中国語オノマトペの相違点によって形成された問題でもあれば、学習者

を対象としたオノマトペの教育が不足している問題でもある。以下、日中オノマトペにおけ

る差異およびその相違点による学習の困難とオノマトペ教育のための調査と実験、オノマト

ペ教育のための提案を概観する。 

2.3.3.1 日中オノマトペにおける差異 

 2.2 で触れたように、日本語オノマトペは語数が多く、語形が豊富で、意味・用法が多種

多様である。それに対して、中国語オノマトペは語数が少なく、語形のバリエーションも限

られ、意味・用法も簡単である。また、日本語オノマトペは話し言葉として多用されている

のに対し、中国語オノマトペは書き言葉として使われている。つまり、中国語オノマトペは

日本語オノマトペほど豊富でなければ、実用性も欠けているのである。 

2.3.3.1.1 語数における差異 

中国語には日本語のように擬音語と擬態語を一括してオノマトペと呼ぶような名称がない。

中国語にあるのは擬音語に相当する“象声詞”という呼称だけである。その定義を下記の『辞

海』に「自然の音を表わす語」と書かれてあるが、擬態語に相当する語は中国語では語類と

して扱われておらず、大体形容詞として用いられる（金 1989: 90、彭 2007: 54）。 

 

『辞海』（第六版）38 

象声词即拟声词，模仿自然声音构成的词。如模仿流水声的“潺潺”，布谷鸟声的“布谷”

（象声詞はすなわち擬声語で、自然の音声を写し取った言葉である。水の流れる音を模 

倣する「潺潺」、カッコウの鳴き声をまねた「布谷」はその類である（筆者が訳したもの））。 

『现代汉语大词典』39 

模仿声音的词（音声をまねた言葉）。 

 

『现代汉语大词典』で挙げられた象声詞は実に少ない。「哗、轰、乒乓、丁冬、噗哧」など

の物事の音響をまねた言葉が『新華字典』40には約 58語、「現代中国語擬音語小辞典」41には

約 264語、『中国語擬音語辞典』42には約 425語が収録されている。それに対して、日本語オ

ノマトペは天沼（1974）の 1561 語から小野（2007）の 4900 語まで扱われている。つまり、

中国語の象声詞は日本語のオノマトペとは比べられないほど少ない。 

中国語のオノマトペが少ない大きな理由は動詞の違いにある（瀬戸口 1984: 1-11）と指摘

している。瀬戸口によれば、中国語の動詞は日本語より具体的で細かく動作を表すことが多

く、「見る」という動作に中国語では「看」（見る）、「瞪」（じろっと見る）、「盯」（まじまじ

見る）、「瞟」（じろじろ見る）、「瞥」（横目でちらっと見る）、「瞭」（さっと見る）、「盼」（きっ

と見る）などが使えるという。 

2.3.3.1.2 パターンにおける差異 

中国語オノマトペは音節によって分類したパターンも日本語ほど多くない。日本語オノマ

トペは金田一（1978）では 18 通りに、天沼（1974）では 47 通りに分類している。それに対

して中国語の象声詞は野口（1995）が音節によって分類したものを筆者が以下(35)に示す 8

通りにまとめた。A、Bはそれぞれ別の 1モーラを表わす。（ ）内は例である。 
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（35） 

a. A型（嘣，嚓，噌，潺，哧，嗒，当） 

b. AA型（隆隆，喃喃，簌簌，凄凄，淙淙，嘎嘎） 

c. AB型（叮当，叮咚，咕咚，扑哧，哧溜，啪嚓，当啷） 

d. ABB型（滴溜溜，骨碌碌，呼啦啦，香喷喷，胖乎乎，矮墩墩，气冲冲，笑眯眯） 

e. AABB型（嘁嘁嚓嚓，叮叮当当，吱吱嘎嘎，抽抽搭搭，哭哭啼啼，絮絮叨叨） 

f. ABAB型（吧嗒吧嗒，嘀嗒嘀嗒，哗啦哗啦，咯吱咯吱，咕嘟咕嘟，呱嗒呱嗒） 

g. ACAB型（冒里冒失，秀里秀气，糊里糊涂，傻里傻气，像模像样，傻模傻样） 

h. ABCD型（丁零当啷，噼里啪啦，稀里哗啦，唏哩呼噜，稀里糊涂） 

 この中で、（35a）と（35b）は完全な擬音語で、（35c）～（35h）は擬音語と擬態語とい

う両方の性質を持つ。つまり、8種がすべて擬音オノマトペの性質を持ち、そのうちの 6種

が擬態オノマトペの性質も持っているのである。 

中国語ではその大半が擬音語であるのに対し、日本語では擬態語が擬音語より多い（玉村

1997: 381）と指摘している。玉村によれば、現代中国語にみられる擬音語が 0.5%にとどま

るのに対し、現代日本語では中国語の 5倍に達するぐらいの 2.5%を占めているという。玉村

は日中オノマトペの形態的特徴について比較検討した。日本語のオノマトペに関しては『分

類語彙表』を資料に、中国のオノマトペに関しては主に下記の 3つの資料を利用している。 

 

資料 1 伊藤宏明「中国語に於ける擬音語について」（大阪外専中国語部『鵬翼復刊 

第 3号』）（1949） 

資料 2 倉石武四郎「意味による索引 XⅡ擬音擬態語」（『岩波中国語辞典』1963） 

資料 3 相原茂編「現代中国語擬音語小辞典」（大修館『中国語』No.202  1976） 

玉村（1997: 378） 

 

玉村(1997: 386-387)はまず語形の成分である各音節を X、Y、Zで示し、日中オノマトペの

形態の分布は次のようにまとめられている。 

a. 形式としては、日本語の方ははるかに種類が多い。型はめの難しい語を除いて、日

本語は12種類の形態を持っているのに対して、中国語はその半分の6種類しか持っ

ていない。 

b. 日本語では、XYXY型が際立って多い（42.86%）が、中国語では 3～4位（11～19%）

である。 

c. X 型は中国語では、たいへん基本的な型であるが、日本語としては、基本的なもの

ではない。 

d. XY型は、中国語ではもっとも基本的なものと考えられるが、日本語では、あまり基

本的なものではない。 

e. 中国語の“r 化”はあまり目立たないが、日本語の長音化・促音添加・撥音添加・“り”

添加は、きわめて生産的な手続きとなっている。 

f. 中国語では X 型・XX 型が最優勢で、日本語では、XYXY 型が半数近くを占めるほど

の主形式となっている。したがって、中国語では、語基単音節型で、畳語指向が

必ずしも強くないのに対して、日本語では、語基 2 モーラ型で畳語指向がきわめ

て強いと言える。 

g. 日本語の X ッ Y リ型・XY リ型・XY ン型などは、一般の無契語をも含む形式である

が、音象徴語がきわめて多いために、いわば「音象徴語専用型」と意識されやす

い。 

玉村（1997: 386） 
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石川（2007: 99-110）は日中オノマトペの基本的な型が共通しているが、日本語には促音・

撥音・長音などがあるため、中国語より型が複雑であると述べている。石川（2007: 104）は

日本語オノマトペとそれに対応する中国語オノマトペを比較検討した結果、中国語オノマトペ

を上位から ABAB型、AA型、AB型など 15パターンに整理し、日本語オノマトペを ABAB型、ABッ

型、ABリ型、ABン型など 48 パターンに整理している。また、日中オノマトペの対応関係を分

析し、その結果を以下のようにまとめられている。 

 

a. 日本語の AB リ（ッ/ン）型と中国語の AB 型と一致率が高い。 

b. 日本語の AA と中国語の AAは高い比率で対応する。 

c. 日本語の AB は中国語の A・AB と同程度の比率で対応するが、中国語の AB は日本語

の Aと対応関係を持たない。 

  

2.3.3.1.3 意味・用法における差異 

 日中オノマトペの使用のされ方も異なっている。彭（2007: 54）によれば、日本語オノマ

トペは口語性が高いのに対して中国語オノマトペは文章語としてエッセイや小説に多く使用

されるという。有賀（2007: 71）は日本語オノマトペの中には、「『話し言葉的』なもの、ジャ

ンルにかたよりがないもの、日常的にみられる使い方をするものがある」と指摘している。 

 2.2.4.1で触れたとおり、日本語オノマトペの用法は副詞（様態、結果、程度、頻度）、動

詞、形容詞・形容動詞、名詞（単独、複合）として機能している（田守・スコウラップ 1999）。

それに対して、中国語オノマトペの用法はかなり限られている。砂岡（1990: 90-93）は中国

語オノマトペの文法的特徴から具体的に以下(36)に示す 6通りに分類している。 

（36） 

a. 独立用法 

話し言葉や講談、漫才など口語に多く、強い語気に支えられる。例:一伸手，砰（peng），

打开了那葫芦盖儿了。（「手をふりあげるや、ポーン！瓢箪の蓋を開けてしまった。」） 

b. 連用修飾用法 

口語は多く助詞が必要。オノマトペの型ごとに常伴の動量詞、動詞、副詞が見られ、

音、様態の長短や単調か乱雑かなどの音特徴に従い、修飾語も常連の組み合わせがあ

る。例：他把电视频道旋钮弄得嘁哩喀喳直响，想找一个好节目。（「彼はいい番組がな

いか、テレビのチャンネルをカチャカチャさせた。」） 

c. 連体修飾用法 

書面語は助詞の“的”（～の）なしで直接修飾できるが、口語は必要。例：现在我们

用的是哗哗的自来水。（「今、私たちが使っているのはザアザアという水道の水だ。」） 

d. 述語用法 

通常“的”や数量詞が必要。例：我的心咯噔一下。（「私はどきりとした。」） 

e. 補語用法 

多く“的”や“～声”などを伴うが、重ね型はそのまま補語になる。例：他笑得哈哈

几声。（「彼はハッハと笑った。」） 

f. その他特殊用法 

稀に目的語や主語に立つが限定語を伴う。例：闹钟的铃铃把他叫醒了。（「（目覚まし

の）リンリンで彼は目を覚ました。」） 

 

2.3.3.1.4 日中オノマトペの差異の対照 

 以上をまとめると、日中オノマトペにおける相違は主として語数、語形、意味・用法に表

れる。日本語オノマトペの語数は中国語オノマトペより 10倍以上もあり、パターンも意味・
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用法もはるかに中国語を越えている。また、話し言葉として多用される点でも中国語オノマ

トペと違っている。これらは「表」に表れた日中オノマトペの差異であるが、内面はどうで

あろう。 

陳（1984: 44-51）はオノマトペの日中比較検討を行い、それぞれの特徴による「裏」の分

析を行っている。陳によれば、日中オノマトペの相違点は語数や共起などの表面的な差異に

とどまらず、その背後にある社会性や固定化、表現範囲などの要素における差異が最も重要

視すべきであるし、問題解決のための鍵でもある。以下、日本語オノマトペ（37）と中国語

オノマトペ（38）ごとに陳（1984: 46-47）の論を紹介する。（ ）内は本人による訳である。 

（37）〈日本語オノマトペ〉 

a. 日语拟声词、拟态词不仅数量多而且作为语言中的一类已有着牢固的社会性。尽管日

本国语辞典和学校语法教学中都把拟声词、拟态词概括为副词，但实际上已形成语言

中特殊的一类，并已得到社会的承认。(日本語のオノマトペはただ数量が多いだけで

なく、言語の一種類として堅固な社会性を持っている。日本の国語辞典や学校文法

では副詞として扱われているが、実際には言語の特殊な一種類として、社会的にも

認められている。) 

b. 日语拟声词、拟态词组合形式固定。组合形式不同，清浊音不同，拟声词、拟态词的

词义有所差别。（日本語のオノマトペは組み合わせの形式が固定化されている。組み

合わせの形式や清音と濁音が違えば、オノマトペの語義が違ってくる。） 

c. 日语拟声词、拟态词覆盖面广，表现纤细。它不仅音、声、情、容、态无所不包，而

且在一些方面表现的微细如尘。表现感触的有：ザラザラ、ツルツル、ネバネバ、ベ

トベト、スベスベ、ガサガサ、ヌルヌル、フワフワ、コツコツ、ゴツゴツ等。（日本

語のオノマトペは表現範囲が広く、表現内容が繊細である。音、声、情、容等含ま

れないところはなく、表現内容も例えば、感触を表す語ではザラザラ、ツルツル、

ネバネバ、ベトベト、スベスベ、ガサガサ、ヌルヌル、フワフワ、コツコツ、ゴツ

ゴツなどがある。） 

 

 日本語オノマトペに比べて、陳（1984: 47-48）は中国語のオノマトペには以下に示すよう

な特徴があると指摘している。 

（38）〈中国語オノマトペ〉 

a. 汉语拟声词数量少，同声多用的现象比较普遍。由于数量上的不足，一般拟声词都同

声多用。如“嗷嗷”，既可表示孩子的哭声，又可表示野兽叫声，还可以表示风声。而

“哒哒（嗒嗒）”则能表示马蹄声，射击声，雨声等。至于象“哗哗”这样的词，同声

多用现象就更显著，可用来表示大雨声、流水声、波涛声、划船声、掌声、倒粒状・

沙状东西声、旗抖动声、洗东西声、植物摇动声、撒尿声、水沸腾声等等，不一而足。

（中国語の擬声語は数量が少なく、同音多用の現象が普遍的である。数量的に足り

ないので、殆どの擬声語は同音多用である。例えば、「嗷嗷」は子供の泣き声も表す

し、獣の吠え声も表すことができるし、風の音も表すこともできる。また、「哒哒（嗒

嗒）」は馬蹄の音も射撃の音も雨の音も表すことができる。「哗哗」のような擬声語

に至っては同音多用の現象がもっと顕著である。大雨の音、流水の音、波の音、船

を漕ぐ音、拍手の音、粒状、砂状の物の落下の音、旗などの揺れる音、物を洗う音、

植物の揺れる音、小便の音、湯の沸騰する音等など表すことができる。） 

b. 汉语拟声词在某种程度上，个人感觉的随意性掩盖了语言的固定性。在日语中，一说

「ぱちぱち」，人们立即明白这是打算盘声。而汉语中，却因人而异，无从统一。如

“滴里笃落”、“啪啦啪啦”、“嘀嘀嗒嗒”、“劈啦啪啦”、“噼巴噼巴”、“噼

里啪啦”、“噼啪”、“噼噼啪啪”、“啪啪哒哒”等。多数音声表现同一意义的现

象在汉语拟声词中是很普遍的。汉语拟声词节拍组合不够固定，这里说的不固定主要

是指节拍不同而词义却无区别，或难以区别。如“雨滴答地下着”这个句子中的“滴
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答”，就可以用“滴滴答答”、“滴答滴答”、“滴滴”、“嗒嗒”、“滴答答”等

代替，并且很难说出它们有什么区别。（ある意味から言えば、中国語の擬声語は個

人の感覚的恣意性で言語の固定性をぐらつかせる。日本語で「ぱちぱち」と言えば、

算盤を弾く音であることがすぐ分かるのに対し、中国語では人によって違い、統一

されていない。例えば、「滴里笃落」、「啪啦啪啦」、「嘀嘀嗒嗒」、「劈啦啪啦」、

「噼巴噼巴」、「噼里啪啦」、「噼啪」、「噼噼啪啪」、「啪啪哒哒」などがある。

複数の音で同一の意味を表す現象が中国語擬声語においては、普遍的である。中国

語擬声語の音節の組み合わせはあまり一定していない。音節が違っても語義の違い

がなく、或は区別しにくい。例えば、「雨滴答地下着（「雨がぱらぱらと降ってい

る」）」の「滴答」は「滴滴答答」、「滴答滴答」、「滴滴」、「嗒嗒」、「滴答

答」などで置き換えることができ、しかもその違いを明確に表現できない。） 

c. 汉语拟声词符号（文字）不固定。如“bada”可以写成“叭哒”“叭嗒”“吧嗒”等。

（中国語の擬声語は記号（文字）が一定していない。例えば、「bada」は「叭哒」、

「叭嗒」、「吧嗒」などで表記できる。） 

d. 汉语拟声词中有相当一部分声母或韵母含糊。例如“kuang dang（哐当）”和“guang dang

（咣当）”，“beng dong beng dong（嘣咚嘣咚）”和“beng deng beng deng（嘣噔嘣

噔）”。（中国語の擬声語には「声母(頭子音)」或は「韻母 (母音)」が曖昧である語

がかなりある。例えば、「kuang dang（哐当）」和「guang dang（咣当）」，「beng dong 

beng dong（嘣咚嘣咚）」 和「beng deng beng deng（嘣噔嘣噔）などである。） 

 

 これらの差異をまとめると、日本語のオノマトペは社会的に認められているし、使用が固

定化して、使用範囲も広範である。それに対して、中国語のオノマトペは同音多用の現象が

普遍的で、個人の感覚的恣意性が言語の固定性を曖昧にさせ、表記が一定しておらず、「声母

(頭子音)」或は「韻母 (母音)」が曖昧である語がかなりあるということである。この比較に

よって、日中オノマトペの根本的な相違点はオノマトペの語数やパターン、意味・用法の量

の「表」の違いではなく、社会における言語の一種としての普及性や認知度、使用頻度など

の「裏」の違いにあると思われる。陳（1984）の分析から、日本語オノマトペは「言語の一

種類として堅固な社会性を持っている」（p.46）ことが分かった。しかし、中国語オノマト

ペはそれほど重要視されていない。それゆえ、中国語を母語とする学習者は中国語オノマト

ペを扱うように日本語のオノマトペに疎かに対応しているだろう。それゆえ、日本語オノマ

トペの重要性を意識せずに、1つの学習対象として重要視していないと推察できる。 

 

2.3.3.2 オノマトペ教育のための調査と実験 

日中オノマトペの相違点による学習の困難さは実際の教育現場でどのように現れているの

か、学習者の習得状況などを中石・佐治・今井・酒井（2011）と飯田・玉岡・初（2011）の

調査と実験で具体的に示す。 

 

2.3.3.2.1 中石・佐治・今井・酒井（2011）の研究 

これまでに学習者を対象とした習得状況の検証はほとんど行なわれていない中、中石・佐

治・今井・酒井（2011: 42-57）は日本国内在住の中国語母語上級日本語学習者を対象に産出

課題と作文課題を用いて日本語オノマトペの習得状況を調査したことを報告している。 

産出課題はWeb上の 39項目のアニメーションのプログラムを用いて使用文脈を呈示して思

いつくオノマトペをキーボード入力するのを課すと同時に 39項目の語の知識について「知っ

ている」と「知らない」の二者択一のように設定している。 

作文課題は 39項目のオノマトペを使って短い作文を課した。さらに作文の回答の正当性を
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判断する補助的な材料として意味記述課題を行った。それぞれの語に対して、「どんな意味

ですか」という問いをし、口頭、筆記などの形式で学習者に 39語の意味を解釈してもらった。 

その結果、「2 つの課題では学習者の正答率は低く、オノマトペ習得の難しさが裏付けら

れた」（p.56）。作文の成績から見ると、「日常生活でよく聞くオノマトペをイディオムと

して覚えることで、それらを正しく使用できる」（p.56）と予測している。また、作文と意

味記述課題の回答から誤用を 3つに分類している。（a）似たような音からなる一般の語彙か

らの意味の類推、（b）似たような音からなるオノマトペと混同、（c）有声音、無声音の区

別がつかないことによる混同である (p.56)。 

 

2.3.3.2.2 飯田・玉岡・初（2011）の研究 

飯田・玉岡・初（2011: 46-54）は中国華北地域の大学で日本語を学習している中国語を母

語とする日本語学習者 117 名に対して、日本語オノマトペの意味理解課題と長文の日本語読

解テストを行ったことを報告している。 

意味理解課題はオノマトペが動詞との共起という四者択一（例えば、「プンプン」という

オノマトペは「計画する」「負ける」「怒る」「太る」という 4 つの動詞のうち、どれと共

起するかを 1 つ選ばせる）質問紙を用いた質問紙法調査を行い、その回答から理解度を測定

するものである。 

また、読解テストの問題は日本語能力試験から借用されたもので、3 つのテキストを設置

し、それぞれ 4 つの質問がある。分析する時に学習者の能力によって上・中・下位群別に分

けて 3 群の平均得点を使ってオノマトペの理解に関する 4 つのクラスタ分析を行った。調査

の結果をまとめて、以下(39)に示す。 

(39) 

a. 能力別に分けた 3 群で正答率がすべて高かったクラスタⅡに含まれた「ゲラゲラ笑

う」のような単義オノマトペの意味に対する理解は多義オノマトペより易しかった

と報告している。 

b. その次に学習者の上位群と中位群では正答率が高かったクラスタⅠのオノマトペは

単義（例:「メソメソ泣く」）も多義（「シクシク泣く」）もクラスタⅡと同程度に

意味を理解しやすかったと述べ、その理由として、中国語には類似のオノマトペが

存在すると分析している。 

c. さらに、クラスタⅣでは中国語にはない（「ドンドン」以外）意味用法を表すオノ

マトペを取り上げ、日中オノマトペにおけるイメージ・スキーマの間にズレが生じ

ることを「ジャアジャア」や「ガンガン」などの意味分析で指摘している。例えば、

「ジャアジャア」に相当する中国語の「哗啦哗啦」は自動詞との共起がメインで、

学習者は日本語の「ジャアジャア」を使うと「ジャアジャア流す」のように他動詞

との結びつきが思いつかないと見られる。また、「ドンドン」は中国語には類似し

た「咚咚」があるにもかかわらず、「ドンドン叩く」のほかに「ドンドン感心する」

という誤った選択肢も高い比率を占めている。それに対して、飯田・玉岡・初は「学

習者が日本語の音象徴語について誤ったイメージ・スキーマを形成している」（p.51）

と分析している。 

d. 最後に、クラスタⅢは 3 群すべて正答率が低かった。その原因は扱ったオノマトペ

の意味が捉えにくいことと、学習者の経験的・直観的な習得に頼っていることにあ

ると分析している。例えば、「カンカン」は中国語には類似の意味を持つ「哐哐」

があるにもかかわらず正答率が一番低いクラスタに入っている。分析によると、中

国人学習者の中では ANAN型のオノマトペに対して「物事や心的状況が進行または深

まっていく様子」を表すイメージ・スキーマが形成されているからということであ

る。 
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飯田・玉岡・初の研究から分かるように、日本語のオノマトペに相当するあるいは類似す

る中国語のオノマトペがあっても、学習者がオノマトペ間の意味や用法を正しく理解できず、

経験的・直感的に頼ったり、オノマトペの意味を誤って理解したり、誤用を生み出したりす

ることもあることが示唆され、オノマトペが「自然に習得される可能性は低く、特定言語の

特定語彙として意識的に学んでいく必要がある」（p.52）と指摘している。 

以上をまとめると、学習者のオノマトペの習得状況はおおむね 3 つにまとめられる。1 つ

は課題の完成度と正答率が低いことからオノマトペ習得の困難さが明らかになる。2 つ目は

似たような音からなる混同、経験や直感による誤用が多発している。最後は調査と実験で得

られた示唆が 2 つある。1 つはオノマトペをイディオムとして覚えさせることによって正し

く使用することが可能となる。もう 1 つはオノマトペを 1 つの学習対象として意識的に学習

する必要があるということである。 

2.3.3.3 オノマトペ教育のための提案 

 学習者を対象とした中国におけるオノマトペの教育現場では、オノマトペをどのように指

導すればいいかを提案した研究には金（1989）と彭（2007）がある。以下、この 2 つの提案

を概観する。 

2.3.3.3.1 金（1989）の提案 

金（1989: 83-98）はオノマトペについて、中国の学生が学ぶ中での難しさや翻訳における

相違点およびその教授法などを論じていた。また、オノマトペの教育の現状分析と今後の方

針・方法の提案を行っている。それを以下（40）の 3つの面に分けてまとめている。 

（40） 

A  中国におけるオノマトペの教育現状は、外形の教育中心で、非言語的要素の教育が不

足している。つまり、講義の仕方は外形（発音、語の構成、文法など）にだけとらわ

れ、言葉の裏に隠れている非言語的要素（すなわち人間が笑った時に表した感情、表

情およびそれによって他の人にあたえた聴覚、視覚、心理的影響と印象など）に関し

ては言及していないというのが実情である。 

  B  オノマトペの教授法に対して、2つの教育方法を提案している。 

（１） 特別講座あるいは選択項目を設ける。オノマトペの難しさと語数の多さ、また

中国学習者の実情から、高学年の学生に講義をする。講義の内容を次の 2つの

面から考えている。 

① オノマトペ・擬情語などの類に分けて講義し、必要なものは暗記させる。

この方面の語彙が多いことを強調し、認識させ、他の単語と同じように覚

えさせる。 

② 文法の面から講義する。 

（２） ゼミナールのような形で、ディスカッション、演習、実践を行う。 

③ テーマを出し、学生にそれぞれ準備をさせて討論させる。 

④ 日本語⇔中国語の翻訳をさせて理解させる。 

⑤ オノマトペ使用の句と非使用の句の比較をさせて理解させる。 

C  補足として、文化面から理解を促進する方法がある。文化の面での講義を多くし、ビ

デオ、スライド、映画などの授業を増やして、学生により多く日本の文化を理解させ

ると提案している。 

2.3.3.3.2 彭（2007）の提案 

彭（2007: 48-56）は日本語学習および日本語教育の経験を生かし、オノマトペの意味に重

点を置いてセットで教えるべきであることを主張している。具体的にノンネイティブの立場

から外国人学習者向けに有効なオノマトペの指導法を以下（41）のように提案している。 
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（41） 

a. 意味上、類似するオノマトペ、意味的に近いオノマトペをセットで教える。意味上

の違いがあれば、丁寧に説明することも必要である。例えば、語学が上手というこ

とを褒める場合に、「日本語がスラスラ／ペラペラですね」と、「スラスラ」と「ペ

ラペラ」をセットで教えるのが効果的である。一方、「ペラペラ」には「言ってはい

けないことをペラペラしゃべってしまった」のような別の意味も付け加えて説明し

たほうがいいと指摘している。 

b. 混同しやすいオノマトペをセットで教える。例えば、食べる様子を表わす「ガツガ

ツ食べる」と「ムシャムシャ食べる」の相違を説明したうえ、「モリモリ食べる」は

食欲旺盛で健康的なイメージがするというように、プラス評価とマイナス評価、快

と不快のイメージの語をセットで教えるのが分かりやすい。 

c. 清濁の語をセットで教えることが効果的である。「汗がタラタラ流れる」と「汗がダ

ラダラ流れる」の場合、清濁による強調関係を示すのは説明しやすい。それに対し

て、「スラリと」と「ズラリと」、「コッソリ」と「ゴッソリ」などは強調の関係にあ

るのではない場合、例文を添えて指導すれば学習者の興味をそそる。 

d. 中国語のオノマトペと異なる意味、あるいは中国語に当てはまらないオノマトペを

重点的に教えることが重要である。例えば、学習者の理解を妨げる「ポツンと」に

は中国語の「孤零零」「孤单单」に当たる「寂しさが伴い、一人ぼっちという孤立感」

という意味以外に、「ポツンと 1本立った桜。満開の花が夜の中に浮き上がるように

咲き誇っている」のような「唐突に 1 つの異様な存在物を示し、場合によっては優

越感が伴い、珍しい存在」を示す意味にも取れる。また、「ポツンとひとりごと」の

ような、寂しさでも優越感でもなく、「1 つだけのこと（行為）」を強調して表現す

る場合もある。 

e. オノマトペを用いる文と省略を説明する。オノマトペの使用によって、文学作品、

漫画、ＣＭなどは音楽的リズムがつけられ、迫力に富み、具象的なイメージを与え、

表現をより生き生きさせる。奇抜さ、効果の誇大化が見られるが、動詞が省略され

たり、決まった動詞を使ったり、場合によってはオノマトペ自身が動詞になったり

して、学習者には分かりにくい。 

f. 使用頻度の高いオノマトペの指導を行う。日常よく使われているオノマトペ（例え

ば、「クタクタです」、「ピンピンしている」など）、「オノマトペ＋とくる」表現（ピ

ンときた、ワンサと来る）、心情を示す擬態語（カッとした、ドキッとした）、比ゆ

的なオノマトペ（ピカピカの 1年生、新婚ホヤホヤ）、また、使用頻度の高い合成語

（ゴロ寝、ズブ濡れ、腹ペコ）などを授業で取り上げると、学習者は興味を示して

くれる。 

 

以上から、学習者に対するオノマトペの指導法として、次の 3 点にまとめられる。1 つ目

はオノマトペの「何」を指導するかにおいては、オノマトペの外形（発音、語の構成、文法

など）だけでなく、オノマトペの裏にある非言語的要素を指導すべきである。2 つ目はオノ

マトペを「どう」指導するかにおいては、意味的に近いオノマトペや混同しやすいオノマト

ペや清濁などをセットで教え、中国語オノマトペと異なる意味あるいは対応のないオノマト

ペを重点的に教えるべきである。3 つ目は学習者に日本の文化を理解させ、日本人によく使

用される、いわゆる使用頻度の高いオノマトペの指導が必要である。 

2.4 先行研究の問題点と本研究の位置づけ 

2.4.1 先行研究の問題点 

以上、日本語オノマトペに関する先行研究を概観し、それぞれのあらましを整理してきた。

これまでの研究ではオノマトペに関する理論的な成果のみならず、オノマトペ教育に役立つ
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文法知識や知見なども大量に提供されている。しかし、ここまでの記述からも分かるように、

オノマトペの統語的特徴や意味的特徴という言語学的な研究が数多く存在しているのに対し、

オノマトペの教育に関する研究はまだ十分とは言えない。 

日本語オノマトペの教育現状から、阿刀田（1989）は教材の扱い方や指導の現状に対して

調査が行なわれた上で指導の目的と方法が整備されたものが望まれると強調している。また、

実際のオノマトペ教育現場において、星野（1989）はオノマトペの文法的特徴に焦点を当て

小説からオノマトペを抜き出すというタスクを課し、抜き出したオノマトペを用いて作文さ

せるというアウトプットを試みられている。星野の指導法、いわば伝統的な教え方と違って、

葛西（2007）はイラストやビデオ教材などの視覚教材を用いてオノマトペの意味を理解させ

る工夫を凝らした。オノマトペの指導を通して、その難しさと使用に導く文化などの要素や

生の教材を取り入れられるべきことを発見している。 

オノマトペが体系的に取り入れられていないなかで、どのオノマトペを優先的にどのよう

に扱うべきかを検討した研究には、玉村（1989）と三上（2007）がある。両方ともそれぞれ

複数の教科書や辞書、言語資料を用いてオノマトペの基本語彙選定を行い、オノマトペの指

導法を提案している。 

一方、中国人学習者を対象としたオノマトペの教育は相当難しいとされている。それは日

中オノマトペの相違点による学習の困難である。日中オノマトペは語数やパターン、意味・

用法などの差異が非常に大きい。陳（1984）は日中オノマトペの相違点を次のように論じた。

日本語オノマトペは言語の特殊な一類として堅固な社会性を持っている。その組み合わせの

形式が固定化し、清濁によって語義が変わるという。それに対して、中国語のオノマトペは

個人の感覚的恣意性で言語の固定性を惚け化にさせ、同音多用や記号としての随意性、声母

と韻母の曖昧性などの問題点がある。これらの対比から分かるように、中国語オノマトペは

日本語オノマトペほど普遍的な広範囲で使用されている言語としての重要性が高くない。そ

れゆえ中国語を母語とする学習者は中国語オノマトペに対応するように日本語オノマトペに

対応していると見られる。つまり、日本語オノマトペの重要性、また、日本語オノマトペを

1つの学習対象として意識していないため、日本語オノマトペの習得を妨げると推察した。 

中国語を母語とする学習者の日本語オノマトペの習得に関する研究には中石・佐治・今井・

酒井（2011）と飯田・玉岡・初（2011）がある。中石・佐治・今井・酒井（2011）はアニメー

ションに関する産出課題と作文課題を用いて学習者の習得状況を調査し、誤用と混同の種類

またその傾向を指摘している。飯田・玉岡・初（2011）は中国人大学生に対して読解能力テ

ストと意味理解に関する質問紙調査によって、中国人学習者のオノマトペに対する日本語母

語話者と異なるイメージ・スキーマの形成による誤用、また、経験的・直観的な習得による

間違いがあると指摘し、オノマトペが自然に習得される可能性が低く意識的に学んでいく必

要があると論じている。 

学習者に日本語オノマトペの習得を助力するために、三上（2007）は（34）に、金（1989）

は（40）に、彭（2007）は（41）に示したように、それぞれオノマトペ教育に生かせる指導

法や対策案を提案している。 

このように、オノマトペ教育、特に中国人学習者のための日本語オノマトペの教育に関す

る研究が数少ない中、以上の提案や調査、実験などがあって、本研究にとって大いに参考に

なる示唆と裏付けであるが、一方、問題点もそれぞれ多く指摘することができる。 

 

Ⅰ.オノマトペ指導に関する枠組みの問題 

オノマトペを指導するには、理論と方法の枠組み、長期的計画的な指導内容と指導法

が必要不可欠である。しかし、これまでの研究には、総括的にオノマトペの指導を扱っ

ているものが管見では見当たらない。 

Ⅱ．オノマトペの学習内容に関する問題 

オノマトペを学習するための基本語彙に対して、初級と中級で優先的に扱うべきオノ
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マトペが選定されているが、上級において優先的に学習すべきオノマトペがカバーされ

ていない。それに、初級と中級に選定されているオノマトペの語数も限られている。 

一方、選定されたオノマトペと共に提供する学習項目には様々な不備が現われている。

多義オノマトペのすべての意味と用法を例文で取り上げるのはオノマトペ辞書を見させ

るのとほぼ同じことになっているため、学習者のニーズを満たせるかどうか、モチベー

ションを上げられるかどうかも懸念される。 

Ⅲ．オノマトペの指導法に関する問題 

オノマトペ指導において、従来の研究から様々な提案や指導案、また調査や実験など

から得られた示唆などは非常に有益だが、長期的持続的なオノマトペの指導が形成され

るまでには至らないのが残念である。それを実現するためには、教師の意志・意識また

は素質、学習者の動機・意欲・目標など様々な要素が関わるが、有効な教室活動の実行

が欠かせないのである。 

Ⅳ．オノマトペの指導に対する調査の問題 

これまで学習者を対象としたオノマトペに関する調査はあるが、学習者のオノマトペ

に対する認識、イメージ喚起、意味理解と使用実態に焦点を当てた習得状況に関する調

査はまだ見当たらない。また、学習者は何のために、オノマトペの「何」を「どのよう

に」学習したいのかというニーズ調査もなされていないのである。 

 

これらの問題点を考慮に入れて、本研究は中国人日本語学習者に日本語オノマトペを体系

的に指導する立場から以下のように位置づけを定める。 

2.4.2 本研究の位置づけ 

以上、先行研究の問題点をまとめてみた。これらの問題点を解決するために、また体系的

にオノマトペの指導を構築するために、本研究では以下(42)に挙げる。 

(42) 

a. 主要課題は実際の中国人学習者の使用実態、習得状況に関する調査と学習ニーズの分

析によって確定する。つまり、中国人学習者を対象とした教育現場からオノマトペの

学習内容と指導プロセスを構築する必要性があるかどうかを調査で明らかにする。 

b. 学習内容と指導プロセスは複数の理論による枠組み、またその理論を基とした方法に

よって構築する。すなわち、「オノマトペの何をどう指導するか」は理論に依拠して

方法を講ずるということである。 

c. オノマトペの学習内容を構築するには 2つの段階に分かれる。1つは基礎（準備）段

階として、4 つの下位課題を解決する。第 1は使用頻度の高い、使用範囲の広いオノ

マトペを選定する。初級・中級・上級レベルをカバーする程度のオノマトペを初級か

ら拡充する。第 2は選定したオノマトペのコロケーションをコーパス調査によって抽

出する。第 3は選定したオノマトペのプロトタイプ的意味またはそれに近い意味を母

語話者を対象とした調査によって抽出する。第 4は「オノマトペ＋コロケーション＋

プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」という形に構築した学習内容のレベル分

けを行う。この 4つの下位課題を解決するために、形態論・統語論・意味論などの言

語理論を根拠とする。その後、構築段階ではインプット処理理論、認知言語学理論、

認知心理学理論などに基づいて教育現場に生かす学習内容を構築する。オノマトペの

形式と意味をマッピングさせるために、インプット処理理論の「形式と意味の結び付

き原則」に従って、「オノマトペの語形＋プロトタイプ的コロケーション＋常用的意

味＋使用例」という形に構築する。その上で認知言語学のカテゴリー化理論に基づい

て、構築したオノマトペの学習内容をカテゴリー化し、さらに、認知心理学の改訂階

層モデルの言語と概念による関連性から概念によって細分化する。 
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d. 指導プロセスは学習者の学習・習得プロセスに沿って教師の関与が関わっている。学

習者がインプット処理を効果的に行えるようになるのを目指して、第二言語習得理論

を軸に、VanPatten のインプット処理理論と処理指導（PI）、認知言語学理論、認知

心理学モデル、統語論と意味論を援用する。教師がインプットからインテイクまでの

学習プロセスに重点をおいて働きかけるようにする。インプットの段階では、教師が

レベルごとに指導内容を準備し、準備した内容を PPTで提示する。その次に知覚した

オノマトペを複数の教授法・指導法を用いて指導を行う。オノマトペを理解させるた

めに、処理指導を行い、イメージ・スキーマなどを用いて多義オノマトペの意味拡張

にかかわるメタファー、メトニミー、共感覚的比喩などの認知プロセスを支援する。

それにより、オノマトペを理解してインテイクとして貯蔵されるようになる。そこで

アウトプットを通して学習した内容を強化する。最後に、意味や内容のある活動をす

るインタラクションではフォーカス・オン・フォームを用いてオノマトペの文法や発

音などを指導して、オノマトペの形式にも注意を向けさせるようにする。 

e. 実際の教育現場に生かした学習内容およびその指導プロセスが有効であるか否かは筆

記試験の得点を検定するという量的な方法を用い、ｔ検定と分散分析によって初級・

中級・上級のそれぞれの 3群（「従来型」「辞書型」「指導型」）における指導効果

があるか否かという結論を得る。また、指導の評価を行う。 
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Ⅱ 本論 

第 1部 学習内容構築の必要性 

第 3章 中国人学習者を対象としたオノマトペの使用実態に関する調査 

3.1 はじめに 

 オノマトペは日本人にとって、繊細な感情や物事の動きや様態などを表現するのに非常に

便利でごく自然な言語要素である。オノマトペの使用によって、話し手の感情や感覚などを

十分に表すことができるのみならず、複雑な内容でも簡単かつ明瞭に聞き手に伝えることが

できる。しかし、この日本語の特色の1つとも言われるオノマトペは学習者にとってはどのよ

うな存在であろうか。これまでも数多くの研究で述べてきたように、オノマトペは「中国人

学習者にとって非常に難しい」（金1989: 84）、「学習者にとって助詞や敬語の使い分けと

いった文法的な問題以上に難しい」（張1989: 128）、「感性的な豊かな表現のため、視覚的

に訴える漢字圏の国からきた外国人には日本語を学習する際の最難関の1つとも言える」（彭

2007: 48）語彙である。 

このような状況に置かれながらもこれまでに実際に学習者の習得状況を考察する研究は想

像以上に少ない。オノマトペを習得させるために、学習者の使用実態を把握する必要がある。

つまり、本稿で検討するオノマトペの指導法に先立って、「学習者がどう学習しているかを

把握した上で決めていく方が、より効果的な教室運営が実現できる」（荒井2009: 81）ので

ある。 

そこで、本章ではオノマトペの習得状況をより詳しく見るために、中国人日本語学習者（以

下、学習者）はオノマトペが表徴する意味をイメージできるかどうか、普段触れられるオノ

マトペを理解できるかどうか、日常生活においてオノマトペを運用できるかどうかという、

オノマトペに対する意識、オノマトペのイメージ喚起、オノマトペに対する理解、オノマト

ペの使用、という4つの側面を探る課題を設定して、学習者の使用実態を明らかにする。 

3.2 オノマトペに対する意識の調査 

 本節の調査に入る前に、この調査のために実施した予備調査について簡単に述べる。2010

年 4月に勤務校 3年生の 2つのクラス、合計 59名43の学習者を対象に、オノマトペが難しい

と思われるかどうかを知るために、品詞 9種 32項目に関するアンケート調査（資料 1を参照）

を行った。「難しい」と答えた人数とその比率を表 3-1に示す。 

 

表 3-1 品詞 9種 32 項目の回答結果 

番号 品詞 人数 比率（%） 番号 品詞 人数 比率（%） 

1 普通名詞（犬、車） 0 0.0 17 他動詞（入れる、開ける） 19 32.2 

2 
固有名詞（富士山、万

里長城） 
0 0.0 18 

複合動詞（仕込む、押し

合う） 
40 67.8 

3 代名詞（私、彼） 3 5.1 19 
補助動詞（ている、てい

く） 
16 27.1 

4 形式名詞（もの、こと） 54 91.5 20 
助動詞（れる、られる、

せる、させる） 
38 64.4 

5 転成名詞（帰り、流れ） 11 18.6 21 属性形容詞（長い、高い） 7 11.9 

6 数詞（1個、1キロ） 9 15.3 22 
感性形容詞（悲しい、せ

つない） 
30 50.8 

7 係助詞（は、こそ） 21 35.6 23 
ナ形容詞（形容動詞：好

きだ、嫌いだ） 
31 52.5 
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8 格助詞（が、を、に） 18 30.5 24 
状態副詞（ときどき、す

ぐに） 
24 40.7 

9 副助詞（ほど、ぐらい） 41 69.5 25 
程度副詞（とても、ずい

ぶん） 
24 40.7 

10 接続助詞（のに、つつ） 20 33.9 26 陳述副詞（決して…ない） 22 37.3 

11 終助詞（な、かしら） 17 28.8 27 
オノマトペ（キラキラ、

ガタガタ） 
52 88.1 

12 五段動詞（買う、遊ぶ） 23 39.0 28 指示代名詞（そこ、あれ） 38 64.4 

13 
一段動詞（見る、食べ

る） 
8 13.6 29 人称代名詞（私、あなた） 21 35.6 

14 
サ変動詞（勉強する、

旅行する） 
17 28.8 30 

接続詞（それにしても、

もしくは） 
34 57.6 

15 カ変動詞（来る） 15 25.4 31 
連体詞（あらゆる、たい

した） 
39 66.1 

16 
自動詞（落ちる、流れ

る） 
21 35.6 32 感動詞（あら、ほら） 38 64.4 

 

表 3-1から分かるように、学習者にとって最も難しい項目は「形式名詞」で、91.5%に達し

ている。それにつづいて「オノマトペ」88.1%、「副助詞」69.5%、「複合動詞」67.8%、「連

体詞」66.1%、「助動詞」64.4%、「指示代名詞」64.4%、「感動詞」64.4%、「接続詞」57.6%、

「形容動詞」52.5%、「感性形容詞」50.8%という順である。過半数を超えた項目は形式名詞、

オノマトペ、副助詞、複合動詞、連体詞、助動詞、指示代名詞、感動詞、接続詞、形容動詞、

感性形容詞という 11 項目44である。そこで、この 11項目を本稿の意識調査の対象とする。 

 筆者は普段授業の中で、学習者が日本語で会話をしたり作文を書いたりする時に、ほとん

どオノマトペを使わないことに疑問を抱いている。「なぜ、もうすでに習ったオノマトペを

使わないのか、オノマトペのどこが難しいと思われているのか」という点を明らかにするた

めに意識調査を行った。調査の対象は勤務校の 4クラス、計 98名45の学習者である。1組の

み中学校からの日本語学習歴満 8年の学習者で、他の 3組はみな大学に入ってから日本語の

勉強を始めた学習歴満 2年の 3年生の学習者である。また、いずれも中国生まれで、滞日経

験や留学経験はない。 

調査の内容は 2 つからなる。内容①は難しく思われる項目を形式名詞、オノマトペ、副助

詞、複合動詞、連体詞、助動詞、指示代名詞、感動詞、接続詞、形容動詞、感性形容詞から

選ぶことである。内容②は、オノマトペの難しいと思われる項目を表 3-2に示す 22項目の中

から選ぶことである。 

 

表 3-2 オノマトペの難点と例文 

番号 難点 例文 

1 「と」との共起 ガクンと動き出した 

2 「に」との共起 カチカチに凍る 

3 「に/と」と「する/なる」との共起 サラッとする、心をズタズタにする、ガタガタになる、トロリとなった 

4 語尾「する」の変化 サッパリする、サッパリした、サッパリしている 

5 語尾「だ」の変化 子供にメロメロだ、メロメロな始末、メロメロのブログ 

6 副詞をつとめる時の動詞との共起 トボトボ歩く 

7 
動詞として使われる時のテンス・ア

スペクト 
スッキリした、スッキリしている、スッキリしていた 

8 
形容動詞として使われるオノマトペ

の文法 
ガチガチの頭、ガチガチな芋、ガチガチになる 

9 
名詞・複合名詞として使われるオノ

マトペ 
ブツブツができた、ノロノロ運転 

10 主語になる場合 モヤモヤが募る 
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11 述語になる場合 心がハラハラしている 

12 目的語になる場合 レースのヒラヒラを何とかしなさい 

13 連体修飾語になる場合 トロトロとした食感 

14 連用修飾語になる場合 ズバリと言う 

15 自然界の物音を表す場合 雷がゴロゴロと鳴り出す 

16 人間や動物の声をあらわす場合 コンコンと咳が止まらない 

17 無生物の状態を表す場合 春風がソヨソヨと吹き渡る 

18 生物の状態を表す場合 お腹がポッコリ出ている 

19 人間の心理・感覚を表す場合 ウキウキと家を飛び出る 

20 オノマトペが省略される構文 
何を言ってもヘラヘラケラケラ、誰が相手でもネチャネチャグネグネ、楽し

けりゃいいのか。 

21 オノマトペを省略するメカニズム それから、文字通り助産婦役をした私にも、チョッピリ。 

22 省略されたオノマトペの復元方法 
うちに、ズボンを投げ捨てて、パンツのままウロウロ。⇒（するの、した、

しているの、と歩いた、歩き回るの） 

 

 調査実施したのは 2010 年 10 月 11日で、調査項目は上記 2 つの内容の 33問、調査方法は

5 段階選択の選択肢質問紙法で、33 問を電子質問紙に設定して URL46にアップして保存する。

その URL を実施対象に配布して、記入した質問紙を返送してもらう。データをダウンロード

して単純集計をしてから、因子分析を行う。 

その結果、回収した電子質問紙は、合わせて 87部である。内容①の調査結果は、単純集計

で表 3-3のような結果が得られた。Aは難しくない、Bはやや難しい、Cは難しい、Dはとて

も難しい、Eは非常に難しい、と答えた人数と比率を表している。表 3-4から分かるように、

Fの総計と比率で最も高いのはオノマトペで 87.4%に達している。図 3-1で明らかなように、

76名の学習者がオノマトペの習得が難しいと思っていることを示している。また、この項目

については「とても難しい」と思う人が 23人、「非常に難しい」と思う人が 32人と、他の項

目を遥かに超えていることも明らかになった。 

表 3-3 内容①の調査結果 
  選択肢 

項目 

A（難しくない） 

人数/比率（%） 

B（やや難しい） 

人数/比率（%） 

C（難しい） 

人数/比率（%） 

D（とても難しい） 

人数/比率（%） 

E（非常に難しい） 

人数/比率（%） 

F(C+D+E) 

人数/比率（%） 

複合動詞 9/10.3 22/25.3 28/32.2 20/23.0 8/9.2 56/64.4 

感性形容詞 13/14.9 43/49.4 25/28.7 5/5.7 1/1.1 31/35.5 

形容動詞 30/34.5 41/47.1 11/12.6 4/4.6 1/1.1 16/18.3 

形式名詞 31/35.6 36/41.4 13/14.9 5/5.7 2/2.3 20/22.9 

指示代名詞 27/31.0 39/44.8 15/17.2 4/4.6 2/2.3 21/24.1 

オノマトペ 0/0.0 11/12.6 21/24.1 23/26.4 32/36.8 76/87.4 

連体詞 15/17.2 37/42.5 30/34.5 4/4.6 1/1.1 35/40.2 

接続詞 8/9.2 27/31.0 31/35.6 17/19.5 4/4.6 52/59.7 

感動詞 21/24.1 37/42.5 21/24.1 7/8.0 1/1.1 29/33.2 

助動詞 7/8.0 37/42.5 25/28.7 14/16.1 4/4.6 43/59.4 

副助詞 6/6.9 32/36.8 27/31.0 14/16.1 8/9.2 49/56.3 

（表中太字は C～Eの総計を表す Fの上位 3位まで示している。） 
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図 3-1 11項目の選択人数 

 

 また、上記11項目のアンケート調査の背後にある潜在的な要因を明らかにするために、因

子分析を行った。因子分析は総変数の中で相関が強い変数同士に分類する統計技法である。

この質問紙11問のデータを統計ソフトSPSSに入力して、因子抽出法は主成分分析を用い、回

転法はKaiserの正規化を伴うバリマックス法を用いて、3つの成分が抽出された。説明された

相関行列を表3-4に、KMO および Bartlett の検定結果を表3-5に、分散の合計を表3-6に、得

られた3つの成分を表3-7に示す。表3-5から明らかなように、標本妥当性の測度が0.727と示

していることから、この標本は因子分析を用いることが可能であることが分かった。表3-6

は、累積寄与率が60.93%であるため、11項目のうち3つの主成分で説明される部分が60.93%

となっている。表3-7の成分行列では、第1主成分が11の変数いずれも正の重みを示している。

従って、第1主成分は「総合評価」と解釈できる。第2主成分では「オノマトペの習得」が負

の重みを示し、他はすべて正の重みを示している。そのため、第2主成分は、この正と負とい

う2群のどちらが顕著にあらわれているのかを示す指標になる。正の成分のうち、値が大きい

のは「指示代名詞の習得」「形式名詞の習得」「形容動詞の習得」という順である。この3

者とも「意味の理解や意味の解釈において難しさが感じられる」項目であるため、第2主成分

を「意味に対する理解」と解釈できる。第3主成分では、「指示代名詞の習得」と「形式名詞

の習得」が負の重みを示し、ほかはすべて正の重みを示している。正の成分のうち、値が大

きいのは「接続詞の習得」「オノマトペの習得」「複合動詞の習得」という順で、この3者の

傾向から、みな「用法上の難しさ」に関わるという特徴が見られるため、「用法上の制約」

と解釈できる。 

このように、第1主成分は「総合評価」、第2主成分は「意味に対する理解」、第3主成分は

「用法上の制約」と解釈することができる。 

 

表 3-4 相関行列（内容①） 

 
項目 複合動詞 

感性形

容詞 

形容動

詞 

形式名

詞 

指示代

名詞 

オノマ

トペ 
連体詞 接続詞 感動詞 助動詞 助詞 

相

関 

複合動詞 1.000 0.409 0.350 0.284 0.034 0.268 0.377 0.449 0.371 0.379 0.405 

感性形容詞 0.409 1.000 0.389 0.294 0.318 0.068 0.533 0.250 0.581 0.481 0.324 

形容動詞 0.350 0.389 1.000 0.367 0.372 0.088 0.273 0.281 0.335 0.272 0.170 
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形式名詞 0.284 0.294 0.367 1.000 0.558 -0.071 0.260 0.195 0.259 0.351 0.196 

指示代名詞 0.034 0.318 0.372 0.558 1.000 -0.067 0.209 0.164 0.272 0.195 0.337 

オノマトペ 0.268 0.068 0.088 -0.071 -0.067 1.000 0.172 0.432 0.237 0.148 0.238 

連体詞 0.377 0.533 0.273 0.260 0.209 0.172 1.000 0.234 0.378 0.531 0.332 

接続詞 0.449 0.250 0.281 0.195 0.164 0.432 0.234 1.000 0.337 0.207 0.385 

感動詞 0.371 0.581 0.335 0.259 0.272 0.237 0.378 0.337 1.000 0.382 0.296 

助動詞 0.379 0.481 0.272 0.351 0.195 0.148 0.531 0.207 0.382 1.000 0.578 

助詞 0.405 0.324 0.170 0.196 0.337 0.238 0.332 0.385 0.296 0.578 1.000 

 

表 3-5 KMO および Bartlett の検定（内容①） 

Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度 0.727 

Bartlett の球面性検定 

近似ｶｲ 2乗 311.509 

自由度 55 

有意確率 0.000 

 

表3-6 回転後の分散（内容①） 

成分 

初期の固有値 抽出後の負荷量平方和 回転後の負荷量平方和 

合計 分散（%） 累積（%） 合計 分散（%） 累積（%） 合計 分散（%） 累積（%） 

1 4.106 37.324 37.324 4.106 37.324 37.324 2.815 25.589 25.589 

2 1.533 13.935 51.259 1.533 13.935 51.259 2.033 18.486 44.075 

3 1.063 9.668 60.927 1.063 9.668 60.927 1.854 16.852 60.927 

4 0.924 8.399 69.325       

5 0.740 6.729 76.054    

6 0.608 5.532 81.586    

7 0.577 5.247 86.833    

8 0.509 4.629 91.462    

9 0.407 3.701 95.163    

10 0.337 3.068 98.231    

11 0.195 1.769 100.000    

 

表3-7 成分行列（内容①） 
項目 第 1主成分 第 2主成分 第 3主成分 

助動詞の習得 0.817 0.12 0.07 

連体詞の習得 0.78 0.095 0.074 

感性形容詞の習得 0.741 0.295 0.06 
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助詞の習得 0.554 0.157 0.347 

感動詞の習得 0.552 0.279 0.298 

指示代名詞の習得 0.124 0.842 -0.043 

形式名詞の習得 0.219 0.785 -0.014 

形容動詞の習得 0.217 0.626 0.249 

接続詞の習得 0.134 0.241 0.809 

オノマトペの習得 0.084 -0.172 0.799 

複合動詞の習得 0.492 0.13 0.523 

（表中太字は各因子の上位3位～5位まで示している。） 

  

内容②の調査結果、単純集計で下記の表3-8に示したように、どの項目でも選択肢A（難し

くない）が最も低く、B（やや難しい）から比重が大きくなり、C（難しい）からD（とても難

しい）とE（非常に難しい）までの比率を総計で65%を越える項目を取ってみると、最も難し

く感じられるのは「に∕とする、に∕となる」で、以下「目的語になる」、「連体修飾語になる」、

「連用修飾語になる」、「人の心理状態や痛みなどの感覚を表す」、「副詞（後続要素）」、「「に」

との共起」という順となっている。 

 

表3-8 単純集計結果（内容②） 
      選択肢 

項 目 

A（難しくない）

人数/比率（%） 

B（やや難しい）

人数/比率（%） 

C（難しい） 

人数/比率（%） 

D（とても難しい）

人数/比率（%） 

E（非常に難しい）

人数/比率（%） 

F(C+D+E) 

人数/比率（%） 

共起す

るもの 

 

「と」との共起 2/2.3 21/24.1 29/33.3 16/18.4 19/21.8 64/73.6 

「に」との共起 2/2.3 20/23.0 28/32.2 18/20.7 19/21.8 65/74.7 

に∕とする 

に∕となる 

2/2.3 11/12.6 33/37.9 20/23.0 21/24.1 74/85.1 

語尾の

変化 

する 13/14.9 26/29.9 22/25.3 16/18.4 10/11.5 48/55.2 

だ 10/11.5 27/31.0 26/29.9 14/16.1 10/11.5 50/57.5 

副詞（後続要素） 0/0.0 21/24.1 30/34.5 20/23.0 16/18.4 66/5.9 

動詞（時制・相） 5/5.7 20/23.0 31/35.6 21/24.1 10/11.5 62/71.3 

形容動詞（文法） 7/8.0 29/33.3 30/34.5 12/13.8 9/10.3 51/58.6 

名詞・複合名詞 5/5.7 24/27.6 35/40.2 13/14.9 10/11.5 63/72.4 

主語になる 6/6.9 24/27.6 32/36.8 16/18.4 9/10.3 57/65.5 

述語になる 4/4.6 22/25.3 38/43.7 14/16.1 9/10.3 61/70.1 

目的語になる 2/2.3 16/18.4 42/48.3 15/17.2 12/13.8 69/79.3 

連体修飾語になる 4/4.6 16/18.4 39/44.8 17/19.5 11/12.6 67/77.0 

連用修飾語になる 4/4.6 16/18.4 33/37.9 20/23.0 14/16.1 67/77.0 

自然界の音や物音を表す 5/5.7 27/31.0 25/28.7 9/10.3 21/24.1 55/63.2 

人間や動物の声を表す 6/6.9 27/31.0 22/25.3 11/12.6 21/24.1 54/62.1 

無生物の状態を表す 3/3.4 20/23.0 27/31.0 13/14.9 24/27.6 64/73.6 

生物の状態を表す 3/3.4 20/23.0 28/32.2 10/11.5 26/29.9 64/73.6 

人の心理状態や痛みなどの

感覚を表す 

4/4.6 16/18.4 13/14.9 29/33.3 25/28.7 67/77.0 

オノマトペが省略される構

文 

5/5.7 19/21.8 29/33.3 19/21.8 15/17.2 63/72.4 

オノマトペを省略するメカ

ニズム 

5/5.7 23/26.4 24/27.6 20/23.0 15/17.2 59/67.8 

省略されたオノマトペの復

元方法 

4/4.6 16/18.4 30/34.5 13/14.9 24/27.6 67/77.0 

（表中太字はC～Eの総計であるFの上位5位まで示している。） 
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また、内容②の22項目のアンケート調査の背後にある潜在的な要因を明らかにするために、

因子分析を行った。この質問紙22問のデータを統計ソフトSPSSに入力して、因子抽出法は主

成分分析を用い、回転法はKaiserの正規化を伴うバリマックス法を用いて、5回の反復で回転

が収束して、4つの成分が抽出された。KMO および Bartlett の検定結果を表3-9に、分散の

合計を表3-10に、得られた3つの成分を表3-11に示す。表3-9から明らかなように、標本妥当

性の測度が0.882であることから、この標本は因子分析を用いることが可能であることが分かっ

た。表3-10から分かるように、累積寄与率が73.75%であるため、11項目のうち4つの主成分で

説明される部分は73.75%となっている。表3-11の成分行列では、第1主成分が22の変数いずれ

も正の重みを示し、そのうち、値が大きいのは「語尾『だ』の変化」、「形容動詞として使

われるオノマトペの文法」「語尾『する』の変化」の順で、この3項目は述語あるいは連体修

飾語、連用修飾語をつとめることから、第1主成分を「文末・文中における述語あるいは連体

修飾語、連用修飾語として用いられる用法上の難点」と解釈できる。第2主成分では「語尾『だ』

の変化」が負の重みを示し、他はすべて正の重みを示している。正の成分のうち、値が大き

いのは「自然界の物音を表す場合」「人間や動物の声を表す場合」「無生物の状態を表す場

合」「生物の状態を表す場合」の順である。4項目とも「意味」とのかかわりがあるため、第

2主成分を「語形と意味との連合ができない」と解釈できる。第3主成分が22の変数いずれも

正の重みを示している。そのうち、値が大きいのは「オノマトペが省略される構文」「オノ

マトペを省略するメカニズム」「省略されたオノマトペの復元方法」という順となっている。

3項目とも「省略」とのかかわりがあるため、「オノマトペが省略される構文の難点」と解釈

できる。第4主成分では、「主語になる場合」と「人間の心理・感覚を表す場合」が負の重み

を示し、ほかはすべて正の重みを示している。正の成分のうち、値が大きいのは「『と』と

の共起」「『に』との共起」「『に/と』と『する/なる』との共起」という順で、3項目とも

「文法」と関わるという傾向から「助詞（と/に）や動詞（（する/なる）を含める）などの

固定した共起語が想定できない」と解釈することができる。 

以上をまとめると、第1主成分の解釈は「文末・文中における述語あるいは連体修飾語、連

用修飾語として用いられる用法上の難点」、第2主成分は「語形と意味との連合ができない」、

第3主成分は「オノマトペが省略される構文の難点」、第4主成分は「助詞（と/に）や動詞（（す

る/なる）を含める）などの固定した共起語が想定できない」である。 

 

表3-9 KMO および Bartlett の検定（内容②） 
Kaiser-Meyer-Olkin の標本妥当性の測度 0.883 

 

Bartlett の球面性検定 

 近似ｶｲ 2乗 1688.920 

自由度 231 

有意確率 0.000 

 

表 3-10 説明された分散の合計（内容②） 

成分 

初期の固有値 抽出後の負荷量平方和 回転後の負荷量平方和 

合計 分散(%) 累積(%) 合計 分散(%) 累積(%) 合計 分散(%) 累積(%) 

1 10.804 49.111 49.111 10.804 49.111 49.111 5.564 25.291 25.291 

2 2.556 11.616 60.728 2.556 11.616 60.728 4.862 22.100 47.390 

3 1.714 7.793 68.521 1.714 7.793 68.521 3.181 14.459 61.849 

4 1.073 4.876 73.397 1.073 4.876 73.397 2.540 11.547 73.397 

5 0.928 4.216 77.613 
      

6 0.791 3.596 81.208 
      

7 0.623 2.834 84.042 
      

8 0.558 2.537 86.579 
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9 0.433 1.969 88.549 
      

10 0.407 1.851 90.399 
      

11 0.333 1.512 91.912 
      

12 0.307 1.395 93.307 
      

13 0.273 1.241 94.548 
      

14 0.221 1.006 95.554 
      

15 0.196 0.892 96.446 
      

16 0.175 0.798 97.244 
      

17 0.143 0.649 97.893 
      

18 0.127 0.579 98.472 
      

19 0.119 0.539 99.012 
      

20 0.092 0.420 99.432 
      

21 0.067 0.305 99.737 
      

22 0.058 0.263 100.000 
      

 

表3-11 回転後の成分行列（内容②） 

項 目 
成 分 

1 2 3 4 

「と」との共起 0.219 0.325 0.172 0.762 

「に」との共起 0.387 0.213 0.126 0.781 

「に/と」と「する/なる」との共起 0.470 0.329 0.275 0.540 

語尾「する」の変化 0.775 0.007 0.013 0.366 

語尾「だ」の変化 0.829 -0.015 0.104 0.305 

副詞をつとめる時に動詞との共起 0.504 0.413 0.274 0.428 

動詞として使われる時のテンス・アスペクト 0.561 0.304 0.286 0.385 

形容動詞として使われるオノマトペの文法 0.796 0.103 0.142 0.195 

名詞・複合名詞として使われるオノマトペ 0.747 0.319 0.034 0.210 

主語になる場合 0.752 0.313 0.067 -0.073 

述語になる場合 0.595 0.593 0.125 0.039 

目的語になる場合 0.673 0.499 0.103 0.074 

連体修飾語になる場合 0.459 0.578 0.090 0.204 

連用修飾語になる場合 0.559 0.501 0.184 0.266 

自然界の物音を表す場合 0.095 0.887 0.146 0.202 

人間や動物の声を表す場合 0.114 0.850 0.241 0.155 

無生物の状態を表す場合 0.183 0.798 0.293 0.265 

生物の状態を表す場合 0.315 0.793 0.276 0.161 

人間の心理・感覚を表す場合 0.114 0.280 0.667 -0.133 

オノマトペが省略される構文 0.066 0.069 0.833 0.231 

オノマトペを省略するメカニズム 0.162 0.235 0.828 0.145 

省略されたオノマトペの復元方法 0.056 0.175 0.855 0.201 

 

 この 2つの内容に対するアンケート調査の結果で明らかなように、学習者に難しく思われ

る 11項目のうち、オノマトペが最も難しい。そして、内容①の因子分析でオノマトペの習得

が第 3主成分として「接続詞の習得」と「複合動詞の習得」と一緒に抽出された。この 3者

とも習得上「使い方の困難さ」が目立つため、「用法上の難しさ」と解釈する。さらに、オ
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ノマトペの用法における難点として、内容②にリストアップした 22項目は「難しくない」と

思われるものが一番低く、「難しい」「とても難しい」「非常に難しい」の比率の総和が 65%

を超えている。そのうち、最も難しく思われるのは「に/と」と「する/なる」との共起であ

る。その次は「目的語になる」、「連体修飾語になる」、「連用修飾語になる」、「人の心理状態

や痛みなどの感覚を表す」、「副詞（後続要素）」、「『に』との共起」である。これらの調査結

果を今後オノマトペの学習内容を構築するための基準、また指導を行う時のポイントとして

考慮に入れる。 

 

3.3 オノマトペのイメージの調査 

日本語ではオノマトペが様々な分野において多用され、コマーシャルや商品名、キャッチ

コピーにも数多く使われている。例えば、「健康な歯はツルツルの歯から」「歯ぐきキリッ

と爽快」（花王）、「スベスベプルンうるおい素肌」（コーセーのクレンジング）、「どん

な天気でも一日中スルンとまとまる髪へ」（パンテーンのトリートメント）などである。オ

ノマトペがこれほど愛用されるのは一体なぜだろう。苧阪（2001: 72）によると、オノマト

ペの「イメージ喚起度がきわめて高い」と考えられ、「記憶におよぼすイメージの促進効果

を実際的に応用したものと考えることができるから」である。つまり、オノマトペのイメー

ジ喚起によって連想を引き起こす効果があるということである。 

このようなオノマトペが本当にイメージを喚起するか、あるいはまた、喚起されたイメー

ジが記憶に有効であるのかどうかについて、苧阪（1986）が多数のオノマトペを日本人の大

学生に与え、文を使って再認記憶について調べ、その結果、オノマトペが再認記憶を促進す

ることを明らかにした。 

そこで、日本語専攻の中国人大学生はオノマトペによってイメージを喚起するか、喚起し

たイメージが日本語母語話者と同じであるか、また、関連性のある複数のオノマトペのニュ

アンスの違いを理解できるかなどについて、筆者は 2つの調査を実施した。1つは関連性の

ない、音声・状態を表す「ゴロゴロ」と状態を表す「バラバラ」を用いて調査を行い、その

結果を母語話者との比較によって明らかにした。もう 1つは「恋愛」に関連する人間の心理

や感覚・感情を表す擬態・擬情オノマトペ 12語を用いて調査を行い、学習者のオノマトペへ

のイメージ喚起を考察した。 

 

3.3.1 個別のオノマトペのイメージ喚起 

 学習者はオノマトペに対して、どのようなイメージを持っているかを知るために、「ゴロゴ

ロ」と「バラバラ」を例に 3年生を対象に調査を行った。その方法として「ゴロゴロ」と「バ

ラバラ」について最も最初に思い浮かべたものを記入してもらう質問紙法を用いた。調査を

始めるにあたっては、次のような教示を与えた。 

① 「ゴロゴロ」と「バラバラ」から連想する言葉（思い浮かべる様子、状態やイメージ）

を 1つだけ書くこと。 

② 名詞の場合はそれと共起する動詞も書くこと。 

 

調査の結果、「ゴロゴロ」と「バラバラ」から連想する言葉の数は偶然に一致しており、両

方とも 16個である（表 3-12）。 

 

表 3-12 「ゴロゴロ」と「バラバラ」のイメージ喚起 

ゴロゴロ バラバラ 

連想語 共起する動詞 連想語 共起する動詞 

お腹（8） すく（5）、する（2）、響く（1） 葉（5） 落ちる（3）、落とす、する 
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人（5） する（3）、歩く（1）、している（1） 人（4） 離れる（3）、話す 

丸いもの（3） 転がる（2）、移動する（1） 花（3） 落ちる（2）、散る 

水（2） 沸いた、ながれる 雨（3） 落ちる 

汽車（2） 動く、行く 友達（3） 離れる、なる、分ける 

石（2） 転がる 実（2） 落ちる 

もの（1） 転がる 液体（2） 落ちる 

丸のボール（1） 曲がる 涙（2） 落ちる 

運動的（1） している 栗（1） 落ちる 

ドラム（1） する 滴（1） 落ちる 

声（1） さわぐ 雹（1） 降る 

動物（1） 走る 死体（1） している 

嗽の音（1） する ガラス（1） 落とす 

車（1） 動く 汗（1） 落ちる 

時間（1） 経つ 木（1） する 

老人（1） 歩く 粒状のもの（1） 落ちる 

（ ）のうちは頻度を表わす。 

  

 この「ゴロゴロ」と「バラバラ」に対して母語話者がどのようなイメージを喚起するか、

これについて、苧阪（1986）は日本人の大学生を対象に、与えたオノマトペから連想される

言葉を調べることによって、オノマトペの連想基準表が作成している。筆者はその基準表よ

り以下の表 3-13のように、「ゴロゴロ」と「バラバラ」に関する内容を抜粋した。 

 

表 3-13 「ゴロゴロ」と「バラバラ」の連想基準表 

ゴロゴロ バラバラ 

連想される語・概念 頻度 連想される語・概念 頻度 

雷 102 死体 44 

寝る 25 殺人 28 

寝転がる 20 別れる 19 

昼寝 17 分解 18 

猫 15 まとまりがない 15 

ころがる 14 雨 10 

日曜日 9 散る 8 

おなか 8 壊れる 8 

暇 8 落ちる 8 

父 6 くずれる 7 

その他 61 その他 106 

筆者が苧阪（1986: 21-62）をもとに作成した。 

 

 表 3-13と比べてみると、表 3-12では学習者が無関係のイメージを喚起したことが分かる。

「ゴロゴロ」のイメージ喚起では、学習者は「お腹」と「転がる」という 2点で母語話者と

共通している。「転がる」は母語話者では「雷」「寝る」「寝転がる」「昼寝」「猫」に次

いで 6位に挙げられたのに対し、学習者では「お腹」「人」に次いで 3位に挙げられている。

そして、母語話者に上位から 8番目に挙げられた「お腹」は「お腹を壊した」時に鳴る「ゴ

ロゴロ」であるのに対し、学習者では 1位に挙げた「お腹」は主として「お腹がすいた」時

の音である。また、他の相違点からみると、母語話者に最も挙げられた「雷」が中国人学習

者に一つも喚起されていなかった。そのかわりに、母語話者に挙げられていない「水、汽車、

ドラム、声、咳の音、車」が全体の 25%に達している。そして、表 3-13で示したように、母
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語話者が挙げた「寝る」に関連する「寝転がる」、「昼寝」も表 3-12に一つも現れていない。

それより、「お腹がすいた」、「丸いものが転がる」、「人間がゴロゴロしている」という 3つの

意味合いに集中していることが分かった。つまり、中国人学習者は母語話者がよく喚起する

上位 4位までのイメージを喚起していないということである。 

「バラバラ」に対するイメージ喚起では、母語話者と学習者の共通点は「落ちる」と「雨」

に現れている。しかし、共通点があるにもかかわらず、イメージ喚起の全体的な特徴はかな

り異なっている。母語話者が喚起したのは主に「殺人、分解、まとまりがない」などの出来

事だったのに対して、学習者が連想したのは「葉、花、涙、汗、木、粒状のもの」などの小

さくて軽いものに集中している。そして、これらと共起する動詞も「落ちる」（40.6%）に集

まっている。つまり、「ハラハラ」が表徴する意味に関連する名詞や動詞などを喚起したので

ある。これにより、学習者が「バラバラ」を「ハラハラ」と混同したのではないかと推測で

きる。よって、学習者の連想には 2つの問題点がまとめられる。1つは形態上の類似性によ

る清濁音に関する誤用である。もう 1つは想起した共起動詞の数が少ないことである。この

2つの問題点により、学習者は知っているオノマトペが少ないことと共起の学習が不足して

いると推察できる。 

 

3.3.2 複数のオノマトペのイメージ喚起 

3.3.1で示したように、学習者の「ゴロゴロ」と「バラバラ」に対する連想反応は母語話者

とかなり異なったことが分かった。そこからさらに学習者が喚起したイメージが正確である

かどうかを検証するために、3年生の学習者96名47を対象に、人間の心理や感覚を表わす「モ

ヤモヤ」「モジモジ」「ドキドキ」「ウキウキ」「イソイソ」「イチャイチャ」「アツアツ」

「ベタベタ」「シブシブ」「イヤイヤ」「ウンザリ」「アキアキ」に対するイメージを調査

した。調査の方法として、まず、筆者はこの12語を黒板に書いて、学習者に読ませた。その

次に、個々のオノマトペを知っているかどうかを確認するために、「この12語を全部知って

いますか。知らない語を先生に教えてください」と指示した。その結果、クラス全員が知っ

ているのは「ドキドキ」のみであることが分かった。そこで、「ドキドキ」を説明させると、

みな中国語ではうまく解釈できたが、日本語ではうまく説明できなかった。したがって、「『ド

キドキ』はどこの動きを表しますか。心臓でしょう。心臓の動きは激しいか激しくないです

か」と答えさせると、みな「心臓の動きが激しいです」と答えた。ほかの11語に対して、意

味の説明を（44）に示したように日本語で口頭で説明した。 

 次の調査に移る前に、筆者は男女 2人の恋愛のプロセスを意味的に以下の（43）に示すよ

うに、3つのステップに分けておいた。 

（43） 

ステップ１は 2人の間にまだ距離があり好感を抱いている段階。 

ステップ 2はお互いに熱烈に愛し合う段階。 

ステップ 3は相手への愛が冷め始めたり、冷静に戻ったりする段階。 

 

次に、筆者は学習者に「恋愛のプロセスにおける人間の心理と感覚」を想像させた。その

ヒントとして、次のように導いた。「恋愛はとても美しいものですね。この美しいものは必

ずしもスムーズに行くとは限らないです。最初は相手に好感を抱いているかどうか、すぐに

確認できない場合もありますね。その時は普通、どのような心理感覚を持っていますか」と

ヒントを与えると、学習者の主旨は「最初は自分がどうしたか分からなくて、相手に会いた

いのに、折角会えたら恥ずかしかったり話もできなくなったりします。自分 1 人の時に、い

つも相手のことを思ってて、思うだけで笑ったり独り言を言ったりして、心臓の動きが激し

くなったりします」のようである。 
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そこで、筆者はこの 12 語をステップごとに分類させるために、次のように説明を加えた。

「恋愛にはいろいろなパタンがありますが、先生が構築した恋愛のヒーローとヒロインはお

互いに相手に好感を抱いて、告白するまでは心理的な壁がありました。2 人ともその壁を乗

り越えて、デートが始まりました。熱烈にやり取りしているうちに、相手の欠点や弱点がだ

んだん見えてきて、嫌気や嫌悪感が生まれ、相手に会うのも心理的に負担になりました。こ

のような恋愛のプロセスです。もちろん、ハッピーエンドの恋愛もありますが、ここでは、

先生はこのような趣旨で架空の恋愛を設計しました。みなさんは、この流れに沿って、上記

の 12語を 3つのステップに分けてみてください」と指示した。その結果、以下の（44）に示

すようになった。 

（44） 

ステップ 1：「モヤモヤ」「モジモジ」「ドキドキ」 

モヤモヤ：のぼせたり、サッパリしない気持ち。例：「彼の一言で、モヤモヤ（と）し

ていたものが吹っきれた」 

モジモジ：言いたいことが言えなくて、恥ずかしそうな様子。例：彼は好きな子の前

で、モジモジしている。 

ドキドキ：心臓の動きが激しくなる様子。例：彼のことを思うと、ドキドキしちゃう。 

 

ステップ 2：「ウキウキ」「イソイソ」「イチャイチャ」「アツアツ」「ベタベタ」 

 ウキウキ：うれしくて、楽しさなどで愉快になり、落ち着かない様子。例：彼女から

手紙をもらって、彼はウキウキしている。 

 イソイソ：これからすることが楽しみで、動作が軽やかな様子。例：彼女はきれいな

服を着て、イソイソと出かけた。 

 イチャイチャ：戯れあう様子。いちゃつく。例：学校でイチャイチャしているなんて、

なんなんだよ。 

 アツアツ：熱烈に愛しあう。例：あの 2人は新婚さんみたいにいつもアツアツ。 

 ベタベタ：必要以上にまつわる様子。例：若い男女が人前でベタベタくっつきあう。 

 

ステップ 3：「シブシブ」「イヤイヤ」「ウンザリ」「アキアキ」 

シブシブ：したくないと思いながら、イヤイヤする様子。例：シブシブとデートを承

諾する。 

イヤイヤ：いやだと思いながら（も）。例：イヤイヤながら引き受ける。 

ウンザリ：もうこれ以上はいやだと思う様子。例：彼の話にもうウンザリした。 

アキアキ：十分な状態に置かれて、または同じ事の繰り返しで、スッカリいやになる

さま。例：彼の長談義にもうアキアキだ。 

 

 学習者に分類をさせた後に、筆者はステップごとに、個々のオノマトペをイメージした心

理状態や感覚を表情や仕草によってグループで演じる練習を課した。練習後、グループごと

に実演するように指示した。1つのグループの演技を例に取り、以下に示す。 

  ナレーションを担当する Aさんはこう言った。「ルームメイトの Bさんが最近おかしい。お

しゃべりが好きだった彼は先週から急に静かになって、放課後も仲間と一緒に行動せずに 1

人で図書館へ行ったりしている。その仲間の僕たち 3人は原因不明でサッパリしない」【Aさ

んは話しながら手で心臓（胸）を撫でる】。 

【Bさんが登場して、ナレーションに従って次のように演じる】 

図書館に行った B さんがいつも 2 階の雑誌コーナーの一番奥の席を取っている。手に本を

持ったまま、ずっと入る方向を見ている。突然、彼の目に小さな笑みが浮かんだ。彼の視線

を追ってみると、1 人の美人が目に入った。「なんだ、B さんは恋愛したんだ」と思うと、そ

の美人が真っ直ぐ B さんより少し離れた手前の席に座った。B さんは満足そうにその美人の

http://kotobank.jp/word/%E4%B8%80%E8%A8%80
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後ろ姿に見惚れている。「まだ、始まっていないか。これからどんな展開だろう」と思いきや、

B さんがパッと立ち上がってユックリと美人の机に近寄って、恥ずかしそうに何か言った。

すると、美人が何かを渡した。B さんが依然として恥ずかしそうに胸に手を当てながら席に

戻った。「心臓が飛び出るぐらい緊張したんだろう。おそらく、この 1週間はずっと恥ずかし

がってて、今日初めて美人と話ができたんだろう。明日から楽しみだ。明日も尾行する」と

Aさんは決心した。 

翌日、朝から B さんがうれしそうに、身なりをキチンとして、鏡を見ながらほほ笑んだ。

「この人、何かいいことでも企んでいるのか。美人とデートする夢でも見ているのだろうか。」

と A さんは B さんの代わりに、2人の今後の展開を想像している。【B さんと美人は A さんの

思いに沿って演じる】 

2 人はデートが始まった。図書館にいても並んで座って時々戯れあったりしてどこへ行っ

てもずっとくっつきあうようにしている。手を取ってキャンパスを何周も回った 2 人、肩で

じゃれ合って危うく湖に落ちそうになった 2 人……幸せな日々にも尽きるところがある。い

つの間にか、B さんは冷めたみたいに美人とデートしなくなった。誘われても快く引き受け

たことなく、これ以上関わり合わないようにふるまっている。デートの誘いを受けてもよそ

よそしく美人の言うことに興味を示さずに嫌がっているみたいになっている。この 2 人の憐

れな短い恋愛が終わりに近づいた。 

 

 以上のように、グループごとに実演させてから演じたオノマトペの意味を日本語で解釈さ

せた。上記のグループは A さん、B さん、美人を演じた 3 人がそれぞれ 1 つのグループのオ

ノマトペの解釈を担当した。 

A さんはステップ 1 の 3 語を次のように説明した。仲間外れの B さんのことを見て、なん

だか複雑な気持ちになって、サッパリしないし、スッキリしないという状態は「モヤモヤ」、

B さんの恥ずかしそうな行動や好きな彼女の前でろくに話ができないことと言いたいことが

言えないことを表すのは「モジモジ」、はじめて美人と話ができた Bさんは胸に手を当てるの

は心臓の動きが激しくなるから、「ドキドキ」だった。 

B さんはステップ 2 の 5 語を担当した。夢の中で美人とデートが始まったから、嬉しくて

楽しくて落ち着かない「自分」が「ウキウキ」している。彼女に会いに行くと思うと、嬉し

くて動作も早くなるし軽やかになる「自分」が「イソイソ」出かける。彼女と図書館で並ん

で座って戯れ合う自分たちが「イチャイチャ」している。手を取ったり腕を組んだりするス

キンシップは「アツアツ」の恋愛を表す。恋に溺れた自分たちはどこにいてもくっつきあっ

たり、まつわったりしている状態を「ベタベタ」という。 

美人は最後のステップの 4語を担当させられた。彼女はこう語った。「私はこの 4語があま

り好きではない。この 4語を引き受けたのも『シブシブ』『イヤイヤ』だった。つまり、Bさ

んが私とのデートをシブシブ受けたのと同じように、嬉しくも楽しくもなかったのだ。私の

言うことにも興味を示さないのは『ウンザリ』、これ以上私とかかわり合いたくないのは『ア

キアキ』、なんだか悔しい。以上、フィクションだった」。 

 調査の結果、以上のような手順でイメージ喚起の調査を実施した結果、12語のうち、オノ

マトペをイメージしながら正しく演じた人数が過半数を超えたのは 7語で、全体の 58.3%を

占めている。それに対して、オノマトペを演じた後、そのオノマトペを正しく解釈した人数

が過半数を超えたのはわずか 3語のみで、25%にとどまっている。 

 

表 3-14 関連性のあるオノマトペに対するイメージ喚起と解釈の結果 

段階 オノマトペ 
正しく演じた 

人数・比率（%） 

正しく解釈していた 

人数・比率（%） 

ステップ 1 
モヤモヤ 13 13.5 9 9.4 

モジモジ 9 9.4 3 3.1 
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ドキドキ 64 66.7 53 55.2 

ステップ 1 

ウキウキ 53 55.2 32 33.3 

イソイソ 49 51.0 33 34.4 

イチャイチャ 45 46.9 29 30.2 

アツアツ 82 85.4 40 41.7 

ベタベタ 41 42.7 29 30.2 

ステップ 3 

シブシブ 38 39.6 21 21.9 

イヤイヤ 87 90.6 59 61.5 

ウンザリ 76 79.2 45 46.9 

アキアキ 72 75.0 65 67.7 

 

3.3.3 まとめ 

以上の2つの調査で明らかなように、学習者は個別のオノマトペと関連性のあるオノマトペ

に対するイメージ喚起が母語話者とおおむね異なっていることがわかった。つまり、学習者

は母語話者のようにオノマトペが理解できていなかったことである。 

3.3.1の「ゴロゴロ」と「バラバラ」に対するイメージ喚起の調査においては、学習者は母

語話者とかなり異なっている。学習者は母語話者のように慣習的にオノマトペのイメージを

思い浮かべられなかった。また、3.3.2の関連性のあるオノマトペに対するイメージ喚起の調

査においては、恋愛の3つのステップに関連するオノマトペの解釈がそのイメージ喚起より難

しかったことがわかった。 

  この2つの調査から、学習者がオノマトペに対するイメージの喚起に反映した問題点を次の

3つにまとめることができる。第1は学習者が習得したオノマトペの語彙が少ない。第2は学習

したオノマトペの共起語が不十分である。第3は意味を説明されても十分に理解できないオノ

マトペがある。 

この結果により、より多くのオノマトペのイメージと共起語と意味の学習を促進する必要

がある。学習者が内心の感情あるいは五感で捉えた感覚を正確にオノマトペで表現できるよ

うになるためには、母語話者が喚起するイメージを身につけて、それを定着させることが必

要である。 

 さらに、上記の調査結果からもう1つの問題点が浮かび上がってきた。それは3.3.1で取り

上げた「バラバラ」に対するイメージ喚起に現れた誤用から、清音と濁音によるペアとなる

オノマトペのイメージ喚起・意味・応用に現れる誤用である。例えば、「テカテカ」と「デ

カデカ」は学習者には「光っている額」や「濡れた顔」を連想することができないだけでな

く、どちらが「なめらかにツヤツヤに光る」を表すか、どちらが「並外れて大きな様子」を

表わすかも学習しにくい。その上、「汗で顔がテカテカに光っている」や「額がテカテカし

ている」というように応用がなおさら困難である。 

このように、学習者が個別のオノマトペの意味・用法だけでなく、清音・濁音によるペア

のオノマトペに対しても、母語話者のようにイメージ喚起ができないため、オノマトペの使

用を避けたり間違えたりすることになると考えられる。 

このことから、今後のオノマトペ指導において実際の指導プロセスを構築する必要がある。

また、オノマトペのイメージに関するシソーラスまたはそのシソーラスに基づいてイメージ・

トレーニングを導入することをオノマトペ指導の1つの手がかりとして検討する必要があると

示唆された。そのシソーラスの作成を第8章で、イメージ・トレーニングを第10章で取り上げ

る。ただし、それを実施する際、次章で行う学習者のオノマトペ学習ニーズの調査結果を参

考にする。 
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3.4 オノマトペ理解の調査 

学習者を対象としたオノマトペの習得状況に関する研究は比較的少ない。オノマトペの習

得状況を検証する研究として中石・佐治・今井・酒井（2011）が挙げられる。 

中石・佐治・今井・酒井（2011）は中国人学習者が日本語のオノマトペの使用程度を考察

するために、39 語のオノマトペに関する産出課題と作文課題を設定した。その結果、2 つの

課題とも正答率が低く、オノマトペ習得の難しさを検証された。誤用に対する分析により次

の 3 点が挙げられている。（a）似たような音からなる一般の語彙からの意味の類推、（b）

似たような音からなるオノマトペとの混同、（c）有声音、無声音の区別がつかないことによ

る混同といった傾向があった（p.56）と指摘している。 

学習者は日本語が上達するにつれ、徐々に日本語の読み物やドラマに目を向けるようにな

る。特に、大学 3年生後半以降になってからは、日本語の小説や童話やドラマなどに興味を

示し始める。それに従って、「聞く」「読む」というインプットが活発に行なわれるようにな

る。一方、「書く」「話す」というアウトプットは比較的不活発になる。すなわち、さまざま

なルートでオノマトペに遭遇する反面、アウトプットになると、かえってオノマトペを避け

るきらいがあるのである。本章では、アウトプットの前提となるインプットから、学習者の

オノマトペに対する理解度を調査し、その理解度が実際にアウトプットに影響を及ぼすかど

うかを検討する。インプットは主に小説、童話、ドラマを中心に、アウトプットは翻訳、作

文、会話を中心に調査を行う。 

3.4.1 小説に現れるオノマトペの理解 

 日本語の学習には小説を読むことが不可欠である。小説はジャンルによってオノマトペが

よく出現するのもあればわずかしか出現しないのもある。そこで筆者は数多くの小説からオ

ノマトペを 50 語から 100 語ぐらい抽出できる程度の小説を 7 篇選んだ。この 7 篇の小説は

10万字程度のものばかりである。これらを対象に学習者のオノマトペに対する理解を 2回調

査する。第 1 次調査では、7 篇の小説を読んでその中に現れたオノマトペを理解したかどう

かを調査する。第 2 次調査では、第 1 次調査で理解できると回答した比率の最も高い小説と

低い小説を対象に、理解できると思われるオノマトペの文を訳すように指示し、その訳文を

筆者が日本語母語話者の専門家に助けてもらいながらチェックを行い、チェックの結果によ

る統計をし、実際の理解度を考察する。 

3.4.1.1 第 1次調査 

 学習者は日本語の小説を読む際、必ずと言ってもいいほど、オノマトペに出会う。小説に

出現しているオノマトペを正しく理解しているかどうかを明らかにするために、3年生の計

54名48の学習者を対象に調査を行った。54名はみな大学に入ってからの日本語学習者である。

また、いずれも中国生まれで、滞日経験や留学経験のない学習者のみである。 

 表 3-15に示す 7篇の小説から本研究の対象である 5つのパターンのオノマトペを 488語取

り出した。その内訳を表 3-15の右欄に示す。 

表 3-15 調査する小説とそのオノマトペの語数 

読む順番 小説 オノマトペ語数と比率（%） 

1 ①『谷間』（岡田美子、富士書店、1994） 102 20.9 

2 ②『青の時代』（三島由紀夫、学習研究社、1969） 60 12.3 

3 ③『獅子物語』（Strudel、2010）49 59 12.09 

4 ④『星を二つ持つ少年』（小野信義、福武書店 1986） 51 10.45 

5 ⑤『ぼっちゃん』（夏目漱石、中国宇航出版社、1991） 85 17.42 

6 ⑥『こころ』（夏目漱石、中国宇航出版社）2008 68 13.93 

7 ⑦『美しい星』（三島由紀夫、新潮社、1967） 63 12.91 

計 488（100.0%） 

http://mypage.syosetu.com/65414/
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 調査方法として、各小説に現れるオノマトペを調査表にリストアップして配った上で、上

記 7篇の小説をそれぞれ 2週間読ませて、理解したオノマトペに Aを、理解できなかったオ

ノマトペに Bを記入する課題を与えた。 

 調査の結果、理解できなかったオノマトペ（B）の回答数は表 3-16に示す。学習者の過半

数以上が理解できなかったオノマトペは 324語で、全体の 66％を超えている。また、表 3-17

に示したように、オノマトペを過半数以上理解できなかった小説としては、『谷間』が最も

多く 82.4%で、以下『青の時代』、『獅子物語』、『坊ちゃん』と『星を 2つ持つ少年』、

『こころ』、『美しい星』、の順となっている。 

 

表 3-16 小説において過半数以上理解できなかったオノマトペの語数と比率 

B と回答した学生の比率（%） 語数 比率（%） B と回答した学生の比率（%） 語数 比率（%） 

90～100 10 2.05 40～49.9 75 15.37 

80～89.9 36 7.38 30～39.9 23 4.71 

70～79.9 87 17.83 20～29.9 26 5.33 

60～69.9 87 17.83 10～19.9 12 2.46 

50～59.9 104 21.31 0～9.9 28 5.74 

計 324 66.39 計 164 33.61 

 

表 3-17 各小説において過半数以上理解できなかったオノマトペの語数と比率 
Bと回答した学生の

比率（50%以上） ① ② ③ ④ ⑤   ⑥   ⑦ 

90～100 10 9.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

80～89.9 25 24.5 0 0.0 7 11.9 1 2.0 3 3.5 0 0.0 0 0.0 

70～79.9 33 32.4 4 6.7 13 22.0 5 9.8 14 16.5 12 17.6 6 9.5 

60～69.9 9 8.8 21 35.0 10 16.9 15 29.4 15 17.6 10 14.7 7 11.1 

50～59.9 7 6.9 18 30.0 13 22.0 12 23.5 24 28.2 16 23.5 14 22.2 

計 84 82.4 43 71.7 43 72.9 33 64.7 56 65.9 38 55.9 27 42.9 

 

3.4.1.2 第 2次調査 

以上で分かるように、7篇の小説のうち、オノマトペを最も理解できなかったのは『谷間』

で、最も理解できたのは『美しい星』である。学習者が本当に理解できたか否かを明らかに

するために、この 2部を中心に追加調査を行った。調査に参加した 51名50の 3年生の学習者

はいずれも中国生まれで、滞日経験や留学経験のない学習者のみである。 

 調査の方法は『谷間』と『美しい星』をそれぞれ 2週間読ませておく。その後、下記の例

のようなオノマトペを含んだ段落からなる調査表を配って記入してもらう。 

理解したオノマトペに「○」を入れて、「   」の文を訳すように指示した。例として、

「キリキリ」をあげる。 

 

今日は大変風が冷たい。山の木の葉がキリキリ舞いながら落ちる。この風の後には白魔が

控えているのだ。のっしのっしと、大きな雪袋を背負って近づいてくるのが感じられる。

私は押入れに首をつっこみ、ぼろの中から古いマフラーを取り出し急いで首に巻きつける。

（○）（山上的树叶簌簌飘落。）←（理解できるなら、下線の文の訳文をこのように入れる。） 

 

  理解できなかった場合は「×」をつけるように指示した。その場合、その原因を次の A

～Dの中から選んで記入させた。複数回答は可とした。 



80 

 

 

A 擬音・擬態語そのものを知らない （例：頭をボサボサにしている） 

B 擬音・擬態語を含んだ文には分からない語が入っている  

   （例：茶碗のいとじきをゴシゴシこすっていた） 

C 擬音・擬態語と共起する語が分からない （例：ムックリ肥えている） 

D 擬音・擬態語が表徴する意味が分からない （例：ムッツリ機嫌が悪くなった） 

 

  例は以下のとおりである。 

 

今日は大変風が冷たい。山の木の葉がキリキリ舞いながら落ちる。この風の後には白魔

が控えているのだ。のっしのっしと、大きな雪袋を背負って近づいてくるのが感じられる。

私は押入れに首をつっこみ、ぼろの中から古いマフラーを取り出し急いで首に巻きつける。

（×）（D） 

 

調査表を回収し、理解したと思われた「○」の数を集計して、その訳文をチェックする。

訳文を判断する場合、オノマトペを正確に訳したか否か、つまり、誤訳が産出されたかどう

かを考察する。誤訳を「オノマトペが正確に訳されていない」（a）、「オノマトペが訳され

ていない」（b）、「オノマトペ以外の言葉が正確に訳されていない」（c）に区分する。誤

訳を「○」の数から引くと正確に理解した「正解」を dで示す。つまり、○－a－b－c＝dと

する。「×」の数を集計して、その原因の A、B、C、Dも一緒に集計する。 

 調査の結果、回答者が全員理解できたオノマトペは『谷間』にも『美しい星』にもなかっ

た。それに対して、全員理解できなかったのは『谷間』が 5例（ゴソゴソ、シャキシャキ、

ソワソワ、ムカムカ、モジモジ）、『美しい星』が「スレスレ」という 1例のみである。そ

の詳細を以下の表 3-18、3-19に示す。 

 

表 3-18 『谷間』から抽出したオノマトペに対する理解に関する判断の結果 
オノマトペ ○ ○の比率（%） a b c d 正答率（%） オノマトペ ○ ○の比率（%） a b c d 正答率（%） 

アリアリ 12 23.5 0 3 1 8 15.7 チョロチョロ 1 2.0 0 0 0 1 2.0 

ウットリ 18 35.3 1 0 0 17 33.3 チョンチョン 1 2.0 0 1 0 0 0.0 

ウトウト 34 66.7 1 7 0 26 51.0 チラチラ 11 21.6 1 7 0 3 5.9 

ウロウロ 20 39.2 0 11 0 9 17.6 ツルツル 9 17.6 6 1 0 2 3.9 

カチカチ 10 19.6 3 0 0 7 13.7 デップリ 17 33.3 1 0 1 15 29.4 

ガヤガヤ 26 51.0 0 0 0 26 51.0 ドシドシ 5 9.8 0 2 1 2 3.9 

ガラガラ 11 21.6 8 0 0 3 5.9 ドヤドヤ 11 21.6 0 0 0 11 21.6 

カラカラ 22 43.1 0 11 0 11 21.6 ヌラヌラ 6 11.8 3 0 0 3 5.9 

カラリ 22 43.1 0 0 0 22 43.1 ノシノシ 20 39.2 6 6 2 6 11.8 

ガラン 6 11.8 2 0 1 3 5.9 ノソノソ 13 25.5 0 3 0 10 19.6 

ガンガン 3 5.9 0 0 1 2 3.9 ノッソリ 9 17.6 0 7 0 2 3.9 

カンカン 15 29.4 0 12 0 3 5.9 バタバタ 36 70.6 1 21 0 14 27.5 

ギッシリ 30 58.8 1 0 0 29 56.9 パタパタ 11 21.6 1 0 0 10 19.6 

キビキビ 8 15.7 0 0 0 8 15.7 パチパチ 11 21.6 1 2 0 8 15.7 

キョロキョロ 6 11.8 0 0 1 5 9.8 ハッキリ 37 72.5 0 13 0 24 47.1 

キリキリ 27 52.9 0 0 0 27 52.9 ハラハラ 26 51.0 0 20 0 6 11.8 

グズグズ 4 7.8 0 1 0 3 5.9 パラパラ 45 88.2 1 14 0 30 58.8 

グッタリ 7 13.7 1 5 0 1 2.0 バラバラ 14 27.5 2 5 0 7 13.7 
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クヨクヨ 17 33.3 4 0 2 11 21.6 ピカピカ 21 41.2 0 1 0 20 39.2 

グリグリ 37 72.5 0 1 0 36 70.6 ビクッ 16 31.4 1 0 0 15 29.4 

グルグル 11 21.6 0 9 0 2 3.9 ヒシヒシ 27 52.9 0 5 0 22 43.1 

グルリ 7 13.7 0 0 0 7 13.7 ピシャピシャ 2 3.9 0 1 0 1 2.0 

グングン 16 31.4 1 1 0 14 27.5 ヒソヒソ 15 29.4 1 9 0 5 9.8 

ゲラゲラ 17 33.3 1 3 0 13 25.5 ヒッソリ 26 51.0 2 7 0 17 33.3 

ケロリ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 ピョコピョコ 5 9.8 2 0 0 3 5.9 

ゴシゴシ 9 17.6 1 1 1 6 11.8 ヒョッコリ 7 13.7 0 0 0 7 13.7 

ゴソゴソ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 ピリピリ 20 39.2 7 0 0 13 25.5 

ゴタゴタ 14 27.5 2 5 0 7 13.7 ブツブツ 6 11.8 0 3 0 3 5.9 

コトコト 13 25.5 1 1 0 11 21.6 ブラブラ 33 64.7 6 0 4 23 45.1 

ゴホゴホ 7 13.7 0 0 2 5 9.8 フラフラ 8 15.7 0 0 0 8 15.7 

コロコロ 6 11.8 0 0 1 5 9.8 ブラリ 12 23.5 1 1 0 10 19.6 

ゴロゴロ 11 21.6 0 0 1 10 19.6 プンプン 10 19.6 1 0 0 9 17.6 

ゴロリ 1 2.0 0 0 0 1 2.0 ペタペタ 12 23.5 3 0 1 8 15.7 

サラサラ 3 5.9 1 0 0 2 3.9 ペラペラ 35 68.6 7 2 1 25 49.0 

サンサン 26 51.0 6 0 0 20 39.2 ポカポカ 41 80.4 0 2 0 39 76.5 

シクシク 41 80.4 0 0 0 41 80.4 ボツボツ 19 37.3 9 0 0 10 19.6 

ジクジク 8 15.7 0 4 0 4 7.8 ホヤホヤ 14 27.5 0 0 0 14 27.5 

シトシト 16 31.4 1 2 0 13 25.5 ボリボリ 27 52.9 0 0 0 27 52.9 

ジメジメ 14 27.5 2 0 0 12 23.5 ポロポロ 48 94.1 0 0 0 48 94.1 

シャキシャキ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 ホロホロ 6 11.8 1 1 0 4 7.8 

ジリジリ 20 39.2 1 3 4 12 23.5 ミシミシ 39 76.5 0 0 2 37 72.5 

ジロジロ 34 66.7 1 1 0 32 62.7 ムカッ 9 17.6 0 4 0 5 9.8 

ジロリ 11 21.6 1 10 0 0 0.0 ムカムカ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 

ズタズタ 16 31.4 1 8 0 7 13.7 ムズムズ 8 15.7 0 0 0 8 15.7 

スッポリ 5 9.8 0 0 0 5 9.8 ムックリ 14 27.5 0 1 0 13 25.5 

スラスラ 17 33.3 5 0 1 11 21.6 ムッツリ 12 23.5 0 0 0 12 23.5 

スラリ 7 13.7 0 1 0 6 11.8 ムニャムニャ 33 64.7 0 0 0 33 64.7 

ズラリ 12 23.5 0 8 0 4 7.8 モウモウ 18 35.3 0 2 0 16 31.4 

スルスル 14 27.5 1 0 0 13 25.5 モグモグ 13 25.5 3 0 0 10 19.6 

ソワソワ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 モジモジ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 

チョイチョイ 10 19.6 2 3 0 5 9.8 ヤキヤキ 13 25.5 2 0 0 11 21.6 

 

表 3-19 『美しい星』から抽出したオノマトペに対する理解に関する結果 
オノマトペ ○ ○の比率（%） a b c d 正答率（%） オノマトペ ○ ○の比率（%） a b c d 正答率（%） 

アカアカ 25 49.0 0 1 4 20 39.2 ダラダラ 2 3.9 0 0 0 2 3.9 

アリアリ 3 5.9 0 0 0 3 5.9 チラチラ 32 62.7 5 2 4 21 41.2 

イキイキ 36 70.6 4 6 1 25 49.0 ツルツル 42 82.4 2 1 0 39 76.5 

イライラ 7 13.7 3 0 0 4 7.8 ニヤニヤ 16 31.4 4 1 0 11 21.6 

ウッカリ 23 45.1 0 0 8 15 29.4 ヌケヌケ 10 19.6 5 0 0 5 9.8 

ウットリ 26 51.0 5 1 1 19 37.3 ノビノビ 8 15.7 2 0 0 6 11.8 

オズオズ 12 23.5 3 0 2 7 13.7 バタバタ 8 15.7 0 0 4 4 7.8 
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カサカサ 18 35.3 0 0 0 18 35.3 ハラハラ 18 35.3 1 1 2 14 27.5 

ガッカリ 5 9.8 0 0 5 0 0.0 バラバラ 7 13.7 0 0 4 3 5.9 

キッカリ 24 47.1 3 0 12 9 17.6 ヒシヒシ 6 11.8 3 0 2 1 2.0 

ギッシリ 20 39.2 2 0 1 17 33.3 ヒソヒソ 48 94.1 1 0 1 46 90.2 

キッチリ 3 5.9 0 0 0 3 5.9 ヒタヒタ 24 47.1 2 0 0 22 43.1 

キッパリ 21 41.2 10 0 1 10 19.6 ピタピタ 10 19.6 1 0 2 7 13.7 

キラキラ 13 25.5 0 0 2 11 21.6 ピチピチ 5 9.8 0 0 0 5 9.8 

グズグズ 37 72.5 1 0 2 34 66.7 ビックリ 49 96.1 7 3 3 36 70.6 

クッキリ 3 5.9 0 0 0 3 5.9 ヒッソリ 7 13.7 0 1 5 1 2.0 

ケバケバ 17 33.3 0 0 0 17 33.3 ピッタリ 23 45.1 9 0 2 12 23.5 

ゴタゴタ 29 56.9 0 0 7 22 43.1 ヒョッコリ 7 13.7 1 1 2 3 5.9 

コッソリ 6 11.8 1 2 0 3 5.9 フクフク 5 9.8 0 0 1 4 7.8 

シゲシゲ 21 41.2 12 2 0 7 13.7 フラフラ 12 23.5 2 0 0 10 19.6 

シッカリ 11 21.6 0 0 4 7 13.7 ブラブラ 13 25.5 5 0 4 4 7.8 

ジックリ 29 56.9 4 0 0 25 49.0 プンプン 27 52.9 0 0 20 7 13.7 

ジリジリ 15 29.4 0 0 1 14 27.5 ボロボロ 29 56.9 1 0 6 22 43.1 

ジロジロ 2 3.9 0 0 2 0 0.0 ポロポロ 10 19.6 0 0 0 10 19.6 

シンシン 1 2.0 0 0 0 1 2.0 マザマザ 6 11.8 0 0 3 3 5.9 

スッカリ 37 72.5 0 0 10 27 52.9 ムックリ 8 15.7 0 0 0 8 15.7 

スラスラ 18 35.3 1 0 5 12 23.5 ユッタリ 21 41.2 9 1 0 11 21.6 

スレスレ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 ユラユラ 5 9.8 0 0 2 3 5.9 

ゾクゾク 4 7.8 1 0 0 3 5.9 ユルユル 19 37.3 3 0 1 15 29.4 

ソックリ 8 15.7 2 0 3 3 5.9 ラクラク 15 29.4 4 1 4 6 11.8 

ゾロゾロ 35 68.6 0 0 4 31 60.8 ワクワク 7 13.7 0 0 4 3 5.9 

タップリ 1 2.0 0 0 1 0 0.0 
        

 

 回答者が理解したと回答した「○」の訳文を確認したところ、表 3-18と表 3-19に示した

ようにやはり誤訳が現れた。『谷間』では誤訳はおおむね、bと aに集中しているのに対し、

『美しい星』では c と aに集中している。その頻度の総和と平均値を統計して、以下の表 3-20

に示す。 

 

表 3-20 『谷間』と『美しい星』におけるオノマトペの誤訳の頻度と平均値 

  
オノマトペが正確に

訳されていない（a） 

オノマトペが訳さ

れていない（b） 

オノマトペ以外の言葉が正

確に訳されていない（c） 

理解できると思われる回答（〇）から前項（a,b,c）

の誤訳を引いてからの結果(d) 

谷間 
頻度の総和 118 252 28 1155 

平均値 1.2 2.5 0.3 11.3 

美し

い星 

頻度の総和 119 24 152 714 

平均値 1.9 0.4 2.4 11.3 

  

表 3-20から明らかなように、『谷間』では、aが最も多い。その次に、b、cが続いている。

これに対して、『美しい星』では、cに bが続き、一番低いのは、aである。つまり、『美しい

星』は『谷間』と違って、ほとんど訳されたということである。しかし、『美しい星』は 63

語の平均的正確率（つまり、dの正答率の平均）が 11.33%を占めている点では『谷間』の 11.32%

とほぼ同じである。 
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一方、回答者が理解できない場合に選んだその原因を統計して、表 3-21に示す。 

 

表 3-21 理解できないと答えた原因の頻度と平均値 
     

  
オノマトペそのもの

を知らない(A) 

オノマトペを含んだ文には分からな

い語が入っている(B) 

オノマトペと共起する語が分

からない(C) 

オノマトペが表徴する意味が

分からない(D) 

谷間 
頻度の総和 2318 365 834 434 

平均値 22.7 3.6 8.2 4.3 

美し

い星 

頻度の総和 1145 207 503 242 

平均値 18.2 3.3 8.0 3.8 

 

表 3-21に示したとおり、『谷間』と『美しい星』は頻度の総和と平均値がいずれも同じ順

番になっている。両方とも Aが最も高い。その次、C、D、Bが続いている。 

  

3.4.1.3 考察 

  第 1次調査と第 2次調査を比較してみると、下記の表 3-22に示すように、第 2次調査では

理解できなかったオノマトペの語数が第 1次調査より上回ったことが明らかになった。過半

数以上理解できなかった『谷間』のオノマトペの語数は、第 1次調査の 84語から 89語に増

加した。理解できなかった比率の順位も変わった。第 1次調査では、理解できなかった比率

は主に 70%～79.9%と 80%～89.9%に集中しているのに対して、第 2次調査では、一番上のクラ

スの 90%～100%と 80%～89.9%に集まっていることが分かった。 

『美しい星』では、理解できなかったオノマトペの語数が第 1次調査より第 2次調査の 57

語に増え、理解できなかった比率のランキングも 50%～59.9%から 90%～100%に変わったこと

が分かった。 

よって、第 2次調査の理解したオノマトペの訳文による再確認を通して、小説に現れるオ

ノマトペに対する学習者の理解の現状をさらに把握できるようになった。第 1次調査で理解

できると答えた比率の最も高かった『美しい星』は第 2次調査の訳文の確認によって、学習

者は本当に理解できていないことが明らかになった。つまり、理解できると思われるオノマ

トペは実際に理解できていないのである。 

 

表 3-22 理解できなかったオノマトペの語数とその比率 

B（×）と回答した 

学生の比率（50%以上） 

谷間 美しい星 

第 1次調査 第 2次調査 第 1次調査 第 2次調査 

語数（比率（%）） 語数（比率（%）） 語数（比率（%）） 語数（比率（%）） 

90～100 10（9.8） 36（35.3） 0(0.0) 25（39.7） 

80～89.9 25（24.5） 24（23.5） 0(0.0) 12（19.0） 

70～79.9 33（32.4） 19（18.6） 6(9.5) 9（14.3） 

60～69.9 9（8.8） 5（4.9） 7(11.1) 5（7.9） 

50～59.9 7（6.9） 5（4.9） 14(22.2) 6（9.5） 

計 84（82.4） 89（87.2） 27(42.9) 57（90.5） 

 

また、表 3-22に示したように、『谷間』と『美しい星』の第 1次調査と第 2次調査の結果

を比較検討すると、オノマトペを理解できなかったあるいはオノマトペの理解が間違ってい

る比率の最も高いクラス 90%～100%では、2篇とも第 1次調査より第 2次調査の方が高くなっ

ている。つまり、学習者がオノマトペを本当に理解できていない比率は上がっていることで

ある。特に、第 2次調査を通して、回答者が理解したと思われる誤訳のオノマトペの特徴か
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らみると、表 3-18に示した『谷間』では、誤訳が多かったオノマトペ（正答率－理解できる

と思われる比率﹥10%）には擬容オノマトペ、擬感オノマトペ、擬態オノマトペと擬情オノマ

トペが多かった。 

 

 擬態オノマトペ：ガラガラ、グルグル、パラパラ、サンサン、ズラリ、ボツボツ 

 擬容オノマトペ：ウトウト、ウロウロ、チラチラ、ツルツル、ノシノシ、ノッソリ、 

         バタバタ、バラバラ、スラスラ、ブラブラ、ペラペラ、ゴタゴタ 

 擬情オノマトペ：カンカン、グッタリ、クヨクヨ、ハラハラ 

 擬感オノマトペ：カラカラ、ハッキリ、ヒソヒソ、ヒッソリ、ジリジリ、ズタズタ、ピリ

ピリ 

 

 また、3-20に示した『美しい星』では、誤訳が多かったオノマトペ（正答率－理解できる

と思われる比率﹥10%）には擬感オノマトペ、擬容オノマトペ、擬態オノマトペと擬情オノマ

トペが多かった。 

 

 擬態オノマトペ：キッカリ、スッカリ、ピッタリ 

 擬容オノマトペ：イキイキ、チラチラ、シゲシゲ、ゴタゴタ、ブラブラ 

 擬情オノマトペ：ウットリ、ビックリ、プンプン 

 擬感オノマトペ：ウッカリ、キッパリ、ヒッソリ、ボロボロ、ユッタリ、ラクラク 

 

 以上をまとめると、小説に現れるオノマトペに対して、2回調査を行った。第 1次調査で

は、7篇の小説に出現するオノマトペが理解できるかできないかを学習者に回答させた。そ

の結果、半分以上の学習者が理解できなかったオノマトペは 324語（66％）に達している。

また、オノマトペを過半数以上理解できなかった小説は『谷間』（82.4%）で、最も理解でき

たのは『美しい星』（42.9%）である。この 2篇を対象に第 2次調査を行った。学習者に『谷

間』と『美しい星』に出現する 102語と 63語を理解できないと回答する場合は理解できない

原因を 4つの選択肢から選んでもらい、また理解できると回答する場合はそれぞれオノマト

ペを含んだ文を翻訳させた。その訳を筆者が日本語母語話者の専門家に助けてもらいながら

チェックをし、統計を行った。その結果、誤訳が数多く発見した。『谷間』の誤訳は「オノ

マトペが正確に訳されていない」が最も多く、次に「オノマトペが訳されていない」と「オ

ノマトペ以外の言葉が正確に訳されていない」である。『美しい星』の誤訳はちょうど逆の順

になっている。オノマトペを理解できない原因は 2篇とも「オノマトペそのものを知らない」

が最も高く、次に「オノマトペと共起する語が分からない」「オノマトペが表徴する意味が分

からない」「オノマトペを含んだ文には分からない語が入っている」という順だった。 

 

3.4.2 童話に現れるオノマトペの理解 

 学習者は大体 1 年間ぐらい日本語を学習すると、童話を読み始める。よく読んでいるのは

宮沢賢治の童話である。そこで筆者は宮沢賢治の童話集からオノマトペが 5語から 30語まで

出現している 9 篇取り出し、理解に関する調査を 2 回行う。第 1 次調査では、9 篇の童話を

読んでそれぞれに現れたオノマトペを理解したかどうかを調査する。第 2 次調査では、第 1

次調査で理解できると回答した比率の最も高い方と低い方という 2 篇を対象に、理解できる

と回答したオノマトペを含んだ文を訳させ、その訳文を筆者がチェックし、結果を統計して、

理解の状況を考察する。 

 

 



85 

 

3.4.2.1 第 1次調査 

  日本語の童話を読む際、童話に出現するオノマトペが理解できるかどうかを知るために、3

年生の学習者計 98名51を対象に、宮沢賢治の童話集『注文の多い料理店』52に所載されてい

る 9篇の童話（表 3-23）に出現するオノマトペに関する調査を行う。 

 

表 3-23 童話およびそれに出現するオノマトペの語数 
読む順番 童話 語数 比率（%） 

1 ①「どんぐりと山猫」 5 3.2 

 2 ②「狼森と笊森、盗森」 14 9.1 

3 ③「注文の多い料理店」 20 13.0 

4 ④「烏の北斗七星」 14 9.1 

5 ⑤「水仙月の四日」 30 19.5 

6 ⑥「山男の四月」 18 11.7 

7 ⑦「かしわばやしの夜」 23 14.9 

8 ⑧「月夜のでんしんばしら」 14 9.1 

9 ⑨「鹿踊りのはじまり」 16 10.4 

計 154（100.0%） 

 

 上記 9篇の童話からオノマトペを含む文を取り出して、童話ごとにオノマトペの文のリス

トを作成しておく。98名の日本語学習者に同じ童話を 1つ読ませた後、その童話の文リスト

を配って、オノマトペを理解した文に「○」を、理解できなかった文に「×」をつけさせる。

最後に、調査結果をまとめる。童話①を例にとると、オノマトペの文リストは、以下のよう

になっている。 

 

1）一郎が眼をさましたときは、もうスッカリ明るくなっていました。（  ） 

2）おもてにでてみると、まわりの山は、みんなたったいまできたばかりのようにウルウル

もりあがって、まっ青なそらのしたにならんでいました。（  ） 

3）すきとおった風がザアッと吹くと、栗の木はバラバラと実をおとしました。（  ） 

4）栗の木はだまってまた実をバラバラとおとしました。（  ） 

5）滝がピイピイ答えました。（  ） 

 

 その結果、9篇の童話から延べ 154語のオノマトペを抽出した。B（理解できなかったオノ

マトペ）の回答数を以下の表 3-24に示す。半分以上の学習者が理解できなかったオノマトペ

は 81語（52.6%）に達している。 

 

表 3-24 童話において理解できなかったオノマトペの語数と比率 
B と回答した学習者の比率（%） 語数 比率（%） B と回答した学習者の比率（%） 語数 比率（%） 

90～99.9 10 6.5 40～49.9 4 2.6 

80～89.9 7 4.5 30～39.9 16 10.4 

70～79.9 16 10.4 20～29.9 19 12.3 

60～69.9 21 13.6 10～19.9 15 9.7 

50～59.9 27 17.5 0～9.9 19 12.3 

計 81 52.6 計 73 47.4 

 

 

 

http://why.kenji.ne.jp/douwa/01dongur.html
http://why.kenji.ne.jp/douwa/02oinomo.html
http://why.kenji.ne.jp/douwa/03tyumon.html
http://why.kenji.ne.jp/douwa/04karasu.html
http://why.kenji.ne.jp/douwa/05suisen.html
http://why.kenji.ne.jp/douwa/06yamaot.html
http://why.kenji.ne.jp/douwa/07kasiwa.html
http://why.kenji.ne.jp/douwa/08tukiyo.html
http://why.kenji.ne.jp/douwa/09sisiod.html
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表 3-25 各童話における過半数以上理解できなかったオノマトペの語数と比率 
Bと回答した学習

者の比率(50%以

上) 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ①  ②  

語数 % 語数 % 語数 % 語数 % 語数 % 語数 % 語数 % 語数 % 語数 % 

90～99.9 1 20.0 2 14.3 1 5.0 0 0.0 0 0.0 1 5.6 2 8.7 1 7.1 2 12.5 

80～89.9 0 0.0 1 7.1 1 5.0 1 7.1 2 6.7 1 5.6 1 4.3 0 0.0 0 0.0 

70～79.9 0 0.0 0 0.0 4 20.0 1 7.1 2 6.7 1 5.6 3 13.0 1 7.1 3 18.8 

60～69.9 1 20.0 1 7.1 4 20.0 4 28.6 5 16.7 1 5.6 3 13.0 0 0.0 2 12.5 

50～59.9 0 0.0 0 0.0 3 15.0 3 21.4 7 23.3 5 27.8 4 17.4 3 21.4 1 6.3 

計 2 40.0 4 28.6 13 65.0 9 64.3 16 53.3 9 50.0 13 56.5 5 35.7 8 50.0 

 

  表 3-25に示すとおり、オノマトペを過半数以上理解できなかった童話は「注文の多い料理

店」が最も高くて 15 語（65%）で、次に「鳥の北斗七星」、「かしわばやしの夜」などで、最

も低いのは「狼森と笊森、盗森」が 4 語（28.6%）である。この中から「注文の多い料理店」

と「狼森と笊森、盗森」を第 2次調査の対象にする。 

 

3.4.2.2 第 2次調査 

 第 1次調査で分かるように、9篇の童話のうち、オノマトペを最も理解できなかったのは

「注文の多い料理店」で、最も理解できたのは「狼森と笊森、盗森」である。学習者が本当

に理解できたか否か、それを明らかにするために、さらに、この 2篇を中心に 3年生の 51名

の学習者を対象に第 2次調査を行った。 

 その手順として、「注文の多い料理店」（以下は「注文」）と「狼森と笊森、盗森」（以

下は「狼森」）をそれぞれ 2週間読ませておく。その後、下記の例のようなオノマトペを含

んだ文からなる調査表を配って記入してもらう。 

理解したオノマトペに「○」を入れて、「   」の文を訳すように指示した。例として、

「スッカリ」をあげる。 

 

その灰でそこらはスッカリ埋まりました。（○）（灰把那儿完全埋住了。）←（理解できる

なら、下線の文の訳文をこのように入れる） 

 

  理解できなかった場合は「×」をつけるように指示した。その場合、その原因を次の A

～Dの中から選んで記入させた。複数回答は可とした。 

 

A 擬音・擬態語そのものを知らない （例：頭をボサボサにしている） 

B 擬音・擬態語を含んだ文には分からない語が入っている  

   （例：茶碗のいとじきをゴシゴシこすっていた） 

C 擬音・擬態語と共起する語が分からない （例：ムックリ肥えている） 

D 擬音・擬態語が表徴する意味が分からない （例：ムッツリ機嫌が悪くなった） 

 

  例は以下のとおりである。 

 

  その灰でそこらはスッカリ埋まりました。（×）（D） 

 

調査表を回収し、理解できると回答した「○」の数を集計して、その訳文を判断する。誤

訳が現れた場合、「オノマトペが正確に訳されていない」（a）、「オノマトペが訳されてい

ない」（b）、「オノマトペ以外の言葉が正確に訳されていない」（c）に区分する。誤訳を
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「○」の数から引くと正解を dで示す。つまり、○－a－b－c＝dとする。「×」の数を集計

して、その原因も一緒に集計する。 

 

 調査の結果、回答者が全員理解できたオノマトペは『狼森』にも『注文』にもなかった。

それに対して、全員理解できなかったのは『注文』が 1例（ボーッ）のみである。その詳細

を以下の表 3-26に示す。 

 

表 3-26 「注文」と「狼森」から抽出したオノマトペに対する理解に関する判断の結果 
「注文」 ○ ○の比率（%） a b c d 正答率（%） 「狼森」 ○ ○の比率（%） a b c d 正答率（%） 

ハッキリ 34 67.0 8 6 0 20 39.0 スッカリ 36 71.0 0 0 1 35 69.0 

ガヤガヤ 1 2.0 1 0 0 0 0.0 サラサラ 29 57.0 0 0 0 29 57.0 

ボロボロ 3 5.9 1 0 0 2 3.9 クッキリ 3 5.9 3 0 0 0 0.0 

ピカピカ 19 37.0 2 1 0 16 31.0 ワイワイ 8 16.0 1 0 0 7 14.0 

クルクル 14 28.0 4 0 0 10 20.0 ポカポカ 15 29.0 2 0 0 13 26.0 

ドタッ 11 22.0 0 0 0 11 22.0 パチパチ 27 53.0 2 0 0 25 49.0 

ザワザワ 27 53.0 0 0 0 27 53.0 ドンドン 26 51.0 4 0 0 22 43.0 

カサカサ 32 63.0 2 0 0 30 59.0 クルクルクル 5 9.8 1 0 0 4 7.8 

ボウッ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 ドロドロパチパチ 4 7.8 2 0 0 2 3.9 

ドウッ 11 22.0 0 0 0 11 22.0 コロコロパチパチ 6 12.0 2 0 0 4 7.8 

ペタペタ 29 57.0 2 0 0 27 53.0 シイン 2 3.9 0 0 0 2 3.9 

パチン 4 7.8 3 0 0 1 2.0 キョロキョロ 7 14.0 0 0 0 7 14.0 

コッソリ 4 7.8 0 0 0 4 7.8 クルリ 4 7.8 1 0 0 3 5.9 

パチャパチ

ャ 
2 3.9 1 0 0 1 2.0 ニヤニヤ 32 63.0 

1

2 
0 0 20 39.0 

ガタガタ 4 7.8 3 0 0 1 2.0 
        

コソコソ 17 33.0 0 0 0 17 33.0 
        

クシャクシ

ャ 
16 31.0 3 0 0 13 26.0 

        

ブルブル 11 22.0 1 1 2 7 14.0 
        

ゴロゴロ 5 9.8 3 0 0 2 3.9 
        

ガサガサ 26 51.0 
1

4 
0 0 12 24.0 

        

 

回答者が理解したと回答した「○」の訳文を確認したところ、表 3-26に示したようにやは

り誤訳が現れた。そして、誤訳はおおむね、aに集中している。つまり、2 篇ともオノマトペ

が正確に訳されていないのである。その頻度の総和と平均値を統計して、以下の表 3-27に示

す。 

 

表 3-27 「狼森」と「注文」におけるオノマトペの誤訳の頻度と平均値  
    

  
オノマトペが正確に

訳されていない（a） 

オノマトペが訳さ

れていない（b） 

オノマトペ以外の言葉が正確に訳

されていない（c） 

理解できると思われる回答（〇）から前項（a,b,c）

の誤訳を引いてからの結果(d) 

狼

森 

頻度の総和 30 0 1 173 
平均値 2.1 0 0.1 12.4 

注

文 

頻度の総和 48 8 2 212 
平均値 2.4 0.4 0.1 10.6 

 

 頻度の総和から明らかなように、「狼森」では、aが最も多い。その次は c、bが「0」を示

している。それに対して、「注文」では、a、b、cという順を示している。つまり、両方とも
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「オノマトペが訳されていない」が遥かに「オノマトペが正確に訳されていない」と「オノ

マトペ以外の言葉が正確に訳されていない」を超えていることが明らかになった。ただ、「狼

森」は 14 語の平均的正確率（つまり、d の正答率の平均）が 12.4%を占めている点では「注

文」（20語の正答率）の 10.6%を少し超えている。 

一方、回答者が理解できない場合に選んだその原因を統計して、表 3-28に示す。 

 

表 3-28 理解できないと答えた原因の頻度とその平均値 

       

オノマトペそのものを

知らない(A) 

オノマトペを含んだ文には分からな

い語が入っている(B) 

オノマトペと共起する語が分か

らない(C) 

オノマトペが表徴する意味が分

からない(D) 

狼

森 

頻度の総和 313 36 81 44 
平均値 22.4 2.6 5.8 3.1 

注

文 

頻度の総和 451 44 113 96 
平均値 22.6 2.2 5.7 4.8 

 

表 3-28に示したとおり、「狼森」と「注文」は頻度の総和と平均値がいずれも同じ順番を

示している。両方とも Aが最も高い。その次は C、D、Bが続いている。つまり、「擬音・擬

態語そのものを知らない」が最も重要な原因で、その後、「擬音・擬態語と共起する語が分

からない」、「オノマトペが表徴する意味が分からない」、「擬音・擬態語を含んだ文には分

からない語が入っている」という原因もあると見られる。  

 

3.4.2.3 考察 

第 1次調査と第 2次調査の結果から見ると、表 3-29に示したように、第 2次調査では理解

できなかったオノマトペの語数が第 1次調査より増えたことが分かった。「注文」の過半数

以上理解できなかったオノマトペの語数は、第 1次調査の 13語から 17語に増え、理解でき

なかった比率の順位も変わったことが明らかになった。第 1次調査では、理解できなかった

比率は主として 60%～69.9%と 70%～79.9%に集中しているのに対して、第 2次調査では、一番

上のクラスの 90%～100%に集まっていることが分かった。「狼森」では、過半数以上理解で

きなかったオノマトペの語数は第 1次調査の 4語から第 2次調査の 12語に増加し、理解でき

なかった比率のランキングも 90%～100%に変わったことが分かった。それゆえ、第 1次調査

で理解できると回答した比率の最も高かった「狼森」は第 2次調査の訳文のチェックによっ

て学習者は本当に理解できていないことを明らかにした。つまり、第 1次調査で学習者が最

も理解できたと思われる「狼森」を本当に理解できているとは言えない。 

 

表 3-29 理解できなかったオノマトペの語数とその比率 

B（×）と回答した 

学生の比率(50%以上) 

注文 狼森 

第 1次調査 第 2次調査 第 1次調査 第 2次調査 

語数（比率（%）） 語数（比率（%）） 語数（比率（%）） 語数（比率（%）） 

90～100 1（5.0） 8（40.0） 2(14.3) 6（42.9） 

80～89.9 1（5.0） 2（10.0） 1(7.1) 2（14.3） 

70～79.9 4（20.0） 4（20.0） 0(0.0) 1（7.1） 

60～69.9 4（20.0） 3（15.0） 1(7.1) 1（7.1） 

50～59.9 3（15.0） 0（0.0） 0(0.0) 2（14.3） 

計 13（65.0） 17（85.0） 4(28.6) 12（85.7） 
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  また、表 3-29に示したように、「注文」と「狼森」では両方とも第 1次調査より第 2次調

査の「理解できていない」比率が高い。そして、その比率が最も高いクラスの 90～100%に集

中していることも明らかになった。特に、第 2次調査を通して、回答者が理解したと思われ

る誤訳のオノマトペの特徴からみると、表 3-26に示したように、誤訳が多かったオノマトペ

（正答率－理解できると思われる比率﹥10%）には「狼森」が 1語（ニヤニヤ）、「注文」が

2語(ハッキリ、ガサガサ)である。 

 

3.4.3 ドラマに現れるオノマトペの理解 

学習者はリスニングの授業や放課後のドラマ鑑賞で日本語のドラマをよく見ている。その

中でオノマトペにたびたび出会えるはずである。そのオノマトペに対して学習者がどのよう

に対応しているのかを考察するために、筆者は大学のマスコミ部から日本語の連続ドラマ 10

本を借りている。この 10本からオノマトペを 10語ぐらいから 50語ぐらいまで抽出した。抽

出したオノマトペを含んだシーンごとのスクリプトを調査表に載せ、2 回調査を行う。第 1

次調査ではそのオノマトペを理解したかどうかを中心に調査を行う。第 2 次調査では、第 1

次調査の結果により理解できたと思われる比率の最も高い方と低い方を対象に追加調査を行

う。 

3.4.3.1 第 1次調査 

 日本語のドラマに現れたオノマトペをどの程度理解できるかを明らかにするために、3年

生の 53名53の学習者を対象に、表 3-30に示す 10 本のドラマに出現するオノマトペに関して

調査を行う。 

表 3-30 ドラマとそれに出現するオノマトペの語数 
見る順番 ドラマ 語数 比率（%） 

1 ①お一人様（TBS、2009） 34 14.5 

2 ②恋の神様（TBS、2000） 14 6.0 

3 ③プロポーズ大作戦（フジテレビ、2007） 24 10.3 

4 ④ラブ シャッフル（TBS、2009） 22 9.4 

5 ⑤HERO（フジテレビ、2000） 47 20.1 

6 ⑥花より団子（TBS、2007） 34 14.5 

7 ⑦池袋ウエストゲートパーク（TBS、2000） 23 9.8 

8 ⑧野ブタをプロデュース（日本テレビ、2005） 16 6.8 

9 ⑨傍聴マニア（日本テレビ、2009） 11 4.7 

10 ⑩流星の絆（TBS、2008） 9 3.8 

計 234（100.0%） 

 

  上記 10本のドラマからオノマトペを含んだ台詞を文字化して、ドラマごとにオノマトペを

含む台詞のリストを作っておく。学習者に同じドラマを見させた後、リストを配って、オノ

マトペを理解した文に「○」を、理解できなかった文に「×」をつけさせる。例として『お

1人様』の 1つを以下に示す。 

青木ちひろ：あ、そういえば、若い男の先生が来たんですって。かっこいいんですか。 

秋山先生：さあ、ああいうの、草食系とかいうのかな。 

青木：最近流行りじゃないですか。 

秋山：私はナヨナヨした男はだめ、それに、10個もしたなのよ、共通の話題なんてない

でしょう？（○） 

青木：いっそ、102個下なら江戸の話でも盛り上がれるものね。 
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 その結果、10本のドラマから延べ 234語のオノマトペを抽出した。集計に際して、オノマ

トペを理解した場合を Aに、理解できなかった場合を Bとした。回収した有効部数が 53部と

なった。その結果は表 3-31のとおりである。表 3-31に示したように、過半数以上理解でき

なかったオノマトペが総計で 144語となり、全体の 61.5%に達している。Bの過半数以上の語

数と比率を表 3-32、表 3-33に示す。 

 

表 3-31 ドラマで理解できなかったオノマトペの語数と比率 

B と回答した学習者の比率（%） 語数・比率（%） B と回答した学習者の比率（%） 語数・比率（%） 

90～99.9 8 3.4 40～49.9 26 11.1 

80～89.9 28 12.0 30～39.9 24 10.3 

70～79.9 55 23.5 20～29.9 12 5.1 

60～69.9 36 15.4 10～19.9 16 6.8 

50～59.9 17 7.3 0～9.9 12 5.1 

計 144 61.5 計 90 38.5 

 

表 3-32 ドラマで過半数以上理解できなかったオノマトペの語数と比率（上位 5位まで） 
Bと回答した学習者

の比率（50%以上） ⑩ ③ ⑥ ② ①  

90～100 1 11.1 2 8.3 0 0.0 2 14.3 1 2.9 

80～89.9 1 11.1 3 12.5 2 5.9 5 35.7 7 20.6 

70～79.9 5 55.6 9 37.5 10 29.4 1 7.1 11 32.4 

60～69.9 1 11.1 2 8.3 11 32.4 2 14.3 4 11.8 

50～59.9 0 0.0 3 12.5 3 8.8 0 0.0 0 0.0 

計 8 88.9 19 79.2 26 76.5 10 71.4 23 67.7 

 

表 3-33 ドラマで過半数以上理解できなかったオノマトペの語数と比率（下位 5位まで） 
B と回答した学習者の比率（50%以上） ④ ⑨ ⑤ ⑧ ⑦ 

90～99.9 1 4.5 0 0 1 2.1 0 0.0 0 0.0 

80～89.9 4 18.2 1 9.1 1 2.1 1 6.3 3 13.0 

70～79.9 3 13.6 4 36.4 8 17.0 3 18.8 1 4.4 

60～69.9 3 13.6 1 9.1 6 12.8 1 6.3 5 21.7 

50～59.9 2 9.1 0 0.0 6 12.8 2 12.5 1 4.4 

計 13 59.1 6 54.6 22 46.8 7 43.8 10 43.5 

 

3.4.3.2 第 2次調査 

 第 1次調査で分かるように、10本のドラマのうち、オノマトペを最も理解できなかったの

は「流星の絆」（以下は「流星」）で、最も理解できたのは「池袋ウエストゲートパーク」

（以下は「池袋」）である。学習者が本当に理解できたか否かを明らかにするために、さら

に、この 2本を中心に、51名の学習者を対象に追加調査を行った。 

 その手順は「流星」と「池袋」をそれぞれ 2週間見させておく。その後、下記の例のよう

なオノマトペを含んだ段落からなる調査表を配って記入するのを課した。 

理解したオノマトペに「○」を入れて、「   」の文を訳すように指示した。例として、

「パンパン」をあげる。 

 じゃおまえもポケットパンパンか。（○）（那么你也兜里鼓鼓的？）←（理解できるな  
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 ら、下線の文の訳文をこのように入れる） 

  理解できなかった場合は「×」をつけるように指示した。その場合、その原因を次の A

～Dの中から選んで記入させた。複数回答は可とした。 

 A 擬音・擬態語そのものを知らない （例：頭をボサボサにしている） 

 B 擬音・擬態語を含んだ文には分からない語が入っている  

    （例：茶碗のいとじきをゴシゴシこすっていた） 

 C 擬音・擬態語と共起する語が分からない （例：ムックリ肥えている） 

 D 擬音・擬態語が表徴する意味が分からない （例：ムッツリ機嫌が悪くなった） 

例は以下のとおりである。 

 じゃおまえもポケットパンパンか。（×）（D） 

調査表を回収し、理解できると思われる「○」の数を集計して、その訳文を確認する。誤

訳からその原因として「オノマトペが正確に訳されていない」（a）、「オノマトペが訳され

ていない」（b）、「オノマトペ以外の言葉が正確に訳されていない」（c）という 3つに分

類する。誤訳を「○」の数から引くと正確に理解したものを dで示す。つまり、○－a－b－c

＝dとする。「×」の数を集計して、その原因も一緒に集計する。 

 調査の結果、回答者が全員理解できたオノマトペは「流星」にも「池袋」にもなかった。

それに対して、全員理解できなかったのは「池袋」が「ウダウダ」という 1例のみである。

その詳細を以下の表 3-34に示す。 

 

表 3-34 「池袋」と「流星」から抽出したオノマトペに対する理解に関する判断の結果 
「池袋」 ○ ○の比率（%） a b c d 正答率（%） 

 
○ ○の比率（%） a b c d 正答率（%） 

ウダウダ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 ドップリ 2 3.9 1 0 0 1 2.0 

ソックリ 27 52.9 5 0 1 21 41.2 ノリノリ 0 0.0 0 0 0 0 0.0 

ラブラブ 10 19.6 4 0 0 6 11.8 イチャイチャ 1 2.0 1 0 0 0 0.0 

パンパン 7 13.7 1 0 0 6 11.8 ガタガタ 8 15.7 3 0 0 5 9.8 

ベタベタ 14 27.5 4 0 0 10 19.6 ウダウダ 2 3.9 0 0 0 2 3.9 

ガッチリ 9 17.6 6 0 0 3 5.9 ノビノビ 4 7.8 3 0 0 1 2.0 

ウロウロ 4 7.8 2 0 0 2 3.9 

        
ラブラブ 10 19.6 0 10 0 0 0.0 

「流星」 〇 〇の比率（%） a b c d 正答率（%） 

モヤモヤ 7 11.8 7 0 0 0 0.0 ビックリ 44 86.3 0 0 0 44 86.3 

ドンドン 12 23.5 7 1 0 4 7.8 テッキリ 7 13.7 3 0 0 4 7.8 

ビビッ 5 9.8 5 0 0 0 0.0 ベッタリ 9 17.6 0 1 0 8 15.7 

ガッカリ 29 56.9 9 0 15 5 9.8 グチャグチャ 2 3.9 0 0 2 0 0.0 

キチン 27 52.9 1 0 0 26 51.0 フワフワ 8 15.7 4 0 0 4 7.8 

ガツガツ 2 3.9 0 0 0 2 3.9 ウスウス 13 25.5 9 0 0 4 7.8 

モテモテ 12 23.5 1 0 0 11 21.6 ネバネバ 5 9.8 0 0 0 5 9.8 

ハアハア 4 7.8 2 0 0 2 3.9 ミエミエ 10 19.6 0 0 0 10 19.6 

ハッキリ 41 80.4 1 4 0 36 70.6 バクバク 18 35.3 10 0 0 8 15.7 

 

  理解できると回答した「○」の訳文をチェックした結果を表 3-34に示す。その誤訳はおお

むね、a、b、cに集中している。その頻度の総和と平均値を統計して、以下の表 3-35に示す。 
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表 3-35 「池袋」と「流星」におけるオノマトペの誤訳の頻度と平均値 
    

  
オノマトペが正確に

訳されていない（a） 

オノマトペが訳され

ていない（b） 

オノマトペ以外の言葉が正

確に訳されていない（c） 

理解できると思われる回答（〇）から前項（a,b,c）

の誤訳を引いてからの結果(d) 

池

袋 

頻度の総和 63 15 16 142 

平均値 2.7 0.7 0.7 6.2 

流

星 

頻度の総和 26 1 2 87 

平均値 2.9 0.1 0.2 9.7 

 

「池袋」も「流星」も、a、c、bという順番を示している。つまり、「オノマトペが訳され

ていない」が最も多く、その後は「オノマトペ以外の言葉が正確に訳されていない」が「オ

ノマトペが正確に訳されていない」より 1つ多かっただけである。しかし、「池袋」は 23語

の平均的正答率（つまり、dの正答率の平均）が 6.17%を占めているのに対し、「流星」の 9

語は 9.7%となっている。いずれも、小説や童話の正答率の平均値より低いことが明らかになっ

た。 

 一方、回答者が理解できない場合に選んだその原因を統計して、表 3-36に示す。 

 

表 3-36 理解できないと答えた原因の頻度とその平均値 

         
 

オノマトペそのものを

知らない(A) 

オノマトペを含んだ文には分か

らない語が入っている(B) 

オノマトペと共起する語が分

からない(C) 

オノマトペが表徴する意味が分

からない(D) 

池

袋 

頻度の総和 722 35 60 69 

平均値 31.4 1.5 2.6 3.0 

流

星 

頻度の総和 277 14 14 21 

平均値 30.8 1.6 1.6 2.3 

 

 表 3-36 に示したとおり、「池袋」は A、D、C、B という順番を示している。つまり、「オ

ノマトペそのものを知らない」が最も高い。その次は、「オノマトペが表徴する意味が分か

らない」、「オノマトペと共起する語が分からない」、「オノマトペを含んだ文には分からな

い語が入っている」が続いている。「流星」も最も高いほうは A で、その次は D、B と C が並

列している。つまり、「オノマトペそのものを知らない」、「オノマトペが表徴する意味が

分からない」、「オノマトペと共起する語が分からない」「オノマトペを含んだ文には分か

らない語が入っている」という順位となっている。  

 

3.4.3.3 考察 

第 1次調査と第 2次調査の結果を比較してみると、表 3-37で分かるように、「流星」の過

半数以上理解できなかったオノマトペの語数は第 2次調査が第 1次調査と同じく 8語である

が、理解できなかった比率のランキングが 70%～79.9%から 90%～100%に変わったことが明ら

かである。「池袋」は第 1次調査の 10語から 21語に増加し、理解できなかった比率が 60%

～69.9%から 90%～100%に集まっていることが分かった。 

 よって、第 2次調査の理解したオノマトペの訳文による再確認を通して、ドラマの台詞に

現れるオノマトペに対する学習者の理解の現状をさらに把握できるようになった。第 1次調

査で理解できると答えた比率の最も高かった「流星」は第 2次調査の訳文の確認によって、

学習者は本当に理解できていないことが明らかになった。つまり、理解できると思われるオ

ノマトペは実際に理解できていないのである。 
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表 3-37 理解できなかったオノマトペの語数とその比率 

B（×）と回答した学習者の比率（50%以上） 

「流星」 「池袋」 

第 1次調査 第 2次調査 第 1次調査 第 2次調査 

語数（比率%） 語数（比率%） 語数（比率%） 語数（比率%） 

90～100 1（11.1） 5（55.6） 0(0.0) 16（69.6） 

80～89.9 1（11.1） 3（33.3） 3(13.0) 3（13.0） 

70～79.9 5（55.6） 0（0.0） 1(4.4) 1（4.3） 

60～69.9 1（11.1） 0（0.0） 5(21.7) 0（0.0） 

50～59.9 0（0.0） 0（0.0） 1(4.4) 1（4.3） 

計 8（88.9） 8（88.9） 10(43.5) 21（91.3） 

 

また、表 3-37に示したように、「流星」と「池袋」の第 1次調査と第 2次調査の結果から

見ると、オノマトペを理解できていないあるいはオノマトペの理解が間違っている比率の最

も高いクラス 90～100%では 2つとも、第 2次調査を通して、回答者が理解したと思われる誤

訳のオノマトペの特徴からみると、表 3-34に示した「池袋」では、誤訳が多かったオノマト

ペ{（正答率－理解できると思われる比率）﹥10%}には擬情オノマトペ（ラブラブ、モヤモヤ、

ガッカリ）、擬感オノマトペ（ビビッ、ハッキリ）、擬態オノマトペ（ソックリ、ドンドン）、

擬容オノマトペ（ガッチリ）が現れた。 

  また、「流星」は、誤訳が多かったオノマトペ{（正答率－理解できると思われる比率）

﹥10%}が擬感オノマトペ（ウスウス、パクパク）である。 

 

3.4.4 オノマトペ理解についての考察 

 以上、3.4.1 から 3.4.3 までは、学習者の小説、童話、ドラマに現れたオノマトペに関す

る調査をそれぞれ 2 回ずつ行った。その結果、第 1 次調査と第 2 次調査は 2 回ともオノマト

ペを理解できていないことを明らかにした。そして、第 2次調査では、回答者が「〇」（理解

した）と回答した訳文のチェックによって、小説、童話、ドラマに現れたオノマトペを訳さ

なかったという誤訳が最も多かったことが分かった。また、誤訳のオノマトペの特徴を考察

すると、「擬情オノマトペ」「擬感オノマトペ」「擬容オノマトペ」「擬態オノマトペ」に集中

していることが興味深い。つまり、「人間」に関わるオノマトペに対する理解度がわりと低かっ

たと見られる。さらに、回答者が「×」（理解できない）と回答した原因を統計で明らかにし

たように、「オノマトペそのものをしらない」が最も重要な原因である。それから、「オノマ

トペが表徴する意味が分からない」「オノマトペと共起する語が分からない」などでも原因と

して考えられる。これらの調査結果を実際のオノマトペの指導に生かすと考えている。 

 

3.5 中国人学習者のオノマトペの運用に関する調査 

 翻訳は学習者にとって難しい科目である。3 年生と 4 年生向けに、それぞれ、日本語を中

国語に訳すと中国語を日本語に訳す授業がある。3 年生の「日訳中」という授業では、オノ

マトペに関する翻訳が設定されていない。そこで筆者はオノマトペを含むトピックを 9 つ用

意した。この 9つのトピックはそれぞれオノマトペを 5語含んでいる。45語のオノマトペに

対して正しく翻訳できるかどうかを調査する。 

3.5.1 翻訳におけるオノマトペの運用 

 学習者はオノマトペを正しく翻訳できるかどうかを明らかにするために、勤務校の 3年生 

の 54名54の学習者を対象に、9つのトピックに含まれたオノマトペを翻訳させた。この 9つ 
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のトピックは「歩く」「見る」「食べる」「言う」「自然」「身体特徴」「病気」「心理状態」「身 

体状態」である55。 

 

①今日は家族みんなでピクニックだ。自分勝手な夫は何も持たないで、スタスタと先を歩い

ていく。長男は景色を楽しみもしないで、テクテクと歩いていく。次男はつまらなそうに

ブラブラ歩いていく。三男はうるさくしすぎてみんなにおこられ、トボトボと歩いていく。

私は水筒やらお弁当やらを全部かかえて、ヨタヨタと歩いていく。もう二度とピクニック

なんて行くものか。 

②今日から授業をすることになった一郎は、キョロキョロしながら廊下を歩いていった。心

は、期待と不安で一杯だった。教室に入ると中 3の生徒が 32人。ジッと睨みつける者、チ

ラチラ見ながらいやな笑い方をする者、頭のてっぺんから足の先までジロジロ見る者、チ

ラッと見ただけでマンガの続きを読み始める者。「ウン、やりがいのあるクラスのようだ。」

一郎は思った。（*中 3：中学 3年生） 

③動物を食べている姿を見るのは、おもしろい。餓えたライオンは、捕らえた獲物をガツガ

ツと貪り食う。駱駝が食べる時は、モグモグと口を動かし、ヤギは紙までムシャムシャ食

べてしまう。育ち盛りの人間もパクパクとよく食べる。モリモリ食べて大きくなるのだ。 

④今日、部長に呼び出されて「きみは仕事中いつもくだらない言葉をベラベラ話している」

とおこられた。部長は 1 時間もぼくにクドクドと説教した。席に戻ると、新入社員の山田

が「先輩はワープロができないそうですね。これから先、困るんじゃないですか。」などと、

僕が気にしていることをズケズケ言う。いやなことを忘れるために飲んで帰ったら遅くなっ

たので、いつも早く帰るよとガミガミ言う妻に、オズオズと「ごめんね」と言ったのだが、

許してもらえなかった。 

⑤太陽の光がサンサンとふりそそぐ日には野山を歩き、雨がシトシト降る日には読書をし、

ドンヨリした日には遠く離れた父母を思う。月がコウコウと照る夜は友と語り合い、雪が

シンシンと降る夜は思いにふける。そんな暮らしをしてみたい。 

⑥お手伝いさんにみがかせて家具はみんなツヤツヤ、毎日いいものを食べて自分の顔もツヤ

ツヤ、水仕事なんてしないから手はスベスベ、それが奥様。あぶらぎっていておでこも頭

もテカテカ、ケチだから着ている服もテカテカ、唯一の生きがいであるボディビルのおか

げで筋肉だけはリュウリュウ、それがご主人様。食事も満足にもらえず、ガリガリなのが

わがはい。わがはいは犬である。名前はまだない。（わがはい：わたし） 

⑦頭がズキズキする。ゆうべ飲みすぎたせいらしい。体がゾクゾクする。ソファで眠ったか

らか。手がヒリヒリする。酔ってコロンで地面に手をついたとき皮がむけたんだな。どう

も胃がムカムカする。腹もチクチクと痛む。もう酒なんか飲みたくない。 

⑧花子は朝起きたときからウキウキしていた。今日の夜は…ああ、考えただけでワクワクし

ちゃう。日が暮れたら、友達といっしょにお祭りに行くのだ。あたりが薄暗くなってくる

と、花子はソワソワし始めた。お母さんに浴衣を着せてもらうと、イソイソと通りに出て

行った。そして、ドキドキしながら皆が来るのを待った。やがて角のところにその陰を見

つけると、花子は下駄の音を響かせて駆けていった。 

⑨その日の朝、連日の手術で、私はクタクタだった。そのうえ、熱もあって、私は、更衣室

でダラダラと白衣に着替えていた。「今日は 1 日中家でゴロゴロしていたかった。そうすれ

ば調子がよくなるのに。」などと考えていると、看護婦が駆け込んできた。交通事故で一刻

を争う患者だという。グズグズしてはいられない。私はヘトヘトの体に鞭打って、手術室

へと急いだ。 

 

上記①～⑨の訳文を取り出すと、以下のとおりである。 

①今天全家人一起去郊游。自顾自的丈夫什么也不拿，一个劲地快步走在前面；老大根本不欣赏风景，不住脚

地朝前走；老二则没趣儿地溜溜达达地跟在后面；老三因过于罗嗦而遭到大家责备，无精打采地走着；我抱
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着所有的水壶啦，饭盒啦等东西步履蹒跚地向前走。什么郊游，下次再也不去了。 

②今天就要开始上课的一郎东瞧西望地走过走廊，心中充满了期待与不安。走进教室，看到 32 位中学 3 年级的

学生坐在那里。对老师，有目不斜视地盯着的；有不时瞥上一眼，做出傻笑的；有毫不客气地从头到脚上下

打量的；有瞟一眼老师就接着看漫画的。“嗯！看来是个蛮有干头儿的班级。”一郎心想。 

③看动物吃东西的样子很有趣。饥饿的狮子大口大口地吞食捕获的猎物；骆驼吃东西的时候，闭着嘴嚼；山羊

甚至连纸都贪婪地大口嚼下去；正值发育期的人吃东西狼吞虎咽。食欲旺盛就会长大。 

④今天我被部长叫去训了一通。“你在工作中总是喋喋不休地讲些无聊的话。”部长竟然罗里啰嗦地训我 1 个

小时。刚一回到坐位上，新职员山田直言不讳地说出了我正担忧的事“听说前辈还不会使用文字处理机呢，

恐怕今后会有麻烦吧！”为了忘掉这些不愉快的事情，我去喝了顿酒。因回家晚了，于是，我战战兢兢地对

总是唠唠叨叨着希望我早点回来的妻子说“对不起！”可是并没有得到她的谅解。 

⑤在阳光灿烂的日子里去野外散步；在淅淅沥沥的雨天展书阅读；在阴霾的日子里思念远方的父母；在月光皎

洁的夜里与朋友谈天；在罗雪纷纷的夜里凝神沉思。我真想过那种日子。 

⑥使唤佣人擦过的家具都是光滑发亮，每天吃好东西，自己的脸色也很红润，从不做洗涤之类的家务，因此手

也是光滑细嫩。这就是我家的女主人。身体肥胖，额头和脑门儿都光溜溜的，因为吝啬，就连身穿的衣服都

磨得发光，托唯一的健身运动的福而使得身强力壮，肌肉发达。这就是我的男主人。食不果腹，骨瘦如柴的

是哥们儿我。我是 1 条狗，还没有名字。 

⑦头一阵阵地抽痛，好像是昨晚酒喝多了。身上阵阵发冷，莫非是在沙发上睡着了的缘故吧。手上火辣辣地疼，

大概是醉酒后跌倒，手碰地面时擦破了皮吧。胃里老觉得恶心，肚子也针扎般地痛。我今后再也不喝酒了。 

⑧花子早晨起床后心里美滋滋的。今天晚上……。啊，只要一想到，就会兴奋不已。天黑后，她将和朋友一起

去参加庙会。天色刚一暗下来，花子就开始心神不定了。请妈妈帮忙穿好夏季的单衣，花子便欢欣雀跃地上

了大街。然后，激动地等待大家的到来。不一会儿，花子发现街角处有大家的身影，就咯哒咯哒地托着木屐

跑上前去。 

⑨那天早上，由于连日的手术我已疲惫不堪，而且还发着烧。我在更衣室磨磨蹭蹭地换上了白大褂。“今天真

想在家好好躺一天，这样身体状况才会复原。”这时，护士跑进来，说是有一个因车祸受伤正急待抢救的患

者。刻不容缓，我鞭策已疲惫不堪的身子急忙赶往手术室。 

 

 上記の 9つのトピックを日本語学習者に毎週 1つずつ訳させて、訳したものから下線のオ

ノマトペに当たる部分を取り出す。その後、参考訳と比較して、相違をまとめる。その結果、

9つのトピックに現れる 45語のオノマトペの訳を参考訳と同じか、あるいは参考訳と同じ意

味を表わす言葉に訳したものを「正しい訳」に、参考訳と違う意味を表わす言葉に訳したも

のを「誤訳」に分けた。詳細は表 3-38、表 3-39、表 3-40のとおりである。 
 

表 3-38 オノマトペ 45語の参考訳と中国人学習者の訳 
トピ

ック 
オノマトペ 参考訳 中国人学習者の正しい訳 誤訳 

歩 

く 

スタスタ 一个劲地 

一个劲地，大步流星，快步，嗖

嗖地，快步如飞，使劲地，噌噌

地，急忙，飞快地 

踢踢踏踏，左顾右盼，连走带跑

地，走走停停 

テクテク 不住脚地 
不住脚地，一步跟着一步，不停

歇地， 

疲惫不堪地，拖拉着，歇会儿，

走几步歇一会儿 

ブラブラ 溜溜达达 溜溜达达，漫无目的地， 没精打采地，东看看西瞅瞅， 

トボトボ 无精打采 无精打采，步履蹒跚，有气无力 
深一脚浅一脚地，蹦蹦跳跳地，

一会儿快一会儿慢 

ヨタヨタ 步履蹒跚 
步履蹒跚，摇摇晃晃，东倒西歪，

踉踉跄跄，蹒跚 

急急忙忙，快马加鞭，一路飞驰，

一路小跑 

見 

る 

キョロキョロ 东瞧西望 
东瞧西望，东张西望，左顾右盼，

四下张望，到处乱看 
转来转去，看来看去，偷偷地看 

ジッ 目不斜视 目不斜视，目不转睛，盯着看 全神贯注，一动不动 

チラチラ 
不时瞟上

一眼 
不时瞟上一眼，一会儿看一眼 

不停地，上下，盯着，怯生生，

小心翼翼 

ジロジロ 毫不客气 毫不客气，目不转睛，盯着看 死乞白赖地，得意洋洋，翻白眼 

チラッ 瞟一眼 
偷看一眼，偶尔看一眼，偶尔瞟

一眼，瞟一眼 

飞快地，忽地，猛地，突然，不

经意，偷偷地 
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食 

べ 

る 

ガツガツ 大口大口 
张开大嘴呼呼地，一口猛跟一口

地，饿狼扑食一样地，大口大口 

呼哧呼哧，胡吃海喝，咔哧咔哧

地 

モグモグ 闭着嘴嚼 闭着嘴嚼 磨磨蹭蹭，毛毛糙糙 

ムシャムシャ 
贪婪地大

口 

贪婪地大口吃，大吃大嚼，三下

五除二般地 

一下一下，客客气气，干干净净，

小口，轻轻地 

パクパク 狼吞虎咽 狼吞虎咽，大吃特吃，大嚼特嚼 一个不剩，横扫 

モリモリ 食欲旺盛 食欲旺盛，食欲惊人 食欲大开，食欲大振 

言 

う 

ベラベラ 喋喋不休 
喋喋不休，夸夸其谈，一个劲地，

说话不停，话痨似地 

吹牛，不务正业，玩忽职守，泡

人 

クドクド 罗里啰嗦 罗里啰嗦，罗里巴索，郁郁道道 经常，不厌其烦 

ズケズケ 直言不讳 
直言不讳，直接，不绕弯子，不

顾情面，毫不客气地 
不顾一切，随心所欲，郁郁寡欢 

オズオズ 战战兢兢 
战战兢兢，哆哆嗦嗦，胆战心惊，

提心吊胆，怯怯地 
自顾自地，讨好地 

自 

然 

サンサン 灿烂 灿烂，明媚 烈日当空，炙热，烤人 

シトシト 淅淅沥沥 
淅淅沥沥，（小雨）静静地，滴

答滴答，滴滴答答 
哗啦哗啦，哗哗啦啦 

ドンヨリ 阴霾 阴霾，阴沉沉，阴呼呼，灰暗 天色豹变，天色不好 

コウコウ 皎洁 皎洁，明亮 昏暗，昏沉 

シンシン 纷纷 纷纷，飘飘洒洒 静静地 

身 

体 

特 

徴 

ツヤツヤ 光滑发亮 光滑发亮，光亮 艳丽，明丽，亮丽 

スベスベ 光滑细嫩 
光滑细嫩，光滑，滑溜溜，滑滑，

溜光水滑 
光溜溜 

テカテカ 光溜溜 光溜溜，油光光，光光，光秃秃 曾亮，溜光水滑，光滑 

テカテカ 磨得发光 磨得发光 光溜溜，油光光，有光泽 

リュウリュウ 肌肉发达 肌肉发达 结实，硬邦邦，软软的 

ガリガリ 骨瘦如柴 骨瘦如柴，皮包骨头，廋骨嶙峋 
硬梆梆，结结实实，精神抖擞，

垂头丧气，闷闷的 

病 

気 

ズキズキ 一阵阵地 一阵阵地，抽痛 
针扎般，忽忽地，裂开似地，昏

沉沉地 

ゾクゾク 阵阵发冷 

阵阵发冷，身上发冷，身上忽冷

忽热，一会儿发热一会儿发冷，

冷一阵热一阵 

燥热，烦躁，心里烦躁，心里不

舒服 

ヒリヒリ 火辣辣地 火辣辣地，刺痛 
火烧火燎，火噜噜的，火热火热

的 

ムカムカ 恶心 
恶心，胃里翻江倒海似地，胃里

不舒服，恶心呕吐 

气不打一处来，气冲冲，气哼哼，

气嘟嘟，气呼呼 

チクチク 针扎般 针扎般，像针一扎一扎似地 抽抽地，一阵阵地，抽搐样的 

心 

理 

状 

態 

ウキウキ 美滋滋 美滋滋，喜滋滋，乐滋滋 七上八下，忽高忽低，飘飘然 

ワクワク 兴奋不已 
兴奋不已，欢欣雀跃，欢天喜地，

心扑通扑通地跳，心里嘣嘣地跳 

兴高采烈，心里乐开了花，喜不

自禁，喜气洋洋 

ソワソワ 欢欣雀跃 
欢欣雀跃，高兴得不知如何是

好，开心得心里美滋滋的 
忽忽悠悠，飘忽不定，心神不定 

イソイソ 心神不定 
心神不定，兴冲冲地，高高兴兴，

乐乐呵呵地 

急急忙忙，慌慌张张，赶忙，急

忙，着急，急切地 

ドキドキ 激动地 
激动地，激动不已，心里七上八

下的，心砰砰地跳个不停 

忐忑不安，心急火燎，心旷神怡，

心神不宁 

身 

体 

状 

クタクタ 疲惫不堪 疲惫不堪，筋疲力尽，乏力 身心俱疲，有气无力 

ダラダラ 磨磨蹭蹭 磨磨蹭蹭，磨蹭，不急不忙 拖拖拉拉，混混沌沌 

ゴロゴロ 好好躺 好好躺在家，好好休息 滚来滚去，躺着不下床，睡不醒 
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態 グズグズしては

いられない 
刻不容缓 

刻不容缓，不能磨蹭，不可不管，

不能拖拉 
不能坐以待毙，不可掉以轻心 

ヘトヘト 疲惫不堪 疲惫不堪，精疲力竭，浑身无力 拖拖拉拉，费劲，心情沉重 

 

表 3-39 誤訳の比率 

誤訳の比率（%） 語数 比率（%） 誤訳の比率（%） 語数 比率（%） 

90～99.9 4 8.9 40～49.9 6 13.3 

80～89.9 4 8.9 30～39.9 3 6.7 

70～79.9 3 6.7 20～29.9 6 13.3 

60～69.9 5 11.1 10～19.9 4 8.9 

50～59.9 9 20.0 0～9.9 1 2.2 

計 25 55.6 計 20 44.4 

 

 

表 3-40 学習者が過半数以上誤訳した語の数とそのオノマトペ 

誤訳の 50%以上の比率（%） 語数 オノマトペ 

90～99.9 4 ガリガリ、テカテカ、パクパク、ドンヨリ 

80～89.9 4 モグモグ、ムシャムシャ、シトシト、ソワソワ 

70～79.9 3 チラッと、チクチク、ヘトヘト 

60～69.9 5 ズキズキ、オズオズ、チラチラ、ヨタヨタ、テクテク 

50～59.9 9 

ジロジロ、ガツガツ、ズケズケ、コウコウ、テカテカ、ゾクゾク、

ヒリヒリ、クタクタ、ダラダラ 

 

 表 3-39 に示した誤訳のオノマトペを表 3-38 に照らし合わせてみると、誤訳の高い比率を

占めているオノマトペは「身体特徴」「病気」というトピックから「自然」「食べる」「歩く」

へ下がっていくという傾向を示している。量的に考察すると、誤訳のオノマトペは主に擬感

オノマトペ（ズキズキ、ゾクゾク、ヒリヒリ、チクチク、クタクタ、ダラダラ、ヘトヘト）

と擬容オノマトペ（ガツガツ、モグモグ、ムシャムシャ、パクパク）から擬態オノマトペ（シ

トシト、ドンヨリ、コウコウ）、擬情オノマトペ（ソワソワ）へ変わっていくという傾向を推

察することができた。 

 

3.5.2 作文におけるオノマトペの運用 

 学習者は日本語で作文を書く場合はほとんどオノマトペを利用しない。その理由を探るた

めに筆者は普段の授業で異なるジャンルの作文の練習を通じて比較検討した。その結果、物

事の性質や機能などを書く「説明文」では、ほとんどオノマトペが使われていなかった。そ

れに対して、エッセイや物語や叙述文などの作文ではオノマトペがたまたま現れたりした。

それゆえ、筆者は学習者の作文におけるオノマトペの運用に関する調査を行った時、オノマ

トペの出やすいタイプのタイトルにした。 

学習者がどの程度オノマトペを正しく使用できるのかを探るために、3 年生の計 67 名56の

学習者を対象に、「忘れがたい人」をテーマに 500字～1000字の作文を課した。辞書を調べ

させずに、オノマトペを自由に書き入れることを指示した。3 日後に作文を回収して、オノ

マトペが含まれる文を全部で 29個抽出した。母語話者 15名に文 1から文 29までのオノマト

ペの使い方が正しいかどうかを判断してもらった。 

 
1．彼女を見たのはその美しく、太陽がかっかと照りつける秋だった。 

2．髪が長くて、眼鏡をかけた彼女はいつも瞳をキラリと光らせた。 

3．彼女はソワソワしていた。 
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4．その人たちの中に、我々にとって特別で、クッキリと記憶に残っている存在もあるであろう。 

5．私たちは高校時代のクラスメートで、同じ寮に住んでいた。彼女はずっと大人っぽくて、シャンとし

ていて、よく私の面倒をみてくれた。 

6．部屋を片付けることの嫌いな私はよく洗い終わった洋服などを気ままにたんすに入れていたが、彼女

はそれらのヨレヨレの服を片付けてくれた。 

7．私は気がクシャクシャしていたとき、やきもきしていたとき、スゴスゴしていたときに、彼女もいつ

も慰めてくれて、おいしいものでも食べることに付き合ってくれたおかげで、胸が早くスッキリす

ることができた。 

8．私は気がクシャクシャしていたとき、ヤキモキしていたとき、スゴスゴしていたときに、彼女もいつ

も慰めてくれて、おいしいものでも食べることに付き合ってくれたおかげで、胸が早くスッキリす

ることができた。 

9．私は気がクシャクシャしていたとき、やきもきしていたとき、スゴスゴしていたときに、彼女もいつ

も慰めてくれて、おいしいものでも食べることに付き合ってくれたおかげで、胸が早くスッキリす

ることができた。 

10．私は気がクシャクシャしていたとき、やきもきしていたとき、スゴスゴしていたときに、彼女もい

つも慰めてくれて、おいしいものでも食べることに付き合ってくれたおかげで、胸が早くスッキリ

することができた。 

11．それだけではなく、勉強などを怠けて、うろちょろして、遊んでばかりいた私によく注意してくれ

た彼女にありがたく思っている。 

12．彼女は怒りっぽくて、何かあったら、すぐカッと頭に来る人で、とても優しい人には見えないが、

そんなサッパリした性格こそ、彼女のキラキラしているところじゃないかと思っている。 

13．彼女は怒りっぽくて、何かあったら、すぐかっと頭に来る人で、とても優しい人には見えないが、

そんなサッパリした性格こそ、彼女のキラキラしているところじゃないかと思っている。 

  （あの人はサッパリしている（5人）） 

14．彼女は怒りっぽくて、何かあったら、すぐかっと頭に来る人で、とても優しい人には見えないが、

そんなサッパリした性格こそ、彼女のキラキラしているところじゃないかと思っている。 

15．中学生のときはあまり勉強しなくて、いつもゴロゴロしているので、劣等性になってしまった。 

16．私は毎日の授業中時々ボンヤリとしていた。 

17．そのうちに、成績はグングン上げる一方だ。 

18．先生がよく言うのは「毎日セッセと努力しなければ何にもできないのだ」「そして、いつもマゴマゴ

しないで、男らしく決断を下すべきだ。」 

19．先生がよく言うのは「毎日セッセと努力しなければ何にもできないのだ」「そして、いつもマゴマゴ

しないで、男らしく決断を下すべきだ。」 

20．テストでいい点数を取って、ウキウキした時、彼女に称賛されたことが私には大きな励みとなった。 

21．昔のあのことはまだハッキリ覚えている。 

  （あの人をハッキリと覚えている（3人）、今もハッキリ覚えている（4人）） 

22．その時、あることで両親とけんかして家を出て、街をブラリと歩いていた。 

23．夜の街には人が少なかったし、雨がパラパラと降り始めたので、気分はさらに悪くなった。 

24．1人で小雨を見て本当に悔しく思って、思わず涙がポツリと落ちた。 

25．ザアザア降りの雨が一層勝手に振舞って私の心を叩いた。 

26．突然、どうしたらよいか分からなかったそんなガッカリした私の前に、王先生が現れてきて、優し

い顔をしていた。わたしはきゅっと胸を締め付けられるように、おんおん声をあげて泣いていた。

（あの人にガッカリした（3人）） 

27．突然、どうしたらよいか分からなかったそんなガッカリした私の前に、王先生が現れてきて、優し

い顔をしていた。わたしはキュッと胸を締め付けられるように、おんおん声をあげて泣いていた。 

28．突然、どうしたらよいか分からなかったそんなガッカリした私の前に、王先生が現れてきて、優し

い顔をしていた。わたしはきゅっと胸を締め付けられるように、オンオン声をあげて泣いていた。 

29．王先生のその胸にジンとくる暖かい言葉とその微笑が今でも忘れられないのである。 

 

  その結果、回収した 56部のうち、2部が 1つもオノマトペを使わなかったため、統計の際、

54部とみなした。母語話者の文法判断で全く問題がなかったのは上記の 3、21、23、27、29

のみで、ほかはチェックに通らなかったことが分かった。つまり、オノマトペの使い方が間

違っていると判定された。「判定した母語話者の人数」（人数）と「当該オノマトペを使用
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した総人数における比率」（比率）を表 3-41に示す。表 3-41から明らかなように、比率が

高い方から順に、文 9、4、1、7、14、19、17、11、13、15となっている。 

 

表 3-41作文に現れたオノマトペの使い方が間違っていると判定した母語話者の人数と比率 

文 人数 比率（%） 文 人数 比率（%） 文 人数 比率（%） 文 人数 比率（%） 

1 11 73.3 9 13 86.7 16 1 6.7 23 0 0.0 

2 5 33.3 10 5 33.3 17 7 46.7 24 3 20.0 

3 0 0.0 11 6 40.0 18 4 26.7 25 1 6.7 

4 12 80.0 12 1 6.7 19 8 53.3 26 1 6.7 

5 4 26.7 13 6 40.0 20 4 26.7 27 0 0.0 

6 5 33.3 14 10 66.7 21 0 0.0 28 3 20.0 

7 10 66.7 15 6 40.0 22 5 33.3 29 0 0.0 

8 2 13.3          

 

表 3-42 間違っているオノマトペの比率と語数 
B と回答した学習者の比率(50%以上) 語数とその比率（%） B と回答した学習者の比率(50%以上) 語数とその比率（%） 

90～99.9 0 0.0 40～49.9 4 13.8 

80～89.9 2 6.9 30～39.9 4 13.8 

70～79.9 1 3.4 20～29.9 5 17.2 

60～69.9 2 6.9 10～19.9 1 3.4 

50～59.9 1 3.4 0 ～9.9 4 13.8 

計 6 20.7 計 18 62.1 

 

オノマトペを間違えて使った文（以下の 1、2、4、5、6、7、11、13、18、19、22、24、25、

26、28）や、オノマトペの文法的な間違いをした文（以下の 8、9、10、12、14、15、16、17、

20）などについて、表 3-43に例を挙げる。 
 

表 3-43 間違ったオノマトペの参考例 

1．太陽がかっかと照りつける ⇒ ジリジリと、かっと、サンサンと、カンカンと 

2．瞳をキラリと光らせた ⇒ キラキラと 

4．クッキリと記憶に残っている ⇒ ハッキリと 

5．彼女はシャンとしていて ⇒ ちゃんと、シッカリ 

6．ヨレヨレの服 ⇒ クシャクシャ、シワシワ、脱ぎっぱなし、（「ヨレヨレ」は古物、何年も着てい

て着古した感じ） 

7．気がクシャクシャしていた ⇒ ムシャクシャ、クサクサ、（「クシャクシャ」は感情的に使わない） 

8．気がやきもきしていたとき ⇒ （「気が」を抜いたほうがいい） 

9．スゴスゴしていたときに ⇒ スゴスゴと～する、スゴスゴとしていた、ションボリしていた 

10．胸が早くスッキリする ⇒ スッキリした 

11．うろちょろして ⇒ チョロチョロ、ウロウロ、フラフラ、（こういう意味、文脈では使わない） 

12．すぐかっと頭に来る ⇒ かっとなる、かっと来る 

13．サッパリした性格 ⇒ 「すぐかっとなる人」が「サッパリした性格」とは言えない 

14．彼女のキラキラしているところ ⇒ 素敵な、輝いている、美しい、良い 

15．いつもゴロゴロしている ⇒ ゴロゴロしていた 

16．ボンヤリとしていた ⇒ ボンヤリしてしまう 

17．グングン上げる ⇒ グングン上がる、グングン伸びる 

18．セッセと努力しなければ ⇒ コツコツ 
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19．マゴマゴしないで ⇒ ウジウジ、グズグズ 

20．ウキウキしたとき ⇒ ウキウキしていた、 

22．街をブラリと歩いていた ⇒ ブラブラと歩いていた、ブラブラしていた、トボトボ、（「ブラリと

歩く」は心が穏やかな感じで散歩するイメージ） 

24．涙がポツリと落ちた ⇒ ポロリと、（「ポツリと」は普通「雨」や「しずく」を表す） 

25．ザアザア降りの雨 ⇒ どしゃぶり 

26．ガッカリした私 ⇒ 落ち込んだ、落ち込んでいた 

28．オンオン声をあげて泣いていた ⇒ ワンワン 

 

表 3-43に示したオノマトペに関する間違いの傾向を見ると、以下のように整理できる。 

  擬態オノマトペ：1、6、17、25 

  擬容オノマトペ：2、5、11、15、18、22、24 

  擬感オノマトペ：4、14、16 

  擬情オノマトペ：7、8、9、10、12、13、19、20、26 

  擬声オノマトペ：28 

量的に見ると、擬情オノマトペと擬容オノマトペには間違いが多かったことが分かった。つ

まり、「人間」に関わるオノマトペが学習者にとって間違いやすいという特徴を表している。

太字になっているのはオノマトペに関連する文法的な間違いを示している。これも明らかな

ように、「人間」に関わる擬情オノマトペ、擬感オノマトペの間違いが多い。 

 

3.5.3 会話におけるオノマトペの運用 

「話す」は日本語学習の四技能の 1 つとして極めて重要視されてきた。そのため、日本語

という専攻のある中国の各大学では、日本語会話という授業科目を設けている。しかし、オ

ノマトペのための日本語会話という授業科目がないので、筆者は 8 つの会話を用意して、オ

ノマトペを誘出するように、会話に入るオノマトペのところにオノマトペの語釈をヒントと

して与えて穴埋めさせる課題を与えた。 

3年生の 70名57の学習者に、「オズオズ」「タラタラ」「ドヤドヤ」「ネチネチ」「ソックリ」

「キッチリ」「ウットリ」「サラリ」という 8個のオノマトペが入っている 8 つの会話を表 3-44

に示すように用意した。会話①～⑧を提示して、会話完成テストを行った。会話完成テスト

には正答のオノマトペの意味を提示し、オノマトペの入る部分を括弧にして、それぞれふさ

わしいオノマトペを想起できる場合、括弧に記入させた。 

 

表 3-44 調査に使う 8つの会話 

（何かをする時、心配したり怖がりながらする様子。） 

甲：さっき山本さんが社長室に（    ）と入っていくのを見たけど、何があったんだろう。 

乙：詳しくは知らないんだけど、社長から直接呼びつけられたらしいよ。何か仕事でミスがあったのかな。 

（液体が少しずつ続けざまにしたたり落ちるさま。） 

甲：昨日の面接試験はどうでしたか。 

乙：外資の会社なので、すべて英語で行われました。かなり細かいことまで聞かれて、うまく答えられな

くて、冷や汗が（    ）流れてきました。 

（大勢の人が一緒に出入りする騒がしい様子。） 

同僚：青木さん、毎日電車通勤は大変でしょう。 

青木：はい、途中の駅で高校生の集団が（    ）乗り込んできて本当にうるさいです。落ち着いて新

聞も読めません。 

同僚：そうですか。最近の高校生のマナーはひどいですからね。 

（性格ややり方がしつこく、アッサリしない様子。） 

同僚：平野さん、なんだかお疲れのようですね。どうしたんですか。 
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平野：夕べ、夫婦喧嘩したんだよ。 

同僚：またですか。原因は何ですか。 

平野：原因は大したことないんだけどね、また 15年も前の俺の浮気を持ち出して（    ）と言うん

だよ。夫婦喧嘩のたびにだよ。もう 15年も前のことで俺でさえよく覚えてないのに。 

同僚：そんなことがあったんですか。でもいくら時間が経っても浮気は消せませんよ。一生（    ）

言われますよ。自業自得ですよ。 

平野：はあ～、本当に困った。 

（1つも残らず、何から何までみんな。） 

甲：先週の日曜日、北九州の小倉にある松本清張記念館に行ってきました。  

乙：推理小説家の大家、松本清張ですね。いかがでしたか。 

甲：すごかったです。東京の自宅から書斎や書庫、応接室まで（    ）移して展示していました。彼

の創作の原点に触れて感動しました。 

（物事がちょうど合っていたり、物事が隙間なく入っている様子。） 

同僚：野村さん、取引先との商談は順調に進みましたか。 

野村：はい、順調に進みました。予定通り（    ）2時間で終わりました。 

（美しいものに気を引かれて、自分を忘れてしまうような状態。） 

甲：昨夜の演奏会はいかがでしたか。 

乙：よかったです。素晴らしい演奏に（    ）と聴き入ってしまいました。 

（人の心がアッサリしていて、物事にこだわらない様子。） 

同僚：中田さん、ほんとうにすみませんでした。 

中田：いいえ、私も言い過ぎました。過去のことは（    ）と水に流して、これからはお互いに仲良

くやりましょう。 

 

 その結果、会話①～⑧の回答を表 3-45、表 3-46に示す。非正答率が遥かに正答率を超え

ているのが明らかである。最も目立つのは③の「ドヤドヤ」である。 

 

表 3-45 会話におけるオノマトペに対する回答とその比率 

会話 A 正答数 正答率（%） B 非正答数 非正答率（%） 

① 8 11.4 62 88.6 

② 20 28.6 50 71.4 

③ 1 1.4 69 98.6 

④ 22 31.4 48 68.6 

⑤ 19 27.1 51 72.9 

⑥ 23 32.9 47 67.1 

⑦ 24 34.3 46 65.7 

⑧ 27 38.6 43 61.4 

 

表 3-46 会話におけるオノマトペの正解とそれ以外のオノマトペ 
会話 正解 中国人学習者の答えに現れた正解以外のオノマトペ 

① オズオズ オロオロ、オドオド、キョロキョロ、チロチロ、バタバタ、イソイソ 

② タラタラ ポタポタ、ハラハラ、チラチラ、ヒラヒラ、ポトポト 

③ ドヤドヤ ワイワイ、サワサワ、ガヤガヤ 

④ ネチネチ ネバネバ、グニャグニャ、ゴチャゴチャ、グチャグチャ、ネトネト 

⑤ ソックリ スッカリ、サッパリ、アッサリ、タップリ 

⑥ キッチリ キチキチ、キチン、シッカリ、ピッタリ、ソックリ、キチッ 
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⑦ ウットリ スッキリ、スッカリ、ウッカリ、サッパリ、ウキウキ、ウズウズ 

⑧ サラリ サッパリ、スッキリ、ハッキリ、シッカリ 

 

 8 個の会話のうち、正解として考えるべきなのは①と⑧は擬情オノマトペ、②、③、④は

擬容オノマトペ、⑤と⑥は擬態オノマトペ、⑦は擬感オノマトペである。 

  正答率から見れば、最も低かったのは③の擬容オノマトペ「ドヤドヤ」である。「ドヤドヤ」

は「大勢の人が一団となって騒がしく出入りするさま」を表す。おそらく、学習者がこのオ

ノマトペを知らなかったため、「騒がしい、騒ぎ立てる」という意味から「大勢がそれぞれ騒

がしくものを言い合うさま」を表す「ワイワイ」と「大勢の人が個々に勝手に話す声が響い

ているさま」を表す「ガヤガヤ」と推測して記入したのだろう。また、そこから形態的に似

ている「サワサワ」を当てはめたと考えられる。残念ながら、「サワサワ」は「騒がしい」や

「騒ぎ立てる」とは逆の意味として、「サッパリと気持ちのよいさま」を表す。その次は①の

「オズオズ」という正解に対して、学習者が類義語の「オロオロ」（「事態に対処できず取り

乱すさま」）と「オドオド」（「不安や恐れで挙動が落ち着かないさま」）を当てはめたのは意

味的に近いからだと考えられるが、「キョロキョロ」「チロチロ」「バタバタ」「イソイソ」と

答えたのは意味的に離れている。さらに、⑤の「ソックリ」は程度を表す意味として、「スッ

カリ」「タップリ」を推測するのも一理がある。しかし、「サッパリ」「アッサリ」と答えたの

はおそらく「サッパリ･･･ない」「アッサリ断る」という「まったく」「全部」という意味から

の推測だろうと思われる。 

 このように、学習者は与えられたオノマトペの意味から正解あるいは正解に近い類義語を

想定するのが多いと見られる。これにより、オノマトペの学習において類義語に関する指導

を行う必要があると思われる。 

3.5.4 考察 

 本節では中国人学習者を対象に、翻訳、作文、会話におけるオノマトペの運用に関する調

査を行った。その結果から分かるように、3つの面においてみな正答率が 50%以下にとどまっ

ていることを明らかにした。まず、翻訳の場合、45 語の平均正答率は 47.8%、平均誤答率は

52.2%である。そのうち、過半数以上の誤訳は 25 語で、全体の 55.6%に達している。誤訳の

高い比率を占めているオノマトペは「体」「病気」というトピックから「自然」「食べる」「歩

く」へ下がっていくという傾向を示している。量的に考察すると、誤訳のオノマトペは主に

擬感オノマトペと擬容オノマトペから擬態オノマトペ、擬情オノマトペへ変わっていくとい

う傾向を推察することができた。 

 また、作文の場合、29 項目のうち、5 項目のみ完全に正解と思われ、正答率は 17.2%にと

どまっている。ほかはオノマトペそのものの間違いや文法的な間違いなどがあると指摘され

ている。量的に見ると、擬情オノマトペと擬容オノマトペには間違いが多かったことが分かっ

た。つまり、「人間」に関わるオノマトペが学習者にとって間違いやすいという特徴を表して

いる。 

さらに、会話における調査の結果では、平均正答率が 25.7%、平均非正答率は 74.3%である。

それに、8つの項目の正答率はみな過半数以下であることも明らかになった。8個の会話のう

ち、正解として考えるべきなのは①と⑧の擬情オノマトペ、②、③、④の擬容オノマトペ、

⑤と⑥の擬態オノマトペ、⑦の擬感オノマトペである。正答率を見て分かるように、最も低

かったのは③の擬容オノマトペ「ドヤドヤ」である。学習者は与えられたオノマトペの意味

から正解あるいは正解に近い類義語を想定するのが多いと見られる。これにより、オノマト

ペの学習において類義語に関する指導を行う必要があると思われる。 

これらの結果から分かるように、オノマトペの運用力がきわめて低いといわざるを得ない。

また、実際の調査に参加した時点の学習者の反応と様子からも分かるように、学習者はオノ

マトペに対して、あまりにも自信がなくて、与えられた質問に躊躇し、窮地に陥ったような
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場面も多かった。これはおそらく「分からない、知らない、できない」に起因すると推測で

きる。このようなことから、オノマトペの学習・習得に働きかけることが極めて重要である。 

3.6 まとめ 

以上、学習者を対象に一連の調査を行うことによって、オノマトペに対する意識とイメー

ジ喚起、また、オノマトペに関する使用実態を明らかにした。 

 まず、オノマトペに対する意識の調査は 2 つの内容に分けて実施した。内容①の学習が難

しく思われる項目の調査では、単純集計の結果から見ると、上位 3 位は「オノマトペ」「複

合動詞」「接続詞」の順である。1位のオノマトペに係わる要因を因子分析によって、3つの

主成分を抽出することができる。成分ごとに正と負の重み、また、値の大きさにより、第 1

主成分を「総合評価」、第 2 主成分を「意味に対する理解と解釈」、第 3 主成分を「用法上の

制約」と解釈することができた。内容②はオノマトペの難点に関する調査で、単純集計では

「に∕と＋する∕なる」「目的語になる」「連体修飾語になる」「連用修飾語になる」「人の心理

状態や痛みなどの感覚を表す」「省略されたオノマトペの復元方法」などが優位を示している。

因子分析の結果、第 1 主成分の解釈は「文末・文中における述語あるいは連体修飾語、連用

修飾語として用いられる用法上の難点」、第 2 主成分は「語形と意味との連合ができない」、

第 3 主成分は「オノマトペが省略される構文の難点」、第 4 主成分は「助詞（と/に）や動詞

（（する/なる）を含める）などの固定した共起語が想定できない」である。 

 それから、オノマトペに対するイメージに関する調査も 2つの内容に分けて行った。1つ

目の個別のオノマトペのイメージ喚起に関する調査では、「ゴロゴロ」と「バラバラ」に対

する学習者と母語話者との対比から分かるように、学習者は母語話者とかなり食い違ってい

る。つまり、学習者は母語話者のように慣習的にオノマトペのイメージを思い浮かべない。

よって、母語話者が喚起したイメージを学習者にトレーニングを重ねることによって記憶に

到達するまで植え付けるという方法しかないと思われる。そのためにイメージ喚起のための

シソーラスを検討する必要がある。また、2つ目の関連性のあるオノマトペに対する調査で

は、正しく演じたオノマトペでも正しく解釈できなかったことが分かった。つまり、オノマ

トペをちゃんと身につけていないといわざるを得ない。この 2つの調査を通して、学習者の

個々のオノマトペと関連性のあるオノマトペに対するイメージ喚起はおおむね間違っている

ことが判明した。つまり、学習者は母語話者のように、オノマトペを理解することができな

かったということを明らかにした。とくに、恋愛の 3つのステップに関連するオノマトペの

解釈がそのイメージ喚起より難しかったことが分かった。どのようにすれば学習者が感じた

内心の感情あるいは五感で捉えた感覚を日本語で表現させることができるようになるかを考

えなればならない。これにより、第 10章で取り上げる教室活動においてオノマトペに関する

イメージの訓練、また、イメージに対する解釈を行う必要があると推察した。 

 また、オノマトペに対する理解に関する調査は小説、童話、ドラマという 3 つのジャンル

に分けて、それぞれ 2 回調査を行った。第 1 次調査の結果、過半数以上理解できなかった語

数は、小説では 324 語で 66.4％、童話では 81 語で 52.6％、ドラマでは 144 語で 61.5%を占

めている。第 2 次調査では、最も理解できたものと最も理解できなかったものを対象に追加

調査を行った。結果から見ると、理解できなかったオノマトペの語数は第 1 次調査より第 2

次調査の方がみな上回った。特に、最も理解できたものの方は増幅が大きい。例えば、小説

の『美しい星』は過半数以上理解できなかった語数が第 1 次調査の 27 語から第 2 次調査の

57語に増え、理解できなかった比率のランキングも 50%～59.9%から 90%～100%に上った。こ

の特徴から、理解できたと思われる学習者の理解は実際本当の意味での理解とはいえない。

これらの第 1 次調査と第 2 次調査から学習者がオノマトペをほとんど理解できていないこと

が分かった。そして、第 2次調査では、回答者が「〇」（理解した）と回答した訳文のチェッ

クを通して、小説、童話、ドラマに現れた誤訳は主としてオノマトペを訳さなかったからで

ある。また、誤訳のオノマトペの特徴を考察すると、「擬情オノマトペ」「擬感オノマトペ」
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「擬容オノマトペ」「擬態オノマトペ」に集中していることが分かった。つまり、「人間」に

関わるオノマトペに対する理解度がかなり低いことが分かった。さらに、回答者が「×」（理

解できない）と回答した原因を統計で明らかにしたように、「オノマトペそのものをしらない」

が最も重要な原因である。それから、「オノマトペが表徴する意味が分からない」「オノマト

ペと共起する語が分からない」なども考えられる。これらの調査結果を実際のオノマトペの

指導に生かすことが望ましい。 

 最後に、オノマトペの運用に関する調査は翻訳、作文、会話完成テストという 3つの形で

実施した。その結果、非正答率はみな 50%を超えていた。翻訳の場合、過半数以上の誤訳は

25語で、全体の 55.6%に上っている。また、作文の場合、正答率の 17.2%に対して、非正答

率の方が 82.8%に達している。さらに、会話における調査の結果では、平均正答率が 25.7%

にとどまっている。調査の結果および調査を実施した時の場面を観察した結果から、オノマ

トペの間違いが多かったことと、オノマトペの質問に対応するには難しさが感じられる。そ

れは主に「人間」に関わるものに集中していることも明らかになった。 

 これらの調査結果をまとめると、学習者はオノマトペそのものを知らない、その意味が分

からない、共起する語も分からないなどの原因で誤用、誤訳、誤答などをたくさん生み出す

ことになったと推察できた。いかにしてオノマトペの応用力をアップすることができるかを

探るには、この一連の調査で浮かび上がった問題点から出発すれば、根本的な問題を解決す

ることができると思われる。それはオノマトペの学習内容を構築することである。これには

オノマトペを理解するための意味上混同しやすい類義語関係のシソーラスとイメージ喚起を

トレーニングするための学習内容が含まれている。そして、この学習内容は「人間」にかか

わるオノマトペを中心とする必要があることが調査によって示唆された。 
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第 4章 中国人学習者に対するオノマトペに関するニーズ分析 

4.1 はじめに 

前章の調査結果から明らかなように、学習者にとってオノマトペはきわめて難しい。オノ

マトペを習得させるために、教師は何をすべきか、何ができるか、どうすればいいかなどを

検討すべきである。その前に、学習者はオノマトペに対してどう思っているのかを明らかに

する必要がある。筆者は 3年生（1クラス）の授業でインタビューしたことがある。その結

果から学習者のオノマトペに対する考えはおおむね次の 3点にまとめられる。1つは学習者

にとってオノマトペが確実に難しい。それから、オノマトペを学びたいというはっきりとし

た願望を持っている学生もいればそうでない学生もいる。もう 1つはオノマトペを学習対象

として教えてほしい学生とそうでない学生がいる。つまり、学習者の中にはオノマトペの難

しさを感じたもののオノマトペを学ぼうとしないあるいは教師に教えてほしいという要望を

示さない学習者がいるのである。これらの学習者にオノマトペの重要性、またオノマトペを

学習する必要性を意識させる必要がある。 

それゆえ、教師の働きかけが必要不可欠である。岡崎・岡崎（1989: 103）によると、「ニー

ズは意識化・自覚化させることができる」「ニーズは学習対象とされる」ものである。前者

は教師が「学習者にニーズを意識化・自覚化させることが可能だ」ということである。つま

り、学習者が気づいていない学習ニーズを「教師の側から掘り起こしてやることが可能であ

る」ということである。また、後者については「実在しているニーズが必ずしも学習対象と

されるとは限らない」ため、「教師側から意図的に意識化させる作業を掘り起こすことによっ

て、学習目標の対象のレベルにまで引き上げることができる」としている。つまり、教師が

できること、やるべきことは具体的に学習者にオノマトペの学習ニーズを意識させることと

そのオノマトペを学習対象とすることである。 

そこで本章は学習者の学習願望やニーズなどを究明するために、予備調査を実施する。そ

のうえで学習ニーズ調査、レディネス調査、学習条件調査など合わせて 8つの調査を行う。

4.2で日本語教育におけるオノマトペの学習ニーズを述べ、4.3でその学習ニーズを具体的に

目的調査、使用場面調査、学習内容調査、学習方法調査という 4つの調査によって明らかに

し、4.4で学習者のオノマトペに関する既習のレディネスと学習過程における伸長可能のレ

ディネスを調査結果で示しながら分析を行い、最後に 4.5でオノマトペに関する学習条件調

査を行い、学習者がオノマトペを学ぶニーズがあるか否か、オノマトペを学習対象としたい

かどうかを考察する。 

4.2 日本語教育におけるオノマトペの学習ニーズ 

中国の日本語教育では、何を学習するかは「高等院校日語専業高年級段階教学大綱」（4

年制大学における日本語専攻の学習者の学習内容を定めたもの）で決まっている。その中で

はオノマトペは 1つの学習項目あるいは 1つの学習内容として扱われていない。また、どの

ように教えるかは各大学のカリキュラムによって異なっている。教科書にオノマトペが出現

しない限り、授業で扱われないのが普通である。たとえ教科書に出現したとしても教師によっ

て対応の仕方も様々である。そこでこのような状況におかれた学習者がオノマトペに対して

学習ニーズがあるかどうか、オノマトペを学習対象として扱ってほしいかどうかなどの問題

を明らかにする必要がある。 

本節は学習ニーズ調査の予備調査として、動詞、形容詞などの 12種の品詞に対して、強化

の必要度が高いもの、また、3.2で明らかにした学習者に難しいと思われる 11項目の難易度

を明らかにするために、3 年生の 98 名の学習者を対象に、2 つの内容に関する調査を行う。

内容①は動詞、形容詞、形容動詞、名詞、代名詞、オノマトペ、数詞、連体詞、感動詞、助

詞、接続詞、助動詞の 12項目に対する強化の必要度を調査する。内容②は複合動詞、感性形

容詞、形容動詞、形式名詞、指示代名詞、オノマトペ、連体詞、接続詞、感動詞、助動詞、

副助詞という 11 項目の習得の困難度を調査する。調査の方法は 23 問を電子質問紙に設定し
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て URL58にアップして保存する。学習者はウェブ上で質問に答え、調査者が最後にデータを集

計する。 

調査結果は以下の表 4-1 と表 4-2 に示すとおりである。表 4-1 で分かるように、オノマト

ペを強化する「必要がある」、「とてもある」、「非常にある」と答えた人数が 77 人、88.5%を

占めている。その次に続くのは接続詞、副助詞、助動詞などである。また、表 4-2 で明らか

なように、オノマトペの習得が「困る」、「とても困る」、「非常に困る」と答えた人数が 76人

で 87.4%に達し、トップになっていることが明らかになった。その次に複合動詞、助動詞、

助詞が続いている。 

 

表 4-1 強化する必要に関する調査結果 

  選択肢 

品詞 

中国人日本語学習者に対する調査結果（人数⁄比率（%）） 

A 

必要ない 

B 

やや必要 

C 

必要ある 

D 

とてもある 

E 

非常にある 
C～E選択肢の総和 

動詞 11⁄12.6 25⁄28.7 30⁄34.5 11⁄12.6 10⁄11.5 51⁄58.6 

形容詞 26⁄29.9 39⁄44.8 18⁄20.7 2⁄2.3 2⁄2.3 22⁄25.3 

形容動詞 24⁄27.6 36⁄41.4 23⁄26.4 4⁄4.6 0⁄0.0 27⁄31.0 

名詞 40⁄46.0 31⁄35.6 12⁄13.8 3⁄3.4 1⁄1.1 16⁄18.3 

代名詞 22⁄25.3 38⁄43.7 23⁄26.4 3⁄3.4 1⁄1.1 27⁄30.9 

数詞 19⁄21.8 26⁄29.9 27⁄31.0 11⁄12.6 4⁄4.6 42⁄48.2 

オノマトペ 0⁄0.0 10⁄11.5 25⁄28.7 26⁄29.9 26⁄29.9 77⁄88.5 

連体詞 7⁄8.0 24⁄27.6 35⁄40.2 17⁄19.5 4⁄4.6 56⁄64.3 

接続詞 2⁄2.3 16⁄18.4 29⁄33.3 28⁄32.2 12⁄13.8 69⁄79.3 

感動詞 15⁄17.2 28⁄32.2 27⁄31.0 13⁄14.9 4⁄4.6 44⁄50.5 

助動詞 7⁄8.0 20⁄23.0 33⁄37.9 24⁄27.6 3⁄3.4 60⁄69.0 

助詞 7⁄8.0 19⁄21.8 35⁄40.2 18⁄20.7 8⁄9.2 61⁄70.1 

 

表 4-2 習得における困難度に関する調査 
  選択肢 

 

項目 

中国人日本語学習者に対する調査結果（人数⁄比率（%）） 

A 

困らない 

B 

やや困る 

C 

困る 

D 

とても困る 

E 

非常に困る 
C～E選択肢の総和 

複合動詞 9⁄10.3 22⁄25.3 28⁄32.2 20⁄23.0 8⁄9.2 56⁄64.4 

感性形容詞 13⁄14.9 43⁄49.4 25⁄28.7 5⁄5.7 1⁄1.1 31⁄35.5 

形容動詞 30⁄34.5 41⁄47.1 11⁄12.6 4⁄4.6 1⁄1.1 16⁄18.3 

形式名詞 31⁄35.6 36⁄41.4 13⁄14.9 5⁄5.7 2⁄2.3 20⁄22.9 

指示代名詞 27⁄31.0 39⁄44.8 15⁄17.2 4⁄4.6 2⁄2.3 21⁄24.1 

オノマトペ 0⁄0.0 11⁄12.6 21⁄24.1 23⁄26.4 32⁄36.8 76⁄87.4 

連体詞 15⁄17.2 37⁄42.5 30⁄34.5 4⁄4.6 1⁄1.1 35⁄40.2 

接続詞 8⁄9.2 27⁄31.0 31⁄35.6 17⁄19.5 4⁄4.6 52⁄59.7 

感動詞 21⁄24.1 37⁄42.5 21⁄24.1 7⁄8.0 1⁄1.1 29⁄33.2 

助動詞 7⁄8.0 37⁄42.5 25⁄28.7 14⁄16.1 4⁄4.6 43⁄59.4 

副助詞 6⁄6.9 32⁄36.8 27⁄31.0 14⁄16.1 8⁄9.2 49⁄56.3 

 

この調査から分かるように、オノマトペを強化する必要がある、あるいはオノマトペの習

得に困っているという学習者の願望が表れている。学習者のオノマトペの強化を求めている

現状に対して、また、オノマトペの学習に困っている現実に直面して、オノマトペを効率よ

く学習させる方法を考えなければならない。よって、本章においてはオノマトペに関する学
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習ニーズ調査、レディネス調査、学習条件調査などを行い、調査の結果に基づいてニーズ分

析を試みる。 

4.3 オノマトペに関する学習ニーズ調査 

ニーズの調査方法として、学習者とのインタビューによる面接質問法と調査表を作成して

記入させる質問紙法を用いる。質問紙法の利点は、日本語教育学会（編）（1991: 24）によ

れば、質問紙法は時間と費用がかからないことと調査対象者に即答の心理的圧力をかけない

こと、つまり「十分に時間が与えられているので、各点について熟考することができ、また、

選択肢質問紙法には求める回答の範囲が選択肢によって設定され、質問と回答の形式が統一

されているので、どの調査対象者からも一様な回答が得られることにした」ことである。そ

れゆえ選択肢質問紙法の利点を生かし、選択肢を設定して調査を行う。 

4.3.1 目的調査 

学習者は何のために、どのようなことをするために、オノマトペを勉強したいのかを明ら

かにするために、2 年連続して 3 年生になったばかりのそれぞれ 53 名と 51 名の学習者を対

象に、オノマトペの学習目的を以下（45）に示す 10項目に分けて、Aから Jまでの選択肢を

黒板に書いて、学生に選ぶように指示した（複数回答可）。 

（45） 

   A日本人と話すため 

   B日本語のドラマや映画を見るため 

   C日本語の小説を読むため 

   D日本語のマンガを読むため 

   E日本語のアニメを見るため 

   F日本語のイーメールやお手紙を書くため 

   G日本語の文章を書くため 

   H日本語のラジオ番組を聞くため 

   I日本文化を理解するため 

   J仕事をするため 

 

1回目の調査結果を表 4-3に示す。比率から見れば、すべて過半数を超えている。そして、

10個の選択肢の中で 5個の選択肢（A、B、F、I、J）は 100%、つまり、被験者全員が選んだ。

一番低いのは G「文章を書くため」で、その次に低いのは D「マンガを読むため」と C「小説

を読むため」である。2回目の結果を表 4-4に示す。1回目と同じ結果となったのは、一番低

いのが「文章を書くため」の G で、その次に低いのが「マンガを読むための」D であるが、

この 2 項目とも 1 回目よりやや高めになっている。1 回目と異なるのは 3 番目に低い選択肢

が「アニメを見るための」E に変わった点である。これも 1 回目より高くなっている。その

かわりに、1回目より 100%に達している選択肢が 2個減少して 3個（A、I、J）にとどまって

いるが、平均比率は 1回目の 93.2%から 2回目の 94.9%に多少上昇している。 

 

表 4-3 オノマトペを学習する目的調査の結果（1回目） 

選択肢 人数 比率（%） 選択肢 人数 比率（%） 

A  53 100.0 F  53 100.0 

B  53 100.0 G  41 77.4 

C  47 88.7 Ｈ  49 92.5 

D  43 81.1 I  53 100.0 

E  49 92.5 J  53 100.0 
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表 4-4 オノマトペを学習する目的調査の結果（2回目） 

選択肢 人数 比率（%） 選択肢 人数 比率（%） 

A  51 100.0 F  49 96.1 

B  50 98.0 G  43 84.3 

C  50 98.0 Ｈ  48 94.1 

D  44 86.3 I  51 100.0 

E  47 92.2 J  51 100.0 

 

 この結果から明らかなように、被験者である日本語専攻の 3 年生は、オノマトペを学習す

る目的が多少違っていても、オノマトペに対して強い学習願望を持っていることには変わり

はないことを表している。上記の調査結果から学習者がオノマトペを学ぶ目的を次の 3 つの

グループにまとめられる。1 つは最も高い比率を示した A・I・J というグループである。こ

のグループは「話す、理解する、仕事する」という要素が含まれるため、「コミュニケーショ

ンを図る」で共通している。もう 1 つは比率の平均値が 90%以上の B・F・C・H・E である。

このクラスは「趣味、技能」に集中している。さらに比率の平均値が 80%～90%を占めた D・G

も「趣味・技能」に当てはまる。このように、学習者のオノマトペ学習目的は「コミュニケー

ション」と「趣味・技能」にあると考えられる。 

4.3.2 使用場面調査 

 学習者がどのような場面で使われるオノマトペを勉強したいと思っているのかを明らかに

するために、53 名と 51 名の学習者を対象に 2 年連続調査を実施した。調査の内容は第 3 章

で実施した習得状況に関する調査結果から、学習者にとって、「人間」にかかわる擬情オノマ

トペ、擬感オノマトペ、擬容オノマトペの理解度と応用力がきわめて低かったことが分かっ

た。また、上記 4.3.1 で行った目的調査からも分かったように、学習者がオノマトペを学習

する目的は「コミュニケーションをはかる」と「趣味・技能に生かす」にあると推察した。

この 2 点に基づいて、大坪（1989）による「事物の状態」の下位分類のうち、人間を中心と

したもの（①人間の音声、②人間の容貌・表情、③人間の体つき、④人間の服装、⑤人間の

行動、⑥人間の性情、⑦人間の内部感覚・感情・情緒）（第 2章の（7）と（8））を参考にし、

以下(46)のように Aから Gまでの 7つの場面を設定した。 

 (46) 
A. 人間の表情、身体特徴などを述べる場面（あの人はいつもニコニコしている、顔にブツブツがで

きた、お腹がポッコリ出ている） 

B. 人間の五感によってできた感覚。例えば、ファッション、洋服、センスなどの着る物について評

価したり感覚を述べたりする場面（このズボンはダブダブしている、ボロボロのワイシャツ、太っ

てワンピースがピチピチだ）、お料理、お食事、レシピなどの食べ物について作り方を話したり食

感を述べたりする場面（フワフワのパンケーキだ、新鮮な大根のシャキシャキ（と）した歯ざわ

り、サクサクと白菜を切る） 

C. 太陽や月や星、雨や雪、風や台風などの自然現象を話したり説明したりする場面（真夏の太陽が

ギラギラと照り付ける、小雨がシトシト降っている、風がビュウビュウ吹いている） 

D. 人間の精神状態、喜怒哀楽などの心理状態を話したり説明したりする場面（勇気がモリモリ（と）

湧く、朝からウキウキしている、子供の初舞台をハラハラしながら見ている、母は 1 人でプリプ

リしている） 

E. 人間の行動や動作などの状態、様子を話したり説明したりする場面（人の後にトボトボ（と）つ

いていく、若いカップルは人の前でイチャイチャしている、最近バタバタしている） 

F. 病状や痛み、つらさなどを述べたり尋ねたりする場面（頭がフラフラしている、心がチクチク（と）

痛む、お腹がシクシクする） 

G. 人間や動物の声、自然界の音、外力によってできた音などを表す場面（犬がワンワンほえている、

彼女がワアワア泣いている、雷がゴロゴロ鳴り出した、トントンという音が響いている） 
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 A は人間の表情、身体特徴、B は人間の五感による感覚、C は話題の中の自然現象、D は人

間の精神状態と心理状態、Eは人間の行動と動作、Fは人間の病状と痛み、Gは声と音につい

ての設定である。A～F は主に擬態語に関連する項目で、G は擬声（音）語に関連するもので

ある。 

  調査の結果を 2回とも表 4-5に示す。1回目の平均比率は 96.8%で場面に使われるオノマト

ペが 100%選ばれている。2 回目も高い比率を示している。平均値は 98%で、A・B・D・E 場面

に使われるオノマトペを全員が選んでいることが分かった。それに、2 回とも「声、音」の

使われる場面 G の比率が最も低い。また、1 回目では、B・D・E・F に A・C が続き、つまり、

「話題の自然現象」が「声・音」よりやや高めで 2 番目に低い比率を占めていることが示さ

れた。2 回目では A・B・D・E に次いで C・F が並列している。すなわち、「話題の自然現象」

と「人間の病状と痛み」が一番低い「声・音」の上に並んでいることが明らかになった。 

  

表 4-5 使用場面調査の結果（1、2回目） 

回数 1回目 2回目 

選択肢 人数 比率（%） 人数 比率（%） 

A 50 94.3 51 100.0 

B 53 100.0 51 100.0 

C 49 92.5 49 96.1 

D 53 100.0 51 100.0 

E 53 100.0 51 100.0 

F 53 100.0 48 96.1 

G 48 90.6 49 94.1 

 

 比率の低いものから見ると、1回目では G・C・Aで、2回目では G・C・Fである。2回とも

G・C が低いことが明らかになった。つまり、「声・音」と「話題の自然現象」がほかの選択

肢より低いということである。これにより、学習者が擬音オノマトペと擬声オノマトペより

擬態オノマトペ、擬容オノマトペ、擬感オノマトペ、擬情オノマトペを応用したいことが明

らかになった。つまり、学習者は人間との関連性の弱い「自然現象」より人間との関連性の

強い「感覚・感性・感情」を表わすオノマトペを使用したいということである。 

4.3.3 学習内容調査 

 3 年生が使用している「高級日本語」という科目の教科書では、オノマトペに関する提示

は日本語の解釈のみである。このようなオノマトペの扱い方に対して、学習者自身がどのよ

うに対応しているか、教師にどのように対応してほしいか、教科書の改善をどのようにして

ほしいか、オノマトペの何を学習したいかなどを明らかにするために、53 名と 51 名の学習

者を対象に調査を行った。調査の内容は以下に示すとおりである。 

 （A）教科書に出現しているオノマトペに対して、あなたはどのように対応しているか。 

① 自分で辞書を調べる。 

② 先生に意味・用法を聞く。 

③ クラスメートに確認する。 

④ 何もしない。 

 （B）教科書に現れたオノマトペを先生にどのように対応してほしいか。 

⑤ 意味や用法などを詳しく説明してほしい。 

⑥ 意味や用法などを簡単に説明してほしい。 

⑦ 宿題として残してほしい。 
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⑧ 何もしないでほしい。 

 （C）教科書の提示の仕方として、どのように改善してほしいか。 

⑨ 日本語の語釈だけでなく、中国の訳もつけてほしい。 

⑩ 意味だけでなく、用法も一緒に提示してほしい。 

⑪ 後続する言葉、つまり、共起する語も明示してほしい。 

⑫ 今のままでかまわない。 

 （D）オノマトペのどういうところを勉強したいか。 

⑬ よく使われている意味、つまり、典型的な意味を勉強したい。 

⑭ 典型的な共起語を意味と一緒に勉強したい。 

⑮ 似たもの、いわゆる類義語も勉強したい。 

⑯ 何も勉強したくない。 

以上の 4 問は選択肢を複数回答可にしている。調査の結果は以下の表 4-6 に示すとおりで

ある。項目（1）の教科書に出現しているオノマトペに対して、学習者はおおむね「なにもし

ない」と回答している。1回目の調査では、「なにもしない」が 54.7%占めているのに対して、

2 回目ではやや下がって 49%になっている。そのほかに、「自分で辞書を調べる」と「先生に

聞く」を合わせて 50%占めている。「クラスメートに確認する」はほとんどない。 

項目（2）では、⑤の「先生に意味や用法などを詳しく説明してほしい」に集中し、1回目

と 2回目ではそれぞれ、70%と 60%以上に達している。その次に⑥の「先生に意味や用法を簡

単に説明してほしい」で、それぞれ、20%近くと 30%以上を占めている。対照的に⑦と⑧は低

く、3.8%と 2%だった。 

項目(3)の教科書の改善に対して、意見が⑨⑩⑪に集中している。そのうち、最も高かった

のは⑪の「共起語を提示してほしい」という選択肢で、1 回目は 96.2%、2 回目は 98%に達し

ている。その次に⑩の「用法も提示してほしい」がそれぞれ 80%と 80%以上となり、⑨の「中

国語訳をつけてほしい」が 60%に上っている。「今のままでかまわない」と答えた人は 1回目

が 1人のみで、2回目は 1人もいなかった。 

さらに、項目（4）で質問した、オノマトペの学習したい面については、⑮⑬⑭が上位 3位

だった。⑮「類義語を勉強したい」が最も高くて、1回目では 98.1%、2回目では⑭と並んで

98%を占めている。⑭「典型的な共起語を意味と一緒に勉強したい」は 1 回目では 94.3%、2

回目では 98%に達している。3位の⑬「プロトタイプ的意味またはそれに近い意味を勉強した

い」は 1回目の 88.7%から 2回目の 92.2%に上った。そして、⑯の「何も勉強したくない」は

2回とも「0%」だった。 

  

表 4-6 学習内容に関する調査結果（1、2回目） 

調査 
（1） （2） （3） （4） 

選択肢 
人

数 
比率（%） 選択肢 

人

数 
比率（%） 選択肢 人数 比率（%） 選択肢 

人

数 
比率（%） 

1回目 

① 11 20.8 ⑤ 39 73.6 ⑨ 35 66.0 ⑬ 47 88.7 

② 16 30.2 ⑥ 10 18.9 ⑩ 44 83.0 ⑭ 50 94.3 

③ 8 15.1 ⑦ 2 3.8 ⑪ 51 96.2 ⑮ 52 98.1 

④ 29 54.7 ⑧ 2 3.8 ⑫ 1 1.9 ⑯ 0 0.0 

2回目 

① 13 25.5 ⑤ 33 64.7 ⑨ 32 62.7 ⑬ 47 92.2 

② 13 25.5 ⑥ 16 31.4 ⑩ 45 88.2 ⑭ 50 98.0 

③ 4 7.8 ⑦ 1 2.0 ⑪ 50 98.0 ⑮ 50 98.0 

④ 25 49.0 ⑧ 1 2.0 ⑫ 0 0.0 ⑯ 0 0.0 
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この調査結果から分かるように、学習者は教科書に出現しているオノマトペを自分では何

もしないかわりに、教師に「意味や用法など」を詳しく説明してほしいと思っている。つま

り、オノマトペの学習を教師に頼っていることが明らかになった。また、教科書で提示する

オノマトペを「共起語、意味・用法、語釈・中国語訳」という形にしてほしい。つまり、使

用されている教科書を改善してほしいということである。さらに、オノマトペの「類義語、

典型的な共起語、典型的な意味」を勉強したいというニーズがある。よって、これらの学習

者のニーズにこたえられるようなオノマトペの学習内容を構築する必要があると推察できた。 

4.3.4 学習方法調査 

オノマトペの学習に関して、どのような教室活動が求められているのかを明らかにするた

めに、2 年間をかけてそれぞれ 53 名と 51 名の学習者を対象に、オノマトペの学習のために

考えられる教室活動として、学習活動、学習形態、学習方法という 3 つの内容に関する調査

を行った。3つの質問にそれぞれ上記の選択肢 A・B・C・Dを与え、その中から自由に選ぶよ

う指示した（複数回答可）。 

 質問①どのような学習活動を望むか。 

  A 文法（共起）の規則を学習したい 

  B 生の（実際に母語話者に使われている）単語を学習したい 

  C 会話のような話すことを中心に学習したい 

  D 作文などの書くことを中心に学習したい 

 質問②どのような学習形態を望む 

  A クラスで 

  B 小グループで 

  C 2人で 

  D 1人で 

 質問③どのような方法でオノマトペを学習したいのか。 

  A 放課後、テレビやラジオで視聴する 

  B 授業で生教材を使う 

  C ゼミで配布資料を使う 

  D 講座で配布資料を使う 

調査の結果、質問①～③の調査結果を表 4-7に示す。2回とも、質問①の比率の降順から A・

B・C に集中している。そのうち、B は 2 回とも 100%選ばれているのが興味深い。そして、2

回とも D が低かった。また、質問②は A に、質問③は B に集中しることが明らかになった。

質問②は 2回とも Dが「0%」だった。質問③は 1回目では Cもすこし高めだった。 

 

表 4-7 学習方法に関する調査結果（1、2回目） 

調査 
① ② ③ 

選択肢 人数 比率（%） 選択肢 人数 比率（%） 選択肢 人数 比率（%） 

1回目 

A 53 100.0 A 42 79.2 A 7 13.2 

B 53 100.0 B 9 17.0 B 49 92.5 

C 50 94.3 C 2 3.8 C 23 43.4 

D 3 5.7 D 0 0.0 D 5 9.4 

2回目 

A 50 98.0 A 49 92.5 A 3 5.7 

B 51 100.0 B 3 5.7 B 46 86.8 

C 49 96.1 C 1 1.9 C 3 5.7 

D 1 2.0 D 0 0.0 D 1 1.9 
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調査結果から分かるように、学習活動において学習者は最も「生の単語」、その次、「文法（共

起）の規則」を学習したいと思っている。また、「作文などの書くこと」より「会話のような

話すこと」を中心に学習したいことが明らかになった。学習形態は少人数より多人数の形が

望まれている。学習方法は授業で生の教材を使って学習したいというように望んでいること

も分かった。 

4.4 オノマトペに関するレディネス調査 

既習のレディネス分析をする前に、既習言語能力調査と既習言語能力試験を行うべきであ

る。「既習言語能力調査はどの程度日本語を習得したか（どのぐらい日本語を習ったか、日

本語でどんなことができるか）などの調査であり、既習言語能力試験、つまりプレイスメン

トテストを行う前の予備調査」（日本語教育学会編、1991: 27）である。この理論に基づい

て、本稿では既習オノマトペ能力調査と既習オノマトペ能力試験を両方とも行うべきである

が、前者についての調査はすでに第 3章で明らかにしたため、ここでは後者のみ扱う。 

この調査では小テストを行う。伊東（2008: 8-9）によれば、テストは大規模テスト（BJ

Ｔビジネス日本語能力テストなど）と小規模テストに分けられる。小規模テストは教室内で

実施され、教育的管理のために行なわれるテストとして、大規模テストのように学習者の人

生に直接影響するようなことはない。また、テストの性質や特徴などによってさまざまな分

類がある中に、到達度テスト（学習者がそれまでオノマトペを学習したかしなかったかに関

わらず、その時点でどのレベルに達しているかを検証するために行なわれるテスト）と熟達

度テスト（学習の最終のチェックとして教えたものがどのぐらい学ばれたかを調べるために

行うテスト）がある（p.10）。 

この分類をふまえて、4.4.1ではオノマトペの今までの既習レディネスを分析するために、

事前テストを実施し、4.4.2で学習過程におけるオノマトペの伸長度に関するレディネスを

分析するために、直後事後テストを行うこととする。伸長度を測定するために、同じ調査対

象者に同じレベルの質問を用意しなければならない。そこで、筆者は『日本語ジャーナル』

を参考に問題集を作成した59。その中から「ABAB」型、「ABッ」型、「ABリ」型、「ABン」型、

「Aッ Bリ」型をそれぞれ 10問取り出して、ランダムに 2通りに分けて、5パターン合わせ

て、事前テスト 25問と直後事後テスト 25問に設定した。 

4.4.1 既習のレディネス分析 

 日本語を 2 年間学習した学習者がオノマトペをどの程度習得できているかを明らかにする

ために、3年生の 53名またその次に 3年生になった 51名の学習者に、同じ内容の 25問を用

いてレディネス調査を行った。25問に答えるにあたって、時間の制限は設けていないが、解

答するとき辞書などで調べないように指示した。調査の内容は以下のとおりである。 

 
  1.彼は万引きしてしまったことを（  ）と父親に話した。 

Aズケズケ  Bクドクド  Cオズオズ  Dガミガミ 

2.赤ちゃんが生まれたとき、親は（  ）大きくなることだけを望むのだが、育つに連れて、さまざま

な欲を持つようになる。 

Aスクスク  Bメキメキ  Cグングン  Dジワジワ 

3.夫が死んで1時間ぐらい経ったころから、（  ）と悲しみが襲ってきた。 

Aスクスク  Bメキメキ  Cグングン  Dジワジワ 

4.その会社の株は（  ）と値を上げてきている。 

Aギリギリ  Bジリジリ  Cスクスク  Dユウユウ 

5.チャンピオンが（  ）勝てると思っていたのに、アッサリ負けてしまった。 

Aドウドウ  Bスレスレ  Cラクラク  Dシブシブ 

6.妻に内緒でほかの女性と(  )と会うなんて、私にはできません。 

Aギクッ   Bチラッ   Cキチッ  Dグイッ 

7.母はソファでうたた寝をしていたけど、玄関のチャイムが鳴ると、(  )と飛び起きた。 

Aガタッ   Bガボッ   Cガバッ  Dジロッ 
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8.誰もいないと思っていた草村から、シカが(  )と立ち上がったので驚いた。 

Aグイッ   Bムスッ   Cグサッ  Dムクッ 

9.一郎は、図書館から借りてきた本や雑誌を(  )とテーブルに置いた。 

Aドサッ   Bドキッ   Cドカッ  Dドテッ 

10.このシャーペンは使いづらいなあ。すぐ芯が(  )と折れる。 

Aボコッ   Bポキッ   Cポトッ  Dボサッ 

11.日本は、海に(  )囲まれているので、いろいろな魚が取れる。 

Aグルリ   Bガラリ   Cズバリ  Dジロリ 

12.山を歩いていたら、木から木の実が 1つ（  ）と落ちた。 

Aズルリ   Bヒラリ   Cポタリ  Dガラリ 

13.父は、出かける娘の服を一度上から下まで（  ）見て、着替えように言った。 

Aキラリ   Bジロリ   Cサラリ  Dポタリ 

14.彼は、一瞬（  ）こちらを見ただけで、何も言わずに出て行った。 

Aチラリ   Bジロリ   Cキラリ  Dガラリ 

15.アニメの主人公は、手足が長く（  ）伸びていて、スタイルがいい。 

Aサラリ   Bチラリ   Cスラリ  Dヒラリ 

16.その女の子は、床に（  ）とお尻をつけて座ったまま、お菓子を食べていた。 

Aチョコン  Bデン    Cペタン  Dシャン 

17.その人形は小さくて、（  ）と手のひらに乗るくらいの大きさだった。 

Aチョコン  Bデン    Cペタン  D シャン 

18.ぼーっとしていたが、冷たい水で顔を洗ったら、目が覚め、気持ちも（  ）とした。 

Aチョコン  Bデン    Cペタン  Dシャン 

19.足を滑らせて、川の中に（  ）と落ちてしまった。 

Aドカン   Bトボン   Cザブン  Dドロン 

20.子どもたちは泳ぐのがうれしくて、次々とプールに（  ）と飛び込んだ。 

Aドカン   Bトボン   Cザブン  Dドロン 

21.寒いので、頭から布団を（  ）かぶって寝ていた。 

Aスッカリ  Bサッパリ  Cタップリ  Dスッポリ 

22.初めて病院に行った子供は、母親のそばに（  ）くっついて離れなかった。 

 Aピッタリ  Bビッシリ  Cスッポリ  Dベッタリ 

23.居間にある本棚には、日本美術の本が隙間なく（  ）並んでいた。 

 Aスッポリ  Bビッシリ  Cピッタリ  Dベッタリ 

24.彼は 1枚のトーストに、びん半分のジャムを（  ）塗って食べる。 

 Aピッタリ  Bビッシリ  Cスッポリ  Dベッタリ 

25.大きなお相撲さんが（  ）座ってしまうと、だれが押しても動かない。 

Aドッカリ  Bユックリ  Cズッシリ  Dギッシリ 

 

 調査の結果、1回目の回答を表 4-8に、2回目の回答を表 4-9に示す。1回目も 2回目も正

解が 100%に達する問題は 1つもなかった。表 4-8から分かるように、1回目の 25問の中で正

答率が非正答率より高くなっている問いは、問 1、問 2、問 5、問 7、問 8、問 10、問 11、問

13、問 15、問 18、問 20、問 22、問 25、合計 13 問である。この 13 問の中で、問 18 と問 1

は正答率が非正答率を大幅に超えている。問 18 は正答率が 77.4%、非正答率が 11.3%である。

問 1 は正答率が 54.7%、非正答率が 26.4%である。他の 11 問は非正答率が正答率と 2%～10%

の差で接近している。つまり、非正答率は正答率よりやや低い比率を占めているものの、正

答率の優勢が目立たない。また、表 4-9 で示したように、2 回目も正答率が非正答率より高

い問題は、問 1、問 7、問 9、問 10、問 11、問 13、問 15、問 18、問 20、問 22、問 23、合計

11問である。1回目の結果と同じく、問 18と問 1は正答率が非正答率より遥かに高いことが

分かった。問 18は正答率が 78.4%、非正答率が 7.8%である。問 1は正答率が 60.8%、非正答

率が 27.5%だった。ほかの 11 問は非正答率より正答率が 4%～12%ぐらい高かったのである。

さらに、表 4-10に示したように、事前テストでは、正答率は 1回目の平均値がわずか 35.4%、

2回目の 35.8%になっている。1 回目と 2回目の正答率をパターンごとに平均的に見れば、「AB

ン」型が 2回とも一番高い比率を占めている。「Aッ Bリ」型が 2回とも一番低くなっている。
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また、「ABAB」型が「ABッ」型と「ABリ」型に次いで 2番目に低いことも明らかになった。 

 

表 4-8 事前テストの 25問の回答（1回目） 
ABAB AB ッ AB リ AB ン A ッ B リ 

問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 
問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 

1 

A 6 11.3 

6 

A 4 7.5 

1

1 

A 21 39.6 

1

6 

A 14 26.4 

2

1 

A 18 34.0 

B 4 7.5 B 21 39.6 B 19 35.8 B 20 37.7 B 2 3.8 

C 29 54.7 C 25 47.2 C 4 7.5 C 16 30.2 C 21 39.6 

D 14 26.4 D 3 5.7 D 9 17.0 D 3 5.7 D 12 22.6 

2 

A 21 39.6 

7 

A 15 28.3 

1

2 

A 5 9.4 

1

7 

A 19 35.8 

2

2 

A 18 34.0 

B 9 17.0 B 17 32.1 B 17 32.1 B 9 17.0 B 13 24.5 

C 19 35.8 C 19 35.8 C 15 28.3 C 21 39.6 C 12 22.6 

D 4 7.5 D 2 3.8 D 16 30.2 D 4 7.5 D 10 18.9 

3 

A 3 5.7 

8 

A 3 5.7 

1

3 

A 8 15.1 

1

8 

A 3 5.7 

2

3 

A 4 7.5 

B 31 58.5 B 17 32.1 B 18 34.0 B 6 11.3 B 19 35.8 

C 11 20.8 C 15 28.3 C 14 26.4 C 3 5.7 C 20 37.7 

D 8 15.1 D 18 34.0 D 13 24.5 D 41 77.4 D 10 18.9 

4 

A 3 5.7 

9 

A 18 34.0 

1

4 

A 16 30.2 

1

9 

A 12 22.6 

2

4 

A 1 1.9 

B 19 35.8 B 2 3.8 B 18 34.0 B 14 26.4 B 16 30.2 

C 2 3.8 C 19 35.8 C 3 5.7 C 17 32.1 C 21 39.6 

D 29 54.7 D 14 26.4 D 16 30.2 D 10 18.9 D 15 28.3 

5 

A 4 7.5 

1

0 

A 13 24.5 

1

5 

A 12 22.6 

2

0 

A 13 24.5 

2

5 

A 19 35.8 

B 17 32.1 B 15 28.3 B 17 32.1 B 12 22.6 B 17 32.1 

C 18 34.0 C 14 26.4 C 21 39.6 C 19 35.8 C 5 9.4 

D 14 26.4 D 11 20.8 D 3 5.7 D 9 17.0 D 12 22.6 

（太字または斜体となっているアルファベットは各問の正解を示す。） 

 

表 4-9 事前テストの 25問の回答（2回目） 

ABAB AB ッ AB リ AB ン A ッ B リ 

問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 
問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 
問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 
問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 

1 

A 2 3.9 

6 

A 2 3.9 

1

1 

A 23 45.1 

1

6 

A 10 19.6 

2

1 

A 14 27.5 

B 4 7.8 B 23 45.1 B 14 27.5 B 21 41.2 B 3 5.9 

C 31 60.8 C 25 49.0 C 4 7.8 C 17 33.3 C 23 45.1 

D 14 27.5 D 1 2.0 D 10 19.6 D 3 5.9 D 11 21.6 

2 

A 14 27.5 

7 

A 13 25.5 

1

2 

A 3 5.9 

1

7 

A 17 33.3 

2

2 

A 15 29.4 

B 12 23.5 B 17 33.3 B 20 39.2 B 9 17.6 B 12 23.5 

C 18 35.3 C 20 39.2 C 15 29.4 C 20 39.2 C 13 25.5 

D 7 13.7 D 1 2.0 D 13 25.5 D 5 9.8 D 11 21.6 

3 

A 3 5.9 

8 

A 4 7.8 

1

3 

A 5 9.8 

1

8 

A 3 5.9 

2

3 

A 6 11.8 

B 27 52.9 B 14 27.5 B 20 39.2 B 4 7.8 B 20 39.2 

C 12 23.5 C 17 33.3 C 14 27.5 C 4 7.8 C 16 31.4 

D 9 17.6 D 16 31.4 D 12 23.5 D 40 78.4 D 9 17.6 

4 

A 2 3.9 

9 

A 20 39.2 

1

4 

A 13 25.5 

1

9 

A 9 17.6 

2

4 

A 2 3.9 

B 15 29.4 B 2 3.9 B 19 37.3 B 16 31.4 B 18 35.3 

C 4 7.8 C 15 29.4 C 5 9.8 C 19 37.3 C 17 33.3 
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D 30 58.8 D 14 27.5 D 14 27.5 D 7 13.7 D 14 27.5 

5 

A 3 5.9 

1

0 

A 10 19.6 

1

5 

A 11 21.6 

2

0 

A 10 19.6 

2

5 

A 17 33.3 

B 19 37.3 B 17 33.3 B 17 33.3 B 13 25.5 B 19 37.3 

C 14 27.5 C 13 25.5 C 22 43.1 C 18 35.3 C 3 5.9 

D 15 29.4 D 11 21.6 D 1 2.0 D 10 19.6 D 12 23.5 

（同上） 

 

表 4-10 正答率の平均値 

回数       パターン ABAB ABッ ABリ ABン Aッ Bリ 平均値 

1回目 35.8 34.3 34.3 41.1 31.3 35.4 

2回目 32.5 37.6 36.5 42.4 30.2 35.8 

平均値 34.2 36 35.4 41.7 30.8 35.6 

 

 調査の結果から分かるように、正答率の低い順からみると、「A ッ B リ」「ABAB」「AB リ」

「ABッ」「ABン」という順位を示している。今後の学習順序と方法を考慮するために、25問

の回答結果に基づいて、フォローアップインタビューを行った。その要点は、以下(47)のよ

うな 5点にまとめることができる。 

(47) 

a. 「ジワジワ」「ガボッ」「ポタリ」「チョコン」「スッポリ」のようなオノマトペに

今まで触れたことがない。教師にもっと生のオノマトペの語彙を教えてほしい。その

語彙とともに、文法、意味、用法、イメージなども含めて強化してほしい。 

b. 「ズケズケ」「クドクド」「ガミガミ」「オズオズ」などの 1つの動作や行為を修飾

する語、つまり、それぞれの場面に用いられるオノマトペ、またそれらの使い分けを

キチンと説明してほしい。 

c. 「ポッカリ」「ガンガン」「グイッ」などと共起する動詞を一緒に習ったら覚えやす

いなど、教える工夫をしてほしい。 

d. 「ズッシリ」「ギッシリ」「ビッシリ」のような中国語訳が同じである類義語みたい

なものを 1つの学習項目として習うなら効果が上がるだろうと推測される。また、逆

に 1つのオノマトペにいくつかの意味を持っている場合もどの意味がどの場面でよく

使われるのかもちゃんと勉強しなければならない。 

e. 問 18の「デン」「シャン」は難しいが、普段からいつも先生から「ピンと背筋を伸ば

しなさい」「シャンと背筋を伸ばして」と言われていることから「まっすぐ」という

意味なのだろうと推測によって、正しく選んだ。また、「デンと座る」「シャンと座

る」もあるが、「Aん」型は数が少ないし、擬音語もあるため、それほど難しく思わ

れない。 

 

これによって、今後の学習方針(48)に留意してオノマトペの指導に取り組もうと考えてい

る。 

(48) 

a. オノマトペの語数を増やすこと。学習者が使っている教科書に出現していない日本人

によく使われているオノマトペを増やす。 

b. オノマトペの共起語を提示する。増やしたオノマトペの共起関係、共起する語をその

オノマトペとセットで提供する。 

c. オノマトペの類義語を概念ごとに体系的に整理して、その使い分けを徹底させる。 

d. オノマトペの多義語からその語のよく使われている意味を抽出して、場面設定によっ

てイメージを植えつけて記憶させる。 
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e. 上記の 5パターンを中心に学習する。「Aん」「Aっ」のようなパターンを学習項目か

ら外すが、出会うたび、説明や解釈を行う。 

4.4.2 学習過程における伸長度に関するレディネス分析 

 オノマトペを学習する過程において、学習者の伸長度を明らかにするために、53 名と 51

名を対象に以下に示す調査を実施した。 

 
  1.戦争中、若者たちは（  ）と戦って死んでいくように教えられた。 

Aドウドウ  Bスレスレ  Cラクラク  Dシブシブ 

2.自然の中で、（  ）と生きている人々を見ると、文明社会に疑問を感じる。 

Aギリギリ  Bナクナク  Cコツコツ  Dユウユウ 

3.(  ）勉強して、頭に入るわけがない。 

Aモクモク  Bイヤイヤ  Cコツコツ  Dギッシリ 

4.彼は（  ）と努力して、ついに大発明をした。 

Aナクナク  Bシブシブ  Cキビキビ  Dコツコツ 

5.犯人は（  ）した生活がいやになり、警察に自首したのだった。 

Aビクビク  Bペコペコ  Cヒソヒソ  Dメソメソ 

6.すごいねえ。台風で木の幹が（  ）と折れちゃったんだね。 

A バキッ   Bバシッ   Cパカッ  Dパクッ 

7.フライドチキンを（  ）と噛んでいるところを写真に撮られた。 

A ガブッ   Bガタッ   Cガボッ  Dガバッ 

8.医者が（  ）と注射を刺した瞬間、赤ちゃんは大声で泣き始めた。 

A チクッ   Bダラッ   Cチラッ  Dチョコッ 

9.彼女の一言は、僕の心にナイフのように（  ）と刺さった。 

Aグイッ   B グサッ   Cグルッ  Dギクッ 

10.メロンを（  ）と切ったら、甘くていい香りが部屋一面に広がった。 

Aスカッ   Bズラッ   C スパッ  Dスクッ 

11.財布握ったまま、（  ）と門口を出た。 

Aズバリ   B スルリ  Cケロリ  Dフラリ 

12.彼は仕事を（  ）とやめてしまった。 

Aスラリ  Bズバリ  C サラリ  Dポカリ 

13.あんなに不幸な目に会ったのに（  ）としている。 

Aグニャリ  B ケロリ  Cフラリ  Dズバリ 

14.この薬はよく効くね、頭痛も（  ）となおってしまう 

Aキラリ   Bサラリ  Cケロリ  Dスラリ 

15.風がものすごくて、持っていた傘が一瞬で（  ）と曲がってしまった。 

A グニャリ  Bサラリ  Cポカリ  Dヒラリ 

16.毎日、ピアノを一生懸命練習したので、去年より、（  ）と上手になったね。 

Aドカン   B ウン   Cガタン  Dシャン 

17.事故で飛行機が遅れたが、ガイドは（  ）に対応して、ホテルを用意した。 

A キビン   Bチョコン Cザブン  Dシャン 

18.戸棚の中で、何か（  ）という音がした。 

Aガタン   Bドカン  Cキョトン  D カタン 

19.帰るのは 10時、玄関を（  ）とあける。 

A ガタン   Bペタン  Cキョトン  Dカタン 

20.「満場一致で推挙されました」という電話に一瞬（  ）とした表情をしている。 

A キョトン  Bグルン  Cガタン  Dカタン 

21.今日は仕事が（  ）あるので、遅くなりそうだ。 

 Aドッシリ   B ドッサリ  Cズッシリ   Dギッシリ 

22.自分の責任を（  ）と感じる。 

 Aドッカリ   Bタップリ   C ズッシリ   Dギッシリ 

23.ダイエットに成功した彼女は、以前より（  ）していた。 

 Aムッチリ   Bポッチャリ   C ホッソリ   Dガッシリ 

24.その男の子は、手足が（   ）していて、Tシャツの袖がきつそうだ。 
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 A ムッチリ   Bホッソリ   Cポッチャリ   Dガッシリ 

25.あの女の子は、色白で、顔が丸くて、（   ）している。 

 Aムッチリ   Bホッソリ   C ポッチャリ  Dガッシリ 

 

 筆者が 2011年と 2012年に担当していた 3年生の 4つのクラスの学生はオノマトペに対し

て意欲的であった。授業でもっと扱う時間を増やしてほしいという要望もあったので、2011

年と 2012年のそれぞれの後期の授業の合間にオノマトペの学習を取り入れた。17週のうち、

事前テストを実施するために第 1週が費やされ、残された 16週 32回の授業のうち、事後テ

ストを行う最後の 32 回目を除いて、31回の授業では毎回 20分程度で、1 項目の 5語～15語

取り上げて説明を行い、復習を宿題とした。次の授業のときに 2、3分復習をしてから新しい

内容に入る、というように計画を立ててオノマトペの学習に実際に取り組んだ。 

  31回分の学習項目（資料 2を参照）は筆者が上記の調査結果をふまえた上で、「人間」「物

事」「自然」という 3つの視点から組み立て、「人間」に関する 152語のオノマトペを「人

間の動作や行為の様子」58語、「人間の身体特徴・状態、物事に対応する態度、表情」47語、

「人間の気持ちや精神状態」47語に下位分類し、「概念」によって 20項目に分けた。「物

事」に関する 61語は「概念」によって、8項目に細分した。「自然」に関する 38語は 3項

目にまとめた。 

 教室活動においては、「人間」に関するオノマトペを「視覚型」に、「物事」と「自然」

に関するものを「説明型」に区分した。「視覚型」は主に TPR（全身反応法）を用いて、そ

の語が他の語と異なる特徴を演じて印象付けさせるのに対して、「説明型」は直接法や文法

翻訳法を施して大量の用例を用いて説明を行って記憶させた。例えば、項目 1「食べる」に

関するオノマトペには、ガツガツ、パクパク、ムシャムシャ、モゴモゴ、モリモリ、ガブッ

とを挙げている。一回性の「ガブッと噛み切る」を除いて、また「口が開かないで食べる」

の「モグモグ」を除くと、ほかはみな口を大きくしてたくさん食べる様子を表わしている。

「ガツガツ」は「甚だしく食べ物などをほしがる様、また、むさぼり食う様」、「パクパク」

は「幾度も口を大きく開閉する様、また、そのようにして盛んに食べる様」、「ムシャムシャ」

は「無作法にほお張って食べる様」、「モリモリ」は「食欲が強烈に湧き出てくる様」に表

わされた意味を表情や動作によって演じてイメージを付けさせる。このように、演じてみる

と「ガツガツ」の「たくさんの食べ物を占有する」点から、「パクパク」の「口の開閉」そ

の動作と、「ムシャムシャ」の「ほお張って食べる」様子と、「モリモリ」の「食欲が出る」

様子と区別できるようになる。 

 毎回の宿題では学習項目のオノマトペ、その共起する語、つまり形態を暗誦させてから、

その意味を動作によってイメージさせ、また、類義語と区別できるように用例を話させた。

必要に応じて絵やアニメなどのリソースを用いて宿題を完成させた。学習したものが定着し

たのか、次の授業の最初に口頭テストを実施することによって確認した。 

  その結果、32回目の授業で直後事後テストを行った。テストの内容は上記の 25問である。

1回目の調査結果を表 4-11、2回目の調査結果を表 4-12に示す。回答の結果から見ると、正

答率が事前テストより上回ったことが明らかである。正答率を表 4-13 に示すと、1 回目も 2

回目も全問 70%以上超えているのが分かった。さらに、表 4-14で明らかなように、正答率の

平均値は 1 回目が 88.9%で、2 回目が 86.6%に達し、事前テストの結果（1 回目の正答率の平

均値がわずか 35.4%と 2回目の 35.8%）より遥かに上回った。各パターンの 2回の平均値を比

較してみれば、正答率がトップとなっているのは事前テストの結果と同じく、「ABン」型で、

その次に「ABッ」型、「Aッ Bリ」型、「ABAB」型、「ABリ」型に変わったのである。 
 

 

表 4-11 事後テストの結果（1回目） 

ABAB AB ッ AB リ AB ン A ッ B リ 
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問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 

1 

A 42 79.3 

6 

A 48 90.8 

1

1 

A 1 1.9 

1

6 

A 0 0.0 

2

1 

A 4 7.6 

B 4 7.6 B 3 5.7 B 41 77.4 B 50 94.3 B 45 84.9 

C 5 9.4 C 1 1.9 C 5 9.4 C 1 1.9 C 1 1.9 

D 2 3.8 D 1 1.9 D 6 11.3 D 2 3.8 D 3 5.7 

2 

A 1 1.9 

7 

A 47 88.7 

1

2 

A 2 3.8 

1

7 

A 50 94.3 

2

2 

A 3 5.7 

B 3 5.7 B 3 5.7 B 4 7.6 B 1 1.9 B 0 0.0 

C 2 3.8 C 2 3.8 C 43 81.1 C 1 1.9 C 49 92.5 

D 47 88.7 D 1 1.9 D 4 7.6 D 1 1.9 D 1 1.9 

3 

A 1 1.9 

8 

A 45 84.9 

1

3 

A 1 1.9 

1

8 

A 1 1.9 

2

3 

A 1 1.9 

B 48 90.6 B 3 5.7 B 48 90.6 B 0 0.0 B 3 5.7 

C 2 3.8 C 3 5.7 C 4 7.6 C 3 5.7 C 48 90.6 

D 2 3.8 D 2 3.8 D 0 0.0 D 49 92.5 D 1 1.9 

4 

A 3 5.7 

9 

A 0 0.0 

1

4 

A 1 1.9 

1

9 

A 48 90.6 

2

4 

A 43 81.1 

B 4 7.6 B 51 96.2 B 8 15.1 B 3 5.7 B 3 5.7 

C 4 7.6 C 1 1.9 C 43 81.1 C 2 3.8 C 3 5.7 

D 42 79.3 D 1 1.9 D 1 1.9 D 0 0.0 D 4 7.6 

5 

A 45 84.9 

1

0 

A 4 7.6 

1

5 

A 47 88.7 

2

0 

A 41 77.4 

2

5 

A 1 1.9 

B 3 5.7 B 6 11.3 B 2 3.8 B 5 9.4 B 4 7.6 

C 5 9.4 C 42 79.3 C 1 1.9 C 7 13.2 C 46 86.8 

D 0 0.0 D 1 1.9 D 3 5.7 D 0 0.0 D 2 3.8 

（太字または斜体となっているアルファベットは各問の正解を示す。） 

 

表 4-12 事後テストの結果（2回目） 

ABAB AB ッ AB リ AB ン A ッ B リ 

問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 
問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 
比率

（%） 

問

い 

選

択

肢 

人数 比率（%） 

1 

A 45 88.2 

6 

A 45 88.2 

1

1 

A 2 3.9 

1

6 

A 1 2.0 

2

1 

A 2 3.9 

B 1 2.0 B 2 3.9 B 44 86.3 B 49 96.1 B 47 92.2 

C 1 2.0 C 3 5.9 C 3 5.9 C 0 0.0 C 1 2.0 

D 4 7.8 D 1 2.0 D 2 3.9 D 1 2.0 D 1 2.0 

2 

A 2 3.9 

7 

A 49 96.1 

1

2 

A 1 2.0 

1

7 

A 46 90.2 

2

2 

A 2 3.9 

B 1 2.0 B 1 2.0 B 2 3.9 B 2 3.9 B 1 2.0 

C 2 3.9 C 0 0.0 C 45 88.2 C 2 3.9 C 45 88.2 

D 46 90.2 D 1 2.0 D 3 5.9 D 1 2.0 D 3 5.9 

3 

A 2 3.9 

8 

A 44 86.3 

1

3 

A 2 3.9 

1

8 

A 1 2.0 

2

3 

A 2 3.9 

B 46 90.2 B 1 2.0 B 47 92.2 B 0 0.0 B 1 2.0 

C 1 2.0 C 3 5.9 C 0 0.0 C 2 3.9 C 44 86.3 

D 2 3.9 D 3 5.9 D 2 3.9 D 48 94.1 D 4 7.8 

4 

A 1 2.0 

9 

A 1 2.0 
1

4 

A 2 3.9 
1

9 

A 45 88.2 
2

4 

A 43 84.3 

B 2 3.9 B 47 92.2 B 2 3.9 B 3 5.9 B 2 3.9 
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C 2 3.9 C 2 3.9 C 45 88.2 C 2 3.9 C 3 5.9 

D 46 90.2 D 1 2.0 D 2 3.9 D 1 2.0 D 3 5.9 

5 

A 44 86.3 

1

0 

A 3 5.9 

1

5 

A 46 90.2 

2

0 

A 41 80.4 

2

5 

A 2 3.9 

B 4 7.8 B 2 3.9 B 1 2.0 B 5 9.8 B 2 3.9 

C 1 2.0 C 43 84.3 C 1 2.0 C 4 7.8 C 44 86.3 

D 2 3.9 D 3 5.9 D 3 5.9 D 1 2.0 D 3 5.9 

（同上） 

 

表 4-13 正答率の分布 

 1回目 2回目 

正答率（%） 人数 比率（%） 人数 比率（%） 

70～79.9 5 20.0 0 0.0 

80～89.9 10 40.0 14 56.0 

90～99.9 10 40.0 11 44.0 

 

表 4-14 正答率の平均値 

回数       パターン ABAB ABッ ABリ ABン Aッ Bリ 平均値 

1回目 89 89.4 89 89.8 87.5 88.9 

2回目 84.5 87.9 83.8 89.8 87.2 86.6 

平均値 86.8 88.7 86.4 89.8 87.3 87.8 

 

調査の結果から明らかなように、事前テストより事後テストの方が正答率が上昇している。

事前テストでは、正答率の平均値は 1回目がわずか 35.4%、2回目が 35.8%にすぎない。それ

に対して、1学期の 31回の指導を通して、非常に上達したことは事後テストで明らかである。

1 回目が 88.9%に達し、事前テストより 53.5%も上回った。また、2 回目が 86.6%となり、事

前テストより 50.8%も上回った。 

 この 2 つのテストから学習者はオノマトペをあまり習得していないこと、また指導を受け

れば習得が進むことが明らかになった。前者は中国にいる学習者が日本語という環境にいな

いため、実際のコミュニケーションではオノマトペに触れる機会が非常に少なくて、オノマ

トペがイメージさせる雰囲気、場面、意味などを体験できないと推測できる。また、後者は

指導を受けることによってオノマトペを理解し、運用能力が向上すると考えられる。これを

実現するためには一定の学習過程と学習期間が欠かせない。そしてこの過程においては、膨

大な量のものを一度に取り上げるより、むしろより実用的、分かりやすいものと視覚や五感

を働かしてイメージできるものから言葉で説明するものへ、過渡的に少しずつ浸透させてい

く方法を用いたほうが効果的である。 

4.5 オノマトペに関する学習条件調査 

4.5.1 学習者自身の学習方法 

 序章で述べたように、学習者は見知らぬオノマトペに出会っても辞書を使って、意味・用

法を調べることはほとんどない。第 3章で、小説、童話、ドラマに出現するオノマトペに対

する理解に関する調査を行った後、オノマトペの学習方法に関してインタビューをした。そ

の結果は以下(45)の 2点にまとめられる。 

(49) 
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a. 教科書に出現するオノマトペに関して、教師が特別説明や解釈などしないので、質問

したりメモに取ったりすることは一切ない。復習も予習もしない。 

b. 小説、童話、ドラマなどに現れるオノマトペが多くて、分からないのも多いが、1つ

ずつ調べるのが大変なので、ほとんど辞書を調べない。たとえ、辞書を調べても、な

かなか覚えられない。そのうちにあきらめてしまう。 

 

そこで、4.4.2で行ったオノマトペ指導を受けた学習者は、ある一定の概念に含まれるオ

ノマトペ、また共起する語の用例と一緒に提示することによって、みな自分なりに学習方法

を見つけることができるようになった。それはおおむね、以下(50)のように整理できる。 

(50) 

a. 概念ごとにオノマトペを暗誦する。例えば、「歩く様子」を表わすオノマトペには「ト

ボトボ」「スタスタ」「テクテク」「ノロノロ」「ヨタヨタ」「ヨロヨロ」などがあり、

これを暗誦する。 

b. 概念ごとにどのオノマトペがどの語と共起するかを暗誦する。例えば、「物事の状態、

速度」を表わすオノマトペには「グングン」「ジワジワ」「ジリジリ」「スクスク」「メ

キメキ」などがある。これらのオノマトペと共起する語のうち、典型的なもののみ

提供する。「グングン＋（近づく、伸びる）」「ジワジワ＋（くる、増える、上がる）」

「ジリジリ＋（進む、後退する）」「スクスク＋（育つ、成長する）」「メキメキ＋（売

り出す、上達する）」。 

c. 概念ごとにどのオノマトペが何を意味するかを用例によって強化する。例えば、「病

状や痛み」を表わすオノマトペには「ガンガン」「キリキリ」「ズキズキ」「チクチク」

「ヒリヒリ」「ゾクゾク」などがある。「頭がガンガンする」「下腹がキリキリ痛む」

「虫歯がズキズキ痛む」「目がチクチクする」「皮膚がヒリヒリする」「熱があるので

背筋がゾクゾクする」を通して、大体どの部位がどのように痛むかを把握できる。

これによって、1つの部位にほかの痛みができても、その痛みの様子がイメージでき

る。例えば、「頭」の痛みから見ると、「ガンガン」のほかに、「キリキリ」「ズキズ

キ」も可能である。「頭がキリキリ痛む」は「下腹がキリキリ痛む」によって、「錐

にもみ込まれるように鋭い痛み」が伝わり、「頭の中で鐘が鳴り響くような痛み」を

表わす「ガンガン」と区別できる。また、「頭がズキズキ痛む」も「虫歯がズキズキ

痛む」によって、「脈打つように連続して痛みが襲う」という意味が伝わる。 

 

学習者はこのように、学習項目に沿って暗誦からスタートして、概念ごとに類義語との区

別をわきまえながら個々のオノマトペの意味・用法を身に付けていくと考えられる。その効

果が 4.4.2の直後事後テストで分かる。よって、学習者が興味を持っている学習項目をより

合理的な量、より体系的な形に整えるのは何より大切なことである。そのように設定された

学習項目を目の前にして、学習者が自分なりに学習スタイルを整え、学習ストラテジーを試

行錯誤していくうちに、自分に一番有効な学習方法を見出し、自律的な学習習慣を身につけ

ていくのではないかと思われる。 

4.5.2 時間的条件 

 学習者（上記調査対象者）がオノマトペの学習のためにどのぐらいの時間を使っているの

かを明らかにするために、2 つの質問をした。質問①は「学校以外で、オノマトペの学習の

ために毎日どのぐらい時間が取れるか」と質問②は「オノマトペの宿題、予習、復習のため

に毎日どのぐらいの時間を使っているか」である。その方法として、事前テスト実施後（2010

年 8 月、2011 年 8 月）と事後テスト実施後（2010 年 12 月、2011 年 12 月）に分けて同じ質

問でそれぞれ 2回アンケート調査を行った。回答は A「ぜんぜんない」、B「1時間ぐらい」、C

「1～2時間ぐらい」、D「2～3時間ぐらい」、E「3時間以上」の 5段階選択である。 
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  調査の結果を表 4-15に示す。事前テスト時点の質問①と②の「ぜんぜんない」がそれぞれ

1位を占めているのに対して、事後テスト時点の「1～2時間ぐらい」がそれぞれトップとなっ

ているのが明らかになった。 

 

表 4-15 時間的条件調査 
  

  

  

事前テスト時点 事後テスト時点 

選択肢 人数 比率（%） 選択肢 人数 比率（%） 

質問① 

1回目 A 30 56.6 A 0 0.0 

 B 19 35.8 B 19 35.8 

 C 3 5.7 C 29 54.7 

 D 1 1.9 D 3 5.7 

 E 0 0.0 E 2 3.8 

2回目 A 29 56.9 A 1 2.0 

 B 16 31.4 B 20 39.2 

 C 4 7.8 C 28 54.9 

 D 2 3.9 D 2 3.9 

 E 0 0.0 E 0 0.0 

質問② 

1回目 A 28 52.8 A 0 0.0 

  B 20 37.7 B 4 7.5 

  C 5 9.4 C 26 49.1 

  D 0 0.0 D 20 37.7 

  E 0 0.0 E 3 5.7 

2回目 A 26 51.0 A 0 0.0 

  B 21 41.2 B 2 3.9 

  C 3 5.9 C 26 51.0 

  D 1 2.0 D 22 43.1 

  E 0 0.0 E 1 2.0 

 

 1 回目と 2 回目は事前テスト時点で調査した結果より事後テスト時点で得られた結果の方

が遥かにオノマトペの学習に時間が費やされることが分かった。毎日、「1～2時間」をオノ

マトペの学習に使えば十分だと思われる。宿題があれば、「2～3時間」を使ってもいい。こ

れは個人差があるため、一概には言えないことである。 

 

4.6 まとめ 

筆者は 2年間にわたって、3年生になったばかりの日本語専攻の学習者を対象にオノマト

ペ学習のニーズに関して調査を行った。その結果から、オノマトペは学習者にとってニーズ

として認識されており、学習対象として教師に扱ってほしいと思われていることが分かった。

「読む・見る」「聞く」というインプットだけでなく、「話す」「書く」のようなアウトプッ

トのためにもオノマトペを学習するニーズがある。 

 目的調査で分かるように、学習者は「日本人と話す」「日本文化を理解する」「仕事をす

る」などの「コミュニケーション」をはかる社会活動ではオノマトペが欠かせない存在だと

いう意識を強く持っている。 

 使用場面調査で明らかなように、学習者が擬音オノマトペと擬声オノマトペより擬態オノ
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マトペや擬容オノマトペなどをもっと学習したいというニーズがある。つまり、「人間の五感

による感覚」「人間の精神状態と心理状態」、「人間の行動と動作」に関連する日常生活の「衣

食住」や「喜怒哀楽」の「感覚・感性・感情」を表す場面に適応するオノマトペを適切に使

用したい願望が現れている。 

 これらを実現するために、学習者は教師に「意味や用法など」を詳しく説明してほしいと

要望している。つまり、オノマトペの学習を教師に頼っていることが分かった。また、教科

書の提示について、「共起語、意味・用法、語釈・中国語訳」をつけてほしいと教えており、

使用されている教科書をそのように改善してほしいという願望を持っている。さらに、オノ

マトペの「類義語、典型的な共起語、典型的な意味」を勉強したいという希望がある。よっ

て、これらの学習者のニーズにこたえられるようなオノマトペの学習内容を構築する必要が

ある。 

学習活動において学習者は最も「生の単語」を、その次に、「文法（共起）の規則」を学習

したいのである。「作文などの書くこと」より「会話のような話すこと」を中心に学習したい

ことを明らかにした。学習形態は少人数より多人数の形が望まれている。学習方法は授業で

生の教材を使って学習したいというように望んでいることも分かった。 

このように、オノマトペの学習はただ辞書や参考書に頼るものではなく、より体系的な教

材や、より合理的な学習方法に基づいてはじめて効果が上がると見られる。このことは、事

前テストと事後テストでも明らかになった。つまり、教室で指導せず個人の学習に任せた場

合は、オノマトペの習得があまり進まない。それに対して教室で指導することによって、同

じ学習者が十分にオノマトペの習得度を上げることができるようになるのである。学習者は

そのようなレディネスを具えているということが明らかになった。 

また、この調査を実施した後に行った、学習者自身の学習方法と学習時間の調査結果から、

学習項目の中で語彙・文法・意味が揃っている方が手をつけやすく、自律的な学習を促すこ

とができる。 

ここまでは学習者のためにどのようなものをどのように学習すれば有効であるかをニーズ

分析で明らかにしたが、今後は、「どのようなもの」を学習すべきか調査によって具体的に

示し、構築した学習内容を「どのように」実際の教室活動に生かせるかを本章の調査結果に

基づいて第 5章から第 10章で検討する。 
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第 2部 学習内容構築のための課題の解決 

第 5章 日本語教育におけるオノマトペの語彙に関する調査 

5.1 はじめに 

第2章で触れたように、これまでの日本語教育におけるオノマトペの問題はおおむね教材、

学習内容、教授法あるいは指導法などに表れている。先行研究では、最も大きな問題点とし

て論じられたのはオノマトペの扱いに関する問題である。例えば、金（1989）によれば中国

の日本語教育においてオノマトペは初級レベルで扱われていない。また、有賀（2007）はオ

ノマトペは語彙学習の中でも優先度が低く、「理解語彙としての位置づけに留まる」(p.68)

と述べている。このようにオノマトペは日本語教育で積極的に取り上げられていないため、

学習・習得が困難である。それは第 3 章の使用実態調査と第 4 章のニーズ調査でも明らかに

した。第 3章では学習者がオノマトペの理解と運用の具体的な状況から、オノマトペの学習・

習得がきわめて困難であることが分かった。また、第 4 章のオノマトペに関するニーズ調査

からも分かるように、実際に学ぶオノマトペが非常に少なく、学習者のニーズを満たすこと

ができない。 

そこで、オノマトペの学習内容を構築するために、複数の資料を用いてオノマトペの主要

パターンを調査し、その上でさらに複数の資料を使ってオノマトペに関する使用頻度と出現

範囲の調査を行い、日本語教育で教えるオノマトペを選定することを試みる。初めに 5.2で、

これまでに日本語教育で教えるオノマトペがどのように選定されてきたかを、その選定の問

題点を示しながら概観する。続く 5.3 で、日本と中国で出版されたオノマトペを専門的に扱

う辞書 8 種を対象にオノマトペの語数に関する調査を行う。次に『暮らしの言葉 擬音・擬

態語辞典』（以下『暮らしの言葉』）、『分類語彙表』、「現代雑誌 200 万字言語調査語彙

表」（以下「現代雑誌」）を用い、これまで論じたパターンのうち、どれが主要パターンで

あるかを調査する。5.4 でさらに、『分類語彙表』、「現代雑誌」、「BTSJ による日本語話

し言葉コーパス」（以下 BTJS）、（旧）日本語能力試験（以下旧 JLPT）、日本で使用されて

いる教科書、中国で使用されている教科書を対象にオノマトペ語彙に関する調査を行う。最

後に 5.5 で、本研究でオノマトペの学習内容を検討するための、日本語教育で教えるオノマ

トペの選定を行い、選定したオノマトペを明示する。 

5.2 従来の日本語教育で教えるオノマトペ語彙の選定 

従来、オノマトペは日本語教育でどのように位置づけられてきたのであろうか。また、日

本語の教育対象としてオノマトペの基本語彙がどのように選定されてきているのか。本節で

は日本語教育の視点からオノマトペの位置づけと基本語彙の選定を概観する。 

日本語を学ぶ際に、オノマトペは学習・習得が困難であると頻繁に指摘されている（玉村

1989: 1-12、金 1989: 83-98）。一方、三上（2007: 103）によると、日本語教育の初級・中

級段階においてオノマトペの使用頻度と重要性に見合った扱いと指導がされていない。また、

渡邊（1997: 23-31）はオノマトペの語彙教育が不足していると述べ、12種類の初級用テキ

ストと 9種類の中級用テキストに扱われているオノマトペに関する調査結果に基づいて、レ

ベルごとに教えるべきオノマトペの形も数も語彙教育としての対応ぶりも、共通の理解を得

られず、オノマトペ教育の「ガイドラインも出来あがっていない」（渡邊 1997: 29）と指摘

しており、オノマトペが語彙教育において疎かにされていることを最も強調している。その

原因は、おそらくオノマトペが言語研究や言語学習の対象として重要視されておらず、「日

本語だけでなく他の言語においても、もっとも遅れている研究分野の 1つである」（田守・

スコウラップ 1999: 1）ということに起因しているだろうと推察できる。 
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これまでの日本語教育において、オノマトペに関する語彙の選定が行われてきた。その代

表的な研究としては玉村（1989）、坂口（1995）、加藤（1999）、三上（2007）が挙げられ

る。 

玉村（1989: 1-12）は、『日本語教育のための基本語彙調査』（国立国語研究所報告 78、

1984年、秀英出版）と『現代雑誌 910種類の国語用字（1）総記および語彙表』（国立国語

研究所報告 21、1963年、秀英出版）を基にオノマトペの使用頻度によって、日本語教育にお

いて取り上げられるべき「最重要語」と「重要語」を選出した。「最重要語」は「第 1次集

計資料――2千語」における得点 25以上の上位 18語である。「重要語」は得点 10から 24

までの 42語である。それぞれ、下記のとおりである。 
 

［最重要語］（18語） 

ちょうど ユックリ きっと ハッキリ もっと ずっと ちょっと ビックリ  

やっと スッカリ ようやく キチンと シッカリ ボンヤリ ちゃんと ちっとも 

ガッカリ ニコニコ 

［重要語］（42語） 

バラバラ あべこべ ソックリ サッパリ ピッタリ サッサと ドンドン ドッと 

ズルズル パッと  フと   ジッと  フラフラ ドキドキ グルッと スラスラ 

つい   でこぼこ ズラリ  ソロソロ ウンと  タップリ ぎっくり ザッと 

ウッカリ ハッと  ぎょっと グッスリ スッキリ ホッと  イライラ キッパリ 

ペラペラ コッソリ マゴマゴ グズグズ 

玉村（1989: 10） 

 

しかし、これに対しては、通常程度副詞や陳述副詞と呼ばれる語が含まれているのではな

いかといった疑問を提示する研究者も少なくない（俞 1999、坪根 2001、越智 2005、三上 2007、

陳 2007）。 

また、坂口（1995: 26-49）は日本語教育と国語教育双方の語彙教育におけるオノマトペの

学習のあり方を探るために、国語科教科書 2種と日本語教科書 9種のテキストの中に見られ

る全オノマトペを用例とともに収集し、その用例を形態、修飾関係、用法などの観点から分

類・整理している。また、次の 5つの課題について考察を加えている。 

 

A 国語科教科書の用例を採集することで、現在の国語科教育において、学習しておかな

ければならないと考えられる語彙の選択。 

B 表現の学習の上に役立つようなオノマトペの提示。 

C オノマトペを作る上で、様々なバリエーションを生む、基本になる形の選出。 

D 形・意味の上で基本と考えられる、日本語教育において教えるべき、オノマトペとそ

の用例の選出。 

E 日本語教育のための語彙選択。 

坂口（1995: 48） 

 

坂口はこれらの課題を考察した後、語彙資料から同類語の多い語彙、国語科教科書から頻

度の高い語彙、普遍性の高い語彙を合わせて 104語選出している。そのうち、ABAB型は 42

語、Aッ Bリ型は 22 語、Aっ型は 15語、ABリ型は 6語、Aん型は 5語、AB ッ型は 4語、AB

ン型は 3語、A ん B り型は 2語、ほかに AB型、Aーん型、Aっ B型、ABCB型、Aっ A型それぞ

れ 1語となっている。これらの語に用例を 1つから 20数個までそれぞれ付け加えている。 

また、加藤（1999: 1-9）は『日本語教育のための基本語彙調査』（国立国語研究所報告 78、

1984年、秀英出版）で選定された「基本語 6千」（6880項目、6060語）に含まれるオノマト

ペを意味分野別に 72 項目 60 語に絞る。加藤は、学習者が初級レベルの早い段階からオノマ

トペを計画的に導入することと習得することを可能にするために、オノマトペ辞典 3 冊の見

出し語 1001 語を基に、それぞれの語を 12 部の参考資料と照らし合わせて、使用回数の得点
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をつけた。点数が高いほど基本度が高いと考えられ、得点が一番高い 19 点から 7 点までの

121語（全体の約 12%）を列挙している。そのうち、ABAB型は 80語、Aッ Bリ型は 23語、Aっ

型は 10 語、Aん B り型は 3 語、A っ A 型は 2語、ほかに Aん型、ABン型、ABら AB ら型それ

ぞれ 1語となっている。この中に「いろいろ」「ときどき」「たびたび」「たまたま」「ちっ（と

も）」という副詞や、「あっ」のような間投詞なども選ばれている点では本稿の趣旨とは異な

る。 

さらに、三上（2007: 225-260）は日本語教育で教えるオノマトペの学習・指導を積極的に

支援するために、中級までの基本的なオノマトペを選定している。基本語彙先行研究 8 種の

文献を用いてそのうち 3種以上の文献に選定されている 87語を「日本語教育におけるオノマ

トペ」の原案として選出し、新聞や雑誌、シナリオ集、漫画等の一般言語資料における使用

状況も参考にしながら語の取捨選択の基準を以下のように決めている。 

 

① 初級後期から中級において学習・指導することが可能であるか、すなわち意味や用

法の習得が比較的容易であるか 

② 母語話者の言語生活における使用頻度が高く、学習者が、各種印刷媒体、メディア

等において遭遇する可能性が高いか 

③ 基本的な動詞・形容詞・名詞と共起し、比較的やさしい文型・文脈において用いる

ことができるか 

④ 学習者がそのオノマトペを習得して実際に使う機会が多くあるか 

                             三上（2007: 257-258 ） 

上記の基準に基づいて、原案の 87語からさらに 17語を切り捨て、以下にあげる 70語を「基

本オノマトペ」の試案として提示している。 

 
  アッサリ イライラ ウッカリ ウロウロ ウンザリ ガタガタ ガッカリ ガヤガヤ カラカラ 

ガンガン キチンと ギッシリ キラキラ ギリギリ グッスリ グッと  クルクル グルグル 

ゲラゲラ コッソリ ゴロゴロ ザアザア サッサと サッと  ザッと  サッパリ サラサラ 

シッカリ ジックリ ジッと  ジロジロ スッカリ スッキリ スッと  スラスラ ズラリ 

ソックリ ソッと  ソロソロ ゾロゾロ タップリ チャンと ドキドキ ドッと  ドンドン 

ニコニコ ノロノロ ノンビリ バタバタ ハッキリ バッタリ ハッと  パッと  ハラハラ 

バラバラ ピカピカ ビックリ ピッタリ フと   フラフラ ブラブラ ブルブル ペコペコ 

ペラペラ ボウッと ホッと  ボンヤリ ユックリ ワクワク メチャクチャ  

 三上（2007: 259） 

 

ここまで述べてきたように、従来のオノマトペの基本語彙の選定のために、有益な調査と

考察が行なわれてきた結果、オノマトペはようやく実際の教育と結びつくようになった。し

かし、初級・中級学習者向けに選定された基本オノマトペ 60語や 70語は重要な位置づけに

ある一方、オノマトペ教育あるいはオノマトペ学習を体系的に推し進めることには限界があ

るといわざるを得ない。なぜならば、これまでの選定をよく吟味すると、2つの問題点があ

るからである。まず、初級と中級における優先的に扱うべきオノマトペに触れられていたが、

上級において優先的に学習すべきオノマトペが選定されていない。また、初級用と中級用に

選定されているオノマトペの語数も限られている。そこで、オノマトペの学習内容と指導プ

ロセスを構築するために、オノマトペの主要パターンおよび主要パターンの語彙に関する調

査を行う。それを次節から検討する。 

5.3 オノマトペの語数および主要パターンに関する調査 

先行研究で触れたとおり、日本語は世界でも有数の豊富なオノマトペを持つ言語の 1 つで

ある。そして、日本語のオノマトペには様々な形態的特徴がある。これまでに形態素を基準

にオノマトペを拍の数によってそれぞれ 48 通りと 18 通りに分類した天沼（1974）や金田一
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（1978）、形態素と音韻的特徴による「音をつめる（コロ→コロッ）」「音をはねる（コロ→コ

ロン）」などの 8 通りに分類した秋元（2002）、音韻的特徴からオノマトペを 1 モーラないし

2 モーラによって大きく 7 通りに分類している田守・スコウラップ（1993）などがある。し

かし、これほど数多くの分類の中でどういうパターンの語数が多いか、語数と語形による主

要パターンに関する調査が見当たらなかったため、次の 2 つの調査を行う。1 つは専門的に

オノマトペを扱う複数の辞書におけるオノマトペの語数の調査である。もう 1 つは数種の言

語資料を用いてオノマトペのパターンごとの語数を調査し、主要パターンを抽出するという

調査である。 

5.3.1 オノマトペの語数に関する調査 

 日本語のオノマトペが豊かであると言いつつも具体的にどのぐらいの量を有しているかを

明らかにするために、本稿は専門的にオノマトペを扱う日本と中国で出版している以下 8種

のオノマトペ辞書を対象にオノマトペの語数を調査する。 

 
①浅野鶴子（1978）『擬音語・擬態語辞典』角川書店 

②阿刀田稔子・星野和子（1993）『擬音語擬態語使い方辞典』角川書店 

③天沼寧（1974）『擬音語・擬態語辞典』東京堂出版 

④小野正弘（2007）『日本語オノマトペ辞典』小学館 

⑤飛田良文・浅田秀子（2002）『現代擬音語擬態語用法辞典』東京堂出版 

⑥山口仲美（2003）『暮らしの言葉 擬音・擬態語辞典』講談社 

⑦近野中・毛利欣・劉青然・陳岩（1996）『日语拟声词、拟态词例解词典』商務印書館 

    ⑧曹金波（2008）『標準日本語擬声語・擬態語』大連理工大学出版社 

 

 その結果、下記の表 5-1に示したように、収録している語数は多い方が約 5000語（『日本

語オノマトペ辞典』）、少ない方は約 800語（『標準日本語オノマトペ』）あるが、日本で出

版されている①から⑥まではみな千語を超えている。平均的に見れば、1800語ぐらいである。

このように数多くのオノマトペはどのパターンに集中しているかを次節で調査する。 

 

表 5-1 オノマトペの辞書に収録しているオノマトペの語数 

辞書 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 平均 

語数 1648 1640 1565 4975 1464 1380 791 782 1860 

 

5.3.2 オノマトペの主要パターンに関する調査 
 5.3.1でオノマトペの語数に関する調査の結果から分かるように、オノマトペを専門的に

取り扱う辞書によって扱う語数もかなりある。これだけの数を有するオノマトペではどうい

うパターンが主流であるか、その主要パターンは何種類に絞られるかについて、3種の言語

資料を対象に調査を行う。主要パターンの調査に用いる辞書として上記 8種から⑥の『暮ら

しの言葉』を取る。『暮らしの言葉』は扱われた用例が豊富に収載され、実際の用法も平易

に紹介されており、また、最も本研究に必要とする「類義語」欄および参考欄が設けられ、

微妙な意味の違いが分かりやすく解説されているからである。調査の対象は以下の 3つであ

る。 

 

① 山口仲美(編)（2003）『暮らしの言葉 擬音・擬態語辞典』講談社 

② 国立国語研究所資料集 14『分類語彙表―増補改訂版―』（大日本図書刊、2004）（『分

類語彙表』） 

③ 「現代雑誌 200万字言語調査語彙表」（公開版（ver.1.0）（国立国語研究所、2006））

（「現代雑誌」） 
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 上記の資料①～③を用いて、パターンごとにオノマトペの語数を調査し、主要パターンを

抽出する。なお、語形により「にこにこ（ニコニコ）」なら ABAB型、「にっこり（ニッコリ）」

なら Aッ Bり型、「にこっ（ニコッ）」なら ABッ型、「にこり（ニコリ）」なら ABリ型、「どき

ん（ドキン）」なら AB ン型と記す。 

  その結果、オノマトペは ABAB 型、Aッ B リ型、AB ッ型、ABリ型、ABン型という 5 パター

ンに最も集中していることが分かった。その詳細は以下の表 5-2に示すとおりである。 

 

表 5-2 5パターンの語数とオノマトペの総語数を占める比率 

資料 ABAB Aッ Bリ ABッ ABリ ABン 合計/比率（%） 

① 500 138 128 97 95 958/69.4 

② 415 99 99 66 51 730/80.2 

③ 214 66 47 31 26 384/89.7 

 

表 5-2 から明らかなように、資料①～③では、5 パターンの比率は高い順から③、②、①で

ある。最も高い「現代雑誌」の 89.7%から最も低い『暮らしの言葉』の 69.4%まで分布してい

ることが分かった。 

上記の結果は、『暮らしの言葉』では主要 5 パターンのほかに、30%あまりの他のパターン

のオノマトペが入っていることを表している。それは、AーAー型 44 語、A っ型 43 語、ABCB

型 28語、ABCD型 28語、Aん型 27語、Aん Bり型 26語、Aー型 23語、Aっ Aっ型 20語、ABCABC

型 19語、Aっ BC型 12語、Aーっ型 12語、ABB型 12語、Aっ B A っ B型 11語、他の型 72語

合計して 422語である。数字からも分かるように、他の型では最も語数の多い AーAー型でも

主要 5パターンの中で最も語数の少ない ABン型の半分以下である。また、資料②の主要 5パ

ターンのほかに、Aっ型 23語、Aん Bり型 22語、ABCD型 21語、Aん型 18語、ABCB型 17語、

AB ン AB ン型 11 語、AB リ AB リ型 9 語、A っ A 型 9 語、AB 型 8 語、他の型 42 語、合計して

180 語である。さらに、資料③の主要 5 パターンのほかに、A っ型 12 語、A ん B り型 11 語、

Aん型 4語、AB型 3語、他の型 12語、合計して 42語である。 

この結果から、ABAB 型、A ッ B リ型、AB ッ型、AB リ型、AB ン型を主要パターンとして認

めることができる。この主要 5パターンのオノマトペの語彙について次節から調査する。 

5.4 オノマトペ語彙に関する調査 

 日本語教育で教えるオノマトペの学習内容を構築するために、使用頻度の高いオノマトペ

から優先的に考える必要がある。そのために、日本語母語話者の使用語彙調査の結果である

「現代雑誌」、「旧 JLPT」、また、母語話者の話し言葉を反映する「BTSJ」、さらに日本にお

ける学習者使用の教科書と中国における学習者使用の教科書という 5 種類の資料を対象にオ

ノマトペの使用頻度と出現範囲に関する調査を行う。 

5.4.1 「現代雑誌」に対する調査 

日本における書き言葉の語彙に関する調査には「現代雑誌」がある。この調査においてオ

ノマトペはどのような結果だったのか、日本人によく使われているオノマトペはどういう語

であるか、その語数はどのぐらいかを調べ、その使用頻度を調査する。 

「現代雑誌」は「現代日本語における書き言葉の実態解明と雑誌コーパスの構築」という

研究課題における「現代雑誌 200万字言語調査」（2001年度～2005年度実施）の成果として

学術研究・教育利用を目的として 2006年 8月に公開されたものである。調査概要としては、

言葉に社会性や多様性を備えていると考えられる月刊雑誌 70誌を調査対象とし、現代の言葉

を誌面から標本として抽出し、用語・用字に関して計量的な調査・分析を行い、最後に語彙

表が作成された。その語彙表には使用頻度が記されているため、調査対象にした。 
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調査の手順は「現代雑誌」の調査結果からオノマトペの主要パターンである ABAB型、Aッ

Bリ型、ABッ型、ABリ型、ABン型を取り出して、パターンごとに語数を統計する。また、使

用頻度をオノマトペごとに整理する。 

 その結果、「現代雑誌」から ABAB型 214語、Aッ Bリ型 66語、ABッ型 47語、ABリ型 31

語、ABン型 25語を抽出した。その語彙と頻度は下記の表 5-3から表 5-7に示す。 
 

1）ABAB型 

表 5-3に示すように、使用頻度が 1の語が最も多く、約 50％を占めている。また、使用頻

度が最も高いのは「ドンドン」61、その次は「ソロソロ」24、「イライラ」16、「ドキドキ」

16、「キラキラ」13、「ワクワク」13、「クルクル」11、「ピカピカ」10、「サラサラ」10 とい

う順を示している。 

 

表 5-3 「現代雑誌」から抽出した ABAB 型オノマトペおよびその頻度 

見出し 頻度60 見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 

ドンドン 61 グズグズ 3 ウジャウジャ 1 チリチリ 1 

ソロソロ 24 マザマザ 3 ウトウト 1 チロチロ 1 

イライラ 16 ジリジリ 3 オタオタ 1 ツカツカ 1 

ドキドキ 16 スヤスヤ 3 ガシャガシャ 1 ツンツン 1 

キラキラ 13 モコモコ 3 カタカタ 1 テクテク 1 

ワクワク 13 ペコペコ 3 ガチガチ 1 ドロドロ 1 

クルクル 11 ブクブク 3 ガブガブ 1 ナミナミ 1 

ピカピカ 10 ボサボサ 3 カンカン 1 ナヨナヨ 1 

サラサラ 10 キビキビ 3 オドオド 1 ニョロニョロ 1 

バリバリ 9 カサカサ 3 キリキリ 1 ネチャネチャ 1 

バラバラ 8 スイスイ 3 キンキン 1 ネトネト 1 

ニヤニヤ 8 スクスク 3 グジュグジュ 1 パカパカ 1 

ギリギリ 8 ヒヤヒヤ 3 クスクス 1 バキバキ 1 

フラフラ 8 グチャグチャ 2 グチョグチョ 1 バシャバシャ 1 

ジワジワ 7 ギャアギャア 2 クドクド 1 バタバタ 1 

コツコツ 7 オロオロ 2 グラグラ 1 ガミガミ 1 

ガンガン 7 イソイソ 2 クンクン 1 バチバチ 1 

ニコニコ 7 コリコリ 2 ゲロゲロ 1 パチパチ 1 

ズルズル 7 ブラブラ 2 ゴーゴー 1 パンパン 1 

ドシドシ 7 ブルブル 2 ゴシゴシ 1 ピイピイ 1 

スベスベ 6 ピリピリ 2 ゴソゴソ 1 ヒクヒク 1 

グルグル 6 パリパリ 2 ゴタゴタ 1 ビクビク 1 

ウキウキ 6 クラクラ 2 コトコト 1 ヒシヒシ 1 

ダラダラ 6 ピチピチ 2 ゴボゴボ 1 ビシビシ 1 

ウロウロ 6 パラパラ 2 ザブザブ 1 ピタピタ 1 

ボロボロ 5 ギラギラ 2 ザラザラ 1 ピチャピチャ 1 

ツルツル 5 カチカチ 2 サワサワ 1 ビュンビュン 1 

グングン 5 ガタガタ 2 ジクジク 1 ヒョロヒョロ 1 

ポカポカ 5 ペラペラ 2 ガチャガチャ 1 ピョンピョン 1 

ノビノビ 5 プリプリ 2 シャアシャア 1 ビリビリ 1 

ハラハラ 5 ブヨブヨ 2 シャカシャカ 1 ビンビン 1 

ガラガラ 5 フカフカ 2 シャキシャキ 1 ピンピン 1 

ゴツゴツ 4 ヒリヒリ 2 ジャブジャブ 1 プカプカ 1 

フワフワ 4 ヌルヌル 2 シャリシャリ 1 フサフサ 1 

ゴチャゴチャ 4 カリカリ 2 ジュクジュク 1 ギュウギュウ 1 

ポンポン 4 ワアワア 2 ショボショボ 1 キョロキョロ 1 

ユラユラ 4 メキメキ 2 ズカズカ 1 ベコベコ 1 
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トントン 4 ミスミス 2 ズキズキ 1 ベタベタ 1 

ゴロゴロ 4 ホクホク 2 スゴスゴ 1 ペタペタ 1 

ヨチヨチ 4 ブリブリ 2 ズバズバ 1 ペチャペチャ 1 

スルスル 4 ブウブウ 2 ソヨソヨ 1 ヘラヘラ 1 

パタパタ 4 ピシピシ 2 ゾロゾロ 1 ペロペロ 1 

ヒタヒタ 4 ニタニタ 2 ソワソワ 1 ホカホカ 1 

コロコロ 4 チャプチャプ 2 タジタジ 1 ポコポコ 1 

スラスラ 4 ゼエゼエ 2 モリモリ 1 ボソボソ 1 

ツヤツヤ 4 ガサガサ 2 ユルユル 1 ボチボチ 1 

パサパサ 4 ガリガリ 2 ヨロヨロ 1 ポツポツ 1 

ブツブツ 3 ゴワゴワ 2 レロレロ 1 ポトポト 1 

ヤスヤス 3 ザワザワ 2 ダブダブ 1 ボリボリ 1 

クネクネ 3 セカセカ 2 タラタラ 1 マゴマゴ 1 

ワイワイ 3 モヤモヤ 1 チカチカ 1 マジマジ 1 

ネチネチ 3 ムカムカ 1 チマチマ 1 ミシミシ 1 

  ムニャムニャ 1 モジモジ 1 チラチラ 1 

  モクモク 1 ガバガバ 1 チョロチョロ 1 

 

2）Aッ Bリ型 

Aッ Bリ型は下記の表 5-4 に示すとおり、使用頻度が ABAB 型より高頻度を示す語が多い。

そして、頻度 1を示す語が 25%しか占めていない。高頻度のうち、最も高いのは「シッカリ」

135、その次に順追って 2桁を示しているものには「タップリ」92、「ハッキリ」73、「スッ

キリ」68、「ピッタリ」66、「ユックリ」59、「ビックリ」52、「スッカリ」46、「ユッタ

リ」37、「シットリ」28、「ジックリ」28、「サッパリ」22、「ソックリ」19、「アッサリ」

18、「チョッピリ」13、「ウッカリ」13、「クッキリ」12、「キッチリ」11、「ヒッソリ」

10、がある。 

 

表 5-4 「現代雑誌」から抽出した Aッ Bリ型オノマトペおよびその頻度 

見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 

シッカリ 135 キッチリ 11 オットリ 4 ガップリ 1 

タップリ 92 ヒッソリ 10 ネットリ 3 ガッポリ 1 

ハッキリ 73 バッチリ 9 ベッタリ 3 サックリ 1 

スッキリ 68 ガッチリ 9 ホッソリ 3 シャッキリ 1 

ピッタリ 66 ガッカリ 8 パッチリ 3 スッパリ 1 

ユックリ 59 ビッシリ 7 ズッシリ 3 ドッサリ 1 

ビックリ 52 シックリ 7 ミッチリ 3 トップリ 1 

スッカリ 46 コッソリ 6 ポッキリ 3 ノッソリ 1 

ユッタリ 37 ギッシリ 6 ポッカリ 2 バッサリ 1 

シットリ 28 グッスリ 6 グッタリ 2 ビッショリ 1 

ジックリ 28 ウットリ 5 キッカリ 2 ガックリ 1 

サッパリ 22 スッポリ 4 バッタリ 2 カッチリ 1 

ソックリ 19 ガッシリ 4 ポッテリ 2 ピッチリ 1 

アッサリ 18 ザックリ 4 コッテリ 2 ヒョッコリ 1 

チョッピリ 13 キッパリ 4 ノッペリ 2 ポッコリ 1 

ウッカリ 13 ニッコリ 4 ドップリ 2 ポッチャリ 1 

クッキリ 12 ドッシリ 4     
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3）ABッ型 

ABッ型は表 5-5に示すように、使用頻度が大半 1を示しているが、高い頻度を示す語（「サ

ラッ」13と「フワッ」12）もある。 
 

表 5-5 「現代雑誌」から抽出した AB ッ型オノマトペおよびその頻度 

見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 

サラッ 13 パラッ 2 ジワッ 1 バリッ 1 

フワッ 12 パリッ 2 スカッ 1 ピカッ 1 

ピリッ 6 ガブッ 1 スパッ 1 ビシッ 1 

キリッ 6 カリッ 1 スポッ 1 ガチャッ 1 

ピタッ 5 クシャッ 1 ズルッ 1 ペタッ 1 

ボウッ 4 クスッ 1 ツルッ 1 ベタッ 1 

シャキッ 4 クタッ 1 ドサッ 1 ベロッ 1 

サクッ 4 グラッ 1 ドバッ 1 カチッ 1 

ドキッ 2 クルッ 1 トロッ 1 ガバッ 1 

ドタッ 2 グルッ 1 ガラッ 1 ピピッ 1 

キチッ 2 ケロッ 1 バチッ 1 ピシッ 1 

コロッ 2 ゴソッ 1 パパッ 1   

 

4）ABリ型 

ABリ型は表 5-6に示すとおり、頻度 1を示す語が 5割ぐらい占めている。高い頻度を表す

語には「ズバリ」38、「サラリ」13、「チラリ」11がある。 
 

表 5-6 「現代雑誌」から抽出した AB リ型オノマトペおよびその頻度 

見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 

ズバリ 38 ブラリ 3 パチリ 1 グサリ 1 

サラリ 13 ピシャリ 3 ハラリ 1 グルリ 1 

チラリ 11 トロリ 2 ヒラリ 1 グニャリ 1 

ポツリ 7 ドキリ 2 ユルリ 1 ソロリ 1 

ズラリ 6 パクリ 2 カラリ 1 ゾロリ 1 

スルリ 4 ツルリ 2 ゴクリ 1 ダラリ 1 

ガラリ 4 スラリ 2 パタリ 1 ニコリ 1 

フワリ 3 ペロリ 1 ニヤリ 1   

 

5）ABン型 

ABン型は表 5-7に示すとおり、5パターンのうち、一番少ない方だが、過半数以上は頻度

1を示す。最も高い頻度を表すのは「キチン」63である。 

 

表 5-7 「現代雑誌」から抽出した AB ン型オノマトペおよびその頻度 

見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 見出し 頻度 

キチン 63 ストン 2 ドキン 1 ガクン 1 

シイン 6 ガタン 2 ドスン 1 コクン 1 

トロン 4 カクン 2 バタン 1 コチン 1 
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ドカン 3 ポコン 1 パチン 1 ゴツン 1 

ポツン 3 ポトン 1 ピシャン 1 ゴロン 1 

コロン 2 ガラン 1 プウン 1 ガツン 1 

スコン 2       

  

 以上、「現代雑誌」におけるオノマトペを主要パターンごとにその使用頻度を見てきた。

まとめると、頻度が 1を示す語が最も多かったことが分かった。もちろん、高い頻度を示す

語も少なくない。例えば、頻度 10以上では、Aッ Bリ型の「シッカリ」135、「ドンドン」

61、Aッ Bリ型の「タップリ」92、「ハッキリ」73、「スッキリ」68、「ピッタリ」66 など

の 19語、ABAB型の「ドンドン」61などの 9語、ABッ型の「サラッ」13と「フワッ」12と

いう 2語、ABリ型の「ズバリ」38、「サラリ」13、「チラリ」11という 3語、ABン型の「キ

チン」63、合計して 34語である。これらは話し言葉でも高い使用頻度を示しているのかを次

節で検討する。 

5.4.2 「BTSJ」に対する調査 

 これまでの研究では話し言葉として使用されるオノマトペに関する調査が見当たらなか 

った。母語話者は日常生活においてどのようなオノマトペを使用しているか、また、使用頻

度の高 い語は何かについて明らかにするために、「BTSJによる日本語話し言葉コーパス（ト

ランスクリプト・音声）2011年版」（以下、「BTSJ」）を対象に調査を行う。 

 「BTSJ」は東京外国語大学宇佐美まゆみ研究室によって開発された話し言葉コーパスであ

る。そこには 294会話（総時間 4041分 39秒、約 67時間）のトランスクリプトが収録されて

いる。そのうち、37 会話（約 11 時間）は日本語母語話者と学習者の会話で、ほかは日本人

同士の会話である。  

 調査の手順として、294会話（約 67時間）のトランスクリプトを目でチェックし、オノマ

トペおよびオノマトペの共起語を抽出して集計し、頻度を統計する。なお、検索にあたって

「っ（ッ）」や「って（ッテ）」の多用が目立った。例えば、「ピシッピシ」「サラって」はそ

の例である。このような例を本稿では「ピシピシ」と「サラッ」として扱う。さらに、強調

を表す重複も現れている。例えば、「ポンポンポンポン」は「ポンポン」の繰り返しによって

強調の意味が表わされると思われるため、このような語を繰り返す前の基本形と同様に扱う。 

調査の結果、筆者はこの294会話からオノマトペを延べ語数687語、異なり語数276語抽出した。

平均的頻度数が2.5に達している。この数字からわかるように、オノマトペによっては頻繁に

使われる場合もあると推測できる。上記の基準によって、276語から採集した主要パターンの

188語は以下表5-8に示す。 

 

表5-8 BTSJから抽出した主要パターンのオノマトペ 

イチャイチャ グダグダ ダボダボ パンパン フワフワ オットリ ムッツリ 

イライラ グチャグチャ ダラダラ バンバン ブンブン ガッカリ メッキリ 

ウカウカ クラクラ チャカチャカ ヒイヒイ ベタベタ カッチリ ユックリ 

ウハウハ グルグル チャキチャキ ピイピイ ベチャベチャ ガッチリ ユッタリ 

ウヨウヨ ゴシゴシ チャラチャラ ピカピカ ヘラヘラ ガッツリ ガタッ 

ウロウロ コソコソ チョクチョク ビクビク ペラペラ キッチリ カチッ 

オドオド ゴチャゴチャ チョコチョコ ヒシヒシ ベラベラ キッパリ カラッ 

ガクガク ゴツゴツ チョロチョロ ビシビシ ホイホイ グッスリ ガラッ 

ガチガチ コホコホ チョンチョン ピシピシ ポカポカ コッテリ グサッ 

ガチャガチャ ゴリゴリ チラチラ ビショビショ ボコボコ サッパリ クスッ 
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カツカツ ゴロゴロ デカデカ ヒソヒソ ボサボサ シッカリ サクッ 

ガツガツ コンコン ドキドキ ヒョロヒョロ ボソボソ シックリ サラッ 

ガバガバ サラサラ ドロドロ ピョンピョン ボチボチ ジックリ スウッ 

ガヤガヤ ザラザラ ドンドン ビリビリ ボツボツ シットリ スカッ 

ガラガラ ジメジメ ニコニコ ピリピリ ボロボロ スッカリ ズバッ 

カリカリ シャカシャカ ヌクヌク ピロピロ ポンポン スッキリ ズラッ 

ガリガリ ジャカジャカ ネチネチ ビンビン ボンボン ソックリ チラッ 

ガンガン ジョボジョボ ノリノリ ピンピン マジマジ ドッサリ バシッ 

キツキツ ジリジリ パキパキ フカフカ ムシムシ ドッぷり パチッ 

キャアキャア ズカズカ バサバサ プカプカ ムシャムシャ ハッキリ フワッ 

キョロキョロ スタスタ パサパサ ブカブカ ムチャムチャ バッチリ ムスッ 

キラキラ ズバズバ バシバシ ブツブツ ムンムン ビックリ ボウッ 

ギリギリ スラスラ バタバタ プヨプヨ メチャメチャ ビッシリ キチッ 

グイグイ ズルズル パタパタ ブヨブヨ ワクワク ピッタリ カチン 

グズグズ ソロソロ バラバラ フラフラ ワサワサ ピッチリ キチン 

クタクタ ソワソワ パラパラ ブラブラ アッサリ ポッキリ コツン 

クダクダ タジタジ バリバリ プリプリ ウッカリ ミッチリ ポツン 

 

表5-8に示す188語の内訳はABAB型124語、AッBリ型32語、ABッ型19語、ABン型4語である。

ABリ型が1つも現れていなかった。また、これらのオノマトペの使用頻度を統計すると、以下

表5-9に示すとおりである。 

 

表5-9  BTSJにおけるオノマトペの主要パターンの頻度 

ビックリ 27 キチン 7 ボロボロ 4 ガッチリ 2 ノリノリ 2 

ドンドン 24 スッカリ 6 ユッタリ 4 グッスリ 2 パラパラ 2 

シッカリ 18 ダラダラ 6 ガンガン 3 ガリガリ 2 ピイピイ 2 

ハッキリ 18 ペラペラ 6 キャアキャア 3 サッパリ 2 ピカピカ 2 

ギリギリ 14 キッチリ 5 キラキラ 3 サラッ 2 ピッタリ 2 

ユックリ 11 チラチラ 4 ゴチャゴチャ 3 シットリ 2 フワフワ 2 

メチャメチャ 10 バリバリ 4 ニコニコ 3 ズバズバ 2 ムシャムシャ 2 

チョコチョコ 8 バンバン 4 ウハウハ 2 チラッ 2 ムスッ 2 

ドキドキ 8 フラフラ 4 ウロウロ 2 ドップリ 2 ワクワク 2 

アッサリ 1 グイグイ 1 スウッ 1 バシバシ 1 ブラブラ 1 

イチャイチャ 1 グサッ 1 ズカズカ 1 バタバタ 1 プリプリ 1 

イライラ 1 グズグズ 1 スカッ 1 パタパタ 1 フワッ 1 

ウカウカ 1 クスッ 1 スタスタ 1 パチッ 1 ブンブン 1 

ウッカリ 1 クタクタ 1 スッキリ 1 バッチリ 1 ベタベタ 1 

ウヨウヨ 1 クダクダ 1 ズバッ 1 バラバラ 1 ベチャベチャ 1 

オットリ 1 グダグダ 1 スラスラ 1 パンパン 1 ヘラヘラ 1 

オドオド 1 グチャグチャ 1 ズラッ 1 ヒイヒイ 1 ベラベラ 1 

ガクガク 1 クラクラ 1 ズルズル 1 ビクビク 1 ホイホイ 1 

ガタッ 1 グルグル 1 ソックリ 1 ヒシヒシ 1 ボウッ 1 
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ガチガチ 1 ゴシゴシ 1 ソロソロ 1 ビシビシ 1 ポカポカ 1 

カチッ 1 コソコソ 1 ソワソワ 1 ピシピシ 1 ボコボコ 1 

ガチャガチャ 1 ゴツゴツ 1 タジタジ 1 ビショビショ 1 ボサボサ 1 

カチン 1 コッテリ 1 ダボダボ 1 ヒソヒソ 1 ボソボソ 1 

カツカツ 1 コツン 1 チャカチャカ 1 ビッシリ 1 ボチボチ 1 

ガツガツ 1 コホコホ 1 チャキチャキ 1 ピッチリ 1 ポッキリ 1 

ガッカリ 1 ゴリゴリ 1 チャラチャラ 1 ヒョロヒョロ 1 ボツボツ 1 

カッチリ 1 ゴロゴロ 1 チョクチョク 1 ピョンピョン 1 ポツン 1 

ガッツリ 1 コンコン 1 チョロチョロ 1 ビリビリ 1 ボンボン 1 

ガバガバ 1 サクッ 1 チョンチョン 1 ピリピリ 1 ポンポン 1 

ガヤガヤ 1 サラサラ 1 デカデカ 1 ピロピロ 1 マジマジ 1 

ガラガラ 1 ザラザラ 1 ドッサリ 1 ビンビン 1 ミッチリ 1 

カラッ 1 シックリ 1 ドロドロ 1 ピンピン 1 ムシムシ 1 

ガラッ 1 ジックリ 1 ヌクヌク 1 フカフカ 1 ムッツリ 1 

カリカリ 1 ジメジメ 1 ネチネチ 1 ブカブカ 1 ムンムン 1 

キチッ 1 シャカシャカ 1 パキパキ 1 プカプカ 1 メッキリ 1 

キツキツ 1 ジャカジャカ 1 バサバサ 1 ブツブツ 1 ワサワサ 1 

キッパリ 1 ジョボジョボ 1 パサパサ 1 ブヨブヨ 1 

  キョロキョロ 1 ジリジリ 1 バシッ 1 プヨプヨ 1 

   

 使用頻度を統計してみると、頻度2以上は45語、ほかの143語は頻度1である。45語のうち、

最も高い頻度を示しているのは「びっくり（ビックリ）」27、続いて「どんどん（ドンドン）」

24、「しっかり（シッカリ）」18、「はっきり（ハッキリ）」18、「ぎりぎり（ギリギリ）」

14、「ゆっくり（ユックリ）」11、「めちゃめちゃ（メチャメチャ）」10を示している。 

5.4.3 「旧 JLPT」に対する調査 

5.2 で明らかにしたように、従来の日本語教育で教えるオノマトペの選定において最も大

きな問題は語数があまりにも少ない点である。これはおそらく初級・中級段階で学ぶべき語

彙しか考慮に入れられていないためであると考えられる。しかし、体系的にオノマトペの学

習を推し進めるには、初級・中級・上級に必要とされるオノマトペを選定しておかなければ

ならない。今まではこのようにレベルごとにオノマトペを選定した先行研究がなく、旧 JLPT

に出題されたオノマトペも限られている。従って、1 級に合格した学習者でも日常会話にお

いて使用頻度の高いオノマトペを習っていなかったり、理解語彙にとどまって実際の会話場

面に応用できなかったりするなどの問題が多い。実際、田嶋（2006: 203）は「学習者の日本

語に接していると、オノマトペを駆使して日本語を書き、話している者はあまりいないよう

に感じられる」と述べている。そこで、筆者は 1991 年から 2009までの 19年間の 1級に出現

したオノマトペを調査した。その結果を下記の表 5-10、その出現回数を表 5-11に示す。 

 

表 5-10 旧 JLPTの 1級に出現したオノマトペ（1991年～2009 年） 
文字・語彙 

（35語） 

聴解 

（22語） 

読解・文法 

（12語） 

アッサリ∕ウンザリ∕オドオド∕キッカリ∕キッチリ∕

クッキリ∕グズグズ∕グッスリ∕グッタリ∕クルクル∕

ゲッソリ∕コッソリ∕サッパリ∕シッカリ∕ジックリ∕

ズルズル∕ソッと∕タップリ∕ダブダブ∕ダラダラ∕チ

ラチラ∕テッキリ∕ニコニコ∕ノロノロ∕ハッキリ∕ハ

イライラ∕ガヤガヤ∕ギザギザ∕グ

ウッと∕スッキリ∕スッカリ∕スン

ナリ∕タップリ∕ダブダブ∕ダラダ

ラ∕チラッと∕ノビノビ∕バーッと

∕ハッキリ∕バタバタ∕ハラハラ∕

カラカラ∕コセコセ∕

シッカリ∕スッカリ∕

セッセと∕チラッと∕

ノビノビ∕ハッキリ∕

フッと∕ムシムシ∕ム
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ラハラ∕ヒラヒラ∕ブカブカ∕フラフラ∕ブラブラ∕フ

ワフワ∕ペコペコ∕ペラペラ∕ベラベラ∕ボツボツ 

ピカピカ∕ビショビショ∕ピッタ

リ∕ブラブラ∕フワッと∕ユッタリ

∕ 

シャムシャ∕メチャ

メチャ∕ 

 

表 5-11 旧 JLPTにおける主要 5パターンのオノマトペおよびその出現回数 

オノマトペ 
出

現

回

数 

オノマトペ 
出

現

回

数 
オノマトペ 

出

現

回

数 
オノマトペ 

出

現

回

数 
オノマトペ 

出

現

回

数 

オノマト

ペ 

出

現

回

数 

フラフラ 3 オドオド 1 ニコニコ 1 ボツボツ 1 スッカリ 2 ジックリ 1 

ダブダブ 2 ガヤガヤ 1 ノロノロ 1 ムシムシ 1 タップリ 2 テッキリ 1 

ダラダラ 2 カラカラ 1 バタバタ 1 ムシャムシャ 1 アッサリ 1 ピッタリ 1 

ノビノビ 2 ギザギザ 1 ピカピカ 1 メチャメチャ 1 クッキリ 1 ユッタリ 1 

ハラハラ 2 グズグズ 1 ビショビショ 1 シッカリ 3 グッスリ 1 チラッ 2 

ブカブカ 2 クルクル 1 ヒラヒラ 1 スッキリ 3 グッタリ 1 グウッ 1 

ブラブラ 2 コセコセ 1 フワフワ 1 ハッキリ 3 ゲッソリ 1 バーッ 1 

ペコペコ 2 ズルズル 1 ベラベラ 1 キッカリ 2 コッソリ 1 フワッ 1 

イライラ 1 チラチラ 1 ペラペラ 1 キッチリ 2 サッパリ 1 
  

 

この調査では、19年間の1級試験の文字・語彙、聴解、読解・文法に出現したオノマトペは

延べ語数が69語、異なり語数が53語であることを明らかにした。世界最大規模のJLPTの改革

に携わった秋元・押尾（2008）は、JLPT改定案に触れ、JLPTの改善を目指して、具体的な改

定を紹介している。その中で、秋元・押尾（2008: 36-48）も「オノマトペが不足している印

象」（p.38）があり、「オノマトペは日本人の会話ではよく使われているが、語彙表に記載

がないため、出題したくても出すことができない」（p.38）と、オノマトペの語数の少なさ

を指摘している。秋元・押尾（2008）によれば、このような問題点を念頭に新しい試験の改

定ポイントをふまえたうえで新しい語彙表の作成が行われている。新JLPTのガイドブックで

は、「新試験の語彙や漢字、文法項目のリストはどのように作られたものですか」61という質

問に対して、「『課題遂行のための言語コミュニケーション能力を測る』という観点から、

日本人の実際の言語使用に基づいて、複数の日本語教育専門家が選びました。書き言葉と話

し言葉のバランスに配慮すると同時に、日本語の表現を豊かにする外来語やオノマトペなど

を充実させました」（下線は引用者）と答えている。今後のJLPTにオノマトペが大きくかか

わるようになると予想できる。そうであるならば、学習者がJLPTを受験するためにオノマト

ペに関する学習のニーズが生まれてくるはずである。そのニーズに応えるように、オノマト

ペをもっと取り扱うべきではないかと考える。オノマトペをどのように増やせばいいか、本

稿における日本語教育で教えるオノマトペの選定基準については、5.5で述べる。 

5.4.4 日本で使用されている教科書に対する調査 

 日本で使用されている教科書にはどのようなオノマトペがあるか、どのパターンが中心と

なっているか、本稿の研究対象である主要 5パターンのオノマトペは初級・中級・上級でそ

れぞれどのような分布をしているのか、などを調べるために、外国人向けの日本語教育にお

ける下記の総合教科書を調査した。調査の対象は以下に示すとおりである。 
初級用教科書 4 冊 

①『みんなの日本語 初級Ⅰ 第 2版』2012年、スリエーネットワーク 

②『みんなの日本語 初級Ⅱ 第 2版』2013年、スリエーネットワーク 

③『初級日本語 げんき Ⅰ 第 2版』坂野永理、池田庸子、大野裕、品川恭子、渡嘉敷恭子 

 2011年、ジャパンタイムズ 

④『初級日本語 げんき Ⅱ 第 2版』坂野永理、池田庸子、大野裕、品川恭子、渡嘉敷恭子 

 2012年、ジャパンタイムズ 

   中級用教科書 4 冊 

     ⑤『みんなの日本語 中級Ⅰ 第 2版』2014年、スリエーネットワーク 
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     ⑥『みんなの日本語 中級Ⅱ 第 2版』2015年、スリエーネットワーク 

    ⑦『AN INTEGRATED APPROACH TO INTERMEDIATE JAPANESE』（Revised Edition）2008年、ジャパ 

     ンタイムズ出版 

    ⑧『生の素材で学ぶ新・中級から上級への日本語』鎌田修・ボイクマン総子・冨山佳子・山本真知

子、2012年、ジャパンタイムズ 

   上級用教科書 2 冊 

    ⑨『上級日本語教科書 文化へのまなざし』（予習シート・語彙・文型）2005 年、東京大学 AIKOM

日本語プログラム近藤安月子・丸山千歌、東京大学出版会 

       ⑩『上級日本語教科書 文化へのまなざし』（テキスト）2006 年、東京大学 AIKOM 日本語プログ

ラム近藤安月子、丸山千歌、東京大学出版会 

 

 このうち、①②と⑤⑥は多言語の補助教材がついていて、日本では一番よく使われている

ようである。残念なことに上級が出版されていない。また、ジャパンタイムズから出ている

③と④も初級でよく使われているため、合わせてこの 4冊を初級用教科書として調査対象に

する。中級になると、いろいろあるが、スリーエーネットワークとジャパンタイムズから出

ている教科書がよく使われるので、⑤～⑧を中級用教科書の調査対象にした。上級は日本語

母語話者の社会で実際に使用されている言語媒体、いわゆる「生教材」をテキストとして使

用することが多くなるため、⑨と⑩を上級教科書の代表として調査対象とした。 

調査の手順として、まず、上記の教科書ごとに出現したオノマトペの異なり語を調べ、初

級・中級・上級で教えるオノマトペの数量的分布状況を調査する。次に、主要 5 パターンの

オノマトペの異なり語を抽出した上で、各オノマトペの出現教科書数をまとめる。なお、調

査対象とした部分は読解用の文章と会話と練習問題の中の読み物のみで、読み物以外の練習

問題は含まない。 

その結果、10冊の教科書に対する調査の結果を下記の表 5-12に示すように、初級は 13語、

中級は 61語、上級は 31語、延べ語数は合計 105語である。 

 

表 5-12 日本で使用されている教科書に出現するオノマトペ 

初級

（13）

12.4%  

①（2） ソロソロ、ユックリ 

②（1） ビックリ 

③（2） ジロジロ、ビックリ 

④（8） 
ユックリ、メチャクチャ、ビックリ、ペラペラ、ソロソロ、ガッカリ、ニヤニヤ、ニコ

ニコ、 

中級

（61）

58.1% 

⑤（7） ビックリ、ユックリ、ポツリ、ウッカリ、ボンヤリ、サッパリ、グッスリ 

⑥（13） 
ウッカリ、サッパリ、イキイキ、ハッキリ、ビックリ、ピカピカ、チラチラ、ジッ、ユッ

クリ、ソウッ、フ、タップリ、ズタズタ 

⑦（32） 

ペラペラ、ビックリ、ザーザー、ハッキリ、ソロソロ、サッパリ、ユックリ、バッタリ、

ドンドン、ガッカリ、コソコソ、ニコニコ、ジロジロ、キリキリ、シクシク、ポンポン、

ボソボソ、ノラリクラリ、ワンワン、ニャーオ、モー、バン、ドスン、ポタポタ、ドシ

ン、ドサッ、ゲラゲラ、ニヤッ、クスクス、ノンビリ、ヒンヤリ、イライラ 

⑧（9） 
シッカリ、ハッキリ、ウッカリ、ニコニコ、スンナリ、クスクス、キチン、ガッカリ、

ビックリ 

上級

（31）

29.5% 

⑨（21） 

ソックリ、ペラペラ、シッカリ、サッパリ、ジックリ、バラバラ、クスクス、ジリジリ、

スッカリ、アリアリ、ゴテゴテ、ドッ、コツコツ、ユックリ、ヨレヨレ、ビッシリ、キ

チン、コッソリ、スラスラ、ニッコリ、パッ 

⑩（10） 
バラバラ、パッチリ、グラッ、ザッ、アッサリ、ヨレヨレ、コックリ、ハタ、スラスラ、

ズラリ 

教科書どおりに抽出したため、平仮名や片仮名になっている。（ ）内の数字は語数を表す。 

  

各教科書に出現した上記の 105語の異なり語数は 73語である（表 5-13）。その中で、頻度

が高いものから「ビックリ」「ユックリ」「サッパリ」「ソロソロ」「ペラペラ」「ガッカリ」「ニ
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コニコ」「ウッカリ」「ハッキリ」となる。これらのオノマトペは Aッ Bリ型と ABAB型に集中

している。つまり、頻度の高いオノマトペはこの 2パターンに集まっていることが明らかに

なった。 

 

表 5-13 オノマトペの出現教科書数（日本で使用されている教科書） 

オノマトペ 

出

現

回

数 

オノマトペ 

出

現

回

数 

オノマトペ 

出

現

回

数 

オノマトペ 

出

現

回

数 

オノマトペ 

出

現

回

数 

オノマトペ 

出 

現 

回 

数 

ビックリ 7 ヨレヨレ 2 ソウッ 1 ノラリクラリ 1 コツコツ 1 モー 1 

ユックリ 6 スラスラ 2 フ 1 ワンワン 1 ビッシリ 1 バン 1 

サッパリ 4 クスクス 2 タップリ 1 ニャーオ 1 コッソリ 1 ドスン 1 

ソロソロ 3 
メチャク

チャ 
1 ズタズタ 1 スンナリ 1 ニッコリ 1 ポタポタ 1 

ペラペラ 3 ニヤニヤ 1 ザーザー 1 ソックリ 1 パッ 1 ドシン 1 

ガッカリ 3 ポツリ 1 バッタリ 1 ジックリ 1 パッチリ 1 ドサッ 1 

ニコニコ 3 ボンヤリ 1 ドンドン 1 クスクス 1 グラッ 1 ゲラゲラ 1 

ウッカリ 3 グッスリ 1 コソコソ 1 ジリジリ 1 ザッ 1 ニヤッ 1 

ハッキリ 3 イキイキ 1 キリキリ 1 スッカリ 1 アッサリ 1 ゲラゲラ 1 

ジロジロ 2 ピカピカ 1 シクシク 1 アリアリ 1 コックリ 1 イライラ 1 

シッカリ 2 チラチラ 1 ポンポン 1 ゴテゴテ 1 ハタ 1 ノンビリ 1 

キチン 2 ジッ 1 ボソボソ 1 ドッ 1 ズラリ 1 ヒンヤリ 1 

バラバラ 2 異なり語数 73 語 

 

 

本稿で扱う主要 5パターンは上記の延べ語数 105語中の 90語（85.7％）、異なり語数 73語

中の 58語（79.5％）を占める。いずれも大多数を占めていることが明らかになった。ほかの

パターンは A っ型 4 語、Aん Bり型 3 語、ABリ ABリ型 1語、AB型 1 語、ABCB型 1 語などの

分布をしている。 

 

5-14 日本で使用されている教科書における主要 5パターンの語数および比率 

パターン 延べ語数 比率（%） 異なり語数 比率（%） 

ABAB 40 38.1 30 41.1 

Aッ Bリ 40 38.1 19 26.0 

ABッ 4 3.8 4 5.5 

ABリ 2 1.9 2 2.7 

ABン 4 3.8 3 4.1 

合計 90 85.7 58 79.5 

5.4.5 中国で使用されている教科書の調査 

学習者が使用している教科書は中国においてさまざまあるが、そのうち、いくつかの大学

に使われている刷を重ねたものに対する調査（冉・島田 2012、張 2012）がある。ここではこ

れらの調査結果を概観した後、実際に筆者が教えていた勤務校で日本語を専門とする学習者

が使用している全 11冊の教科書を対象に主要5パターンのオノマトペの出現語数と出現教科

書数を調査する。 

冉・島田（2012: 53-57）は中国の複数の大学で使用されている刷を重ねた 3種類の教科書

に収録されている新出単語表からオノマトペを取り出して『オノマトペ読み本』（小学館、1991
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年）と照らし合わせて、さらに母語話者にチェックしてもらうという方法で調査を行ってい

る。その結果を以下の表 5-15に示す。 

 

表 5-15 3種類の専攻日本語教科書に出現するオノマトペの語数及びその比率 

教材種類 冊目 副詞 オノマトペ オノマトペ/副詞 
日本人に最も使用されるオノマト

ペ（550語）を占める比率（%）62 

『総合日語』

（北京大学出

版社 2009年第

2版） 

第 1冊 70 2 2.86 0.36 

第 2冊 135 11 8.15 2.00 

第 3冊 173 20 11.56 3.64 

第 4冊 75 17 22.67 3.09 

計 453 50 11.04 9.09 

『日語精読』

（外語教学与

研究出版社

2006年） 

第 1冊 117 10 8.55 1.82 

第 2冊 143 20 13.99 3.64 

第 3冊 158 38 24.20 6.91 

第 4冊 166 49 29.52 8.91 

計 584 117 20.03 21.27 

『日語総合教

程』（上海外語

教育出版社

2006年） 

1-4冊はあまり使われていないため、統計を行わなかった（翻訳は筆者による） 

第 5冊 113 33 29.20 6.00 

第 6冊 132 41 31.06 7.45 

計 245 74 30.20 13.45 

冉・島田（2012: 53）より、引用者が日本語に訳したもの。提示順等も冉・島田による。 

 

この表からわかるように、『総合日語』全 4冊に出現するオノマトペが 50語に対して、『日

語精読』全 4冊は 117 語に達している。一方、第 5冊と第 6冊のみ使用されている『日語総

合教程』には 74語現われていることが明らかになった。この調査で次の問題点も挙げられて

いる（翻訳は引用者による）。①オノマトペの語数が限られて例文も練習も少ない。②教科書

にはオノマトペの学習単元が設定されていない。それはおそらく教科書を編集する時点でオ

ノマトペ学習の重要性を意識されていないからである。③『日語総合教程』の第 5冊と第 6

冊ではオノマトペが急増する傾向を示している。しかし、それは高学年の学習者にとって、

語数を増やすことや反復訓練などによって習得を促進することができる。なぜならば、高学

年が音声訓練にふさわしい段階ではなくなるため、語彙を増やすことや反復訓練を通して効

果を向上させることが非常に困難なことだと判断したからである。 

一方、張（2012: 91-95）は中国における日本語教育に関する高等教科書・教材 20種を対

象にオノマトペの統計を行っている。その結果は以下の表 5-16に示すとおりである。 

 

表 5-16 20 種類の専攻日本語教科書に出現するオノマトペの語数とその例 
レ

ベ

ル 

教科書・教材 出版社 

異な

り語

数 

擬

声

語 

擬 

態 

語 

出現した例 

初

級 

『新編日語教程』1 華東理工大学出版社 0 0 0 
 

『新編日語教程』2 華東理工大学出版社 7 0 7 ジックリ、スッカリ、ベラベラ 

『新編基礎日語』第 2冊 上海訳文出版社 10 1 9 
イライラ、ビックリ、スッカリ、

チャリンと 

『日語入門』（上） 旅游教育出版社 0 0 0 
 

『日語入門』（下） 旅游教育出版社 5 0 5 
スッカリ、ドッサリ、ウッカリ、

ハッキリ 

『大学日本語』第 2冊 4川大学出版社 2 0 2 ドンドン、シッカリ 

『基礎日語教程』第 1冊 旅游教育出版社 1 1 0 スヤスヤ 
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中

級 

『大学日本語』第 3冊 4川大学出版社 15 3 12 
シンミリ、ホッと、ノロノロ、

パラパラ、テクテク 

『大学日本語』第 4冊 4川大学出版社 10 3 7 
カサカサ、ニッコリ、ドシドシ、

キラキラ 

『日語中級総合教程』 高等教育出版社 7 0 7 
キチンと、ドキッと、ジックリ、

グルグル 

『簡明日語教程』（上） 4川大学出版社 2 1 1 ゴロゴロ、ソロソロ 

『新編日語』2 上海外語教育出版社 2 1 1 キリキリ 

『新編日語』3 上海外語教育出版社 21 7 14 
ジメジメ、ボソボソ、ズキンズ

キン 

『基礎日語教程』第 2冊 旅游教育出版社 28 4 24 フラフラ、スポンと、ウトウト 

『日本語』1 武漢大学出版社 5 2 3 
ブラブラ、ピリピリ、イキイキ、

ハッキリ、ドンドン 

高

級 

『日本語』2 武漢大学出版社 23 3 20 
グズグズ、ダラダラ、ギュウギュ

ウ、グルグル、ポツンと 

『新編日語』4 上海外語教育出版社 27 11 16 
ギラギラ、イライラ、コツコツ、

メーメー 

『基礎日語教程』第 3冊 旅游教育出版社 34 4 34 ゴソゴソ、シインと、ズラリと 

『基礎日語教程』第 4冊 旅游教育出版社 41 6 35 
ポンポン、モクモクと、ピリッ

と 

『日本語』 武漢大学出版社 38 9 29 
ワイワイ、コテコテ、ウジャウ

ジャ、ヨレヨレ 

合計 255 56 199 
 

張（2012: 92）により引用者が日本語に訳した。 

 

この表で明らかなように、張（2012）は、①教科書に出現する擬声語は非常に少ないのに

対して擬態語は比較的多くて、全体の 80%近くを占めている、②擬声語も擬態語も初級・中

級教科書に出現する語がごくわずかで、高級は少し増えるが、量的に見ればやはり足りない、

③これらの教科書を見てわかるように、オノマトペに対する説明は意味の解説にとどまって

いる（翻訳は筆者による）と分析している。 

以上、中国における複数の日本語の教科書におけるオノマトペに対する調査結果から分か

るように、オノマトペの語数が少なくて、分布も低学年より高学年の教科書に偏っていると

見られる。本稿は勤務校が編集した「教科書」63を対象に調査を行う。具体的に以下の手順を

ふまえて調査を行う。 

オノマトペがどのように分布しているのか、特に主要 5パターンのオノマトペが 1年生の

教科書から 4年生の教科書までどのように扱っているのか、それぞれどのようなオノマトペ

を扱っているのか、出現回数はどのようになっているのか、などを究明するために、勤務校

日本語専攻用教科書（以下「教科書」）を用いて調査を行う。調査の対象は以下に示す。 
1 年生用教材 3冊（基礎日本語；リスニング） 

① 《新大学日本语》【第 1册】（大连理工大学出版社，2000） 

② 《新大学日本语》【第 2册】（大连理工大学出版社，2001） 

③ 《初级日语听力教程》（大连理工大学出版社，2004） 

   2 年生用教材 5冊（基礎日本語；リスニング；会話） 

④ 《新大学日本语》【第 3册】（大连理工大学出版社，2007） 

⑤ 《新大学日本语》【第 4冊】（大连理工大学出版社，2007） 

⑥ 《中级日语听力教程 第 2版》【上】（大连理工大学出版社，2009） 

⑦ 《中级日语听力教程 第 2版》【下】（大连理工大学出版社，2009） 

⑧ 《当代日本语会话》【高级上】（大连理工大学出版社，2001） 

   3 年生用教材 2冊（高級日本語；リスニング） 

⑨ 《日语精读》【上】（大连理工大学出版社，2004） 

⑩ 《大学日语视听》（大连理工大学出版社,2008） 
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   4 年生用教材 1冊（高級日本語） 

⑪ 《日语精读》【下】（大连理工大学出版社，2005） 

 

このうち、①～⑦は、2014年 7月まで使われたもので、2014年 9月から取り替えられた新

しい教科書はまだ試用段階にあるため、調査は今後行うことにする。筆者が調査を行った時

点では、主な科目の教科書として下記のように挙げられる。それらについて簡単に説明を加

える。 

①と②は 1年生の「基礎日本語」という科目の前期と後期に使われる教科書である。③は

1冊の教科書として「リスニング」という科目の 1学年（前期と後期）使用となっている。

それと違って、2年生になると、「リスニング」（⑥と⑦）は「基礎日本語」（④と⑤）と

いう科目と同じように前期と後期に分かれている。また、高学年に入ると、「基礎日本語」

から発展した「高級日本語」という科目は 3年生用（⑨）も 4年生用（⑪）も前期と後期に

別々の本を使わずに 1冊で 1学年を通している。ところが、3年生用の「ヒヤリング」の教

科書（⑩）は前期のみに使われることになり、後期から 4年生の前期までは「同時通訳」の

科目に変わるため、4 年生には「リスニング」という授業科目がなく、教科書もない。この

11冊のうち、⑧は「日本語会話」の授業に使われる教科書として、セットとなる高級（下）

もあるが、カリキュラム上コマ数が少ないか何らかの理由で高級（上）しか使われていない。 

調査の手順はまず、上記の教科書に現れるオノマトペの分布状況を調査する。その次に、教

科書に出現しているオノマトペの語数とオノマトペが出現した教科書数をパターンごとに調

べる。なお、調査対象とした部分は読解用の文章と会話と練習問題の中の読み物のみで、読

み物以外の練習問題は含まない。 

その結果、11 冊の教科書に対する調査の結果を下記の表 5-17 に示す。上記の教科書に出

現する主要 5パターンの延べ語数は 351語で、全オノマトペ延べ語数の 78.7%を占めている。

教科書ごとに異なり語数を調べたところ、主要 5 パターンが各教科書の 7 割以上を占めてい

ることも明らかになった。 

 

表 5-17 各教科書における延べ語数と異なり語数（中国の教科書） 

教科書 
延べ語数/比率（%） 異なり語数/比率（%）（教科書ごと） 

主要 5パターン その他のパターン 主要 5パターン その他のパターン 

① 2 100.0 0 0.0 2 100.0 0 0.0 

② 13 86.7 2 13.3 13 86.7 2 13.3 

③ 11 91.7 1 8.3 10 90.9 1 9.1 

④ 28 87.5 4 12.5 28 87.5 4 12.5 

⑤ 38 86.4 6 13.6 30 83.3 6 16.7 

⑥ 10 83.3 2 16.7 10 83.3 2 16.7 

⑦ 30 88.2 4 11.8 30 88.2 4 11.8 

⑧ 46 78.0 13 22.0 25 75.8 8 24.2 

⑨ 71 71.7 28 28.3 52 75.4 17 24.6 

⑩ 34 82.9 7 17.1 33 82.5 7 17.5 

⑪ 68 70.8 28 29.2 59 72.8 22 27.2 

合計 351 78.7 95 21.3 292 80.0 73 20.0 

 

さらに、オノマトペをパターンごとに調査すると、11冊の教科書に分布している 5パター

ンは延べ語数が 292で、その異なり語数が 170語（77.6%）となることを明らかにした。その

詳細を表 5-18に示すとおりである。 
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表 5-18 中国で使用された教科書における主要 5パターンのオノマトペの分布 

パターン 延べ語数 比率（%） 異なり語数 比率（%） 

ABAB 160 43.8 108 49.3 

Aッ Bリ 101 27.7 36 16.4 

ABッ 12 3.3 10 4.6 

ABリ 10 2.7 9 4.1 

ABン 9 2.5 7 3.2 

合計 292 80.0 170 77.6 

  

一方、下記の表 5-19に示すように、5パターン以外のオノマトペは異なり語数が 49で、

全体の 22.4%しか占めていない。表から分かるように、11冊の教科書に 5パターンのほかに

14パターンもあり、そのうち、「Aっ」型が遥かに多く出現していることも明らかである。

それに、その 19語はカ行、サ行とハ行に集中していることも興味深い。また、「Aっ」型に

次いで、「Aん」型も「Aん Bり」型もそれぞれ 5語現われている。この 14パターンの分析

は、本稿では扱わず、今後の課題にする。 

 

表 5-19 中国で使用された教科書における他のパターンのオノマトペの分布 

パターン 語数 比率（%） オノマトペ 

A 1 0.46 フ 

Aッ 19 8.68 
カッ、キッ、キュッ、ギョッ、グッ、ケッ、サッ、ザッ、ジッ、シュッ、

ソッ、ゾッ、ハッ、パッ、ピッ、フッ、ホッ、ポッ、ワッ 

Aッ Aッ 1 0.46 トットッ 

Aッ Aッ A 1 0.46 ピッピッピ 

Aッ A（B） 3 1.37 セッセ、サッサ、ハッタ 

Aー 3 1.37 ドー、ニャー、フー 

Aン 5 2.28 ウン、シン、ツン、ピン、ポン 

AB 3 1.37 ハタ、ピタ、ポイ 

ABーン 1 0.46 ポカーン 

Aン Bリ 5 2.28 ウンザリ、ションボリ、スンナリ、ノンビリ、ボンヤリ、 

ABリ ABリ 1 0.46 コクリコクリ 

Aッ BC 1 0.46 フックラ 

ABCB 4 1.83 アタフタ、テキパキ、ドギマギ、メチャクチャ、 

ABン CDン 1 0.46 カランコロン 

合計 49 22.37 
 

  

以上、教科書におけるオノマトペの分布状況を 1通りまとめてみたが、具体的に 5パターン

がどのように分布されているかを見るために、パターンごとに統計の結果を紹介する。 

1）ABAB型 

ABAB型オノマトペは延べ語数 160語の分布状況は表 5-20に示すとおり、1年生用の『基礎

日本語』（第 1冊）からオノマトペが拾えなかったのに対して、同じ低学年で使われる『基礎

日本語』として第 3 冊と第 4 冊は急に増える傾向を示している。また、異なり語数 108 語の

出現回数は表 5-21に示すとおりである。 
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表 5-20 中国で使用された教科書から抽出した ABAB型オノマトペの分布状況 

1 

年 

生 

10 

基

礎

日

本

語 

第 1冊

（0） 
 

第 2冊

（5） 
ワクワク、ワイワイ、ドキドキ、ゴチャゴチャ、ドンドン 

リスニング（5） シクシク、パラパラ、ムカムカ、ピカピカ、ゴホゴホ 

2 

年 

生 

73 

基 

礎 

日 

本 

語 

第 3冊 

（20） 

ハラハラ、ヒラヒラ、クラクラ、ドンドン、ボツボツ、フラフラ、ドキドキ、ウキウ

キ、パンパン、ヒリヒリ、ムクムク、ダブダブ、ビリビリ、ダラダラ、ニコニコ、フ

ワフワ、トボトボ、ブラブラ、キラキラ、ユラユラ 

第 4冊 

（19） 

ウトウト、イライラ、ウルウル、ギラギラ、コツコツ、ザワザワ、シンシン、ノロノ

ロ、パチパチ、ハラハラ、バラバラ、ピカピカ、ビクビク、ブツブツ、ブラブラ、ポ

カポカ、ポトポト、ボロボロ、リンリン 

リ 

ス 

ニ 

ン 

グ 

上冊（5） ドンドン、ワイワイ、グルグル、グングン、コツコツ 

下冊

（15） 

グングン、ソロソロ、ギリギリ、ダラダラ、プンプン、ニコニコ、メソメソ、ダブダ

ブ、ポツポツ、ペラペラ、ガリガリ、ポカポカ、メキメキ、ゴロゴロ、ドンドン 

会話 

（14） 

スラスラ、ヌルヌル、ペコペコ、ソロソロ、ペラペラ、ゴタゴタ、ハラハラ、ワクワ

ク、ピンピン、ズケズケ、ドキドキ、モグモグ、ゴチャゴチャ、ウキウキ 

3 

年 

生 

46 

高級日本語 

（25） 

イライラ、ガサガサ、ソロソロ、モゾモゾ、ゴロゴロ、ボソボソ、セカセカ、ゾロゾ

ロ、ウンウン、ギリギリ、ウヨウヨ、キラキラ、フラフラ、ブクブク、チカチカ、ボ

ツボツ、ギラギラ、ショボショボ、シゲシゲ、ウロウロ、ドシドシ、グラグラ、ハキ

ハキ、ズンズン、バサバサ 

リスニング 

（21） 

クルクル、ノビノビ、ゴチャゴチャ、ピカピカ、ニコニコ、ビシビシ、オドオド、ワ

サワサ、ゴチャゴチャ、クシャクシャ、タジタジ、クヨクヨ、ボロボロ、ビクビク、

ワクワク、クタクタ、ギリギリ、ビリビリ、ガンガン、チョコチョコ、ピイピイ 

4 

年 

生 

31 

高級日本語 

（31） 

ドキドキ、スヤスヤ、ワンワン、ホロホロ、キラキラ、ボロボロ、クドクド、ノビノ

ビ、イライラ、オドオド、ペコペコ、ゴロゴロ、ツルツル、マゴマゴ、ムクムク、カ

チカチ、チョコチョコ、ヨロヨロ、ポタポタ、バタバタ、ボツボツ、ブルブル、シゲ

シゲ、コトコト、ザラザラ、ベンベン、ボタボタ、ポロポロ、ワクワク、カタカタ、

クルクル 

教科書どおりに抽出したため、平仮名や片仮名になっている。（ ）内の数字は語数を表す。 

 

表 5-21 中国で使用された教科書に出現する ABAB型オノマトペとその出現頻度 

オノマトペ 出現教科書数 オノマトペ 出現教科書数 オノマトペ 出現教科書数 オノマトペ 出現教科書数 

ワクワク 4 ペコペコ 2 ツルツル 1 パラパラ 1 

ドキドキ 4 ペラペラ 2 ドシドシ 1 パンパン 1 

ドンドン 4 ポカポカ 2 トボトボ 1 ピイピイ 1 

ゴチャゴチャ 4 ムクムク 2 ノロノロ 1 ビシビシ 1 

イライラ 3 ワイワイ 2 ハキハキ 1 ヒラヒラ 1 

キラキラ 3 チョコチョコ 2 バサバサ 1 ヒリヒリ 1 

ギリギリ 3 コツコツ 2 バタバタ 1 ピンピン 1 

ゴロゴロ 3 ヨロヨロ 1 パチパチ 1 ブクブク 1 

ソロソロ 3 ワンワン 1 バラバラ 1 ブツブツ 1 

ニコニコ 3 コトコト 1 ウトウト 1 ブルブル 1 

ボツボツ 3 ゴホゴホ 1 ウヨウヨ 1 フワフワ 1 

ボロボロ 3 ザラザラ 1 ウルウル 1 プンプン 1 

ハラハラ 3 ザワザワ 1 ウロウロ 1 ベンベン 1 
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ピカピカ 3 シクシク 1 ウンウン 1 ボソボソ 1 

ウキウキ 2 ショボショボ 1 ガサガサ 1 ボタボタ 1 

オドオド 2 シンシン 1 カタカタ 1 ポタポタ 1 

ギラギラ 2 ズケズケ 1 カチカチ 1 ポツポツ 1 

クルクル 2 スヤスヤ 1 ガリガリ 1 ポトポト 1 

グングン 2 スラスラ 1 ガンガン 1 ホロホロ 1 

シゲシゲ 2 ズンズン 1 クシャクシャ 1 ポロポロ 1 

ダブダブ 2 セカセカ 1 クタクタ 1 マゴマゴ 1 

ダラダラ 2 ゾロゾロ 1 クドクド 1 ムカムカ 1 

ノビノビ 2 タジタジ 1 クヨクヨ 1 メキメキ 1 

ビクビク 2 ヌルヌル 1 クラクラ 1 メソメソ 1 

ビリビリ 2 チカチカ 1 グラグラ 1 モゾモゾ 1 

フラフラ 2 リンリン 1 グルグル 1 モグモグ 1 

ブラブラ 2 ワサワサ 1 ゴタゴタ 1 ユラユラ 1 

 

表 5-20から明らかなように、1年生前期基礎日本語（第 1冊）にはオノマトペが入ってい

ない。1年生用の教科書ではオノマトペの語数がわずか 10語のみで、2年生になると、急に

73語に増加している。3、4年生になると、また減っていく。これはカリキュラムの影響もあ

ると見られるが、1 年生には会話の授業がなく、2年生に会話の授業が設置され、3年生にな

ると会話の授業がまたなくなるのも 1つの原因だと考えられる。4年生になると、前期は授

業があるが、後期に入ってからは授業が設置されていない。前期は高級日本語の授業しかな

くて、リスニングの授業もないというのも高学年にはオノマトペが減少している原因として

考えられる。 

 

2）Aッ Bリ型 

A ッ B リ型オノマトペは延べ語数 100 語と異なり語数 35 語を表 5-22 でその分布状況、表

5-23 でその出現教科書数を示す。表 5-22 に示すように、A ッ Bリ型オノマトペも ABAB 型オ

ノマトペと同様に、1 年生用の教科書は最も少なく、2 年生用の教科書は最も多く、3・4 年

生になると減少する傾向を示している。つまり、ABAB型と同じように、2年生のところでピー

クとなって、その前後が低い。また、1 年生の「基礎日本語」という教科書の第 1 冊に ABAB

型オノマトペが現れなかったのに対して、A ッ B リ型が 2 語現われている。さらに、表 5-23

と表 5-21とを比較してみると、Aッ Bリ型の最高頻度 9と違って、ABAB型は 4にしか達して

いない。 

 

表 5-22 中国で使用された教科書から抽出した Aッ Bリ型オノマトペとその分布状況 

1 

年 

生 

（15） 

基礎日本

語 

（10） 

第 1冊（2） ビックリ、ハッキリ 

第 2冊（8） 
サッパリ、ユックリ、ピッタリ、ウッカリ、スッカリ、シッカリ、

ハッキリ、ガッカリ 

リスニング 

（5） 
スッカリ、シッカリ、ハッキリ、ユックリ、ビックリ 

2 

年 

生 

（44） 

基礎日本

語 

（15） 

第 3冊（6） ウットリ、ソックリ、アッサリ、スッカリ、ハッキリ、サッパリ 

第 4冊（9） 
ウットリ、ガッシリ、シッカリ、スッカリ、ソックリ、ビッシリ、

ピッタリ、ユッタリ 

リスニン

グ 

（18） 

上冊（4） ガッカリ、ハッキリ、ユックリ、シッカリ 

下冊（14） 
ユックリ、スッキリ、ユッタリ、ジックリ、オットリ、ピッタリ、

ガッシリ、ニッコリ、チャッカリ、スッカリ、グッスリ、シッカリ、
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サッパリ、コッソリ 

会話 

（11） 

ハッキリ、ピッタリ、サッパリ、バッチリ、ユックリ、シッカリ、

ビックリ、ソックリ、オットリ、ウットリ、スッカリ 

3 

年 

生 

（26） 

高級日本語 

（18） 

ユックリ、ハッキリ、ウッカリ、グッタリ、スッカリ、ビックリ、

ソックリ、ピッタリ、クッキリ、ドッシリ、ガッカリ、ウットリ、

ポッカリ、ビッシリ、ガッチリ、ニッコリ、ヒッソリ、アッサリ 

リスニング 

（8） 

ミッチリ、タップリ、ユックリ、スッカリ、ハッキリ、キッチリ、

シッカリ、ガッカリ 

4年生

（16） 

高級日本語 

（16） 

ハッキリ、ガッカリ、ソックリ、ウットリ、ヒッソリ、スッカリ、

コッソリ、ポッカリ、スッポリ、ニッコリ、キッチリ、シッカリ、

チョッピリ、ピッタリ、ムッツリ、ユックリ 

 

表 5-23 中国で使用された教科書に出現する Aッ Bリ型オノマトペとその出現教科書数 

オノマトペ 出現教科書数 オノマトペ 出現教科書数 オノマトペ 
出現 

教科書数 オノマトペ 
出現 

教科書数 

ハッキリ 9 サッパリ 4 ガッシリ 2 ミッチリ 1 

スッカリ 9 ニッコリ 3 オットリ 2 タップリ 1 

ユックリ 8 ヒッソリ 2 キッチリ 2 チョッピリ 1 

シッカリ 8 ビッシリ 2 クッキリ 1 ムッツリ 1 

ピッタリ 6 ユッタリ 2 ドッシリ 1 ジックリ 1 

ガッカリ 5 ウッカリ 2 チャッカリ 1 スッキリ 1 

ウットリ 5 ポッカリ 2 グッタリ 1 グッスリ 1 

ソックリ 5 コッソリ 2 ガッチリ 1 バッチリ 1 

ビックリ 4 アッサリ 2 スッポリ 1 
  

 

3）ABリ型 

AB リ型オノマトペは延べ語数 10 語と異なり語数 9 語の分布と出現教科書数を表 5-24、表

5-25に示す。表 5-24で明らかなように、ABリ型は Aッ Bリ型と違って、1・2年生の教科書

に出現していないことが分かった。それに、3・4年生の教科書に現われている語も限られて

いるのである。また、頻度もおおむね 1と 2に集中している。 

 

表 5-24 中国で使用された教科書から抽出した ABリ型オノマトペとその分布 

3年生 高級日本語（上）（7） チラリ、クルリ、ゴトリ、ドサリ、ピクリ、ピタリ、サラリ 

4年生 高級日本語（下）（3） ペロリ、ピクリ、チラリ、ホロリ 

 

 

表 5-25 中国で使用された教科書に出現する ABリ型オノマトペとその出現教科書数 

オノマトペ 
出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 

チラリ 2 ピタリ 1 ゴトリ 1 ペロリ 1 クルリ 1 

ピクリ 2 サラリ 1 ドサリ 1 ホロリ 1 
  

 

4）ABッ型 

ABッ型オノマトペは延べ語数 12語と異なり語数 10語の分布と出現教科書数を表 5-26、表

5-27 に示す。表 5-26 を見てわかるように、AB ッ型オノマトペは 2・3・4 年生の教科書に出

現している語数が同じであるが、2 年生は 3 冊合わせて 4 語となっているのである。また、

表 5-27に示したように、出現教科書数 3を示す「ボウッ」のほかには、みな 1を示している。 
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表 5-26 中国で使用された教科書から抽出した ABッ型オノマトペとその分布 

2年生（4） 
基礎日本語（3） 

第 3冊（2） ボウッ、スウッ 

第 4冊（1） チクッ 

会話（1） ボウッ 

3年生 リスニング（4） ボケッ、ピチッ、ジワッ、スパッ 

4年生 高級日本語（4） ソウッ、ボウッ、キリッ、ホウッ 

 

表 5-27 中国で使用された教科書に出現する ABッ型オノマトペとその出現教科書数 

オノマトペ 
出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 

ボウッ 3 ジワッ 1 チクッ 1 ピチッ 1 ソウッ 1 

スウッ 1 スパッ 1 ボケッ 1 ホウッ 1 キリッ 1 

 

5）ABン型 

AB ン型オノマトペは延べ語数 9 語と異なり語数 7 語の分布と出現教科書数を表 5-28、表

5-29 に示すとおりである。表 5-28 から分かるように、AB ン型は 1 年生の教科書以外に、2

年生と 3 年生にそれぞれ 2 語、4 年生に 5 語出現していることが分かった。それに、表 5-29

で分かるように、出現教科書数が 2と 1にとどまっている。 

 

表 5-28 中国で使用された教科書から抽出した ABン型オノマトペとその分布 

2年生（2） 
基礎日本語（1） 第 4冊（1） ポカン 

リスニング（下冊）（1） ガツン 

3年生 高級日本語（2） プスン、キチン 

4年生 高級日本語（5） キチン、キョトン、ボキン、コツン、ポカン 

 

表 5-29 中国で使用された教科書に出現する ABン型オノマトペとその出現教科書数 

オノマトペ 
出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 
オノマトペ 

出現 

教科書数 

ポカン 2 ボキン 1 ガツン 1 キョトン 1 

キチン 2 コツン 1 プスン 1 
  

 

ここまで、1年生から 4 年生までの教科書を調査した結果、おおむね、3 つにまとめること

ができる。1つはオノマトペの分布的特徴だが、従来の調査結果と違って、1・2年生用の教

科書より 3・4年生用の教科書に偏っているという傾向が見られず、2年生用の教科書に偏っ

ているのが目立つ。これはカリキュラムの問題もあるが、少なくとも、2年生の教科書に最

もオノマトペに触れられることが確かである。もう 1つはオノマトペが最も多く出現してい

るのは ABAB型で、全体の 50%以上を占めている。それと同じ分布を示している Aッ Bリ型も

30%以上占めていることで、この 2パターンを合わせると、全体の 90%近くとなっている。残

りの 10%は他の 3パターンで配分されている。 

さらに、教科書におけるオノマトペの提示の仕方と語釈は、11冊の教科書でかなりばらつ

きがある。まず、1・2年生の基礎日本語に使われている①、②、④、⑤の新出単語表では、

次のようにオノマトペを他の品詞として扱われ、中国語の意味がつけられている。 

 

ビックリ （サ変動詞）吃惊,吓一跳 

ドンドン （副詞）不断地 
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これに対して、1・2年生のリスニングに使われている③、⑥、⑦には単語表がなくて、語釈

も提示もないのである。2年生の会話に使用されている⑧には、語釈があるが、基礎日本語

用の①②と同じように、中国語で意味解釈されているのみである。 

 一方、3・4年生の高級日本語に使用されている⑨と⑪は品詞性が提示されず、中国語の語

釈のかわりに、日本語の解釈がついている。例えば、「ガサガサ:肌の表面が荒れている様」、

というように簡潔かつ簡単に説明されているだけである。これでもすべての語に語釈がつい

ているわけではない。難しくて意味を推測しかねる多くのオノマトペは説明がないままであ

る。また、3年生のリスニング用の⑩はまた低学年の教科書と同じように、中国語の語釈に

戻っている。それもすべての難しい単語に対して解釈を付け加えているのではない。例えば、

「ワサワサ」というオノマトペは中国人日本語教師にも分かりにくい単語なのに、語釈がつ

いていない。 

 以上、中国勤務校で使用されている 1年生から 4年生までの日本語専攻用の教科書を考察

した。 

5.4.6 調査の結果と考察 

ここまでオノマトペの主要 5パターンである ABAB型（ヒラヒラ）、Aッ B リ型（スッキリ）、

ABッ型（ドキッ）、ABリ型（スラリ）、ABン型（ドシン）を対象に、「現代雑誌」と「BTSJ」

の使用頻度（あるオノマトペが何回使用されているか）を、「旧 JLPT」と日本で使用されて

いる日本語教科書 10 冊と中国で使用されている日本語教科書 11冊という 3種の日本語教育

関係資料の出現回数（あるオノマトペが幾つの JLPT年度に出現したか、何冊の教科書に出現

したか）を調査した。また、「現代雑誌」（書き言葉）、「BTSJ」（話し言葉）、旧 JLPT（日

本語試験）、日本で使用されている教科書、中国で使用されている教科書という 5種の調査

資料における個々のオノマトペの出現資料数も調査した。その結果を 5パターンごとに降順

で表 5-30～表 5-34に示す。表中の「使用頻度」は「現代雑誌」と「BTSJ」の使用頻度の総

和を、「出現回数」は「旧 JLPT」の出現回数64と「日本教科書」、「中国教科書」に出現し

た出現回数の総和を、「出現資料数」は 5種の調査対象資料において何種の資料に出現した

か（1回でも使用されていれば出現したとみなす）を表す。 

 

表 5-30 ABAB 型オノマトペの使用頻度、出現回数および出現資料数 
オノマトペ 現代雑誌 BTSJ 使用頻度 旧 JLPT 日本教科書 中国教科書 出現回数 出現資料数 

ドンドン 61 24 85 0 1 4 5 4 

ソロソロ 24 1 25 0 3 3 6 4 

ドキドキ 16 8 24 0 0 4 4 3 

ギリギリ 8 14 22 0 0 3 3 3 

イライラ 16 1 17 1 1 3 5 5 

キラキラ 13 3 16 0 0 3 3 3 

ワクワク 13 2 15 0 0 4 4 3 

ニコニコ 7 3 10 1 3 3 7 5 

ピカピカ 10 2 12 1 1 3 5 5 

フラフラ 8 4 12 3 0 2 5 4 

ダラダラ 6 6 12 2 0 2 4 4 

クルクル 11 0 11 1 0 2 3 3 

ペラペラ 2 6 8 1 3 2 6 5 

バリバリ 9 4 13 0 0 0 0 2 

バラバラ 8 1 9 0 2 1 3 4 

ボロボロ 5 4 9 0 0 3 3 3 
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ガンガン 7 3 10 0 0 1 1 3 

ゴチャゴチャ 4 3 7 0 0 4 4 3 

サラサラ 10 1 11 0 0 0 0 2 

メチャメチャ 0 10 10 1 0 0 1 2 

コツコツ 7 0 7 0 1 2 3 3 

チョコチョコ 0 8 8 0 0 2 2 2 

ハラハラ 5 0 5 2 0 3 5 3 

ウロウロ 6 2 8 0 0 1 1 3 

ズルズル 7 1 8 1 0 0 1 3 

ニヤニヤ 8 0 8 0 1 0 1 2 

ノビノビ 5 0 5 2 0 2 4 3 

ウキウキ 6 0 6 0 0 2 2 2 

グルグル 6 1 7 0 0 1 1 3 

ゴロゴロ 4 1 5 0 0 3 3 3 

スラスラ 4 1 5 0 2 1 3 4 

ドシドシ 7 0 7 0 0 1 1 2 

フワフワ 4 2 6 1 0 1 2 4 

ポカポカ 5 1 6 0 0 2 2 3 

グングン 5 0 5 0 0 2 2 2 

ジワジワ 7 0 7 0 0 0 0 1 

チラチラ 1 4 5 1 1 0 2 4 

ブラブラ 2 1 3 2 0 2 4 4 

ペコペコ 3 0 3 2 0 2 4 3 

ガラガラ 5 1 6 0 0 0 0 2 

スベスベ 6 0 6 0 0 0 0 1 

ツルツル 5 0 5 0 0 1 1 2 

ポンポン 4 1 5 0 1 0 1 3 

オドオド 1 1 2 1 0 2 3 4 

ガリガリ 2 2 4 0 0 1 1 3 

グズグズ 3 1 4 1 0 0 1 3 

ゴツゴツ 4 1 5 0 0 0 0 2 

ジリジリ 3 1 4 0 1 0 1 3 

ダブダブ 1 0 1 2 0 2 4 3 

パサパサ 4 1 5 0 0 0 0 2 

パタパタ 4 1 5 0 0 0 0 2 

パラパラ 2 2 4 0 0 1 1 3 

ブツブツ 3 1 4 0 0 1 1 3 

ボツボツ 0 1 1 1 0 3 4 3 

ユラユラ 4 0 4 0 0 1 1 2 

ワイワイ 3 0 3 0 0 2 2 2 

ギラギラ 2 0 2 0 0 2 2 2 

クラクラ 2 1 3 0 0 1 1 3 

コロコロ 4 0 4 0 0 0 0 1 

スヤスヤ 3 0 3 0 0 1 1 2 

スルスル 4 0 4 0 0 0 0 1 

ツヤツヤ 4 0 4 0 0 0 0 1 
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トントン 4 0 4 0 0 0 0 1 

ネチネチ 3 1 4 0 0 0 0 2 

バタバタ 1 1 2 1 0 1 2 4 

パンパン 2 1 3 0 0 1 1 3 

バンバン 0 4 4 0 0 0 0 1 

ピイピイ 1 2 3 0 0 1 1 3 

ビクビク 1 1 2 0 0 2 2 3 

ヒタヒタ 4 0 4 0 0 0 0 1 

ビリビリ 1 1 2 0 0 2 2 3 

ブクブク 3 0 3 0 0 1 1 2 

ボサボサ 3 1 4 0 0 0 0 2 

ボソボソ 1 1 2 0 1 1 2 4 

ヨチヨチ 4 0 4 0 0 0 0 1 

カサカサ 3 0 3 0 0 0 0 1 

ガサガサ 2 0 2 0 0 1 1 2 

カチカチ 2 0 2 0 0 1 1 2 

カリカリ 2 1 3 0 0 0 0 2 

キビキビ 3 0 3 0 0 0 0 1 

キャアキャア 0 3 3 0 0 0 0 1 

クスクス 1 0 1 0 2 0 2 2 

グチャグチャ 2 1 3 0 0 0 0 2 

クネクネ 3 0 3 0 0 0 0 1 

ザラザラ 1 1 2 0 0 1 1 3 

ザワザワ 2 0 2 0 0 1 1 2 

スイスイ 3 0 3 0 0 0 0 1 

スクスク 3 0 3 0 0 0 0 1 

ズバズバ 1 2 3 0 0 0 0 2 

セカセカ 2 0 2 0 0 1 1 2 

タジタジ 1 1 2 0 0 1 1 3 

ヌルヌル 2 0 2 0 0 1 1 2 

ビシビシ 1 1 2 0 0 1 1 3 

ピシピシ 2 1 3 0 0 0 0 2 

ヒヤヒヤ 3 0 3 0 0 0 0 1 

ヒリヒリ 2 0 2 0 0 1 1 2 

ピリピリ 2 1 3 0 0 0 0 2 

ピンピン 1 1 2 0 0 1 1 3 

フカフカ 2 1 3 0 0 0 0 2 

ブカブカ 0 1 1 2 0 0 2 2 

ブヨブヨ 2 1 3 0 0 0 0 2 

プリプリ 2 1 3 0 0 0 0 2 

ブルブル 2 0 2 0 0 1 1 2 

マザマザ 3 0 3 0 0 0 0 1 

ムシャムシャ 0 2 2 1 0 0 1 2 

メキメキ 2 0 2 0 0 1 1 2 

モコモコ 3 0 3 0 0 0 0 1 

ヤスヤス 3 0 3 0 0 0 0 1 
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イソイソ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ウトウト 1 0 1 0 0 1 1 2 

ウハウハ 0 2 2 0 0 0 0 1 

ウヨウヨ 0 1 1 0 0 1 1 2 

オロオロ 2 0 2 0 0 0 0 1 

カタカタ 1 0 1 0 0 1 1 2 

ガタガタ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ガチガチ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ガチャガチャ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ガバガバ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ガヤガヤ 0 1 1 1 0 0 1 2 

ギャアギャア 2 0 2 0 0 0 0 1 

キョロキョロ 1 1 2 0 0 0 0 2 

キリキリ 1 0 1 0 1 0 1 2 

クタクタ 0 1 1 0 0 1 1 2 

クドクド 1 0 1 0 0 1 1 2 

グラグラ 1 0 1 0 0 1 1 2 

ゴシゴシ 1 1 2 0 0 0 0 2 

コソコソ 0 1 1 0 1 0 1 2 

ゴタゴタ 1 0 1 0 0 1 1 2 

コトコト 1 0 1 0 0 1 1 2 

コリコリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ゴワゴワ 2 0 2 0 0 0 0 1 

シクシク 0 0 0 0 1 1 2 2 

シゲシゲ 0 0 0 0 0 2 2 1 

シャカシャカ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ショボショボ 1 0 1 0 0 1 1 2 

ジロジロ 0 0 0 0 2 0 2 1 

ズカズカ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ゼエゼエ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ゾロゾロ 1 0 1 0 0 1 1 2 

ソワソワ 1 1 2 0 0 0 0 2 

チカチカ 1 0 1 0 0 1 1 2 

チャプチャプ 2 0 2 0 0 0 0 1 

チョロチョロ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ドロドロ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ニタニタ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ノリノリ 0 2 2 0 0 0 0 1 

ノロノロ 0 0 0 1 0 1 2 2 

バサバサ 0 1 1 0 0 1 1 2 

パチパチ 1 0 1 0 0 1 1 2 

パリパリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ヒシヒシ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ピチピチ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ヒョロヒョロ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ピョンピョン 1 1 2 0 0 0 0 2 
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ヒラヒラ 0 0 0 1 0 1 2 2 

ビンビン 1 1 2 0 0 0 0 2 

ブウブウ 2 0 2 0 0 0 0 1 

プカプカ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ブリブリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ベタベタ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ヘラヘラ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ベラベラ 0 1 1 1 0 0 1 2 

ホクホク 2 0 2 0 0 0 0 1 

ポタポタ 0 0 0 0 1 1 2 2 

ボチボチ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ポツポツ 1 0 1 0 0 1 1 2 

ポトポト 1 0 1 0 0 1 1 2 

マゴマゴ 1 0 1 0 0 1 1 2 

マジマジ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ミスミス 2 0 2 0 0 0 0 1 

ムカムカ 1 0 1 0 0 1 1 2 

ムクムク 0 0 0 0 0 2 2 1 

ムシムシ 0 1 1 1 0 0 1 2 

ヨレヨレ 0 0 0 0 2 0 2 1 

ヨロヨロ 1 0 1 0 0 1 1 2 

ワアワア 2 0 2 0 0 0 0 1 

ワサワサ 0 1 1 0 0 1 1 2 

ワンワン 0 0 0 0 1 1 2 2 

イキイキ 0 0 0 0 1 0 1 1 

イチャイチャ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ウカウカ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ウジャウジャ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ウルウル 0 0 0 0 0 1 1 1 

ウンウン 0 0 0 0 0 1 1 1 

オタオタ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ガクガク 0 1 1 0 0 0 0 1 

ガシャガシャ 1 0 1 0 0 0 0 1 

カツカツ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ガツガツ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ガブガブ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ガミガミ 1 0 1 0 0 0 0 1 

カラカラ   0 0 1 0 0 1 1 

カンカン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ギザギザ 0 0 0 1 0 0 1 1 

キツキツ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ギュウギュウ 1 0 1 0 0 0 0 1 

キンキン 1 0 1 0 0 0 0 1 

グイグイ 0 1 1 0 0 0 0 1 

クシャクシャ 0 0 0 0 0 1 1 1 

グジュグジュ 1 0 1 0 0 0 0 1 
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クダクダ 0 1 1 0 0 0 0 1 

グダグダ 0 1 1 0 0 0 0 1 

グチョグチョ 1 0 1 0 0 0 0 1 

クヨクヨ 0 0 0 0 0 1 1 1 

クンクン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ゲラゲラ 0 0 0 0 1 0 1 1 

ゲロゲロ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ゴウゴウ 1 0 1 0 0 0 0 1 

コセコセ 0 0 0 1 0 0 1 1 

ゴソゴソ 1 0 1 0 0 0 0 1 

コホコホ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ゴホゴホ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ゴボゴボ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ゴリゴリ 0 1 1 0 0 0 0 1 

コンコン 0 1 1 0 0 0 0 1 

ザアザア 0 0 0 0 1 0 1 1 

ザブザブ 1 0 1 0 0 0 0 1 

サワサワ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ジクジク 1 0 1 0 0 0 0 1 

ジメジメ 0 1 1 0 0 0 0 1 

シャアシャア 1 0 1 0 0 0 0 1 

ジャカジャカ 0 1 1 0 0 0 0 1 

シャキシャキ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ジャブジャブ 1 0 1 0 0 0 0 1 

シャリシャリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ジュクジュク 1 0 1 0 0 0 0 1 

ジョボジョボ 0 1 1 0 0 0 0 1 

シンシン 0 0 0 0 0 1 1 1 

ズキズキ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ズケズケ 0 0 0 0 0 1 1 1 

スゴスゴ 1 0 1 0 0 0 0 1 

スタスタ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ズタズタ 0 0 0 0 1 0 1 1 

ズンズン 0 0 0 0 0 1 1 1 

ソヨソヨ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ダボダボ 0 1 1 0 0 0 0 1 

タラタラ 1 0 1 0 0 0 0 1 

チマチマ 1 0 1 0 0 0 0 1 

チャカチャカ 0 1 1 0 0 0 0 1 

チャキチャキ 0 1 1 0 0 0 0 1 

チャラチャラ 0 1 1 0 0 0 0 1 

チョクチョク 0 1 1 0 0 0 0 1 

チョンチョン 0 1 1 0 0 0 0 1 

チリチリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

チロチロ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ツカツカ 1 0 1 0 0 0 0 1 
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ツンツン 1 0 1 0 0 0 0 1 

デカデカ 0 1 1 0 0 0 0 1 

テクテク 1 0 1 0 0 0 0 1 

トボトボ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ナミナミ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ナヨナヨ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ニョロニョロ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ヌクヌク 0 1 1 0 0 0 0 1 

ネチャネチャ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ネトネト 1 0 1 0 0 0 0 1 

パカパカ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ハキハキ 0 0 0 0 0 1 1 1 

パキパキ 0 1 1 0 0 0 0 1 

バキバキ 1 0 1 0 0 0 0 1 

バシバシ 0 1 1 0 0 0 0 1 

バシャバシャ 1 0 1 0 0 0 0 1 

バチバチ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ヒイヒイ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ヒクヒク 1 0 1 0 0 0 0 1 

ビショビショ 0 0 0 1 0 0 1 1 

ヒソヒソ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ピタピタ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ピチャピチャ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ビュンビュン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ピロピロ 0 1 1 0 0 0 0 1 

フサフサ 1 0 1 0 0 0 0 1 

プヨプヨ 0 1 1 0 0 0 0 1 

プンプン 0 0 0 0 0 1 1 1 

ブンブン 0 1 1 0 0 0 0 1 

ベコベコ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ペタペタ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ペチャペチャ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ベチャベチャ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ペロペロ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ベンベン 0 0 0 0 0 1 1 1 

ホイホイ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ホカホカ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ポコポコ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ボコボコ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ボタボタ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ボリボリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ホロホロ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ポロポロ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ボンボン 0 1 1 0 0 0 0 1 

ミシミシ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ムニャムニャ 1 0 1 0 0 0 0 1 
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ムンムン 0 1 1 0 0 0 0 1 

メソメソ 0 0 0 0 0 1 1 1 

モクモク 1 0 1 0 0 0 0 1 

モグモグ 0 0 0 0 0 1 1 1 

モジモジ 1 0 1 0 0 0 0 1 

モゾモゾ 0 0 0 0 0 1 1 1 

モヤモヤ 1 0 1 0 0 0 0 1 

モリモリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ユルユル 1 0 1 0 0 0 0 1 

リンリン 0 0 0 0 0 1 1 1 

レロレロ 1 0 1 0 0 0 0 1 

 

表 5-31 A ッ Bリ型オノマトペの使用頻度、出現回数および出現資料数 

オノマトペ 現代雑誌 BTSJ 使用頻度 旧 JLPT 日本教科書 中国教科書 出現回数 出現資料数 

シッカリ 135 18 153 3 2 8 13 5 

ハッキリ 73 18 91 3 3 9 15 5 

タップリ 92 0 92 2 3 1 6 4 

ビックリ 52 27 79 0 7 4 11 4 

ユックリ 59 11 70 0 6 8 14 4 

ピッタリ 66 2 68 1 0 6 7 4 

スッキリ 68 1 69 3 0 1 4 4 

スッカリ 46 6 52 2 1 9 12 5 

ユッタリ 37 4 41 1 0 2 3 4 

サッパリ 22 2 24 1 4 4 9 5 

ジックリ 28 1 29 1 1 1 3 5 

シットリ 28 2 30 0 0 0 0 2 

ソックリ 19 1 20 0 1 5 6 4 

アッサリ 18 1 19 1 1 2 4 5 

キッチリ 11 5 16 2 0 2 4 4 

ウッカリ 13 1 14 0 3 2 5 4 

ガッカリ 8 1 9 0 3 5 8 4 

クッキリ 12 0 12 1 0 1 2 3 

チョッピリ 13 0 13 0 0 1 1 2 

ガッチリ 9 2 11 0 0 1 1 3 

ヒッソリ 10 0 10 0 0 2 2 2 

グッスリ 6 2 8 1 1 1 3 5 

バッチリ 9 1 10 0 0 1 1 3 

ビッシリ 7 1 8 0 1 2 3 4 

ウットリ 5 0 5 0 0 5 5 2 

コッソリ 6 0 6 1 1 2 4 4 

シックリ 7 1 8 0 0 0 0 2 

ニッコリ 4 0 4 0 1 3 4 3 

オットリ 4 1 5 0 0 2 2 3 

ガッシリ 4 0 4 0 0 2 2 2 

ギッシリ 6 0 6 0 0 0 0 1 

キッパリ 4 1 5 0 0 0 0 2 
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スッポリ 4 0 4 0 0 1 1 2 

ドッシリ 4 0 4 0 0 1 1 2 

ミッチリ 3 1 4 0 0 1 1 3 

キッカリ 2 0 2 2 0 0 2 2 

グッタリ 2 0 2 1 0 1 2 3 

ザックリ 4 0 4 0 0 0 0 1 

ドップリ 2 2 4 0 0 0 0 2 

パッチリ 3 0 3 0 1 0 1 2 

ポッカリ 2 0 2 0 0 2 2 2 

ポッキリ 3 1 4 0 0 0 0 2 

コッテリ 2 1 3 0 0 0 0 2 

ズッシリ 3 0 3 0 0 0 0 1 

ネットリ 3 0 3 0 0 0 0 1 

バッタリ 2 0 2 0 1 0 1 2 

ベッタリ 3 0 3 0 0 0 0 1 

ホッソリ 3 0 3 0 0 0 0 1 

カッチリ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ドッサリ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ノッペリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ピッチリ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ポッテリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ムッツリ 0 1 1 0 0 1 1 2 

ガックリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ガッツリ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ガップリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ガッポリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

コックリ 0 0 0 0 1 0 1 1 

ゲッソリ 0 0 0 1 0 0 1 1 

サックリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

シャッキリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

スッパリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

チャッカリ 0 0 0 0 0 1 1 1 

テッキリ 0 0 0 1 0 0 1 1 

トップリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ノッソリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

バッサリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ビッショリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ヒョッコリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ポッコリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ポッチャリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

メッキリ 0 1 1 0 0 0 0 1 

 

表 5-32 ABリ型オノマトペの使用頻度、出現回数および出現資料数 
オノマトペ 現代雑誌 BTSJ 使用頻度 旧 JLPT 日本教科書 中国教科書 出現回数 出現資料数 

ズバリ 38 0 38 0 0   0 1 

サラリ 13 0 13 0 0 1 1 2 
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チラリ 11 0 11 0 0 2 2 2 

ポツリ 7 0 7 0 1 0 1 2 

ズラリ 6 0 6 0 1 0 1 2 

ガラリ 4 0 4 0 0 0 0 1 

スルリ 4 0 4 0 0 0 0 1 

ピシャリ 3 0 3 0 0 0 0 1 

ブラリ 3 0 3 0 0 0 0 1 

フワリ 3 0 3 0 0 0 0 1 

スラリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ツルリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ドキリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

トロリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

パクリ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ペロリ 1 0 1 0 0 1 1 2 

カラリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

グサリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

グニャリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

クルリ 0 0 0 0 0 1 1 1 

グルリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ゴクリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ゴトリ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ソロリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ゾロリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ダラリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ドサリ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ニコリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ニヤリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

パタリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

パチリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ハラリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ピタリ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ヒラリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ホロリ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ユルリ 1 0 1 0 0 0 0 1 

 

表 5-33 ABッ型オノマトペの使用頻度、出現回数および出現資料数 

オノマトペ 現代雑誌 BTSJ 使用頻度 旧 JLPT 日本教科書 中国教科書 出現回数 出現資料数 

サラッ 13 2 15 0 0 0 0 2 

フワッ 12 1 13 1 0 0 1 3 

ボウッ 4 1 5 0 0 3 3 3 

ピリッ 6 0 6 0 0 0 0 1 

サクッ 4 1 5 0 0 0 0 2 

ピタッ 5 0 5 0 0 0 0 1 

シャキッ 4 0 4 0 0 0 0 1 

チラッ 0 2 2 2 0 0 2 2 

キリッ 2 0 2 0 0 1 1 2 
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カチッ 1 1 2 0 0 0 0 2 

ガラッ 1 1 2 0 0 0 0 2 

クスッ 1 1 2 0 0 0 0 2 

グラッ 1 0 1 0 1 0 1 2 

コロッ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ジワッ 1 0 1 0 0 1 1 2 

スウッ 0 1 1 0 0 1 1 2 

スカッ 1 1 2 0 0 0 0 2 

スパッ 1 0 1 0 0 1 1 2 

ドキッ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ドサッ 1 0 1 0 1 0 1 2 

ドタッ 2 0 2 0 0 0 0 1 

パラッ 2 0 2 0 0 0 0 1 

パリッ 2 0 2 0 0 0 0 1 

ムスッ 0 2 2 0 0 0 0 1 

ソウッ 0 0 0 0 1 1 2 2 

ガタッ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ガチャッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ガバッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ガブッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

カラッ 0 1 1 0 0 0 0 1 

カリッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

グサッ 0 1 1 0 0 0 0 1 

クシャッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

クタッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

グウッ 0 0 0 1 0 0 1 1 

クルッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

グルッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ゴソッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ズバッ 0 1 1 0 0 0 0 1 

スポッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ズラッ 0 1 1 0 0 0 0 1 

ズルッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

チクッ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ツルッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ドバッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

トロッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ニヤッ 0 0 0 0 1 0 1 1 

バシッ 0 1 1 0 0 0 0 1 

パチッ 0 1 1 0 0 0 0 1 

バチッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

パパッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

バリッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ピカッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ビシッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ピシッ 1 0 1 0 0 0 0 1 
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ピチッ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ピピッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ベタッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ペタッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ベロッ 1 0 1 0 0 0 0 1 

ホウッ 0 0 0 0 0 1 1 1 

ボケッ 0 0 0 0 0 1 1 1 

キチッ 0 1 1 0 0 0 0 1 

 

表 5-34 ABン型オノマトペの使用頻度、出現回数および出現資料数 

オノマトペ 現代雑誌 BTSJ 使用頻度 旧 JLPT 日本教科書 中国教科書 出現回数 出現資料数 

キチン 63 7 70 0 2 2 4 4 

シイン 6 0 6 0 0 0 0 1 

トロン 4 0 4 0 0 0 0 1 

ポツン 3 1 4 0 0 0 0 2 

ドカン 3 0 3 0 0 0 0 1 

カクン 2 0 2 0 0 0 0 1 

ガタン 2 0 2 0 0 0 0 1 

ガツン 1 0 1 0 0 1 1 2 

コロン 2 0 2 0 0 0 0 1 

ストン 2 0 2 0 0 0 0 1 

ドスン 1 0 1 0 1 0 1 2 

ポカン 0 0 0 0 0 2 2 1 

スコン 2 0 2 0 0 0 0 1 

ガクン 1 0 1 0 0 0 0 1 

カチン 0 1 1 0 0 0 0 1 

ガラン 1 0 1 0 0 0 0 1 

キョトン 0 0 0 0 0 1 1 1 

コクン 1 0 1 0 0 0 0 1 

コチン 1 0 1 0 0 0 0 1 

コツン 0 1 1 0 0 0 0 1 

ゴツン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ゴロン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ドキン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ドシン 0 0 0 0 1 0 1 1 

バタン 1 0 1 0 0 0 0 1 

パチン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ピシャン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ボキン 0 0 0 0 0 1 1 1 

ポコン 1 0 1 0 0 0 0 1 

ポトン 1 0 1 0 0 0 0 1 

プウン 1 0 1 0 0 0 0 1 

プスン 0 0 0 0 0 1 1 1 

 

以上 5 種の調査資料から主要 5 パターンのオノマトペを 507 語抽出した。そのうち、ABAB

型は 303語、Aッ Bリ型は 73語、ABリ型は 36語、ABッ型は 63語、AB ン型は 32 語である。 
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5.5 オノマトペの選定 

 ここまで述べてきたように、語彙教育においてはオノマトペが適切に位置づけられていな

かった。その理由の 1 つとしてオノマトペの選定にかかわる 2 つの問題が本格的に解決され

ていないことがある。1 つはこれまでの選定ではオノマトペの語数が少なすぎる。もう 1 つ

は学習者の実際のニーズに応じて、初級・中級・上級で教えるべきオノマトペの選定がなさ

れていなかった。 

 そこで、本章は学習者の学習ニーズと受験ニーズに応えるように、初級・中級・上級をカ

バーする程度のオノマトペを選定することを目指して、主要パターンに関する調査、オノマ

トペの実際の使用を反映する書き言葉と話し言葉の言語資料および日本語教育分野での扱い

方を反映する日中日本語テキストと日本語試験問題を対象に、個々のオノマトペの使用頻度

を調査した。 

 その結果、オノマトペの主要パターンを ABAB 型、A ッ B リ型、AB ッ型、AB リ型、AB ン型

という5つのパターンと認定し、主要パターンの各調査資料におけるオノマトペの分布状況、

使用頻度、出現回数および出現資料数を上記表 5-30～表 5-34 に示した。ここから 5.5.1 で

本稿における日本語教育で教えるオノマトペの選定基準を示し、5.5.2 で選定の結果を明示

する。 

5.5.1 本稿におけるオノマトペの選定基準 

5種の資料に対する調査方法として、実際の使用を重視する観点から、「現代雑誌」と「BTSJ」

に対しては延べ語数（使用頻度）を、日本語教育関係資料 3種に対しては、異なり語数(日本

語試験では「出現回数」、教科書では「出現教科書数」、この 2 つを合わせて「出現回数」と

する)を採取した。すなわち、日本語教科書と日本語試験においては各資料において何度出現

しても 1 として取り扱い、使用頻度を数えた「現代雑誌」と「BTSJ」の資料のほうに重みを

つける形にした。また、各種資料における使用頻度や出現回数だけでなく、それぞれのオノ

マトペがいくつの資料に出現しているかという出現資料数も調べ、単一の資料にのみ出現す

るというような使用分野の偏りがないかという観点も取り入れた。 

  そこで、本稿は使用頻度（「現代雑誌」と「BTSJ」との使用頻度の和）と出現回数（旧 JLPT

の出現回数＋日本・中国で出版された教科書における出現教科書数）の総和を第 1選定基準

とし、5種の資料における出現資料数を第 2選定基準とする。この 2つの選定基準に則して、

オノマトペを「優先使用語彙」「使用語彙」「理解語彙」「参考語彙」と分類する。 

  第 1選定基準は使用頻度と出現回数との総和で、ここでは「出現頻度」と呼ぶことにする。

出現頻度 3以上を「優先使用語彙」に選定する。それは出現頻度 3と 2の間に異なり語数の

大きな差があるからである。つまり、出現頻度 3の語彙は限られた数の語彙であり、何度も

使用される語彙は限定されることから、これを重視したのである。出現頻度 2を「使用語彙」

と「理解語彙」にする。これは第 2選定基準の「出現資料数」により分類する。出現頻度 1

を「参考語彙」にする。 

 第 2選定基準は 5種の資料における出現資料数である。出現頻度 2の選定基準として作用

する。出現頻度 2・出現資料数 2を「使用語彙」にする。なぜならば、出現頻度は 2と少な

いが、書き言葉、話し言葉、日本語教育分野の資料のいずれかに複数回出現し、出現範囲に

偏りがないためである。出現頻度 2・出現資料数 1を「理解語彙」にする。出現頻度は 2と

少なく、出現資料数も 1であるが、本稿の一貫した主張である「日本語教育におけるオノマ

トペの重視、または日本語教育で教えるオノマトペの拡充を目指す」姿勢から、これを理解

語彙として、出現頻度 1の語彙とは区別し、日本語教育で教育の対象とする。 

以上、「出現頻度」と「出現資料数」を下記のとおり数値化して、調査資料全体における各

オノマトペの重要度を客観的に示すことにした。 
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得点＝現代雑誌と BTSJの使用頻度＋JLPTでの出現回数＋日本教科書と中国教科書の出

現教科書数＋出現資料数 

 

この計算式によって得られた数値をもとに本稿ではオノマトペの日本語教育における扱い

を下記のように示す。 

 

① 「優先使用語彙」＝出現頻度 3以上＋出現資料数 1以上 

            ＝4以上（ただし、4の場合は出現頻度 3であること） 

② 「使用語彙」＝出現頻度 2＋出現資料数 2＝4 

③ 「理解語彙」＝出現頻度 2＋出現資料数 1＝3 

④ 「参考語彙」＝出現頻度 1＋出現資料数 1＝2 

 

以上、2つの基準に則して、5種の資料から抽出した主要 5パターンの 507 語を 4分類する

と、表 5-35に示すようになる。 

 

表 5-35 基準による主要 5 パターンの 507語の分布 

分類 ABAB（%） Aッ Bリ（%） ABリ（%） ABッ（%） ABン（%） 合計（%） 

① 108 35.7 48 64.8 10 27.8 9 14.3 5 15.6 180 35.5 

② 48 15.8 4 5.4 1 2.8 10 15.9 2 6.3 65 12.8 

③ 22 7.3 2 2.7 5 13.9 6 9.5 6 18.8 41 8.1 

④ 125 41.3 19 27 20 55.6 38 60.3 19 59.4 221 43.6 

合計 303 59.8 73 14.4 36 7.1 63 12.4 32 6.3 507 100.0 

 

表 5-35から分かるように、主要 5パターン 507 語は分類①では 180語（35.5%）、分類②

では 65語（12.8%）、分類③では 41語（8.1%）、分類④では 221語（43.6%）という分布に

なっている。 

本稿は学習するオノマトペを拡充することと、またオノマトペの学習内容を構築すること

を出発点としてオノマトペの選定を行い、日本語教育で教えるオノマトペの選定の試みとし

て、優先使用語彙、使用語彙、理解語彙を本研究の扱う対象とする。 

5.5.2 選定の結果 

以上をふまえて、本稿の選定結果は表 5-36に示すように、優先使用語彙（表 5-37）は 180

語、使用語彙（表 38）は 65語、理解語彙（表 5-39）は 41語、参考語彙（表 5-40）は 221

語を選出している。その中から「優先使用語彙」「使用語彙」「理解語彙」を合わせて、ABAB

型 178語、Aッ Bリ型 54語、ABッ型 25語、ABリ型 16語、ABン型 13語、合計 286語を日本

語教育で教えるオノマトペとして本研究で扱う。 

 

表 5-36 本研究におけるオノマトペの選定の結果 

  ABAB Aッ Bリ ABリ ABッ ABン 合計 

優先使用語彙 108 48 10 9 5 180 

使用語彙 48 4 1 10 2 65 

理解語彙 22 2 5 6 6 41 

本稿扱う語彙 178 54 16 25 13 286 

参考語彙 125 19 20 38 19 221 

合計 303 73 36 63 32 507 
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表 5-37 優先使用語彙 

ドンドン スラスラ ザラザラ ギラギラ スルスル スッキリ ヒッソリ サラッ 

ソロソロ グルグル タジタジ カリカリ ツヤツヤ スッカリ ウットリ サクッ 

ドキドキ ポカポカ ビシビシ グチャグチャ トントン ユッタリ シックリ チラッ 

ギリギリ ゴロゴロ ピンピン ズバズバ バンバン サッパリ ガッシリ キリッ 

イライラ チラチラ バリバリ ピシピシ ヒタヒタ ジックリ キッパリ ピリッ 

キラキラ ブラブラ サラサラ ピリピリ ヨチヨチ ソックリ スッポリ ピタッ 

ワクワク ペコペコ メチャメチャ フカフカ カサカサ アッサリ ドッシリ シャキッ 

ピカピカ ポンポン チョコチョコ ブヨブヨ キビキビ キッチリ キッカリ サラリ 

ニコニコ オドオド ニヤニヤ プリプリ キャアキャア ウッカリ ドップリ チラリ 

フラフラ ガリガリ ドシドシ ガサガサ クネクネ ガッカリ パッチリ  ポツリ 

ダラダラ グズグズ ウキウキ カチカチ スイスイ クッキリ ポッカリ ズラリ 

ペラペラ ジリジリ グングン ザワザワ スクスク グッスリ ポッキリ ズバリ 

クルクル パラパラ ガラガラ セカセカ ヒヤヒヤ ガッチリ コッテリ ガラリ 

バラバラ ブツブツ ツルツル ヌルヌル マザマザ ビッシリ バッタリ スルリ 

ボロボロ バタバタ ゴツゴツ ヒリヒリ モコモコ バッチリ ザックリ  ピシャリ 

ガンガン ボソボソ パサパサ ブルブル ヤスヤス コッソリ ズッシリ ブラリ 

ゴチャゴチャ ダブダブ パタパタ ムシャムシャ シッカリ ニッコリ ネットリ フワリ 

コツコツ ボツボツ ユラユラ メキメキ ハッキリ オットリ ベッタリ キチン 

ハラハラ クラクラ ワイワイ クスクス タップリ ミッチリ ホッソリ シイン 

ウロウロ パンパン ネチネチ ブカブカ ビックリ グッタリ ギッシリ トロン 

ズルズル ピイピイ ボサボサ ジワジワ ユックリ シットリ フワッ ドカン 

フワフワ ビクビク スヤスヤ スベスベ ピッタリ チョッピリ ボウッ ポツン 

ノビノビ ビリビリ ブクブク コロコロ 
    

 

表 5-38 使用語彙 

ガチガチ ドロドロ ボチボチ クドクド バサバサ ヨロヨロ ドッサリ スウッ 

ガチャガチャ ヒシヒシ マジマジ グラグラ パチパチ ワサワサ ピッチリ スカッ 

ガバガバ ヒョロヒョロ ウトウト コソコソ ベラベラ シクシク ムッツリ スパッ 

キョロキョロ ピョンピョン ウヨウヨ ゴタゴタ ポツポツ ノロノロ カチッ ドサッ 

ゴシゴシ ビンビン カタカタ コトコト ポトポト ヒラヒラ ガラッ ソウッ 

シャカシャカ プカプカ ガヤガヤ ショボショボ マゴマゴ ポタポタ くスッ ペロリ 

ズカズカ ベタベタ キリキリ ゾロゾロ ムカムカ ワンワン グラッ ガツン 

ソワソワ ヘラヘラ クタクタ チカチカ ムシムシ カッチリ ジワッ ドスン 

チョロチョロ 
       

 

表 5-39 理解語彙 

イソイソ コリコリ ノリノリ ホクホク ムクムク ドキッ スラリ カクン 

ウハウハ ゴワゴワ パリパリ ミスミス ヨレヨレ ドタッ ツルリ ガタン 

オロオロ ゼエゼエ ピチピチ ワアワア ノッペリ パラッ ドキリ コロン 

ガタガタ チャプチャプ ブウブウ シゲシゲ ポッテリ パリッ トロリ ストン 

ギャアギャア ニタニタ ブリブリ ジロジロ コロッ ムスッ パクリ ポカン 

       
スコン 
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表 5-40 参考語彙 

イチャイチャ サワサワ ナミナミ ホカホカ ズンズン ヒョッコリ パチッ ニヤリ 

ウカウカ ジクジク ナヨナヨ ポコポコ トボトボ ポッコリ バチッ パタリ 

ウジャウジャ ジメジメ ニョロニョロ ボコボコ ハキハキ ポッチャリ パパッ パチリ 

オタオタ シャアシャア ヌクヌク ボリボリ ビショビショ メッキリ バリッ ハラリ 

ガクガク ジャカジャカ ネチャネチャ ボンボン プンプン ガタッ ピカッ ピタリ 

ガシャガシャ シャキシャキ ネトネト ミシミシ ベンベン ガチャッ ビシッ ヒラリ 

カツカツ ジャブジャブ パカパカ ムニャムニャ ボタボタ ガバッ ピシッ ホロリ 

ガツガツ シャリシャリ パキパキ ムンムン ホロホロ ガブッ ピチッ ユルリ 

ガブガブ ジュクジュク バキバキ モクモク ポロポロ カラッ ピピッ ガクン 

ガミガミ ジョボジョボ バシバシ モジモジ メソメソ カリッ ベタッ カチン 

カンカン ズキズキ バシャバシャ モヤモヤ モグモグ グサッ ペタッ ガラン 

キツキツ スゴスゴ バチバチ モリモリ モゾモゾ クシャッ ベロッ キョトン 

ギュウギュウ スタスタ ヒイヒイ ユルユル リンリン クタッ ホウッ コクン 

キンキン ソヨソヨ ヒクヒク レロレロ ガックリ グウッ ボケッ コチン 

グイグイ ダボダボ ヒソヒソ イキイキ ガッツリ クルッ キチッ コツン 

グジュグジュ タラタラ ピタピタ ウルウル ガップリ グルッ カラリ ゴツン 

クダクダ チマチマ ピチャピチャ ウンウン ガッポリ ゴソッ グサリ ゴロン 

グダグダ チャカチャカ ビュンビュン カラカラ コックリ ズバッ グニャリ ドキン 

グチョグチョ チャキチャキ ピロピロ ギザギザ ゲッソリ スポッ クルリ ドシン 

クンクン チャラチャラ フサフサ クシャクシャ サックリ ズラッ グルリ バタン 

ゲロゲロ チョクチョク プヨプヨ クヨクヨ シャッキリ ズルッ ゴクリ パチン 

ゴウゴウ チョンチョン ブンブン ゲラゲラ スッパリ チクッ ゴトリ ピシャン 

ゴソゴソ チリチリ ベコベコ コセコセ チャッカリ ツルッ ソロリ ボキン 

コホコホ チロチロ ペタペタ ゴホゴホ テッキリ ドバッ ゾロリ ポコン 

ゴボゴボ ツカツカ ペチャペチャ ザアザア トップリ トロッ ダラリ ポトン 

ゴリゴリ ツンツン ベチャベチャ シンシン ノッソリ ニヤッ ドサリ プウン 

コンコン デカデカ ペロペロ ズケズケ バッサリ バシッ ニコリ プスン 

ザブザブ テクテク ホイホイ ズタズタ ビッショリ 
 

    

 

5.6 まとめ 

本章では、第 3章の使用実態調査と第 4章のニーズ調査の結果によって分析したオノマト

ペの学習を妨げる要因の 1つである「日本語教育で扱われたオノマトペが少ない」という現

状に対して、オノマトペを拡充し、初級・中級・上級をまんべんなくカバーするように選定

する。そのために、日中で出版されたオノマトペ辞書 8種を用いてオノマトペの語数を調べ、

そこから『暮らしの言葉』を取り出して、『分類語彙表』と「現代雑誌」と照らし合わせてオ

ノマトペの主要パターンを語数と語形によって ABAB型、Aッ Bリ型、ABリ型、ABッ型、AB

ン型という 5パターンと認定した。その上で「現代雑誌」、BTSJ、旧 JLPT、日本で使用され

ている日本語教科書、中国で使用されている教科書という 5種の調査対象資料を対象に主要

5パターンのオノマトペの使用頻度と出現範囲を調査した。5種の調査資料はオノマトペの実
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際使用を反映する書き言葉と話し言葉および日本語教育分野での扱い方を反映する日中日本

語テキストと日本語試験問題を網羅していることである。 

オノマトペの選定においては、調査の結果をふまえて「現代雑誌」と「BTSJ」による使用

頻度と日本語教育関係資料 3種による出現回数との総和を出現頻度に命名する。この出現頻

度を第 1選定基準として、5種の出現資料数を第 2選定基準にする。出現頻度 3以上を「優

先使用語彙」、出現頻度 2を「使用語彙」と「理解語彙」、出現頻度 1を「参考語彙」にする。

さらに、第 2選定基準によって、出現頻度 2・出現資料数 2を「使用語彙」、出現頻度 2・出

現資料数 1を「理解語彙」に分類する。この 2つの基準を数値化して得られた数値をもとに、

「優先使用語彙」180語、「使用語彙」65語、「理解語彙」41語、「参考語彙」221語と選出し

た。このように、本稿における主要 5パターンに関する選定は従来の選定、いわゆる先行研

究の選定結果をほぼ包含する結果となっている。 

本稿はオノマトペを拡充することに主眼があり、また選定したオノマトペの学習内容を構

築し、実際の指導に取り入れることを出発点としてオノマトペの選定を行ったため、「優先

使用語彙」180語、「使用語彙」65語、「理解語彙」41語、合計 286語を本稿で扱う日本語教

育で教えるオノマトペにする。 

 第 6章では、この選定した 286語に関する「現代日本語書き言葉均衡コーパス」を用いた

コロケーションの調査結果を、第 7章では日本語母語話者を対象とした意味の調査結果を記

述する。さらに第 8章では 286語のオノマトペを中心にレベル分けを行い、第 9章では重要

視すべき指導法を言語学的に考察し、第 10章では本稿が提案するオノマトペの学習内容と指

導プロセスを教育実践によって検証を行う。 
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第 6章 BCCWJ を用いたオノマトペのコロケーションに関する調査 

6.1 はじめに 

近年、第二言語習得研究において語と語の共起関係65（コロケーション）の重要性が認めら

れてきている。秋元（1993: 29-51）は、コロケーションによって習っていないオノマトペを

類推できるようになるのを実現するために、コロケーションを提示する意義があると主張し

ている。また、小宮（2003: 48）ではオノマトペが「表現教育により有効な単位である」と

指摘し、用例に基づいたコロケーション辞書の作成によってオノマトペの学習が促進される

と期待している。さらに、三好（2007: 80-89）は、単語の意味による指導との比較により、

コロケーション66による語彙指導の有効性を報告した。 

コロケーションの指導が重要視される一方で、中国におけるコロケーション指導に係わる

幾つかの問題が浮かび上がった。まず、中国で使用されている日本語教科書ではコロケーショ

ンの取り扱いが日本語学習に見合うレベルのものに達していない。李文平（2014: 63-77）は

教科書の改善を図るために、中国で使用されている日本語教科書のコロケーションを調べ、

母語話者の使用実態との比較を行った。その結果、次の 3 点を明らかにした。第 1 に、教科

書のコロケーションは頻度も種類も母語話者の使用より多い。第 2 に、現行の教科書は母語

話者の使用実態を十分に考慮していない。第 3 に、教科書は新出単語を母語話者がよく使う

コロケーションの形で提示しておらず、母語話者があまり使わないコロケーションを大きく

取り上げる。また、筆者は前章で取り上げた「教科書」67におけるオノマトペに関する調査の

結果でもほぼ同様の問題があった。オノマトペは新出単語としてコロケーションの形で提示

されておらず、オノマトペ以外の単語もコロケーションで提示されていない。 

このような教科書に対して、学習者から改善してほしいという要望があった。第 4章で述

べた、学習者を対象とするオノマトペに対する学習ニーズに関する調査の結果から分かるよ

うに、「教科書をどのように改善してほしいか」という項目に対する回答の中で、「オノマ

トペのコロケーションを提示してほしい」が最も高いニーズを示している。また、「オノマ

トペのどういうところを学習したいか」という項目に対して、「典型的な共起語を意味と一

緒に勉強したい」がかなり高かったことも明らかになった。 

このような学習ニーズがあるにもかかわらず、コロケーションの指導を支援する学習資料

はまだ十分に供給されていない。とりわけ、オノマトペと他の語との共起関係を扱うものは

最も少ないように見える。管見の限り、オノマトペが他の語との共起関係を示した辞書はあ

る。それは白石（1982）、阿刀田・星野（1993）と曹（2008、2012）である。（これらの辞

書については後述する）。しかし、辞書のほかに、オノマトペの共起語や共起関係を提示す

る書籍や教材などが見当たらない。そこで、本稿はこういった学習ニーズにこたえるために、

オノマトペの学習内容を構築するための一課題として、大規模コーパスを用いてオノマトペ

のコロケーションに関する調査を行う。6.2でコロケーションを明らかにし、6.3で従来のオ

ノマトペのコロケーションの研究を概観しながら問題点を指摘する。6.4でコーパスを用い

た 5パターンのオノマトペのコロケーションに関する調査を行い、その調査方法、用例の抽

出方法と判断基準およびコロケーションの共起関係を順に検討し、5パターンの抽出結果を

示す。6.5では「ハラハラ」を中心に「ハラハラする」に関するテンス・アスペクトの考察

と「ハラハラと」と結び付く動詞の意義素などを分析し、この調査と考察から得られた示唆

を述べる。最後に、6.6でコーパスを利用した調査のあらましをまとめ、調査の結果をいか

にしてオノマトペの学習内容に取り入れるかを説明する。これにより、選定したオノマトペ

が実際にどのような語と共起するか、その共起関係をカバーするような形の調査を行うため

にどのような方法で進めればいいか、その調査によってどのような結果が得られるか、得ら

れた結果をどのようにオノマトペのコロケーション学習に活用するかについて述べる。 

 



163 

 

6.2 本稿で扱うコロケーション 

語と語の結び付きは従来から「語結合」「連語」「慣用句」などと名づけられてきている。

結合度からみると「語結合」は「｛お金/道具/概念｝を使う」のように最も緩いと見られる

のに対し、「連語」は、「顔が広い」という「慣用句」ほど強く結び付かず、「歯を磨く」

や「顔を洗う」のように全体の意味が個々の語から推測でき、「結合度がかなり固定してい

る」（国広 1997: 128）のである。これについてこれまでの研究として、鈴木（1972）や奥

田（1976）、宮地（1977、1982、1984、1985、1989）、国広（1985、1997）、秋元（1993、

1999、2002）、秋元・有賀（1996）、筧（2001）、野田（2006、2007）、村木（2007、2012）、

堀（2009、2011、2012）などがある。本稿で扱う「コロケーション」がどれに当たるかにつ

いて、ここで主に宮地（1982）、国広（1985、1997）、秋元（1993）、筧（2001）、村木（2012）、

野田(2007)を概観しながら比較検討する。 

まず、宮地（1982: 238）は、結合度に基づいて句を一般連語句と成句に下位区分している。

｢雲が流れる｣｢空が青い｣などの 2 語（以上）による自由な結合を一般連語句とし、一般連語

句より結合度が高いものを成句に分類している。そして、成句を結合度の高い「格言・こと

わざ」とそれほど結合度が高くない「慣用句」に 2 分している。慣用句をさらに「手を染め

る」「心に留める」などの歴史的・社会的な価値観を表す「連語成句的慣用句」と、「手に

取るよう」「馬が合う」などの比喩的意味を持つ「比喩的慣用句」に下位分類している。前

者は｢汗をかく｣｢うそをつく｣などのように、その結合に制約があり慣用が固定的であるもの

を指すが、後者は｢道草をくう｣｢口が軽い｣などの派生的な意味を表わすと述べている。 

一方、国広（1997: 128）は結合度によって連語と成句を次のように論じている。成句は結

合度が「固定」していて、「足を洗う」のように個々の語から意味の総和とは異なる、つま

り、個々の語の意味から全体の意味が引き出せない。それに対し、連語は結合度が「かなり

固定」していて、個々の語から意味が引き出せる。つまり語と語の結び付きかたが決まって

いて、「熱い風呂」のように自由に作ることができないとしている。さらに、国広(1985: 10)

によれば、連語の一部に「電話をかける〔する・いれる〕」や「損害をこうむる〔受ける・

出す〕」のようにいくつかの交替形が認められるもの、交替形の間には固定度68、つまり頻度

の差が認められる場合は「ゆるい連語」として挙げる一方、「傘をさす」「雑用にかまける」

などのように、ある同一の意味を表わすときに、2つの語が一対一で固く連結をなしている

場合を「固い連語」としている。 

また、国広（1985: 4-15）は、｢語結合｣と｢連語｣と｢慣用句｣を以下のように区別している。 

 

 語結合･･･単なる語の連結。 

  連語･････2語（以上）の連結使用が、構成語の意味ではなく、慣用により決まっている

ので、全体の意味は構成語の個々の意味から理解できるもの。 

  慣用句･･･2語（以上）の連語使用が固定しており、全体の意味は構成語の意味の総和か

らは出てこないもの。 

 

ここまで見てきたように、語と語の結びつきは結合度によっていくつかのものが生まれた。

そのうち、｢語結合｣や｢連語｣、｢慣用句｣ははっきりとした境界線が引けないということが明

らかである。この 3つについて、秋元（1993: 31-32）はグレードの観点から比較検討してい

る。「名詞＋が＋重い」という結び付きにおいて、「荷物が重い」は単なる語結合であるの

に対し「責任が重い」は「重い」が「目方が多い」という原義から「程度がはなはだしい」

という意味に変わることによって習慣的な結び付きができ連語になる。さらに、「口が重い」

は「口」も「重い」も原義からずれて、全体として「寡黙である」という意味になると分析

している。 
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このように、語と語の共起関係では結合度が最も強いものから「慣用句」「連語」「語結

合」と並べられる。これらの相違を見てきた中で、本稿でいう「コロケーション」はどれに

当たるのだろうか。 

コロケーションを1つの概念として他の用語との区別を考えてきたのは、村木（2007、2012）

がある。村木（2012: 419-433）は言語学の発展とともに語の結合に関する用語の変化および

その歴史を論述し、個々の単語の結びつきの可能性を問題にした「コロケーション」および

他の用語である「語群」「連語」「語結合」について区別し、コロケーションを「自立的な

単語のくみあわせで、命名（名づけ、現実のさししめし）の側面のみをになった文法的単位

である」とした。典型的なコロケーションは、一方依存、即ち、支配語と被支配語から構成

する組み合わせとしている。例えば、「ユックリ歩く」は「歩く」が支配語で「ユックリ」

が被支配語である。 

一方、副詞と動詞の結合度によって、筧（2001）はオノマトペ（X）と動詞（Y）との関係

を次の 3種類に分類している。 

（１） 相互依存（Interdependence）X⇔Y 

例１ ニッコリ ほほえむ 

 「ニッコリ」の後で自然に用いられる動詞は通常「微笑む」であり、逆に「微笑む」

はその前に「ニッコリ」を自然に想起させる。ここでは「ニッコリ（する）」と「ほほえむ」

は相互に独立していて、いずれか一方だけでも「ニッコリ ほほえむ」の全体とほぼ同じ意

味を表す。 

（２） 一方依存（Determination）X⇒Y 

例２ ニッコリ わらう 

 「わらう」は「ニッコリ」や「ニヤニヤ」や「ゲラゲラ」などいくつかのオノマトペに

よって限定される可能性があり、ここではその中の「ニッコリ」によって限定されている。

つまり「ニッコリ」であれば必然的に「わらう」につながるが、逆は成り立たない。 

（３） 相互無依存（Constellation）X∕Y 

例３ ユックリ あるく 

 この「ユックリ」と「あるく」は、この結びつき以外にもお互いがそれぞれより広範囲

な他の結びつきを許す。つまり「ユックリ」は「歩く」の他にも「運転する」、「食べる」、

「話す」などの様々な表現と結びつくことが可能である。 

また、野田（2007: 18-20）は文の構造（「田中が急に高橋の腕をつかんだ」）からコロケー

ションを次の（1）69から（5）のように分け、それぞれの種類と特徴、また、文法的なコロケー

ションであるか意味的なコロケーションであるかを論述している。文法的なコロケーション

と意味的なコロケーションについて、次のように定義している。前者はある語（または成分）

が他の語（または成分）の文法的なカテゴリーを選択し、限定するものである。後者はある

語（または成分）が他の語（または成分）の意味的なカテゴリーを選択し、限定するもので

ある。 

 

（1） 格成分と述語成分のコロケーション（「高橋の腕を」と「つかんだ」のようなつ

ながり） 

（2） 格成分の内部のコロケーション（「高橋の」と「腕」のようなつながり） 

（3） 述語成分の内部のコロケーション（「つかむ」と「た」のようなつながり） 

（4） 副詞的成分と述語成分のコロケーション（「急に」と「つかんだ」のようなつな

がり） 

（5） 副詞的成分の内部のコロケーション（「急」と「に」のようなつながり） 
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（4）と（5）について、さらに次のように分類・分析している。（4）の副詞的成分と述語

成分のコロケーションは、大きく次の（6）と（7）にわけられる。（6）は文法的なコロケー

ションで、（7）は意味的なコロケーションである。 

 

 （6）モダリティやテンス、アスペクトを表わす副詞的成分と述語成分 

 （7）様態や程度を表わす副詞的成分と述語成分 

 

（7）の様態を表わす副詞的成分の例として「グッスリ」を用いると、（8）のような述語

語幹「寝る」や「眠る」と結び付いて、意味的なコロケーションとなる。 

 

 （8）グッスリ寝たら、嫌なことは忘れるよ。 

 

そこで、国広にしたがって、オノマトペのコロケーションとしてゆるい連語と固い連語と

いう両方を扱うこととする。ゆるい連語は、村木（2007）で扱う「一方依存」（「ユックリ

歩く」）、筧（2001）で取り上げた 3種の依存関係のうちの一方依存（「ニッコリ笑う」）

と相互無依存（「ユックリ歩く」）を対象にする。また、固い連語は筧（2001）が分類した

相互依存（「ニッコリほほえむ」）と野田（2007）が論じた文レベルのコロケーション（「グッ

スリ寝る」）を対象にする。これにより本稿で扱うオノマトペのコロケーションはゆるい連

語として「ユックリ」のように「歩く」という動詞と結び付くほかに、「食べる」「話す」

「立ち上がる」などの動詞とも組み合わさるものであり、固い連語として「マジマジ」のよ

うに「見る」という「視覚」に関連する動詞としか結び付かないものである。これらを日本

語教育で扱うオノマトペのコロケーションとして以下図 6-1に示す。 

 

  〔緩いオノマトペのコロケーション〕 〔固いオノマトペのコロケーション〕 

        

           ＋                 ＋  

 

  

図 6-1 本稿で扱う日本語教育で教えるオノマトペのコロケーション例 

 

また、野田（2007）に基づいて、より詳細的にオノマトペのコロケーションの文法的特徴

および文法的機能を明らかにするために、本章はオノマトペのコロケーションを表 6-1に示

すように、コロケーションにおけるオノマトペが「助詞」、「動詞」との共起及び「する」

との共起による文法的な特徴を明らかにする。 

 

表 6-1 野田（2007）の分析による本稿のコロケーションに対する扱い方 

野田（2007）における分析 本稿における扱い方 

副詞的成分の内部のコロケーション オノマトペ＋助詞（「ピカピカ」と「に」） 

副詞的成分と述語成分のコロケー

ション オノマトペ＋助詞＋動詞（「ピカピカ」「に」と「磨く」） 

様態や程度を表わす副詞的成分と述

語成分 

オノマトペ＋動詞/する（「星がキラキラ輝く」「目がキラキラす

る」） 

述語成分の内部のコロケーション オノマトペ＋「する」の後続（「スッキリする」と「た」） 

モダリティやテンス、アスペクトを 

表わす副詞的成分と述語成分 

（述語成分の中で）「オノマトペ＋する」とモダリティやテンス、 

アスペクトを表す要素との共起（ハラハラしている） 

 

ユックリ   
話す 

食べる 
マジマジと 

見る（見入る、

見つめる） 
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以上をまとめると本稿で扱うオノマトペのコロケーションは「ユックリ歩く」のような緩

い結びつきのコロケーションと「マジマジと見る」のような固い結びつきのコロケーション

の両方である。これらのオノマトペは文における副詞的成分と述語成分をつとめる場合、他

の語との結びつきによってできたコロケーションおよびそのコロケーションの文法的な特徴

を取り扱う。つまり、オノマトペが述語をつとめられるか否か、つとめられる場合は「オノ

マトペ＋する」（「ハラハラする」）にどのような特徴があるか、「オノマトペ＋する」に

よるテンス・アスペクト（「ハラハラした」と「ハラハラしている」）にはどのような区別

があるか、「オノマトペ」が「する」との共起や「オノマトペ」が（する以外の）「動詞」

との共起にはどのような意味・用法があるかについて考察する。 

6.3 従来のオノマトペのコロケーションに関する扱い方 

小森（2003）の報告からも分かるように、学習者にとって共起する語彙の選択が難しい。

筆者が学習者としての経験また教師として教育現場でオノマトペについてのインタビューか

ら考えると、オノマトペの習得の中でも適切なコロケーションの習得は最も難しい問題の 1

つである。たとえあるオノマトペを知っていても運用するとなると、どの語とどのように結

び付くとどのような意味が表われるかが、非母語話者にとって難しいのである。 

それゆえ学習支援が必要である。他の学習分野ではこれまで学習者のためにロケーション

を提示する支援システムについて研究されてきた。例えば、戸次・仁科（2005）は名詞を中

心とした共起関係を利用した作文支援システムを作成した。中野・仁科（2006）は副詞と述

語の共起関係に着目し、学習者に有用な検索システムと方法を考察した。スルダノヴィッチ

（2012）は外国人学習者にとって語の共起関係を習得することの重要性およびコーパスを用

いたシラバス作成について概観した上で、日本語教科書における共起関係の扱いを検討した。 

では、オノマトペはどのように取り扱われてきたのだろうか。オノマトペのコロケーショ

ンに着目した研究は大きく2つに分けることができる。1つは辞書である。辞書には白石（1982）、

阿刀田・星野（1993）、曹（2008、2012）などが挙げられる。もう 1つは文法研究である。

その代表として、田守・スコウラップ（1999）、仁田（2002）などがある。以下、辞書と文法

研究に分けて述べることにする。 

6.3.1 辞書におけるオノマトペのコロケーション 

これまで、日本語の辞書の語義記述にはコロケーションの情報が不足していることが指摘

されてきた。国広（1985、1997）は、連語や共起語についての用法を辞書に記載する必要が

あること、外国人学習者にとって有用であることを幅広い実例に基づいて記載すること、従

来の辞典では記述の対象にされなかった連語を詳しく記述する必要があることを論じた。ま

た、荻野他（2006: 43-48）は現行の日本語辞典について、語義に関する記述が詳しいが、結

び付きに関する記述は非常に遅れていると述べた。 

オノマトペを取り扱った辞典がオノマトペのコロケーションをどのように記述したかにつ

いて、白石（1982）、阿刀田・星野（1993）、曹（2008、2012）を概観する。この 3種から

「ゴロゴロ」を例に、その扱い方の特徴を考察する。 

まず、白石（1982）『オノマトペ慣用辞典』の記述は網羅的かつ体系的である。以下に示

すように、白石（1982）の着眼点は「音」と「状態」のどちらを表すかによって、擬音と擬

態に分けている。そこから、5 通りの意味を分類している。さらに、それぞれの意味で使わ

れるコロケーションにはどのようなものが挙げられるかを考慮している。すべてのコロケー

ションに例文を付け加えていないが、難しいコロケーションに用例をつけてあるのが学習者

にとって助けとなる。 

 （ア） 擬音 

  ① 転がしたり転がったりして出す音。 

   【ゴロゴロとうすをひく】【ゴロゴロいしうす回す】 

   【ゴロゴロ粉ひく】【（巨木）をゴロゴロ転がす】 
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  ② 車等の動いて出す音。 

   【（車が）ゴロゴロ通る】【（人力車の）ゴロゴロ】 

  ③ 雷が鳴る音。 

   【（雷が）ゴロゴロと鳴る】 

  ④ 腹が鳴る音。 

   【（腹が減って）ゴロゴロ鳴る】 

  ⑤ のどが鳴る音。 

   【ゴロゴロ鳴る（鳴らす）】〈ねこがのどをゴロゴロ鳴らす〉 

 （イ） 擬態 

  ① 転がったままで。 

   【（石が）ゴロゴロしている】 

  ② 放置して。 

【ゴロゴロしている】〈困ったことには、この放置自転車は住宅街を舞台にするドロボ

ウにとって格好の足になっている。どこへいってもゴロゴロしている足を利用し、

大いに機動性を発揮しているそうだ（サンケイ抄）〉 

  ③（つまらないものなどが）たくさん。 

【ゴロゴロしている】〈「（略）プロはガッカリ。ノンプロと大学はよろこんでいるんじゃ

ないでしょうか。ノンプロや大学でなら使える選手がゴロゴロしているんだから･･･」

苦笑しながら、そんなことをいうスカウトもいた。（スカウトの目・サンケイ新聞）〉 

  ④ ごろっとなって。ごろ寝などをして。 

   【ゴロゴロ寝ている】 

  ⑤ なにもしないで。 

【ゴロゴロする】〈僕は此通り学問もない、勉強もしない、落第もする、ゴロゴロして

いる、それでも君より平気だ、（虞美人草 108・夏目漱石）〉 

                           白石（1982: 162-163）より 

 次に、阿刀田・星野（1995）は、オノマトペの意味と用法に焦点を当て、意味ごとに用法

を主体と共起する動詞によって詳しく取り上げた。以下、上述の白石（1982）と同じく、「ゴ

ロゴロ」を例として示す。 

   意味 1 雷が鳴る音。また、雷が鳴るような音。 

    用法 音 

    〈雷・物・腹〉が……（と）鳴る 

    〈猫〉が〈のど〉を……（と）鳴らす 

    例文 遠雷がゴロゴロと鳴りながらだんだん近づいてくるようだ。〔以下略〕 

   意味 2 かなり重量のある物体や肉体が連続してころがるようす。 

    用法  態〈物・肉体〉が……（と）ころがる、落ちる 

                  する 

     例文 段ボール箱を傾けると、見事なジャガイモがゴロゴロ転がり出た。〔以下略〕 

   意味 3 働かないで時を過ごす様子。何もしないで時を過ごす様子。 

    用法  態〈人〉が……（と）暮らす、過ごす 

                する 

    例文 失職していなかの親元に帰り、1年ほどゴロゴロと暮らしていた。〔以下略〕 

   意味 4 たくさんありすぎて珍しくも貴重でもないようす。 

    用法  態〈物・人〉が……している、〈ある〉 

    例文 あの程度の美人なら、東京じゃゴロゴロいるよ。〔以下略〕 

   意味 5 かたまりや異物が入り込んでいて違和感を感じる様子。 

    用法  態〈目・寝具・袋〉が……する、〈突起〉が……（と）当たる 

    例文  ゴミが入って目がゴロゴロする。〔以下略〕 
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                         阿刀田・星野（1993: 171-172）より 

この辞典の最大の特徴は用法の記述が詳しいことである。擬音（声）語か擬態語かに関し

て「音」、「声」、「態」で表記しているだけでなく、擬態語の基本的な修飾用法と述語用法も

それぞれ文型で提示している。共起語も代表的なものから〈する〉〈なる〉〈ある〉などまで

より詳細に提示している。これは学習者にとって非常に有益である。 

 最後に、曹（2008、2012）はオノマトペの習得を支援するために、複数の辞典に含まれた

オノマトペを 1 冊の辞書の形に編集したものである。オノマトペと共起する言葉の提示と、

オノマトペに対応する中国語の翻訳などいくつかのオノマトペの習得に必要とされる要所を

押さえて考案したものである。上記と同様に「ゴロゴロ」を例に示すと、以下のとおりであ

る。 

  ゴロゴロ【音・態】｛＋と、する、している、転がる、寝る、鳴る｝ 

① ｛叽里咕噜，咕噜咕噜｝ 

かなり重量のある物体が、連続して転がる音。また、転がっている様子。 

    「ボーリング場の入り口に近づくと、ゴロゴロという音が、もう聞こえてくる。」 

刚一走近保龄球馆入口处就能听见咕噜咕噜的声音。 

② ｛隆隆，咕隆咕隆，咕噜咕噜｝ 

かなり重量のあるものが、転がるような音の様子。 

「おなかがゴロゴロする。トイレに行こう。」 

肚子咕噜咕噜地叫，去厕所吧。 

③ ｛磨得难受，不舒服｝ 

異物やかたまりがあって、違和を感ずる状態。 

「眼にごみがはいってゴロゴロする。」 

眼睛里进了脏东西感觉很难受。 

④ ｛（扔得）到处都是，到处都有｝ 

そんなにたくさん存在しないはずのものが、たくさんある様子。 

「そんな物なら世間にはゴロゴロしている。」 

像这样的东西世界上到处都有。 

⑤ ｛无所事事，闲呆｝ 

なにもしないで、時間を過ごす様子。 

「ベッドの上でゴロゴロしている。」 

在床上闲呆着。 

                            曹（2008: 61-62）より 

これらの辞書はオノマトペの学習に有益であることは言うまでもない。しかし、荻野他（2006: 

43-48）によると、これらの辞書に取り上げられた言語資料は、バランスが取れたデータに基

づくものとは言えず、共起関係の種類がすべてカバーされているかどうかも疑問に思われる

とし、特に近年では、「日本語コーパス」のプロジェクトにおいて、日本語共起辞典の編纂に

関する研究が行われており、ウェブコーパスを用いたコロケーション辞典の作成手法が数多

く提案されているという。それにもかかわらず、コーパスを用いたコロケーションの調査結

果をふまえてオノマトペと動詞との共起関係を示す辞典はまだ現れていない。 

 

6.3.2 文法研究におけるオノマトペのコロケーション 

オノマトペが副詞的修飾成分としてどのような語と共起するか、また、オノマトペと後続

する語との関係はどのようなものであるかについて、田守・スコウラップ（1999）と仁田（1997、

2002）を概観し、文法研究におけるオノマトペのコロケーションのあり方を紹介し、その知

見を第 9章で提案するオノマトペの指導法に取り入れる。 

田守・スコウラップ（1999: 47-64）はオノマトペが様態副詞、結果副詞、程度副詞、頻度
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副詞として用いられ、基本的には音韻形態に関係なく、ほとんどすべてのオノマトペが様態

副詞として機能できると指摘している。それを例で示すと以下のようになる（原文のものを

改変）。 

(51) 

a ゴシゴシと自分の額をこすっていた。 

b 青空にポッカリ雲が浮かぶ。 

c ポキリと櫛が折れた。 

d ガチャンと受話器を置く。 

e グサッと首を刺す。 

 

 この例から分かるように、（51a）は「ゴシゴシ」が「こする」と、（51b）は「ポッカリ」

が「浮かぶ」と、（51c）は「ポキリと」が「折れる」と、（51d）は「ガチャンと」が「置く」

と、（51e）は「グサッと」が「刺す」と共起している。オノマトペと動詞の共起によって、

（51a）では「額」を「ゴシゴシ擦る」状態が表れたように、（51b）では「雲」が「ポッカリ

浮かぶ」様子、（51c）では「櫛」が「ポキリと折れた」状態、（51d）では「受話器」を「ガ

チャンと置く」様子、（51e）では「首」を「グサッと刺す」様子を表わすことができるよう

になる。 

結果副詞は状態を変えられる起動動詞とのみ組み合わせて、その動詞によって新しい結果

が生まれる。つまり変化したあとの状態を表す（pp.51-53）。(52a)は、「干上がる」との結び

つきによって「カチカチ」という結果が表れてくる。また、(52b)は「シットリ」が「濡れる」

との共起から変化の状態が表される。 

(52) 

a カチカチに干上がる。 

b シットリ濡れる。 

 

程度副詞は「状態の変化を表す語にかかって、その状態の程度を描写する」（pp.53-54）。

(53a)は「ドップリ」が状態の変化を表す「浸かる」にかかって、「浸かっている」程度を表

すことができる。また、(53b)は「グングン」が状態の変化を表す「増える」にかかって、「増

える」程度が表れてくる。 

(53) 

a ドップリ水につかってしまった。 

b グングン増える。 

 

頻度副詞は「動きそのものの実現のされ方ではなく、実現された回数的なあり方を表して

いる70」（pp.54-55）。(54a)の「チョイチョイ」も(54b)の「チョクチョク」も頻度を表す。「行

く」という動作が間隔をおいて繰り返されるのを「チョイチョイ」によって表す。「顔を出す」

は「チョクチョク」によって間隔をおいた繰り返しを表し出されている。 

(54) 

a チョイチョイ行くことにしている。 

b チョクチョク、わしのところへ顔を出す。 

 

また、オノマトペが副詞として用いられる場合、どのような動詞と組み合わせるかについ

て、仁田（1997、2002）も結果の副詞、様態副詞、程度副詞、頻度副詞、量の副詞という 5

つの面から詳しく分析している。まず、結果の副詞を取りうる動詞は自・他動詞に分かれる。

そのうち他動詞は対象変化他動詞と対象非変化他動詞の 2種類である（仁田 1997: 265-272、

2002: 43-74）。対象変化他動詞は対象の状態変化を引き起こし、それを対象に残す。例えば、
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「女は布をズタズタに切り裂いた」においては切り裂いた結果、布がズタズタの状態になっ

ている。つまり、主体の対象への働きかけによって対象が変化する。一方、対象非変化他動

詞は主体の働きかけによって、対象を必ずしも状態を変化させない。例えば、「男が通行人を

ボカボカに殴っている」では、「殴る」という働きかけは、通行人の状態変化を引き起こさな

い。 

また、自動詞の場合、結果の副詞は主体変化自動詞と結び付くと指摘している(仁田 1997: 

272)。例えば、「グランドがカチカチに凍っている」は「凍ったグランドはカチカチだ」を意

味する。また、結果の副詞を取る自動詞は、「グランドが凍っている」のように、テイル形が

結果状態の持続を表すことになる。 

様態の副詞について、仁田（2002: 75-144）は、「ぺコンとお辞儀をする」という例を用い

て、「ぺコンと」と結び付く「お辞儀をする」が「顔の筋肉の動きや腰の屈曲変化を伴う動き

を表す動詞である」（p.113）と述べている。また、仁田（2002: 162）は程度副詞を「純粋程

度の副詞」と「量程度の副詞」に分けた。純粋程度の副詞は形容詞に係り、その属性・状態

の程度限定を行う。例えば、「お腹がチョッピリ痛い」は「チョッピリ」が「痛い」という形

容詞に係り、その「痛い」という状態の程度を表す。そして、「お酒をチョッピリ飲んだ」は

お酒の数量限定が表されている。一方、「お酒をタップリ飲んだ」「タップリ歩いた」は数量

限定が行われても、「彼はタップリ大きい」のように､形容詞に係ってその程度限定を行えな

いことから、「タップリ」は量程度の副詞ではなく、量の副詞であるという。仁田（2002: 180-196）

によると、日本語オノマトペは量程度の副詞と量の副詞にしか分布していない。量程度の副

詞には、「チョッピリ」「ウジャウジャ」が挙げられ、量の副詞には「タップリ」「タンマリ」

「ドッサリ」「ゴッソリ」が挙げられている。頻度副詞には高頻度と低頻度の間に中頻度の「チョ

クチョク」「チョイチョイ」などがある語彙的に限定を有している副詞類である(pp.156)と述

べている。 

以上見てきた文法研究ではオノマトペのコロケーションをオノマトペの用法に視点を置き、

オノマトペと結び付く動詞の種類や意味用法を分析した。これは様々な用法を持つオノマト

ペの意味的特徴や統語的特徴を明らかにするためにおいては非常に有益な資料となるはずで

ある。しかし、取り扱われたオノマトペの語数が限られて用例も大量に取り上げられていな

い。 

 

6.4 5パターンのオノマトペのコロケーションに関する調査 

 6.3 では辞書や文法研究におけるオノマトペのコロケーションに関する扱いを見てきた。

それぞれ、オノマトペの学習に必要不可欠な要素が欠けている。辞書は文法研究のようなオ

ノマトペと共起する動詞など統語的特徴の記述が不足しており、文法研究は辞書のように 1

つのオノマトペに関連する大量な用例を扱うことがない。これらの利点を融合したものがオ

ノマトペの教育、特に学習者に必要とされるコロケーションの学習に求められているもので

ある。 

そこで、オノマトペのコロケーションを構築するために大規模コーパスを用いた調査を6.4.1

から行う。大規模コーパスを用いてオノマトペと動詞との共起パターンについての研究には

玉岡・木山・宮岡（2011）がある。玉岡・木山・宮岡（2011: 57-83）は 28 語のオノマトペ

と動詞の共起による多様性について 3つの仮説を検証し、28語のオノマトペがどのような動

詞と共起するかを調査した結果、「人間の感情や感覚を表わすオノマトペは特定の動詞との

結び付きが強く、使い手により深く認識されている」（p.81）という結論を得た。つまり、

大規模コーパスを利用したコロケーションの調査から「人間」にかかわるオノマトペ、特に

「人間の感情や感覚を表す」オノマトペの共起動詞を特定することができることが明らかに

なった。それにより第 4 章のニーズ調査で明らかにした学習者の「人間」にかかわるオノマ

トペとそのコロケーションを提示してほしいというニーズを満たすために、6.4.1 から大規
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模コーパスを用いて第 5 章で選定した 286 語のオノマトペのコロケーションの共起語を調査

する。 

 

6.4.1 調査の方法 

前章で選定したオノマトペの語彙、ABAB型 178 語、Aッ Bリ型 54語、ABッ型 25語、ABリ

型 16語、ABン型 13 語、計 286語のコロケーションをコーパスから抽出して用例チェックを

し、集計・統計して分析・考察を行う。利用するコーパスは研究や教育の目的に応じて、す

でにさまざまなものが開発されている。 

李・石川・砂川（2012）はコーパスを書き言葉コーパス、話し言葉コーパス、学習者コー

パス、そのほかのコーパスに分類している。書き言葉コーパスには「新聞記事データベース」、

「青空文庫」、話し言葉コーパスには、「日本語話し言葉コーパス」、「ＢＴＳ（Basic 

Transcription System）による多言語話し言葉コーパス」、学習者コーパスには「日本語学

習者による日本語作文と、その母語訳との対訳データベース」、「日本語学習者会話データ

ベース」、「ＫＹコーパス」、そのほかのコーパスには「太陽コーパス」、「日英新聞記事

対応付けデータ」などが挙げられる。 

BCCWJ は 1 億語のコーパスで、新聞・書籍はもちろん、ウェブのデータや韻文まで、多様

な現代日本語の書き言葉データを包含している。このコーパスの最大の特徴は、層化抽出と

無作為抽出という 2つの方法を使い、データを均衡的に収集していることである。内容には、

13種のメディア/ジャンル別のデータが収録され、サンプル数は全体で 17万件に上り、デー

タ量の比率は形態素に準じる短単位数に基づいている。 

 そこで、ここでは BCCWJ71を利用して、学習すべきオノマトペのコロケーションを抽出し整

理することによって、オノマトペに関するコロケーションのデータベースを構築することを

試みる。これにより学習者が実用的な学習内容を通じて習得が実現されるとともに個々のオ

ノマトペにふさわしい自然な表現を使えるようになることが可能となる。 

 

6.4.2 用例の抽出 

6.4.2.1 共起関係の判定 

オノマトペのコロケーションに関する調査は「中納言」72を用いた。「中納言」の検索条件

設定は「長単位検索」を選んだ。「語彙素」に検索したいオノマトペを入力して、「前方共起

条件の追加」では前方共起（キー）73から 1語から 10語まで、「品詞」の「大分類」が「名詞」

から「補助記号」までの 15種74の設定ができる。例えば、「ピカピカ」との共起語を検索する

場合は前方共起（キーから）「1語」、品詞の大分類を「助詞」と設定すると、「ピカピカの新

車」が現れる。この用例で見ると、「キー」が「の」であり、「の」が「ピカピカ」の前方共

起の助詞である。これと同様に、「ピカピカ」の共起動詞を検索する場合は、品詞の大分類を

「動詞」に変え、前方共起（キーから）「1語」で検索すると、「ピカピカ光る」、「2語」に設

定すると「ピカピカと光る」、「3語」に変わると「ピカピカ車が光る」、「4語」なら「ピカピ

カと車が光る」などのように用例が採集できる75。オノマトペが動詞と共起する場合はこれま

で何語までかかるかについて定説がない。中心語の前後を 4語あるいは 5語までの設定によっ

て、得られるコロケーションデータは異なってくる（堀 2012: 19）。そのため、ここではオ

ノマトペと動詞との共起関係を考察するために、1語から 10語までそれぞれ設定して用例を

収集することにする。 

具体的な手順は、「語彙素」に調べたい語を入力して、品詞の大分類を動詞に設定し、キー

を 1語から 10語までそれぞれ 1回ずつ設定する。この形で検索を行い、結果をテキストファ

イルでダウンロードする。同様に、キーの品詞を「助詞」「名詞」「形容詞」「助動詞」にして

ファイルをダウンロードする。そして、まずそのファイルを Excelで読む込む。その後、デー
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タの「語彙素」を選択した状態で「データ」メニューから「ピボットテーブル」を選ぶと、

クロス集計のための表が作成される。設定ごとに用例をダウンロードして、用例をチェック

した後に、結び付く動詞を取り出す。何語までオノマトペにかかるか、手作業で判断を行う

必要があると考え、表 6-2 に示すように「ABAB 型オノマトペ＋動詞」の判断基準を定めて、

手動で用例をチェックする。 

 

表 6-2 「ABAB型」オノマトペにかかる動詞の判断基準 
オノマト

ペの後方 
オノマトペにかかると判断する 

結びつきおよびその用例 

オノマトペにかからないと判断する 

用例およびその結びつき 

1語 
オノマトペ＋動詞 

ガブガブ飲む 

 

2語 
オノマトペ＋助詞＋動詞 

カチカチに干上がる 

オノマトペが名詞になる場合 

ガラガラを買う 

3語 

オノマトペ＋名詞＋助詞＋動詞 

ガチャガチャ錠前をはずす 

オノマトペ＋助詞＋助詞＋動詞 

ガラガラにはならない 

オノマトペが名詞や複合名詞になる場合 

ガチャガチャが一杯置いてある 

カチカチ山に出る 

補助動詞が抽出される場合 

ガチャガチャと開けて入る 

4語 

オノマトペ＋助詞＋名詞＋助詞＋動詞 

カチカチに全身を硬直させている 

オノマトペがキーの前の動詞にかかる場合 

カチカチに凍って垂れ下がっていた 

オノマトペが名詞に転生した場合 

ガチガチの石頭になってる 

5語 

オノマトペ＋連体詞（という、大きな）

＋名詞＋助詞＋動詞 

ギアがガリガリと大きな音を立て 

キーの前に「。」が入る場合 

メチャメチャガリガリになる。そうすると 

オノマトペが他の品詞に転生した場合 

とくにガリガリのネコたちを、寄ってたかっていじめ

ている 

オノマトペがキーの前にある動詞にかかる場合 

ガリガリやって帰っていった 

6語 

オノマトペ＋助詞＋連体詞（という、大

きな）＋名詞＋助詞＋動詞 

右のタイヤホウスからガリガリと不気味

な音がする 

オノマトペ＋助詞＋名詞＋助詞＋名詞＋

助詞＋動詞 

ガリガリと鉋で木を削る 

キーの前に「。」が入る場合 

極端に太る人と、ガリガリにやせている人。 

オノマトペが他の品詞に転生した場合 

そのガリガリの音で目を覚ましたりはするけど 

オノマトペがキーの前にある動詞にかかる場合 

手でガリガリとやられて以来行ってないので 

7語 

オノマトペ＋オノマトペ＋助詞＋連体詞

＋助詞＋名詞＋助詞＋動詞 

ガリガリバリバリと耳障りな音をかきた

てながら聞いた 

オノマトペ＋オノマトペ＋助詞＋名詞＋

助詞＋名詞＋助詞＋動詞 

カンカン、カンカンと警報機の音が聞こ

えてきて 

キーの前に「。」が入る場合 

今から思えば、瀬はガラガラ。早瀬も淵も多くあった。

しゃがみこんでガリガリ齧った。夢中になって 

オノマトペが他の品詞に転生した場合 

席がガラガラだったんで皆ステージ前に押しかけてみ

てました。 

オノマトペがキーの前にある動詞にかかる場合 

なにもかもガラガラと崩れ落ちてしまった気がする。 

8語 

オノマトペ＋助詞＋名詞＋助詞＋名詞＋

助詞＋名詞＋助詞＋動詞 

キラキラと光の破片を周囲に撒き散らし

て 

オノマトペ＋助詞＋連体詞＋名詞＋助詞

＋名詞＋助詞＋動詞 

キョロキョロと見慣れぬ部屋の中を見回

す 

キーの前に「。」が入る場合 

だからたいていはガラガラ。主人は所在なげに新聞を

読んだり 

オノマトペが他の品詞に転生した場合 

夜半にガラガラの地下鉄に乗ってホテルに帰る 

オノマトペがキーの前にある動詞にかかる場合 

ガラガラと喉を鳴らし、湯を飲み、体を回して 
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9語 

クルクルと白い雲のような綿飴を巻きつ

けてゆくのだ 

ゴソゴソと、朝から連載用のサンプルプ

ログラムを作る 

キーの前に「。」が入る場合 

何本かのドラム缶をガラガラとなぎ倒した。おれはす

ぐさま立ち上がった 

オノマトペが他の品詞に転生した場合 

うちの店はガラガラですがそれでも 1 日百万は荒利が

あります 

オノマトペがキーの前にある動詞にかかる場合 

そのとき、ガラガラと自分が崩れ落ちていくように思

えたもんです 

オノマトペが他の名詞と複合名詞を構成した場合 

ガラガラ蛇も棲息する高温乾燥の準砂漠地帯アッシュ

フラフトを横断する 

10語 

コツコツと、地道に、毎日の食生活から

変えていかないといけない 

クルクルと愛の舞を見せながら下層に降

りてくる 

キーの前に「。」が入る場合 

仕上げにもう一度、ガラガラとうがいをする。周囲の

人に移さないために 

オノマトペが他の品詞に転生した場合 

手術の影響でガラガラを上手く振ることができないし、

お話ができない 

オノマトペがキーの前にある動詞にかかる場合 

ガラガラと鳴るトランクの車輪の音に、逃げるように

走り去る 

オノマトペが他の名詞と複合名詞を構成した場合 

ガラガラ声の「にゃーご、にゃーご」と鳴くのです 

 

 この判断基準に基づいて、採取した用例から共起関係をなさないものを除外することがで

きる。実際の手作業を通して、1つ明らかにしたことがある。それはキーから離れれば離れ

るほどオノマトペにかからないものが増えるということである。この手作業で一定量の無関

係のものを取り除くと、オノマトペの共起語に共通する特徴を見出すのに有意義な用例が残

る。 

 

6.4.2.2 判定の結果と考察 

判定の結果、ABAB型 178語のオノマトペの後方 1語～10語ごとの設定で得られた頻度がそ

の語の総頻度（各語の 1語から 10語までの設定で得られた頻度の総和）に対する比率は 10%

未満から 90%以上まである。この比率を以下表 6-3 の左の縦方向に示す 10 クラス（①～⑩）

に分類する。各クラスに分布する 1語から 10語までの語数およびその語数の総語数に対する

比率を表 6-3の横方向に並べる。 

 この表の全体の分布からみると、178語はクラスが高くなればなるほど、オノマトペから

離れれば離れるほど出現語数が減り、総語数に対する比率が低くなる傾向を示している。ま

た、オノマトペから離れれば離れるほど比率が低くなっている。縦軸のクラス①から⑩まで

をすべて分布しているのは横軸のオノマトペの後方 1語（キーから１語）設定と 2語設定だ

けである。ほかはオノマトペの後方 4語（キーから 4語設定）を検索した時、クラス⑤⑧⑨

が 0語（0%）になっている。また、オノマトペの後方（キーから）3語設定では高いクラス

⑧⑨⑩で 0語（0%）になっており、そのかわりに 95%近くが低いクラスの①と②に集中して

いることが明らかになった。この現象はオノマトペの後方 5語、6語、7語、8語、9語、10

語設定でも共通している（①の斜体にした太字の部分）。そして、5語から、特に 7語から

はクラスが高くなると比率が欠けていく（④～⑩の斜体にした太字の部分）。 
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表 6-3 1語～10語ごとに設定で得られた頻度が総頻度に占める語数と比率 
クラス   オノマトペの後方 1語 2語 3語 4語 5語 6語 7語 8語 9語 10語 

①10%未満 
31 18 146 96 162 142 174 177 177 178 

17.4 10.1 82.0 53.9 91.0 79.8 97.8 99.4 99.4 100.0 

②10%以上 20%未満 
33 24 23 48 13 30 3 1 1 0 

18.5 13.5 12.9 27.0 7.3 16.9 1.7 0.6 0.56 0.0 

③20%以上 30%未満 
26 24 2 23 1 5 0 0 0 0 

14.6 13.5 1.1 12.9 0.6 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 

④30%以上 40%未満 
27 30 4 8 2 0 0 0 0 0 

15.2 16.9 2.3 4.5 1.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⑤40%以上 50%未満 
18 30 1 0 0 0 0 0 0 0 

10.1 16.9 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⑥50%以上 60%未満 
15 18 1 1 0 1 1 0 0 0 

8.4 10.1 0.6 0.6 0.0 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0 

⑦60%以上 70%未満 
13 10 1 1 0 0 0 0 0 0 

7.3 5.6 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⑧70%以上 80%未満 
4 12 0 0 1 0 0 0 0 0 

2.3 6.7 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⑨80%以上 90%未満 
1 8 0 0 0 0 0 0 0 0 

0.6 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

⑩90%以上 
5 4 0 1 0 0 0 0 0 0 

2.8 2.3 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

 

 表 6-3に示す⑥～⑩の比率、すなわち 50%以上のクラスに入っている語数とその比率を合

計で見ると、以下の表 6-4 に示すように、オノマトペの後方 2語、1語、4 語設定で上位 3位

を占めている。つまり、この 3種の設定で得られた語数およびその比率がほかより高いこと

を示している。2語設定で最も高く 29.2%を示しており、その次に 1語、4語設定でそれぞれ

21.4%と 1.7%となっている。 

 

表 6-4 1語～10語ごとの設定で得られた 50%～100%クラスの頻度の総和 

オノマトペの後方 1語 2語 3語 4語 5語 6語 7語 8語 9語 10語 

⑥～⑩の総和（%） 21.4 29.2 1.1 1.7 0.6 0.6 0.6 0.0 0.0 0.0 

 

これにより、オノマトペにかかる共起語はオノマトペの後方 1語、2語、4語設定で得られた

比率が高いことを明らかにした。ということは、この一連の判定を通して、オノマトペと動

詞との共起関係が成立する意味範囲としてオノマトペの後方 1語、2語、4語と考えればいい

と思われる。そこで、ここではオノマトペの共起関係をオノマトペの後方 1語、2語、4語と

し、5パターンの 286 語の用例を採集した後に、用例チェックを行い、共起関係をなすコロ

ケーションを抽出する。その統計と分析を 6.4.3で取り上げる。さらに、この調査を検証す

るために、5パターンの対象語から「ハラハラ」を例として 6.5で事例研究を行う。 

 

6.4.3 コロケーションの抽出の結果と考察 

6.4.3.1 オノマトペの後方 1語目の品詞の抽出結果およびその考察 

 6.4.2 で行った ABAB 型 178 語を対象にしたコロケーション調査の結果から分かるように、
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調査対象語がオノマトペの後方 1語、2語、4語を検索すれば、全体の 50%以上の共起語を抽

出できることが分かった。そこで、ここではまず、ABAB 型 178 語、A ッ B リ型 54 語、AB ッ

型 25 語、AB リ型 16 語、AB ン型 13語、合計 286 語をキーから 1語、品詞を助詞、助動詞、

動詞、補助記号に設定して検索を行う。 

その結果、表 6-5 に示すように、助詞との共起では、5 パターンとも高い頻度を示してい

る。そのうち、AB リ型が最も高く 100%、ABAB 型が 97.2%、AB ッ型が 96%、AB ン型が 92.3%、

A ッ B リ型が 88.9%を示している。助動詞との共起では、比率が低くなる傾向を表している。

A ッ B リ型が最も高く 64.8%であるのに対し、AB ッ型が 0%を示しており、ほかの 3 パターン

では ABAB型が 46.6%、ABリ型が 37.5%、ABン型が 23.1%にとどまっている。動詞との共起に

おいては、Aッ Bリ型が最も高く 100%、続いて ABAB型 92.1%となり、ABリ型になると 62.5%

に下がって、そこから AB ッ型と AB ン型がさらに「0%」になっている。このデータから分か

るように、AB ッ型と AB ン型は他の 3 パターンと違って、直接動詞と結び付かないことが明

らかになった。最後に、補助記号（「･･･」「、」などの句読点）は、オノマトペが他の品詞と

共起しない場合、つまり、オノマトペに後続するものが省略される場合、5 パターンでは、

AB ッ型の 96%から A ッ B リ型の 90.7%、AB リ型の 87.5%、ABAB 型の 81.5%、AB ン型の 15.4%

と傾いていく。いわば、共起語が省略されるのは 5パターンに共通している。 

では、なぜ後続省略が起きているのか、その省略形式と原因を検討したものには曹（2010、

2011、2013a、2013b）がある。考察の結果を要約すると、後続要素の省略形式を語尾「だ」

「する」の省略、限定される後続動詞の省略と擬態語の前節と関係している動詞の省略にま

とめている。省略原因を 3つにまとめられる。それは第一は擬態語と後続要素がセットになっ

ている場合である。これは田守・スコウラップ（1999）の「当該オノマトペが共起できる動

詞が強く制限されている」（p.90）という分析の結果と一致している。第二は擬態語そのもの

には後続動詞の意味が含まれている場合である。第三は前接語とセットとなる動詞の場合だ

と考えれる。 

 

表 6-5 オノマトペの後方 1語目の抽出語数と比率 

品詞    パターン 
ABAB 型 Aッ Bリ型 ABリ型 ABッ型 ABン型 

語数 
178語に対する

比率(%) 語数 
54 語に対す

る比率(%) 語数 
16 語に対する

比率(%) 語数 
25 語に対す

る比率(%) 語数 
13 語に対する

比率(%) 

助詞 173 97.2 48 88.9 16 100.0 24 96.0 12 92.3 

助動詞 83 46.6 35 64.8 6 37.5 0 0.0 3 23.1 

動詞 164 92.1 54 100.0 10 62.5 0 0.0 0 0.0 

補助記号 145 81.5 49 90.7 14 87.5 24 96.0 2 15.4 

 

  

5 パターンのオノマトペが共起する助詞、助動詞、動詞および補助記号の頻度における分

布を以下の表 6-6、表 6-7、表 6-8、表 6-9に示す。表 6-6 から分かるように、5 パターンの

うち、助詞と共起する比率からみれば、最も高いのは ABリ型（100%）、つまり、ABリ型の 16

語がすべて助詞と共起するということである。続いて ABAB 型の 173 語（97.2%）、AB ッ型の

24語（96%）、ABン型の 12語（92.3%）、Aッ Bリ型の 48語（88.9%）という順を示している。

共起する助詞が主に頻度 1から頻度 200の間に集中していることを明らかにした。そして、5

パターンのうち、Aッ Bリ型のみが頻度 1から頻度 1000以上に分布していることも明らかに

なった。 
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表 6-6 助詞と共起する 5 パターンの語数と比率 
   パターン 

   

頻度の 

クラス 

ABAB型（178） Aッ Bリ型（54） ABリ型（16） ABッ型（25） ABン型（13） 

語数 
178 語に対す

る比率(%) 語数 
54 語に対する比

率(%) 語数 
16 語に対する

比率(%) 語数 
25 語に対する

比率(%) 語数 
13 語に対する

比率(%) 

1000以上 0 0.0 4 7.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

500～999 1 0.6 3 5.6 1 6.3 0 0.0 0 0.0 

300～499 0 0.0 3 5.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

200～299 2 1.1 3 5.6 1 6.3 1 4.0 0 0.0 

100～199 20 11.2 9 16.8 5 31.3 1 4.0 1 7.7 

1～99 150 84.3 26 48.2 9 56.3 22 88.0 11 84.6 

（語数）計 173 97.2 48 88.9 16 100.0 24 96.0 12 92.3 

 

5パターンのオノマトペが助動詞と共起する頻度における分布は表6-7から分かるように、

5パターンのうち、助動詞「だ」と共起する比率からみれば、最も高いのは Aッ Bリ型（64.8%）、

つまり、Aッ Bリ型の 54語のうちの 35語が「だ」と共起することである。続いて ABAB型の

83語（46.6%）、ABリ型の 6語（37.5%）、ABン型の 3語（23.1%）、ABッ型の 0語（0%）とい

う順となっている。0%となっている ABッ型を除くと、他の 4パターンは主に頻度 1から頻度

49に分布していることを明らかにした。つまり、助動詞との共起はコーパスからごく少数の

用例しか収集できなかったことが明らかになった。詳細は表 6-10～表 6-12に示す。 

 

表 6-7 助動詞と共起する 5パターンの語数と比率 
  パターン 

   

頻度の 

クラス 

ABAB型（178） Aッ Bリ型（54） ABリ型（16） ABッ型（25） ABン型（13） 

語

数 
178 語に対す

る比率(%) 

語

数 
54語に対する比

率(%) 

語

数 
16 語に対する

比率(%) 

語

数 
25 語に対する比

率(%) 

語

数 
13語に対する比率

(%) 

500～999 0 0.0 1 1.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

300～499 1 0.6 1 1.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

200～299 0 0.0 1 1.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

100～199 3 1.7 3 5.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

1～99  79 44.4 29 53.7 6 37.5 0 0.0 3 23.1 

（語数）計 83 46.6 35 64.8 6 37.5 0 0.0 3 23.1 

5パターンのオノマトペが共起する動詞の頻度における分布は下の表6-8に示したとおり、

比率からみれば、最も高いのは Aッ Bリ型（100%）、つまり、Aッ Bリ型の 54語がすべて動

詞と共起することである。続いて ABAB型の 164語（92.1%）、ABリ型の 10 語（62.5%）、ABッ

型の 0語（0%）と ABン型の 0語（0%）という順である。ABッ型と ABン型が直接動詞と共起

できないことが分かった。ABリ型が共起している用例もわずか 10語である。Aッ Bリ型は

54語がすべて直接動詞と共起し、ABAB型は 178語のうち、164語が直接動詞と共起できるこ

とを明らかにした。 

表 6-8 動詞と共起する 5 パターンの語数と比率 
  パターン 

   

頻度の 

クラス 

ABAB型（178） Aッ Bリ型（54） ABリ型（16） ABッ型（25） ABン型（13） 

語数 
178 語に対す

る比率(%) 語数 
54 語に対する比

率(%) 語数 
16語に対する

比率(%) 語数 
25 語に対する

比率(%) 語数 
13 語に対する

比率(%) 

1000以上 1 0.6 5 9.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

500～999 1 0.6 2 3.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

300～499 0 0.0 4 7.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

200～299 1 0.6 4 7.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

100～199 8 4.5 8 14.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

1～99  153 86.0 31 57.4 10 62.5 0 0.0 0 0.0 

（語数）計 164 92.1 54 100.0 10 62.5 0 0.0 0 0.0 



177 

 

さらに、補助記号との共起では、5パターンが主に頻度 1から頻度 49の間に集中している

ことが分かった。そして、Aッ Bリ型は最も多く 49語（90.7%）、ABAB型が 145語（81.5%）、

ABリ型が 14語（87.5%）、ABッ型が 12語（48%）、ABン型が 2語（15.4%）である。 

 

表 6-9 補助記号と共起する 5パターンの語数と比率 
  パターン 

   

頻度の 

クラス 

ABAB型（178） Aッ Bリ型（54） ABリ型（16） ABッ型（25） ABン型（13） 

語数 
178 語に対す

る比率(%) 語数 
54 語に対する 

比率(%) 語数 
16 語に対する

比率(%) 

語

数 
25 語に対す

る比率(%) 語数 
13 語に対する 

比率(%) 

300～499 0 0.0 1 1.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

200～299 1 0.6 2 3.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

100～199 1 0.6 3 5.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

1～99  143 80.3 43 79.6 14 87.5 12 48.0 2 15.4 

（語数）計 145 81.5 49 90.7 14 87.5 12 48.0 2 15.4 

 

6.4.3.1.1 助詞の抽出結果および考察 

 表 6-5 と表 6-6 に示したように、助詞と共起する 5 パターンは高い比率を示している。し

かし、データをさらに整理すると、「の」「に」「で」「って」76「と（いう）」という従属

節を構成する格助詞のほかに、「は」「が」「も」などの係助詞や、「よ」「ね」などの終

助詞、「なんか」「なんて」「どころ」などの副助詞もわずかながら少数の用例があがって

いる。そこで、「キラキラと輝く」の「と」と同じように、「キラキラの目」「キラキラっ

て光ってる」に見られる「の」や「って」などを後続する助詞としてみなす。 

 コーパスから収集したチェック済みの用例の集計データに基づいて、5 パターンごとに助

詞「の」「に」「で」「って」「と（いう）」との共起を確認することができた。ABAB型 178

語のうち、「の」と共起するオノマトペが 82 語（47%）、「に」と共起するオノマトペが 66

語（37%）、「で」と共起するオノマトペが 30語（17%）、「って」と共起するオノマトペが

17 語（10%）、「と（いう）」と共起するオノマトペが 19 語（11%）である。A ッ B リ型 54

語のうち、「の」と共起するオノマトペが 31 語（57%）、「に」と共起するオノマトペが 10

語（19%）、「で」と共起するオノマトペが 23語（43%）、「って」と共起するオノマトペが

5語（9%）、「と（いう）」と共起するオノマトペが 6語（11%）である。 

2パターンとも「の」との共起が最も多い。その次に、ABAB型では「に」「で」「と（いう）」

「って」という順に対し、A ッ B リ型では「で」「に」「と（いう）」「って」という順になっ

ている。 

「の」との共起では、用例の個数の 50%以上を占めているのは ABAB型が 16語、Aッ Bリ型

が 3 語である。そのうち、「の」としか結びつかない（「の」以外の助詞と共起しない）のは

ABAB型が 4語で、Aッ Bリ型は 1語もない。用例の 50%以下では ABAB型が 66語、Aッ Bリ型

が 28語である。そのうち、1例しかないのは ABAB型が 22語で、A ッ B リ型が 11語である。 

「に」との共起では、用例の個数の 50%以上を占めているのは ABAB型が 2 語、A ッ B リ型

が 1 語である。そのうち、「に」としか結びつかないのは ABAB 型が 1 語のみで、A ッ B リ型

は 1 語もない。用例の 50%以下では ABAB型が 64語で、Aッ Bリ型は 9語である。そのうち、

1例のみの場合は ABAB型が 30語で、Aッ Bリ型は 3語である。 

「で」との共起では、用例の個数の 50%以上を占めているのは ABAB型も Aッ Bリ型は 1語

もない。用例の 50%以下では ABAB 型が 30 語で、A ッ B リ型が 21 語である。そのうち、1 例

しかないのは ABAB型が 18語、Aッ Bリ型が 9語である。 

「って」との共起では、用例の 50%以下では ABAB型が 17語、Aッ Bリ型が 5語である。そ

のうち、1例のみは ABAB型が 13語、Aッ Bリ型は 5語である。 

「と（いう）」との共起では、用例の 50%以下では ABAB 型が 19 語、A ッ Bリ型が 6 語であ
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る。そのうち、1例のみは ABAB型が 12語、Aッ Bリ型が 4語である。 

 詳しくは以下表 6-10、表 6-11に示す。 

表 6-10 「と」以外の助詞「の/に/で/って/と（いう）」と共起する ABAB型オノマトペ 

助詞 語数 オノマトペ 

の 

4 ヒヤヒヤ、ブウブウ、ボサボサ、ウハウハ 

12 
ザラザラ、ショボショボ、ダブダブ、バラバラ、バリバリ、ピチピチ、フカフカ、ボロボロ、モコ モ

コ、ブカブカ、ノリノリ、ヨレヨレ 

44 

カサカサ、カタカタ、ガタガタ、ガチガチ、ガラガラ、カリカリ、ガリガリ、ギラギラ、ギリギリ、

クタクタ、グラグラ、クルクル、ゴタゴタ、ゴチャゴチャ、ゴロゴロ、ゴワゴワ、サラサラ、スベス

ベ、ソロソロ、ダラダラ、ツヤツヤ、ツルツル、ドキドキ、ドロドロ、ドンドン、ヌルヌル、パサパ

サ、ピカピカ、ヒタヒタ、ヒョロヒョロ、ヒラヒラ、ブツブツ、ブヨブヨ、フラフラ、プリプリ、フ

ワフワ、ベタベタ、ペラペラ、ポカポカ、ボチボチ、ポンポン、ワイワイ、バンバン、メチャメチャ 

22 

カチカチ、ガチャガチャ、キラキラ、グズグズ、クネクネ、ペコペコ、ヨチヨチ、パラパラ、パリパ 

リ、ブクブク、ブラブラ、ブリブリ、コツコツ、ゴツゴツ、コリコリ、コロコロ、スクスク、ズルズ 

ル、タジタジ、チョロチョロ、トントン、ニコニコ 

に 

1 ガバガバ 

1 パンパン 

34 

ウルウル、ギリギリ、クシャクシャ、クルクル、グルグル、ゴタゴタ、コロコロ、ゴワゴワ、サラサ 

ラ、ザラザラ、サワサワ、スベスベ、タジタジ、チリチリ、ツヤツヤ、ツルツル、ドロドロ、トント 

ン、ナミナミ、ヌルヌル、ノビノビ、パサパサ、バリバリ、パリパリ、ピカピカ、ヒタヒタ、ピチピ 

チ、ビリビリ、ピンピン、フサフサ、ブツブツ、プリプリ、フワフワ、ポカポカ 

30 

ガンガン、キラキラ、グズグズ、グラグラ、ゴツゴツ、コトコト、コリコリ、スルスル、ズルズル、

ダラダラ、ドンドン、ニコニコ、バタバタ、ハラハラ、ヒラヒラ、ベタベタ、ボソボソ、ポツポツ、

ポンポン、ヨロヨロ、ワンワン 

で 

12 
ギリギリ、グズグズ、ツルツル、ドロドロ、ピカピカ、ブツブツ、ブラブラ、フワフワ、ポカポカ、

ボツボツ、ノリノリ、バンバン 

18 
ガンガン、キラキラ、スルスル、ダラダラ、チラチラ、チリチリ、ツヤツヤ、ドキドキ、パサパサ、

バタバタ、バチバチ、パラパラ、バリバリ、ヒラヒラ、プリプリ、ボチボチ、ポロポロ、ワイワイ 

って 

4 クネクネ、サラサラ、ソロソロ、チョコチョコ 

13 
カサカサ、ガリガリ、クルクル、ズルズル、チカチカ、ツルツル、トントン、ペコペコ、ボチボチ、

ホロホロ、ユラユラ、ワンワン、ジロジロ 

と（い

う） 

7 ギリギリ、サラサラ、ザワザワ、ジリジリ、パチパチ、バンバン、ガヤガヤ 

12 
ガラガラ、ガリガリ、タジタジ、チラチラ、ドロドロ、ボロボロ、ポンポン、ワイワイ、ワサワサ、

ヨレヨレ、ムシャムシャ、キャアキャア 

 

表 6-11 「と」以外の助詞「の/に/で/って/と（いう）」と共起する Aッ Bリ型オノマトペ 

助詞 語数 オノマトペ 

の 

3 ソックリ、ビックリ、ピッタリ 

17 
アッサリ、ウットリ、オットリ、キッカリ、ギッシリ、キッチリ、コッテリ、シッカリ、スッキリ、タッ

プリ、チョッピリ、ドッサリ、バッタリ、バッチリ、ベッタリ、ユックリ、ユッタリ 

11 
ウッカリ、カッチリ、クッキリ、グッスリ、グッタリ、サッパリ、ズッシリ、パッチリ、ビッシリ、ピッ

チリ、ポッキリ 

に 

 

 

1 キッカリ 

6 キッチリ、タップリ、バッタリ、ベッタリ、ポッキリ、ユックリ 

3 クッキリ、サッパリ、シッカリ 

で 
13 

アッサリ、ウッカリ、キッカリ、ギッシリ、サッパリ、タップリ、ハッキリ、バッタリ、バッチリ、ピッ

タリ、ベッタリ、ユックリ、ソックリ 

9 グッタリ、コッテリ、シッカリ、スッカリ、ズッシリ、ビックリ、ビッシリ、ミッチリ、グッタリ 

って 5 ハッキリ、バッサリ、バッチリ、ビックリ、ピッタリ 

と

（い

う） 

2 ユックリ、タップリ 

4 ウッカリ、ビッシリ、ピッタリ、シッカリ 
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6.4.3.1.2 助動詞「だ」の抽出結果および考察 

コーパスを用いて検索を行う際、オノマトペの後方 1語、品詞を助動詞に設定すると、「だ」

との共起が得られる。その中で、ABAB 型オノマトペが 84 語で全体の 47%を占めている（表

6-12）。そのうち、高い頻度を示した語には、「バラバラ」「ボロボロ」「クタクタ」「メチャメ

チャ」などがある。一方、表 6-13から分かるように、助動詞「だ」と共起する Aッ Bリ型オ

ノマトペが 34語で全体の 63%を占めている。頻度の高い語から「ソックリ」「ピッタリ」「ビッ

クリ」「ユックリ」「バッチリ」「タップリ」などがある。 

 

表 6-12 助動詞「だ」と共起する ABAB型オノマトペ 
語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 

バラバラ 400 サラサラ 23 カリカリ 8 ゴタゴタ 4 コロコロ 2 チラチラ 1 

ボロボロ 127 ペコペコ 21 ドキドキ 8 ペラペラ 4 スクスク 2 ヌルヌル 1 

クタクタ 115 フワフワ 19 ブヨブヨ 8 ホクホク 4 チョロチョロ 2 ハラハラ 1 

メチャメチャ 107 ウハウハ 18 ベタベタ 8 ガサガサ 3 トントン 2 パラパラ 1 

グチャグチャ 91 フカフカ 17 ザラザラ 7 ゴワゴワ 3 バサバサ 2 バリバリ 1 

ノリノリ 59 ガラガラ 16 ヒョロヒョロ 7 タジタジ 3 プリプリ 2 ヒシヒシ 1 

ヨレヨレ 51 ガリガリ 15 ボチボチ 7 ムシムシ 3 モコモコ 2 ピチピチ 1 

ギリギリ 46 ブカブカ 15 ガチガチ 6 バタバタ 3 ウキウキ 1 ヒヤヒヤ 1 

フラフラ 35 ツルツル 12 ツヤツヤ 6 ビクビク 3 キラキラ 1 ピンピン 1 

ヒタヒタ 33 カチカチ 11 ピカピカ 6 ビンビン 3 クネクネ 1 ブルブル 1 

ドロドロ 31 ボサボサ 11 ブクブク 6 ブラブラ 3 グルグル 1 ボツボツ 1 

ガタガタ 26 スベスベ 9 ダラダラ 5 ボソボソ 3 コリコリ 1 ポツポツ 1 

ソロソロ 25 ダブダブ 9 ポカポカ 5 ウヨウヨ 2 ショボショボ 1 ヨチヨチ 1 

カサカサ 24 パンパン 9 ワクワク 5 クスクス 2 ソワソワ 1 ガヤガヤ 1 

 

表 6-13 助動詞「だ」と共起する Aッ Bリ型オノマトペ 

語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 

ソックリ 617 ガッカリ 99 グッタリ 15 ユッタリ 5 ポッキリ 4 ミッチリ 2 

ピッタリ 496 サッパリ 81 ビッシリ 13 グッスリ 5 ウッカリ 3 ジックリ 1 

ビックリ 296 ベッタリ 25 チョッピリ 13 ドップリ 5 キッカリ 3 キッチリ 1 

ユックリ 156 スッキリ 19 ギッシリ 11 パッチリ 5 ハッキリ 2 コッソリ 1 

バッチリ 128 アッサリ 17 シットリ 9 ニッコリ 4 クッキリ 2 ガッチリ 1 

タップリ 117 バッタリ 15 ウットリ 9 コッテリ 4         

 

 一方、助動詞「だ」と結び付かない AB ッ型を除くと、AB リ型と AB ン型は以下の表 6-14

に示すとおりである。助動詞「だ」と共起する ABリ型オノマトペは 6語で全体の 38%を占め

ているのに対して、AB ン型オノマトペは 3 語で全体の 23%を占めている。頻度から見れば、

「パクリ」が 42、「ズバリ」が 10、「ペロリ」が 6、「ドカン」が 2、他はみな 1である。 

 

表 6-14 助動詞「だ」と共起する ABリ型と ABン型オノマトペ 
語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 

パクリ 42 ペロリ 6 ズラリ 1 ドカン 2 ガツン 1 

ズバリ 10 チラリ 1 ピシャリ 1 ドスン 1     
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6.4.3.2 オノマトペの後方 2語目の動詞の抽出結果およびその考察 

286語（ABAB型 178語、Aッ Bリ型 54語、ABッ型 25語、ABリ型 16語、AB ン型 13語）は、

オノマトペの後方 2語（キーから 2語）設定で得られた動詞の頻度を表 6-15に示す。割合か

らみると、5パターンのうち、ABリ型のみすべての語が動詞と共起することが分かった。そ

の次に ABAB型が 94.9%（169語）、ABン型が 84.6%（11語）、ABッ型が 67.7%（23語）、Aッ

Bリ型が 63%（34語）である。また、語数から見ると、オノマトペの後方 1語（キーから１

語）設定より 2語設定の方が Aッ Bリ型のほかに、他の 4パターンがみな増えたと見られる。

Aッ Bリ型のみ 20語も下がっている。それから、頻度の分布を見ると、オノマトペの後方 2

語（キーから 2語設定）は 1語とほぼ変わらずに、頻度 1～199に集中している。Aッ Bリ型

は依然として各頻度に分布していることも明らかになった。 

 

表 6-15 オノマトペの後方 2 語目の動詞の語数と比率 
  パターン 

   

頻度の 

クラス 

ABAB型（178） Aッ Bリ型（54） ABリ型（16） ABッ型（25） ABン型（13） 

語数 
178 語に対す

る比率(%) 語数 
54語に対する比率

(%) 語数 
16 語に対する

比率(%) 語数 
25 語に対す

る比率(%) 語数 
13 語に対する

比率(%) 

1000以上 0 0.0 3 5.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

500～999 1 0.6 1 1.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

300～499 0 0.0 2 3.7 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

200～299 1 0.6 5 9.3 2 12.5 0 0.0 0 0.0 

100～199 7 3.9 4 7.4 3 18.8 1 2.9 1 7.7 

1～99  160 89.9 19 35.2 11 68.8 22 64.7 10 76.9 

（語数）計 169 94.9 34 63.0 16 100.0 23 67.7 11 84.6 

 

6.4.3.3 オノマトペの後方 4語目の動詞の抽出結果およびその考察 

ABAB型 178語、Aッ Bリ型 54語、ABッ型 25 語、ABリ型 16語、ABン型 13語、計 286語

のオノマトペの後方 4語（キーから 4語設定）を検索して得られた動詞の頻度を表 6-16に示

す。表から分かるように、5パターンともオノマトペの後方 4語（キーから 4語設定）を検

索して動詞と共起できることを明らかにした。これは表 6-7、表 6-15と比べてみると、2語

設定と同様に、4語設定では ABッ型と ABン型は共起語をピックアップできた。つまり、こ

の 2パターンも他の 3パターンと同様に動詞が含まれる句・節と結び付くことがあった。ま

た、語数は表 6-17から見ると、オノマトペの後方 2語（キーから 2語設定）より 4語設定の

方が 5パターンとも下がっている。特に、Aッ B リ型が 5まで下がっている。これにより、Aッ

Bリ型は句・節より直接動詞と共起する特徴を表すと見られる。それから、頻度の分布を見

ると、キーから 1、2語設定と違って、4語設定では頻度が 1～99に集中していることが明ら

かになった。 

表 6-16 オノマトペの後方 4 語目の動詞の語数と比率 
  パターン 

   

頻度の 

クラス 

ABAB型（178） Aッ Bリ型（54） ABリ型（16） ABッ型（25） ABン型（13） 

語数 
178 語に対す

る比率(%) 語数 
54 語に対する比率

(%) 語数 
16 語に対する

比率(%) 語数 
25 語に対す

る比率(%) 語数 
13 語に対す

る比率(%) 

1000以上 0 0.0 1 2.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

500～999 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

300～499 2 1.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

200～299 1 0.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

100～199 0 0.0 2 5.9 1 6.3 0 0.0 0 0.0 

1～99  163 91.6 2 5.9 12 75.0 21 61.8 6 46.2 

（語数）計 166 93.3 5 14.7 13 81.3 21 61.8 6 46.2 
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表 6-17 オノマトペの後方 1語、2語、4語検索の 5パターンの語数と比率 

  パターン 
オノマ 

トペの後方 

ABAB型（178） Aッ Bリ型（54） ABリ型（16） ABッ型（25） ABン型（13） 

語数 
178 語に対す

る比率(%) 語数 
54語に対する比率

(%) 語数 
16語に対する

比率(%) 語数 
25語に対する

比率(%) 語数 
13 語に対する

比率(%) 

1語 164 92.1 54 100.0 10 62.5 0 0.0 0 0.0 

2語 169 94.9 34 63.0 16 100.0 23 92.0 11 84.6 

4語 166 93.3 5 9.3 13 81.3 21 84.0 6 46.2 

 

表 6-17で明らかなように、動詞との共起では、オノマトペの後方 1語（キーから 1語）設定

の場合、ABッ型と AB ン型以外の 3パターンは直接動詞と結びつくと見られる。特に、Aッ B

リ型は 54語すべて直接動詞と共起できる。オノマトペの後方 2語（キーから 2語設定）を検

索する場合、ABリ型は 100%に達している。つまり、16語がすべて「助詞」を介して「動詞」

と共起できる。これに対して Aッ Bリ型は下がりを示し始め、4語設定になるとわずか 5語

しかない。また、ABAB型は 3つの共起パターンでみな大多数を示している。この 3つの設定

で得られた動詞の頻度が総頻度に対する比率を以下の表 6-18に示す。この表から分かるよう

に、オノマトペの後方 1語、2語、4語（キーから 1、2、4語）設定で、動詞と共起する 5パ

ターンの異なり語数は Aッ Bリ型が 54語、ABリ型が 16語、ABAB型が 177 語、ABン型が 12

語、ABッ型が 23語である。つまり、Aッ Bリ型と ABリ型がすべての語が動詞と共起できる

のに対し、ABAB型 1 語、ABン型 1語、ABッ型 2語が動詞と共起しないことが分かった。 

また、頻度のクラスからみると、ABAB型が頻度 10～49と頻度 50～99に 138語が集中して、

Aッ Bリ型がどのクラスにも集中しておらず、ABリ型と ABン型と ABッ型は頻度 100から語

が減り、ABリ型が頻度 500以上から 0語、ABン型と ABッ型が頻度 200以上から 0語となっ

ている。そして、5パターンとも主に頻度 1～199に集中していることも明らかになった。 

 

表 6-18 オノマトペの後方 1語、2語、4語検索で抽出する動詞の語数と比率 
  パターン 

   

 

頻度のクラス 

ABAB型（178） Aッ Bリ型（54） ABリ型（16） ABッ型（25） ABン型（13） 

語数 
178 語に対す

る比率(%) 語数 
54 語に対する 

比率(%) 語数 
16 語に対する

比率(%) 語数 
25 語に対す

る比率(%) 語数 
13語に対する

比率(%) 

1000以上 1 0.6 10 18.5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

500～999 2 1.1 5 9.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 

300～499 5 2.8 7 13.0 1 6.3 0 0.0 0 0.0 

200～299 4 2.3 5 9.3 2 12.5 0 0.0 0 0.0 

100～199 24 13.5 7 13.0 3 18.8 1 2.9 1 7.7 

1～99  141 79.2 20 37.0 10 62.5 22 64.7 11 84.6 

（語数）計 177 99.4 54 100.0 16 100.0 23 67.7 12 92.3 

 

6.4.4 コロケーションのリストアップ 

第 5章では日本語教育で教えるオノマトペを ABAB型 178語、Aッ Bリ型 54語、ABッ型 25

語、ABリ型 16語、AB ン型 13語、合計 286語選定した。本章ではコーパスを用いて 286語の

コロケーションの調査を行った。調査の結果に基づき頻度によってオノマトペのコロケーショ

ンをリストアップする（オノマトペにより一部のみ）。 

6.4.4.1  ABAB型オノマトペの共起動詞 

本節では 6.4.3の調査結果をふまえて、オノマトペの後方 1語、2語、4語（キーから 1語、

2語、4語）設定で得られた ABAB型 178語のコロケーション（共起動詞）を表 6-19にリスト

アップする。共起動詞の中には「（と）する」、「（と）いう」がかなり入っている。「（と）す
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る」には「～する」「～とする」「～（と）する」「～（と）した＋名詞」という共起パターン

があり、「（と）いう」には「…という音（声、足音、水音）」「言う」「と言う（言った）」「（と）

言う」などの共起パターンがある。そこで、「（と）する」「（引用）という」「（と）言う」を

他の共起動詞から取り出してそれぞれ 1 項目に立てた。このように分類することで、オノマ

トペの文法的機能が明らかになる。例えば、「～する」は動詞用法として、文の述語になる。

また「～（と）した＋名詞」は従属節の連体修飾語になる。さらに、オノマトペ指導のため

に共起語のシソーラスを提供するだけでなく、「（と）する」や「（と）いう」と結び付くか否

か、結び付く場合にどのような文法的特徴があるかなどに注意を向けさせるための資料にも

なる。 

 
表 6-19 ABAB型オノマトペの共起動詞リスト 

オノマト

ペ 

最も頻度の高

い共起語 
（と）する 

（引

用）と

いう 

（と）言

う 
他の共起動詞 

イソイソ と出かける （と）する   向かう、戻る、と（帰る、駆け付ける、歩く、赴く、

動き始める、迎える、行く、登場する、飛びつく） 

イライラ する とした気分、とし

て 

 と言った。 と（落ち着かない、かる、歩く、聞く、店内を歩き

まわす、足を踏み鳴らす、爪を噛む、口を挟む） 

ウキウキ とする とした（気分、声、

華 や い だ 雰 囲

気）、として 

 と言った。 と（はしゃぐ、教える、酔う、弾む） 

ウトウト 眠る する   仕掛ける、寝る、と（眠る、まどろむ、寝る、眠り

込む） 

ウヨウヨ いる    出る、飛び出す、動く、蠢く、現れる） 

ウロウロ と歩き回る する（しない）   歩く、歩き回る、迷う、探す、蠢く、と（歩く、歩

き始める、出歩く、散歩する） 

オドオド （と）する とした（態度、声）  と言った。 （と）答える、と（微笑む、怯える、生きる） 

オロオロ とする する、と（する、

して） 

  泣き出す、泣く、やりだす、と（狼狽する、立ち上

がる、去る、見る、立つ、呟く、頷く、取り成す、

出迎える、逃げ惑う、聞く） 

カサカサ になる する   に（乾く、疲れる、色褪せる、枯れる、荒れる） 

ガサガサ になる  という

声 

 手探りする、這い出す、放り込む、揺れる、と（潜

る、入れる） 

カタカタ と鳴る    動く、鳴る、と（軋みだす、震える、震えだす） 

ガタガタ 震える   言う になる、と（震える、揺れる、崩れる）、揺れる、

騒ぐ、動かす、鳴らす、鳴る） 

カチカチ （と）鳴る    に（凍りつく、埋め尽くす、乾ききる、凍る、干上

がる、ごわばる、畏まる、なる）、と鳴らす 

ガチガチ 鳴らす    鳴る、と（噛み合う、当てる、鳴る）、に（緊張す

る、固める、上がる） 

ガチャガ

チャ 

言う   言う 鳴らす、開ける、錠前を外す、と音がする 

ガヤガヤ 言う    やる、話す、騒ぐ 

ガバガバ     行く、食べる、になる 

ガラガラ 崩れる、に空

く 

 いう音  と（薙ぎ倒す、崩れる、歩く）、に（なる、空く、

痩せこける） 

カリカリ する、に焼く  という

音 

 に（炒める、焼ける）、と噛む 

ガリガリ に痩せる   言わせる と搔く、になる 

ガンガン かける する  言う 行く、売る、打ち鳴らす、叩く、響く、売れる、鳴

り響く、と響き渡る 

キビキビ とする として、とした（口

調、人、動き、動

作） 

 言う と（働く、動く、歩く）、走る、動く、歩み寄る、

走れる、名乗る、歩く、と抜ける 

キ ャ ア 言う    騒ぐ、叫ぶ 
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キャア 

ギ ャ ア

ギャア 

騒ぐ、泣く    わめく、泣きたてる、騒ぎ立てる、騒ぎ捲る 

キ ョ ロ

キョロ 

見回す    と見回す、見る、と（見渡す、見る、動かす、動く）、

する、探す、眺め回す、動かす、動く 

キラキラ 光る、輝く する   と（輝く、光る、反射する、きらめく）、揺らめく 

ギラギラ と光る    光る、と輝く、輝く、と照りつける、燃える、照り

つける、と（反射する、底光り） 

キリキリ （と）痛む    締め付ける、差し込む、働く、回る、と（怒る、冷

える、噛む、締め上げる） 

ギリギリ になる    間に合う、（なんとか）間に合う 

クスクス 笑う    と（笑う）、笑い出す、と（笑い出す、笑い続ける）、

忍び笑う、笑い続ける 

グズグズ 言う    する、考える、やる、泣く、言い出す、と（続く、

続ける、思い悩む、迷い続ける、終わる） 

クタクタ になる    に（疲れる、煮込む、煎じる、草臥れる） 

グチャグ

チャ 

になる とした血肉  言う に（する、潰れる、混ぜる、乱れる、詰まる、折り

重なる、壊れる、散らかる、散らす） 

クドクド 言う   と言う 説明する、書く、述べる、申し上げる、申す、と（喋

り続ける、書く、祈る、説明する） 

クネクネ 曲がる （と）する、とし

た（道、山道、坂

道） 

  と（曲がる、続く、走る、進む、動く、回す、うね

る、繋がる、曲がりくねる） 

クラクラ とする する、として   沸騰する、眩暈する、来る、と（よろける、なる） 

グラグラ 揺れる （と）する   と（揺れる）、煮る、揺らす、沸き立つ、回る、揺

する、煮え立つ、沸かす、煮すぎる 

クルクル 回る    回す、巻く、回転する、変わる、変える、丸まる、

丸める、掻き混ぜる、動く、動かす、旋回する 

グルグル 回る    回す、と回る、巻く、歩き回る、と回す、回転する、

巻きつける、振り回す、歩く、回りだす、走る） 

グングン 近づく    となる、伸びる、上がる、迫る、育つ、成長する、

歩く、生長する、回復する、上昇する、伸ばす 

ゴシゴシ 洗う    擦る、と擦る、やる、拭く、揉みたてる、磨く、撫

でる、落とす、擦り付ける、拭き取る 

コソコソ やる   言う 話す 

ゴタゴタ と巻き込む する  言う 置く、になる、植える、くっ付く、求める、と（紛

れる、入りこむ、散らかる） 

ゴチャゴ

チャ 

になる、言う する、とした町  言う にする、に並ぶ、（と）吐かす、書く、いる、ある、

立て込む、来る、つける、抜かす 

コツコツ やる    とめる、と叩く、働く、叩く、貯金する、と（努力

する、働く、作る、行う、調べる、組み立てる 

ゴツゴツ とする として、した稜線、

とした（岩、壁、

岩肌、岩の壁、感

じ） 

 言う と（積み重ねる、膨れ上がる、隆起する）、できる、

叩く 

コトコト 煮る    と（煮る、切る）、切り刻む、煮始める、焚く、や

る、煮込む 

コリコリ とする とした（感じ、歯

ざわり） 

  と（仕舞う、書く、搔く）、ある、と音を立てる 

コロコロ 変わる   言う 変える、と（笑う、転がる、変わる）、転がる、言

う、笑う、と切る、回す、する、転がす 

ゴロゴロ 転がる する  言う いる、と転がる、ある、寝る、鳴る、鳴らす、と（い

る、鳴る、重なり合う、寝転ぶ、寛ぐ 

ゴワゴワ になる    に凍りつく 

ザブザブ     と（入る、歩く、流れる、使う、物を買う）、顔を

洗う 

サラサラ になる、（に⁄

と）する 

する、として、と

した（もの、粉、

という

足音 

言う と流れる、ある、流れる、に乾く、鳴る、思ういく、

持つ、と（落とす、揺れる 
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雪の粒） 

ザラザラ とする とした（カス、粒

子、音、灰色、感

触）、する 

  に（なる、する） 

ザワザワ とする とした（話し声、

快感、歓喜）、（と）

する 

  と（騒ぐ、揺れる）、鳴る、騒ぎ始める、群れる、

と（ざわめく、徘徊する、うねる、動く） 

シクシク 泣く    （と）泣き出す、痛む、泣き始める、と（涙する、

継続する、痛む、泣き続ける、泣く） 

シゲシゲ と眺める    と（見る、見つめる、観察する、覗き込む）、見る、

眺める、見つめる、と見守る 

シ ャ カ

シャカ 

    やる、振る、歩く 

シ ョ ボ

ショボ 

歩く    降る、と（茂る、自転車を押して歩く） 

ジリジリ と照りつける として、とした（思

い、暑さ、痺れ感） 

  と（後退する、近づく、進む、前進する、下がる、

焼く、迫る、押す、上昇する、上がる 

ジロジロ 見る     

ジワジワ 来る    と（増える、迫る、上がる、進む、広がる、追い詰

める、進行する、膨らむ、這い上がる、寄る 

スイスイ と走る   言う と（動く、進む）、進む、動く、はかどる、終わる、

答える、できる、読める、勝つ 

ズカズカ 入る    入る、と（入り込む、上がる、歩み寄る、上がりこ

む、近づく、進み寄る）、歩く、入り込む 

スクスク と育つ    育つ、と（成長する、伸びる）、育てる、成長する、

生長する、と（生きる、成長し始める） 

ズバズバ 言う   （と）言

う 

出す、当たる、ものを言う、直感で言う 

スベスベ になる （と）する   （に⁄と）する 

スヤスヤ と眠る とした深い眠り   眠る、寝る、と（寝入る、寝る、寝静まる）、眠り

続ける、眠り始める 

スラスラ 読める    読む、と（出る、答える、言える、書ける）、答え

る、解ける、と（話す、続ける、描く、話せる 

スルスル と上る    と（下りる、流れる、這う、滑る、解ける、伸びる）、

伸びる、上がる、攀じ登る、寄る、戻る 

ズルズル （と）引き延

ばす 

   と（滑る、座り込む、後退する、滑り落ちる）、に

なる、やる、延ばす、後退する、出る、滑る 

ゼエゼエ 言う     

セカセカ と（歩く、す

る） 

とした（様子、声、

吸い方、歩調）、

する 

 と言う と（歩き回る、動かす、走る、働く）、動き回る、

歩く 

ソロソロ 歩く    待つ、抜く、出る、行く、止める、戻る 

ゾロゾロ （と）歩く    出る、つく、集まる、現れる、と（下りる、下り立

つ、集まる）、やる、入る、引き連れる 

ソワソワ （と）落ち着

かない 

（と）する、とし

たそぶり 

  と（立ち上がる、興奮し始める、行く）、動かす 

タジタジ （に/と）なる    と（する、回る） 

ダブダブ になる    に（注ぐ、纏う） 

ダラダラ とする、流す とする、とした

（日々、走り、国

際情勢の中） 

 （と）言

う 

と（続く、過ごす、流れる、流れ落ちる、下る、食

べる）、やる、過ごす、食べる、続く 

チカチカ と瞬く、光る    と（点滅する、揺れる、覗き込む、光る、輝く） 

チ ャ プ

チャプ 

する    と音を立てる 

チ ョ コ

チョコ 

ある とした（走り方、

足取り） 

  出る、変える、食べる、見る、読む、付ける、と（や

る、見る、ある） 

チ ョ ロ

チョロ 

動く とする   見る、やる、と（つく、流れ込む、流れ出す）、付

く、出す、舞い込む、出る、漏れる 
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チラチラ 見る    光る、見える、眺める、揺れる、動く、出る、踊る、

と（見る、揺れる、踊る）、 

ツヤツヤ とする、光る とする、とした

（頭、肌、童顔） 

  になる、と（輝く、光る、塗る、色めく、仕上げる、

張り切る、濡れ光る、若返る、照る）、輝く 

ツルツル 滑る とする、とした床   になる、と（滑る、剃りあげる、禿げる、包む、戻

る、光る）、する、光る 

ドキドキ する とする   鳴る、来る、と（脈打つ、止まる、鳴る、波打つ）、

高鳴る、遣る 

ドシドシ 応募する    ご連絡くださる、ご応募くださる、お送りくださる、

遣る、入れる、利用する、発表する 

ドロドロ とする、にな

る 

とする、とした（も

の、液体、川） 

  に（溶ける、溶解する、汚れきる、溶け出す、液状

化する、する） 

トントン と叩く    叩く、のぼる、と（揃える、打ち付ける、生まれる） 

ドンドン 増える    出る、上がる、やる、変わる、減る、下がる、広が

る、伸びる、入る、作る、膨らむ、進める 

ニコニコ 笑う とする  （と）言

う 

と（する、笑う、言う、見る、受け入れる、眺める、

微笑む）、眺める、する、見守る、笑いかける 

ニタニタ 笑う    にやけきる、と（笑い続ける、笑い飛ばす） 

ニヤニヤ 笑う とした顔   と（笑う、する）、面白がる、笑い出す、眺める、

見る、笑い交わす 

ヌルヌル とする、にな

る 

する、とする美人、

とした感触 

  滑る、と（こすりまわす、抜ける、纏わり付く、滑

る） 

ネチネチ 言う    迫る、絡む、と（言い続ける、追い込む、絡み始め

る） 

ノビノビ とする とした（もの、表

現、個性、子供） 

  遣る、（と）育つ、と（育てる、生きる、出来る、

描く、咲く、遊ぶ、活動する、暮らせる、走る） 

ノリノリ になる    やる、踊る、恋する、盛り上がる、出る 

ノロノロ と歩く   と言う と（立ち上がる、過ぎる、進む、動き出す、起き上

がる、流れる、動く、走る） 

バサバサ になる    搔く、動かす、落ちる、と（切り払う、振る） 

パサパサ になる    に（乾く、焼きあがる、する、乾燥する） 

バタバタ と倒れる とする   倒れる、暴れる、死ぬ、もがく、走り回る、と（す

る、はためく、暴れる、倒産する、売れる） 

パタパタ やる    と（振る、計算する、降りかかる、払う、揺れる、

零れる）、叩く、振る、払う、仰ぐ、光る 

パチパチ と瞬く     やる、瞬きする、瞬く、と（鳴る、弾ける） 

ハラハラ と（する、散

る） 

   と（流す、散り始める、舞い落ちる、散らす、崩れ

去る、伝い落ちる）、流れる 

バラバラ になる    に（する、分解する、崩れる、分かれる、砕ける、

飛散する、解体する） 

パラパラ と捲る    捲る、（と）落ちる、くる、いる、読む、座る、下

り始める、振り掛ける、乗せる、拍手する） 

バリバリ 噛み砕く、働

く 

 という

音 

 遣る、と（凍りつく、食べる、引き裂く、搔く、噛

む） 

パリパリ とする とした感触 という

音 

 と（割れる、干す、利く）、砕ける 

パンパン と（膨らむ、

張る、叩く）、

になる 

 いう音  に（腫れる、膨れる、浮腫む、叩き落す、膨らみき

る）、言う、叩く、打ち上げる 

バンバン 叩く、打つ    やる、出る、飛ぶ、入る、来る 

ピイピイ 言う    鳴る、鳴く、泣く、鳴らす、狂う、吹く 

ピカピカ 光る、に磨く    に（磨き上げる、光る、なる、する、磨きたてる、

磨きぬく、輝く） 

ビクビク する、怯える、

と震える 

   と震え上がる 

ヒシヒシ と（感ずる、

伝わる） 

   と（感じる、迫る、分かる） 

ビシビシ 取り締まる    直言する、遣る、と取り締まる 
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ピシピシ 叩く    やる、と（打ち砕く、打ち据える） 

ヒタヒタ になる    に注ぐ、と（寄せる、押し寄せる、入れる、歩く、

湧く、近づく、迫る、撫で付ける） 

ピチピチ する    飛び上がる、と（熟れる、弾く、包む、鳴く） 

ヒヤヒヤ する    ドキドキする、ビクビクする、漬かる 

ヒ ョ ロ

ヒョロ 

とする とした（枝、植物）   立ち上がる、歩く、と（痩せる、出入りする）、に

なる 

ピ ョ ン

ピョン 

と（跳ねる、

飛び跳ねる） 

   と（撥ねる、出る、弾む、飛び回る、跳ね回る、飛

び込む、飛び上がる）、撥ねる、飛び跳ねる 

ヒラヒラ （と）舞う    振る、泳ぐ、揺れる、と（動かす、振る、舞い落ち

る、散る、飛び回る、揺れる） 

ヒリヒリ 痛む とする   と（痛む、する、焼け付く、刺激する）、動く、感

ずる 

ビリビリ に破く とする   に（引き裂く、なる、破れる）、と（震わせる、震

える） 

ピリピリ とする、震え

る 

としている、とし

た感じ 

  痛み始める、感ずる、来る、痺れる、震え始める、

と（光る、震動する、反応する） 

ビンビン     になる、と響く 

ピンピン  する   響く、振る、跳ね上がる、動かす 

ブウブウ    言う 唸る 

フカフカ になる とした食感   （に）する、に戻る 

プカプカ 浮く、浮かぶ    揺れる、吸う、揺る、吹かす、漂う、と（浮かぶ、

浮く、流れる） 

ブカブカ になる    に（太る、流れる） 

ブクブク 太る    と（膨れ上がる、太り始める、太る、膨れる、溶け

る）、に（なる、熟れる）、泡立つ、太りだす、膨

れ上がる 

ブツブツ 言う   （と）言

う 

（と）呟く、と（答える、切れる、ぼやく、零す）、

言い始める、ぼやく、言い続ける 

ブヨブヨ （と）太る とした肉   になる、膨らむ、と（凹む、変形する） 

フラフラ になる、（と）

歩く 

（と）する、とし

た（足取り） 

  と（立ち上がる、飛ぶ、つく、見る、戻る、近づく、

漂う、歩き回る、蹌踉ける） 

ブラブラ 歩く とする   と歩く、遊ぶ、揺れる、と（揺れる、散歩する、歩

き回る、散策する）、歩き回る、振る 

ブリブリ     と振る、吹き出る、おきあわせる 

プリプリ 怒る とした（感じ、食

感） 

  振る、と（する、膨らむ）、に（なる、仕上がる） 

ブルブル 震える    と震える、震えだす、震わせる、振るう、と（震え

だす、振る、揺れる） 

フワフワ とする    になる、と（浮く、飛ぶ、浮かぶ、揺れる、舞う、

漂う）、舞う、浮かぶ、飛ぶ、漂う 

ペコペコ とする    と（減る、謝る）、になる、謝る 

ベタベタ 張る、する、

になる 

   と（塗りたくる、くっつく、張り付ける、甘える、

甘えすぎる、触る）、くっ付ける、愛す 

ヘラヘラ 笑う する  と言う と（笑う、踊る）、答える 

ペラペラ 喋る    と（喋る、捲る、喋り捲る）、になる、話す、喋り

だす 

ベラベラ 喋る    と（喋る、喋り捲る、喋り始める） 

ポカポカ と温まる、に

（する、なる） 

   温まる、叩く、当てる、殴りあう、と（当たる、満

ち足りる、照らす） 

ホクホク する とした笑み   と怒鳴り返す 

ボサボサ になる    に（する、乱れる） 

ボソボソ と言う とした声  （と）言

う 

（と）話す、呟く、喋る、と（呟く、喋る、話し出

す、告げる） 

ポタポタ 落ちる    焼く、垂れる、垂らす、滴る、垂れ落ちる、と（濡

らす、落ちる、零れる、零れ落ちる） 
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ボチボチ やる、いく    戻る、アップする、頑張る、書く、引っ張り出す、

来る、更新する、始める、と（書く、理解する） 

ボツボツ やる    現れだす、復活する、発生する、返る、増え始める、

と（語りだす、退出する、入る、返る） 

ポツポツ 降る、と話す   言う 出る、答える、やる、話す、降り始める、出現する、

振る、点在する、と（降る、生える） 

ポトポト 落ちる    落とす、と落ちる 

ボロボロ になる    に（崩れる、零れる、ほつれる）、零れる、落ちる、

崩れる、零す、泣く、涙する、流す 

ポンポン と叩く    放り投げる、打つ、いい通す、ある、出す、と（放

り投げる、弾む、咲く、持つ、飛ぶ 

マゴマゴ する     

マザマザ と見せ付ける    と（見る、思い出す、感ずる、蘇る、示す、見える、

覚える、思い起こす、現れる、浮かぶ） 

マジマジ と見つめる    と（見る、眺める、見返す、観察する）、見る、見

つめる、眺める 

ミスミス 逃す    見逃す、負ける、手放す、浪費する、ほったらかす、

捨てる 

ムカムカ する （と）する  と言う  

ムクムク と起き上がる とする   と（湧き上がる、太る、動く、動き出す、作る）、

上がる、盛り上がる、沸く 

ムシスシ する、感じる とする    

ムシャム

シャ 

食べる    食う、やる、と（食べる、食う、食べ始める） 

メキメキ 売り出す    売れ出す、と（売り出す、上がる、上達する）、回

復する、上がる、変わる、上達する、直る 

メチャメ

チャ 

に疲れる    に（空く、合う、なる） 

モコモコ 泡立つ    の（帽子、洋服） 

ヤスヤス とできる    と（やる、通過する、征服する、抱える、手放す）、

越える、乗せる、浸透する、渡る 

ユラユラ （と）揺れる    揺らす、漂う、揺らめく、渡る、動く、燃える、と

（立ち上がる、漂う、する、揺らめく、舞う） 

ヨチヨチ あるく    あるきする、あるける 

ヨロヨロ と立ち上がる とした足取り   と（歩く、歩き出す、後ずさる、倒れる、後退する、

起き上がる）、歩く、起き上がる、戻る 

ワアワア 言う   （と）言

う 

遣る、泣く、喋る、騒ぐ、泣き出す、喚く、叫ぶ、

と（騒ぐ、言う、泣き出す、泣き伏す） 

ワイワイ やる、言う   言う 騒ぐ、楽しむ、ガヤガヤする、奪い合う、喜ぶ、遊

ぶ、喋る、と（群がり立つ、やる、） 

ワクワク とする する   沸く、と（答える、上気する、期待する、踊る、巡

る） 

ワサワサ     取れる、振る、生える、付く、揺れる、と（振る、

鳴る、揺れだす） 

ワンワン 泣く     （と）言

う 

泣く、泣ける、と（泣く、響く、吠える、吠え捲る、

鳴り響く） 

（と）は「と」が付く場合と付かない場合の頻度が同じことを示す。 

 

6.4.4.2  Aッ Bリ型オノマトペの共起動詞 

Aッ Bリ型オノマトペ 54語の共起動詞を表 6-20に示す。「（と）する」には「～する」「～

とする」「～（と）する」「～（と）した＋名詞」などの共起パターンがあり、「（と）いう」

には「言う」「と言う」「（と）言う」などの数例がある。このように分類することで、オノマ

トペの文法的機能が明らかになる。また、オノマトペを指導するためのシソーラスを提供す

ることにもなるし、「（と）する」や「（と）いう」の文法的特徴に注意を向けさせるための資

料にもなる。 
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表 6-20 Aッ Bリ型の共起動詞リスト 

オノマトペ 
最も頻度の高

い共起語 
（と）する 

（と）言

う 
他の共起動詞 

アッサリ 言う、言われる  言う 断る、答える、諦める、捨てる、死ぬ、止める、引き下が

る、認める、片付ける、やる 

ウッカリ 忘れる   する、言う、見違える、笑う、書く、信ずる、出る、やる、

見過ごす、油断する、見逃す 

ウットリ する、見惚れる する  見惚れる、見る、聞き惚れる、憧れる、眺める、聞く、見

上げる、見入る 

オットリ    家を囲む、構える、笑う、澄ます 

ガッカリ する   仕切る、来る、帰宅する 

ガッシリ する   作る、押さえつける、捕まえる、縛り付ける、牛耳る 

カッチリ    考える、締める、締めすぎる、戻る 

ガッチリ 掴む   守る、捕まえる、組む、押さえる、握る、固める、固定す

る、噛む、奪う 

キッカリ    守る 

ギッシリ 詰まる   詰め込む、並ぶ、入る、詰める、埋まる、書く、埋める、

書き込む、並べる、詰め掛ける、組む 

キッチリ やる   押さえる、締める、守る、こなす、する、決める、行う、

走る、結ぶ、入れる、纏める 

キッパリ 言う   断る、止める、言い切る、締める、答える、否定する、別

れる、拒絶する、拒否する 

クッキリ 見える   残る、浮かび上がる、付く、現れる、分かれる、浮かぶ、

浮き出る、刻む、分かる、出る 

グッスリ 眠る   眠れる、寝る、寝込む、眠り込む、寝れる、休む、熟睡す

る、安眠できる、眠りこける、1眠りする 

グッタリ 疲れる する  倒れる、寄りかかる、疲れきる、倒れこむ、座り込む、崩

れる、沈み込む 

コッソリ 見る   抜け出す、やる、教える、覗く、言う、聞く、会う、行く、

食べる 

コッテリ とする とした（もの、味、

甘さ） 

 と（やる、合わせる、つける、かける、覆う）、のせる、

つける 

ザックリ とする とした（歯ざわり、

話、風合い） 

 混ぜる、切れる、編む、言う、混ぜ合わせる、と（割れる、

切る、裂ける、抜け落ちる、切り裂く） 

サッパリ 分からない しない、とした（味

わい、食感、性格、

人柄） 

 忘れる、売れない、理解できない、消える、食べる、洗い

流す、無くなる、取れる 

シッカリ とする する、とした（内容、

対策、口調、証拠） 

 やる、見る、持つ、食べる、取る、押さえる、握る、掴む、

覚える、守る、勉強する、聞く、締める 

シックリ 来ない、来る   行く（行かない）、馴染む、収まる、する、合う、と（な

る、来る） 

ジックリ 考える   見る、観察する、読む、聞く、煮込む、眺める、話し合う、

焼く、味わう、待つ、炒める、検討する 

シットリ とする とした（雰囲気、食

感、色合い、潤い） 

 と（濡れる、落ち着く、湿る、汗ばむ、馴染む）、濡れる、

潤う、する、落ち着く、仕上げる、仕上がる 

スッカリ 忘れる   変わる、消える、無くなる、定着する、慣れる、興奮する、

感心する、あがる、直る、馴染む 

スッキリ 見える   見せる、目覚める、晴れる、纏める、する、晴れ渡る、取

れる、収まる、整理する 

ズッシリ とする とした（重み、痛み、

響き、説得力） 

 と感ずる、来る、響く 

スッポリ 収まる   包む、入る、覆う、包み込む、被る、被せる、抜け落ちる、

嵌る、と（包む、覆う、包み込む、被る） 

ソックリ 真似る、になる   真似する、引き継ぐ、残る、無くなる、取り入れる、変え

る、入れ替える、に（なる、作る、する、見える、描く、

出来上がる） 

タップリ ある   入る、入れる、使う、含む、掛ける、取る、食べる、付け
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る、塗る、乗せる、と（する、ある、掛ける） 

チャッカリ 利用する   計算する、買う、借用する、生きる、と（取り戻す、ビデ

オ撮る、陣取る） 

ドッサリ ある   入る、いる、食べる、抱える、取る、買い込む、持つ、乗

せる、届く、置く、詰まる、と（送る、ある） 

ドッシリ 構える する  と（張る、据える、踏みしめる、混む）、座る、聳える、

感じる、据える、居座る、見える 

ドップリ 浸かる   嵌る、と浸かる、使う、漬かる、浸かる、浸す、と（使う、

浸かる、漬かる、嵌る、濡れる、沈む） 

ニッコリ 笑う （と）する  （と）微笑む、（と）笑う、（と）笑いかける、と頷く、

微笑み返す 

ノッペリ とする （と）する、とした

（もの、型、印象、

背中、空港） 

 となる 

ハッキリ 言う とした（態度、答え、

違い、形） 

 （と）分かる、（と）見える、（と）覚える、言える、（と）

見る、（と）示す、書く 

バッタリ 会う   出会う、出会わす、倒れる、鉢合わせする、ぶっつかる、

現れる、と（倒れる、出会う、やる、行く） 

バッチリ 決める   取れる、映る、当たる、見える、合う、決まる、聞こえる、

生かす、裏付ける 

パッチリ とする （と）する、とした

（目、瞳） 

 開ける、開く、見せる、と（開く、開ける、空く） 

ビックリ する する   

ビッシリ 詰まる   と並ぶ、（と）生える、並ぶ、付く、入る、と（詰まる、

絡みつく、茂る、埋まる、付く、立ち並ぶ） 

ヒッソリ とする とする、とした（感

じ、気持ち、山中、

ビル） 

 と（佇む、静まり返る、暮らす、咲く、ある、立つ、行う、

死ぬ、止まる）、佇む、暮らす 

ピッタリ 合う とする、とした（シャ

ツ、ワンピース、靴） 

 くっ付く、合わせる、と（合う、張り付く、寄り添う）、

張り付く、嵌る、当てはまる、収まる 

ピッチリ と包む   締める、取り付ける、と（閉じる、貼り付ける、嵌める、

締まる） 

ベッタリ 付く   くっ付く、張り付く、付ける、付き添う、引っ付く、マー

クする、こびりつく、塗る、過ごす 

ポッカリ 空く   浮かぶ、開く、開ける、抜け落ちる、抜ける、浮かび上が

る、差し込む、浮かべる 

ポッキリ 折れる    

ホッソリ 見える   見せる、着熟せる 

ポッテリ とする とした（唇、顔、重

み） 

 見せる、太る、と（緩む、付く） 

ミッチリ やる、鍛える   詰まる、教える、付く、練習する、仕込む、塗る、研究す

る、と（働く、鍛える、教える） 

ムッツリ とする、（と）

黙る 

とする、とした（顔

つき、顔、調子） 

と言う と（黙り込む、黙りこくる、黙る）、黙る、押し黙る、黙

りこくる 

ユックリ とする、休む （と）する、とした

（動き、しぐさ、足

音、口調） 

 歩く、出来る、話す、食べる、寝る、考える、走る、見る、

過ごす、やる、行く、進む 

ユッタリ とする とする、とした（気

分、感じ、口調、時

間、リズム、広さ、

斜面） 

  過ごす、できる、寛ぐ、と（流れる、寛げる、過ごす、寛

ぐ、構える、落ち着く） 

（と）は「と」が付く場合と付かない場合の頻度が同じことを示す。 

 

6.4.4.3  ABリ型オノマトペの共起動詞 

AB リ型オノマトペ 16 語の共起動詞を表 6-21 に示す。「～とする」「～とした＋名詞」と

いう「とする」の共起パターンも、「と言う」「と言った」の共起もある。このように分類す

ることで、オノマトペの文法的機能を明らかにする一方、オノマトペ指導のための共起語の
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シソーラスを提供することにもなり、文法的特徴に注意を向けさせるための資料にもなる。 

 

表 6-21 ABリ型の共起動詞リスト 

オノマトペ 
最も頻度の高い

共起語 
（と）する （と）言う 他の共起動詞 

ガラリ と変わる   と（変える、違う、開ける、空く、打つ、様

変わりする、1変する、取り入れる 

サラリ とする とした（顔、女、肌、

髪、舌ざわり、感触、

調子、別れ） 

と言う と（読む、答える、書く、言える、食べる、

聞き流す、着る、受け流す） 

ズバリ と言う  と言う と（行く、聞く、消す、言い過ぎる、突く、

やる、尋ねる、切り込む、言いぬく） 

スラリ とする とする、とした（足（脚、

腿）、体、体つき、美

少女、後姿） 

と言う と（伸びる、立つ、引き締まる、抜き放つ、

いり込める、並べる、通る） 

ズラリ と並ぶ   と（並べる、立ち並ぶ、展示する、居る、掛

け並べる、揃える、飾る、揃う） 

スルリ と抜ける   と（入り込む、開く、断る、割り込む、抜く、

滑り込む、脱ぐ、去る、逃げる） 

チラリ と見る   と（見える、見遣る、覗く、振り返る、窺う、

眺める、見せる、浮かぶ、1瞥する） 

ツルリ とする とした（肌、顔、感触）  と（撫でる、滑る、入る、剥ける、従う、撫で

上げる、禿げ上がる 

ドキリ とする とする（して、した）  と高鳴る 

トロリ とする とする、とした（目、

目つき、ジャム、味、

舌ざわり、感じ） 

 と（掛ける、なる、濁る、崩れる、溶ける） 

パクリ と噛み付く   と（開ける、閉じる、食べる） 

ピシャリ と言う  と言った。 と（叩く、締める、言い返す、断る、遣る、打

つ、遮る、言い切る、答える） 

ブラリ と（入る、立ち寄

る） 

  と（歩く、やる、行く、渡る、垂れ下がる、寄

れる、散策する、揺らす、来る） 

フワリ とする とする、とした（羽毛、

空気、絹） 

 と（舞い上がる、浮かぶ、浮く、微笑む、掛け

る、広がる、浮き上がる、落ちる） 

ペロリ と食べる   と（嘗める、平らげる、遣る、出す、嘗めあげ

る、舌舐りする、剥がれる、舐め取る） 

ポツリ と言う  と（言っ

た、言う） 

と（呟く、答える、休憩する、漏らす、立ち尽

くす、離れる） 

 

6.4.4.4  ABッ型オノマトペの共起動詞 

ABッ型オノマトペ 25語の共起動詞を表 6-22 に示す。表に示す前に上記と同様に共起動詞

から「とする」「という」に関連する「とする」「～とした＋名詞」「（引用）という」「と言う」

などの共起パターンを「他の共起動詞」から取り出してそれぞれ 1 項目に立てた。このよう

に分類することで、オノマトペの文法的機能が明らかになる。またオノマトペ指導のために

共起語のシソーラスを提供する一方、個々のオノマトペの文法的特徴に注意を向けさせるた

めの資料にもなる。 

 

表 6-22 ABッ型の共起動詞リスト 

オノマトペ 
最も頻度の高

い共起語 
（と）する 

（引用）

という 

（と）言

う 他の共起動詞 

カチッ とする とした（格好、

制度、デザイン） 

と い

う音 

  

ガラッ と変わる    と（転換する、意見が変わる、音がする、戸を開ける） 

キリッ とする とする、とした

（顔、声、印象、

  と（伸ばす、引き締まる、束ねる、引き締める、結ぶ、

冷える、決める） 
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感じ、美しさ） 

クスッ と笑う    と（微笑む、笑む） 

グラッ と傾く    と（揺れる、来る、する、蹌踉く、ロールする） 

コロッ と忘れる    と（死ぬ、変わる、太る、変える、転がる、言う、行く、

騙される、寝る、移る） 

サクッ と行く    と（入れる、読める、更新する、片づけする、崩れる、

する、行動する） 

サラッ とする とする、とした

（喉越し、着心

地、感触） 

  と（行く、来る、逃げる、書く、流す、答える、入れる、

仕舞う） 

シャキッ とする とする、とした

食感 

   

ジワッ と染み出す    と（来る、押し寄せる、流れ下る、滲む、溢れる、沸く） 

スウッ     と（去る、消える、伸びる、裂く） 

スカッ とする とする（しな

い）、とした（青

空、気分） 

  と（見えない、収まらない、晴れる、答える） 

スパッ と切断する    と（途切れる、切り開く、する、割り切れる、割り切る、

切る、言い切る、答える） 

ドキッ とする とする（した）、

とした（表情、

顔） 

  と（響く、飛び上がる） 

ドサッ と倒れる    と（置く、入れる、言う、下ろす、回す、疲れる、座る、

開ける、落ちる、渡す） 

ドタッ と倒れる    と滑り落ちる 

パラッ と散る とする    

パリッ とする とした（のり、

背広、鳥皮、

スーツ） 

  と（焼く、焼き上げる、焼きあがる、凍る、割る、焼き

目をつける、気が引き締まる、音を立てる） 

ピタッ と立ち止る    と（付く、張り付く、会う、嵌る、止まる、着る、止め

る、沈黙する、収まる、フィットする） 

ピリッ とする とする   と（感じる、わさび風味が効く、辛味が効く） 

フワッ とする とする、とした

（麺、花、石鹸、

状態） 

  と（浮き上がる、溶ける、出来る、浮かぶ、焼く、浮く、

生まれる、立ち上がる、体が浮く、灰が舞い上がる） 

ボウッ とする     

ソウッ とする     

チラッ と見る    と見える 

ムスッ とする    と唇を尖らせた、と口を閉ざし始めた 

 

6.4.4.5  ABン型オノマトペの共起動詞 

ABン型オノマトペ 13語の共起動詞を表 6-23 に示す。表に示す前に上記と同様に共起動詞

から「とする」「という」に関連する「とする」「～とした＋名詞」「（引用）という」「と言う」

などの共起パターンに分類する。これによりオノマトペの文法的機能を明らかにする一方、

オノマトペ指導のためのシソーラスを提供することにもなり、文法的特徴に注意を向けさせ

るための資料にもなる。 

 

表 6-23 ABン型オノマトペの共起動詞リスト 

オノマトペ 
最も頻度の高

い共起語 
（と）する 

（引用）

という 

（と）言

う 他の共起動詞 

カクン と曲がる       と（膝を付く） 

ガタン と揺れる    と（落ちる、減る、鳴る） 
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ガツン と言う   と 言

う 

と（やる、叩く） 

キチン  とした封筒   と教育する 

コロン とする とした実   と（転ぶ、倒れる、寝る） 

シイン とする    と（なる、静まり返る） 

スコン と打つ    と（入る、抜ける） 

ストン と落ちる    と（置く、落ち込む、落ち着く） 

ドカン と（爆発する、

来る、言う、

泣く） 

   と（座り込む、置く、座す、ある、振る、占領する、座

る） 

ドスン   と い う

（音、物

音） 

 と（落下する、倒れる、ぶつけ合う、倒す） 

トロン とする とする、とした

（目、顔、声、瞳） 

  と（なる、潤む） 

ポカン とする とする、とした

（顔、目、表情） 

  と（口を開ける、開く、空く、見ほれる、見つめる、打

つ、眺める、明く、見る） 

ポツン と言う とする  と 言

う 

と（立つ、座る、置く、ある、切り立つ、呟く、いる、

佇む、付く） 

 

6.5 事例研究：ABAB 型オノマトペのコロケーションに関する調査 

 第 5章の日本語教育で教えるべきオノマトペに関する調査では、オノマトペ辞典、『分類

語彙表』、『現代雑誌』、話し言葉コーパスおよび日本と中国で使用している教科書などの

言語資料を用い、これらの資料に出現しているオノマトペに関するパターン、語数ならびに

分布率などを調べた。その結果、ABAB型オノマトペがどれにおいても大多数を占めているこ

とを明らかにした。そして、第 2章で触れたオノマトペの統語的特徴などの先行研究を概観

することによって、ABAB型オノマトペが他のパターンより用法が多くて複雑に振舞うことも

明らかになった。特に、「する」との共起によって、動詞用法を持つことや、「に」との結

び付きで結果副詞用法を持つ点で Aッ Bリ型、ABリ型、ABッ型、ABン型と区別がつく。そ

こで、本節は事例研究として ABAB型を取り扱う。 

 

6.5.1 「ハラハラ」を対象とする調査および考察 

学習者は既習のオノマトペを用いて言語活動を行うときに、オノマトペそのもののコロケー

ションをどのように処理しているのか、つまり、運用されているオノマトペの形態的・統語

的特徴はどのようになっているのかを知るために、筆者は 3年生の授業で、既習した「ハラ

ハラ」「バラバラ」「ゴロゴロ」「スッキリ」に関連する連想ゲームを行った。その結果、4

語とも「する」との共起が数多く挙げられた。特に、「ハラハラ」については「成り行きを

危ぶんで気をもむさま」を表す意味として用いられる場合の「する」との共起が圧倒的に多かっ

た。それに対して、「小さいものや軽いものが、静かに続けて落ちかかるさま」を表す「涙をハラ

ハラ（と）落とす」「花びらがハラハラ（と）散る」の想起が比較的少なかった。そこで、「ハラ

ハラする」には「ハラハラした」「ハラハラしている」などの文法的な要素を含めて検討する必要

があると考え、コーパスを利用して、「ハラハラ」と共起するコロケーションを調査した上で考察

することにする。 

 

6.5.1.1 調査 

 「ハラハラ」のコロケーションを収集するに際しては、前節の調査結果に基づいて、オノ

マトペ後方 1語、2語、4語に設定して検索をする。 

http://kotobank.jp/word/%E9%9D%99%E3%81%8B
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オノマトペの後方 1語（キーから１語）設

定で、「ハラハラ」と共起する助詞、動詞、

副詞、名詞、助動詞、接尾辞が右の図 6-2に

示すように 311例が得られた。共起する品詞

の中で、動詞が最も多いことは「ハラハラ」

の特徴であり、その比率は 55.3％に達する。

また「助詞」「副詞」「名詞」も一定数見られ

ることも「ハラハラ」の特徴である。さらに、

表 6-24に示したように、動詞の中で「する」

が大多数を占め、165 例（95.9％）となって

いる。「助詞」の中で、「と」が圧倒的に多い。

そのほか、「ハラハラ」に後続する頻度の多

い語の上位７語まで「ドキドキ」「の」「も」

「物」「だ」が挙げられる。なお、この 7 語

で全体の約 93.6%を占めている。これらを表 6-25に示す。 

 

表 6-24 「ハラハラ」に後続する頻度の上位 7語 

順位 品詞 総頻度 語 頻度（各品詞の総頻度に対する比率（%）） 順位 1～7の 7語に対する比率(%) 

1 動詞 172 する 165（95.9） 56.3 

2 助詞 82 と 73（89.0） 24.9 

3 副詞 42 ドキドキ 40（95.2） 13.7 

4 助詞 82 の 5（6.1） 1.7 

5 助詞 82 も 4（4.9） 1.4 

6 名詞 11 物 3（27.3） 1.0 

7 助動詞 3 です（だ） 3（100.0） 1.0 

計 474 311 293（93.6） 293（100.0） 

 

 また、「ハラハラと」とかかる動詞を得るために、次のように検索を行った。「ハラハラと

散る」にあったように、「散る」のような動詞を得るために、オノマトペの後方 2語（キーか

ら 2語）設定で動詞を検索しなければならない。 

 さらに、「ハラハラと涙をこぼす」の「こぼす」のような「ハラハラ」にかかる動詞を得る

ために、オノマトペの後方 4語（キーから 4語）設定で動詞を検索しなければ、「ハラハラ」

と共起する「涙をこぼす」のような句・節を見逃してしまう。 

よって、「ハラハラと」と共起する動詞を得るように、それぞれオノマトペの後方（キーか

ら 2語）（キーから 4語）に設定して動詞を検索した。収集した用例を確認して、共起する動

詞を以下の表 6-26に、共起する句・節を表 6-27にまとめた。 

そこで、オノマトペの後方 1 語（キーから１語）を検索して収集した「ハラハラ」と「す

る」との結びつき、オノマトペの後方 2 語と 4 語設定で得られた動詞および句・節を次節で

検討する。 
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図6-2 キーから1語設定で得られた共起

語とその頻度 

名詞 助詞 動詞 副詞 助動詞 接尾辞 



194 

 

6.5.1.2 調査の結果 

6.5.1.2.1 「ハラハラ」と「する」との共起 

オノマトペの後方 1語（キーから 1語）を検索して、「ハラハラ」と直接組み合わさる動詞

には「する」が圧倒的に多い。そのほか、「止まる」「伸す」「散る」「泣く」「流れる」「見る」

「崩れる」がそれぞれ 1例のみである。「ハラハラする」の 165例には、「連体形」18例、「連

用形」108例、「未然形」31例、「終止形」8例、とある。 

（1）連体形は「する」の形でその後に名詞、形式名詞、助動詞、副助詞が続く。①では咳の

様子、②では値段の様子を表わす。両方とも、連体修飾語として用いられている。 

 
 ①喉にビー玉でも詰まってるような、聞いてる人間が(ハラハラ)する咳だった。「大丈夫かな本当に」 

エリは笑いながらうなずいた。（イッセー尾形『いつでもやりたい』広済堂出版 1993） 

②この店にしては、(ハラハラ)するほど高い値段だった。萱野が作るカクテルは、並のものではないと 

もっぱら…（逢坂 剛『あでやかな落日』講談社 2001） 

 

（2）連用形には第 1 連用形と第 2連用形が含まれている。⑤のように従属節内に用いられる

第 2連用形の「して77」など78が全体の 34.6％占めている。そのうち、最も多いのは「しなが

ら」が 31例、28.7％に達している。一方、④のように文末に用いられる第 1 連用形「する」

（「します」、「する」）は全体の 45.5％占めている。そのうち、「した」17例、「して（い）

る」9例、「します」8例、「していた」6例、「しました」4例、「してしまう」4例、ほ

かは「しちゃった」、「したい」、「してきた」、「しすぎる」、「しそうだ」、「してい

なければならない」がみな 1例のみである。 

 
③…なかでの退院だったので、スティーブも含めて、アップル社の全員が(ハラハラ)していた。スティー 

ブはそれまでにも、「そいつはウォズのやり方じゃない…（ジェフリー・Ｓ・ヤング(著)/日暮 雅 

通(訳) 『スティーブ・ジョブズ』JICC出版局 1989） 

④「キーッ」という、自転車のブレーキ音のような危うい音に(ハラハラ)しています。（苦笑）買い替え

時期にあるのですね。（Yahoo!ブログ 2008） 

⑤よそに気を配る火の元はたんとあるんだから」 剣次郎とお駒は(ハラハラ)して聞いているが、いきな

りこんな夜更けに尋ねてくるほうもどうかしてる。（半村良『鈴河岸物語』祥伝社 1995） 

  

（3）未然形は「受身」「使役」「使役＋受身」を指す。そのうち、最も多いのは「使役」18

例、その次は「使役＋受身」10 例、「受身」2 例である79。というのは、下記⑦のような使い

方が未然形の中でわりと一般的で、「受身」の「ハラハラされた」がごくまれである。 

 
⑥…の漁業交渉も、毎回そうであったわけでありますけれども、実に(ハラハラ)させられた、きわめて忍

耐と努力を要求されるような場面の繰り返しではなかった。（『国会会議録』1979） 

⑦偉大な芸術もまさにそうです。危ういから(ハラハラ)させるし、ワクワクもさせる。（柴辻政彦・米澤

有恒『哲学する芸術』淡交社 2005） 

   

（4）終止形にはそのまま文を終わらせるのが 3 例、終助詞「よ」との結びつきが 2例、「か

ら」や「って」、「と同時に」との共起がそれぞれ 1例である。 

 
⑧すぐ走り回ったり、はしゃいだりするからですか？ 面倒を見てあげないといけないから、(ハラハラ)

するからですか？ たしかに子供は大人とまったく違う生き物です。（中島薫『その答えはあなただ

けが知っている』サンマーク出版 2002） 

 ⑨に転がっていくと、こうやって腰をひねるやろ。あれを見てると(ハラハラ)するよ」東尾さんはすぐに

私のまねをする。（吉川なよ子『風はアゲンスト』毎日新聞社 1999） 

⑩ポイント通過で揺れたときに瓶がこけないかと(ハラハラ)する。1升瓶をぶら下げたオトコ、なんとか  

 無事に市ヶ谷に到着。（Yahoo!ブログ『Yahoo!』 2008） 
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6.5.1.2.2 「ハラハラと」と共起する動詞 

オノマトペの後方 2語（キーから 2語）を検索して「ハラハラと」に後続する動詞は合計

23語、34例を以下表 6-25に示すように、その内訳は「落涙する」6例、「散る」5例、「する」

と「流す」2例、ほかの「崩れ去る」「剥がれる」「流れ落ちる」「落ちる」「散らす」「散り行

く」「脱ぐ」「舞い落ちる」「攻め込む」「滾る」「見守る」「震える」「零れる」「伝い落ちる」

「剥離する」「転読する」「舞い踊る」「振り掛ける」「言う」がみな 1例のみである。下の⑪

と⑫はその例である。 

 
⑪1年前の宇平の葬式の日、秋の陽に垣根の枳殻の葉が金いろの縫針のようにきらめきながら(ハラハラ)

と散っていた様子は今も苗の目の底に残っているが、あのときは弟子一同悲しみに打ち沈み、誰も

「春の調」を手向けにしようなどと云い出す者はいなかった。（宮尾登美子『1絃の琴』講談社 1978） 

⑫「…おとうさん」涙がサクヤの頰を(ハラハラ)と伝い落ちた。「お父さん―」草薙は少し目を見張っ

て、そして、少年のようにはにかんだ笑みを浮かべた。祝儀袋を握り潰してヘルメットの中に突っ

込む。（ひちわゆか『ラブ・ミー・テンダー』ビブロス 2001） 

 

表 6-25 「ハラハラと」に後続する動詞 

語 頻度 語 頻度 語 頻度 語 頻度 

落涙する 6 流れ落ちる 1 攻め込む 1 剥離する 1 

散る 5 落ちる 1 滾る 1 転読する 1 

する 2 散らす 1 見守る 1 舞い踊る 1 

流す 2 散り行く 1 震える 1 振り掛ける 1 

崩れ去る 1 脱ぐ 1 零れる 1 言う 1 

剥がれる 1 舞い落ちる 1 伝い落ちる 1   

（語数）計 23 （頻度）計 34 

 

6.5.1.2.3 「ハラハラと」と共起する句・節 

オノマトペの後方 4語（キーから 4語設定）を検索して「ハラハラと」と組み合わさる句・

節を以下の表 6-26 のようにピックアップすることができた。頻度の高いものから「零す」6

例、「流す」5例、「落とす」2例、「散る」2例、「舞う」「伝わる」「降り始める」「する」「零

れ出る」「落とし始める」「靡く」がそれぞれ 1 例のみだった。用例を全部で 31 例拾えたが、

用例チェックで⑬と⑭のように、「ハラハラと」と共起関係を結んだのは合計 11語の 22例で

ある。 

 
⑬ただ、何も語らないけれども、酔いが極まるとしばしばすすり泣きを漏らし、(ハラハラ)と涙をこぼ 

したという。明の王族に生まれ、若くして明清の交替期に遭遇、やむをえず出家して、ようやく平穏

な日々をすごすことができるようになったにもかかわらず、またして（波律子著『中国の隠者井』文

藝春秋 2001） 

⑭クラスでもめだたない、おとなしい女の子だった。これまで、とくに美和としたしくしていたわけでは

なかった。美和は、あたたかいものを背に感じた。町中の木々が、(ハラハラ)と葉を落とし始めるこ

ろになっていた。（山崎玲子『もう一つのピアノ』国土社 2002） 

 

表 6-26 「ハラハラと」と共起する連語 

語 連語 頻度 

零す 
涙を零す 5 

 火の粉を零す 1 

流す 涙を流す 5 
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落とす 涙を落とす 2 

散る 
花びらの散る（中） 1 

風に散る 1 

舞う 花びらが舞う 1 

伝わる 涙が伝わる 1 

ふり始める 雨がふりはじめる 1 

する 音をさせる 1 

零れ出る 涙が零れ出る 1 

落とし始める 葉を落とし始める 1 

靡く 夕風に靡く 1 

（語数）計 11 （頻度）計 22 

 

6.5.2 考察 

6.5.2.1 「ハラハラする」のテンス・アスペクトに関する考察 

前節で「ハラハラする」の用例を収集し集計した上で、活用形で分類した。その分類にあっ

たように、「ハラハラ」は「する」との結びつきによって、文中と文末において様々な文法

的特徴を上記の例で示すと、以下のとおりである。 

 

 〈文中〉 ①「ハラハラする咳」〔連体修飾〕 

      ⑤「ハラハラして聞いている」〔連用修飾〕 

      ⑦「ハラハラさせるし、ワクワクもさせる」〔使役〕 

 〈文末〉 ④「危うい音に(ハラハラ)しています」〔述語〕 

      ⑩「瓶がこけないかとハラハラする」〔述語〕 

 

例から分かるように、「ハラハラ」は「する」との共起で一致している。2.2.4.3 で取り

上げたが、擬情オノマトペは、「例外なくすべて『-する』動詞への組み入れが可能である」

（田守・スコウラップ 1999: 56）。「ハラハラ」は「する」との結び付きによって「散る」や

「落ちる」などとの共起と区別がつき、「危険や不安を感じてしきりに気をもむ」様子を表す

擬情オノマトペになる。ここでは、修飾語・修飾節として用いられた用例①⑤⑦の「ハラハ

ラする」と違って、主節の述語として用いられる「ハラハラする」は用例④のように、「ハラ

ハラしている」という「継続」を表すアスペクトもかかわっているため、「ハラハラする」と

「ハラハラしている」の区別を検討する。 

寺村（1982: 99-100）は「する」の「基本形が現在の事象を表わす」としている。そして

寺村によれば、動的述語「する」というテンスの形が現在の事態を表わす場合に 2 つ考えら

れる。1 つは「風の音がする」のように、外界の現象をその瞬間捉えた感覚を表現する場合

であり、もう 1 つは「思う」に代表される「背中がムズムズする」のような主観的な感覚を

表現する場合であるという。 

 一方、山岡（2000: 178）は「ハラハラする」を「感情表出動詞」に分類80している。〈感

情表出〉は発話時の話者の感情をそのまま表出するとされている。山岡（2000）では、ル形

で〈感情表出〉となれば「感情表出動詞」、タ形で〈感情表出〉となれば「感情変化動詞」、

どの形でも〈感情表出〉とはならないものを「感情描写動詞」として分類した。この分類に

「ハラハラする」を当てはめると、「ハラハラする」は「ル形」で感情表出となっている。

例えば、「ああ、ハラハラする。」では、第一人称が感動詞「ああ」によって、「ハラハラ」

という「今現在の感情」を表出する。ここの「ああ」は「感情表出」を示す標識として見な
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されている。また、「明日の発表会はきっとハラハラする」では「未来の感情」を表出する

ことになる。 

「今現在」の「感情表出」は「現在の事象」を表す点で寺村の観点に当てはまる。しかし、

「ハラハラする」は以下の用例を見て分かるように、発話時点とは関係のない「無時間的な」

意味を表わす場合もある。 

 
⑮いつのまにか予算以上に買い込んでしまうと誰でも(ハラハラ)します。レジはお客様との最後の接点 

――セルフ方式の店だったら…（山田みどり『｢この人から買いたい｣と思わせるプロの接客！』日本 

実業出版社 2002） 

 ⑯…あんな格好をしていて、上司から注意されないのか、と(ハラハラ)します。大丈夫でしょうか？注意

されないまでも左遷の回数が半端ではあり…（Yahoo!知恵袋 Yahoo! 2005） 

 

⑮の「いつのまにか～と」という前提に対して「自分」あるいは「どこのどなた」が「ハラ

ハラする」なら、「基本形で現在時を表わす」と理解して無理はないが、「だれでも」とな

ると、その「誰でも」が「習慣・無時間的」に「ハラハラする」のも成立するように思われ

る。つまり、一般的に「自分に関係のある人間」が「予算以上に買い込む」様子を見て習慣

として「ハラハラする」のが当然のように思える。このような情報を⑮から読み取れるため、

「無時間的」と判断する。これらは「現在時」でも「未来の出来事」でもなく、反復的なも

のを表わしていると見られる。また、⑯は未来の出来事を想像して、今現在の緊張や心配を

表す「現在」と、習慣的に緊張・心配するようになっていると捉える場合の「習慣（無時間

的）」という 2 つに分析できる。したがって、「ハラハラする」には「未来の確定的な事象

を表わす」、「現在の事象を表わす」という 2 つの意味に加えて、「いつも」や「～たび」

などと共起する「習慣・反復（無時間的）」な意味を表わす場合もある。よって「ハラハラ

する」には「現在」「未来」「習慣・反復（無時間的）」を表す意味がある。このうち、「現

在」を表す「ハラハラする」は「ハラハラしている」とどういう区別があるのだろうか。 

鷲見（1996: 107）は「ハラハラ」が「ル形およびテイル形で現在の状態」を表すと述べて

いる。つまり、「ハラハラする」が「ハラハラしている」と同様に、進行中の感情・感覚を

表わすことができるということである。鷲見によれば、「ハラハラする」や「ドキドキする」

などはある状態からある状態への変化（程度の高まり）を表しており、1 つの変化に時間の

経過が伴っているとしている。これらのオノマトペを〈動作性状態〉〈変化〉〈非性質表現

化〉81動詞として分類している。   

一方、山岡（2000）では「ハラハラする」を「感情表出動詞」82のうちの「情意表出」に分

類している。また、山岡・大塚（2009）83によれば、「ハラハラする」がル形のテンス的意味

とテイル形のアスペクト的意味においても非常に多様な意味を示しうるとしている。両方と

も「ハラハラする」が「現在」と「未来」、「ハラハラしている」（「試合を見ながらハラ

ハラしている」）が「継続」を表わすと述べているが、「ハラハラする」と「ハラハラして

いる」との区別に触れていなかった。つまり、これまで見てきた「現在」を表す「ハラハラ

する」と「継続」を表す「ハラハラしている」との区別を論じられていなかった。 

そこで、寺村（1982: 101）で論述された「現在」「継続」という概念にしたがって、この

二者の区別を検討すれば、「現在」はある現象を感覚で捉えた、その瞬間の印象を表現する

のに対して、「継続」は少し前に感覚で捉えた現象が発話時点でまだ続いていると指摘して

いる。例えば、「風の音がする」と「風の音がしている」では、前者は風の音を聞いたその

瞬間の印象を話す。後者はしばらく風の音を聞いてその印象を話す。つまり、前者は聴覚で

風の音を捉えた瞬間、「風の音がする」という印象を述べるのに対し、後者はその印象を話

す時点の「風の音がしている」とその時点より少し前の「さっきからずっと風の音がしてい

る」の感覚も含んで話すのである。これを「ハラハラする」に当てはめてみると、同様に、

「現在」を表す「ハラハラする」と「継続」を表す「ハラハラしている」は、捉えた感覚を

発話する時点が違う。例えば、「子供の初舞台を見て、ハラハラする」と「子供の初舞台を
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見て、ハラハラしている」を例に取ってみると、前者は「子供の登場」を視覚で捉えたその

瞬間を話題にするのに対して、後者の「ハラハラしている」は「子供が登場する前」からの

気分・感覚を話すと解釈できるだろう。つまり、「ハラハラしている」は「緊張・心配」が

発話時の前から発話時まで続いている。それに対し、「ハラハラする」は、発話時に「緊張・

心配」があるという意味を表わすことである。 

以上をまとめると、「ハラハラする」には「現在」「未来」「習慣/反復」を表わす用法を

持っている。また、「現在」を表す「ハラハラする」は発話時の「緊張・心配」を表すのに

対し、「継続」を表す「ハラハラしている」は発話時の前から「緊張・心配」を覚え、その

気持ちが発話時まで続いている。次節で「ハラハラと」と結び付く動詞を考察する。 

 

6.5.2.2 「ハラハラと」の句・節における意義特徴に関する考察 

前節でコーパスから検索した「ハラハラと」にかかる共起動詞を表 6-19に、共起する句･

節を表 6-20に示した。この 2つの表に見られるように、「ハラハラと」と組み合わさる動詞

では、最も多いのが「零す」「散る」「流す」である。そして、主語と目的語が涙や花びらや

葉などの小さくて軽いものに集中していることも明らかになった。これは用例からも分かる

ように、⑪では「枳殻の葉」、⑫では「涙」が主語になっている。一方、⑬では「涙」、⑭で

は「葉」が目的語になっている。 

これらの主語と目的語は共通点があるからこそ共起する動詞も共通しているのだろうか。

そこで、国広（1982: 202-205）は文脈的作業原則から発展した呼応の作業原則を援用する。

呼応の作業原則により、「主語、目的語にそれぞれ認められた特徴は動詞の意義特徴の一部を

構成し得る」（国広 1982: 204）ことになる。これにしたがって、主語あるいは目的語の特徴

は動詞にも表れていると理解してよい。つまり、主語あるいは目的語の意味が分かれば、ど

のような動詞と共起するのも想像できるようになる。これはオノマトペ学習、特に共起語が

省略されたオノマトペの動詞を推測するには非常に有意義な原則となることをまた後述する

が、上記の主語、目的語および動詞の意義特徴を次のように整理すると、いくつかの共通点

が浮かび上がる。 

 

  主語＋が＋ハラハラ（と）＋動詞 

  花びら           {落ちる/散る/舞う/舞い落ちる/舞い踊る/散り行く} 

  葉             {散る/落ちる/舞い落ちる} 

  涙            {流れ落ちる/零れる/滾る/伝い落ちる/零れ出る} 

  ハラハラ（と）＋目的語を＋動詞 

           花びら  {散らす} 

           葉    {落とし始める/散らす} 

           涙    {流す/落とす/零す} 

 

「ハラハラと」と結び付く動詞には〈上から下へ〉という動的方向性が見られる。また、

これらの動詞は「ハラハラ」の意義特徴を反映して、「揺れる」や「漂う」「浮遊する」とい

うような動きを伴う特徴が表れている。例えば、「花びらがハラハラと舞い落ちる」は「花び

ら」が上から下へ落下する過程が一直線ではなく、揺れたり漂ったりするようなイメージが

喚起される。「涙がハラハラと流れ落ちる」は涙が目からまっすぐ落ちるのではなく、揺れな

がら流れ落ちることを表す。しかし、涙と同じような液体の「しずく」や「汗」、「雨」など

と共起する動詞には「揺れ」のかわりに「垂直的に落下する」方向性が明確に出ている。例

えば、「＊しずくがハラハラと落ちる」「＊汗がハラハラと落ちる」「＊雨がハラハラと降る」

とは言えない。その成り立たない原因を探ってみると、主語にある。この 3つの例では、「し

ずく」が主語になると、「しずくがポタポタ落ちる」、「汗」が主語になると、「汗がダラダラ
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落ちる」、雨が主語になると、「雨がパラパラ落ちる」と言えるが、逆に「＊しずくがダラダ

ラ落ちる」「＊雨がダラダラ落ちる」とは言えない。 

一方、「花びら」や「葉」は「ハラハラ」のほかに、「ヒラヒラ」とも結び付く。例えば、

「桜の花がヒラヒラと舞い落ちる」「落葉がヒラヒラ舞う」は「ハラハラ」と同様に、「舞い

落ちる」や「舞う」などの動詞と共起しても、必ずしも同様な落下の様子になるとは限らな

い。なぜならば、「ヒラヒラ」は地面にたどり着く過程において必ずしも「上から下へ」とい

う落下だけではなく、「上から横へ」「下からまた上へ」という移動方向の変化と、落下する

ものの自体の動き、つまり、花びらや葉が翻る動きを伴う点で「ハラハラ」と区別される。 

さらに、「葉がハラハラと舞う」は「指はハラハラと震えている」や「皮はハラハラと剥が

れる」と、どのような関連付けがあるのかを以下の用例に基づいて分析する。 

 
⑰竿から吊された影芝居人形の輪郭そのものだ。指は絶えまなく(ハラハラ)と震えている。頭は決まっ

た型があるかのように規則的に揺り動かされて（今福竜太|ほか『旅のはざま』岩波書店 1996） 

⑱もう真っ黒黒黒・・・にします。そうすると、皮は(ハラハラ)とはがれます。熱いので水につけて剥

く・・・と書いてある料理本も（『Yahoo!知恵袋』『Yahoo!』2005） 

⑲蛍光で頭がクラクラするので、気をとりなおすために目を開けた。長いあいだ、境内のどこにも動く

人はいなかった。ぼくは焚松の青い炎に指でつまんだお香を(ハラハラ)とふりかけるペダンダの半

透明の指を、ジッと見ていた。突然、上のほうで叫び声が聞こえた。目をこらして闇を見ると、茣

蓙にすわった男たちの 1人に、何かの発作が（今福竜太|ほか『旅のはざま』岩波書店 1996） 

 

⑰、⑱、⑲は「ハラハラ」の比喩的転用として用いられている。つまり、「上から下へ」と

いう〈移動・動きによる動的状態の変化〉を表す。⑰の芝居人形の指が「ハラハラと震える」

は「揺れ」のメタファーに揺れている様子で喩えている。⑱は「焼けてはねる」様子を表わ

しているが、後文の「熱いので水につけて剥く」まで見ると「皮が剥がれてハラハラと落ち

る」というように捉えられる。⑲は指につまんだお香を振り掛ける動作によって、お香が「ハ

ラハラと落ちる」様子を描き出されている。これらの例にも、「ハラハラ」の「上から下へ」

と落下する意義特徴を表すと見られる。このようにして、「ハラハラと〈動詞〉」の意義特徴

を次の(47)に示すように仮定する。 

  

「ハラハラと〈動詞〉」：〈小さくて軽いものの〉〈本体の一部が〉〈上から下へ〉〈揺れなが

ら、漂う・浮遊するように〉〈落ちていく〉。 

 

 ここまで見てきたように、「ハラハラと」となす共起関係の中では最も「涙、花（びら）、

（落ち）葉」などの柔らかくて軽いものと共起する動詞に集中している。よって、「ハラハラ

と」と共起する動詞のうち、プロトタイプ的コロケーションを「ハラハラと散る/落ちる/零

れる」に定めることができる。 

 このように分析すると、「ハラハラする」の形態的統語的特徴、「ハラハラと」と共起する

動詞の統語的意味的特徴を一通り考察した。その結果およびその分析の方法による他の語へ

の示唆を次節で取り上げる。 

 

6.5.3 「ハラハラ」のコロケーション調査からの示唆と本章のまとめ 

 「ハラハラ」をオノマトペの後方 1語、2語、4語（キーから 1語、2語、4語）設定で収

集した用例をチェックした後に以下（55）のような知見を得た。 

（55） 

a. 「ハラハラ」の半数以上が動詞と共起して使われる。その中で「する」との共起

が大多数を占めている。 

b. 「ハラハラする」には連用形活用が非常に多く、そのうち、最も多いのが「しな
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がら」である。 

c. 「ハラハラ」と共起する助詞は一番多いのが「と」で、その後に来る動詞は主に

「涙や花びらなどの小さくて軽いもの」と共起する「散る」「流す」「零す」など

である。またそのイメージを利用して派生的な意味も機能しているものもある。 

 

 「ハラハラ」に関するコロケーションの調査を通して、オノマトペの後方 1語を設定した

後に品詞ごとに調査を行う必要があると分かった。すなわち、「動詞」「形容詞」「形状詞」「助

詞」「助動詞」「副詞」「接尾辞」「補助記号」、いわゆる設定できるすべての品詞をそれぞれ 1

回調査しなければならない。なぜならば、これらの品詞のうち、どれがオノマトペと直接共

起関係を構成するかを見るのはオノマトペの性格を判断するには有意義である。つまり、オ

ノマトペが直接動詞と結び付くのが主流であるか、それとも助動詞「だ」と結び付くのが普

通であるか、これを通してその性格を判断する。「する」形を持つオノマトペは動的・非状態

的であり、「だ」形を持つオノマトペは状態的である（鈴木 2012: 171-172）。例えば、「ハラ

ハラ」は 1 語設定で「する」との共起が 56.3%、「だ」との共起が 1%にとどまっていることか

ら、「動的・非状態的」という示唆が得られる。このように、「ハラハラ」の調査で明らかに

した注意すべき点が他のオノマトペのコロケーション調査に資するところ大だと思われる。 

 「ハラハラする」、「ハラハラと」が動詞との共起についての考察から以下（49）の知見

が得られた。 

（56） 

a. 用例に基づいて「ハラハラする」の意味機能を分析すると、「未来」「現在」のテ

ンス的意味を持っていると同時に、現在時制で「習慣・反復（無時間）」を表す用

法があることを明らかにした。また、「ハラハラする」は「継続」を表す「ハラハ

ラしている」との区別は発話時からの「緊張・心配」を表すのに対し、「はらはら

している」の「緊張・心配」が発話時の前から発話時まで続いている。 

b. 「ハラハラと」と共起する動詞では、プロトタイプ的コロケーションは{ハラハラ

と散る/落ちる/零れる}である。そして、主語と目的語が涙や花びらや葉などの小

さくて軽いものに集中していることを明らかにした。 

c. 国広（1982: 202-205）の呼応の作業原則を援用して、「ハラハラと」と結び付く動

詞は〈上から下へ〉という動的方向性を持つことが分かった。「花びら」と「葉」

は動詞に「揺れ」という動きを伴い、「涙」は頬を伝う線路が「揺れ」によるメタ

ファーによってプロファイルされる。さらに、「ハラハラと」はメタファーによっ

て「震える」や「剥がれる」「振り掛ける」などの動詞と結び付くことによる派生

的な意味を持つようになる。 

d. 「ハラハラと〈動詞〉」の意義特徴は〈小さくて軽いものの〉〈本体の一部が〉〈上

から下へ〉〈揺れながら、漂う・浮遊するように〉〈落ちていく〉である。 

 

 また、「ハラハラする」、「ハラハラと」と共起する動詞に関する考察から、以下（57）

のような示唆が得られる。 

（57） 

a. オノマトペが「する」との共起においては、その「する」のテンス・アスペクトの

文法特徴を分析する必要がある。「オノマトペ＋する」はル形で「現在」「未来」、

テイル形で「継続」「結果」として考えている研究がある。個々のオノマトペの文

法的機能を分析するには、これらの先行研究を欠かすことができない。 

b. オノマトペと共起する動詞を推測するには、主語あるいは目的語の意義特徴を観察

して、その意義特徴と関連的な意味を持つ動詞を類推すればいい。これは主語、目

的語にそれぞれ認められた特徴は動詞の意義特徴の一部を構成するからである（国

広 1982: 204）。 
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c. 同一動詞と共起するオノマトペは主語あるいは目的語によって異なる。オノマトペ

の選択は主語あるいは目的語の意義特徴に依拠しなければならない。 

d. 同一主語あるいは目的語ならびに同一動詞と共起するオノマトペにも差異が表れて

いる。つまり、オノマトペの前後に同一要素がかかわっていても、オノマトペ自体

の意義特徴の相違によって、異なる意味を表現することになる。そのため、オノマ

トペそのものの意義特徴を十分に見極める必要がある。 

  

本章はコーパスを用いて 5パターンのオノマトペ 286語の動詞、助詞、助動詞などとの共

起関係を用例によって判定し、オノマトペと共起するコロケーションを抽出するように調査

と考察を行った。事例研究として「ハラハラ」を対象に、そのコロケーションに対する調査

を通して、「ハラハラ」と共起関係を構成する品詞の中で、「する」との共起がプロトタイ

プ的で、「ハラハラする」のテンス・アスペクト的意味の相違を考察した。また、「ハラハ

ラと」と共起する動詞として、「上から下へ」の方向性を表す「散る、零れる、落ちる」が

プロトタイプ的である。このように、「ハラハラ」に関する調査と考察による示唆を第 10章

のオノマトペ指導に生かそうと考えている。 
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第 7章 オノマトペの意味に関する調査と考察 

7.1 はじめに 

金田一（2004: 93-94）は語義には中心的な意義と周辺的な意義があり、多義語ができるの

は、意義が時代とともに自然に変化して新しい意義になるからという。また、1 つの単語を

誰かが比喩的に新しい意義をもたせて使用し、それが固定して、もとの意義と共存している

場合も多いと指摘している。 

オノマトペの意味変化を小野（2015: 13-20）は次の 5種類に分類した。 

 

① 非オノマトペとオノマトペの交渉･･･イライラ、ほのぼの 

② 擬音語と擬態語の交渉･･･擬音→擬態（カラカラ、ガラガラ、キリキリ、ギリギリ、 

ハタハタ、バタバタ、パタパタ）、擬態→擬音（サクサク） 

③ 中心的な意味は変化しないままに、その対象が推移･･･ドキドキ、メロメロ 

④ 意味の限定･･･ゾッと、ウッカリ 

⑤ プラスの意味とマイナスの意味の交渉･･･プラス→マイナス（のたり、ノタノタ、

ノロノロ、のろい）、マイナス→プラス（フワフワ） 

（小野（2015: 13-20）から要約） 

 上記①は当初はオノマトペとして用いられていない「イライラ」と「ほのぼの」が後にオ

ノマトペとして意識されるようになる場合である。②は当初は擬音語として用いられた「カ

ラカラ、ガラガラ」などが擬態語へ意味変化する場合である。また、「サクサク」のように

逆の場合もある。⑤は「のたり・ノタノタ」のようにプラスの意味からマイナスの意味に変

化する場合や、逆に「フワフワ」のようにマイナスの意味からプラスの意味に変化する場合

である。意味の拡大と縮小は③と④である。③では「ドキドキ」や「メロメロ」など「中心

的な意味は変化せず、指し示される事態や対象が推移する」（p.18）ものである。例えば、

「ドキドキ」は〈胸の鼓動が激しくなる様子〉という基本的な意味は変わらずに、〈不安〉

〈欲望〉〈期待〉などの様々な対象に適用されていると指摘している。いわゆる、適用範囲

の拡大による「意味の拡大」である。④は、例えば「ゾッと」のように〈恐怖〉〈寒さ〉〈美

しさ〉により〈身がすくむような感覚が生じる様子〉を表わす意味から、〈恐怖〉と〈寒さ〉

に縮小したものである。また、「ウッカリ」は基本的な意味は変わらないまま、〈何かに心

を奪われている様子〉を表わす意味が消滅したと分析している。つまり、④は「意味の縮小」

が生じているのである。このように、オノマトペの意義は時代と共に変化している。 

  本章では母語話者がよく使っている生のオノマトペの意味を学習したいという学習者のニー

ズにこたえるために、オノマトペに関する辞書の記述、また、母語話者を対象とした多義オ

ノマトペの意味に関する調査を行う。その調査は、オノマトペの意味の変化を考察し、意味

の転用に関わるメタファーやメトニミーといった認知言語学的分析を行い、オノマトペ指導

を考える上で有益な示唆を得ることを目的とする。7.2で辞書における多義語に関する扱い

を分析し、7.3で日本語母語話者を対象に多義オノマトペの意味に関する調査を行い、7.4で

それらの調査の結果をもとに基本的な意味と高頻度使用意味をそれぞれ分析し、基本的な意

味と高頻度使用意味との関係を考察し、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味を抽出す

る基準を述べる。 

 

7.2 辞書における多義語に関する配列方針と配列法 
多義語の扱い方について、国広（1997: 181-189）は「辞典により多義語の扱いがまちまち

である」と述べ、多義区分の数がほぼ揃っている『大辞泉』84『必携』85『三省堂』86という 3

つの辞典を比較している。それらの辞典における語義の配列方針について次のように論じて

いる。 

国広（1997: 207-210）によれば、多義の配列方法には原則的に 3 つの型、つまり頻度順、
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年代順、意味関係があるという。そのうち、年代順は「語義の時代的発生順に並べる方法」

（p.209）であり、意味関係は語義に基づいて「体系的に配列する方法」（p.209）であると

指摘している。頻度順は「日常に一番よく用いられる語義から順次使用頻度に従って配列す

る方法」（p.207）である。国広（1997）は「はいる」を対象に 3つの辞典を比較し、その多

義配列順序の不揃いを明らかにしている。そして、主観的判定は「非常によく用いられる語

義については実態に合致しているだろうが、それ以下になると、主観はあまり当てにならな

くなるのではないか」（p.209）と懸念している。                           

 国広が指摘するように、この 3つの配列法はそれぞれ不十分なところがある。年代順によ

る配列法は日本語の歴史的研究が完了してはじめて実践に移すことができると見られる。ま

た、意味関係という配列法はまだすべての意味関係を網羅しているとは言えない。このよう

なことから、これまでの辞典は頻度順によって語の意味を提示するのが普通である。しかし、

頻度順にも各語義の使用頻度を実際に調査せずに編集者の主観的判断で配列を決めるなどの

問題点がある。したがって、辞典は学習者の必要とする「生の意味」を提供することが難し

い。「オノマトペの生の意味」を得るためには、母語話者を対象とする使用実態調査を行う

必要がある。そこで 7.3からオノマトペの意味に関する調査を行い、その結果から学習者の

必要とする意味を取り出す。 

 

7.3 日本語母語話者を対象としたオノマトペの意味に関する調査 

母語話者を対象としたオノマトペの意味に関する調査を行うのは、母語話者がよく使うと

思われるオノマトペ、また多義オノマトペの基本的な意味と高頻度使用意味を確定するため

である。この調査によって、よく使われるオノマトペまたその意味を学習者に提供できるよ

うになると同時に、学習目標と方法を示すこともでき、学習効果の向上を促すことにもつな

がる。 

7.3.1 辞書におけるオノマトペの意味記述の調査 

辞書によるオノマトペに関する意味記述の調査を通して、オノマトペの多義語を特定 し、

意味を抽出して、アンケート調査の質問紙を作成する（資料 3を参照）。 

まず、5.4で選定した 5つのパターンのオノマトペ、ABAB型 178語、Aッ Bリ型 54語、AB

リ型 16語、ABッ型 25語、ABン型 13語を対象に、『デジタル大辞泉』を用いて、意味調査を

行う。『デジタル大辞泉』に収録されていないオノマトペは、さらに『大辞林』（第 2 版）と

『暮らしの言葉 擬音・擬態語辞典』を用いて意味を補足する。『デジタル大辞泉』を利用す

る理由は 26万 2500語（2013年 6月まで）という多くの語彙を収録しているからである。ま

た、定期的に更新を行っており、最新の項目と日々修正される最新のデータを提供するとと

もに、固有名詞辞典『大辞泉プラス』（5 万 8000 語）と併せて、幅広いジャンルから言葉を

収録しているためである。調査の方法は以下に示すとおりである。 

 ①『デジタル大辞泉』の意味記述 

 『デジタル大辞泉』ではオノマトペを用法により分類しており、各用法にはさらに意味が

記載され、アクセントも記されている。「ブツブツ」を例に、辞書の意味記述を見てみよう。 
  ［副詞用法］ 

  1小声でものを言うさま。「いつもブツブツ（と）ひとりごとを言う」 

2不平・不満や小言をいうさま。「陰でブツブツ（と）愚痴ばかり言っている」 

3物が泡立つように煮えたつさま。「豆がブツブツ（と）煮えている」 

4小さな粒や泡がたくさんできるさま。「肌にブツブツ（と）湿疹が出ている」 

5物を細かく切るさま。また、何度も穴をあけるさま。「魚をブツブツ（と）切る」 

  ［名詞用法］表面にたくさん出た粒状の物。「背中にブツブツができた」 

 ②意味を抽出する作業 

  ①の「ブツブツ」という語の意味のみを抽出し、以下のように整理する。5パターンの  

 286語についてすべて同様の作業を行う。 
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1 小声でものを言うさま。「いつもブツブツ（と）ひとりごとを言う」 

2 不平・不満や小言をいうさま。「陰でブツブツ（と）愚痴ばかり言っている」 

3 物が泡立つように煮えたつさま。「豆がブツブツ（と）煮えている」 

4 小さな粒や泡がたくさんできるさま。「肌にブツブツ（と）湿疹が出ている」 

5 物を細かく切るさま。また、何度も穴をあけるさま。「魚をブツブツ（と）切る」 

6 [名]表面にたくさん出た粒状の物。「背中にブツブツができた」 

 ③質問紙の作成 

  3 つ以上の意味を持つオノマトペをアンケート用紙に入れる（資料 3 を参照）。2 つ以下

の意味を持つオノマトペはアンケート調査から除外し、そのまま意味のシソーラスに作成

する。例えば、2 つの意味しか持っていない「グングン」は、直接意味のシソーラスに入

れるため、アンケート調査には入れない。 

   
グングン［副］ 

    1 物事が勢いよく進行するさま。ドンドン。「病気がグングン（と）よくなる」 

    2 力強く物事をするさま。グイグイ。「ロープをグングン引っぱる」 

 

  以上の方法により、ABAB型 82語、Aッ Bリ型 17語、ABリ型 4語、ABッ型 7語、ABン型 1

語、合わせて 111 語をアンケートの質問項目として取り上げる。つまり、他の 175 語は 2 つ

以下の意味しか持っていないため、アンケート調査から除外するということである。その内

訳は、ABAB型 96語、Aッ B リ型 37 語、ABリ型 12 語、AB ッ型 18 語、AB ン型 12 語である。 

 

7.3.2 母語話者を対象としたアンケート調査 

7.3.2.1 調査の実施 

 どのオノマトペがよく使われるか、辞書に並べられた意味のうち、１番目がオノマトペの

基本的な意味なのか、そうでない場合は、何番が基本的な意味なのか、何番が高頻度使用意

味なのか、これらに関して日本語母語話者の認識を調査する。母語話者の内省によってオノ

マトペの基本的な意味と高頻度使用意味を明らかにし、本研究のオノマトペの常用的な意味

のシソーラスとして、オノマトペの基本的な意味と高頻度使用意味を提示する。また、それ

によりプロトタイプ的意味またはそれに近い意味を判定し、それをオノマトペの指導のため

の学習内容に組み入れ、その学習内容の教育実践を通してその効果を検証することを最終目

的とする。 

 この調査の実施方法は次のとおりである。 

実施日：2013年 7月 25日―8月 8日 

実施対象：筆者が交換教員として派遣されていた大学の教職員と大学生、北海道在住の社

会人 

配布部数：大学の教職員に 200部、大学生に 40部、社会人に 20部、計 260部 

回収部数：大学の教職員から 53部、大学生から 36部、社会人から 20部、計 109部 

回収方法：実施当日に大学生のみ 36部回収したが、ほかは締切日までに所定のボックスに

入れてもらうか、手渡してもらうこととする。 

 調査の手順：前節で得られた 111 語に関する調査内容について、以下のような 3 つの質問

を設定した。 

 ①普段お使いになるのであれば「はい」に、お使いにならないのであれば「いいえ」に○  

  をつけてください。 

②ご使用になる場合、最も基本的（代表的）と思われる意味・用法を[  ]に挙げてくだ

さい。(複数回答可) 

③ご使用になる頻度の高い順に＜  ＞に番号を並べてお書きください。 
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アンケート用紙を回収した後、質問ごとに集計を行う。集計しながら、回答用紙のチェッ

クもする。その結果、質問①の有効回答用紙数は 108（途中までしか回答しなかった一部を

取り除く）、質問②の有効回答数は 104、質問③の有効回答数は 99、とそれぞれ異なる。統計

においては、質問②では、基本的（代表的）と思われる意味は必ずしも 1 つにとどまるわけ

ではないため、各語ごとに統計をとらなければならない。例えば、「クルクル」には、5つの

意味があって、その中で「基本的な意味」に選ばれたのは 3つである。集計のために、「クル

クル 1」「クルクル 2」「クルクル 3」と順位ごとにそれぞれ 1 列のセルを占めるようにする。

そして、5 つの意味（表 7-1 を参照）では、意味 1 が最も「基本的」に思われ、その次は意

味 2 である。他のオノマトペは必ずしも意味 1 が基本的（代表的）に思われるとは限らない

と考えられる。 

 

表 7-1 「クルクル」の「基本的意味」に関する調査の結果 

       順位 

意味 
1 2 3 総計 比例(%) 

1 81 4 1 86 55.8 

2 11 29 1 41 26.6 

3 2 1 3 6 3.9 

4 1 0 6 7 4.5 

5 2 4 8 14 9.1 

 

 このように、「クルクル」の基本的な意味を 3つまで抽出すると、意味 1、意味 2、意味 5

となる。 

 

7.3.2.2 調査の結果 

1）質問①の調査結果 

質問①はどのようなオノマトペが使われているかの調査で、使うものを「はい」、使わな

いものを「いいえ」で答えてもらった。統計に際しては、「はい」を 1、「いいえ」を 0で

示して、「はい」の高い順に並べ、被験者の半数以上が「はい」と回答した語を高頻度使用

語彙とし、被験者の半数以下の語彙を低頻度使用語彙として分けて統計を取った。その結果、

以下の表 7-2～7-4のようになった。ABAB型の高頻度使用語彙を表 7-2に、低頻度使用語彙

を表 7-3に、他の 4パターンの調査結果を表 7-4 に示す。表 7-2と表 7-3から分かるように、

調査を行った ABAB型 82語のうち、「イライラ」から「シゲシゲ」までの 81語は、被験者の

半数以上から使用するという回答が得られた。そのうち、「イライラ」は 100%、「シゲシゲ」

は 55.6%である。それに対して、「スクスク」という 1語のみが 9.3%だった。つまり、「ス

クスク」は母語話者があまり使用しない語であることがわかった。 

 

表 7-2 ABAB型オノマトペの高頻度使用語彙 

オノマトペ はい いいえ オノマトペ はい いいえ オノマトペ はい いいえ 

イライラ 108 0 サラサラ 100 8 プカプカ 93 15 

ブツブツ 107 1 バタバタ 100 8 パリパリ 93 15 
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ダラダラ 107 1 ピチピチ 100 8 チョコチョコ 91 11 

ペラペラ 107 1 ヒラヒラ 99 9 ショボショボ 91 17 

ベタベタ 107 1 グズグズ 99 9 バリバリ 90 18 

ザラザラ 107 1 パラパラ 99 9 ポンポン 89 19 

ゴロゴロ 106 2 コロコロ 99 9 バサバサ 89 19 

ボサボサ 106 2 チョロチョロ 99 9 コリコリ 89 19 

フラフラ 105 3 カサカサ 99 9 スイスイ 88 20 

フワフワ 105 3 ガサガサ 99 9 モコモコ 88 20 

グラグラ 105 3 カリカリ 99 9 ガバガバ 87 21 

フカフカ 105 3 クルクル 98 10 ジリジリ 84 24 

ブラブラ 104 4 ズルズル 98 10 ヒシヒシ 84 24 

グチャグチャ 104 4 チラチラ 98 10 カチカチ 84 24 

ボソボソ 104 4 ビリビリ 98 10 オロオロ 83 25 

ツルツル 104 4 ペコペコ 98 10 ダブダブ 83 25 

ヌルヌル 104 4 ハラハラ 97 11 マジマジ 80 28 

クラクラ 104 4 ガラガラ 97 11 ガチャガチャ 80 28 

ノビノビ 103 5 ガチガチ 97 11 ドシドシ 79 29 

ガタガタ 103 5 パチパチ 96 12 キリキリ 78 30 

ゴツゴツ 103 5 ホクホク 96 12 ブウブウ 74 34 

ヘラヘラ 103 5 ブクブク 95 13 ヒタヒタ 72 36 

クタクタ 102 6 ボチボチ 94 14 ムクムク 64 44 

ピリピリ 102 6 ワイワイ 94 14 マザマザ 63 45 

ポツポツ 101 7 ピンピン 94 14 ブカブカ 60 48 

ワンワン 101 7 ゴタゴタ 93 15 ベラベラ 60 48 

ガリガリ 101 7 ヒョロヒョロ 93 15 シゲシゲ 60 48 
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表 7-3 ABAB型の低頻度使用語彙 

オノマトペ はい いいえ 

スクスク 10 98 

  

 他の 4パターンの 3つ以上の意味を持つ Aッ Bリ型 17語、ABリ型 4語、ABッ型 7語、AB

ン型 1語、計 29語は表 7-4に示したように、すべて半数以上の人が「使う」と答えた語であ

る。 

表 7-4 他の 4パターンの高頻度使用語彙 

パターン オノマトペ はい いいえ パターン オノマトペ はい いいえ 

Aッ Bリ 

シッカリ 108 0 
Aッ Bリ 

スッポリ 91 17 

ハッキリ 108 0 ポッカリ 89 19 

ユックリ 108 0 

ABッ 

フワッ 104 4 

ピッタリ 107 1 ボウッ 101 7 

サッパリ 106 2 ガラッ 96 12 

スッキリ 106 2 サクッ 91 17 

グッスリ 106 2 コロッ 90 18 

タップリ 105 3 ピリッ 86 22 

キッチリ 105 3 スウッ 83 25 

スッカリ 103 5 

ABリ 

ブラリ 99 9 

バッタリ 101 7 ガラリ 95 13 

ズッシリ 101 7 ポツリ 92 16 

ベッタリ 98 10 ツルリ 76 32 

ザックリ 95 13 ABン ドカン 88 20 

ガッチリ 94 14 
    

 

2）質問②の調査結果 

 基本的（代表的）な意味を問う調査で得られた結果をオノマトペのパターンごとに示すと

表 7-5～表 7-9のとおりになる。 
 

表 7-5 ABAB型オノマトペの基本的な意味 
オノマトペ 意味 1 意味 2 意味 3 意味 4 意味 5 意味 6 意味 7 意味 8 

イライラ 102 3 12 50 0 0 0 0 

オロオロ 80 22 5 1 0 0 0 0 

カサカサ 49 81 10 35 0 0 0 0 

ガサガサ 67 57 10 42 0 0 0 0 

ガタガタ 83 38 25 22 14 0 0 0 

カチカチ 56 65 36 4 0 0 0 0 

ガチガチ 43 17 77 11 0 0 0 0 

ガチャガチャ 56 15 28 16 3 20 0 0 

ガバガバ 22 45 59 0 0 0 0 0 

ガラガラ 36 41 42 1 43 26 2 0 

カリカリ 39 66 56 1 0 0 0 0 
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ガリガリ 63 7 19 72 3 0 0 0 

キリキリ 22 18 11 14 63 4 0 0 

グズグズ 57 50 31 6 4 23 0 0 

クタクタ 11 85 1 54 23 4 0 0 

グチャグチャ 70 15 47 44 0 0 0 0 

クラクラ 101 6 7 0 0 0 0 0 

グラグラ 96 38 31 22 0 0 0 0 

クルクル 86 41 6 7 14 0 0 0 

ゴタゴタ 32 70 57 6 0 0 0 0 

ゴツゴツ 99 22 0 0 0 0 0 0 

コリコリ 84 15 30 0 0 0 0 0 

コロコロ 69 21 62 25 0 0 0 0 

ゴロゴロ 66 49 29 38 14 43 12 0 

サラサラ 23 43 27 72 17 0 0 0 

ザラザラ 28 97 16 0 29 0 0 0 

シゲシゲ 28 55 1 2 0 0 0 0 

ショボショボ 26 80 33 0 0 0 0 0 

ジリジリ 41 19 70 3 6 0 0 0 

スイスイ 74 52 4 0 0 0 0 0 

スクスク 98 41 1 5 0 0 0 0 

ズルズル 45 37 69 14 3 0 0 0 

ダブダブ 17 16 76 0 17 34 0 0 

ダラダラ 34 25 58 69 0 0 0 0 

チョコチョコ 70 14 54 0 0 0 0 0 

チョロチョロ 74 23 67 0 0 0 0 0 

チラチラ 45 33 47 29 12 0 0 0 

ツルツル 81 70 27 29 16 0 0 0 

ドシドシ 21 64 26 0 0 0 0 0 

ヌルヌル 93 3 57 38 0 0 0 0 

ノビノビ 52 74 6 30 0 0 0 0 

バサバサ 34 72 20 0 0 0 0 0 

バタバタ 24 39 49 13 49 1 0 0 

パチパチ 55 53 24 38 0 0 0 0 

ハラハラ 30 10 90 1 1 0 0 0 

パラパラ 75 28 53 4 0 0 0 0 

バリバリ 32 38 38 38 1 2 15 0 

パリパリ 54 26 43 37 3 5 0 0 

ヒシヒシ 81 3 3 5 0 0 0 0 

ヒタヒタ 30 18 6 40 0 0 0 0 

ピチピチ 61 72 13 40 0 0 0 0 

ヒョロヒョロ 13 83 32 0 0 0 0 0 

ヒラヒラ 91 3 48 0 0 0 0 0 

ビリビリ 81 21 52 7 30 0 0 0 

ピリピリ 65 74 19 8 0 0 0 0 

ピンピン 36 87 7 7 0 0 0 0 

ブウブウ 29 64 34 26 15 0 0 0 
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フカフカ 101 1 40 0 0 0 0 0 

ブカブカ 99 2 0 0 0 0 0 0 

プカプカ 40 87 12 0 0 0 0 0 

ブクブク 63 47 52 11 0 0 0 0 

ブツブツ 68 62 5 37 12 38 0 0 

フラフラ 50 76 33 24 32 0 0 0 

ブラブラ 59 58 65 5 0 0 0 0 

フワフワ 55 47 62 30 2 0 0 0 

ペコペコ 26 71 64 2 0 0 0 0 

ベタベタ 87 54 37 28 2 3 27 0 

ヘラヘラ 90 32 6 0 0 0 0 0 

ベラベラ 99 1 1 0 0 0 0 0 

ペラペラ 82 67 34 49 16 5 0 0 

ホクホク 38 87 1 0 0 0 0 0 

ボサボサ 99 22 42 0 0 0 0 0 

ボソボソ 94 35 30 0 0 0 0 0 

ボチボチ 94 2 3 0 10 0 0 0 

ポツポツ 39 25 89 23 0 0 0 0 

ボロボロ 36 1 0 0 54 0 67 0 

ポンポン 49 37 23 41 10 8 0 0 

マザマザ 43 47 3 0 1 0 0 0 

マジマジ 82 3 2 0 0 0 0 0 

ムクムク 47 42 25 8 0 0 0 0 

モコモコ 71 25 17 27 0 0 0 0 

ワイワイ 18 82 24 0 0 0 0 0 

ワンワン 89 46 19 27 0 0 0 0 

（意味 1が基本的な意味ではない場合は斜体の太字で表す） 

 

表 7-6 Aッ Bリ型オノマトペの基本的な意味 

オノマトペ 意味 1 意味 2 意味 3 意味 4 意味 5 意味 6 

ガッチリ 75 51 33 0 0 0 

キッチリ 59 55 66 13 0 0 

グッスリ 101 1 3 0 0 0 

ザックリ 51 42 64 15 11 14 

サッパリ 76 65 28 48 32 0 

シッカリ 80 85 72 63 47 1 

スッカリ 81 69 10 1 0 0 

スッキリ 95 33 18 5 0 0 

ズッシリ 87 53 22 4 0 0 

スッポリ 71 57 1 0 0 0 

タップリ 89 50 57 23 12 0 

ハッキリ 87 76 37 0 0 0 

バッタリ 49 85 35 0 0 0 

ピッタリ 67 30 68 34 0 0 

ベッタリ 72 66 46 0 6 0 

ポッカリ 78 8 29 34 0 0 
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ユックリ 91 49 64 0 0 0 

（意味 1が基本的な意味ではない場合は斜体の太字で表す） 

 

表 7-7 ABリ型オノマトペの基本的な意味 
オノマトペ 意味 1 意味 2 意味 3 意味 4 意味 5 意味 6 

ガラリ 55 14 72 2 0 0 

ツルリ 56 49 31 0 0 0 

ブラリ 43 80 31 0 0 0 

ポツリ 65 25 35 50 7 0 

（意味 1が基本的な意味ではない場合は斜体の太字で表す） 

 

表 7-8 ABッ型オノマトペの基本的な意味 

オノマトペ 意味 1 意味 2 意味 3 意味 4 

フワッ 87 47 40 14 

ピリッ 53 29 61 0 

ガラッ 54 30 71 0 

スウッ 54 44 47 0 

ボウッ 53 90 32 5 

サクッ 40 48 52 0 

コロッ 34 66 51 16 

（意味 1が基本的な意味ではない場合は斜体の太字で表す） 

 

表 7-9 ABン型オノマトペの基本的な意味 

オノマトペ 意味 1 意味 2 意味 3 意味 4 

ドカン 52 69 39 0 

（意味 1が基本的な意味ではない場合は斜体の太字で表す） 
 

3）質問③の調査結果 

 意味の使用頻度に関する調査結果は集計によって以下の表 7-10～表 7-14 のように統計で

きる。 

表 7-10 ABAB型オノマトペの高頻度使用意味 

オノマトペ/意味 意味１ 意味 2 意味 3 意味 4 意味 5 意味 6 意味 7 意味 8 

クルクル 86 76 29 27 41 13 0 0 

ブツブツ 91 84 18 73 41 86 0 0 

ブラブラ 89 84 91 58 0 0 0 0 

マジマジ 76 10 13 11 0 0 0 0 

ベラベラ 93 1 1 0 0 0 0 0 

ノビノビ 71 83 23 54 0 0 0 0 

ダラダラ 78 56 83 93 0 0 0 0 

ジリジリ 62 30 70 26 31 0 0 0 

フラフラ 73 92 67 58 82 0 0 0 

ズルズル 73 65 73 53 28 0 0 0 

チラチラ 65 52 72 63 48 0 0 0 

サラサラ 52 67 55 90 59 0 0 0 
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ヒシヒシ 73 15 17 14 12 0 0 0 

ブカブカ 89 2 3 10 1 0 0 0 

チョコチョコ 78 33 75 0 0 0 0 0 

フワフワ 78 79 86 79 37 0 0 0 

ガタガタ 90 64 43 66 66 0 0 0 

ボチボチ 84 15 12 11 25 10 0 0 

マザマザ 51 49 14 0 1 0 0 0 

ゴロゴロ 85 77 58 70 62 85 71 22 

バタバタ 48 61 75 57 77 13 12 0 

グチャグチャ 86 41 82 78 0 0 0 0 

ヒラヒラ 88 22 80 0 0 0 0 0 

クタクタ 27 85 15 80 57 40 0 0 

グズグズ 71 73 55 21 26 59 0 0 

ヒタヒタ 40 45 10 49 0 0 0 0 

ハラハラ 48 26 84 12 13 11 0 0 

カラカラ 39 44 29 81 39 0 0 0 

パラパラ 83 56 80 39 0 0 0 0 

ドシドシ 31 64 44 0 0 0 0 0 

コロコロ 84 46 78 66 28 0 1 0 

ワイワイ 30 78 48 0 0 0 0 0 

ポツポツ 66 44 87 69 0 0 0 0 

ボソボソ 88 71 57 0 0 0 0 0 

ツルツル 92 91 51 48 62 0 0 0 

ポンポン 70 63 48 69 42 49 0 0 

グラグラ 93 57 56 68 0 0 0 0 

シゲシゲ 34 49 9 20 0 0 0 0 

ゴタゴタ 45 76 74 36 0 0 0 0 

イライラ 94 13 26 84 0 0 0 0 

ビリビリ 84 38 82 34 78 0 0 0 

ムクムク 50 49 33 21 2 0 0 0 

チョロチョロ 81 44 87 0 0 0 0 0 

パチパチ 78 69 44 82 0 0 0 0 

ペラペラ 89 92 72 82 78 70 0 0 

スイスイ 77 67 15 0 0 0 0 0 

ベタベタ 93 90 68 66 48 33 74 0 

ワンワン 91 73 40 71 0 0 0 0 

キリキリ 35 33 22 34 67 14 0 0 

カサカサ 62 85 32 76 0 0 0 0 

バリバリ 50 57 63 73 24 45 58 0 

ガラガラ 53 70 66 17 75 77 46 0 

ブクブク 74 69 72 56 0 0 0 0 
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オロオロ 70 37 14 11 0 0 0 0 

ガリガリ 79 21 32 85 25 0 0 0 

ヌルヌル 90 22 83 72 0 0 0 0 

ゴツゴツ 94 41 9 0 0 0 0 0 

ペコペコ 45 78 83 22 0 0 0 0 

ヒョロヒョロ 25 83 55 0 0 0 0 0 

ヘラヘラ 89 47 17 13 0 0 0 0 

フカフカ 93 14 64 0 0 0 0 0 

プカプカ 56 81 23 0 0 0 0 0 

ガサガサ 79 72 32 74 0 0 0 0 

カチカチ 64 73 62 37 0 0 0 0 

ザラザラ 40 92 37 11 66 0 0 0 

クラクラ 92 17 17 0 0 0 0 0 

ピリピリ 79 82 29 32 20 0 0 0 

バサバサ 42 73 35 0 0 0 0 0 

パリパリ 65 40 57 70 23 38 0 0 

カリカリ 46 81 67 12 0 0 0 0 

ガチガチ 55 31 82 32 0 0 0 0 

ダブダブ 27 31 70 11 41 61 0 0 

ピンピン 51 80 16 19 0 0 0 0 

ガチャガチャ 58 28 39 29 18 42 0 0 

ピチピチ 77 81 30 75 0 0 0 0 

ホクホク 50 84 10 0 0 0 0 0 

コリコリ 76 27 45 0 0 0 0 0 

ブウブウ 40 61 53 47 39 0 0 0 

ボサボサ 93 41 68 0 0 0 0 0 

ショボショボ 35 77 47 0 0 0 0 0 

モコモコ 73 37 34 59 0 0 0 0 

ガバガバ 28 61 61 0 0 0 0 0 

（意味 1が高頻度使用意味ではない場合は斜体の太字で表す） 
 

表 7-11 Aッ Bリ型オノマトペの高頻度使用意味 

オノマトペ/意味 意味１ 意味 2 意味 3 意味 4 意味 5 意味 6 意味 7 

シッカリ 94 95 91 86 74 21 1 

ハッキリ 93 94 64 0 0 0 0 

ユックリ 94 66 89 0 0 0 0 

スッカリ 86 88 22 19 0 0 0 

タップリ 91 79 85 45 53 0 0 

サッパリ 88 86 42 76 73 0 0 

ピッタリ 76 53 83 77 0 0 0 

キッチリ 83 77 81 54 0 0 0 

スッキリ 87 59 32 19 0 0 0 
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グッスリ 92 10 12 0 0 0 0 

スッポリ 72 69 11 0 0 0 0 

バッタリ 61 87 51 0 0 0 0 

ガッチリ 79 70 49 0 0 0 0 

ザックリ 67 58 71 34 37 48 0 

ポッカリ 74 23 41 54 0 0 0 

ベッタリ 83 83 63 22 51 0 0 

ズッシリ 87 64 33 26 0 0 0 
（意味 1が高頻度使用意味ではない場合は斜体の太字で表す） 

 

表 7-12 ABリ型オノマトペの高頻度使用意味 

オノマトペ/意味 意味１ 意味 2 意味 3 意味 4 意味 5 

ガラリ 60 30 83 13 0 

ポツリ 73 42 50 66 25 

ブラリ 57 84 48 0 0 

ツルリ 61 59 42 0 0 
（意味 1が高頻度使用意味ではない場合は斜体の太字で表す） 

 

表 7-13 ABッ型オノマトペの高頻度使用意味 

オノマトペ/意味 意味１ 意味 2 意味 3 意味 4 

フワッ 92 61 69 53 

コロッ 47 74 60 52 

ガラッ 64 43 82 0 

サクッ 49 65 60 0 

スウッ 64 57 57 0 

ピリッ 65 42 56 0 

ボウッ 76 87 49 47 
（意味 1が高頻度使用意味ではない場合は斜体の太字で表す） 

表 7-14 ABン型オノマトペの高頻度使用意味 

オノマトペ/意味 意味１ 意味 2 意味 3 

ドカン 61 77 52 

（意味 1が高頻度使用意味ではない場合は斜体の太字で表す） 

7.3.2.3 考察 

以上の調査結果から、日本語母語話者の回答者が普段使っていると考えられるオノマトペ

が明らかになった。すなわち、3つ以上の意味を持つ多義オノマトペ 111語のうち、ABAB型

の「スクスク」を除く 110語については、日本人母語話者（50%以上）が使っていると考えて

いるオノマトペであることがわかった。 

また、基本的（代表的）な意味の調査では、基本的と思われている意味が必ずしも辞書の

最初に記載されている意味 1になっているとは限らないということが被験者の回答で明らか

になった。そのうち、ABAB型は意味 1が基本的な意味である語が 43語で、他の意味が基本

的な意味である語が 39語（上記表 7-5の斜体字部分）であった。Aッ Bリ型はそれぞれ 14

語対 3語（上記表 7-6の斜体字部分）、ABリ型は 2語対 2語（表 7-7の斜体字部分）、ABッ

型は 4語対 3語（表 7-8の斜体字部分）、ABン型は 1語（表 7-9の斜体字部分）、という結
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果となっている。つまり、被験者が選んだ基本的（代表的）な意味のうち、意味 1が 56.8%

を占め、他の意味が 43.2%を占めている。 

最後に、高頻度使用意味に関する調査の結果から見れば、5パターンを合わせて、意味 1

が 1位を占めているのは 57語で、意味 1以外の意味が 1位を占めているのは 54語である。

そのうち、ABAB型は意味 1と他の意味とは 41語対 41語、Aッ Bリ型は 11語対 6語、ABリ

型は 2語対 2語、ABッ型は 3語対 4語、ABン型は 1語である。すなわち、被験者に選ばれた

高頻度使用意味は意味 1が 51.4%、他の意味が 48.6%である。 

 また、基本的な意味に関する調査では一義に集中しているのに対して、高頻度使用意味で

は二義から四義に集中していることが目立つ。これについて次節で検討する。 

 

7.4 基本的な意味と高頻度使用意味 

 第 5 章で選定した 286 語のうち、3 つ以上の意味を持っている語が 111 語ある。この 111

語を「多義オノマトペ」と呼ぶことにする。本節では高頻度使用意味と基本的な意味とはど

のような関係を持っているかを検討する。 

 

7.4.1 基本的な意味 

7.4.1.1 基本的な意味の辞書の意味記述における位置づけ 

7.3.2.2で示したように、基本的な意味に関する回答が一義と二義に集中していることが

明らかになった。そのため、 本節で表 7-5～表 7-9を基に、基本的な意味が辞書の意味記述

の中で何番目に位置するかについて分析を行う。基本的な意味に関する調査の有効部数は104

部である。そのうち総回答者数（104）の半数（52）に達していないオノマトペを統計の対象

から外した。この基準に従って、5パターンのうち ABAB型の 8語（ポンポン、ムクムク、バ

リバリ、ヒタヒタ、バタバタ、チラチラ、マザマザ、ガラガラ）のみがどの意味も半数に達

していないため、この 8語を 111語から外した。 

その他の 103語の基本的な意味が辞書（『デジタル大辞泉』）の意味記述でどのように位置

づけられているかを調査した。まず、各パターンのオノマトペを基本的と判断された意味の

数によって分類し、それぞれが、『デジタル大辞泉』の意味記述のうち何位目にあたるかを調

べた。例えば、ABAB型のオノマトペのうち、47 語が基本的な意味は 1つだった。そしてその

うち 26語は、基本的意味が『デジタル大辞泉』の意味 1、つまり最初の意味だった。同様の

方法ですべてのパターンを分類したものが表 7-15である。 

 

表 7-15 辞書の意味記述における 103語の基本的な意味の位置づけ 

パターン 語数（語義の数） 内訳 

ABAB 

(74語) 

47語(1)87 26語（1）88 12語(2) 7語(3) 1語(4)/1語(5) 

26語(2) 

7語(1,2) 3語(2,3) 1語(3,1)  

7語(1,3) 5語(2,1) 1語(4,3)  

1語(4,1)/1語(2,4)    

1語(3) 1語(3,1,2)    

Aッ Bリ 

(17語) 

6語(1) 4語(1) 1語(2)/1語(3)   

9語(2) 6語(1,2) 2語(1,3) 1語(3,1)  

1語(3) 1語(3,2,1)    

1語(4） 1語(2,3,4,1)    

ABッ 5語(1） 2語(1)/2語(2) 1語(3)   
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（7語） 2語(2） 2語(1,3)    

ABリ 

(4語) 

3語(1） 2語(1) 1語(2)   

1語(2） 1語(3,1)       

ABン 

（1語） 
1語(1） 1語(1)    

 

5パターンを合わせて、総回答者数の 50%以上では、一義のみが基本的な意味として選ばれた

オノマトペは全体の 62語（60.2%）、二義が基本的な意味として選ばれたのは 38語（36.9%）、

三義は 2語（1.9%）、四義は 1語（0.97%）である。つまり、1つの意味が基本的な意味とし

て選ばれたのがトップで、続いて 2つの意味、3つの意味、4つの意味という順となり、3つ

と 4つの場合は比率が非常に低く、1つと 2つに集中していることが明らかになった。 

 

7.4.1.2 プロトタイプ的意味またはそれに近い意味 

 ここまで述べてきたように、母語話者の内省によって多義オノマトペの意味から基本的な

意味と高頻度使用意味を抽出した。基本的な意味がプロトタイプ的意味またはそれに近い意

味であるのかを明らかにするために、松本（2003）が籾山（2001、2002）などを参考に解明

した 3つの課題のうちの「プロトタイプ的意味の認定」に基づいて分析を行う。 

松本（2003: 141）は多義語分析の課題として「プロトタイプ的意味の認定」、「複数の意味

の相互関係の明示」、「複数の意味すべてを統括するモデル・枠組みの解明」を扱っている。

「プロトタイプ的意味の認定」という課題について、松本はこれが認知言語学において広く

認められるプロトタイプ理論に基づくものであるとし、「多義語の複数の意味による 1つのカ

テゴリーを構成する個々の要素の中で最も基本的で慣習化の程度・認知的際だち（cognitive 

prominence/cognitive salience）が高いといった特徴を備えたもの」をプロトタイプ的意味

に認定している。 

複数の意味からプロトタイプ的意味を認定することは籾山（1992、1995、2002）、松本（2003）

などで言語事実に基づく方法を用いて以下のように扱われてきた。 

 

  多義語のプロトタイプ的意味について改めて確認すると、複数の意味の中で最も基本的

なもののことであり、基本的であるということは、最も確立されていて、認知的際立ち

が高く、中立的なコンテクストで最も活性化されやすいといった特徴を有するというこ

とである（松本 2003: 142）。 

 

 松本（2003: 142-143）はこの方法を検証するために、「もの」と「やつ」を用いてその認

定を説明している。日本語母語話者の直観として、「『もの』は〈物体〉の意味のほうが基本

的であり、『やつ』は逆に〈人間〉の意味のほうが基本的である」と指摘している。この議論

から、多義語の複数の意味のうち、母語話者の直観によって最も基本的な意味をプロトタイ

プ的意味と認定していると見られる。 

 これにより、本稿は母語話者の直観による判定した基本的な意味をプロトタイプ的意味ま

たはそれに近い意味とする。 
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7.4.2 高頻度使用意味 

7.4.2.1 高頻度使用意味の順位 

7.3.2.2で述べたように、高頻度使用意味の調査では有効解答用紙を 99部回収した。統計

により、回答された 111語の意味の頻度はみな有効回答者数の 50%以上を超えている。最も

頻度の高い意味から降順で並べると、順位 1（1つの意味を回答したもの）から順位 7（7つ

の意味を並べた回答）まで現れた。各順位の語数を以下の表 7-16に示す。 

 

表 7-16 各順位に含まれる語数 
順位 順位 1まで 順位 2まで 順位 3まで 順位 4まで 順位 5まで 順位 6まで 順位 7まで 

語数 14 38 29 17 8 3 2 
111 語に対す

る比率 12.6 34.2 26.1 15.3 7.2 2.7 1.8 

 

表 7-16に示したように、順位 1までは 14語（12.6%）、順位 2までは 38 語（34.2%）、順

位 3までは 29語（26.1%）、順位 4までは 17語（15.3%）、これまでを合計すると、98 語（88.3%）

となる。また、表 7-17 に示すとおり、パターンごとにみると、ABAB 型では二義が最も高く

て 29語（35.4%）、その次に三義が 19語（23.2%）、一義が 13語（15.9%）、四義が 10語（12.2）、

五義が 6 語（7.3%）、六義が 4 語（4.9%）、七義が 1 語（1.2%）、A ッ B リ型では二義と四

義が両方とも 5語（29.4%）、続いて三義が 4語（23.5%）、五義が 2語（11.8%）、一義が 1

語（5.9%）、ABリ型では二義と三義がそれぞれ 2 語（50%）、ABッ型では三義が 3語（42.9%）、

次に二義と四義がそれぞれ 2語（28.6%）、ABン型は 1語のみである。 

表 7-17は多義オノマトペ111語について日本人母語話者がどの意味を高頻度使用意味と認

識しているかをまとめたものである。ABAB型を例にとって表の見方を説明したい。まず、ABAB

型は全部で 82 語あったが、そのうちの 13 語は高頻度使用意味として母語話者が選んだ意味

の数が 1つだけだった語数を示す。29語は高頻度使用意味として選ばれた意味の数が 2つの

語の数を、19語は高頻度使用意味の数が 3つあった語の数である。13語の内訳は意味 1を高

頻度使用意味だと認識された語が 9 語、意味 2 が高頻度使用意味とされた語の数が 2 語、意

味 4が 1語、意味 5が 1語である。意味 1や意味 2という番号は、『デジタル 大辞泉』に記

載されている意味の番号を示す。 

 

表 7-17 辞書の意味記述における 111 語の高頻度使用意味の位置づけ 

パターン 語数（語義の数） 内訳 

ABAB 

(82語) 

13語(1) 9語(1) 2語(2) 
1語(4) / 

1語(5) 
 

29語(2) 5(1,2)/5(1,3) 4(2,1)/ 4(2,3)/ 4(3,1) 
2(4,2)/ 

2(1,4) 

1(2,5)/ 

1(3,6) 

/1(4,1) 

19語(3) 
2(1,3,4)/ 2(2,1,4)/ 

2(2,3,1) 

1(1,2,3)/ 1(1,2,4)/ 1(1,3,5)/ 

1(1,3,2)/ 1(1,4,2)/ 1(2,1,3)/ 

1(2,3,4)/ 1(2,4,1)/ 1(2,4,5)/ 

1(3,2,1)/ 1(4,1,2)/ 1(3,4,1)/ 

1(4,1,3) 

  

10語(4） 2(1,3,2,4) 

1(2,1,6,3)/ 1(1,3,4,2)/ 

1(1,4,2,3)/ 1(1,4,5,2)/ 

1(1,6,2,4)/ 1(3,2,4,1)/ 

1(4,3,1,2)/ 1(3,1,2,4)/ 

1(3,4,2,1) 

   

6語(5) 

1(1,2,5,3,4)/ 

1(1,4,2,6,3)/ 

1(2,5,1,3,4)/ 

1(3,1,4,2,5)/1(4,2,5
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,3,1)/1(5,3,2,4,1) 

4語(6) 

1(1,2,7,3,4,5)/1(2,1

,4,5,3,6)/1(4,3,7,2,

1,6)/1(6,5,2,3,1,7) 

      

1語(7) 1(1,6,2,7,4,5,3)       

Aッ Bリ 

(17語) 

1語(1) 1(1)    

5語(2) 4(1,2) 1(2,1)    

4語(3) 2(2,1,3) 1(1,2,3)/1(1,3,2)     

5語(4) 

1(1,2,3,5)/1(3,1,2,6

)/1(1,2,4,5)/1(3,4,1

,2)/ 1(1,3,2,4) 

     

2(5） 
1(1,3,2,5,4)/ 

1(2,1,3,4,5) 
     

ABッ 

（7語） 

2(2) 1(1,3)/ 1(3,1)       

3(3) 
1(1,2,3)/ 1(2,3,1)/ 

1(2,3,4) 
    

2(4） 
1(1,3,2,4)/ 

1(2,1,3,4) 
     

ABリ 

(4語) 

2(2） 1(1,2)/ 1(3,1)      

2(3） 1(1,4,3)/ 1(2,1,3)       

ABン 

（1語） 
1(3） 1(2,1,3)      

 

7.4.2.2 高頻度使用意味と基本的な意味の関係 

前節で明らかなように、基本的な意味の 103語は ABAB型 73語、Aッ Bリ型 17語、ABッ型

7語、ABリ型 4語、ABン型 1語となり、高頻度使用意味の 111語は ABAB型 82語、Aッ Bリ

型 17語、ABッ型 7語、ABリ型 4語、ABン型 1語となったが、両者には大きな差が現れなかっ

た。しかし、意味の分布は、大きな差異を示している。基本的な意味の分布（表 7-15を参照）

は一義（1つの意味）から四義（4つの意味）までとなっているが、実際には一義に集中して

いるのが 62語あり、二義の場合が 38語、三義の場合が 2語、四義の場合が 1語にとどまっ

ている。これに対して、高頻度使用意味の分布（表 7-18を参照）は一義から七義まである。

一義は 14語、二義は 39語、三義は 28語、四義は 17語、五義は 8語、六義は 4語、七義は

1語である。 

また、パターンごとに見ると、ABAB型と Aッ Bリ型は様々なバリエーションを示している。

他の 3つのパターンは相対的にシンプルである。まず、ABAB型は基本的な意味では一義に集

中して語数が 47に達している。その次は二義で 26語、最後に三義で 1語であった。一方、

高頻度使用意味では、ABAB型は一義が 13語、二義が 29語、三義が 19語、四義が 10語、五

義が 6語、六義が 4語、七義が 1語、という横ばいの分布となっている。Aッ Bリ型は基本

的な意味では二義に集中して 9語、一義 6語、三義と四義はそれぞれ 1語になっているのに

対して、高頻度使用意味では、一義 1語、二義 5語、三義 4語、四義 5語、五義 2語と平均

的に分布している。そのため、全体から見れば、高頻度使用意味を四義まで羅列すると、す

べて基本的な意味の二義までの意味をカバーするということになる。また、高頻度使用意味

を二義まで考察すると、わずか 2語を除いて全ての語が基本的な意味の一義をカバーしてい

ることがわかる。その 2語は以下の表 7-18のとおりである。 
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表 7-18 一致していない基本的な意味と高頻度使用意味 

オノマトペ 基本的な意味 高頻度使用意味 

ビリビリ 意味 2 意味 1と 3 

ベタベタ 意味 3 意味 1と 2 

  
 これにより、多義オノマトペの高頻度使用意味を順位 2位まで用いると、上記の 2語を除

き基本的な意味を包含することになる。すなわち、高頻度使用意味を順位 2位まで覚えると、

上記の 2語以外の語については基本的な意味も合わせて覚えることができるということであ

る。よって、本研究では、順位 2位までの意味を合わせて「常用的な意味」と呼び、日本語

教育で教えるオノマトペの意味とする。 

 

7.4.3  常用的な意味の抽出 

7.4.3.1 常用的な意味を抽出する基準  

本研究では一般によく使われる意味を常用的な意味と呼ぶ。「一般によく使われる」とい

うことは「使用頻度が高いということであるが、同時に使用範囲が広いということもよくあ

る」（田中 1990: 1-2）。実際に 7.3.2で実施した日本語母語話者を対象とした意味に関す

る調査では、オノマトペを使うかどうかという項目に対する回答によって、各オノマトペの

使用範囲を確定できる。また、そのオノマトペの意味を高い順に並べてもらうことによって、

多義オノマトペの使用頻度の高い意味を選定できる。この調査によって母語話者によく使わ

れるオノマトペ、またそのオノマトペのよく使われる意味が確定される。したがって、調査

の結果により、よく使われるオノマトペの基本的な意味と高頻度使用意味の両方をあわせて

「常用的な意味」と呼ぶことにする。常用的な意味はオノマトペ学習の一つのシソーラスと

して学習者に提供する一方、オノマトペの指導現場にも生かせると考える。多義オノマトペ

のすべての意味を取り扱うことは非現実的であり、どの意味から指導すれば習得が進むかに

ついても、これまでプロトタイプ的意味から習得が進むという提案がある（Kellerman1978、

田中 1990、田中 1994、松田 2004）。これについては序章で詳述した。本研究は当該オノマ

トペの複数の意味から母語話者に選ばれた基本的な意味を最初に取扱い、その次に使用頻度

の高い意味を扱う。そのために、この 2つの意味を包含する常用的な意味を以下の基準で整

理する。 

 

基準 1：高頻度使用意味から上位 2位までの意味を抽出する。例えば、「クルクル」は頻度

が 86、76、41となっており、1位が意味 1で、2位が意味 2で、以下のように抽出する。 

 
クルクル 1 物が軽く続いて回るさま。「クルクル（と）回る風車」 

2 いく重にも巻きつけるさま。また、まるめるさま。「包帯をクルクル（と）巻く」 

 

基準 2：2 位が回答数の半数（50）以下の場合は 1位のみ抽出する。例えば、「ヒシヒシ」は

1位が 76で、2位の各意味は 17、15、14、12と示しているため、1位の意味 1のみ抽出する

と以下のとおりである。 

 
ヒシヒシ 1 強く身に迫るさま。切実に感じるさま。「責任の重さをヒシヒシと感じる」 

 

基準 3：2位が 3位とほぼ並列する場合は上位 3 位まで抽出する。例えば、「ブツブツ」は 2

位が 86で、3位が 84なので、上位 3位まで抽出すると、意味 1、意味 6、意味 2が抽出され、

以下のようになる。 
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ブツブツ 1 小声でものを言うさま。「いつもブツブツ（と）ひとりごとを言う」 

      6[名]表面にたくさん出た粒状の物。「背中にブツブツができた」 

      2 不平・不満や小言をいうさま。「陰でブツブツ（と）愚痴ばかり言っている」 

 

基準 4：1位が 2位と並列し、3位が回答数の半数（50）以上の場合は上位 3位まで抽出する。

例えば、「ズルズル」は 73、73、65と頻度が並んでいるため、意味 1、意味 3、意味 2を抽

出すると下記のようになる。 

 
 ズルズル 1 重い物や長い物をユックリ引きずるさま。「大きな荷物をズルズル（と）引きずる」 

3 物事の決まりをつけないさま。「ズルズル（と）返事を延ばす」 

      2 少しずつ滑り落ちたり、後退したりする様。「雪の斜面をズルズル（と）滑り落ちる」 

 

具体的な意味のシソーラスおよび意味とコロケーションの組み合わせのシソーラスをそれ

ぞれ第 9章と第 10章で取り扱う。次節に、第 7 章の調査結果から、5パターンのオノマトペ

を 3つ以上の意味と 2つ以下の意味に分けて示す。 

 

7.4.3.2 常用的な意味の抽出リスト 

7.4.3.2.1 ABAB型オノマトペの常用的な意味 

 ABAB 型 178 語のうち、3 つ以上の意味を持つ 82語について、その常用的意味を表 7-19に

示す。その際、番号は母語話者に対する調査用紙に示した意味の番号を表わしている。2 つ

以下の意味を持つ 96 語の意味を表 7-20に示す。 

 

表 7-19 ABAB 型の常用的な意味〔3 つ以上の意味を持つオノマトペ〕 
イライラ 1 思いどおりにならなかったり不快なことがあったりして、神経が高ぶるさま。 

     4［名］神経が高ぶって、落ち着きを失っている状態。「イライラがつのる」 

オロオロ 1 驚きや悲しみなどの衝撃でうろたえるさま。「父の死にただオロオロ（と）するばかりだった」 

     2 声を震わせ、涙を流して泣くさま。 

カサカサ 2 水分や脂気が抜けて滑らかでなく、干からびた感じがするさま。「カサカサした肌」 

     4［形動］2 に同じ。「高熱が続いて唇がカサカサになった」 

ガサガサ 1 乾いた物が触れ合う音を表す語。「やぶでガサガサ（と）音がする」 

     4［形動］2 に同じ。「手が荒れてガサガサになる」 

     2 水分や脂気が抜けてきめが粗く、荒れた感じがするさま。「ガサガサした松の幹」 

ガタガタ 1堅い物が触れ合うときに発する、重くて騒々しい感じで響く音を表す語。また、重く大きい物が揺れるさま。        

      「風でガラス戸がガタガタ（と）鳴る」 

     4 つべこべ文句を言うさま。「ガタガタ言うな」 

     5［形動］組み立てが緩んだりして壊れかかっているさま。「入れ歯がガタガタになる」 

カチカチ 2［形動］非常に堅いさま。「カチカチに凍る」 

     1 堅い物がぶつかってたてる、軽く澄んだ音を表す語。多く、規則的で連続的な音にいう。「時計のカチカ 

      チ（と）いう音」 

ガチガチ 3［形動］非常に堅くなっているさま。「ガチガチに固まる」 

     1 堅い物が連続してぶつかり合う音を表す語。「寒くて歯をガチガチ（と）いわせる」 

ガチャガチャ 1 堅い物がぶつかり合う騒々しい音を表す語。「かぎの束をガチャガチャいわせる」 

ガバガバ 3［形動］靴や服などが大きすぎるさま。「靴がガバガバで困る」 

     2 金がドンドン手に入るさま。「金がガバガバ（と）入ってくる」 

ガラガラ 5［形動］あるべきものがほとんどなくて、すきまが多いさま。「ガラガラな（の）電車」 

     6［形動］かすれた声のさま。「ガラガラな（の）声」 

カリカリ 2 水分や脂肪分がなくて堅く、かむと歯切れのいいさま。「ベーコンをカリカリに焼く」 

     3 気分がいらだって怒りっぽくなっているさま。「つまらないことにカリカリ（と）する」 

ガリガリ 4［形動］ひどくやせているさま。「ガリガリにやせたからだ」 

     1 堅い物をかみ砕いたり引っかいたりするときの音を表す語。「氷をガリガリ（と）かじる」 

キリキリ 5 鋭く痛むさま。「胃がキリキリ（と）痛む」 

     1 物が強く擦れ合う音を表す語。「歯をキリキリ（と）いわせて悔しがる」 
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グズグズ 2 ブツブツ不平を言うさま。また、幼児がむずがるさま。「いつまでもグズグズ言うな」 

     1 ノロノロといたずらに時間を費やすさま。「借金の返済をグズグズ（と）引き延ばす」 

クタクタ 2 疲れたり弱ったりして、力の抜けたさま。また、古くなって張りのなくなったさま。 

     4［形動］疲れたり弱ったりして、力の抜けたさま。「クタクタに疲れる」 

グチャグチャ 1 水分を多く含んでやわらかくなったり形が崩れたりしているさま。また、そういうものをつぶしたり、 

        まぜたりしたときの音を表す語。「グチャグチャした雪どけ道」 

       3［形動］水けをタップリ含んで柔らかくなったり形が崩れたりしているさま。「濡れてグチャグチャに 

        なった新聞紙」 

       4［形動］物事が混乱して、キチンとしていないさま。「グチャグチャに結んだ帯」 

クラクラ 1 めまいがして倒れそうになるさま。「頭がクラクラ（と）する」 

グラグラ 1 物が揺れ動いて安定しないさま。また、事柄や気持ちなどが動揺するさま。「歯がグラグラする」 

     4［形動］揺れ動いて、安定しないさま。「古びてグラグラないす」 

クルクル 1物が軽く続いて回るさま。「クルクル（と）回る風車」 

     2 いく重にも巻きつけるさま。また、まるめるさま。「包帯をクルクル（と）巻く」 

ゴタゴタ 2 混乱や争いが起こっているさま。「会社の中が人事問題でゴタゴタ（と）している」 

     3［名・形動］争い。もめごと。紛争。「隣家との間にゴタゴタが絶えない」 

ゴツゴツ 1 表面がなめらかでなく、でこぼこしているさま。または、しなやかでなく、かたいさま。「ゴツゴツ（と） 

      した岩」 

     2 容姿や性格が粗削りであるさま。「ゴツゴツした乱暴な男」 

コリコリ 1かたくて歯ごたえのあるさま。また、それをかんだときの音を表す語。「たくあんのコリコリした歯触り」 

     3 凝ったりして、筋肉などがかたくなっているさま。「肩が張ってコリコリしている」 

コロコロ 1 まるい物、小さい物などが軽快に転がるさま。「まりがコロコロ（と）転がる」 

     3 物事が簡単に転じていくさま。「話がコロコロ（と）変わる」 

ゴロゴロ 1 雷鳴のとどろき響く音、また、それに類する音を表す語。「雷がゴロゴロ鳴りだす」 

     2 大きくて重い物が、音を立ててユックリ転がるさま。また、その音を表す語。「岩がゴロゴロ（と）転がり 

      落ちる」 

     6 何もしないで、暇をもてあましているさま。「1日じゅう家でゴロゴロしている」 

サラサラ 4 物に湿り気や粘り気がなく、乾いた感じのするさま。「サラサラ（と）した髪」 

     2 浅い川の水がよどみなく軽やかに流れるさま。「小川がサラサラ（と）流れる」 

     5［形動］4 に同じ。「サラサラな雪」  

ザラザラ 2 触った感じが粗く滑らかでないさま。「ザラザラ（と）した肌」 

     5［形動］2 に同じ。「水仕事で荒れてザラザラな手」 

シゲシゲ 2 物をよくよく見るさま。「相手の顔をシゲシゲ（と）見つめる」 

     1 物事が、たび重なるさま。「その店へシゲシゲ（と）足を運ぶ」 

ショボショボ 2疲れなどで、目をハッキリあけられず、しきりにまばたきをするさま。「眠くて目がショボショボ（と） 

        する」 

       3 力が衰えて、見るからにわびしそうなさま。「ショボショボ（と）した後ろ姿」 

ジリジリ 3 太陽が焼けつくように強く照りつけるさま。「真夏の太陽がジリジリ（と）照りつける」 

     1 ユックリとわずかずつ確実に進み迫ったり退いたりするさま。ジワジワ。「首位にジリジリ（と）迫る」 

スイスイ 1 いかにも軽やかに、すばやく動くさま。「氷の上をスイスイ（と）滑って行く」 

     2 物事が、滞りなく進行するさま。「問題が意外なほどスイスイ（と）解けた」 

スクスク 1 勢いよく成長するさま。「スクスク（と）育つ」 

     2 樹木などがまっすぐにのびているさま。 

ズルズル 3 物事の決まりをつけないさま。「ズルズル（と）返事を延ばす」 

1 重い物や長い物をユックリ引きずるさま。「大きな荷物をズルズル（と）引きずる」 

     2 少しずつ滑り落ちたり、後退したりする様。「雪の斜面をズルズル（と）滑り落ちる」 

ダブダブ 3 衣服などが大きすぎてゆるいさま。また、太りすぎて、肉がたるんでいるさま。「兄のお下がり 

      のダブダブ（と）したズボン」 

     6［形動］3 に同じ。「ダブダブなシャツ」 

ダラダラ 4 気分などがゆるんでしまりのないさま。「ダラダラ（と）した生活」 

3 変化の乏しい状態が長く続くさま。「会議がダラダラ（と）長引く」 

チョコチョコ 1 小またで足早に歩いたり走ったりするさま。ちょこまか。また、動作に落ち着きのないさま。「子供が     

チョコチョコ（と）歩く」 

       3 わずかの間を置いて同じことが繰り返されるさま。「最近チョコチョコ遊びに来る」 

チョロチョロ 3 小さなものが動き回るさま。「子供がチョロチョロして落ち着けない」 

       1 水が少しずつ流れ出ているさま。「清水がチョロチョロ（と）わき出る」 

チラチラ 3 断続して物を見るさま。「チラチラ（と）目配せする」 

     1 小さいものが飛び散るさま。「雪がチラチラ（と）舞いはじめる」 

     4 物が見え隠れするさま。「面影がチラチラ（と）する」 

ツルツル 1 物の表面がなめらかで、つやのあるさま。「ツルツル（と）した肌」 

     2なめらかで、滑りやすいさま。「雪道がツルツル（と）して危ない」 

     5［形動］2に同じ。「ツルツルな廊下」 



221 

 

ドシドシ 2 遠慮なく行うさま。「ドシドシ（と）質問をしてください」 

     3荒々しく足音を立てる音を表わす語。「土足でドシドシ（と）歩く」 

ヌルヌル 1 粘液状のものがついたりしていてすべりやすいさま。また、そのような感じで不快なさま。「川底が苔でヌル  

      ヌル（と）している」 

3［名］ヌルヌルしているもの。「ナメコのヌルヌルを洗い流す」 

ノビノビ 2（伸び伸び）押さえられることもなく、ユッタリと落ち着きのあるさま。「ノビノビ（と）仕事をする」 

     1（伸び伸び）スクスク伸びるさま。 

バサバサ 2 水分がなくなり乾ききっているさま。頭髪などのつやがなくなり乱れているさま。「バサバサ（と）した髪 

の毛」 

     1 薄くて乾いた物などが、触れ合ったりはためいたりするときの音や、そのさまを表す語。「鯉のぼりがバサ 

バサ（と）翻る」 

バタバタ 5 あわただしく物事をするさま。また、あわただしいさま。「残りの仕事をバタバタ（と）片づける」 

     3 人が手足を激しく動かして立てる音にいう。「廊下をバタバタ（と）走る」 

パチパチ 4 しきりにまばたきするさま。「目をパチパチさせる」 

     1 物を続けざまに打ち合わせる音を表す語。「パチパチ（と）拍手する」 

ハラハラ 3 成り行きを危ぶんで気をもむさま。「わが子の初舞台をハラハラしながら見守る」 

     1 小さいものや軽いものが、静かに続けて落ちかかるさま。「涙をハラハラ（と）落とす」 

パラパラ 1 粒状のものがまばらに降ったり散ったりする音や、そのさまを表す語。「雨がパラパラ（と）降る」 

     3 本をめくる音や、そのさまを表す語。「パラパラ（と）ページを繰る」 

パリパリ 4［名・形動］薄いものがこわばっているさま。「パリパリな（の）海苔(のり)」 

     1 張りがあったり、こわばっていたりするさま。「パリパリ（と）したおこげ」 

バリバリ 4 物事を勢いよく行うさま。精力的に取り組むさま。「バリバリ（と）仕事をこなす」 

     3 固いものを勢いよくかむ音や、そのさまを表す語。「たくあんをバリバリ（と）かむ」 

パンパン 1手を打ち合わせたり、物をたたいたりする音を表す語。「パンパン（と）かしわ手を打つ」 

     3［形動］はち切れそうにふくらんでいるさま。「かばんがパンパンになる」 

ピカピカ 3 真新しいさま。また、なりたてであるさま。「買ったばかりのピカピカな家具」 

     2［形動］つやがあって照り輝いているさま。「床をピカピカに磨く」 

ヒシヒシ 1 強く身に迫るさま。切実に感じるさま。「責任の重さをヒシヒシと感じる」 

ヒタヒタ 4［形動］中の物がやっとつかる程度であるさま。「だし汁をヒタヒタに加える」 

     2 水が寄せてくるように物事が段々と迫ってくるさま。「敵がヒタヒタ（と）押し寄せる」 

ピチピチ 2 若々しく元気いっぱいなさま。躍動感があふれているさま。「ピチピチ（と）した娘」 

     1 魚などが、勢いよくはねるさま。また、いかにも生きのよいさま。「とりたてのピチピチ（と）した魚」 

     4［形動］中身がいっぱいではじけそうなさま。「太ってシャツがピチピチだ」 

ヒョロヒョロ 2 細長く伸びて弱々しく感じられるさま。「ヒョロヒョロ（と）した草」 

       3［形動］2 に同じ。「ヒョロヒョロな都会っ子」 

ヒラヒラ 1 薄くて軽いものが揺れ動くさま。「花びらがヒラヒラ（と）舞い落ちる」 

     3［名］軽くひるがえる薄い物。「レースのヒラヒラのついたブラウス」 

ピリピリ 2 緊張して神経が過敏になっているさま。「試合間近で選手がピリピリ（と）している」 

     1 皮膚や粘膜が鋭い刺激を感じるさま。「舌がピリピリ（と）する辛さ」 

ビリビリ 1 紙や布が裂ける音や、そのさまを表す語。「紙をビリビリ（と）破く」 

     3 電気などの強い刺激をからだに継続的に感じるさま。「ビリビリ（と）電気が走る」 

     5［形動］紙や布があちこち破れているさま。「ビリビリに引き裂かれたポスター」 

ピンピン 2 元気よく活動しているさま。「病気が治ってピンピン（と）している」 

     1 勢いよくはね上がるさま。「魚がピンピン（と）はねる」 

ブウブウ 2不平不満などを盛んに言うさま。「ブウブウ言う暇があったら仕事をしろ」 

1 らっぱなどを低く大きく吹いたような音を表す語。「車がクラクションをブウブウ鳴らす」 

フカフカ 1 柔らかくふっくらしているさま。「フカフカ（と）した布団」 

     3［形動］1 に同じ。「フカフカなスポンジケーキ」 

プカプカ 2 軽い物が水面に浮いているさま。「ごみがプカプカ（と）流れていく」 

     1 タバコをしきりに吹かすさま。「葉巻をプカプカ（と）くゆらす」 

ブカブカ 1 身に着ける物が大きすぎて、ゆるんでいるさま。「お下がりのブカブカ（と）したズボン」 

ブクブク 1 泡などが次々と出る音や、そのさまを表す語。「汚水にメタンガスがブクブク（と）わく」 

     3 しまりなく太っているさま。「ブクブクしたからだつき」 

ブツブツ 1 小声でものを言うさま。「いつもブツブツ（と）ひとりごとを言う」 

     6[名]表面にたくさん出た粒状の物。「背中にブツブツができた」 

     2 不平・不満や小言をいうさま。「陰でブツブツ（と）愚痴ばかり言っている」 

ブラブラ 3 あてもなくノンビリ歩きまわるさま。「近所をブラブラ（と）散歩する」 

     1 ぶら下がって揺れ動くさま。「両手をブラブラ（と）させる」 

     2 なすこともなく毎日を暮らすさま。「就職もしないでブラブラ（と）している」 

フラフラ 2 からだに力がはいらないさま。意識がハッキリしないさま。「熱でフラフラする」 

     5［形動］2 と同じ。「猛練習でフラフラになる」 

フワフワ 3 柔らかくふくらんでいるさま。「フワフワ（と）したソファーに座る」 
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     2 心が落ち着かないで、うわついているさま。「気持ちがフワフワ（と）している」 

     4［形動］3 に同じ。「フワフワな羽毛布団」 

ペコペコ 3［形動］ひどく空腹なさま。「腹がペコペコだ」 

     2 頭をしきりに下げるさま。また、へつらうさま。「ペコペコしながら言い訳をする」 

ベタベタ 1 物が粘りつくさま。「汗でシャツがベタベタ（と）くっつく」 

     2 機嫌をとったり、甘えてまといついたりするさま。「人前で男女がベタベタ（と）する」 

ヘラヘラ 1 だらしなくあいまいに笑うさま。「ヘラヘラ（と）笑っている場合ではない」 

     2 軽々しくよくしゃべるさま。「ヘラヘラ（と）お追従を言う」 

ペラペラ 2 外国語をよどみなく自由に話すさま。「英語でペラペラ（と）答える」 

     1 軽々しくよくしゃべるさま。「人の秘密をペラペラ（と）話してしまう」 

     4 紙や布が薄くて弱いさま。「こんなペラペラした紙では困る」 

     5［形動］2 に同じ。「彼は英語のほかにスペイン語もペラペラだ」 

ベラベラ 1 立て続けに勢いよくしゃべるさま。「ベラベラ（と）まくしたてる」 

ホクホク 2 焼いたりふかしたりした栗・芋などの、あたたかくて、やわらかいさま。「ホクホクした焼き芋」 

     1うれしさを隠しきれないさま。「商売繁盛でホクホクしている」 

ボサボサ 1髪などの乱れているさま。「ボサボサ（と）した頭を整える」 

     3［形動］1 に同じ。「ボサボサな頭」 

ボソボソ 1 低く小さい声で話すさま。「ボソボソ（と）つぶやく」 

     2 食物の水分がぬけて食べにくい様。「ボソボソ（と）した冷や飯」 

ポツポツ 3 少しずつ雨が降りはじめるさま。「雨がポツポツ（と）降ってきた」 

     4［名］点々とあるもの。「葉っぱに白いポツポツがある」 

ボツボツ 2 物事が徐々に進行するさま。また、ユックリと物事にとりかかるさま。「ボツボツ（と）帰ろう」 

「ボツボツ（と）人が集まってくる」 

     4散在している点や穴。「からだ中にボツボツができる」 

ボチボチ 1 ユックリ物事にとりかかるさま。また、ある事態に近づくさま。「ボチボチ出かけよう」 

ボロボロ 7 心身とも疲れきっているさま。「身も心もボロボロだ」 

     5 ひどくいたんでいるさま。「ボロボロな本」 

     1 粒状の物がこぼれ落ちるさま。「飯粒をボロボロ（と）こぼす」 

ポンポン 1 続けざまに物を軽くたたく音や、そのさまを表す語。「つづみをポンポン（と）鳴らす」 

     4 勢いよく続けざまに、または遠慮なくものを言うさま。「批判の言葉がポンポン（と）出る」 

マザマザ 1 まるで目の前にあるかのようにハッキリとしているさま。「あのときの事がマザマザとまぶたに浮かぶ」 

     2 ある事を確かな事実として、身にしみて感じるさま。「自分の力不足をマザマザ（と）思い知らされる」 

マジマジ 1 目を離さないで 1心に見つめるさま。「我が子の寝顔をマジマジと見つめる」 

ムクムク 1 雲・煙・泡などが重なり合ってわき出るさま。「黒雲がムクムク（と）出てくる」 

     2 感情や考えが急に起こるさま。「好奇心がムクムク（と）頭をもたげる」 

モコモコ 1衣類などが厚くふくらんださま。「モコモコ（と）したどてらを着込む」 

     4［名］柔らかくて弾力のあるふくらみが連続しているもの。「襟にモコモコがついたコート」 

ワイワイ 2 やかましく騒ぎたてる声や、そのさまを表す語。「ワイワイ騒がしい」 

     3うるさく言い立てるさま。また、その声を表わす語。「ワイワイ言って催促する」 

ワンワン 1 犬の鳴く声を表す語。「ワンワン（と）ほえる」 

     2 大声をあげて泣くさま。「大の男がワンワン（と）泣く」 

     4［名］犬をいう幼児語。 

 

 

表 7-20 ABAB 型オノマトペとその意味〔2つ以下の意味を持つオノマトペ〕 
ウキウキ 1 楽しさで心がはずむさま。うれしさのあまり落ち着いていられないさま。「ウキウキと遠足に出かける」 

ウトウト 1 眠けを催して浅い眠りに落ちるさま。「仕事中についウトウトしてしまった」 

ウハウハ 1 喜ばしい出来事があり、思わず笑ってしまうようす。笑いたくなるほど満足しているようす。「株価が急激 

      に上がってウハウハする」 

     2非常に喜んで高揚しているようす。十分に満足しているようす。「オークションで高値で落札されウハウハ 

      だ」 

ウヨウヨ 1 小さい生き物が多数集まってうごめいているさま。「毛虫がウヨウヨいる」 

ウロウロ 1あてもなくあちこち歩き回るさま。「道に迷ってウロウロする」 

     2 どうしたらよいかわからずに困りはてているさま。「突然の訃報に接してウロウロ（と）するばかりだ」 

イソイソ 1 心が浮き立ち、喜び勇むさま。うれしいことなどがあって、動作がはずむさま。「イソイソ（と）出かける」 

オドオド 1 緊張・不安や恐怖心で落ち着かないさま。「人前ではいつもオドオドしている」 

カタカタ 1 堅いものが触れ合うときに発する軽い感じの音を表す語。「戸がカタカタ（と）鳴る」 

ガヤガヤ 1 大ぜいが勝手にうるさく話し合うさま。「教室の中がガヤガヤ（と）している」 

ガンガン 1 音や声が大きく響くさま。やかましく聞こえるさま。「ドラム缶をガンガン（と）たたく」 

     2 頭の中で大きな音が響くように、ひどく痛むさま。「二日酔いで頭がガンガンする」 

     3 勢いが盛んで激しいさま。「ストーブをガンガン燃やす」 
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キビキビ 1 人の動作や話し方などが生き生きとして気持ちのよいさま。「キビキビ（と）した応対ぶり」 

キャアキャア  1 驚いたりこわがったり、また興奮して騒いだりする甲高い声を表す語。「人気歌手の登場にキャアキャ 

        ア（と）騒ぐ」 

ギャアギャア 1うるさく泣きわめく声を表す語。「火がついたようにギャアギャア（と）泣く」 

       2 不平不満などをうるさく言いたてるさま。「ギャアギャア（と）文句を言う」 

キョロキョロ 1 落ち着きなく、絶えずあたりを見まわすさま。「物珍しげにキョロキョロ（と）まわりを見る」 

キラキラ 1 光り輝いているさま。「星がキラキラ（と）輝く」「キラキラしたひとみ」 

ギラギラ 1 強烈にまた、どぎつく光り輝くさま。「真夏の太陽がギラギラ（と）照りつける」 

ギリギリ 1 物が強く擦れ合う音やそのさまを表す語。「歯をギリギリ（と）食いしばる」 

     2 強く力を入れるさま。また、強く巻きつけるさま。「ひもでギリギリ（と）縛る」 

クスクス 1 しのんで笑う声。また、そのようすを表す語。「下を向いてクスクス（と）笑う」 

クドクド 1しつこく繰り返して言うさま。「クドクド（と）小言を言う」 

     2 思い切りが悪いさま。 

クネクネ 1幾度も曲がって続くさま。「クネクネ（と）した細い道」 

     2 からだを柔らかく曲げるさま。また、しなを作るさま。「腰をクネクネ（と）させて踊る」 

グルグル 1 物が続いて回るさま。「グルグル（と）腕を回す」 

2 物をいく重にも巻きつけるさま。「縄をグルグル（と）巻きつける」ゴシゴシ 1物を強くこする音、また、 

      そのさまを表す語。「力を入れてゴシゴシ（と）洗う」 

グングン 1物事が勢いよく進行するさま。「病気がグングン（と）よくなる」 

     2 力強く物事をするさま。「ロープをグングン引っぱる」 

コソコソ  1 人目につかないように物事をするさま。「コソコソ（と）出ていく」 

ゴチャゴチャ 1 いろいろな物が秩序なく入りまジッて、雑然としているさま。「注釈をゴチャゴチャ（と）書き込む」 

       「ゴチャゴチャした話」 

       2［形動］1に同じ。「あれとこれとをゴチャゴチャに考えている」 

コツコツ 1 かたい物が触れ合うときの音、また、そのさまを表す語。「靴音がコツコツ（と）響く」 

ゴワゴワ 1紙や布などが、かたくこわばっていてしなやかでないさま。また、こわばった布や紙が擦れ合う音を表す語。 

「洗いたてのゴワゴワ（と）したジーンズ」                     

     2［形動］1 に同じ。「のりの利いたゴワゴワな（の）浴衣」 

ザワザワ 1大ぜい集まった人々の話し声などが醸し出す、騒がしい音を表す語。また、そういう人々の、騒がしく落ち 

      着かないさま。「ザワザワ（と）した会場」 

     2 木の葉などが触れ合う音を表す語。「木々がザワザワ（と）音をたてる」 

シクシク 1 声をひそめて弱々しく泣くさま。「子供がシクシク（と）泣く」 

     2 それほど激しくはないが、絶えず痛むさま。「腹がシクシクする」 

シャカシャカ 1 振る動作を表す表現。袋に粉末を入れて満遍なくまぶす場合などに用いる。 

       2 かすかな音がしきりに鳴るさまを表す表現。イヤホンからもれる音やナイロン製衣服のこすれる音など    

        を表す際に用いる。「容器にフライドポテトと塩を入れ、ふたをしてシャカシャカする」 

ジロジロ 1 無遠慮に目を向けるさま。「そんなにジロジロ（と）人の顔を見るな」 

ジワジワ 1物事がユックリと確実に進行するさま。「借金がジワジワ（と）増える」 

     2 液体が少しずつしみ込むさま。また、にじみ出るさま。「汗がジワジワ（と）にじみ出る」 

ズカズカ 1 遠慮なく乱暴に入ったり近寄ったりするさま。「ズカズカ（と）上がり込む」「他人の心にズカズカ（と）入

り込む」 

ズバズバ 1核心に触れた事をためらわずに言うさま。「相手かまわずズバズバ（と）言う」 

     2 思い切りよく、続けてするさま。「速球をズバズバ（と）投げ込む」 

スベスベ 1物の表面の手ざわりがなめらかでざらつきのないさま。「スベスベ（と）した肌」           

     2［形動］1 に同じ。「磨きこまれたスベスベな廊下」 

スヤスヤ 1 静かによく眠っているさま。また、そのときの寝息の音を表す語。「子供がスヤスヤ（と）眠る」 

スラスラ 1 物事が滞りなくなめらかに進行するさま。「そらでスヤスヤ（と）言う」 

スルスル 1滑るようになめらかに動くさま。また、ある動作が、静かに滞りなく進行するさま。「スルスル（と）音も 

      なく障子が開く」 

     2 草木が勢いよく生長するさま。 

ゼエゼエ 1 息遣いが激しいさま。また、苦しげに呼吸する音を表す語。「のどがゼエゼエ（と）鳴る」 

セカセカ 1動作や言葉などがせわしくて落ち着きのないさま。「セカセカ（と）動き回る」 

     2 せせこましいさま。 

ソロソロ 1動作が静かにユックリと行われるさま。「ソロソロ（と）歩く」 

     2 ある時期・状態になりつつあるさま。「話がソロソロ佳境にはいってきた」 

ゾロゾロ 1多くの人や動物などが引き続いて動くさま。「取り巻きがゾロゾロ（と）ついて歩く」 

2 長いものを引きずるさま。「着物のすそをゾロゾロ（と）引きずる」 

ソワソワ 1 気持ちや態度が落ち着かないさま。「発表待ちで朝からソワソワする」 

タジタジ 1 困難に直面したり、相手の力に圧倒されたりしてひるむさま。「鋭い質問にタジタジとなる」 

     2 足もとがおぼつかないさま。 

タラタラ 1液体が少しずつ続けざまにしたたり落ちるさま。「タラタラ（と）汗を流す」             

     2 好ましくない文句をたくさん並べたてて言うさま。「タラタラ（と）おせじを言う」 

http://www.weblio.jp/content/%E5%8B%95%E4%BD%9C
http://www.weblio.jp/content/%E8%A1%A8%E7%8F%BE
http://www.weblio.jp/content/%E7%B2%89%E6%9C%AB
http://www.weblio.jp/content/%E6%BA%80%E9%81%8D%E3%81%AA%E3%81%8F
http://www.weblio.jp/content/%E5%A0%B4%E5%90%88
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%8B%E3%81%99%E3%81%8B%E3%81%AA
http://www.weblio.jp/content/%E8%A1%A8%E7%8F%BE
http://www.weblio.jp/content/%E3%82%A4%E3%83%A4%E3%83%9B%E3%83%B3
http://www.weblio.jp/content/%E3%83%8A%E3%82%A4%E3%83%AD%E3%83%B3
http://www.weblio.jp/content/%E8%A1%A3%E6%9C%8D
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%93%E3%81%99%E3%82%8C%E3%82%8B
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チカチカ 1 強い光線などに刺激されて、目が痛むような感じがするさま。「対向車のライトで目がチカチカ（と）する」 

     2 周囲が暗い中で、光が点滅するさま。「町の灯がチカチカ（と）またたく」 

チャプチャプ 1 物を液体に浸す音を表した表現。「さざ波が岸辺にチャプチャプと寄せていた」 

ツヤツヤ 1 光沢があって美しいさま。「ツヤツヤ（と）した肌」 

テクテク 1 乗り物にも乗らずひたすら歩いて行くさま。「学校までテクテク（と）歩いてかよう」 

ドキドキ 1 激しい運動、または不安・恐怖・驚きなどで心臓の動悸(どうき)が速くなるさま。「階段を上るだけでドキド

キする」「面接を控えて胸がドキドキする」 

ドロドロ 1遠くの方で鳴りわたる雷や大砲などの音を表す語。「遠くでドロドロ（と）雷鳴がとどろく」 

     2 大勢の人が一度に騒がしく移動するさま。 

トントン 1物を続けざまに軽くたたく音を表す語。「ドアをトントン（と）ノックする」             

     2 物事がとどこおることなく進むさま。「縁談がトントン（と）まとまる」 

ドンドン 1 物を続けざまに強く打ったり大きく鳴らしたりする音を表す語。「扉を乱暴にドンドン（と）たたく」 

     2 物事が勢いよく進行するさま。また、物事をためらわないでするさま。「仕事がドンドンはかどる」 

ニコニコ 1 楽しそうにほほえみを浮かべるさま。「ニコニコ（と）笑う」 

ニタニタ 1 薄気味悪く笑う表情をするさま。「ニタニタ（と）笑う」「人前でニタニタする」 

ニヤニヤ 1 声を出さないで薄笑いを浮かべるさま。「子供の話となると急にニヤニヤ（と）しはじめる」 

ネチネチ 1ネバネバしているさま。不快に粘つくさま。「アスファルトがとけてネチネチする」 

     2 性質や話しぶりがしつこいさま。くどくてサッパリしないさま。「ネチネチ（と）愚痴をこぼす」 

ノリノリ 1 調子がよくて気分が高揚していること。乗りがよくて、リズミカルであること。また、そのさま。「ノリノリ 

     な曲で踊る」「ノリノリムードで 1気に勝ち進む」 

ノロノロ 1 動きがにぶく、ユックリしているさま。「作業がノロノロ（と）してはかどらない」 

パサパサ 1 水分がなくなり乾いているさま。うるおいのないさま。「パサパサ（と）した髪の毛」          

     2［形動］1 に同じ。「パサパサな夏ミカン」 

パタパタ 1物を続けざまに軽くたたいたり、物と物とを軽く打ち合わせたりする音や、そのさまを表す語。「パタパタ（と）

ほこりを払う」「スリッパをパタパタさせて歩く」 

バラバラ 1大勢の人がまとまりなく動くさま。「事故現場に近所からバラバラ（と）人が集まる」 

2［形動］1つにまとまらないで、分散しているさま。また、それぞれに違っているさま。「機械をバラバラ

にしてしまう」「バラバラな意見」 

バンバン  1 手のひらなどで物を勢いよく打つ音を表す語。「机をバンバン（と）たたいて熱弁する」 

     2 物事が勢いよく進行するさま。「仕事をバンバン片づける」 

ビクビク 1絶えず恐れや不安を感じて落ち着かないでいるさま。「いつもビクビク（と）している」 

     2 身体の一部が細かく震え動くさま。「手がビクビク（と）震える」 

ピシピシ 1むちなどで続けて打ったり、細い枝が続けて折れたりするときの音を表す語。「枯れ枝に火がついてピシピ 

      シ（と）はぜる」 

     2 鋭い調子で、遠慮なく物事をするさま。「要所をピシピシと押さえる」 

ビシビシ 1棒などで続けて強く打つ音や、枝などの続けて折れる音を表す語。「竹刀でビシビシ打たれる」 

     2 遠慮や手加減をせず、きびしく行うさま。「金をビシビシ（と）取りたてる」 

ヒヤヒヤ 1 肌につめたく感じるさま。「ヒヤヒヤ（と）した夜風」 

     2 心配し、恐れるさま。「いつ見つかるかとヒヤヒヤした」 

ピョンピョン 1 身軽に繰り返し飛び跳ねるさま。「ウサギがピョンピョン（と）跳ねる」 

ヒリヒリ 1皮膚や粘膜に、軽くしびれるような痛みを感じるさま。また、辛味が強く舌などが軽くしびれるさま。「日 

      に焼けて背中がヒリヒリ（と）する」 

     2 細長いものなどが、小刻みに震えるさま。 

ビンビン 1音が耳ざわりなほどに大きく響くさま。「ステレオの低音がビンビン（と）響く」 

     2 心に強く響くさま。「相手の思いがビンビン（と）伝わる」 

ブヨブヨ 1 水気を含んでしまりがなくふくらんでいるさま。また、そのように太っているさま。「熟しすぎて、ブヨブ 

      ヨ（と）した柿」                                         

     2［形動］１に同じ。「ブヨブヨなからだ」 

プリプリ 1腹を立てて機嫌の悪いさま。「母は 1人でプリプリしている」 

     2 押すとふるえるほど弾力があるさま。「プリプリした赤ん坊のほっぺた」 

ブリブリ 1 怒って不機嫌なさま。「朝からブリブリ怒っている」 

ブルブル 1小刻みに震動するさま。また、寒さや恐怖などのために震えるさま。「風で水面がブルブル（と）揺れる」「怒

りにからだをブルブル（と）させる」 

ポカポカ 1暖かく感じるさま。暖かくて気持ちのよいさま。「ポカポカ（と）した日だまり」 

     2 頭などを続けざまにたたく音や、そのさまを表す語。「ポカポカ（と）なぐられる」 

ポタポタ 1 しずくが次々に落ちる音や、そのさまを表す語。「ポタポタ（と）汗がしたたる」 

ポトポト 1 液体が続けざまに落ちる音や、そのさまを表す語。「汗をポトポト（と）たらす」 

マゴマゴ 1 まごつくさま。うろたえるさま。「道がわからずマゴマゴ（と）した」 

ミスミス 1 見ていながら、また事情がわかっていながら、それにふさわしい対応をしないさま。また、条件に恵まれな

がら、何もできずに終わってしまうさま。むざむざと。「宝の山に入りながらミスミス手ぶらで帰るとは」 

ムカムカ 1心の奥底から怒りがこみ上げてくるさま。「勝手な言い分に、ついムカムカ（と）してくる」 

     2 吐き気がして気持ちの悪いさま。「船酔いで胸がムカムカ（と）する」 

http://www.weblio.jp/content/%E6%B6%B2%E4%BD%93
http://www.weblio.jp/content/%E8%A1%A8%E7%8F%BE
http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%8D%E6%A9%9F%E5%AB%8C
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ムシャムシャ  1 勢い込んで食べるさま。また、無作法に食べるさま。「手づかみでムシャムシャ（と）食 べる」 

      2 毛などが乱れもつれているさま。もしゃもしゃ。「白い髯をムシャムシャと生やして」〈漱石・草枕〉 

ムシムシ 1風がなくて湿度が高く、蒸し暑いさま。「ムシムシ（と）して寝苦しい」 

メキメキ 1目に見えて、進歩・発展するさま。「メキメキ（と）腕をあげる」 

     2 物がこわれたり、きしんだりする音を表す語。「床がメキメキ（と）鳴る」 

メチャメチャ  1 まったく筋道が通らないこと。度外れなこと。また、そのさま。「言うことなすことメチャメチャだ」 

       2 どうにもならないほどにこわれたり、混乱したりすること。また、そのさま。「ガラスがメチャメチャ 

        に割れる」 

ヤスヤス 1簡単に事を行うさま。また、容易に事態が進展するさま。たやすく。「ヤスヤスと事が運ぶ」 

ユラユラ 1 物がユックリと大きく、繰り返し揺れ動くさま。「波にユラユラ（と）揺れる船」 

     2 ユッタリと。ユックリと。 

ヨチヨチ 1 幼児などが頼りない足どりで歩くさま。「ひよこがヨチヨチ（と）親鳥を追う」 

ヨレヨレ 1衣類や紙などが古くなって張りがなくなり、形がくずれたりしわが寄ったりしているさま。「ヨレヨレなズ 

      ボン」 

     2 疲れ切って元気がないさま。「徹夜続きでヨレヨレだ」 

ヨロヨロ 1 足もとがシッカリせず倒れそうなさま。よろめくさま。「一撃をくらってヨロヨロ（と）した」 

ワアワア 1大声をあげて泣くさま。また、その声を表す語。ワンワン。「ワアワア（と）泣く」 

     2 やかましく騒ぎたてる声や、そのさまを表す語。ワイワイ。「ワアワア（と）はやしたてる」 

ワクワク 1 期待または心配などで、心が落ち着かず胸が騒ぐ様。「胸をワクワク（と）させて包みを解く」 

ワサワサ 1ザワザワして落ち着かないさま。「人の出入りが多く、あたりがワサワサしている」 

     2 いかにもうれしそうで、生き生きとして見えるさま。 

 

7.4.3.2.2 Aッ Bリ型オノマトペの常用的な意味 

 Aッ Bリ型 54語のうち、3つ以上の意味を持つ 17語の常用的な意味を表 7-21に示す。2

つ以下の意味を持つ 37語の意味を表 7-22に示す。 

   

表 7-21 Aッ Bリ型の常用的な意味〔3つ以上の意味を持つオノマトペ〕 
ガッチリ 1 引き締まっていて丈夫そうなさま。頑丈なさま。「ガッチリ（と）したからだつき」 

     2 すきまなく組み合うさま。「ガッチリ（と）手を握る」 

キッチリ 3 物事を確実に行うさま。「毎日キッチリ（と）予習をする」 

1 すきまやずれがないさま。「ふたをキッチリ（と）閉める」 

グッスリ 1 深く眠っているさま。熟睡するさま。「グッスリ（と）眠っている」 

ザックリ 3 大ザッぱなさま。全体を大きくとらえるさま。「要旨をザックリととらえる」 

     1 力を込めて 1気に切ったり割ったりするさま。大きく切れ目を入れるさま。「キャベツをザックリ（と）切 

る」 

サッパリ 1 不快感やわだかまりなどが消えて気持ちのよいさま。「入浴してサッパリ（と）する」 

     2 いやみのないさま。また、しつこくないさま。「サッパリ（と）した味」 

スッカリ 2 完全にある状態になっているさま。「からだはもうスッカリよい」 

     1 残るもののないさま。「金庫の金がスッカリなくなる」 

スッキリ 1 わだかまりがなく、気持ちのよいさま。また、よけいなものがないさま。「スッキリ（と）した文章」 

     2 服装・姿勢などが洗練されていて、人に好感を与えるさま。「和服をスッキリ（と）着こなす」 

ズッシリ 1 きわめて重いさま。また、重そうなさま。「ズッシリ（と）した銅像」 

     2 重厚で威厳のあるさま。「ズッシリ（と）構える」 

スッポリ 1 全体を余すところなくおおうさま。「頭からスッポリ（と）布団をかぶる」 

     2 物がうまくはまりこむさま。また、はまっている物が抜けてしまうさま。「指がビール瓶の口にスッポリ 

     （と）はまる」 

シッカリ 2 考えや人柄などが堅実で信用できるさま。「シッカリ（と）した意見の持ち主」 

1 物事の基礎や構成が堅固で安定しているさま。「ロープをシッカリ（と）結ぶ」 

タップリ 1〔形動〕満ちあふれるほど十分にあるさま。「タップリな水で麺(めん)をゆでる」 

     3〔副〕1に同じ。「コップにタップリ（と）牛乳を注ぐ」 

ハッキリ 2 事の成り行き、人の言動などが確かなさま。「嫌なら嫌だとハッキリ（と）言ってくれ」 

     1 物事の輪郭などが、きわめて明瞭であるさま。「富士山の姿がハッキリ（と）見える」 

バッタリ 2 思いがけなく人に出会うさま。「旧友とバッタリ（と）顔を合わせる」 

     1 勢いよく倒れたり落ちたりするさま。「疲れきってバッタリ（と）倒れる」 

ピッタリ 3 少しの狂いもなく適合するさま。また、よく合って、いかにもふさわしいさま。「ピッタリ（と）8時に着 

      く」 

     4［形動］3 に同じ。「足にピッタリな靴」 

     1 すきまなく密着しているさま。「窓をピッタリ（と）閉める」 

ベッタリ 1 ねばり気のある物がつくさま。「ペンキがベッタリ（と）手につく」 

http://dictionary.goo.ne.jp/jn/164327/meaning/m0u/
http://dictionary.goo.ne.jp/jn/61125/meaning/m0u/
http://dictionary.goo.ne.jp/jn/215186/meaning/m0u/%E3%82%80%E3%81%97%E3%82%80%E3%81%97/
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     2 スッカリたよりきるさま。「母親にベッタリ（と）まつわりつく」 

ポッカリ 1 口・目・穴などが大きくあいているさま。「ほら穴がポッカリ（と）口をあけている」 

     4 軽く浮かんでいるさま。「空に雲がポッカリ（と）浮かぶ」 

ユックリ 1 動作が遅いさま。「ユックリ（と）腰を上げる」 

     3 気持ちにゆとりのあるさま。「風呂に入ってユックリする」 

 

表 7-22 Aッ B リ型オノマトペとその意味〔2つ以下の意味を持つオノマトペ〕 
アッサリ 1 人の性質や事物の状態などがしつこくないさま。複雑でないさま。「アッサリ（と）した味つけ」 

     2 時間や手間をかけずに物事が行われるさま。「アッサリ（と）犯行を認めた」 

ウッカリ 1 ボンヤリして注意が行き届かないさま。「ウッカリ（と）秘密をしゃべる」               

     2 心をひかれて他に注意の向かないさま。 

ウットリ 1 美しいものなどに心を奪われて、ボウッとしているさま。また、気抜けしたさま。「音楽にウットリと聞き 

      ほれる」 

オットリ 1 人柄・しぐさなどが、落ち着いていてコセコセとしないさま。おおようなさま。「オットリ（と）構える」 

     2 日ざしなどが、暖かく穏やかに感じられるさま。 

ガッカリ 1 望みがなくなったり、当てが外れたりして、気力をなくすさま。「遠足が中止になってガッカリする」 

     2 ひどく疲労するさま。 

ガッシリ 1物の構造や体格がシッカリしていて、力強く、また、簡単には壊れそうにないさま。「ガッシリ（と）作られ  

      た戸棚」「ガッシリ（と）した体格」 

カッチリ 1 物の組み合わせなどに少しの狂いもなく、キチンと合うさま。「計画をカッチリ（と）立てておく」 

     2 堅く引き締まったさま。「カッチリした身体」 

キッカリ 1 時間・数量などが正確で過不足のないさま。「キッカリ約束の時間に来る」 

     2 きわだって、ハッキリしているさま。 

ギッシリ 1 すきまなく詰まっているさま。「箱にギッシリ（と）詰める」 

キッパリ 1 態度をハッキリと決めるさま。「キッパリ（と）あきらめる」 

クッキリ 1 物の姿や形が非常にハッキリとしているさま。「クッキリ（と）した画像」 

グッタリ 1 疲れたり弱ったりして、力が抜けたさま。「グッタリ（と）横たわる」 

コッソリ 1 人に知られないように、ひそかに物事をするさま。「裏口からコッソリ（と）忍び込む」 

コッテリ 1 味や色などが濃くて、しつこいさま。「コッテリ（と）した料理」 

     2 程度のはなはだしいさま。「父からコッテリ（と）油を絞られる」 

ジックリ 1 落ち着いて、また、念入りに物事をするさま。「腰を据えて、ジックリ（と）話し合う」 

シックリ 1 物と物、人の心と心などが調和して、安定しているさま。「着物にシックリ（と）合った髪形」 

     2 強く、鋭く刺激を与えるさま。 

シットリ 2 静かに落ち着いて、好ましい趣のあるさま。「シットリ（と）した感じの女性」 

1 軽く湿りけが行き渡っているさま。「シットリ（と）ぬれた若草」                   

ソックリ 1［形動］非常によく似ているさま。「父親にソックリな顔」 

     2 欠けることのないさま。そのまま。残らず。全部。「昔の建物がソックリ残る」 

チョッピリ 1 分量や程度がわずかであるさま。ほんのすこし。「チョッピリ酒を飲む」 

ドッサリ 1 数量の多いさま。たくさん。「お菓子がドッサリ（と）ある」 

     2 重い物が落ちる音を表す語。「荷物が棚からドッサリ（と）落ちた」 

ドッシリ 1 いかにも重みのあるさま。「ドッシリ（と）重い袋」 

     2 落ち着きがあって重々しいさま。「ドッシリ（と）した態度」 

ドップリ 1 十分に液体をふくませる様。また、湯などによくつかるさま。「墨をドップリ（と）つける」 

     2 ある環境にスッカリはまっているさま。「悪の道にドップリ（と）つかる」 

ニッコリ 1 ほほえむさま。ちょっと笑うさま。「愛想よくニッコリ（と）笑う」 

ネットリ 1 トロリとしてねばりけのある様。また、ネバネバするさま。「ネットリ（と）した舌ざわり」 

ノッペリ 1 平らで変化のないさま。「起伏の少ないノッペリ（と）した丘」 

     2 顔が整ってはいるが、平板で締まりがないさま。「生白いノッペリ（と）した顔」 

パッチリ 1 物を閉じたり割ったりする音や、そのさまを表す語。 

     2 目を大きく見開く様。また、目もとのハッキリしている様。「目のパッチリ（と）した女の子」 

バッチリ 1 すきがなく、完璧であるさま。準備などが十分である様。「スーツでバッチリ（と）きめる」 

ビックリ 1（「吃驚」「喫驚」とも当てて書く）突然のことや意外なことに一瞬おどろくさま。「急に肩をたたかれてビ 

      ックリする」 

     2 わずかに動くさま。びくり。多く、否定の語を伴って用いる。 

ビッシリ 1多くのものがすきまなく並んで、いっぱいに詰まっているさま。「ノートにビッシリ（と）書き込む」 

     2 気を抜くことなく十分に行うさま。「1週間ビッシリ（と）働く」 

ヒッソリ 1 物音や人声がせず静かなさま。「ヒッソリ（と）静まりかえった境内」                

     2 静かに、目立たぬようにするさま。「ヒッソリ（と）余生を送る」 

ピッチリ 1 すき間がなく密着しているさま。「ピッチリ（と）したズボン」 

ポッキリ 1 堅い物などが不意に折れる音や、そのさまを表す語。「鉛筆の芯(しん)がポッキリ（と）折れる」 

     2［接尾］数量を表す語に付いて、ちょうどそれだけと限定する意を表す。「1〇〇〇円ポッキリしかない」 
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ホッソリ 1 細くてスラリとしているさま。「ホッソリ（と）した手足」 

ポッテリ 1 ふっくらと肥えていて愛らしいさま。 

     2 厚くふくらんでいるさま。「ポッテリ（と）した唇」 

ミッチリ 1 少しも手を抜かず十分に行うさま。「ミッチリ（と）腕をみがく」 

ムッツリ 1 口数が少なく、愛想のないさま。「始終ムッツリ（と）している」 

     2［名］口数が少なく、愛想のないこと。また、その人。「あんなムッツリは見たことがない」 

ユッタリ 1 ゆるやかでゆとりのあるさま。「ユッタリ（と）編んだセーター」 

2 落ち着いてノンビリしているさま。「ユッタリ（と）くつろぐ」 

 

7.4.3.2.3 ABリ型オノマトペの常用的な意味 

ABリ型の 16語は 3つ以上の意味を持つ 4語の常用的な意味を表 7-23に示しており、2つ

以下の意味を持つ 12 語の意味を表 7-24に示す。 
 

表 7-23 ABリ型オノマトペの常用的な意味〔3つ以上の意味を持つオノマトペ〕 
ガラリ 3 事態が急激に、スッカリ変わるさま。「人柄がガラリと変わる」 

   1 引き戸などを勢いよく開ける音を表す語。「ガラス戸をガラリと開ける」 

スラリ 3ホッソリと形よく伸びているさま。「スラリと伸びた手足」 

ツルリ 1 なめらかで凹凸のないさま。「ツルリとした肌」 

    2 よくすべるさま。「ツルリと滑って転ぶ」 

ポツリ 1 雨やしずくが 1つ落ちるさま。「雨粒がポツリと顔に当たる」 

    4 一言だけつぶやくように言うさま。「ポツリと感想をもらす」 

   

表 7-24 ABリ型オノマトペとその意味〔2つ以下の意味を持つオノマトペ〕 
サラリ 1 湿り気や粘り気がなく、さわやかなさま。「サラリとした布地」 

    2 物事にこだわらず、思いきりのよいさま。また、性格が淡白であるさま。「サラリと水に流す」「サ 

     ラリとした性格」    

ズバリ 2 物事の核心を正確に、または単刀直入に指摘する様。「相手の考えをズバリ（と）言い当てる」 

1 刀などで勢いよく切るさま。「魚の頭をズバリ（と）切り落とす」 

ズラリ 1 人や物がたくさん並び連なっているさま。「各界の名士がズラリ（と）顔をそろえた」 

スルリ 1 動きが、滑るようになめらかなさま。「戸がスルリと開く」「警戒網をスルリとくぐり抜ける」 

チラリ 1 瞬間的に見たり見えたりするさま。「チラリと流し目をする」「チラリと顔を見せただけ」 

    2 わずかに聞こえたり聞いたりするさま。「チラリと耳にした話」 

ドキリ 1 不意の出来事に驚き恐れて、激しく動悸(どうき)をうつさま。「一瞬ドキリとする」 

トロリ 1 ものが溶けてやわらかくなるさま。また、液体にやや粘り気があって、滑らかなさま。「舌の上でトロリと溶

ける」「汁がトロリとなるまで煮つめる」 

    2 眠けをもよおすさま。少しまどろむさま。また、ウットリとするさま。「暖かくてついトロリとする」「酔っ

て目をトロリとさせる」 

パクリ 1 口を大きくあけるさま。大きな口をあけて物を食べるさま。「鯉がえさをパクリと飲み込む」 

    2 割れ目や傷口などが大きくあくさま。「傷口がパクリとあく」 

ピシャリ 1 戸・障子などを勢いよく閉めきる音を表す語。「ふすまをピシャリと閉める」             

ブラリ 2 前ぶれも目的もなく、気軽に出かけたり、やって来たりするさま。「ブラリと立ち寄る」 

    1 物が垂れ下がっているさま。「手拭いをブラリと腰に下げる」 

フワリ 1柔らかくふくらんださま。「フワリと仕上がったパン」 

    2 軽く浮きただよっているさま。また、軽々と飛ぶさま。「フワリと飛び上がる」 

ペロリ 1 瞬間的に大きく舌を出す様。人をからかうときや照れ隠しのしぐさにいう。「ペロリ舌を出す」 

   2 舌をちょっと出して口のまわりなどをなめるさま。「ペロリ唇をなめる癖がある」 

 

7.4.3.2.4 ABッ型オノマトペの常用的な意味 

ABッ型 25語のうち、3つ以上の意味を持つ 7語の常用的な意味を表 7-25に示し、2つ以

下の意味を持つ 18語の意味を表 7-26に示す。 

 

表 7-25 ABッ型オノマトペの常用的な意味〔3つ以上の意味を持つオノマトペ〕 
ガラッ 1 引き戸などを勢いよく開ける音を表す語。「ガラッと戸を開ける」 

コロッ 2 態度や状態などが、急にスッカリ変わってしまうさま。「言うことがコロッと変わる」 

    3 アッサリと勝負に負けたり、簡単に死んでしまったりするさま。「横綱がコロッと負けた」 
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サクッ 2 野菜などを刻んだり歯でかんだりしたときの軽快な音を表す語。また、そのさま。「キャベツをサクッと切る」 

    3 手際よく行うさま。軽快なさま。「仕事をサクッと片づけて遊びに出かける」 

スウッ 1 滞ることなく、滑らかに動作や変化が進むさま。「間をスウッとすり抜ける」 

    3 わだかまりや、つかえがなくなって、気持ちが平静になっていくさま。「言うだけ言ったらスウッとした」 

ピリッ 1 瞬間的に強い刺激を受けてしびれを感じるさま。「指先にピリッと痛みが走る」 

    3 言動や態度が引き締まった感じを与えるさま。「彼はピリッとしたところに欠ける」 

フワッ 1 柔らかでふくらんでいるさま。「髪の毛をフワッと仕上げる」 

    3 軽い物を、ソッと何かの上に覆うさま。「寝た子の上に布団をフワッとかける」 

ボウッ 2 意識が正常でなく、ボンヤリしているさま。「ボウッとしていて大事なことを忘れた」 

    1 物がぼやけて見えるさま。「島影がボウッとかすんで見える」 

 

表 7-26 ABッ型オノマトペとその意味〔2つ以下の意味を持つオノマトペ〕 
カチッ 1 堅くて小さい物が打ち当たったときに出る音を表す語。「かぎがカチッとかかる」 

    2 ゆるみがなくシッカリとしているさま。ひきしまっているさま。「カチッとした内容」 

キリッ 1 キチンとしてゆるみのないさま。「キリッとした顔つき」 

    2 人や物がたくさん並び連なっているさま。「著名人がキリッと名を連ねる」 

クスッ 1 我慢や遠慮をしていた笑いが，思わずもれるさま。 「2人は顔を見合わせるとクスッと笑った」 

グラッ 1 大きなものが急に揺れたり、動いたりするさま。「機体がグラッと傾く」 

サラッ 1 湿り気や粘り気がなく、さわやかなさま。「サラッとした手触り」 

    2 物事にこだわらず、思いきりのよいさま。また、性格が淡白であるさま。「失敗をサラッと忘れてやり直す」 

シャキッ 1 緩んだ気持ちなどが、引き締まるさま。また、姿勢や態度が引き締まっているさま。「風にあたって気分が 

      シャキッとする」「年をとってもシャキッとしている」 

     2 軽い歯ごたえがあり、それでいて歯切れのよいさま。「シャキッとしたセロリ」 

ジワッ 1 物事がユックリと表れてくるさま。「感情がジワッとこみあげる」 

    2 液体がしみ込むさま。また、にじみ出るさま。「手のひらがジワッと汗ばむ」 

スカッ 1 スッキリと快いさま。つかえていたものがなくなって気分がさわやかになるさま。「スカッと晴れ上がる」 

    2 服装などが垢抜けていて好感がもてるさま。「スカッとした身なり」 

スパッ 1 思い切りよく、1気に事を行うさま。「スパッと結論を出す」 

ソウッ 1 音を立てないように物事をするさま。静かに。「障子をソウッと閉める」 

    2 干渉しないで、静かにしておくさま。「しばらくソウッとしておこう」 

チラッ 1 チラリと。「通りすがりにチラッと見る」「うわさをチラッと聞いた」 

ドキッ 1 驚きや恐怖などのために、強く動悸(どうき)が打つさま。「突然の指名でドキッとした」 

ドサッ 1 重い物を一度におろしたり、重い物が落ちたり倒れたりする音や、そのさまを表す語。「大きな包みがドサッ 

     と落ちる」 

    2 大量のものが一度に移動するさま。ドッサリ。「注文がドサッと来る」 

パリッ 1 薄いものが勢いよく破れたりはがれたりするさま。「ガラスがパリッと割れる」 

    2 体裁が整っていて立派なさま。また、真新しくしわなどのないさま。「パリッとした 1万円札」 

パラッ 1 物がまばらにあるさま。「村には家がパラッと点在している」 

    2 少量のものをふりかけるさま。「ごま塩をパラッとかける」 

ピタッ 1 すきまなく密着しているさま。「痛みがピタッと止まる」「門をピタッととざす」 

ムスッ 1 機嫌をそこねて口をきかないさま。「何が気に入らないのかムスッとしている」 

 

7.4.3.2.5 ABン型オノマトペの常用的な意味 

ABン型 13語のうち、3つ以上の意味を持つ 1語の常用的な意味を表 7-27に示し、2つ以

下の意味を持つ 12語の意味を表 7-28に示す。 

 

表 7-27 ABン型オノマトペの常用的な意味〔3つ以上の意味を持つオノマトペ〕 
ドカン 2 爆発したり破裂したときの大きな音を表す。「ドカンと大砲の音が響く」 

    1 大きく重い物が落ちたりぶつかったりしたときなどに立てる音を表す。「ドカンと電車が車止めにぶつかる」 

 

表 7-28 ABン型オノマトペとその意味〔2つ以下の意味を持つオノマトペ〕 
カクン 1急に折れ曲がったり、壊れたりする様子。衝撃が軽い時に使う。「ふいに後ろから押されて膝がカクンとなっ 

     た」 

    2 軽い衝動や衝撃を感じる様子。「沖へ出たとたん船がカクンと揺れた」 

ガタン 1 堅い物がぶつかって立てる、重い感じの音を表す語。「電車がガタンと揺れる」 

   2 成績・人気・数量などが、目立って減るさま。「売り上げがガタンと落ちる」 

キチン 1 崩れや乱れがなく整然としている様。「服装をキチンとする」 

http://www.weblio.jp/content/%E6%88%91%E6%85%A2
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%A0%E6%85%AE
http://www.weblio.jp/content/%E7%AC%91%E3%81%84
http://www.weblio.jp/content/%E4%BA%8C%E4%BA%BA
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8B%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B%E3%82%8B
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    2 過不足なく正確な様、基準に合致している様。「金はキチンと払ってある」 

ガツン 12つの固いものが激しい勢いでぶつかり合うさま。「ガツンと衝突する」 

    2 強い衝撃を与えるさま。「ガツンと 1発かます」 

コロン 1 倒れたり転がったりする様子。「外で突風が吹いて側にあった缶がコロンと転がった」 

ポカン 1 頭などを強くたたく音や、そのさまを表す語。「うしろからポカンとやられた」 

シイン 1 物音 1つせず，静まりかえっているさま。 「場内はシインと静まりかえった」 

スコン 1 記憶がスッカリ抜けてしまう様子。「何度も練習したセリフが演劇会本番でスコンと抜けた」 

    2 勢いよく当たったりはまったりする音。「ゴルフボールがスコンと穴の中に入る」 

ストン 1 あまり大きくない物、重くない物などが、落ちたり倒れたりする音を表す語。また、そのさま。「手もとでス 

     トンと落ちるカーブ」 

    2 数値などが急激に減少するさま。「高熱が注射でストンと下がった」 

ドスン 1 重くて大きいものが、倒れたりぶつかったりしてたてる音や、そのさまを表す語。「ドスン（と）しりもちを

つく」 

トロン 1 眠けや酒の酔いなどで、目つきがボンヤリとして、生気がない様。「トロンとして、眠そうだ」 

ポツン 2 一言だけつぶやくように言うさま。「ポツンと感想をもらす」 

1 雨やしずくが 1つ落ちるさま。「額にポツンとほくろがある」 

 

7.5 まとめ 

 多義オノマトペのよく使われている意味を学習者に提供するために、本稿は母語話者を対

象に意味の調査を行った。その結果、基本的な意味（プロトタイプ的意味またはそれに近い

意味）と高頻度使用意味は必ずしも一致するとは限らないことを明らかにし、基本的な意味

は意味1に集中しているのに対して高頻度使用意味にはバラつきが現れていることを示した。

さらに、二義までの高頻度使用意味が基本的な意味の一義をほとんどカバーしていることが

明らかになった。このような結果を得たうえで、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味

と高頻度使用意味を常用的な意味として扱うことにし、リストアップした。これはオノマト

ペ学習のシソーラスとして提供すると同時に、今後のオノマトペ指導にも生かせるものと考

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.weblio.jp/content/%E7%89%A9%E9%9F%B3
http://www.weblio.jp/content/%E7%89%A9%E9%9F%B3
http://www.weblio.jp/content/%E5%A0%B4%E5%86%85
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第 8章 オノマトペの学習内容およびそのレベル分け 

8.1 はじめに 

第 5 章で触れたように、中国における日本語教育ではあまりオノマトペに関する教育は重

要視されていないのが現状である。阿刀田・星野（1989）が述べたように、オノマトペはカ

リキュラムの一項目として扱われたこともない。また、最も深刻なのは、オノマトペが適切

に扱われていないことである。このことは先行研究でも様々な指摘がなされてきた。オノマ

トペを体系的に日本語教育に取り入れることについて十分に議論されていない（西村 2009）

ことや、教科書に取り上げられるオノマトペが非常に少なく、イディオム的なものに限られ

ており、語彙としても文型としても積極的に扱われていない（浜野 2014）ことなどが挙げら

れる。最も問題となっているのは、阿刀田・星野（1989）が指摘したように、オノマトペは

教材の中で本格的な取り組みがおろそかにされ、指導も初級段階では指導要項の枠組みに位

置づけられておらず、中級後半か上級から始められ、指導時期も一定していないことである。

要するにオノマトペは教科書でも指導でも不十分な扱いしか受けていないと言わざるを得な

い。 

また、本研究第 5章で扱った中国と日本で使用されている教科書に対する調査からも分か

るように、初級段階ではほとんどオノマトペに触れることがなく、中級から急増するきらい

がある。中級からオノマトペが急に増えることもさることながら、その提示法や記述内容な

どが依然として不十分のままであることも問題である。これでは学習者のニーズを満たすこ

とはできない。このような状況におかれた学習者がオノマトペで苦労することは想像に難く

ない。 

そこで、本章はオノマトペ教育の改善を旨に、従来からのオノマトペ教育への提案および

第 3章から第 8章までの調査結果をふまえて、学習者のニーズにこたえられるようにオノマ

トペのレベル分けを試みる。 

 

8.2 オノマトペの学習内容を構築する試み 

 これまで本研究は次のような調査と考察を行ってきた。第 3 章では学習者に対する使用実

態調査を、続く第 4 章では学習者に対するニーズ調査を行った。この 2 種の調査からオノマ

トペ学習に必要とされる学習内容の構築の重要性を論じ、それを構築することを第 1 主要課

題として 4 つの下位課題に区分した。第 1 の下位課題は第 5 章のオノマトペの選定で、第 2

の下位課題は第 6 章のコーパスを用いたコロケーションの調査、第 3 の下位課題は第 7 章の

母語話者を対象とした多義オノマトペの基本的意味と高頻度使用意味の調査である。そして、

本章では第 4 の下位課題として、これまでの下位課題の遂行によって得られたオノマトペの

学習内容をふまえた上で、オノマトペを初級、中級、上級という 3 つのレベルに分けること

を試みる。続いて第 9 章ではオノマトペの指導法を考察し、第 10章でオノマトペの学習内容

と指導プロセスを構築する理論と方法について述べ、教育実践を通して検証を行う。 

6.4.4で構築したコロケーションのシソーラスと 7.4.3で構築した常用的な意味のシソー

ラスは、オノマトペの学習にそれぞれ生かすことができると同時に、この 2つを組み合わせ

て 1つの学習内容として提出することもできる。また、この 2つを対象にプロトタイプ的コ

ロケーションとプロトタイプ的意味またはそれに近い意味を抽出して組み合わせたものを提

案することもできる。具体的には第 9章と第 10章で取り上げるため、ここでは簡単に紹介し

ておく。 

 オノマトペの学習内容をプロトタイプ的コロケーションとプロトタイプ的意味またはそれ

に近い意味の組み合わせで構築すると表 8-1 のようになる。また、表 8-2 のように学習範囲

を広げて 2 セットまで組み合わせることも可能である。このように、学習者のニーズに応じ

て量的に増減できるような構築方法にすることにより、いくつかのパターンのオノマトペの

学習が実現できる。また、教師の負担を減らすことによって、授業で手軽にオノマトペを取
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り上げることも可能になる。実際の教室活動にオノマトペを取り入れることが実現できれば、

学習者のオノマトペの習得が進むだろうと予測できる。 

 

表 8-1 オノマトペ学習のための学習内容の組み合わせ（1セット） 

オノマトペ 
プロトタイプ的 

コロケーション 
プロトタイプ的意味またはそれに近い意味 

クルクル 回る 物が軽く続いて回る様。「クルクル（と）回る風車」 

 

表 8-2 オノマトペ学習のための学習内容の組み合わせ（2セット） 

オノマトペ コロケーション 常用的な意味 

クルクル 
回る 

巻く 

物が軽く続いて回る様。「クルクル（と）回る風車」 

幾重にも巻きつける様。「包帯をクルクル（と）巻く」 

 

8.3 初級・中級・上級学習者のレベルの判定 

8.3.1 学習時間によるレベル分け 

オノマトペの学習を目的として、学習者を初級レベル、中級レベル、上級レベル等に分け

た調査は管見では見当たらない。そこで、本研究では筆者が所属している勤務校の学生を対

象に、在籍クラスと日本語科目の学習時間に基づいて下記（58）のようにレベル分けを試み

る。 

（58） 

  初級レベル：1年生（前期から後期までの 1年間、週 9時間、306時間/年） 

  中級レベル：2年生（前期から後期までの 1年間、週 12時間、408時間/年） 

  上級レベル：3年生（前期から後期までの 1年間、週 9時間、306時間/年） 

 

 本稿で超級を取り上げなかったのは、4 年生が後期に入るとすぐインターンシップなどで

授業が停止されるため、本格的な学習は前期しかないからである。 

 

8.3.2 旧 JLPT の認定基準によるレベル分けの判定 

 上記、学習者のレベル分け（52）に対して、旧日本語能力試験（以下旧 JLPT）の認定基準

を用いて判定を行う。旧 JLPTの認定基準は以下の（59）に示すとおりである。 

（59）  

  初級：基本的な文法・漢字（300 字程度）・語彙（1500 語程度）を習得し、日常生活に

役立つ会話ができ、簡単な文章が読み書きできる能力。 

中級：やや高度な文法・漢字（1000字程度）・語彙（6000語程度）を習得し、一般的な

ことがらについて、会話ができ、読み書きできる能力。 

上級：高度の文法・漢字（2000 字程度）・語彙（10000 語程度）を習得し、社会生活を

する上で必要な、総合的な日本語能力。 

 

 （59）に示す基準に即して、学習者のレベル分け（58）を検討すると、（58）は（59）を

満たすことになる。（58）の初級学習者は最初の五十音図の学習から 1 年間をかけて、基礎

日本語と初級リスニングという 2 つの授業の学習を通して、基本的な文法、300 字以上の漢

字、2000語ぐらいの語彙を習得することができ、日常生活に役立つ会話ができ、簡単な文章

が読み書きできる能力が身につく。（58）の中級学習者は基礎日本語、中級リスニング、日

本語会話、日本語汎読などの専門授業の学習を通じて、N2レベルのやや高度な文法、1000字

以上の漢字、6000語以上の語彙を習得し、一般的な事柄について会話も読み書きもできるよ
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うになる。（58）の上級学習者は N1レベルの高度の文法、2000字以上の漢字、10000語以上

の語彙を習得し、社会生活をする上で必要な総合的な日本語能力を持つようになると判断で

きる。 

以上をまとめると、中国の日本語教育機関における学習者のレベル分けは、旧 JLPTの認定

基準に照らし合わせてみると、基準に合致していると見られる。また、学習者の実際の日本

語能力という点から見ても一致していると判断できる。以下の節では、このような学習者の

レベルに合わせたオノマトペ指導について考えていく。 

 

8.4 日本語教育で教えるオノマトペのレベル分け 

8.4.1 従来のオノマトペのレベル分け 

オノマトペの初級と中級レベルにおける扱いに関する先行研究には、玉村（1989）、三上

（2007）がある。玉村（1989）はオノマトペの最重要語 18語と重要語 42語、合計 60語を日

本語教育の初級・中級段階の基本語として扱うべきだと主張している。この 60語のうち、す

でに副詞として定着している「ちょうど」「きっと」などの 10語89を除くと 50語残る。これ

らは形態的な特徴から見ると、50 語のうち、「A ッ B リ」型が 16 語（32%）、「ABAB」型が 11

語（22%）、この 2つのパターンが全体の過半数を占めている。 

また、三上（2007）は従来の日本語教育では十分な学習と指導がなされていなかったオノ

マトペを対象に、初級・中級レベルで学ぶべき 70語を選定している。そのうち、本研究の対

象である「ABAB」型が 33語（47.1%）、「Aッ Bリ」型が 18語（25.7%）、「ABン」型が 2語、

「ABッ」型が 1語、「ABリ」型が 1語という分布である。 

玉村（1989）と三上（2007）の選定結果から次の 3つの問題点が挙げられる。それは両者

とも初級と中級のオノマトペしか選定していないこと、選定された語数が限られていること、

選定されたオノマトペが「ABAB」型と「Aッ Bリ」型に集中していることである。このよう

に 2つのパターンのみでは語数が少ないゆえに、オノマトペのレベル分けをする必要がない

かもしれないが、本研究は日本語教育で教えるオノマトペを初級から拡充し、初級･中級･上

級で教えるオノマトペを増やすという立場から、オノマトペの主要 5パターンの 286語（ABAB

型 178語、Aッ Bリ型 54語、ABッ型 25語、ABリ型 16語、ABン型 13語）を選定した。この

286語のうち、初級・中級・上級でそれぞれ何を扱えばいいか、次節でそのレベル分けの試

案を述べる。 

 

8.4.2 本稿におけるオノマトペのレベル分けに用いる基準 

オノマトペのレベル分けに用いる基準として、下記（60）に示す 5つの資料から検討する。

「教科書」（5.3.3.4 を参照）に出現するオノマトペのレベルは初級・中級・上級という指標

どおりにする。「教科書」以外のオノマトペについては(60b)と(60c)をレベルわけの基準と

する。(60b)と(60c)のレベルに即してオノマトペのレベル分けをした後、(60d)を用いてその

レベル分けが妥当であるかを判定する。最後に、(60e)を用いて(60a)～(60d)によるレベル分

けの結果を調整する。 

（60） 

a. 勤務校使用「教科書」のレベル分け（表 8-3参照） 

b. CEFR Can-do 表の能力記述文 

c. JFS Can-do表の能力記述文 

d. 新 JLPTの認定の目安 

e. 「現代雑誌」と「BTSJ」の使用頻度（表 5-30～表 5-43を参照） 

これらを基準にして、以下（61）に示す 4つのステップをふまえて、レベル分けを試みる。 
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（61） 

a. 表 8-4に示す（第 5章）選定原案のうち、基準 aのオノマトペは「教科書」どおりに

レベルを分ける。つまり、「教科書」の初級・中級・上級という指標をそのまま借用

し、初級教科書に分布しているものを初級レベルに、中級教科書に出現した初級以外

のものを中級レベルに、上級に出現した初級・中級以外のものを上級レベルにする。

これを原案として表 8-3 に示す。286 語のオノマトペのうち、135 語が教科書に出現

したオノマトペであるが、そのうち、19 語が初級レベルに、61 語が中級レベルに、

55語が上級レベルに区分されている。 

b. 286語から教科書の 135語を除く。残りの 151語は（60b）と(60c)の 2重基準を用い

てレベル分けを行う。その詳細を表 8-4に示す。 

c. レベル分けを行った後、新 JLPTの認定の目安（60d）によって判定を行う。 

d. 最後に基準(60e)の使用頻度を参照して、286語のレベルを調整する。 

  

表 8-3 教科書に出現したオノマトペの語数 
  パタン 

レベル 
ABAB型 Aッ Bリ型 ABッ型 ABリ型 ABン型 合計 

初級 9 10 0 0 0 19 

中級 44 15 0 0 2 61 

上級 36 9 6 3 1 55 

合計 89 34 6 3 3 135 

 

表 8-4 基準 b、cでレベル分けを行うオノマトペ 
パターン   

基準 
ABAB型 Aッ Bリ型 ABッ型 ABリ型 AB ン型 合計 

（第 5章）選定原案 178 54 25 16 13 286 

基準 a 89 34 6 3 3 135 

基準 b、c 89 20 19 13 10 151 

 

8.4.2.1 CEFR Can-do によるレベル分け 

吉島・大橋他訳・編（2008: 1）によると、ヨーロッパの言語教育のシラバス、カリキュラ

ムのガイドライン、試験、教科書等々の向上のための一般的基盤として作成された Common 

European Framework of Reference forLanguages:Learning,teaching,assessment(以下 CEFR)

は、言語学習者が言語をコミュニケーションのために使用するためには何を学ぶ必要がある

か、効果的に行動できるようになるためには、どんな知識と技能を身につければよいかなど

を総合的に記述するものである。 

CEFR は、大きく 6 段階（A1、A2、B1、B2、C1、C2）90で構成される共通参照レベルについ

て、コミュニケーション言語活動、コミュニケーション方略、コミュニケーション言語能力

の3つの視点から言語能力の熟達度を記述した493の例示的能力記述文からなる（原2010: 55）。

本稿は「やりとり」を調査対象に、言語活動と方略から表 8-5に示す 177の能力記述文（CEFR 

Can-do）を抽出することができた。 

表 8-5 CEFRの A1～C2レベルにおける「やりとり」の個数 

レベル A1 A2 A2.1 A2.2 B1 B1.1 B1.2 B2 B2.1 B2.2 C1 C2 合計 

言語活動 18 4 23 24 13 15 15 9 12 9 9 5 156 

方略 0 0 2 4 1 2 3 7 0 0 2 0 21 

合計 18 4 25 28 14 17 18 16 12 9 11 5 177 
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この 177の例示的能力記述文（CEFR Can-do）では、話し手と聞き手とを交互に務めながら、

1人以上を相手に、協調の原則に従って、意味の交渉を行いながら、相手と協同して会話を

形作っていく。その活動には取引、打ち解けた会話、非公式の議論、公式の議論、ディベー

ト、インタビュー、交渉、協同計画、目的達成のための実際の共同作業があるとされている

（吉島・大島他訳・編 2008: 76-77）。本稿はこういった相互行為活動の原則に従って、カテ

ゴリーの趣旨に合わせてレベルに合うオノマトペの使用文を想定する。その例を以下の表8-6

に示す。 

 

表 8-6 CEFR Can-do のレベルごとに想定したオノマトペの使用文 

NO 
種

類 

言語 

活動 
カテゴリー 

レベ

ル 
CEFR Can-do 想定したオノマトペの使用文 

310 
活

動 

やり

とり 

店や公共機関で

やりとりをする 
A1 

人に物事を要求したり、与えるこ

とができる 

「スベスベになるようなクリーム

を見せてください」「シャンプー

はいろいろありますね。サラサラ

になるのをください」 

278 
活

動 

やり

とり 

店や公共機関で

やりとりをする 
A2.1 

日常品やサービスを求めたり、提

供したりする 

「フワッとしたパンを食べたい」 

「袋の中にはお菓子がギッシリ

入っていますよ」 

241 
活

動 

やり

とり 

インフォーマル

な場面でやりと

りをする 

A2.2 
晩や週末にすることを論じること

ができる 

「今晩は焼き肉をガッチリ食べよ

うね」「来週は試験があるからバッ

チリ勉強しないと」 

146 
活

動 

やり

とり 

社交的なやりと

りをする 
B1 

驚き、幸せ、悲しみ、興味、無関

心などの感情を表現し、また相手

の感情に反応することができる 

「友人の突然の死にガックリ肩を

落とした」「幸せいっぱいで心も

ウキウキしてるんじゃない？」 

169 
活

動 

やり

とり 

インフォーマル

な場面でやりと

りをする 

B1.2 

何をしたいか、どこに行きたいか、

誰を選べばいいか、またはどちら

を選べばよいか、などを議論し、

代案を比較対照できる 

「原宿に行ってブラブラしたいな」

「そんなにガツガツ食べないで、

もっとゆっくり食べたら」 

45 
活

動 

やり

とり 

フォーマルな場

面で議論する 
C1 

抽象的かつ複雑で身近でない話題

でも、ディベートに容易について

いくことができる 

「そちらの言い分はメチャメチャ

で筋が通りません」「「ガヤガヤ

騒ぐだけでは解決策は見つからな

いと思いますが」 

13 
活

動 

やり

とり 

口頭でのやりと

り全般 
C2 

慣用的な表現や口語表現をかなり

使いこなすことができ、コノテー

ションまで気がつく。かなり的確

に修飾を加えることによって正確

に細かいニュアンスまで伝えるこ

とができる。表現しにくいところ

を上手に回避して発話を再構成で

きるし、対話の相手は修復がなさ

れたことにはほとんど気がつかな

い。 

「立て板に水のごとく、ベラベラ

とまくし立てているので、辟易し

た「あなたにとってははした金で

しょうが、コツコツ貯めてきたお

金なので・・・（返していただけ

ないでしょうか）」 

（使用文は筆者の作例である。） 

  

このように、177 の例示的能力記述文に想定できるオノマトペは異なり語数が表 8-7 に示

すように、151語である。 

表 8-7 CEFRの 6つのレベルに想定するオノマトペの語数 

パターン    レベル A1 A2 A2.1 A2.2 計 B1 B1.1 B1.2 B2 B2.1 B2.2 計 C1 C2 計 

ABAB型 2 2 3 0 7 12 0 16 3 4 6 41 22 19 41 

Aッ Bリ型 0 0 2 1 3 6 2 4 2 0 0 14 0 3 3 

ABリ型 0 0 2 1 3 1 0 3 3 1 1 9 0 0 0 

ABッ型 0 0 3 1 4 1 0 2 1 2 0 6 2 9 11 

ABン型 0 0 0 0 0 2 0 4 0 1 0 7 1 2 3 

合計 2 2 10 3 17 22 2 29 9 8 7 77 25 33 58 
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表 8-7から分かるように、CEFRの 6つのレベルに想定したオノマトペは A1と A2が 17語、

B1と B2が 77語、C1と C2が 58語、合計 152語である。この 152語はレベル分けの対象であ

る 151語をすべてカバーしている。 

 

8.4.2.2 JFS Can-do によるレベル分け 

 「みんなの Can-do サイト」では JF 日本語教育スタンダード（以下 JFS）についての紹介

を次のようにまとめている。JFSは「相互理解のための日本語」を理念に 2010年に開発され

た、日本語の教え方、学び方、そして学習成果の評価の仕方を考えるためのツールであり、

CEFRに基づいて、それを利用することで日本語能力の熟達度を他の言語と共通の尺度で評価

することが可能となる。今の段階では CEFRの A1、A2、B1、B2まで開発され、「産出（話す・

書く）」「受容（聞く・読む）」「やりとり（話す・書く）」の各々をパフォーマンスによって個

別に評価するための基準である。 

そこで、「言語活動」を中心に記述された「やりとり（話す・書く）」の Can-doを調査対象

に、次の手順をふまえて調査を行った。まず、A1・A2・B1・B2レベルごとに「やりとり」を

抽出した。JFS Can-do 能力記述文は A1が 96、A2が 112、B1が 71、B2が 43、合計 322個抽

出できた。次に、能力記述文に記述された内容に合わせて、使用されうるオノマトペを想定

する。それを例で示すと、以下の表 8-8に示すとおりである。 

 

表 8-8 JFS Can-do のレベルごとに想定したオノマトペの使用文 
レ

ベ

ル 

カテゴリー 
第 1ト

ピック 
JFS Can-do 想定したオノマトペの使用文 

A

2 

社交的なやり

とりをする 

自由時

間と娯楽 

団体旅行に参加した時、他の参加者に、

その観光地に初めて来たのかなど、短

い簡単な言葉で話しかけることができ

る。 

「バスの中は今誰もいなくてガラガラですね」

「みんなの荷物は一番前の座席にギッシリと置

かれている」 

A

2 

社交的なやり

とりをする 
買い物 

雑誌やサイトなどを見ている友人に、

「何を見ているんですか」「何か買う

んですか」など、短い簡単な言葉で話

しかけることができる。 

「シャンプーを買いたいんですか。これだと、

サラッとした感じがしますね」「スーパーには

ズラリとたくさんの種類が並んでいますよ」 

B

1 

インフォーマ

ルな場面でや

りとりをする 

自由時

間と娯楽 

友人と、好きな漫画やアニメについて、

どこがいいか自分の考えを話したり、

相手の話に対して簡単なコメントや意

見を述べたりすることができる。 

「宮崎駿の動画はすごい人気だね、ジブリニコ

ニコ動画にドップリ浸かっている」「主人公が

告白された時は私までドキッとした」 

B

1 

フォーマルな

場面で議論す

る 

仕事と職

業 

職場の定期的な会議で、新しい商品開

発など、議題の概要を理解し、事実確

認をしたり、自分の意見を述べたりし

て、ディスカッションに参加すること

ができる。 

「政治のことはよく分からないが、両国間の関

係がガタガタしていて、政策もコロコロ変わり

ますから」「みんなリストラされないかとオロ

オロしています。ミスミス同僚がやめさせられ

るのを見ていられません」 

B

2 

インタビュー

する/受ける 

言語と文

化 

「外国人から見た日本の不思議」など

がテーマのトークショーなどでインタ

ビューを受けたとき、異文化体験につ

いて自分の解釈を交えて正確に詳しく

伝え、主体的に話を展開することがで

きる。 

「今朝、ニュースを聞いたらまた円高になって

いる。ずっと円高が続いたら会社の生産額がガ

タンと落ちちゃうかも」「そうなると会社の株

もドカンと落ちたりするわ」 

（筆者がトピックに合わせて作例した） 

 

このように、JFS Can-doの 4つのレベルの 322 の例示的能力記述文に即して想定したオノ

マトペは異なり語数が 88語に及んでいる。それを表 8-9に示す。 
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表 8-9 JFS Can-do の 4つのレベルに想定したオノマトペの語数 

パタン   レベル 
初級 中級 

A1 A2 計 B1 B2 計 

ABAB型 0 6 6 32 6 38 

Aッ Bリ型 0 3 3 8 5 13 

ABリ型 0 3 3 5 5 10 

ABッ型 0 4 4 3 2 5 

ABン型 0 0 0 1 5 6 

合計 0 16 16 49 23 72 

 

 表 8-9から分かるように、JFSの A1～B2までの 4つのレベルに合わせて想定したオノマト

ペは 88 語に達し、ほぼ CEFR の A1～B2 で想定した 94 語を網羅していることが明らかになっ

た。 

 以上、CEFRの 6つのレベルと JFSの 4つのレベルで想定したオノマトペはそれぞれ 152語

と 88 語である。個々のオノマトペがあてはまるそのレベルはどのようなレベルであろうか、

学習者が受験する新 JLPT の 5 つのレベルとどのような相当関係を構成するか、新 JLPT に書

かれた「読む」「聞く」という目安に CEFRと JFSのレベルごとに想定したオノマトペが当て

はまるかどうかを次節で検討してみる。 

 

8.4.2.3 新 JLPTによる判定 

新日本語能力試験（以下新JLPT）は、25年以上に渡り発展してきた日本語教育学やテスト

理論の研究成果と、これまでに蓄積してきた試験結果のデータなどを用いて試験の内容を改

定し、2010年から実施することになった91。旧JLPT向けに出版された『日本語能力試験出題基

準』（以下『出題基準』）の語彙表に記載されているオノマトペは4級が1語（「ユックリ」）の

みで、1級と2級が72語だった。これに対して、新JLPTの認定の目安はオノマトペを充実させ

ると書いてある。実際に試験の改革に携わった秋元・押尾（2008: 36-49）では、実施された

旧JLPT24回分の問題点について、「オノマトペが不足している印象がある。オノマトペは日

本人の会話ではよく使われているが、語彙表に記載がないため、出題したくても出すことが

できない」（p.38）と述べている。 

秋元・押尾は上述のような問題点に対して語彙表作成の方針を立て、新しい語彙表の作成

に取り組んでいる。そして、オノマトペの語彙表を作成するための語彙選別の資料となるデー

タベースとして以下の 5点を挙げている。 

 

①『オノマトペ辞典』東京堂、1974年 

②『オノマトペ辞典』角川書店、1978年 

③『絵でわかる ぎおんご・ぎたいご』アルク、1994年 

④『現代オノマトペ用法辞典』東京堂、2002 年 

⑤『現代国語例解辞典』（第 4版）小学館、2005年 

 

そして、秋元・押尾が作成した新語彙表 ver.Ⅲ（一部）は以下の表 8-10のような様式と

なっている。 

表 8-10 改革後の語彙表の様式 

見出し語 標準的な表記 品詞 語種 初出レベル 漢字レベル 備考 

イライラ イライラ 名詞/動詞Ⅲ 和語 Ｎ２   

うまい うまい イ形容詞 和語 Ｎ４  絵がうまい 
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この表から分かるように、「イライラ」は「イライラが募る」の名詞用法と「イライラす

る」の動詞用法が 2級レベルの語彙として出題されるということが示されている。つまり、

2011年から改革された新 JLPTはオノマトペを実際の日本語母語話者の使用状況と結び付け

て考えていることが明らかになった。残念なことに、新しい基準が公開されていないため、

本稿ではオノマトペを割り当てる際に、初級からオノマトペを拡充するように試みる。なぜ

なら、初・中級学習者からのニーズに応えるためである。日本語を専攻とする勤務校の学習

者は 2年生になってすぐ新 JLPTの N1に挑み始める。つまり、日本語を 1年半しか勉強して

いない状態でも自分の日本語力を証明してくれる新 JLPTを受け始めているわけである。筆者

が以前担当したクラスでは N2と N1を 2年生と 3年生でそれぞれ 2回受けた学生もいた。こ

のように、学習者が早い時点から JLPTを受けることから、オノマトペの学習もそれなりに早

い時点から始めたほうがいいと思うようになった。 

そこで、表 8-11に示す新 JLPTの認定の目安を参考に、各レベルの「読む」「聞く」に関

する認定の目安に即して上記基準bとcでレベル分けをしたオノマトペのレベルを判定する。

判定の手順として、まず、N5から N1までの 5つのレベルを旧 JLPTの認定基準による学習者

のレベルによって初級･中級･上級に分ける。次に、5つのレベルを CEFRの 6つのレベルと JFS

の 4つのレベルと照らし合わせて、レベル間の対応関係を定める。さらに、新 JLPTに書かれ

た「読む」「聞く」という目安に CEFRと JFSのレベルごとに想定したオノマトペが当てはま

るかどうかを判断する。最後に、新 JLPTの「読む」「聞く」という目安に即して当てはまる

オノマトペの使用文を書き入れる。 

表 8-11 新 JLPT の認定の目安 

 
認定の目安 

N

5 

基本的な日本語をある程度理解することができる 

読む・ひらがなやカタカナ、日常生活で用いられる基本的な漢字で書かれた定型的な語句や文、文章を読んで理解す

ることができる。 

聞く・教室や、身の回りなど、日常生活の中でもよく出会う場面で、ユックリ話される短い会話であれば、必要な情

報を聞き取ることができる。 

N

4 

基本的な日本語を理解することができる。 

読む・基本的な語彙や漢字を使って書かれた日常生活の中でも身近な話題の文章を、読んで理解することができる。 

聞く・日常的な場面で、ややユックリと話される会話であれば、内容がほぼ理解できる。 

N

3 

【新設】日常的な場面で使われる日本語をある程度理解することができる 

読む・日常的な話題について書かれた具体的な内容を表す文章を読んで理解することができる。 

・新聞の見出しなどから情報の概要をつかむことができる。 

・日常的な場面で目にする難易度がやや高い文章は、言い換え表現が与えられれば、要旨を理解することができる。 

聞く・日常的な場面で、やや自然に近いスピードのまとまりのある会話を聞いて、話の具体的な内容を登場人物の関

係などとあわせてほぼ理解できる。 

N

2 

日常的な場面で使われる日本語の理解に加え、より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解することができる 

読む・幅広い話題について書かれた新聞や雑誌の記事・解説、平易な評論など、論旨が明快な文章を読んで文章の内

容を理解することができる。 

・一般的な話題に関する読み物を読んで、話の流れや表現意図を理解することができる。 

聞く・日常的な場面に加えて幅広い場面で、自然に近いスピードの、まとまりのある会話やニュースを聞いて、話の

流れや内容、登場人物の関係を理解したり、要旨を把握したりすることができる。 

N

1 

幅広い場面で使われる日本語を理解することができる 

読む・幅広い話題について書かれた新聞の論説、評論など、論理的にやや複雑な文章や抽象度の高い文章などを読ん

で、文章の構成や内容を理解することができる。 

・さまざまな話題の内容に深みのある読み物を読んで、話の流れや詳細な表現意図を理解することができる。 

聞く・幅広い場面において自然なスピードの、まとまりのある会話やニュース、講義を聞いて、話の流れや内容、登

場人物の関係や内容の論理構成などを詳細に理解したり、要旨を把握したりすることができる。 

（JLPT 公式ウェブサイトより。太字は筆者。） 
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上記の新 JLPTの各レベルの認定の目安から、新 JLPTの 5つのレベルは N5と N4を初級に、

N3と N2を中級に、N1を上級に定め、CEFRの 6つのレベル及び JFSの 4つのレベルとは、以

下のような対応関係があるものと考える。 

 

  新 JLPTの N5、N4 ⇔ CEFRの A1、A2 ⇔ JFSの A1、A2 

  新 JLPTの N3、N2 ⇔ CEFRの B1、B2 ⇔ JFSの B1、B2 

    新 JLPTの N1 ⇔ CEFRの C1、C2 

 

さらに、新 JLPTの各レベルの「読む」「聞く」という目安を太字に示したように、N5か

ら「定型的な語句や文、文章」「教室や身の回りなど、日常生活の中でもよく出会う場面」

「ユックリ話される短い会話」「必要な情報」、N4から「基本的な語彙」「日常生活の中で

も身近な話題の文章」「日常的な場面でややユックリと話される会話」を抽出できる。これ

らは CEFRの A1と A2、JFSの A1と A2の「やりとり」に記述された能力記述文に相当してい

ると見られる。具体的に見ると、CEFR の A1の「やりとり」には 10種のカテゴリーがあり、

それぞれのカテゴリーに 1個から数個までの能力記述文が入っている。ここで 1つのカテゴ

リーに 1個の能力記述文のキーワードを取り出して、表 8-12に示す。 

 

表 8-12 CEFR の A1におけるカテゴリーと能力記述文から抽出したキーワード 

カテゴリー 能力記述文のキーワード 

 口頭でのやりとり全般  簡単な質疑応答、必要な事柄、身近な話題 

 母語話者とやりとりをする  直接自分に向けられた話、日常の表現 

 社交的なやりとりをする  紹介、基本的な挨拶、近況、日常の表現 

 共同作業中にやりとりをする  ユックリと表現された質問や説明 

 店や公共機関でやりとりをする  数、量、費用、時間 

 情報交換する  簡単な質問、直接必要なこと、身近な話題 

 インタビューする/受ける  個人的なこと、簡単かつ直接的な質問 

 文書でのやりとり全般  個人的な具体的な情報 

 手紙やメールのやりとりをする  短い簡単な葉書 

 申請書類や伝言を書く  ホテルの予約用紙の記入 

   

表 8-12に示すように、CEFRの A1の 10種のカテゴリーに入っている能力記述文から「簡

単な会話」「必要な情報」「日常の表現」「身近な話題」などを要約できる。これは新 JLPT

の N5から取り出したキーワードとほぼ一致していると見られる。さらに、JFSの A1を考察

してみると、JFSの A1には 7種のカテゴリーの 15種のトピックが入っている。それぞれ 1

つ、また能力記述文のキーワードを取り出して以下の表 8-13に示す。 

 

表 8-13 JFSの A1におけるカテゴリーとトピック 

カテゴリー トピック 能力記述文のキーワード 

 社交的なやりとりをする 
  
  
  
  
  
  

 自分と家族  家族写真、家族の仕事・年齢 

 住まいと環境  基本的な挨拶 

 自由時間と娯楽  お見舞い、趣味、簡単な言葉 

 生活と人生  起きる時間、寝る時間 

 買い物  短い簡単な言葉、感想 

 食生活  食事、感想 
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 人との関係  天気、気候、基本的な挨拶 

 共同作業中にやりとりをする 
  

 仕事と職業  具体的な基本的な事務作業 

 学校と教育  教師の簡単な指示 

 店や公共機関でやりとりをする  旅行と交通  目的地までの値段、騒音 

 情報交換する 
  

 健康  体の調子、短い簡単な言葉 

 言語と文化  日本語の授業の出欠 

 インタビューする/受ける  健康  病院の触診 

 手紙やメールのやりとりをする  住まいと住環境  自宅に誘うメール 

 申請書類や伝言を書く  自然と環境  環境問題に関する一般的な意識調査アンケートの質問 

 

表 8-13から分かるように、JFSの A1はカテゴリーの下にさらにトピックが設けられ、各

カテゴリーに数種のトピックが入っており、トピックごとにより細かい能力記述文を記載し

ている。それにより、表 8-13から「簡単な会話」「必要な情報」「日常の表現」「身近な話

題」などが要約できる一方、人間に関わる「趣味」や「病気」「感想」などのより具体的で

詳細なキーワードも抽出できる。これらも新 JLPTの N5の目安と合致していると言える。こ

のように、相当関係にあるレベルを 1対 1で照合した結果、CEFRの 6つのレベルと JFSの 4

つのレベルを新 JLPT の N5～N1までの 5つのレベルでカバーすることができると思われる。

そこで、CEFRと JFSの各レベルに想定したオノマトペを新 JLPTに取り入れると、以下表 8-14

に示すような使用文が作れる。 

 

表 8-14 新 JLPT の認定の目安に基づき想定したオノマトペおよびその使用文 

レベル オノマトペの使用文 

初

級 

 

N5 

 
ズルズル滑り落ちる/ピリッとする寒さだ/ズラリと並んでいる/ 

N4 

 

 肌がスベスベしている/ニヤニヤ笑わないで/髪の毛がサラサラしている/バリバリ働く/朝の電車はガラ

ガラだ/あの 2人はシックリいかない/フワッとした布団/ジワジワと追い詰める/かばんはギッシリ詰まっ

ている/シットリ濡れる/彼はサラッとしている/膝をピタッと叩く/涙がポツリと落ちる/ 

中

級 

 

N3 

 

バッタリ駅で大学のクラスメートと会った/イソイソと家を出た/手がカサカサになる/氷をカリカリ噛む/

ジリジリしながら待つ/スイスい泳ぐ/スクスク育つ/子供がスルスル木に登る/トントンと肩を叩く/女を

見てニタニタする/フカフカした布団/プリプリした魚/ミスミス家を焼かれた/ヤスヤス手に入れた/赤ん

坊がワアワア泣く/キッカリ 1時に始まる/コッテリした料理/ズッシリ詰まっている/目がパッチリして可

愛い/ホッソリとした指/ズバリと答える/スラリとした美人/シャキッとした歯ざわり/ 

N2 

 

歯がガタガタになる/キビキビと仕事をする/赤ん坊がギャアギャア泣く/話し方がネチネチする/スリッパ

をパタパタいわせて廊下を歩く/ピチピチした体/ネットリした薬を塗る/子供がお母さんにベッタリだ/パ

クリと食べる/膝がカクンとなった/電車がガタンと動く/おにぎりがコロッと落ちる/肩を叩かれてドキッ

とした/パラッと塩をまく/コロンとしたバッグ/ポツンと座っている/ 

上

級 

N1 

 

ガチガチに凍る/鍵の束がガチャガチャいう/彼はガバガバの長靴をはいている/キョロキョロを見回す/陰

でクスクス笑う/背中をゴシゴシ擦る/土足でズカズカと上がりこむ/思うことをズバズバ言う/朝からソワ

ソワしている/子供の顔が目の前にチラチラする/寒さがヒシヒシ身にこたえる/ヒョロヒョロ立ち上がる/

子供を膝の上でピョンピョン跳ねさせる/水面にゴミがプカプカ浮いている/飴で手がベタベタする/ヘラ

ヘラ愛想笑いをする/商売はボチボチだ/彼女の足をマジマジ見つめる/カッチリと組み合わさる/お年玉を

ドッサリもらう/ピッチリしたズボン/カチッと鍵をかける/ガラッと戸が開いた/西瓜をスカッと切り割る

/郵便物がドサッと届く/ドスンとしりもちをついた/ 

（用例は『日中辞書』に記載されているものを取った。そのほかは筆者の作例である。）  

 

 以上、表 8-14に示す新 JLPTで想定したオノマトペを集計すると、以下の表 8-15に示すよ

うに、N5は 4語、N4 は 13語、N3は 43語、N2は 35語、N1は 56語、合計 151語となる。そ

のうち、ABAB型は 89 語、Aッ Bリ型 20語、AB リ型 13語、ABッ型 19語、ABン型 10語を占

めている。 
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表 8-15 新 JLPTで想定したオノマトペ 

パタン    レベル N5  N4 N3 N2 N1 合計 

ABAB型 1 6 27 17 33 84 

Aッ Bリ型 0 3 10 3 4 20 

ABリ型 1 1 4 7 0 13 

ABッ型 1 3 2 4 9 19 

ABン型 1 0 4 4 1 10 

合計 4 13 47 35 52 151 

 

8.4.2.4 「現代雑誌」と「BTSJ」の使用頻度による調整 

以上、CEFR Can-doの 6つのレベルと JFS Can-doの 4つのレベルによってオノマトペのレ

ベルを初級・中級・上級に分けた。このレベル分けが新 JLPTの N5から N1までの 5つのレベ

ルに当てはまると判定した。この結果を「教科書」の指標で分けた初級・中級・上級のオノ

マトペとあわせて実際の使用頻度によって調整を行う必要がある。そこで、本稿は「現代雑

誌」と「BTSJ」の使用頻度の総和（表 5-30～5-34参照）を調整の基準として用いる。これに

より、オノマトペの実用性を判断することができると同時に、個々のオノマトペの使用頻度

による単語の親密度も明らかにすることができる。さらにこの調整を通して学習者の「生の

オノマトペを学習したい」というニーズに応えられるようにもなる。よって、以下（62）に

示す手順で調整を行う。 

（62） 

a. 分け方･･･「教材」以外の 151語は基準 b、c、dに即してレベル分けし、A1と A2（A2.1

と A2.2を含める）に想定したオノマトペを初級に、B1（B1.1と B1.2を含める）と

B2（B2.1と B2.2を含める）に想定したオノマトペを中級に、残りを上級に割り当て

ている。基準 b、cに即して想定したオノマトペのレベルは「現代雑誌」と「BTSJ」

の使用頻度によるレベルわけの原則とほぼ一致している。しかし、基準 aに即して

分けた 135語、すなわち、「教科書」の初級・中級・上級に従って分けたオノマトペ

はこの原則と合致していない部分が現れた。 

b. 基準･･･「現代雑誌」と「BTSJ」の使用頻度を参考基準にする。原則として、頻度の

高い順から初級、中級、上級に分けていくということで、具体的に使用頻度 5を超

えるものを初級に、頻度 4から頻度 2の全部、頻度 1の一部分を中級に、残りを上

級に割り当てる。 

c. 調整･･･「現代雑誌」と「BTSJ」の使用頻度に従って、「教科書」に出現したオノマ

トペを再度レベル分けしてみると、上級教科書に出現したオノマトペのうち、15語

が初級レベルに、11語が中級レベルに移った。また、中級教科書に出現したオノマ

トペのうち、24語が初級レベルに移動した。 

 

 「教科書」の 135語のうち、(63)に示すオノマトペのレベルが変更されることになった。 

(63) 

  上級レベルから中級レベルへ移る（11語） 

カチカチ、スヤスヤ、チョコチョコ、バサバ サ、ブクブク、ブルブル、スッポリ、

ドッシリ、ポッカリ、ミッチリ、スウッ 

  上級レベルから初級レベルへ移る（15語） 

ウロウロ、ガンガン、クルクル、ツルツル、ドシドシ、ノビノビ、ガッチリ、キッ

チリ、クッキリ、チョッピリ、ヒッソリ、サラリ、チラリ、キリッ、キチン 

  中級レベルから初級レベルへ移る（24語） 
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イライラ、ウキウキ、キラキラ、ギリギリ、グルグル、グングン、コツコツ、ソロ

ソロ、ダラダラ、ニコニコ、ハラハラ、バラバラ、フラフラ、ポカポカ、ボロボロ、

アッサリ、ウットリ、グッスリ、コッソリ、ジックリ、スッキリ、ソックリ、バッ

チリ、ビッシリ、ユッタリ 

  

  この調整によって、上級は 26減り、中級は 13語減り、初級は 39語増えた。この結果は

「初級からオノマトペを増やす」という本稿の趣旨にも合致している。 

 

 また、「教科書」以外の 151 語は、CEFR Can-do の 6 つのレベルと JFS Can-do の 4 つのレ

ベル及び新 JLPTの 5 つのレベルによってレベルを想定した。その上で各語に記されたレベル

が以下に示す 3 つの基準のうちの 2 つを満たした場合に、本稿の初級・中級・上級の各レベ

ルに相当すると規定する（表 8-16）。 

 

 初級 CEFRの A1/A2/A2.1/A2.2⇔JFSの A1/A2⇔新 JLPTの N5/N4 

 中級 CEFRの B1/B1.1/B1.2/B2/B2.1/B2.2⇔JFSの B1/B2⇔新 JLPTの N3/N2 

上級 CEFRの C1/C2⇔新 JLPTの N1 

 

表 8-16 オノマトペのレベル分け（151語） 
オノマトペ JFS CEFR 新 JLPT 本稿のレベル オノマトペ JFS CEFR 新 JLPT 本稿の

レベル 

イソイソ B1 B1 N3 中級 ドキッ B1 B1.2 N3 中級 

ウハウハ   C2 N1 上級 ドキリ B2 B1.2 N3 中級 

オロオロ B1 B1 N3 中級 ドサッ   C2 N1 上級 

カクン B2 B1 N2 中級 ドスン   C1 N1 上級 

カサカサ B2 B1.2 N3 中級 ドタッ   C2 N1 上級 

ガタガタ B1 B1 N2 中級 ドッサリ   C2 N1 上級 

ガタン B2 B1.2 N2 中級 ドップリ B1 B1.1 N2 中級 

ガチガチ   C1 N1 上級 ドロドロ   C1 N1 上級 

カチッ   C2 N1 上級 トロリ B1 B2.1 N3 中級 

ガチャガチャ   C2 N1 上級 トロン B1 B2.1 N2 中級 

カッチリ   C2 N1 上級 トントン B1 B1.2 N3 中級 

ガバガバ   C2 N1 上級 ニタニタ B1 B1.2 N3 中級 

ガヤガヤ   C1 N1 上級 ニヤニヤ A2 A2.1 N5 初級 

ガラガラ A2 A2.1 N4 初級 ネチネチ B1 B1 N2 中級 

ガラッ   C1 N1 上級 ネットリ   B1.1 N2 中級 

ガラリ B1 B1.2 N2 中級 ノッペリ B2   N2 中級 

カリカリ B1 B1 N3 中級 ノリノリ   C2 N1 上級 

キッカリ B1 B1.2 N3 中級 パクリ B1 B2.1 N2 中級 

ギッシリ A2 A2.1 N4 初級 パサパサ B2 B1.2 N2 中級 

キッパリ B1 B1.2 N3 中級 パタパタ B1 B1.2 N2 中級 

キビキビ B1 B1.2 N2 中級 バッタリ B2 B1 N3 中級 

キャアキャア   C1 N1 上級 パッチリ B1 B1 N3 中級 

ギャアギャア B1 B2 N2 中級 パラッ   C2 N3 中級 

キョロキョロ   C1 N1 上級 パリッ B2 C2 N2 中級 

キリキリ   C1 N1 上級 バリバリ   A2 N5 上級 

クスクス   C1 N1 上級 パリパリ B1   N2 中級 

グズグズ B1 B1.2 N3 中級 バンバン   C2 N1 上級 
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クスッ   C2 N1 上級 ヒシヒシ   C1 N1 上級 

グチャグチャ B2 B1.2 N2 中級 ピシピシ B1 B2.2 N2 中級 

クネクネ B2 B1 N2 中級 ピシャリ B1 B1 N3 中級 

グラッ   C2 N1 上級 ピタッ A2 A2.1 N4 初級 

ゴシゴシ   C1 N1 上級 ヒタヒタ   B1.2 N2 中級 

コソコソ   C1 N1 上級 ピチピチ B1 B2.2 N2 中級 

ゴツゴツ B2 B1 N2 中級 ピッチリ   C2 N1 上級 

コッテリ B1 B1.2 N2 中級 ヒヤヒヤ   C2 N1 上級 

コリコリ B1 B1 N2 中級 ヒョロヒョロ   C1 N1 上級 

コロコロ B1 B1.2 N3 中級 ピョンピョン   C1 N1 上級 

コロッ B1 B1.2 N3 中級 ピリッ A2 A2.1 N4 初級 

コロン B2 B1.2 N3 中級 ピリピリ B1 B2.1 N3 中級 

ゴワゴワ   B1 N2 中級 ビンビン   C2 N1 上級 

サクッ B2 B2 N2 中級 ブウブウ B1 B1.2 N3 中級 

ザックリ B2 B1 N2 中級 フカフカ B1 B2.1 N2 中級 

サラサラ A2 A1 N5 初級 ブカブカ   C2 N1 上級 

サラッ A2 A2.2 N4 初級 プカプカ   C1 N1 上級 

シイン   C2 N1 上級 ブヨブヨ B1 B2.2 N2 中級 

シックリ A2 A2.1 N4 初級 ブラリ B2 B2 N3 中級 

シットリ A2 A2.2 N4 初級 ブリブリ   C2 N1 上級 

シャカシャカ   C2 N1 上級 プリプリ B1 B1.2 N3 中級 

シャキッ B1 B1 N2 中級 フワッ A2 A2.1 N4 初級 

ジリジリ   B1 N3 中級 フワリ B2 B2 N3 中級 

ジロジロ   C2 N1 上級 ベタベタ   C1 N1 上級 

ジワジワ A2 A2.1 N4 初級 ベッタリ B1 B1 N3 中級 

スイスイ B1 B1.2 N3 中級 ヘラヘラ   C1 N1 上級 

ズカズカ   C1 N1 上級 ベラベラ   C2 N1 上級 

スカッ   C1 N1 上級 ホクホク B1 B2.1 N3 中級 

スクスク B1 B2.2 N3 中級 ボサボサ B2 B1.2 N3 中級 

スコン   C2 N1 上級 ボチボチ   C1 N1 上級 

ズッシリ B2 B1.2 N2 中級 ポッキリ B2 B2 N2 中級 

ストン B2 B1.2 N2 中級 ホッソリ B1 B1 N3 中級 

ズバズバ   C1 N1 上級 ポッテリ B1 B1 N2 中級 

ズバリ A2 A2.2 N4 初級 ポツリ A2 A2.1 N4 初級 

スベスベ A2 A1 N5 初級 ポツン   B1 N3 中級 

スラリ B1 B2.2 N3 中級 ポンポン B1 B2 N3 中級 

ズラリ A2 A2.1 N4 初級 マザマザ B1 B2.2 N3 中級 

スルスル B1 B2.1 N3 中級 マジマジ   C1 N1 上級 

ズルズル A2 A2 N4 初級 ミスミス B1 B1.2 N3 中級 

スルリ B2 B1.2 N3 中級 ムシムシ   C2 N3 上級 

ゼエゼエ   C2 N1 上級 ムシャムシャ   C2 N3 上級 

ソワソワ   C1 N1 上級 ムスッ   C2 N3 上級 

チャプチャプ   C2 N1 上級 メチャメチャ   C2 N1 上級 

チョロチョロ   C1 N1 上級 モコモコ   C2 N3 上級 

チラチラ   C1 N1 上級 ヤスヤス B1 B1.2 N3 中級 

チラッ   C2 N1 上級 ヨチヨチ B1 B2.2 N3 中級 
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ツヤツヤ B1 B1 N3 中級 ヨレヨレ   C2 N1 上級 

ツルリ B2 B2 N3 中級 ワアワア B1 B2 N3 中級 

ドカン B2 B1.2 N2 中級           

 

8.4.3 レベル分けの結果 

上記の表 8-16から取り出した初級 76語を表 8-17に、中級 124語を表 8-18に、上級 86語

を表 8-19に示す。 
 

表 8-17 初級オノマトペ（76 語） 

イライラ コツコツ ドンドン ボロボロ ガッカリ ジックリ バッチリ ズラリ 

ウキウキ サラサラ ニコニコ ワクワク ガッチリ シックリ ビックリ チラリ 

ウロウロ ジワジワ ニヤニヤ ゴチャゴチャ ギッシリ シットリ ビッシリ ポツリ 

ガラガラ スベスベ ノビノビ シクシク キッチリ スッカリ ヒッソリ キリッ 

ガンガン ズルズル ハラハラ パラパラ クッキリ スッキリ ピッタリ サラッ 

キラキラ ソロソロ バラバラ ムカムカ グッスリ ソックリ ユックリ ピタッ 

ギリギリ ダラダラ バリバリ ワイワイ コッソリ タップリ ユッタリ ピリッ 

クルクル ツルツル ピカピカ アッサリ サッパリ チョッピリ サラリ フワッ 

グルグル ドキドキ フラフラ ウッカリ シッカリ ハッキリ ズバリ キチン 

グングン ドシドシ ポカポカ ウットリ         
 

表 8-18 中級オノマトペ（124 語） 

イソイソ ゴワゴワ ピシピシ ホクホク パチパチ キッパリ ポッキリ サクッ 

オロオロ ジリジリ ヒタヒタ ボサボサ パンパン グッタリ ホッソリ シャキッ 

カサカサ スイスイ ピチピチ ポンポン ビクビク コッテリ ポッテリ ドキッ 

ガタガタ スクスク ヒリヒリ マザマザ ヒラヒラ ザックリ ミッチリ パラッ 

カチカチ スヤスヤ ピリピリ ミスミス ビリビリ ズッシリ ガラリ パリッ 

カリカリ スルスル ピンピン ヤスヤス フワフワ スッポリ スラリ カクン 

キビキビ チョコチョコ ブウブウ ヨチヨチ ボツボツ ドッシリ スルリ ガタン 

ギャアギャア ツヤツヤ フカフカ ワアワア ポツポツ ドップリ ツルリ コロン 

ギラギラ トントン ブクブク ウトウト ポトポト ニッコリ ドキリ ストン 

グズグズ ニタニタ ブツブツ ガリガリ ムクムク ネットリ トロリ ドカン 

グチャグチャ ヌルヌル ブヨブヨ ゴタゴタ メキメキ ノッペリ パクリ トロン 

クネクネ ネチネチ ブラブラ ゴロゴロ ユラユラ バッタリ ピシャリ ポツン 

クラクラ パサパサ プリプリ ザワザワ オットリ パッチリ ブラリ スウッ 

ゴツゴツ バサバサ ブルブル スラスラ ガッシリ ベッタリ フワリ ガツン 

コリコリ パタパタ ペコペコ ダブダブ キッカリ ポッカリ コロッ ポカン 

コロコロ パリパリ ペラペラ ノロノロ         
（網掛けは理解語彙） 

表 8-19 上級オノマトペ（86 語） 

ウハウハ キリキリ ショボショボ チョロチョロ ピョンピョン マゴマゴ ドッサリ ソウッ 

ウヨウヨ クスクス ジロジロ チラチラ ビンビン マジマジ ピッチリ チラッ 

オドオド クタクタ ズカズカ ドロドロ ブカブカ ムシムシ ムッツリ ドサッ 
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ガサガサ クドクド ズバズバ ノリノリ プカプカ ムシャムシャ カチッ ドタッ 

カタカタ グラグラ ゼエゼエ バタバタ ブリブリ メチャメチャ ガラッ ボウッ 

ガチガチ ゴシゴシ セカセカ バンバン ベタベタ モコモコ クスッ ムスッ 

ガチャガチャ コソコソ ゾロゾロ ピイピイ ヘラヘラ ヨレヨレ グラッ ペロリ 

ガバガバ コトコト ソワソワ ヒシヒシ ベラベラ ヨロヨロ ジワッ シイン 

ガヤガヤ ザラザラ タジタジ ビシビシ ボソボソ ワサワサ スカッ スコン 

キャアキャア シゲシゲ チカチカ ヒヤヒヤ ポタポタ ワンワン スパッ ドスン 

キョロキョロ シャカシャカ チャプチャプ ヒョロヒョロ ボチボチ カッチリ     

（網掛けは理解語彙） 

 

8.5 まとめ 

 本章はオノマトペの学習内容とレベル分けに主眼を置いて考察した。オノマトペの学習内

容を構築する試みとして、8.2 でコロケーションのシソーラスとプロトタイプ的意味または

それに近い意味のシソーラスをそれぞれ 5 パターンごとに構築し、プロトタイプ的コロケー

ションとプロトタイプ的意味またはそれに近い意味の組み合わせの方法を紹介した。続く8.3

で勤務校の学習者を対象に、学習時間と旧 JLPT の認定基準によって、初級・中級・上級のレ

ベル分けを検討した。8.4 では日本語教育で教えるオノマトペのレベル分けを取り上げた。

従来のオノマトペのレベルわけには基準の明示がなかったが、本稿は「教科書」の出現状況、

「CEFR Can-doの例示的能力記述文」、「JFS Can-doの例示的能力記述文」、「新 JLPTの認定

の目安」、「現代雑誌」と「BTSJ」の使用頻度という 5 つの基準を用いてオノマトペのレベ

ル分けと判定を試みた。 

日本語教育で教えるオノマトペの試案は第 5章で選定した「ABAB」型 178語、「Aッ Bリ」

型 54 語、「AB ッ」型 25 語、「AB リ」型 16 語、「AB ン」型 13 語、合計 286 語であり、そ

れを本稿のレベル分けの対象とした。この 286 語のうち、「教科書」に出現する 135 語は基

本的に教科書のレベルに従い、それらを除いた 151語を上記の基準 b、cに即してレベル分け

を試みた。その結果を基準 dの「新 JLPTの認定の目安」に書かれた N5～N1の「読む」と「聞

く」の目安を判定基準に、N5 と N4 を初級に、N3 と N2 を中級に、N1 を上級に割り当てた。

この 5つのレベルは CEFRの A1～C2の 6つのレベルと JFSの A1～B2の 4つのレベルと相当関

係がある。つまり、A1と A2（A2.1と A2.2を含める）あるいは N5と N4に標示されたオノマ

トペを初級に、B1（B1.1 と B1.2 を含める）と B2（B2.1 と B2.2 を含める）また N3 と N2 に

標示されたオノマトペを中級に、C1と C2または N1を上級に割り当てる。 

 最後に、286 語に対して「現代雑誌」と「BTSJ」の使用頻度による調整を行った。調整に

よって、「教科書」の割り当てがレベルの高い方から低い方へ移るオノマトペが現れた。つま

り、初級レベルのオノマトペが増えたのに対して上級レベルのオノマトペが減ったというこ

とである。初級で増加したオノマトペは使用頻度が高く、CEFR Can-doと JFS Can-doの同一

レベルに相当するものと判断した。そこで、本稿はこの試案をレベル分けの最終案として、

次章からこのレベル分けに従って行った実践的な指導について報告する。 
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第 3部 学習内容と指導プロセスの構築およびその検証 

第 9章 オノマトペの指導法のための言語学的考察 

9.1 はじめに 

 日本語はオノマトペが世界的に見ても豊富で、日常の言語活動において頻繁に用いられる

と同時に学習者の多くが習得困難な語彙でもある。学習者の習得困難をどう解決するかにつ

いては、第 2章で触れたように、従来の研究ではオノマトペの講座を開く提案と、どのレベ

ルの教材にもオノマトペを取り入れるなどの方法が挙げられている。しかし、教材の開発を

進め、体系的な学習内容を提供しない限り、目標を持った長期的な学習は実現できない。長

期間（初級から上級まで）かけて体系的で持続的な学習を維持するためには、オノマトペに

関する教科書のような学習シソーラスが必要である。そのために、三上（2007）は選定した

基本オノマトペ 70語について、用例、意味、意味解釈、会話、漫画からなるシソーラスを作

成している。この 70 語のシソーラスは初級・中級前半レベルの学習者をターゲットに構築し

たものとして十分有益な学習内容であるが、初級・中級・上級、いわば日本語専攻の 4学年

の学習内容にはもっと多くのオノマトペが必要である。 

 そこで、ここでは第 3章と第 4章の調査結果をふまえて、学習者のオノマトペに対する理

解度と応用力を上げることに主眼をおいて、「典型的な共起語」、「プロトタイプ的意味また

はそれに近い意味」、「類義語」を勉強したいというニーズにこたえるために、言語学的理論

に基づいてオノマトペの指導法を述べる。本研究はプロトタイプ的コロケーションとプロト

タイプ的意味またはそれに近い意味をオノマトペの指導に用いるべきだと主張しているため、

本章ではプロトタイプ的コロケーションを抽出する理論と方法を紹介し、多義オノマトペの

意味拡張にかかわるメタファー、メトニミー、共感覚的比喩を検討し、意味拡張のプロセス

を分析する。これはそれぞれ 9.2と 9.3で取り上げる。また、オノマトペ学習に関わる補助

的な内容として、類義オノマトペの意味分析の方法およびその類義語のリストを 9.4で検討

する。さらに、オノマトペの学習にも指導にもかかわるイメージ・スキーマの認知メカニズ

ムならびにイメージ喚起のためのシソーラスを 9.5で論じる。 

 

9.2 コロケーションの学習内容を構築するための理論と方法 

 本節はオノマトペ学習のための学習内容を構築することを目的として、次章で取り上げる

オノマトペのプロトタイプ的コロケーションに焦点をあて、日本語教育で教えるオノマトペ

の体系的なコロケーションのシソーラスを構築するための理論と方法を検討する。 

 

9.2.1 プロトタイプ的コロケーション 

 オノマトペのコロケーションに関する学習内容を構築しなければならないのは、学習者に

とってそれは自然に覚えるものではなく、意識的に覚えなければ習得できないものだからで

ある。野村（2014: 88）は英語の学習者としての立場からコロケーションについて次のよう

に述べている。 

 

  私たちは母語に関して膨大な数のコロケーションを自然に身につけており、そのことが

ネイティブらしく話す（書く）ことを可能にしている。一方、外国語のコロケーション

は、意識的に 1つずつ覚えていくしかない。コロケーションとは語と語の慣習的な結び

付きであるため、母語のコロケーションの知識を外国語に転用することはできないから

である。 
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つまり、コロケーションの習得は覚えるほかに方法がない。 

 オノマトペのコロケーションの習得も同様である。そのため、覚えさせるにはオノマトペ

のコロケーションのシソーラスが必要である。第 6 章で触れたように、これまではオノマト

ペのコロケーションに関するシソーラスは辞典でしか扱われていなかった。しかし、どのコ

ロケーションが実際にプロトタイプ的なものなのかは明らかにはされていなかった。そこで、

本章ではコーパスを用いた調査から得られたデータをベースにオノマトペのコロケーション

のシソーラスを構築する。 

オノマトペは複数のコロケーションを持っている。しかし、1 つのオノマトペに対して何

十何百のコロケーションを学習者に覚えさせるのは非現実的である。そのため、本章はコロ

ケーションに関する学習内容の構築においては、実際使用状況を重視し、使用頻度の高いも

のから教えていくという方針をとる。この高頻度使用のコロケーションは必ずしもそのオノ

マトペのプロトタイプではないだろうが、人々が頻繁に使用する言語形式は認知的に目立ち

度が高く、人々の記憶においても優位な存在、つまり、あるオノマトペのコロケーションと

いうカテゴリーの良いメンバーであると考えられる。プロトタイプ意味論において、松本（2003）

はあるカテゴリーに属するメンバーは均等ではなく、その中には典型的なケースと周辺的な

ケースがあることを認め、その典型的なケースに注目して記述を行うと述べている。さらに、

大堀（2002: 35）によれば、カテゴリーへの帰属について子供に判断させたところ、中心メ

ンバーとそうでないものとでは、大人よりも大幅な差が出たと述べ、これはカテゴリー習得

における順序を反映している92と指摘している。『日本語教育事典』93でも、連語（本稿でい

うコロケーション）や慣用句は教育上の効果を図るため、頻度の高いものをセットで教える

ことを推奨している。 

 

9.2.2 プロトタイプ的コロケーションに関する学習内容の構築 

野村（2014）で述べられたように、コロケーションの習得は「覚える」ほかに方法はない。

オノマトペのコロケーションの習得を促進させるために、本研究は「プロトタイプ的なコロ

ケーションから学習する」と提案する。そのために、第 6章のコーパスを用いた調査の結果

をふまえたうえで、個々のオノマトペのコロケーションをカテゴリー化し、複数のメンバー

からプロトタイプを特定し、オノマトペのプロトタイプ的なコロケーションを抽出すること

を試みる。その手順として、まず、コーパスから収集した用例の基本パターンの共起関係を

判定し、共起語を頻度の高いほうから取り出す（資料 4を参照）。オノマトペのコロケーショ

ンの基本パターンは第 6章で触れたように、オノマトペの後方 2語（キーから 2語設定）を

検索して得られたものの頻度が最も高く、その次は 1語と 4語設定ということであった。そ

の 2語、1語、4語設定で得られた用例の基本的なパターンを以下の表 9-1に示す。 

 

表 9-1 コロケーション検索で得られた用例の基本的なパターン 
オノマトペの後方 オノマトペとかかると判断する動詞およびその用例 

1語目 （オノマトペ＋動詞）ガブガブ飲む 

2語目 （オノマトペ＋助詞＋動詞）キラキラと光る、カチカチに干上がる 

4語目 （オノマトペ＋助詞＋名詞＋助詞＋動詞）カチカチに全身を硬直させている 

 

次に、取り出した共起語から共通の属性によってカテゴリー化する。最後に、それぞれカ

テゴリーの典型性を定め、中心メンバーを特定し、そのプロトタイプを抽出する94。以下、「イ

ソイソ」のプロトタイプ的コロケーションの抽出過程を例に取ってみる。 

「イソイソ」はその後方 2 語と 4 語設定で比較的高い頻度のコロケーションを集めること

ができた（資料 5 を参照）。用例をチェックして共起関係を判定した後、2 語設定の用例か

らは動詞を 48 例、4 語設定からは動詞を含んだ句・節を 56 例得られた。これにより他の設

定よりきわめて高い頻度のコロケーションを獲得できた。 



247 

 

このように得たコロケーションの中に、頻度の高い動詞もあれば、低いのもある。それを

高い順に見ていくと、「出かける」「する」「行く」「帰る」「迎える」「駆けつける」「歩

く」「開く」「向かう」「来る」「出る」「入れる」「作る」とあり、ほかはすべて頻度 1

を表す動詞（赴く、動き始める、登場する、差し出す、飛びつく、迎え入れる、誘い込む、

立ち上がる、並べる、立ち去る、立ち働く、連れ立つ、走り出る、乗り込む、乗り出すなど）

である。これらの動詞をカテゴリー化すると、大きく 2 つのカテゴリーに分類することがで

きる。1 つは｛出かける/行く/帰る/迎える/駆けつける/向かう/来る/出る/歩く/開く/向か

う/赴く/動き始める/登場する/飛びつく/迎え入れる/誘い込む/立ち上がる/立ち去る/立ち働

く/走り出る/乗り込む/乗り出す｝であり、もう 1 つは｛する/開く/入れる/作る/並べる/差

し出す｝である。後者はオノマトペの後方 4 語目の動詞として、句・節を構成する一部分で

ある。例えば、「する」は「イソイソと支度をする」、「開く」は「イソイソと標本を開く」、

「作る」は「イソイソとコーヒーなど作ってくれる」、「差し出す」は「イソイソと手を差

し出す」、「並べる」は「二人がイソイソと肩を並べる」、「入れる」は「イソイソとお茶

を入れる」である。つまり、このカテゴリーの動詞は直接「イソイソ」と修飾関係にあるの

ではなく、目的語と構成した句・節が「イソイソ」とかかるのである。一方、前者はオノマ

トペの後方 2語目の動詞として、「イソイソ」と直接修飾関係にある。例えば、「出かける」

は「イソイソと出かける」、「行く」は「イソイソと行く」、「帰る」は「イソイソと帰る」

などである。 

用例から分かるように、2 つの動詞カテゴリーのメンバーには共通の属性がある。それは

動作性である。オノマトペの後方 4 語目の動詞（する/開く/入れる/作る/並べる/差し出す）

は「手の動作」を表すのに対し、オノマトペの後方 2語目の動詞（出かける/行く/帰る/迎え

る/駆けつけるなど）は「足の動作」を表す。そして、前者より後者の動詞は量的に多くて、

「出かける」「行く」など移動という属性が顕著的である。これにより「イソイソ」の典型

性を「足の動作による身体の移動」に定めることができる。よって「出かける、駆け付ける、

歩く、赴く、動き始める、迎える、行く、登場する、飛びつく、迎え入れる」などが中心メ

ンバーとして考えられる。そこで、さらにコーパス検索で得られた頻度を参考に、また検索

の設定条件をふまえて、「イソイソ」のコロケーションのプロトタイプをこの中で最も高い

頻度を示した「と出かける」にすえる。このように、「イソイソ」のプロトタイプ的共起語

と他の共起語を以下の表9-2のようにリストアップできる。その他のオノマトペについても、

この理論と方法でプロトタイプ的コロケーションを抽出できる。 

 

表 9-2 「イソイソ」のプロトタイプ的共起語とその他の共起語 

オノマトペ プロトタイプ 共通する属性を持つ他の共起動詞 

イソイソ と出かける 
と（帰る、駆け付ける、歩く、赴く、動き始める、迎える、行く、登場す

る、飛びつく、迎え入れる）など 

 

以上をふまえて、オノマトペのコロケーションからプロトタイプを抽出して提示すること

によって、学習者はより効率的にオノマトペの学習を実現することができると思われる。 

 

9.3 多義オノマトペの意味拡張に関する考察 

9.3.1 多義オノマトペの意義素 

多義語は一つの語形に複数の意味が結びつく語のことである。国広(1982: 110)によれば、

「多義的関係にあると認定される二つの意味の間には何らかの意味的な関係がある」という。

つまり、多義語の意味と意味の間に関連性があるということである。多義語の意味関係を分

析するには、「意義素を分析することおよび語の使用範囲を明らかにすること」（国広2010: 8）

が必要である。 
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国広（1982: 40-48）によれば、意義素とはその語の典型的な用法を取り出し、そこから場

面や文脈などの影響で変わる部分を取り除いたあとに残る意味である。意義素を規定するに

は、他の語と区別するために必要な要素を最小限に保留し、場面や文脈などの使用制約もあ

る程度保留し、意義素をさらに小さい要素である意義特徴に分析する。意義素を構成する意

義特徴相互の間では重要度が異なることがあり、主要なものと周辺的なものがあるという。 

 オノマトペの意義の特徴をはっきりさせるために、大谷（1989: 53）は国広（1982）が提

唱する「意義素」に従ってオノマトペの「意義素」の内部構造の図式を以下のように分析し

ている。文法的特徴は直接関係ないので略され、以下（64）の各項目について説明をつけて

いる（右側の下線の部分が大谷の意見である）。 

（64）            〔意義素・擬態語〕 

 文法的特徴  品詞的特徴    略 

        統語的特徴    略 

 語義的特徴  前提的特徴    文脈依存的 

        本来的特徴    イメージ喚起的 

 含蓄的特徴  文体的特徴    口語的 

        喚情的特徴    感覚的・主情的 

        文化的特徴    日本的 

大谷（1989: 53） 

 大谷が付けたオノマトペの意義特徴は国広（1982）に沿って分析すると、各オノマトペの

意義素を構成する意義特徴は相互の間では重要度によって異なり、主要なものと周辺的なも

のに分けられる。意義特徴を代表する主要なもの、すなわち、基本義あるいは中心義になる。

一部の意義特徴が抑圧されて用いられない場合は周辺的なものになる。 

ここでは多義オノマトペの意味関係を見るために、「ズルズル」を例に取り、以下（65）に

示す用例を用いて分析する（用例は特に断りがない限り、『デジタル大辞泉』の例文を用いた）。 

(65) 

a. 大きな荷物をズルズル（と）引きずる。 

b. 雪の斜面をズルズル（と）滑り落ちる。 

c. ズルズル（と）返事を延ばす。 

d. スープをズルズル（と）飲む。 

e. 痩せてズボンがズルズルになる。 

  

（65a）は「重い物や長い物をユックリ引きずるさま」を、（65b）は「少しずつ滑り落ちた

り、後退したりするさま」、（65c）は「物事の決まりをつけないさま」、（65d）は「音を

立てて汁を飲んだり、鼻汁をすすったりするさま」、（65e）は「しまりのないさま、物事に

だらしのないさま」を表す。これらの用例から「ズルズル」の意義特徴として〈物や人が〉

〈長い物や重い物の状態で〉〈滑る様子〉に分解することができる。この意義特徴によって、

「ズルズル」の基本義と周縁義が区別される。（65a、b）は基本義であるのに対し、（65c～e）

は周縁義である。このように、個々のオノマトペの用例からそのオノマトペの意義特徴を分

析することによってオノマトペの基本義（中心義）と周縁義を見分けることができる。  

そして、基本義の意義特徴から、類義オノマトペの共通点と相違点を区別することができ

る。例えば、「ダブダブ」と「ブカブカ」の基本義として、「ダブダブ」が「衣服などが大

きすぎてゆるいさま」を表し、「ブカブカ」は「身に着ける物が大きすぎて、ゆるんでいるさ

ま」を表す。この 2語の用例を以下（66）と（67）に示す。 

（66）「ダブダブ」 

a. 兄のお下がりのダブダブ（と）したズボン。 

b. 親父のお下がりのオーバーが、ダブダブでどうにもかっこうがつかない。 

c. ヒップはピッチリ、ほかはダブダブというズボンが流行している。 
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d. 目までかくれそうなダブダブの帽子をかぶって、得意そうな新入生。 

e. いやにダブダブしたブラウスだが、彼女が着ると、さまになるから不思議だ。 

f. 船長はダブダブの肌着を貸してくれる。 

  (67)「ブカブカ」 

a. この靴ではブカブカして歩けない。 

b. 彼女すっかり痩せちゃって、今まではいていたスカートはブカブカだって。 

c. この松茸、形は大きいけれど、押してみるとブカブカだ。 

d. 大き目のドレスを選んだために、胸から上はブカブカになってしまった。 

 

用例から見れば、「ダブダブ」が修飾する装身具は｛ズボン/オーバー/帽子/ブラウス/肌

着｝に集中しているが、「ブカブカ」は｛靴/スカート/ドレス｝に集まっている。2語は「サ

イズが合わない」という意味で共通している。その一方、2 語の相違点は、「ダブダブ」は

（66d）から分かるように、「目までかくれそうな」のは「長い」、つまり、サイズが長くて

大きい意味を表すのである。「ブカブカ」は(67b)の「すっかり痩せちゃう」ことによって、

一つの容器みたいなスカートの中に隙間ができた。また（67c）の「押してみる」という動作

によって、堅実な中身を持つべき松茸の中に空洞があるように感じられた。このような意義

特徴を抽出すると、以下（68）のようになる。 

（68） 

  「ダブダブ」…〈衣服・帽子などの〉〈サイズが合わない〉〈ゆるい〉〈サイズが長い

（大きい）〉        

  「ブカブカ」…〈衣服・靴・帽子などの〉〈サイズが合わない〉〈ゆるい〉〈空間・隙 

          間がある〉 

  

 よって、「ダブダブ」と「ブカブカ」は共通の意義特徴と異なる意義特徴を持っているこ

とが明らかになった。2 語とも〈衣服・帽子などの〉〈サイズが合わない〉〈ゆるい〉とい

う意義特徴で共通している。しかし、「サイズが大きい（長い）」と「空間・隙間がある」

という相違点からみれば、「ダブダブ」は「長さ」を強調するのに対し、「ブカブカ」は「太

さ」を焦点化すると分析できる。つまり、「ダブダブ」は体の部位よりサイズが大きい（長

い）場合に使われ、「ブカブカ」は体の部位より緩すぎて空間や空洞ができるような場合に

使われる。 

 以上をまとめると、多義オノマトペの複数の意味の間に中心的な基本義と周辺的な周縁義

がある。基本義から意義特徴を分解することによって、意味の共通点と相違点を抽出するこ

とができる。意義特徴の分析によって、多義オノマトペの意味関係、類義オノマトペの差異

を明らかにすることができるようになる。よって、次節から多義オノマトペの意味拡張を検

討する際に、多義オノマトペの意義素、また意義特徴を分解することを一つの方法として取

り上げる。 

 

9.3.2 多義オノマトペの意味拡張 

語の意味は時代の流れと共に変化、拡張していくものである。認知言語学では、「ある語

において、従来とは異なる新たな意味が派生すること」（松本 2003: 73）を「意味拡張（semantic 

extension）」と呼ぶ。松本の例を借りれば、「ニワトリがタマゴを産む」の「タマゴ」は基

本的な意味（プロトタイプ的意味）であり、「医者のタマゴ」の「タマゴ」は拡張された意

味である。 

松本（2003: 73-130）は新たな意味がどのような仕組みによって生じるのかということを

主に日本語と英語の例を挙げながら述べている。意味拡張のプロセスとしてメタファー、シ

ネクドキー、メトニミーの 3種を取り上げ、イメージ・スキーマが意味の拡張において果た
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す役割、主体的意味の顕在化、本来名詞や動詞であったものが前置詞や助動詞などの機能語

（文法的な機能を担う語）や屈折接辞へと変化する文法化現象をめぐって、意味拡張につい

て論述した。 

本節はこういった先行研究をふまえて、オノマトペの特徴に即して、多義オノマトペの意

味拡張がメタファー、メトニミー、共感覚的比喩とどのように関連しているか、その拡張モ

デル・枠組みを見出すことを目的とする。この考察の結果は、中級・上級レベルのオノマト

ペ指導に示唆を与えるものである。 

 

9.3.2.1 メタファーとメトニミーによる意味拡張 

9.3.2.1.1 メタファーとメトニミー 

多義語の意味拡張について、松本（2003）は池上（1978）95や籾山（2002）96などをふまえ

て、類似性による比喩と認知言語学的な意味拡張にかかわるメタファーとメトニミーを取り

上げている。 

類似性（similarity）に基づくメタファーは一方の事物・概念を表す形式を用いて、他方

の事物・概念を表すことである。つまり、2つの事物・概念の何らかの類似性によってメタ

ファーが発生し、メタファーが発生することによって意味が拡張されるということである。

例えば、「花瓶に花を生ける」と「Aさんは職場の花」は「花」という物あるいは概念にお

けるメタファーの発生によって意味が拡張されている。前者は「花」の最も基本的な意味で

あり、〈植物が咲かせる美しく人目を引くもの〉と考えられるのに対し、後者は〈美しく人

目を引く人〉と考えられる（p.74）。2者の意味関係から見ると、〈美しく人目を引く（も

の）〉という点で共通している（p.75）。つまり、共通点あるいは類似点を見出すことがメ

タファーを生み出すことになる。松本は「2つの事物・概念に類似性が内在しているという

よりも、人間が 2つの対象の間に主体的に類似性を見出すことを表していると考えたほうが

適切である」（p.76）と述べた。 

また、メトニミーについて、次のように定義している。2つの事物の外界における隣接性、

さらに広く 2つの事物・概念の思考内・概念上の関連性に基づいて、一方の事物・概念を表

す形式を用いて、他方の事物・概念を表すという比喩である（p.83）。例えば、「黒板を消

す」は「黒板に書かれた（黒板に隣接している文字）」（p.83）を消すことである。つまり、

ここの「黒板」は黒板その物ではなく、そこに書いた文字や絵などを表しているのである。

このように、「2つの物が現実世界において隣接していることに基づき、本来一方の物を表

す語が、他方の物を表す」（p.83）というのは最も基本的なメトニミーである。また、「手

が足りない」のように、「手を部分としてもつ〈人間（全体）〉」（p.83）を表している「全

体と部分のメトニミー」（p.84）もあれば、「うちの子はぜんぜん言うことを聞かない」の

ように、「（相手の）発話を聴覚で捉えることと、（相手の発言・指示に従うことは時間的

に」（p.84）連続して生じる先行と後続のメトニミーもある。さらに、「あいつとは同じ釜

の飯を食った仲だ」の「出来事の部分と全体」（p.86）と、「やっと原稿が終わった」の「も

のとそのものに関わるもの」の意味拡張がある。松本はメトニミーの具体的な参照点を以下

（69）に示すように挙げている。 

（69）相対的に参照点になりやすいもの 

a. （人間以外のものよりも）人間。例:漱石/シェイクスピアを読む。 

b. （部分よりも）全体。例:扇風機が回っている。 

c. （抽象的行為・状態よりも）具体的行為・状態。例:頭を抱える。 

  

以上をまとめると、多義語の意味拡張にかかわるメタファーは類似性に基づき発生すると見

られ、メトニミーは隣接性と関連性に基づき発生するのである。そして、メタファーは「比
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較する」という認知能力を認知的基盤の基本として、メトニミーは「参照点」を見つけるの

を認知的基盤の基本として考えられている。オノマトペにもメタファーとメトニミーがある。

「話がコロコロ（と）変わる」は〈物事が転じる様子〉が〈丸いもの、小さいものなどが軽

快に転がる〉ように喩えられているメタファーである。「ワンワンが鳴いている」は「ワン

ワン」という〈犬の声〉で〈犬〉全体を表すメトニミーである。このように、オノマトペは

メタファーやメトニミーによって意味が拡張されている。 

 

9.3.2.1.2 メタファーとメトニミーによる「ゴロゴロ」の意味拡張 

日本語には様々な用法を持つ多義オノマトペが多々ある。浜野（2014: 72）は「日本語の

オノマトペは流動的でダイナミックなシステムであり、1つのオノマトペでも『ギリギリ』

『カラカラ』のように、多様な意味を持ち、品詞的にもいくつにもまたがるようなものが多

数ある」と指摘している。「ゴロゴロ」もその例の 1つである。 

(70) 

a. 猫がゴロゴロのどをならす。 

b. 雷がゴロゴロ鳴る。 

c. 丸太がゴロゴロ転がる。 

d. 日曜日に家でゴロゴロしている。 

e. 目にゴミが入ってゴロゴロする。 

 

（70）のうち、aは「声」、bは「音」、cは「物の様子・状態」、dは「人の様子・状態」、

eは「人の感覚」を表す。また、a、b、cの「ゴロゴロ」は副詞範疇に属し、連用修飾語とし

て動詞を修飾する。d と eは「する」との結びつきによって動詞に変わって述語をつとめる。

このように、「ゴロゴロ」は副詞と動詞にまたがって連用修飾語として動詞にかかるときも

あれば、述語になる場合もある。通常、同一の音形を持つ語は品詞が異なると同音異義語に

なる。しかし、これまでの研究では、同音異義語として区別することはない。つまり、「ゴ

ロゴロ」は違った語（別語）として扱われたことがないため、本稿も先行研究と同様に「ゴ

ロゴロ」を多義語として扱う。 

 

表 9-3 「ゴロゴロ」の使用領域分布（呂 2003: 100） 

ドメイン 意味 および    簡易スキーマ 具体例 比喩タイプ 

聴覚 音 雷、車輪 雷がゴロゴロ鳴った メトニミー 

視覚 

かたち 重みのある、丸目のもの  しましまのゴロゴロ メトニミー 

動作 回転しながら移動  
1升瓶がゴロゴロ転がっ

た 
メトニミー 

様態 
寝転び、変化    

         
ゴロゴロ変わる メタファー 

数量 多  
いい男はゴロゴロいない、

間違いがゴロゴロある 
メトニミー 

触覚 体感 異物感 目がゴロゴロする メトニミー 

                    

これまでの先行研究では、「ゴロゴロ」は多義オノマトペの意味拡張の例として、次のよ

うに触れられている。表 9-3に示すように、呂（2003: 95-100）は(70a)と(70b)の間に音象

徴的なメトニミーによってリンクされるという。(70c)は音を出しながら回転するイメージに

よって、経験基盤的に「ゴロゴロ転がる事態」に対して浮かぶイメージ・スキーマが形成さ

れる。(70d)は「回転」「地面との接触」という様態が含意されているため、そこにプロファ

イルされ、「寝転び」という意味でつかわれるようになると推定している。(70d)の「寝転び」

という動作からさらに抽象化され、ものが地面に接触し摩擦音が生じる時の不快感によって、
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(70e)の「目の異物感」に拡張される。これらの「ゴロゴロ」の多義は、概ねメトニミー・リ

ンクに由来すると述べている。 

さらに、三上（2007: 211-212）は国広の痕跡的認知と予期的認知という観点に基づいて、

学習者に多義オノマトペの持つ意味概念の全体像を視覚的に捉えさせるために「ゴロゴロ」

の複数の意味が互いにリンクしている状況を分析している。 

 

H:聴覚  V:視覚  S:触覚  A:抽象化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9-1「ゴロゴロ」の意味・用法の広がり（三上 2007: 212） 

 

図 9-1から分かるように、「ゴロゴロ」というオノマトペは聴覚を表す用法が 6つ挙げら

れている。その中で雷の鳴り響く音が最初に位置し、そこから、猫がのどを鳴らす音、うが

いをする音、お腹が鳴る音、岩が転がる音、りんごが転がり出る音と順次並べてある。この

うち、「雷の鳴り響く音」は聴覚のみを表し、他の音は聴覚と触覚または視覚の 2つの感覚

を表すとしている。聴覚と触覚の組み合わせについて三上は「のどを鳴らす」「うがいをす

る」「お腹が鳴る」が「聴覚に加えて触覚でも捉える用法が派生してきている」と指摘し、

「お腹が鳴る」という触覚の派生的意味によって、さらに「荷物がゴロゴロ背中に当たる」

「目にゴミが入ってゴロゴロする」という「音が感じられず触覚だけ」の不快感や目の中の

異物感が表現されていると述べている。また、聴覚と視覚の組み合わせについて三上は「岩

がゴロゴロ転がる」から「りんごがゴロゴロ転がり出る」とリンクさせている。一方、「岩

がゴロゴロ転がる」から視覚のみを表す「河原に石がゴロゴロある」や視覚に抽象化が伴う

「休日に家でゴロゴロする」へ拡がる。そこからそれぞれまた「英語が話せる人なんてゴロ

ゴロいる」「仕事もしないでゴロゴロしている」へ発展している。これらは視覚の上にメタ

ファーによる「抽象化」が伴っていると分析されている。「特別珍しくもないものが多数あ

る」「休日に何もせずに寝そべってテレビを見ているような状態をまるで家の中に丸太が転

H雷がゴロゴ

ロ鳴る 

HV岩がゴロゴロ転

がり落ちる 
VA休日に家でゴ

ロゴロする 

HS猫がゴロゴロの

どを鳴らす 
V 河原に石がゴ

ロゴロある 
VA 仕事もしな

いでゴロゴロ

している 

HV袋からりん

ごがゴロゴロ

転がり出た 

HSお腹がゴロ

ゴロする 

S 荷物が背中にゴ

ロゴロ当たる 

S目にごみが入ってゴ

ロゴロする 

VA 英語が話せ

る人なんてゴロ

ゴロいる 

HS ゴロゴロうが

いをする 
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がっていて邪魔であるかのように表現している」「定職を持たないため、休日に限らず毎日

何もせずに家にいる様子」という意味としてとらえているからである。 

このように、呂（2003）と三上（2007）が指摘したとおり、「ゴロゴロ」の個々の意味は

メタファーとメトニミーによってリンクされている。そして、両者とも五感における「ゴロ

ゴロ」の区分にも触れているため、次節で共感覚的比喩による意味拡張を概観する。これら

の先行研究をふまえて、メタファー、メトニミー、共感覚的比喩による多義オノマトペの意

味拡張の枠組みを中級・上級のオノマトペの指導案に組み入れる考えである。 

 

9.3.2.2 共感覚的比喩によるオノマトペの意味拡張 

9.3.2.2.1 共感覚的比喩 

  意味の類似性に基づく転用として、共感覚的比喩がある。これについて、国広（1982、1989）、

池上（1985）、山梨（1988）が挙げられる。ここでは、国広にしたがって、共感覚的比喩を

検討する。 

  共感覚（synaesthesia）はある感覚領域を表す語が別の感覚領域に転用される場合である。

例えば、sweetvoice には共感覚の転用がある。sweetは本来味覚を表すものに適用される語

であり、一方 voiceは聴覚に関するものであるので、sweet voiceという表現は〈味覚〉―

〈聴覚〉という結びつきになっている。 

  共感覚的比喩（synaesthetic metaphor）とは「人間のひとつの感覚領域で用いられる形容

詞を他の感覚領域に流用する用法」（国広 1982: 124）である。さらに、国広（1989: 28-31）

は、J.M.Williamsの一般的に一方向である比喩の方向を発展させて、日本の用例に基づき「味

覚→視覚」と「触覚→嗅覚」を加えて五感を 1つの体系にまとめている。それを図 9-2に示

す。 

 

                              視覚 

       触覚   味覚   嗅覚      次元  

                              聴覚 

 

図 9-2 共感覚的比喩の体系(国広 1989: 28) 

 

国広(1989: 31)は、五感の意味転用を「接触感覚」から「遠隔感覚」、いわゆる認知科学

の「外界投射（Projection to the outer world）」に辿りつくと述べている。つまり、「触

覚、味覚、嗅覚」から「次元」を経由して、「視覚」と「聴覚」に到達するということであ

る。ここの「次元」を視覚の外界投射の働きの結果と見ている。実例は以下（71）のように

挙げている。 

（71） 

［視覚➝聴覚］：明るい（暗い）音、黄色い声 

［味覚➝視覚］：味が濃い 

［聴覚➝視覚］：おとなしい色（模様） 

［味覚➝嗅覚］：甘い香り、すっぱい匂い 

［味覚➝聴覚］：しぶい声、塩辛声 

［触覚➝視覚］：冷たい（色合い）、暖かい色合い 

［触覚➝聴覚］：固い（柔らかい）音 

［触覚➝味覚］：柔らかな酸味 

［触覚➝嗅覚］：するどい匂い 
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このように、「共感覚的比喩に見られる一方向性は、英語その他の言語に同じように認め

られるので、基本的には確立した現象と見てよい」（p.30）と論じている。オノマトペの世

界にもある感覚を表す語が他の感覚を表すのに比喩的に用いられることもある。それを次節

で取り上げる。 

 

9.3.2.2.2 共感覚的比喩による「ザラザラ」の意味拡張 

オノマトペの共感覚的比喩による意味拡張を扱う研究には、武藤（2000、2001）、伊藤（2002）、

武藤（酒井）（2003）、大澤（伊藤）（2007）、井上（2008）などがある。意味拡張にかか

わる共感覚の方向性について、武藤（2001: 179-200）はオノマトペが「触覚的領域」から「視

覚」「聴覚」へ転用する方向性を表すと指摘している。一方、大澤（伊藤）（2007: 365-374）

は聴覚から視覚と触覚へ転用するという従来の共感覚的比喩の方向性に従わない論を出して

いる。井上（2008: 57-67）はこの 2 つの相反する主張を出発点に、多義オノマトペである「ガ

タガタ」と「サラサラ」を例に、その意味拡張の過程を考察している。その結果、「ガタガ

タ」「サラサラ」に関して、「擬声（音）語・擬態語のどちらか一方に厳密に定義されない、

両方にまたがるような中間的な用いられ方が共感覚的比喩による意味拡張を多く観察される」

(p.66)と述べている。この中間的用例は、「〔聴覚〕と〔視覚〕、〔聴覚〕と〔触覚〕といっ

た感覚を同時に描写するものであり、そこから〔視覚〕のみ、あるいは〔触覚〕のみなどの

ある感覚へ焦点化された表現へとメトニミー的に拡張していく」（p.66）と述べており、さ

らに多義にわたるオノマトペ表現は擬音語表現を基本義と考える場合、〔聴覚〕から他の感

覚領域へ転用すると分析した。 

本稿では以上の先行研究をふまえて多義オノマトペの「ザラザラ」を用いて共感覚的比喩

による意味拡張を示す。「ザラザラ」には「豆がザラザラとこぼれる」「ザラザラした手」

「ザラザラした声」97などがある。「豆がザラザラとこぼれる」は「大量の粒状のものがこす

れあって発する連続音」を表す。「ザラザラした手」は、「触った感じが粗く滑らかでない

手」を表すのに対し、「ザラザラした声」は「ささくれて荒さの感じられる声」を表す。「ザ

ラザラした手」は「触る」という働きによって「ザラザラしている」手の状態が〔触覚〕と

して知覚される。一方、「ザラザラした声」は「聴く」という働きによって〔聴覚〕として

知覚されながら、「声の状態」も伴に感知される。つまり、「触る」によって知覚する「滑

らかでない」声の状態が耳障りな〔聴覚〕として認知されるのである。よって、「ザラザラ」

は「ザラザラした手」の〔触覚〕から「ザラザラした声」〔聴覚〕への感覚間の転用によっ

て意味が拡張している。これを以下図 9-3に示す。 

                               

  〔触覚〕           〔聴覚〕 

                     ザラザラした｛声/音｝ 

     ザラザラした{手/肌/机/畳}                                        

                     （豆が）ザラザラとこぼれる 

 

図 9-3 「ザラザラ」の共感覚的比喩による意味拡張 

 

以上をまとめると、多義オノマトペの共感覚的比喩による意味拡張における感覚間の転用

は一方向性を表していることは確かである。その例として、「ザラザラ」から分かるように、

〔触覚〕から〔聴覚〕への感覚間の転用が発生している。つまり、国広（1989: 31）が論じ

た「接触感覚から遠隔感覚へ転用する」はオノマトペにも現れているのである。苧阪（2001: 

9）は「日本語のオノマトペでは触覚にかかわる擬態語が著しく多いことから（味覚や嗅覚は

数例しかない）、触覚が原初的感覚の役割を果たしていることは明らかであり、触という身

体図式がその基盤にある」と述べている。よって、多義オノマトペの感覚間転用の方向性も、
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接触感覚から遠隔感覚へ、すなわち、触覚・味覚・嗅覚から視覚・聴覚へと転用することが

示唆される。 

 

9.3.3 多義オノマトペの意味拡張のプロセス 

 以上見てきたように、多義オノマトペの意味拡張はメタファー、メトニミー、共感覚的比

喩などが関わっている。個別のオノマトペを用いてその意味拡張を分析することが中心であっ

た。こういった研究をふまえて、多義オノマトペの意味拡張のプロセスを考察する。 

吉村（2004: 126-127）はオノマトペをメタファーとメトニミーから考察し、オノマトペの

意味拡張を「具体から抽象へという一方的に進む」と指摘している。すなわち、「実際の音に

似ているオノマトペから次第にメタファー化して、抽象的な表現性をもつようになる」と述

べている。メタファー化の経路は以下のようになる。 

 

 

 

 

 

図 9-4 オノマトペのメタファー化の経路（吉村 2004: 126） 
  

一方、伊東（2009: 68-78）は小野（2007）をデータベースとし、似通った意味を持つオノ

マトペ 5組（60語）を集め、その音韻形態を明示し、メタファー化の経路を示した。例とし

て「乾燥」を表す「カサカサ」「ガサガサ」「カラカラ」「ガラガラ」「バサバサ」「パサパサ」

「サラサラ」「サバサバ」「ボソボソ」「ポソポソ」「モソモソ」という 11 語を用いた。この

11語のうち、「カラカラ」「ガラガラ」以外が摩擦音を含んでおり、第 1母音および第 2母音

が［a］もしくは［o］である98。摩擦音を含み第 1母音（V1）、第 2母音（V2）が［a］か［o］

のオノマトペのメタファー化の経路を以下のように示している。 

   

   物質音   →     言語フィルター      →    言語音 

（乾いたものが擦れる音）    （日本語）        （乾いたものが擦れる音） 
    ↓（メタファー化）                   ↓（メタファー化） 

乾燥したもの・乾燥状態                  乾燥したもの・乾燥状態 
                               ↓（メタファー化） 
                           性格や行動などの粗雑な様子 

図 9-5 摩擦音/V1、V2［a/o］のメタファー化の経路(伊東 2009: 70) 

  

 また、伊東（2008: 74）は認知言語学におけるイメージ拡張のプロセスを「物理的イメー

ジから社会的、心理的イメージへの拡張」を参考にし、オノマトペの意味拡張を図 9-4 のよ

うに示す。「日本語のオノマトペは聴覚から視覚、触覚、味覚などの認知機構を経て心理的イ

メージへと拡張している」と述べている。 

  

          音の性質  物の様態・状態  人の容姿・性格 

          ←                    → 

 

 

 

図 9-6 オノマトペの意味拡張のプロセス(伊東 2009: 70) 

  

以上の研究から得られた示唆を多義オノマトペの意味拡張の指導に生かしていく。第 8 章

擬音語         擬態語         擬情語 

具体                       抽象 

物理的 

具体的 

客観的 

心理的 

抽象的 

主観的 
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でオノマトペを初級・中級・上級の 3 つにレベル分けを試みた。中級と上級では意味拡張に

よる派生的な意味を取り上げるが、指導を行う際に、上記の観点をふまえながら以下（72）

に示すような手順に従って実践に移す。詳細は第 10章で述べる。 

（72） 

a 具体的 → 抽象的（具体化→抽象化）  

擬感オノマトペから擬態（容）オノマトペと擬声（音）オノマトペ、擬情（感）

オノマトペへ進む。つまり、感覚を表す意味がある場合、それを一番先に指

導に取り入れる。その次に、容態や音声を表わす意味へと進む。最後に、感

情を表わす意味を取り上げる。 

b 物理的 → 心理的 

物質音から心理的感情へと推移する。つまり、擬音の意味から擬情の意味へ

と進む。 

c 客観的 → 主観的 

自然音から人間の感情へ移る。 

d イメージ・スキーマ → 事例化 

多義オノマトペの複数の意味から抽象的なイメージ・スキーマを抽出して、

それをできる限り視覚的なイメージ・スキーマに作成し、具体的な多義の用

例を理解する上での基盤を与える。 

e 共感覚的比喩（接触感覚から遠隔感覚へ） 

触覚 → 聴覚（「肌がカサカサする」→「枯葉がカサカサと音を立てる」） 

  

9.4 類義オノマトペに関する意味分析 

9.4.1 類義オノマトペの意味分析の方法 

オノマトペは、発音が意味に直結している。「ドキドキ」という発音から母語話者なら自

然に心臓の鼓動を連想するが、学習者にはそのような感覚が備わっていない。また、「ドキ

ドキ」と似た感じの「ハラハラ」は気を揉む時や緊張する時などの冷や汗や汗が滴るような

場面に用いられるが、学習者は意識的に区別しないと使い分けられない。このような類似し

た意味を持つオノマトペをここでは「類義オノマトペ」と呼び、その使い分けの分析とシソー

ラスの構築を試みる。 

類義語の学習は学習者にとっても教育者にとってもきわめて困難である。朱（2006: 131）

は「学習者から常に重要語とその類義語に関する質問が多かった」と述べているし、国広（1997: 

6）は「外国人に日本語を教えるようになった人々が求めるのは類義語の意味の微妙な違いで

あろう」という。このような中で「教育者が個々の語の意味の理解と並んで、類義語間の意

味の異同を的確にとらえさせることは、その成否が学習者の日本語能力の伸長に大きく関わっ

てくるほど語彙指導上の重要な事項」（倉持 1986: 47）である。つまり、類義語の学習にお

いては教育者の働きかけが学習効果にかかわる。日本語教育における類義語指導の重要性を

指摘し、そのための分析・記述をした研究には国広（1997、2002）、渡辺（2002）、籾山（2002）

などがある。類義オノマトペに関しては、これまでに金賢廷（1996）、郜（2006）がある。前

者は日本語オノマトペにおいて語形の変化による語感の区別化がどういう方式で展開したか

を韓国語を参照しつつ観察し、日本語オノマトペが持つ語彙的不安定性の原因を考察した。

後者は擬態語「シンミリ、しみじみ」を対象にして、コーパスによる動詞との共起情報を中

心に分析を行った。その結果、2 語とも「する」や「発言」に関する動詞と共起しやすい点

で類似する一方、「しみじみ」が心理動詞、プラスイメージの事柄に用いる動詞と共起しや

すい点で「シンミリ」との相違があると指摘した。しかし、両者の研究とも類義オノマトペ

の使い分けに関する分析の方法やシソーラスの構築は示されていない。そこで、本節では類

義オノマトペを学習したい学習者のニーズにこたえるために、類義オノマトペの使い分けを
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中心にペアとなるものの用法や用例を扱うシソーラスを検討する。その手順としては辞書を

ふまえたうえでトピックごとに類義オノマトペを意味・用法・文法・イメージごとに共通点

から相違点へと分析する手法を試みる。 

類義語の共通点と相違点はベースとプロファイルによって分析されている。籾山（2002: 

147-153）は「やっと」と「ようやく」の意味の違いについて、まず、2つの語の共通点から

検討している。例えば、「3 年がかりでやっと/ようやく博士論文を書き上げた」は両方とも

適格であるのに対して、「書き始めてまもなく、＊やっと/＊ようやく論文を書き上げた」は

両方とも不適格であることから、「やっと」と「ようやく」には「〈長い時間がかかってある

事態が実現する〉という共通点がある」と指摘している。また、「やっと/ようやく先生とも

お別れですね」は文法上正しいが、意味と状況によって言える場合もあれば言えない場合も

ある。言えるのは「先生とのお別れ」が話し手にとって〈望ましい〉場合である。言えない

のは「先生とのお別れ」が話し手にとって〈望ましい〉ことではない場合である。つまり、

「やっと/ようやく」はともに、長い時間かかって実現した事態を〈望ましい〉ことと捉えて

いるのである。籾山はこのように「やっと/ようやく」の共通点を明らかにしてからその意味

の違いを「ベース（あるいはスコープ）」と「プロファイル」という概念を用いて以下のよう

にその相違点を考察している。「ベース（あるいはスコープ）」とは、「語の意味の記述に必須

の認知領域の一部分」(p.153)であり、「プロファイル」とは、「ベースのなかで、語（の意味）

が直接指し示す部分」(p.153)のことである。 

（73） 

   a  あ、やっとバスが来た。 

      b ？あ、ようやくバスが来た。 

   c ？先頭集団がやっと 3105キロ地点にさしかかってきました。 

      d 先頭集団がようやく 3105キロ地点にさしかかってきました。 

 籾山（2002: 152） 

上記の例では、(73a)と(73d)は適切で、(73b)と(73c)はやや不自然としている。「やっと」

と「ようやく」はともに共通点として指摘された〈長い時間がかかってある事態が実現する〉

ということをベースとして持っている。このベースには「長い時間の経過を伴うプロセス」

と「事態の実現」(p.153)を含む。「やっと」は(73a)のような事態の実現の瞬間に注目した文

に生起できることから、上記のベースのうちの「事態の実現（の瞬間）」(p.153)の方をプロ

ファイルとして持つのに対して、「ようやく」は(73d)のような事態の実現に至る長い時間の

経過を伴うプロセスに焦点を当てた文に生じうる。 

 以上をまとめると、類義語を弁別するには共通点と相違点という両方を検討する必要があ

るということになる。共通点をベースに、そのベースの中からプロファイルとして意味が指

し示す部分の相違点を取り上げるという方法を用いて、次節では類義語の意味を比較検討す

る。 

 

9.4.2 「アッサリ」と「サッパリ」に関する意味分析 

 ここでは籾山（2002）の分析方法を参考に類義オノマトペの共通点と相違点を検討する。

類義オノマトペの共通点をベースに、意味、使用例、イメージの多方面から相違点を分析し、

各語のプロファイルを明らかにする。以下、「アッサリ」と「サッパリ」を例に取ってみる。 

「アッサリ」と「サッパリ」は、まず、「薄味」を表す点で共通している。この共通点を 1

つのトピックとして立てる。このトピックにおいて、両方とも「薄味でしつこくない味」と

いう意味を表わす点をベースに、「アッサリ」は「淡泊な味」を表すのに対して、「サッパリ」

は「食べた後の清涼感や気分」を表す点で使い分けられる。つまり、「アッサリ」はその味自

体の性質がプロファイルされ、「サッパリ」は何かを食べた（飲んだ）後の口ざわり・舌ざわ

りの感覚がプロファイルされると考えられる。これにより冷奴・豆腐料理、お茶漬け、甘味
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の少ない果物、薄味のそば・うどんなどの食べ物では両方使えるが、「炭酸飲料」や「ジュー

ス」などを飲んだ後の感覚を焦点化する食べ物や飲み物では、「サッパリ」しか使えない。 

また、文法的に見ると、両方とも「する」と結び付く用法を持っている。例えば、「アッサ

リしたラーメン」と「サッパリした冷やし中華」では、両方ともタ形で連体修飾語になる。

一方、「このスープはアッサリしている」、「ウーロン茶はサッパリしている」はテイル形で述

語となる。この場合の「サッパリしている」はウーロン茶の性質を表す意味として、「サッパ

リする」と入れ替えられるが、同じくスープの性質を表す「アッサリしている」は「アッサ

リする」と入れ替えられない。また、「ウーロン茶を飲んだらサッパリする」と「ウーロン茶

を飲んだらサッパリした」は両方とも〈飲んだ後の気分と感覚〉を表す意味として成り立つ。

しかし、「＊このスープを飲んだらアッサリする」あるいは「＊このスープを飲んだらアッサ

リした」は両方とも成り立たない。その原因は述語として機能する「アッサリする」は形容

詞に非常に近い（寺村（1984: 143）は形容詞的動詞と呼ぶ）からである。意味的にはある事

柄が「ある状態、性質を帯びていること」（金田一 1988: 132）を表し、「優れる、ばかげる、

似る、ありふれる」などと同じ、形式的には、常にテイル形でしか用いられないという特徴

がある。 

さらに、「アッサリ」は「否定語との呼応（「＊アッサリ断らない」）」がない。しかし、「サッ

パリ」は陳述副詞として「～ない」と呼応関係を構成する。「サッパリわからない」「サッパ

リしない」はその類である。 

一方、ほかのトピックになると、「アッサリ」と「サッパリ」は「言動」では「アッサリや

めた（断った、言った）」、「長い髪をサッパリと切る」、「態度」では「アッサリと引き下がる」、

「きれいサッパリ忘れる」、「性格」では「感情があとに引かない」、「気持ちの切り替えが早

い」という特徴を持つ。これらは指導の注意点として第 10章で詳述する。 

 

9.4.3 類義オノマトペ学習のための学習内容の構築       

以上の意味分析をふまえて、本節では、山口・佐藤（2006）による類義オノマトペに関す

る分析からオノマトペの類義語リストを整理した。詳しくは以下の表 9-4に示すように、ト

ピックごとに関連する類義オノマトペを並べ、その共通点と相違点を記述し、またそれぞれ

の用法を用例で示し、イメージ（これに関して 9.5で検討する）の代表例を提示する。この

ように、類義オノマトペのリストを提示すると、オノマトペが使える場面ならびにその場面

にふさわしいオノマトペを想起する訓練になる。意味を伝達する際に、類義オノマトペとの

共通点・相違点を理解し、そこからさらにイメージを喚起させることによって、使い分けが

理解できるようになることが期待される。 

 

表 9-4 類義オノマトペの使い分け（例） 
話

題 
類義語 共通点 相違点 類義的な用法と用例 イメージ 

散

る 

ハラハラ 小さなも

のが落ち

ていく様

子 

桜の花が連続して落ちていく様子 
春はその水晶山へ、ハラハ

ラと一重桜が散りかかる 
桜の花、涙 

ヒラヒラ 

舞い落ちてくる花びらの一片一片が認識で

きるほどユックリと空中で面を翻らせなが

ら落ちてくる 

桜の花びらがヒラヒラと舞

い落ちてくる 
桜の花、国旗 

 

このような類義オノマトペのシソーラスは表 9-5に示すように作成できる。類義オノマト

ペはどこが異なっているか、どのような場面・状態・物事を形容するか、およそ中級に入る

と、学習者には徐々にこのような意識が生まれてくるため、体系的なシソーラスが求められ

る。そのニーズにこたえるために、このような類義オノマトペのシソーラス試案を提示する。 
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表 9-5 類義オノマトペのシソーラス試案 
話題 類義語 共通点 使い分け 類義的な用法と用例 イメージ 

弾ける 

パチパチ 
弾ける音や様

子を表わす 

勢いよく外に向かってはぜる音や様子 
フライパンにえごまを入れたら、パ

チパチと音を立てる 
胡麻 

プチプチ 一気に弾けずこもったような音を立てて弾ける 
プチプチの胡麻に柔らかい卵が好相

性 

いくら、数の子、キャ

ビア 

食べる 

ガツガツ 
食欲旺盛でよ

く食べる様子 

動物的で下品さを感じさせるマイナスイメージ ガツガツと残飯に喰らいつく犬 食べ物、金銭、地位 

モリモリ 
エネルギッシュな頼もしさを感じさせるプラス

イメージ 
シチューをモリモリ食べている 

食事、物事を積極的に

意欲的に進める 

擦れあう 
サラサラ 物と物がこす

れあって立て

る音や様子 

摩擦が少なく、滑らかな感がある サラサラした土 髪、雪 

ザラザラ 摩擦が大きく、引っかかりが強い ザラザラした壁 砂 

飲む 

トクトク 液体が流れる

ときの音や様

子 

濃度の薄い液体が一定量ずつ連続して細く流れ

出たり滴り落ちたりする音や様子 

油壺のくちからトクトクと飴色の種

油をつぐ 
お酒 

ドクドク 
液体が連続して一定量ずつ盛んに流れ出る音や

様子 
鼻腔からは鼻血がドクドク流れ出す 血液 

できたて 

ホカホカ 
湯気などが立

ち上がってい

て美味しそう

な料理の様子 

暖かさという温度を中心にした意味 
ホカホカと湯気を上げてできあがっ

たもち 
弁当、ご飯 

ホヤホヤ 
温度ではなく新しさ・新鮮さを意味の中心にし

ている 

この出来立てのホヤホヤの小説を読

んでおくれ 
新婚 

噛む 

  

モグモグ 
口を十分に開

けずに物を言

うので、口の

中に言葉がこ

もっている 

さらに口を閉じたまま食べ物を何度も噛んだり

する様子 

だらしなく坐ってモグモグ菓子を食

う 
ご飯、お餅 

モゴモゴ 

口の中に物が一杯詰まった状態で発音するの

で、言葉が口の中にこもってしまい、ほとんど

聞き取れない 

口の中を寿司で一杯にした姉がモゴ

モゴと言った 
お寿司 

不快感 

イライラ 
不快な感情を

表わす 

物事がうまく運ばないためにあせったりもどか

しく思ったりする気持ち 

葉子は何を原因ともなくその頃気分

がイライラしがちだった 
気分 

ムカムカ 
怒りなどの感情がこみ上げてくる様子。胃が刺

激されているような不快感 

一度に胸がムカムカしだして吐きそ

うになる 
胸 

高ぶる気持

ち 

ドキドキ 
気持ちが高ぶ

る様子 

心臓が激しく鼓動する音 思いっきり走ったのでドキドキした 恐怖、興奮、期待 

ハラハラ そばで見ていて心配でたまらない 
万一、あなたに知れたら大変だと思

うもんだから、ハラハラしていた 
心配 

流動物 

トロトロ 
固形物が溶け

る様子やゆる

い粘液体の物

が流動する様

子 

粘度が低く、好印象のところでとどまっている 
りんごを煮てトロトロのジャムにす

る 
ジャム、とろろ 

ドロドロ 
必要以上に粘度が高い。マイナスイメージが強

い 

血液がドロドロの状態になると血管

が詰まりやすい 
血液、人間関係 

笑う 

ニコニコ 
声を出さずに

笑う様子 

純粋に喜んでいるように見える好印象の笑顔 
赤いリボンを髪にかけてニコニコし

た妹 

和やかさ、素直さ、無

邪気さ 

ニヤニヤ 
腹に一物あって笑っているようにみえる不気味

な笑い 

ニヤニヤと笑いそうになるのを彼は

やっとのことでこらえました 

薄笑い、不快感、警戒

心 

余る 

ダブダブ 大きすぎて

余っている様

子 

布地などの柔らかい材質のものが余って弛んで

いる 

緑さんはダブダブの赤い道化服をつ

けていた 
衣類 

ブカブカ 
固めの材質でできたものが大きすぎて本体との

間に隙間や空洞ができる 

大きめのドレスを選んだために、胸

から上はブカブカになってしまった 
靴、帽子 

滑る 

ツルツル 
物の表面が滑

らかな様子 

光沢がある様子で、目で捉えた特性が入り込ん

でいる 

ツルツルに磨きこんだ大きなガラス

球のように、針の刺さらない感じ 

肌、つやのある禿頭、

氷、陶器、板 

スベスベ 触って捉えた特性 
女の子のほおはスモモのようにスベ

スベしていた 

女性や子供、赤ちゃん

の肌質 

立ち込める 
モクモク 煙などの気体

が大量に発生

する様子 

分厚く密度の高い煙が雲のような塊になって空

に向かって立ち上っていく 

そこからモクモクと肉の焼ける煙と

食欲をそそる香り 
煙 

モウモウ 濃度の薄い気体が辺り一帯に立ち込める モウモウと立ちこめた霧の底 湯気、霧 

 

9.5 オノマトペのイメージ喚起に関する学習内容と方法 

学習者は「ハラハラと花びらが舞い落ちる」から「舞い落ちる花びら」の姿がほとんど理

解できていないし、「落花に伴う物寂しさ」もイメージできていない。3.3 で触れたように、

学習者は内心の感情あるいは五感で捉えた感覚をオノマトペで表現できない。母語話者と同

じように表現できるようになるには 2つ欠かせないものがある。1つはイメージ喚起のため

のシソーラスで、もう 1つはイメージ喚起の訓練である。シソーラスは母語話者が喚起した

ものから組み立てればいい。困難なのは学習者に母語話者が喚起したイメージを定着させる

ことである。これを実現させるためにイメージ・スキーマを用いてイメージ喚起の訓練をし

ようと考えている。本節では、イメージの役割を 9.5.1で、イメージ喚起のためのシソーラ

スを 9.5.2で、イメージを喚起させるためのイメージ・スキーマを 9.5.3で取り扱う。 
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9.5.1 イメージ・知覚・記憶 

イメージは藤岡・徳田・飯坂（1983）では次のように定義している。「これはウメの木、

あの声はウグイス。はじめてそう教えられたとき、実物が去ってからも、それは心の中に『或

る姿』として浮かんでいる。これがイメージである」(p.70）。 

 つまり、イメージは、実物を視覚や聴覚等で捉えた後に心に残った「心象、形象、印象」

のことであり、人間の知覚と関わっている。「サラサラ」を聞くと、母語話者なら視覚で捉

えた印象として、「小川がサラサラと流れる」「短冊にサラサラと書く」などの「或る姿」

が浮かんでくるだろう。また、「ザラザラ」と聞いたら、触覚で捉えた印象が「ザラザラし

た手」「口の中がザラザラしている」「砂でザラザラの廊下」などの手触りや口の感覚が浮

かんでくるだろう。このように、母語話者はあるオノマトペと出会うと、そのオノマトペに

関連する感覚や感情のイメージを喚起することができる。 

 しかし、学習者が「サラサラ」や「ザラザラ」などを聞いても、母語話者のようにイメー

ジが浮かんでこないのはなぜだろう。それはおそらくイメージがない、あるいはイメージが

知覚とつながっていないなどの理由が推測できよう。もし、「サラサラ」の感覚をイメージ

と結び付けさせようとするなら、「サラサラとした髪の毛」や「サラサラと字を書く様子」

などの実物や光景を教えなければ記憶に残らない。 

藤岡・徳田・飯坂（1983: 69-70）は人間の五感（知覚）において、知覚しやすいレベル 3

から知覚しにくいレベル 1までの 3つのレベルを以下のように定義している。 

    

レベル 3：限られた範囲内で閉じた輪郭、すなわち「形」を持つ知覚。 

レベル 2：特異点とその近くだけが知覚としてのまとまりが強く、しかし輪郭として 

は閉じていないといった知覚のレベル。 

   レベル 1：輪郭も特異点もまとまってはいなくて、単に「拡がり」だけが「在る」、 

といったレベルの知覚。このレベルに支えられるイメージは、普通自覚さ

れにくい。触覚のほかに内臓感覚と呼ばれる情報もまた、このレベルでま

とめられる。 

 

 レベル 3 は「形」を持つ知覚として、一番知覚しやすいと分析されており、レベル 2 は特

異点はあるが、わりに輪郭が閉じておらず、レベル 1 になると輪郭も特異点もまとまらず、

「拡がり」だけがある。これはオノマトペのイメージにも当てはまる。最も知覚しやすいレ

ベル 3 には、「形」のある視覚で捉えられるもの・動作・状態などが挙げられる。例えば、

「クシャクシャに丸めた紙」は「紙」が「クシャクシャに丸められた」結果、「丸い形」に

なっている。「丸い形になった紙」が視覚に訴えて、「この紙はクシャクシャになっている」

と知覚される。次に「クシャクシャ」と聞くと、「丸められた丸い形の紙」の「形」を持っ

たイメージが浮かんでくるはずである。あるいは「丸められた紙」を視覚で捉えると、それ

に関連するイメージが喚起され、「クシャクシャになっている」と反応することができると

想定される。このように、イメージと知覚は深く関わりあっている。   

レベル 2には「グチャグチャ」のような「雨に濡れたあと」の「状態」がもっとひどくなっ

た状態の語がある。ほかに「ペンキはベトベトしている」「塀にベタベタとポスターを張る」

などもこの類である。 

また、レベル 1は「頭がガンガン痛む」「お腹がシクシク痛む」などの内部感覚や「ドキッ

とする」「ジーンと来る」などの感情・情緒は視覚に訴えられなくて、実物などのイメージ

による視覚的効果が果たされない。   

 以上をまとめると、知覚しやすいレベルのものはイメージを喚起しやすい。そうでないも

のはイメージ喚起が難しい。通常、「形」のあるものは知覚しやすい（藤岡・徳田・飯坂 1983）

とされている。「クシャクシャに丸めた紙」のように「形」を持って視覚に訴える語を指導す

る場合、実物さえ持っていれば知覚しやすい。しかし、オノマトペには「形」のある語は限
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られている。それゆえ、「形」のないオノマトペに対していかに「形」を与えるかが重要になっ

てくる。そのために、オノマトペのプロトタイプ的意味またはそれに近い意味から抽出した

イメージ・スキーマを図式化し、そのイメージ・スキーマをそのオノマトペの「形」として

オノマトペの指導に取り入れようと考えている。このように、オノマトペに或る「形」を持

たせると知覚しやすくなると共に、イメージも記憶に残されるだろう。 

 一方、学習者に母語話者が喚起したイメージを記憶させるのも 1 つの方法として考えられ

る。そこで次節で苧阪（1999）が調査したオノマトペの連想基準表を用いて、オノマトペ喚

起のイメージシソーラスを次節で作成する。 

 

9.5.2 イメージ喚起のためのシソーラス 

本節は苧阪（2001）の調査により作成された連想基準表を援用する。この連想基準表は母

語話者が ABAB型オノマトペ 123語に対して喚起した言葉を記述している。母語話者が喚起し

た上位 4位までの言葉を取り出して、イメージ喚起のためのシソーラスとして学習者または

教育者に参考にしてもらう目的で以下の表 9-6に整理した。 

これまで述べてきたとおり、オノマトペの学習における学習者の困難といえば、「オノマ

トペの共起語」、「多義オノマトペの意味理解」、「類義オノマトペの使い分け」などであっ

た。これらと並んでもう 1つきわめて重要なのは「オノマトペのイメージ喚起」である。イ

メージ喚起の難しさは学習者が母語話者と同様なイメージを喚起することができないことに

ある。これは第 3章のイメージに関する調査で分かるように、学習者の「ゴロゴロ」と「バ

ラバラ」に対するイメージは母語話者とかなり食い違っている。その違いはおおむね憶測に

よる誤用や同類語との混同に表れている。結局、学習者はオノマトペそのものに対するイメー

ジを持っていないことにほかならない。その空白を埋めるには「何」を「どう」すればいい

かという 2つの要素がかかわる。言うまでもなく、「何」は対象で、「どう」は方法である。

すなわち、どのような方法を用いたらオノマトペの適切なイメージを持つようになるかを検

討する必要がある。 

よって、本節ではまず「何」を検討する。つまり、母語話者が喚起したイメージを参考に

して学習あるいは指導するためのシソーラスを提示することにする。それを第 10章のオノマ

トペの指導に生かすと同時に、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味からオノマトペの

イメージを説明する際の参考にもしたい。この学習を通して、学習者が母語話者と同様のイ

メージを喚起できるようになることが望ましい。 

 

表 9-6 苧阪（1999）より抽出した連想基準 

オノマトペ 1位 2位 3位 4位 

イソイソ 出かける デート 帰る 逃げる 

ウネウネ 道 曲がる ヘビ 山道 

ウロウロ 迷う 迷子 歩く 歩き回る 

オロオロ あわてる 困る うろたえる 心配 

カサカサ 肌 落葉 葉 手 

カチカチ 時計 山 火打ち石 火の用心 

カラカラ のど 笑う 乾く 空き缶 

カンカン 鐘 怒る 太陽 缶 

ガサガサ 紙 草 藪 探す 

ガタガタ 震える 戸 地震 寒い 

ガヤガヤ 騒ぐ うるさい 人ごみ 教室 

ガンガン 頭痛 頭 響く ロックバンド 
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キョロキョロ みまわす 目 見る 探す 

キイキイ 戸 きしむ 猿 ブランコ 

キシキシ きしむ 床 家 椅子 

キラキラ 星 光る 目 輝く 

キリキリ 痛い キリキリまい キリ 忙しい 

ギョロギョロ 目 見る にらむ みまわす 

ギシギシ きしむ 床 戸 椅子 

ギラギラ 太陽 油 目  光る 

クスクス 笑う    

クタクタ 疲れる しんどい   

クネクネ 道  夜 曲がる 蛇 

クヨクヨ 悩む 後悔 泣く 落ち込む 

クルクル まわる パーマ 目 パー 

グズグズ のろい のろま 遅い 子供 

グルグル まわる まわす 目が回る 目 

ケタケタ 笑う    

ケラケラ 笑う    

ゲラゲラ 笑う    

コソコソ 泥棒 隠れる 内緒話 逃げる 

コチコチ 緊張 時計 氷 凍る 

コツコツ 努力 足音 靴 勉強 

コロコロ ころがる 犬 太った 丸い 

コンコン キツネ 咳 ノック 風邪 

ゴチャゴチャ 混ざる 混乱 部屋 ややこしい 

ゴロゴロ 雷 寝る 寝転がる 昼寝 

サラサラ 髪 小川 流れる 砂 

ザラザラ 砂 紙やすり 肌 手  

シクシク 泣く 涙 泣き虫 悲しみ 

シゲシゲ 見つめる 見る 眺める  

シトシト 雨 小雨 降る 梅雨 

シンシン 雪 寒い 夜 冷える 

ジクジク 痛む 膿 傷口 傷 

ジリジリ 太陽 せまる あつい 照りつける 

ジロジロ 見る 視線 目 見つめる 

スイスイ 泳ぐ アメンボウ 水泳 メダカ 

スタスタ 歩く スリッパ 逃げる 早足 

スヤスヤ 眠る 赤ちゃん 寝る 安眠 

スラスラ 話す 読む 書く 英語 

ズキズキ 痛む 傷 頭痛 頭 

ズケズケ 言う 遠慮の無い あつかましい ずうずうしい 

セカセカ 急ぐ 忙しい 歩く 働く 
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ソワソワ 落ち着かない デート  期待 待つ 

タラタラ 汗 冷汗 不平 長い 

ダブダブ 服 大きい ズボン 大きすぎる 

ダラダラ 汗 だらける だらしない 歩く 

チクチク 針 痛む 痛い 刺す 

ツヤツヤ 肌 光る  つや 髪 

ツルツル 禿頭 肌 うどん 頭 

テカテカ 光る 禿頭 頭  光 

テクテク 歩く 散歩 遠足 ハイキング 

トコトコ 歩く 子供 赤ちゃん 走る 

トボトボ 歩く 帰る ガッカリ さみしい 

ドキドキ 心臓 緊張 胸 動悸 

ニョキニョキ 竹の子 伸びる 生える 芽 

ニコニコ 笑う 笑顔 微笑み 海苔 

ニタニタ 笑う スケベ いやらしい にやける 

ニヤニヤ 笑う スケベ いやらしい にやける 

ヌルヌル どじょう すべる ナメクジ 石けん 

ネバネバ 納豆 のり ボンド ガム 

ノソノソ 歩く 亀 ぐず 象 

ノロノロ 亀 遅い 渋滞 歩く 

ハキハキ 答える 言う 返事 発言 

ハラハラ 心配 ドキドキ スリル 緊張 

バタバタ 走る 倒れる 慌てる スリッパ 

バラバラ 死体 殺人 別れる 分解 

バリバリ せんべい 破る 割れる 働く 

パサパサ 髪 乾燥 食物 パン 

パチパチ 拍手 火 焚火 燃える 

パリパリ せんべい のり 乾く  ワイシャツ 

ヒュウヒュウ 風 北風 木枯らし すきま 

ヒソヒソ 内緒話 話 噂 陰口 

ヒラヒラ 紙  舞う ちょうちょ 落葉 

ヒリヒリ 痛む 傷 やけど 日焼け 

ビュウビュウ 風 大風 木枯らし 北風 

ピカピカ 光る みがく 靴 1年生 

ピチピチ ギャル 若々しい 魚 窮屈 

ピリピリ 神経 カラシ 辛子 緊張 

ピンピン 元気 張る はねる 回復する 

フカフカ 布団 暖かい 肉まん 柔らかい 

フワフワ 浮く 雲 風船 綿 

ブラブラ 歩く ぶら下がる 暇 揺れる 

プリプリ 怒る おしり プリン 女の人 
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ヘトヘト 疲れ 山登り   

ヘナヘナ 座り込む 疲労 力抜け 腰 

ヘラヘラ 笑う 軽い あほ  

ベラベラ しゃべる よく話す うるさい  

ペコペコ おじぎ あやまる 空腹 お腹 

ペタペタ 歩く 貼る ぬる くっつく 

ペラペラ しゃべる 英語 薄い 紙 

ホクホク 喜ぶ いも もうかる 暖かい 

ボウボウ 雑草 火事 はえる 髪の毛 

ボソボソ しゃべる 内緒話 話し声 つぶやく 

ボトボト 落ちる こぼす 濡れる 落とす 

ボロボロ 涙 古い 割れる 衣服 

ポカポカ 暖かい 春 陽気 なぐる 

ポロポロ 涙 こぼす 泣く 落ちる 

メキメキ 上達 のびる 実力 力 

メラメラ 炎 燃える 火  嫉妬 

モウモウ 牛 煙 立ち込める 燃える 

モクモク 煙 煙草 食べる 勉強 

モグモグ 食べる 口 ほおばる かむ 

モジモジ 恥ずかしい てれる 内気 お見合い 

モソモソ 動く 話す 食べる 遅い 

モタモタ のろま 遅い とろい のろい 

モヤモヤ 霧 煙 スッキリしない 不明瞭 

ヨタヨタ 歩く 老人 赤ん坊 酔っ払い 

ヨチヨチ 赤ちゃん 歩く 幼児  

ヨボヨボ おじいさん 老いる 歩く  

ヨレヨレ 服 コート 背広 古着 

ワイワイ 騒ぐ  仲間 コンパ 楽しい 

ワクワク 期待 楽しみ 胸 嬉しい 

  

 このシソーラスをきっかけに、オノマトペの学習方法あるいは指導法を身につけてもらい

たい。指導の際、指導者はこのシソーラスに倣って、個々のオノマトペのイメージを導入す

ることが大切である。その方法として、絵や動画などのビジュアルを始めとする視覚や聴覚、

触覚、味覚などの感覚に訴える刺激を与えればイメージとして脳に伝達できる。このような

インプットを通して、オノマトペそのもののイメージ・スキーマが形成されると考える。こ

れは学習者自身の学習方法であり、教師の指導法でもある。これを 1 つの指導法として次節

で検討する。 

9.5.3 イメージ・スキーマによるオノマトペ指導への示唆 

スキーマ(schema)とは「事象や経験における規則性の抽象的表示を指す心理学の用語」（松

本 2003: 49）である。スキーマは、人間の認知活動において非常に重要な役割りを果たして

いる。森・中條（2005: 104）によればスキーマの役割について次のように述べている。「人

間は外界から得られた不完全な情報の一部に基づいて関連するスキーマを活性化し、足りな
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い情報を推論によって補って十分な認知・理解を達成したり、さまざまな予測を行うことが

可能になったりする」という。つまりスキーマを活性化することを通して一部の情報を推論

によって十分な認知・理解に達することができるのである。また、大堀（2002: 21-22）は「人

間がいくつもの具体例の比較を通じて一般化・抽象化された形を規定するプロセス」をスキー

マ化（schematization,図式化）と言っている。スキーマ化を行う上で重要な基盤となるのは

認知主体と対象との相互作用（例えば、ある対象をある方法で操作することによって、具体

的な経験から共通性を見出す）である（大堀 2002: 21）と指摘している。 

 一方、認知意味論ではイメージ・スキーマ（image schema）という用語もよく使われてい

る。松本（2003: 49-65）は英語の前置詞・副詞の意味記述における視覚的なイメージ・スキー

マの役割について解説している。松本は空間前置詞 overを解説するのに、認知意味論者のブ

ラッグマン（Brugman）やレイコフ（Lakoff）が採用した視覚的イメージ・スキーマによる表

示を引用した。そして、視覚的イメージ・スキーマによる表示の方が意義特徴を用いたもの

よりも優れているとして、「このような表示をとる有効性として、空間概念というもの自体

が私たちの物理的空間体験に根ざしているのであるから、それを反映するような表示（つま

りイメージ・スキーマ表示）をするのが望ましい」(p.51)とブラッグマンに対する評価を述

べている。 

オノマトペの指導ではイメージ・スキーマの表示が有効である。例えば、「パラパラ」と

「ポタポタ」は用例99に基づいて、その意味と用法が以下のように整理できる。 

「パラパラ」 

基本義…粒状のものがまばらに降ったり散ったりする音や、そのさまを表す語。 

「雨がパラパラ（と）降る」 

「霰がパラパラと屋根を打つ」 

「ネックレスの糸が切れて、真珠がパラパラと飛び散った」 

「雨がパラパラと降ってきたから急ごう」 

「塩は、パラパラと雨が降るような感じでまんべんなく振る」 

派生義…①まばらに散らばっているさま。 

「人家がパラパラ（と）ある」 

「その辺りに朝顔の種をパラパラと蒔いておいた」 

「みじん切りのパセリをパラパラとふりかけます」 

「映画館は、どこも午前中はパラパラの入りだ」 

「若さを誇る彼の髪にも、パラパラと白いものが混じってきた」 

「花見の宴会も始まったが、15日は平日のため見物客はパラパラ」 

②本をめくる音や、そのさまを表す語。 

「パラパラ（と）ページを繰る」 

「窓際の本のページを風がパラパラめくる」 

「親と保母が毎日交換する連絡ノートをパラパラめくりながら」 

「ポタポタ」 

 基本義…しずくが次々に落ちる音や、そのさまを表す語。 

     「ポタポタ（と）汗がしたたる」 

「昼近くなって、日が差してくると残っていた雪がとけて、ひさしからポタポ

タ滴が落ちてきた」 

     「農夫は額からポタポタ汗を滴らせて畑仕事に精出している」 

     「指の腹から血があふれ出て、それがウィスキーのラベルの上にポタポタと落

ちる様子を眺めていた」 

「パラパラ」と「ポタポタ」の基本義は両方とも「雨滴や涙が落ちる様」を表すものであ

る。そこからこの 2語の対照的な意義特徴を以下（74）に示すように抽出できる。 

（74） 
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パラパラ…〈小さい粒〉〈少ない〉〈広い範囲〉 

ポタポタ…〈大きい粒〉〈多い〉〈一定の限られた範囲〉 

 

したがって、「パラパラ」と「ポタポタ」のイメージ・スキーマは、以下図 9-7に示すよう

に、〈大・小〉〈多・少〉〈広・狭〉という対照的な特徴に写像される。 

 

図 9-7 「パラパラ」と「ポタポタ」のイメージ・スキーマ 

 

 

 

 

          

〈パラパラ〉      〈ポタポタ〉 

         

このように、意義特徴、イメージ･スキーマを用いて、「パラパラ」の「広範囲のまばらに

打ちあたるさま」と「ポタポタ」の「限られた範囲での続けざまに落ちて打ちあたるさま」

を説明する方が効果的と思われる。また、イメージ・スキーマによって、9.5.1 で触れた知

覚のレベル 2 とレベル 1 の知覚しにくいオノマトペを分析することもできるようになる。こ

れを第 10章のオノマトペ指導に取り入れようと考えている。  

 

9.6 まとめ 

オノマトペを学習する目的は実際の使用場面で応用することにある。こういった目的を念

頭に入れてオノマトペのコロケーション・意味・類義語・イメージ喚起に関する指導要領を

先行研究をふまえながら分析・考察を行った。 

前章でも触れたように、中国人学習者はオノマトペを使用したいという願望があるが、使

用する能力がついていない。その原因はいくつかあるが、最も困難なのは数多くのオノマト

ペの中でどれをどのように学習すれば応用に繋がるのかということである。これを解決する

ために、「どのように学習すればいいか」、「どのようにすれば使用できるようになるか」とい

う 2つの難点を考慮する必要がある。「どのように学習すればいいか」をめぐっては、学習者

が最も難しいと思われるオノマトペの共起と意味に帰着する。そのため、コーパス検索で抽

出したコロケーションからプロトタイプ的共起表現を取り出し、プロトタイプ的コロケーショ

ンの学習を提案する。また、母語話者を対象としたアンケート調査の結果に基づいて多義オ

ノマトペの意味拡張にかかわるメタファー、メトニミー、共感覚的比喩による拡張のプロセ

スをオノマトペの学習と指導に生かせると考えられる。さらに、類義オノマトペが使い分け

られるように意味の分析方法を考察し、母語話者の連想基準を基に作成したイメージ喚起の

ためのシソーラスをオノマトペ学習の参考資料にする。最後に、オノマトペ学習の助けとし

て、イメージ喚起に必要とされるイメージ・スキーマの形成およびイメージ喚起のためのシ

ソーラスについて考察した。以上、本章ではオノマトペの学習と指導に欠かせないコロケー

ション、多義、類義、イメージに関して、先行研究をもとに考察し、本稿のオノマトペ学習

内容と指導プロセスを構築する上での基本的な考え方を示した。 
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第 10章 オノマトペの学習内容と指導プロセスおよびその検証 

10.1 はじめに 

 これまで述べてきたように、中国の日本語教育現場では、オノマトペに関する指導は学習

者のニーズに見合うだけのものになっていない。より効果的なオノマトペの指導を実現する

には体系的なオノマトペの学習内容と有効な指導プロセスが必須要素として欠かせない。そ

こで、本章は学習者のニーズに応えるために、学習内容の構築と指導を初級・中級・上級に

分けて行う。構築した 3 つのレベルの学習内容とその学習内容にふさわしい教授法・指導法

を用いて教室活動を実践し、その活動に取り組んだ学習者の学習効果の測定によって検証を

行う。検証により効果が認められたものを今後の日本語教育におけるオノマトペの学習・指

導モデルとして提案したい。10.2 で初級オノマトペを、10.3 で中級オノマトペを、10.4 で

上級オノマトペを扱う。そして、10.5で学習内容と指導プロセスを検証する。 

 

10.2 初級オノマトペの学習内容と指導プロセスおよびその検証 

 オノマトペの学習にかかわる要素としては学習内容、指導法などが挙げられる。規定の学

習時間の中では、学習内容と指導プロセスによって学習効果が異なる。特に、初級レベルの

学習者に対して、オノマトペの学習を促進させるためには体系的な学習内容の設定と有効な

指導プロセスがきわめて重要である。そこで、10.2 では初級オノマトペの学習内容の構築と

指導プロセスの構築に焦点を当て、初級レベルの学習者の学習効果の測定を行ったうえで学

習内容と指導プロセスの有効性を検証する。 

 

10.2.1 初級オノマトペの学習内容 

初級 76語のオノマトペをどのように学習すれば効果が上がるかを検討するために、本稿は

VanPatten（2007）の提唱したインプット処理理論（Input Processing）を基に、教室指導と

して提案された「処理指導（Processing Instruction,PI）」を援用し、特にインプットに重

点を置いてオノマトペの学習内容の構築とその指導のプロセスを試みる。 

VanPatten（2007: 117-122）によると、形式と意味の結び付けを行う際に、学習者は（75）

のような複数の言語処理原則（principles）に従ってインプット処理を行うという。 

(75) 

a The Primacy of Content Words Principle:Learners process content words in the 

input before anything else.（内容語重視原則：学習者は何より先にインプット

中の内容語を処理しようとする） 

b Lexical Preference Principle:If grammatical forms express a meaning that can 

also be encodes lexically(i.e.,that grammatical marker is redundant),then 

learners will not initially process those grammatical forms until they aave 

lexical forms to which they can match them.（語彙優先原則：文法形式と語彙

項目が同じ意味情報を表す場合、つまり、その文法形式が余剰である場合、学習者

は文法形式より先に語彙項目を処理する） 

c The Preference for Nonredundancy Principle:Learners are more likely to 

process nonredundant meaningful grammatical markers before they process 

redundant meaningful markers.（非余剰項目優先原則：学習者は非余剰的で有意

味な文法項目を、余剰的で、有意味な文法項目より先に処理する可能性がより高い） 

d The Meaning before Nonmeaning Principle:Learners are more likely to process 

meaningful grammatical markers before nonmeaningful grammatical markers.

（有意味優先原則：学習者は無意味である文法標識よりも先に、有意味な文法標識

を処理する可能性が高い） 
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   （VanPatten（2007: 117-122）、和訳は白畑・若林・村野井（2010: 137-138）による） 

 

つまり、学習者はインプットを理解する際に意味を重視するため、文法項目には注意を向

けないということである。そこで、そのような文法項目に気づかせ、理解されるインプット

にするために処理指導を行い、学習者の中間言語体系に取り込ませることが必要になるとい

う。 

この VanPatten の「形式と意味の結びつけ」を強化する考え方に従って、オノマトペを形

式（オノマトペの語形＋プロトタイプ的コロケーション）・意味（プロトタイプ的意味または

それに近い意味）・使用例により学習内容を構築する。それによって、教師がオノマトペのイ

ンプットを行う際に、形式と意味とのマッピングを促すことができるようになる。そして、

一定の形式で学習内容を提示することで、オノマトペを用いる言語活動の中で学習者がオノ

マトペを意識し、また、オノマトペの形式・意味・使用例の同時処理を目指すことによって、

オノマトペの習得が促進される。つまり、オノマトペの学習内容を明示することにより、オ

ノマトペの意味内容と形式に焦点を当てオノマトペという語類に注意が払えるようになる。 

したがって、オノマトペの学習内容を「選定したオノマトペ」、「プロトタイプ的コロケー

ション」、「プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」、「使用例」という形式で表 10-1

のように提示する。実際の教室活動において、オノマトペの発音、アクセント、意味の使い

分け、使用の場面などを詳細に取り上げる。 

 

表 10-1 初級オノマトペ学習内容例 

オノマトペの語形 
プロトタイプ的 

コロケーション 
プロトタイプ的意味またはそれに近い意味 使用例 

ニコニコ 笑う 楽しそうにほほえみを浮かべるさま ニコニコ（と）笑う顔が美しい 

アッサリ 言う 時間や手間をかけずに物事が行われるさま アッサリ（と）断った 

 

 このように、「ニコニコ」に対して「ニコニコ 笑う」、「アッサリ」に対して「アッサ

リ 言う」という形式によって意味が学習者に認識されるようになる。一方で、「ニコニコ

（と）笑う顔が美しい」「アッサリ（と）断った」という使用を通じて意味に対する理解も

深まる。 

 次に考えるべきことは、どのようにしてこれらの初級で教える76語を効率よく指導するか

である。無関係な言葉を無秩序に教えても習得が進まないことは想像に難くない。「全ての

情報を互いの関連なしに1つ1つ記憶するということも考えられるが、記憶容量の問題を考え

るときわめて非現実的」（大堀2002: 29）である。そこで、学習の効率を考慮して、76語の

オノマトペをカテゴリー化することにした。物事をその共通点や類似性を抽出することによっ

てグループに分けると、グループ全体を一つの共通する特徴で覚えられるようになるからで

ある。つまり、学習者の記憶力にも限りがあるので、膨大なオノマトペをバラバラに記憶さ

せるより、むしろある類似性あるいは共通性を持つ個々のオノマトペを1つのグループにまと

めたほうが記憶しやすくなる。ここではこれまで構築した学習内容から初級レベルで扱う76

語を取り出して、カテゴリー化を試みる。 

 カテゴリー化にあたっては、主述関係によって物の特徴を表すオノマトペ（肌がスベスベ

している、肌がツルツルしている）や同じ状態あるいは動作・動きを修飾するオノマトペ（パ

クパク食べる、ガツガツ食べる）などを分類する。表10-2に示すように、まず、「人」「事」

「物」という3つの大きなカテゴリーに分け、さらに、そのカテゴリーに属するオノマトペを、

類似性や共通点を基に下位分類する。具体的には「人」を「容貌」「表情」「体つき」「行

動・行為」「状態・様子」「態度・性情」「感情・感覚」に、「事」を「状態・様子」と「進

行・程度」に、「物」を「様子」と「動き」に下位分類する。このようにして3つのカテゴリー

のオノマトペをさらに16に下位分類し、プロトタイプ的なコロケーションと意味を中心とし
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た学習指導計画案（表10-3）とそれをさらに常用的なコロケーションと意味にまで拡大した

学習内容（資料6）の2種類の学習内容を構築した。 

 

表 10-2 カテゴリー化した初級オノマトペ 

カテゴリー 週 オノマトペ 

人 

容貌 1 ツルツル スベスベ サラサラ サラッ 
   

表情、体つき 2 キリッ ガッチリ ニコニコ ニヤニヤ 
   

行動・行為 
3 ハッキリ ズバリ アッサリ コッソリ ソロソロ チラリ ユックリ 

4 ウロウロ ウッカリ ズルズル ワイワイ シクシク 
  

状態・様子 

5 シットリ ユッタリ グッスリ ソックリ 
   

6 フラフラ ボロボロ バラバラ ガッカリ 
   

7 バリバリ コツコツ キッチリ ドシドシ 
   

態度・性情 8 ノビノビ ジックリ シッカリ ピリッ サラリ 
  

感情・感覚 
9 ダラダラ ウキウキ ムカムカ ビックリ イライラ ハラハラ  

10 ドキドキ ワクワク ウットリ スッキリ サッパリ 
  

事 

状態・様子 11 ヒッソリ ギリギリ バッチリ 
    

進行・程度 
12 ドンドン ガンガン グングン ジワジワ 

   

13 スッカリ ピッタリ チョッピリ ピタッ 
   

物 
様子 

14 キラキラ ピカピカ キチン フワッ パラパラ ポツリ 
 

15 ポカポカ タップリ ギッシリ ビッシリ ズラリ クッキリ シックリ 

動き 16 クルクル グルグル ガラガラ ゴチャゴチャ 
  

 

表 10-3 初級オノマトペの学習内容100 
週 オノマトペ プロトタイプ的コロケーション プロトタイプ的意味またはそれに近い意味 使用例 

1 

ツルツル 滑る 物の表面がなめらかで、つやのあるさま ツルツル（と）した肌 

スベスベ になる 物の表面の手ざわりがなめらかでざらつきのない様 スベスベ（と）した肌 

サラサラ になる、（に⁄と）する 物に湿り気や粘り気がなく、乾いた感じのする様 サラサラ（と）した髪 

サラッ とする 湿り気や粘り気がなく、さわやかなさま サラッとした手触り 

2 

キリッ とする キチンとしてゆるみのないさま キリッとした顔つき 

ガッチリ （と）する 引き締まっていて丈夫そうなさま ガッチリ（と）した体つき 

ニコニコ 笑う       楽しそうにほほえみを浮かべる様 ニコニコ（と）笑う 

ニヤニヤ 笑う       声を出さないで薄笑いを浮かべる様 意味ありげにニヤニヤ（と）笑う 

3 

ハッキリ 言う 事の成り行き、人の言動などが確かなさま 嫌なら嫌だとハッキリ（と）言ってくれ 

ズバリ と言う 物事の核心を正確に、または単刀直入に指摘するさま 相手の考えをズバリ（と）言い当てる 

アッサリ 言う 時間や手間をかけずに物事が行われるさま アッサリ（と）認めた 

コッソリ 見る 人に知られないように、ひそかに物事をするさま コッソリ（と）見る 

ソロソロ 歩く 動作が静かにユックリと行われるさま ソロソロ（と）歩く 

チラリ 見る 瞬間的に見たり見えたりするさま チラリと顔を見せただけ 

ユックリ とする、休む 動作が遅いさま ユックリ（と）腰を上げる 

4 

ウロウロ と歩き回る あてもなくあちこち歩き回るさま 道に迷ってウロウロする 

ウッカリ 忘れる ボンヤリして注意が行き届かないさま ウッカリ秘密をしゃべる 

ズルズル （と）引き延ばす 物事の決まりをつけないさま ズルズル（と）返事を延ばす 
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ワイワイ やる やかましく騒ぎたてる声や、そのさまを表す ワイワイ騒がしい 

シクシク 泣く 声をひそめて弱々しく泣くさま 子供がシクシク（と）泣く 

5 

シットリ とする 静かに落ち着いて、好ましい趣のあるさま シットリ（と）した感じの女性 

ユッタリ とする 落ち着いてノンビリしているさま ユッタリ（と）くつろぐ 

グッスリ 眠る 深く眠っているさま グッスリ（と）眠っている 

ソックリ 真似る 非常によく似ているさま 父親にソックリな顔 

6 

フラフラ になる、（と）歩く 体に力がはいらないさま。意識がハッキリしないさま 酒酔いでフラフラする 

ボロボロ になる 心身とも疲れきっているさま 身も心もボロボロだ 

バラバラ になる 大勢の人がまとまりなく動くさま 家族がバラバラになった 

ガッカリ する 
望みがなくなったり、当てが外れたりして、気力をな

くすさま 
遠足が中止になってガッカリする 

7 

バリバリ 働く 物事を勢いよく行うさま。精力的に取り組むさま バリバリ（と）仕事をこなす 

コツコツ やる 地道に働くさま。たゆまず努め励むさま コツコツと勉強をする 

キッチリ やる 物事を確実に行うさま キッチリ（と）予習をする 

ドシドシ 使う、削られる 遠慮なく行うさま ドシドシ質問をしてください 

8 

ノビノビ とする 
押さえられることもなく、ユッタリと落ち着きのある

さま 
ノビノビ（と）仕事をする 

ジックリ 考える 落ち着いて、また、念入りに物事をするさま ジックリ（と）考える 

シッカリ する 考えや人柄などが堅実で信用できるさま シッカリ（と）した意見の持ち主 

ピリッ とする 言動や態度が引き締まった感じを与えるさま ピリッとしたところに欠ける 

サラリ とする 
物事にこだわらず、思いきりのよいさま。また、性格

が淡白であるさま 
サラリとした性格 

9 

ダラダラ する、働く、と書く 気分などがゆるんでしまりのないさま ダラダラした生活 

ウキウキ とする 
楽しさで心がはずむさま。うれしさのあまり落ち着い

ていられないさま 
ウキウキと遠足に出かける 

ムカムカ する 心の奥底から怒りがこみ上げてくるさま ムカムカ（と）してくる 

ビックリ する 突然のことや意外なことに一瞬おどろくさま 急変にビックリする 

イライラ (と)する 
思いどおりにならなかったり不快なことがあったりし

て、神経が高ぶるさま 
連絡がとれず、イライラする 

ハラハラ とする 成り行きを危ぶんで気をもむさま ハラハラしながら見守る 

10 

ドキドキ する 
激しい運動、または不安・恐怖・驚きなどで心臓の動

悸(どうき)が速くなるさま 
彼女の反応を見てドキドキする 

ワクワク とする 期待や喜びで心がはずんで落ち着かないさま 胸をワクワク（と）させて包みを解く 

ウットリ する 
美しいものなどに心を奪われて、ボウッとしているさ

ま 
彼女の振る舞いにウットリと見ほれる 

スッキリ する 
わだかまりがなく、気持ちのよいさま。また、よけい

なものがないさま 
スッキリ（と）した文章 

サッパリ （と）する 不快感やわだかまりなどが消えて気持ちのよいさま 入浴してサッパリ（と）する 

11 

ヒッソリ とする 物音や人声がせず静かなさま ヒッソリ（と）静まりかえった家屋 

ギリギリ になる 限度いっぱいで、それ以上余地がないこと しめきりギリギリに間に合う 

バッチリ 取る、決める 
すきがなく、完璧であるさま。準備などが十分である

さま 
スーツでバッチリ（と）きめる 

12 

ドンドン 増える 
物事が勢いよく進行する様。また、物事をためらわな

いでするさま 
仕事がドンドンはかどる 

ガンガン 響く 音や声が大きく響くさま。やかましく聞こえるさま 音がガンガン響く 

グングン ちかづく 物事が勢いよく進行するさま 病気がグングン（と）よくなる 

ジワジワ 来る 物事がユックリと確実に進行するさま ジワジワ（と）来る 

13 

スッカリ 忘れる 完全にある状態になっているさま 時間をスッカリ忘れた 

ピッタリ 合う 
少しの狂いもなく適合するさま。また、よく合って、

いかにもふさわしいさま 
ピッタリ（と）8 時に着く 

チョッピリ 似る、覗く、思う、緊張する 分量や程度がわずかであるさま チョッピリ酒を飲む 

ピタッ と立ち止る 続いていた物事が急に止まるさま しゃっくりがピタッととまる 

14 キラキラ 光る 光り輝いているさま 星がキラキラ（と）輝く 

http://kotobank.jp/word/%E8%BA%AB%E3%82%82%E5%BF%83%E3%82%82
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ピカピカ 光る、に磨く 断続的に強い光を放つさま。また、光り輝くさま 星がピカピカ（と）またたいている 

キチン とする 整った様子 キチンとした部屋 

フワッ とする 柔らかでふくらんでいるさま フワッとした髪型 

パラパラ 落ちる 
粒状のものがまばらに降ったり散ったりする音や、そ

のさま 
雨がパラパラ（と）降る 

ポツリ と言う 雨やしずくが 1 つ落ちるさま 雨粒がポツリと顔に当たる 

15 

ポカポカ と温まる、に（する、なる） 暖かく感じるさま。暖かくて気持ちのよいさま ポカポカ（と）した日だまり 

タップリ ある 満ちあふれるほど十分にあるさま タップリの水で麺(めん)をゆでる 

ギッシリ 詰まる すきまなく詰まっているさま 箱にギッシリ（と）詰める 

ビッシリ 詰まる 
多くのものがすきまなく並んで、いっぱいに詰まって

いるさま 
ノートにビッシリ（と）書き込む 

ズラリ と並ぶ 多くの人や物が列になって並ぶさま 各界の名士がズラリ（と）顔をそろえた 

クッキリ 見える 物の姿や形が非常にハッキリとしているさま クッキリとした輪郭 

シックリ 来る 
物と物、人の心と心などが調和して、安定しているさ

ま 
着物にシックリ（と）合った髪形 

16 

クルクル 回る 物が軽く続いて回るさま クルクル（と）回る風車 

グルグル 回る 物が続いて回るさま グルグル（と）腕を回す 

ガラガラ だ あるべきものがほとんどなくて、すきまが多いさま ガラガラな（の）電車 

ゴチャゴチャ になる 
いろいろな物が秩序なく入りまじって、雑然としてい

るさま 
ゴチャゴチャした話 

 

10.2.2 初級オノマトペの指導 

10.2.2.1 初級オノマトペの指導法 

牧野（1996: 144）は「オノマトペ101の使えない日本語学習者はコミュニケーションでの強

力な武器が欠けていることになる」と述べている。これと同様にオノマトペを早い段階から

学習すべきだという議論もある。渡邊（1997）や三上（2007）、内藤（2013）は、初級あるい

はなるべく早い段階からオノマトペの学習が始められれば、オノマトペに触れる機会も格段

に増加するし、学習者にも定着しやすくなると主張している。また、加藤（1999: 2）は、幼

児期から多くのオノマトペにふれ、言語感覚を養っていく日本語母語話者と違い、学習者が

中級から上級レベルになった時に一度に多くのオノマトペを習得することは困難であり、か

えって混乱の原因を作ると述べている。 

そこで、これらの先行研究をふまえて初級段階からオノマトペを取り入れることを試みる。

これまで本研究は初級オノマトペを選定し、その学習内容を構築するための準備をしてきた。

これからは実際の指導に取り入れる体系的なオノマトペの指導プロセスの枠組みを立てる。

その一環として、初級オノマトペの指導法あるいは教授法を検討する必要がある。 

「オノマトペをどう教えるか」について、これまでの研究は実践と結びついた指導法ある

いは教授法をほとんど取り上げていない。しかし、その中で、三上（2007: 43）は日本語教

育現場における実際の授業活動でオノマトペの教え方の一例として、TPR を応用することを

主張した。三上によれば、日本語教育に TPR を応用する試みはこれまでも多くなされている

が、特にオノマトペについては、動きからその意味とイメージを直接体得させる方法として

応用が可能だろうという。一方、筆者が勤務校で大学低学年（1・2年生）の授業を担当する

教師にインタビューしたところ、指導法や教授法を用いてオノマトペを指導することはない

という。そこで、本研究では初級オノマトペの指導法として TPR、オーラル・メソッド、文

法翻訳法を有機的に統合した形を提案し、その指導法の効果を検証したい。 

TPRとは「身体的な運動/活動を通して言語を教えようとする」（リチャーズ＆ロジャーズ

2007: 97）教授法である。筆者は初級クラスの授業で「ニコニコ笑う」と「ニヤニヤ笑う」

の表情を示し、「どれがプラスの笑い方か、どれがマイナスの笑い方か」と学習者に判断さ
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せるというゲーム的な活動を取り入れたことがある。また、「チラリと隣の人を見てくださ

い」「教室の中をウロウロ歩いてください」など、学習者に「演じる」タスクを与えて動作

をさせることもある。さらに、「歩く様子」を表す「トボトボ」「テクテク」「スタスタ」

「ヨチヨチ」などの類義語の使い分けも実際の歩き方を示すことによって弁別させたことも

ある。このように TPR でオノマトペを提示することによって、学習者のオノマトペに対する

理解も深まりイメージも形成されたと見られる。さらに、オノマトペに対する「関心・学習

意欲」を一層高めることもできた。 

 しかし、TPRは動作などを修飾する一部の語のみに適用できるが、「グングン伸びる」の

ような物事の発展態勢などを表すオノマトペや「ハラハラする」「ワクワクする」のような

感覚や感情を表すオノマトペにおいては、具体的な動作や表情などを示すことによって意味

を伝達できないため、理想的な指導法とは言えなくなる。そこで、TPRで指導できないオノ

マトペはオーラル・メソッドと文法翻訳法を用いて指導を試みる。上記の「グングン伸びる」

や「ハラハラする」などの抽象的な意味を表すオノマトペはオーラル・メソッドを用いるこ

とができる。オーラル・メソッドは「実物・絵・類推・学習言語による説明を用いる」102教

授法として、「母語による解説や訳は最小限にとどめる。定義を示す、例文を使う、言い換

えるなどして与え、やむを得ないときのみ訳語を示す」103というような方法を使うことがで

きる。しかし、母語の説明や解説を控えることにより心理感情・感覚を表す「ハラハラ」や

「ワクワク」などを意味伝達できない時もある。その時には文法翻訳法を用いるとよいと考

える。特に抽象的な意味を表すオノマトペに対して、母語を用いて説明したり解釈したりす

るほうが学習効果が上がる。母語の説明によって、オノマトペが表徴する抽象的な意味・概

念が具象化され、理解と記憶が促進されると見られる。 

以上をまとめると、本研究は初級オノマトペの指導では動作やジェスチャーなどの身体で

表現できるオノマトペを TPRで、TPRで表現できないものは実物や絵などによるオーラル・

メソッドを用いる。この 2つとも利用できない場合は文法翻訳法を用いて、母国語の説明と

翻訳による指導を試みる。つまり、TPRは人間の体を、オーラル・メソッドは実物や絵など

を、文法翻訳法は他の言語を介したオノマトペの指導を実現する。 

 

10.2.2.2 初級オノマトペの指導プロセス 

10.2.2.2.1 指導プロセスの枠組み 

序章 1.3.2 で述べたとおり、本研究は VanPatten（2007）を中心としたインプット処理理

論(IP)から発展した教室指導である処理指導（PI）の考え方に重きを置き、学習者がいかに

インプット処理を効果的に行えるかという観点から、特にインプットからインテイクの段階

を中心にオノマトペの学習・習得に関わる指導プロセスを考える。 

学習者が第二言語を処理するプロセスで、最初に行わなければならないことは、目標言語

のインプットをリスニングやリーディングによって受け、その意味を処理（理解）すること

である。この最初のプロセスを重視するのが VanPatten らの立場である。つまり、学習者が

インプットをより効果的に処理するのを助けることによって、第二言語習得が促進できると

考えている。ここでは、オノマトペの指導プロセスをインプット、インテイク、アウトプッ

ト、インタラクションに分けて考えるが、特に、インテイクを促進する役目を果たすという

VanPatten らのインプット重視の姿勢を取り入れ、インプットに重点を置いた指導プロセス

を以下図 10-1に示すように提案する。 

インプットは通常、学習者が音声情報や文字情報（言葉）などを外部から受け入れる段階

である。ここではインプットを重視する考えから知覚されたインプットと理解されたインプッ

トに分けて指導プロセスを設定する。知覚されたインプットは聴覚と視覚でオノマトペの形

式を捉えるプロセスである。この段階は 3 つのステップから構成される。ステップ 1 は初級
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の 76語を貫く 1つのストーリー（表 10-4を参照）を用いてウォーミングアップする。ステッ

プ 2 は音声や絵や動画によって組み立てたオノマトペの内容を Power Point で捉えさせる。

ステップ 3 はオノマトペの学習内容をプリントで見せる。これにより、オノマトペの形式を

音声や文字で認知し、その形式が表す意味もある程度理解することになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-1 初級オノマトペの指導プロセス 

 

オノマトペの形式に気づいた段階で、教師の指導が加わる。初級レベルの教師の指導はお

おむね母語と目標言語の両方を用いて動作・表情・ジェスチャーによる TPR、オーラル・メ

ソッド、文法翻訳法を行う。 

オノマトペの意味の指導は、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味から高頻度使用意

味へ、さらに類義オノマトペとの区別へ進行する。プロトタイプ的意味またはそれに近い意

味を取り扱う段階（図 1-1 参照）では、コンテクストに依存した当該オノマトペの基本的な

イメージを覚えさせる。その次に、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味を中心に、非

プロトタイプ的意味も併せて、抽出した当該オノマトペの意義特徴やイメージ・スキーマ、

また意味拡張における意味の隣接性などの説明を用いて、一番目に指導したプロトタイプ的

意味またはそれに近い意味と関連付けるように二番目に扱う高頻度使用意味の指導を行う。

このようにして、その語が持つ共通イメージ・スキーマ等を意識的に導入することにより、

学習者がその他の多義については自律的に意味を類推できるようになる。さらに、類義オノ

マトペの指導（図 1-3 参照）はプロトタイプ的意味またはそれに近い意味を基に意義特徴を

分析し、イメージ・スキーマを用いて類義オノマトペ間の共通点と相違点の指導を行う。 

 理解されたインプットの段階、つまり、知覚されたオノマトペの形式に対応する意味を学

インタラクション 

ステップ 3   

初級オノマトペ・プロトタイプ的コ

ロケーション・プロトタイプ的意味

またはそれに近い意味によって構成

された学習内容の提示 

ステップ 2 

音声・絵・動画か

らなる Power 

Point によるプレ

ゼンテーション 

 

ステップ 4 

TPR・オーラル・メソッド・文法翻訳法な

どの教授法・指導法、イメージ・スキー

マを用いた教師の関与 

理解されたインプット 

インテイク 

アウトプット 

 

 

 

ステップ 7 

オノマトペの形式と意味との結び付けへ注

意を向けさせるために（予防的、事前対策

的、反応的）FonFを用いた教師の働きかけ 

 

ステップ 5 

教師の処理指導（PI） 

知覚された 

インプット 

インプット 

ステップ 1 

 

ストーリーを用いる 

ウォーミングアップ 

 

 

ステップ 6 

文の完成・共起語の補完などのタス

クを与えることによって産出を促す 



274 

 

習者が理解した段階では、インテイクを促進させるために、形式と意味の結びつけを強化す

る処理指導（PI）を行う。例えば、学習者が学んだ「ニコニコ」という形式をその意味と結

び付けて理解させる場合、「ニコニコ」している表情が描かれている絵と「ニコニコ」以外の

オノマトペ（「サラサラ」「ツルツル」など）の絵を見せながら、「彼女はニコニコ笑っていま

す。どの人ですか。この人ですね。彼女は美味しいものを食べてニコニコ笑っていますね。

彼女は好きな人とデートしてニコニコ笑っていますね。彼女は素敵なプレゼントをもらって

ニコニコ笑っていますね。」とたくさん聞かせたほうがいい。また、「ニコニコ」や「サラサ

ラ」などの様子が描かれた絵を見せて、学習者に「ニコニコ」と「笑う」のカードや「サラ

サラ」と「流れる」のカードをマッピングさせる活動を行なわせる。このような処理指導を

行うと、学習者にオノマトペの語形が表す意味、また、当該オノマトペと共起する言葉に注

意を向けさせることができる。それによって、そのオノマトペの形式と意味とのマッピング

が図れると思われる。教師は学習者にインプットされたオノマトペの情報を整理させ、理解

された意味を頭に定着させるように促す。インテイクされた情報は学習者の中間言語の既存

の知識と統合されて知識のネットワークに組み入れられる。こうして理解されてインプット

されたオノマトペは学習者の中間言語体系を形成する。 

 アウトプットでは、絵のタスクや文を完成させるタスクや共起語を想起させるタスクを用

いて、貯蔵されたオノマトペのデータから適合するものを検索させ、アウトプットさせる。

ここで、教師のフィードバックがかかわってくる。教師の関与あるいはモニタリングによっ

て、アウトプットを観察し、蓄積されたオノマトペの情報を再確認することを通して、学習

の質を高める。 

最後に、インタラクションを通して、学習者がオノマトペを使いこなすことができるよう

にする。使用への誘導として、a)教師が質問の中にその語を使用する、b)教師の質問に対す

る学習者の答えの中に、その語が使われるように仕向ける、c)学習者同士でその語を含む会

話やロールプレイをさせるという段階的な指導方法104を用いる。また、インタラクションの

時に間違った文法、発音、形態などに気付いたら、フォーカス・オン・フォーム（FonF）の

種々の手法により、フィードバックを行う。この指導では、オノマトペと結びつく助詞など

は、学習者が自分で使用し、間違いを教師に直されてはじめて身に付くものである。 

 

10.2.2.2.2 指導プロセスの詳細 

本節では本指導プロセスに沿って実際に行った指導について述べるが、その前に、この指

導方法の効果を測定するために、本指導とは異なる指導・学習をした学習者について説明し

たい。日本語学習を開始して半年になる学習者のクラスに対して、3 クラスを抽出し（１ク

ラス約 35～37 名）、それぞれのクラスを統制群、調査 1 組、調査 2 組に指定した。調査２組

が本指導を受けたクラスである。統制群に対しては、オノマトペの指導を行わずに普段どお

りに中国語で語釈を教えるだけである。これを｢従来型｣とする。調査 1 組に対しては、多義

オノマトペの意味を辞書どおりに覚えさせる。つまり、単義オノマトペなら、その一義のみ、

多義オノマトペなら複数の意味をすべて学習対象とする｢辞書型｣である。調査 2 組に対して

は、上記 10.2.1～10.2.3で述べた方法の｢指導型｣である。次に、「指導型」の詳細を述べる。 

「指導型」の指導の詳細 

〔ステップ 1〕中国語のストーリーでウォーミングアップを行う。 

 初級オノマトペ 76 語はカテゴリー化によって 16通りの学習内容に絞り込んだが、語と語

との間に緊密な関連性が示されていないため、全部習得する可能性が低いと考え、ストーリー

構築法（またはストーリーテリング）を用いて、76 語を貫く 1つのストーリーを下記の表 10-4

のように作成する。学習を始める前に、このストーリーを最初から最後まで学習者に読み通

すように指示し、放課後にルームメイトで寸劇を演じることを課す。その後、毎週の授業の

前にその週の分を読ませてから本番に入る。 
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表 10-4 初級用オノマトペ 76 語で組み立てたストーリー 
週 ストーリー 

1 

OL 头头 A女早上对着镜子看着自己光滑（ツルツル）的脸蛋，禁不住伸手摸了摸,真的好滑溜（スベスベ）啊。随手

将一头飘柔（サラサラ）的长发束成 1 个马尾辫，又一想：不行！不能装嫩！公司最近总有男士不时献殷勤，要提高

警惕。想着她又顺手结下皮筋儿，一头干爽（サラッ）的青丝倾泻而下。走出家门的她，洒下一地的自信和微笑。（OL

のリーダーAさんは朝、鏡に向かってツルツルした自分のほほに見とれ、思わず手で触ると、「本当にスベスベし

てる」と頷きながら、サラサラのロングヘアーを束ねてポニーテールをする、ふと思いついた。「こんな若作りし

ちゃだめ。最近、言い寄る同僚が何人かいるから、気をつけなきゃ」と思い、彼女はゴムを解いた。すると、黒髪

がサラッと肩まで滑り落ちた。家を出た彼女は一杯自信をみなぎらせる。） 

2 

踏入公司的 A 收起小女人的温情，面容整齐端庄（キリッ），身姿笔直坚挺，一副神圣而不可侵犯的样子（ガッチリ）。

面对 A 这个年轻貌美而又强势的上司，女职员大多投以微笑（ニコニコ），总有那么几个男士默默地（ニヤニヤ）傻

笑。（会社に入った Aさんは女性的な一面を隠し、キリッとした顔をして、ピンと背筋を伸ばして、ガードが固い

ガッチリとしたスーツ姿でみんなの前に現れた。美人で気の強い上司の Aさんの前では、女性社員のみんなはいつ

もニコニコしていた。しかし、何人かの男性社員はいつもニヤニヤわらいをする。） 

3 

面对职场 B 男的扭捏，A有些不耐烦：你有话就说（ハッキリ），你不说我说。被 A一语道破天机（ズバリ）的 B 爽

快（アッサリ）地承认了自己的“贼心”，不时偷偷地（コッソリ）看向 A。看到 A 没有下文，B 也只好去干自己的活儿。

当 A 开完会轻轻（ソロソロ）走回办公室，B抓紧时间瞟过一眼（チラリ），鬼使神差般地慢慢（ユックリ）向 A 的

办公室挪去步子。（同じ職場の男性 Bさんのネチネチした性格に Aさんは思わず苛立った。話しがあればハッキリ

言いなさい、言わないなら私から言う。Aさんにズバリと言われた Bさんはアッサリと下心があることを白状しな

がらコッソリと Aさんの顔色を窺った。黙ったままの Aさんを見て、Bさんはおとなしく自分の席に戻った。会議

から戻った Aさんを Bさんがチャンスを逃さないようにチラリと見て、魔が差したかのように Aさんのオフィスへ

近づいていった） 

4 

好不容易来到 A的门前却不敢敲门，徘徊来徘徊去（ウロウロ），结果却不小心（ウッカリ）敲开了对他心仪已久的

C 的门。B 在心里埋怨道：都是 A，迟迟（ズルズル）不给回复惹的祸。这可如何是好？正愁没话应付 C，大厅里传来

嘈杂（ワイワイ）的说话声。B连咳几声，用手指着大厅的方向示意 C 有人找，慌忙逃回自己的座位，还未坐稳迎头

撞上 A 冷冷的目光，不禁低头一阵抽泣（シクシク）。（Aさんのオフィスの前にいるのに、ノックする勇気がなく、

ウロウロしていると、ウッカリと隣にあるずいぶん前から自分に気がある Cさんのドアを開けてしまった。Bさん

は驚き、心の中で Aさんが早く返事してくれたらこんなことにはならなかったのにと Aさんのせいにした。どうし

よう、Cさんになんと言ったらいいかと困っていたところ、ロビーからワイワイ声が聞こえた。「そうだ」、Bさん

は咳をしながらロビーの方を指差して、「お客さんです」と Cさんにうそを言ってから慌てて自分の席に戻った。

席に付いたとたん Aさんの冷たい視線を感じ、「なんなんだよ」とシクシク泣き出すふりをした。） 

5 

B 的心里一直藏着一个酷似 A 的她。她端庄淑娴（シットリ）。没有课的午后她总是跑到学校的露台悠闲地（ユッタ

リ）看书。偶尔她睡着了，B 才敢偷偷地靠近她。熟睡（グッスリ）的她很像（ソックリ）她的父亲―他们的教导主

任。（実は Bさんの心の中には Aさんにソックリの彼女がいる。彼女は高校時代のクラスメートだった。シットリ

していて、授業のない午後はいつも学校のバルコニーでユッタリと本を読んでいた。たまに Bさんは眠っている彼

女にコッソリ近づくと、グッスリと寝ている彼女は教頭先生のお父さんにソックリだなあと思った。） 

6 

教导主任自从爱妻亡故整日酗酒，经常摇摇晃晃（フラフラ）露宿街头。她自从母亲去世，看到父亲一蹶不振，也身

心俱疲（ボロボロ）。看着自己已经支离破碎（バラバラ）的家，失望（ガッカリ）得无处可逃。（教頭先生は愛妻

を亡くしてから、毎日お酒に溺れて、いつもフラフラと道ばたで寝てしまう。彼女は母親をなくし、父親のひどい

落ち込みを目にして、心身ともにボロボロとなった。バラバラになった家庭を見てガッカリしたが、しょうがなかっ

た。） 

7 

她的家，曾经爸爸工作勤奋（バリバリ），自己每天都好好（キッチリ）预习功课，学习用功（コツコツ）。就连妈

妈都不时（ドシドシ）有工作来请她。（彼女の家庭はかつて、バリバリ働く父親、毎日キッチリと予習し、コツコ

ツと勉強に励む自分、ドシドシ仕事が入って来る会社を経営する母親。） 

8 

她原本可以这样自由自在（ノビノビ）地成长。以前的她遇事沉着（ジックリ），很有主见（シッカリ），精明（ピ

リッ）爽快（サラリ），就连班干部落选也不失风度向入选的同学表示祝贺。（彼女はもともとこのようにノビノビ

と成長できるはずだった。彼女は以前何があっても冷静にジックリと考え、シッカリと自分の意見を持ち、クラス

の委員としてクラスメートからピリッと辛口の批判をされても平気でいられるサラリとした性格の一面を持ってい

た。） 

9 

然而，一切都不复存在了。如今的她过着邋里邋遢（ダラダラ）的生活。就连曾经让她欢呼雀跃（ウキウキ）的郊游

也让她觉得火大（ムカムカ）。谁都会吃惊（ビックリ）于今天的她。每天看着心神不安（イライラ）的她，就连 B

都为她捏一把汗（ハラハラ）。（しかし、全ては過去となった。今の彼女はダラダラと生活を送っている。昔ウキ
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ウキしながら行ったピクニックだが、今は幸せそうな家族を見てムカムカしてばかりいる。誰もが彼女の変化にビッ

クリしている。毎日イライラしている彼女を Bさんがいつもハラハラ見ている。） 

10 

曾经的她，那么地让他怦然心动（ドキドキ）。每次看到她满怀期待（ワクワク）地打开他送她的礼物，总是让他看

得如痴如醉（ウットリ）。读着她简洁流畅（スッキリ）的回信，总让他犹如大汗淋漓后冲了个澡般清爽（サッパリ）。

（昔の彼女はどんなに自分（Bさん）をドキドキさせたかしれない。Bさんがワクワクしながら自分からのプレゼン

トを開封する時の彼女を見ていつもウットリした。簡単でスッキリした彼女の返信を読むと、サッパリした気持ち

になった。） 

11 

毕业工作后还是第一次信步走到她的家。如今她的家，死气沉沉（ヒッソリ），没有一丁点声响。他决定改变这一切。

虽然有些迟，但是还来得及（ギリギリ）。想到这里，他整装待发（バッチリ）。（就職した Bさんは卒業してから

初めて彼女の家に行った。今の彼女の家はヒッソリとしていて、恐ろしいほど静まり返っている。彼はこの全てを

変えようと思った。遅いけど、まだギリギリ間に合うはず。決心した彼の心の準備はバッチリだった。） 

12 

他下定决心要先改变自己。他工作越来越顺（ドンドン），不管挑剔的 C 无休止地朝他嚷嚷（ガンガン）什么他也不

理会。随着业绩噌噌（グングン）往上窜，心里对她的思念也层层（ジワジワ）堆积。（彼は先に自分を変えようと

決心した。仕事はドンドンはかどり、気むずかしい Cさんにどんなにガンガンと文句を言われても相手にしない。

業績がグングン伸びる一方、彼女への気持ちもジワジワと蘇ってきた。） 

13 

某日加班，全然（スッカリ）不顾时间，一抬眼正好（ピッタリ）8点。想起自己还没吃东西，他来到公司旁的小居

酒屋，点了一壶小烧，刚抿下（チョッピリ）一小口。一个熟悉的声音飘然而过，怎么会？连打了几个嗝，不会的。

半信半疑地顺着声音追去，嗝一下子（ピタッ）止住了。（ある日、残業していたらスッカリ時間を忘れてしまった。

時計を見たら 8時ピッタリだった。まだ食事をしていない事に気づき、会社の近くの小料理屋に行った。焼酎を注

文し、チョッピリくちをつけたその瞬間、懐かしい声を耳にした。まさかとしゃっくりまで出た、そんな！あり得

ないと半信半疑でその声を追っていくと、しゃっくりがピタッと止まった。） 

14 

几颗闪闪发光（キラキラ）的星星不时一闪一闪地照亮着他送她的路。他把她送回了她的新家，一个整整齐齐（キチ

ン）的房间，一张床，床上铺着宣腾腾（フワッ）的被子。他知道她一直都怕冷。从她家出来，哗啦哗啦（パラパラ）

地下起了雨，他依然那么走着。不时抬头找寻那几颗星星。快到家了，突然一颗雨滴（ポツリ）打在脸上，原来他走

到了天亮。（キラキラと光る星と、その中で特にピカピカと輝いている北極星が、二人の行く道を照らしている。

彼女の新しい家は、キチンと整理整頓されていて、ベッドにフワッとした布団が掛けられていた。彼女が寒さに弱

い事を彼は知っていた。彼女の家を出た時、パラパラと雨が降ってきたが、彼は全く気にせずに歩いた。時々来た

ときの星を探そうとした。家に近づくと、突然ポツリと一滴の滴が顔を打った。もうすぐ夜が明ける。） 

15 

温暖（ポカポカ）的阳光普照大地。她煮了一大锅（タップリ）汤面，吃完后开始收拾家。把衣橱里不能穿的衣服塞

满（ギッシリ）了整整一大箱，又把写满了（ビッシリ）母亲名字的笔记本收了起来。她环视着自己的家，觉得一下

子宽敞了很多。对，还有墙边那排列着的一摞摞（ズラリ）的杂志，她统统都要扔掉。墙上母亲那惟妙惟肖（クッキ

リ）的画像，她也摘了下来放进了抽屉。收拾完，她换上了一条流淌着春的气息的绿色连衣裙，对着镜子，像编织梦

想一样辫起了一条麻花辫，看着非常搭调（シックリ）的裙子跟辫子，她笑颜如花。（お日様がポカポカと大地を照

らしている。彼女はラーメンをタップリ食べて満腹になってから、家の掃除を始めた。もう着ない服を段ボール箱

にギッシリと詰め、母親の名前をビッシリ書いたノートもしまった。自分の家が広く感じた。そうだ、壁際にズラ

リと並んでいる雑誌も捨てなきゃ。壁に掛けていた母親の写真も引き出しにしまわなきゃと。お掃除を終えたら、

春を感じさせる緑のワンピースに着替えた。鏡の前で、夢を織る様な気分で髪の毛を三つ編みにした。髪型と服が

シックリ合っていると彼女は顔に笑みを浮かべた。） 

16 

聆听着风转动（クルクル）着风车，她不由得转动起（グルグル）自己的肩膀。突然一个念头闪过，她坐上了空荡荡

（ガラガラ）的电车，来到了几年不曾光顾的人头攒动（ゴチャゴチャ）的游乐场。远远地好像他在向她招手。（ク

ルクルと回る風車の音を聞くと、彼女は思わずグルグルと腕を回した。突然 1つの考えが浮かんだ、彼女はガラガ

ラの電車に乗り、何年も来ていない人混みでゴチャゴチャした遊園地に来た。遠くで彼が手を振っているように感

じた…） 

 

 

〔ステップ 2〕図 10-2に示す Power Point(PPT)を学習者に見せる。 

文字・音声・絵・動画105からなる PPTを用いて、「視覚＋聴覚」の刺激によって学習内容

を記憶に導くようにする。「ニコニコ」「ニヤニヤ」「キリッ」「ガッチリ」を例に図 10-2

に示す。 
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図 10-2 「ニコニコ」「ニヤニヤ」「キリッ」「ガッチリ」の PPT 

       
 

〔ステップ 3〕表 10-2をプリントで学習者に配布して、毎週の学習内容を予習するように指

示する。 

〔ステップ 4〕教師の関与（例） 

 ①学習内容…「ニコニコ」「ニヤニヤ」「キリッ」「ガッチリ」 

②教授法・指導法…TPR（表情）、オーラル・メソッド、文法翻訳法 

 ③意味の指導順序 

  a「ニコニコ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…楽しそうにほほえみを浮かべる様。 

   「ニコニコ（と）笑う」 

   高頻度使用意味…なし 

  b「ニヤニヤ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…声を出さないで薄笑いを浮かべる様。 

   「意味ありげにニヤニヤ（と）笑う」 

   高頻度使用意味…なし 

 〈aと bの差異〉表 10-5に示す。 

 

表 10-5 「ニコニコ」と「ニヤニヤ」の差異 

要素    類義語 ニコニコ ニヤニヤ 

イメージ・スキーマ 素直でいい感じの笑顔 
人には言えない、内心で湧き起った興味の感情が自然に

顔に出た笑顔 

意義特徴 
微笑む、見る人に良い印象を与

えるような笑顔 
薄笑い、見る人に良くない印象を与えるような笑顔 

共通点 〈顔〉〈軽い程度の笑い〉 

相違点 
楽しいなどプラスで明るい気持

ち 

素直に楽しいという気持ちではなく、何か屈折した暗い

気持ち 

中国語訳 微笑 嗤笑 

 

  c「キリッ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…きちんとしてゆるみのないさま。 

   「キリッとした顔つき」 

   高頻度使用意味…なし 

  d「ガッチリ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…引き締まっていて丈夫そうなさま。 

   「ガッチリ（と）した体つき」 

⇒イメージ・スキーマ…〈いくつかの部分がしっかりと組み合わせている〉 

   高頻度使用意味…すきまなく組み合うさま。 

   「ガッチリ（と）手を握る」 

 

〔ステップ 5〕学習者にインプットしたオノマトペの形式と意味をマッピングさせるために

処理指導（PI）を行い、インテイクを促す。 
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初級学習者ははじめてオノマトペに触れるため、インプットしたオノマトペの形式と意味

を理解させるために、PIを行う。これによりオノマトペの文法（助詞「と」が付くか付かな

いか）、発音、形態（清音・半濁音・濁音）などにも注意を向けさせるように促す。例えば、

上記カテゴリーの意味指導を行った後、「ニコニコ」「ニヤニヤ」「キリッ」「ガッチリ」とい

う 4語を理解させるように以下の処理指導を行う。 

4語の上記の PPTのような絵をそれぞれ用いて、「これはニコニコ（ニヤニヤ、キリッ、ガッ

チリ）ですか」という質問をして、「はい、いいえ」で答えさせる。また、泣いている絵を見

せながら「A さんは今ニコニコ笑っていますね」と言い、学習者に「ええ、いいえ」で反応

させる。「ああ、Aさんはニコニコしていませんね。どうしたんでしょうか」などと導いて学

習者に理由を考えさせる。また、A さんのある日の出来事を話して、その日に起こったこと

を順番にならべさせる。例えば、「Aさんは朝 7時に起きて、朝食を食べながらニコニコ笑っ

ています。ルームメイトに『いいことでもあった？』と聞かれると、彼は『いい夢を見た』

とニヤニヤしながら答えました。その時、Aさんのガールフレンドが来ました。Aさんのニヤ

ニヤした顔を見ると、彼女はキリッとした目で A さんを見ました。Aさんはガッチリしたポー

ズをして彼女を笑わせました。」などと聞かせて、出来事を書いた文を与え、順番に並べさせ

る。その順番は、「A さんはニコニコしながら朝食を食べる」⇒「A さんはいい夢を見たとニ

ヤニヤして答える」⇒「Aさんは彼女にはキリッとした目で見られる」⇒「Aさんはガッチリ

したポーズをする」⇒「Aさんは彼女を笑わせる」である。 

このように、オノマトペを用いた意味のある自然なインプットを多く与え、学習者にイン

プット処理をさせるようにする。この活動により、学習者は様々な角度から自然なインプッ

トを受けながら、オノマトペの言語形式と意味の結びつけを強化できる。つまり、自然な習

得に近い環境を作り出し、学習者をその中に置くことによって、インテイクを促進させよう

とするものである。 

 

〔ステップ 6〕教師が学習者にタスクを与えてアウトプットをさせ、フィードバックを返す。 

教師が学習者に絵を見せて表徴する意味を話させたり、文を完成させたりする。あらため

て学習者に PPTの画面と動画を見せて、その内容を表現してもらうことや文を完成させたり

共起語を想起させたりするタスクを課す。例えば、 

「先生は今どんな顔をしていますか」という質問をして、学習者に表現させる。また、「先

生は今ニコニコ      。」というように文を完成させる。 

 

〔ステップ 7〕インタラクションの段階では学習者にできるだけ自由な発話を促し、間違い

があったら教師がフォーカスオンフォーム（FonF）を行う。 

例えば、上記の 4語を用いて学習者にストーリーを作らせたり、ロールプレーをさせたり、

会話のタスクを完成させたりして、教師が教室中を回りながら進み具合を確認する。共起に

関する誤りを発見したら、黒板に 4語また 4語と共起する共起語に a、b、c、d、e…と記号

をつけて、学習者に記号を選ばせる。または、「ニコニコする？」「ニコニコなる？」「ニコニ

コすべる？」「ニコニコ笑う？」などと音声で示し、その正誤を学生に「はい、いいえ」で答

えさせる。さらに、文法を確認するために、「と」が付くか付かないかなどに注意させる。「キ

リッした顔？」「キリッとした顔？」、「ニコニコとする？」「ニコニコする」などと提示して、

二者択一をさせる。 

このように、ロールプレーなどをさせたりする。誤りが生じる時、教師がリキャストなど

のフィードバックを用いて正しい形式に注意を向けさせるように促す必要がある。また、学

習段階が進むにつれ、勉強したオノマトペの中から「人間の容貌・表情」を表すものをまと

めて使えるようなタスクや、「人間の心理活動」を表す 1つの場面を用いて説明させたりする

タスクなどを課すのも考えられる。 
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以上をまとめると、学習者は初級で教える 76 語のオノマトペを 1つの物語により、各々の

情景・場面・シーンおよび細かい描写も相互に関連付けられるようになる。この関連性によ

り、もともと孤立しているオノマトペまたはオノマトペを含んだ文もつながるようになる。

つながった形のオノマトペを毎回の授業でウォーミングアップすることを通じて、習ったも

のへの復習とこれから学ぶものへの予習をさせることができるようになる。さらに、教師が

学習計画どおりに準備したオノマトペの形式・意味・使用例というセットとなる学習内容の

提供によって、また絵や動画などを導入した PPTで視覚的インパクトを与えた上で、TPRや

オーラル・メソッド、文法翻訳法、プロトタイプ的意味のイメージ、イメージ・スキーマな

どの指導によって学習目標への理解と認識が深まる。学習者が学習したオノマトペをインテ

イクできるように、多くの自然な使用例を与え、それを処理させ、自然にオノマトペが口を

ついて出てくるようになったら、はじめてアウトプットやインタラクションへと進む、とい

うような指導プロセスである。 

 

10.2.3 初級オノマトペの学習に対する効果測定 

本節では初級学習者に対して行ったオノマトペの指導の効果を検証する。前節で述べたと

おり、それぞれ異なった方法で指導した 3つのクラス（従来型の統制群、辞書型の調査 1組、

指導型の調査 2 組）の学習者に、下記の通りの方法で測定を行い、学習効果を比較、検証し

た。 

測定方法：筆記テストを実施する。筆記テストは選択肢法を用い、指導前に事前テストを、

指導直後に直後事後テスト、2か月後に遅延事後テストを行う。 

出題基準：3 組が学習したものの中から 14 語のオノマトペ（ABAB型と Aッ B リ型、各 7語）

を取り出し、そのオノマトペの「プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」と

して使われるものを対象にテストする。表 10-6にオノマトペを示す。 

 

表 10-6 初級における筆記テストに用いるオノマトペ 

筆記テスト 事前テスト（10） 直後事後テスト（10） 

ABAB（7） 

ワクワク、ドキドキ、ドンドン、パラパラ、

ピカピカ 

ドキドキ、ゴチャゴチャ、ドンドン、シクシク、

パラパラ 

Aッ Bリ（7） 

サッパリ、ユックリ、ウッカリ、スッカリ、

ハッキリ 

サッパリ、スッカリ、シッカリ、ハッキリ、ガッ

カリ 

（太字になっている語は指導前と重複している） 

10.2.3.1 効果測定の方法 

（1）事前テスト 

初級オノマトペを学習する前に、事前テストを行う。1 年生は半年ぐらい日本語を習った

とはいえ、「ユックリ」「シッカリ」「ハッキリ」「パラパラ」という数語しか習得してい

ないため、本格的なテストを実施する段階に入っているとは言えない。そのため、テストの

かわりに、中国語の意味を聞きながらの穴埋めでオノマトペの既習レディネスを測ることに

した。具体的には、オノマトペを穴埋めさせる 10 問を以下のように設定して、この 10 問の

中国語の意味を 1つずつ与えながら穴埋めさせた。問 1は“钱不断地增加”、問 2は“星星一

闪一闪亮晶晶”、問 3 は“忐忑不安地期待着”、問 4は“雨哗啦哗啦地敲打着窗玻璃”、問 5は

“我心中七上八下地看着它”、問 6 は“洗过头发脑袋清爽很多”、問 7 は“不小心忘了约好的

事儿”、問 8 は“慢慢站起来”、問 9 は“那件事忘得一干二净”、問 10 は“天气好，星星看得

一清二楚”というようにヒントを与えて、下記の問 1～問 10106を完成させる。 

 
問 1 お金が（    ）増える。 

問 2 星が（    ）光っている。 
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問 3 期待に胸を（    ）させる。 

問 4 雨が（    ）と窓ガラスに打っている。 

問 5 私は胸を（    ）させながらそれを見ていた。 

問 6 髪を洗ったら、頭が（    ）する。 

問 7 あの事はもう（    ）忘れてしまった。 

問 8 （    ）と立ち上がる。 

問 9 （    ）約束を忘れてしまった。 

問 10 天気がいいので星が（    ）見える 

 

以上のように、中国語の意味を与えても反応がなかったため、選択肢を後から追加するこ

とを試みた。 

 
問 1 A ワイワイ B ドンドン C ゴチャゴチャ 

  問 2 A サラサラ B ユックリ C ピカピカ 

  問 3 A ドキドキ B ガッカリ C スッカリ 

  問 4 A ハッキリ B パラパラ C ドンドン 

  問 5 A ワクワク B シッカリ C シクシク 

  問 6 A ハッキリ B ユックリ C サッパリ 

  問 7 A ユックリ B スッカリ C ウッカリ 

  問 8 A ユックリ B ビックリ C ガッカリ 

  問 9 A スッカリ B ピッタリ C ウッカリ 

  問 10 A ハッキリ B ビックリ C シッカリ 

 

（2）直後事後テスト 

指導を行った直後、直後事後テストを実施した。指導前と同じくオノマトペが含まれる 10

問を以下のように設定して、中国語の意味を言いながら、3つの選択肢から 1つ選んでもら

うように設定した。 

 
問 1水が（    ）流れる。 

  A パラパラ B ゴチャゴチャ C ドンドン 

問 2鞄にいろんなものを押し込んで、（    ）になった。 

  A ゴチャゴチャ B ムカムカ C シクシク 

問 3外で（    ）泣いている子は誰だろう。 

  A ニコニコ B シクシク C ガッカリ 

問 4憧れのアイドルに会えると思うと、胸が（    ）する。 

  A サッパリ B ドキドキ C ニッコリ 

問 5試合に負けて（    ）する。 

  A ガッカリ B シッカリ C ウットリ 

問 6さっき（    ）降っていたが、今は止んでいる。 

  A ドンドン B ワイワイ C パラパラ 

問 7炭酸飲料を飲んだら（    ）した。 

  A サッパリ B ウッカリ C ビックリ 

問 8あれは去年のことなんだから、（    ）忘れてしまった。 

  A ユックリ B スッカリ C ドンドン 

問 9（    ）と自分の意見を話した。 

  A ガッカリ B ビックリ C シッカリ 

問 10質問されたら（    ）と答えてください。 

  A サッパリ B スッカリ C ハッキリ 

 

10.2.3.2 効果測定の結果 

以上の筆記テストの測定結果を出す。事前テストの結果は、正答率を以下の表 10-7に示す
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ように、50％を超える題目が 1つもなかった。問 2の「ピカピカ」が最も高くて 46.7%、問 9

の｢ウッカリ」が最も低くて 21%にとどまっている。40%以上のもわずか 3問のみで、問 2の

ほかに、問 3の「ドキドキ」と問 5の「ワクワク」だけである。この結果で分かるように、1

年生は物の状態・様子を表わす「パラパラ」、「ハッキリ」、人の状態・様子を表わす「サッ

パリ」、｢ユックリ｣、｢ウッカリ｣、事の状態を表す「ドンドン」などをほとんど知らなかっ

たことが明らかになった。 

表 10-7 初級における事前テスト結果 

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均 

統制群 10 16 22 16 19 22 21 22 11 18 18 

正答率（%） 27.8 44.4 61.1 44.4 52.8 61.1 58.3 61.1 30.6 50.0 49.2 

調査 1組 17 20 22 19 19 15 12 15 16 18 17 

 正答率（%） 50.0 58.8 64.7 55.9 55.9 44.1 35.3 44.1 47.1 52.9 50.9 

調査 2組 3 13 25 18 23 20 17 20 6 15 16 

正答率（%） 8.6 37.1 71.4 51.4 65.7 57.1 48.6 57.1 17.1 42.9 45.7 

正解人数 30 49 47 37 42 35 29 35 22 33 36 

正答率（%） 28.6 46.7 44.8 35.2 40.0 33.3 27.6 33.3 21.0 31.4 34.2 

 

直後事後テストの結果、10問のうち、8問が 60%に上がって、残りの 2問は問 7が 58.1%、

問 9が 59%となっている。この結果から指導を行わなかった統制群を除くと、表 10-8に示す

とおり、全体的に見れば、指導後の成績が 10問とも上がったことが明らかである。そのうち、

調査 2組の正答率が調査 1組と比べてみると、問 7のほかに、みな高かったことが分かった。

この結果で分かるように、1年生でもオノマトペを学習することによって、上達する可能性

があると見られる。 

表 10-8 初級における直後事後テスト結果 

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均 

統制群 15 18 21 16 20 22 17 21 15 26 19 

正答率（%） 41.7 50.0 58.3 44.4 55.6 61.1 47.2 58.3 41.7 72.2 53.1 

調査 1組 23 23 21 22 24 21 22 22 21 22 22 

正答率（%） 67.6 67.6 61.8 64.7 70.6 61.8 64.7 64.7 61.8 64.7 65.0 

調査 2組 26 26 26 25 27 25 22 24 26 25 25 

正答率（%） 74.3 74.3 74.3 71.4 77.1 71.4 62.9 68.6 74.3 71.4 72.0 

正解人数 64 67 68 63 71 68 61 67 62 73 66 

正答率（%） 61.0 63.8 64.8 60.0 67.6 64.8 58.1 63.8 59.0 69.5 63.2 

 

 3 組に対してそれぞれ異なる指導法を実施し、指導前後のテストを行った結果、以下の表

10-9 に示したようなデータが得られた。3 組で指導前後に成績に有意な違いが見られるかど

うかを検定する。 

表 10-9 初級 3 組における学習者の指導前後の平均得点とその誤差（満点 10点） 

組別 人数 指導前後 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 

統制群 36 
指導前 4.94 1.585 0.264 

指導後 5.28 1.994 0.332 

調査 1組 34 
指導前 5.00 1.435 0.246 

指導後 6.50 0.929 0.159 

調査 2組 35 
指導前 4.57 1.899 0.321 

指導後 7.26 1.336 0.226 
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 上記の平均値を見た限りでは、平均的には確かに 3 組とも指導後のほうが指導前より高く

なっており、数値の上では学習が進んでいるように思える。しかし、それぞれ t 検定を行っ

た結果、下記の表 10-10 と表 10-11 に示したとおり、ペア 1 の統制群における指導前と指導

後のデータの相関係数 R＝0.005、有意確率が P=0.977 >α＝0.05で、無関係であることがわ

かった。一方、同じレベルのペア 2 の調査 1組とペア 3 の調査 2組の前後のデータを統計的

に検討してみると（t 検定を行った結果）、1.5 点と 2.69 点の差は統計的に有意差（P<0.05）

であることが分かった。つまり、統制群の 15組は指導後が指導前より学習が進んでいるとは

いえないが、調査 1 組と調査 2 組は調査を通して指導後が指導前よりオノマトペの学習が進

んでいるということができる。 

表 10-10 初級 3組の対応サンプルの相関係数 

  N 相関係数 有意確率 

ペア 1 統制群指導前&統制群指導後 36 0.005 0.977 

ペア 2 調査 1組指導前&調査 1組指導後 34 0.568 0.000 

ペア 3 調査 2組指導前&調査 2組指導後 35 0.694 0.000 

表 10-11 初級 3組の対応サンプルの検定 

 対応サンプルの差 

平均

値 

標準

偏差 

平均値の

標準誤差 

差の 95% 信頼区間 t 値 自由

度 

有意確率 

(両側) 
下限 上限 

ペア 1 統制群指導前 - 

統制群指導後 
-.333 2.541 0.424 -1.193 0.526 -.787 35 0.437 

ペア 2 1組指導前– 

1組指導後 
-1.500 1.187 0.204 -1.914 -1.086 -7.368 33 0.000 

ペア 3 2組指導前– 

 2組指導後 
-2.686 1.367 0.231 -3.155 -2.216 -11.623 34 0.000 

 さらに、この 3組の指導前後における平均値に有意な差があるかどうかを検定するために、

分散分析を行った。その結果、下記の表 10-12 と表 10-13 に示すとおり、指導前の平均値に

有意な差があるとはいえないと判定され、表記は F＝0.694、P＝0.502>α＝0.05 とする。こ

の結果、3 組では指導前の平均点で数値的な差は示されているが、統計分析の結果、指導前

の 3組の平均の差は有意ではないことが分かった。 

表 10-12 初級 3組の指導前の記述統計 

 度数 平均値 標準

偏差 

標準

誤差 

平均値の 95% 信頼区間 最小値 最大値 

下限 上限 

統制群 36 4.94 1.585 0.264 4.41 5.48 2 8 

調査 1組 34 5.00 1.435 0.246 4.50 5.50 2 8 

調査 2組 35 4.57 1.899 0.321 3.92 5.22 1 8 

合計 105 4.84 1.647 0.161 4.52 5.16 1 8 

表 10-13 初級 3組の指導前の分散分析 

 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 

(組合せ) 3.787 2 1.894 0.694 0.502 

重み付けのない 2.469 1 2.469 0.904 0.344 

重み付き 2.440 1 2.440 0.894 0.347 

偏差 1.347 1 1.347 0.493 0.484 

グループ内 278.460 102 2.730   

合計 282.248 104    
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 また、指導後の平均値に有意差があるかどうかを検定した結果、F＝15.837、P＝0.000<α

＝0.05 と表記される。すなわち、Levene 統計量＝11.473 の場合、有意確率が 0.000 と表記

される。つまり、等分散ではなく分散が異なることが分かった。そのため、Tamhane を用い

て検証を行ったところ、表 10-15 に示したように、多重比較の結果では平均値に有意な差が

検証された。そして、95%信頼区間から見ると、統制群の調査 1組との差は-1.93～-0.51、調

査 2組との差は-2.68～-1.27、調査 1組の調査 2組との差は-1.47～-0.04の区間に集まって

いることが分かった。従って、指導前同一レベルの 3 組の初級学習者がそれぞれ異なったオ

ノマトペの学習を通して、指導後に顕著な差が見られることが分かった。 
 

表 10-14 初級 3組の指導後の記述統計 

 度数 平均値 標準偏差 標準誤差 
平均値の 95% 信頼区間 

下限 上限 

統制群 36 5.28 1.994 0.332 4.60 5.95 

調査 1組 34 6.50 0.929 0.159 6.18 6.82 

調査 2組 35 7.26 1.336 0.226 6.80 7.72 

合計 105 6.33 1.697 0.166 6.01 6.66 

 

表 10-15 初級 3組の指導後の多重比較（Tamhane） 
(I) 指導後

グループ 

(J) 指導後

グループ 

平均値の

差 (I-J) 
標準誤差 有意確率 

95% 信頼区間 

下限 上限 

統制群 調査 1組 -1.222* 0.369 0.005 -1.93 -0.51 

統制群 調査 2組 -1.979* 0.402 0.000 -2.68 -1.27 

調査 1組 調査 2組 -.757* 0.276 0.024 -1.47 -0.04 

*平均値の差は 0.05 水準で有意である。 

 以上、調査 2 組はｔ検定で指導後が指導前より有意差があり、また分散分析で統制群と調

査 1 組より有意差があると判定した。これにより、指導を行なっている段階では、調査 2 組

に対する指導内容と指導法が有効だったと言える。しかし、指導後にその効果が保持されて

いるかどうかを明らかにするために、2 ヵ月後に調査 2 組に対して遅延事後テストを実施す

る。テスト内容は直後事後テストと同様のものを使っている。その結果を表 10-16、表 10-17

に示す。表 10-16 から分かるように、遅延事後テストの平均値が直後事後テストより下がっ

ていることが明らかになった。しかし、学習効果が保持されていないとは言えない。それは

表 10-17に示すように、相関係数 R＝0.438、有意確率が P=0.009<α＝0.05、すなわち、2つ

のテストは相関関係にあることがわかった。また、前後のデータを t 検定を行った結果、P

＝0.221>0.05、すなわち、有意差がないことが分かった。これにより調査 2組は指導終了 2ヶ

月後の遅延事後テストが指導を終了した時点で行った直後事後テストと変わらなかったこと

を表す。つまり、指導終了 2ヵ月後も学習効果が保持されていることが明らかになった。 

 

表 10-16 初級調査 2組の直後事後テストと遅延事後テストの統計量 

調査 2組 平均値 N 標準偏差 平均値の標準誤差 

直後事後テスト 7.26 35 1.336 0.226 

遅延事後テスト 7.00 35 0.804 0.136 

 

表 10-17 初級調査 2組の直後事後テストと遅延事後テストの相関係数とｔ検定 

相関係

数 

有意確

率 
平均値 

標準

偏差 

平均値の

標準誤差 

差の 95% 信頼区間 
t 値 自由度 

有意確率 

(両側) 下限 上限 

0.438 0.009 0.257 1.221 0.206 -0.162 0.677 1.246 34 0.221 
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10.2.3.3 考察 

 学習効果に対する検証の結果、ｔ検定の結果から分かるように、3 組のうち、統制群は前

後に有意差がなかったのに対して、調査 1組と 2 組は有意差があったことが分かった。即ち、

指導効果が調査 1 組と 2 組に現れたのである。また、分散分析から明らかなように、3 組の

間に指導前の事前テストには有意差がなかったのに対して、指導後の直後テストには有意差

があった。調査 2 組は統制群だけでなく、調査 1 組とも有意差が現れた。つまり、調査 2 組

の指導は調査 1組より効果があったことが明らかになった。 

そこで、調査 2 組に対して、さらに、その指導効果が保持されているかどうかを見るため

に 2 か月後に遅延事後テストを実施した。その結果、遅延事後テストは直後事後テストとの

間に有意差が現れていなかった。即ち、調査 2 組では指導終了 2 ヶ月後の遅延事後テストが

指導を終了した時点で行った直後テストと変わらないということである。つまり、指導終了

2ヵ月後も学習効果が保持されていることが証明された。 

 

10.3 中級オノマトペの学習内容と指導プロセスおよびその検証 

10.3.1 中級オノマトペの学習内容 

 中級で教えるオノマトペ 124 語は初級と同じ方法で学習内容の構築とその指導のプロセス

を試みる。 

本節はオノマトペ間の関連性から出発し、124語を以下表 10-18に示すように、大きく「人」

「事」「物」にカテゴリー化した上で、さらに概念ごとに細分化する。実際に指導する場合

は表 10-19に示すように、16通りに下位分類する。下位分類の際、大きく「人」「事」「物」

という 3 つのジャンルに分け、語と語との関連性や、その語のプロトタイプ的コロケーショ

ンとプロトタイプ的意味またはそれに近い意味との関連性をふまえてカテゴリー化を試みた。

具体的には「人」を「容貌」「表情」「体つき」「行動・行為」「状態・様子」「態度・性

情」「感情・感覚」に、「事」というカテゴリーを「状態・様子」と「進行・程度」に、「物」

というカテゴリーを「様子」と「動き」に下位分類する。このようにして 3 つのカテゴリー

のオノマトペをさらに 16に下位分類し、プロトタイプ的なコロケーションと意味を中心とし

た学習指導計画案（表 10-19）とそれをさらに常用的なコロケーションと意味にまで拡大し

た学習内容（資料 7）の 2種類の学習内容を構築した。 

  

表 10-18 カテゴリー化した中級オノマトペ 

カテゴリー 概念 週 オノマトペ 

人 

行 

動 

・ 

行 

為 

言う 1 ペラペラ、スラスラ、ブツブツ、ガタガタ、ブウブウ、グズグズ、キッパリ、ポツン、ガツン 

笑う・泣

く 
2 パクリ、ワアワア、ギャアギャア、ニタニタ、ニッコリ 

歩く 3 イソイソ、スイスイ、ノロノロ、ブラブラ、ヨチヨチ、チョコチョコ、ブラリ、スウッ 

他の動き 4 パチパチ、トントン、パタパタ、ビリビリ、ピシャリ、サクッ、スルリ、スルスル、ポンポン 

状態・様子 5 キビキビ、ビクビク、ブルブル、バッタリ、グッタリ、ウトウト、トロン、スヤスヤ、コロッ 

感情・感覚 

6 ペコペコ、パンパン、クラクラ、ゴロゴロ、カクン、ポカン、ドキリ、ドキッ、オロオロ 

7 ヒリヒリ、ピリピリ、ピンピン、スクスク、オットリ、ブクブク、ガリガリ、ガッシリ 
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容貌、体つき 8 ツルリ、ツヤツヤ、プリプリ、ノッペリ、パッチリ、ポッテリ、ホッソリ、スラリ 

物 様子 

髪等 9 ボサボサ、パサパサ、バサバサ、カサカサ、ポトポト 

硬度 10 パリパリ、シャキッ、ネットリ、カリカリ、コリコリ、トロリ、ホクホク、コッテリ、ブヨブヨ 

空間 11 フワリ、フワフワ、フカフカ、スッポリ、ドップリ、ダブダブ、ポッカリ、コロン 

揺れ 12 
ギラギラ、ムクムク、ユラユラ、ヒラヒラ、ヒタヒタ、ヌルヌル、ネチネチ、ピチピチ、クネク

ネ 

水分 13 
グチャグチャ、カチカチ、ゴツゴツ、ゴワゴワ、ズッシリ、ベッタリ、ドッシリ、ポッキリ、パ

ラッ 

重量 14 パリッ、ドカン、ピシピシ、ミスミス、マザマザ、ザワザワ 

事 

状態・様子 15 ゴタゴタ、コロコロ、ガラリ、ザックリ、ポツポツ 

進行・程度 16 メキメキ、ジリジリ、ミッチリ、キッカリ、ガタン、ヤスヤス 

 

表 10-19 中級オノマトペの学習内容107 

週 オノマトペ 
プロトタイプ的コ

ロケーション 
プロトタイプ的意味またはそれに近い意味 使用例 

1 

ペラペラ しゃべる 外国語をよどみなく自由に話すさま 英語でペラペラ（と）答える 

スラスラ 読める 物事が滞りなくなめらかに進行するさま そらでスラスラ（と）言う 

ブツブツ 言う 小声でものを言うさま いつもブツブツ（と）ひとりごとを言う 

ガタガタ 言う つべこべ文句を言うさま ガタガタ言うな 

ブウブウ 言う 不平不満などを盛んに言うさま ブウブウ言う暇があったら仕事をしろ 

グズグズ 言う ブツブツ不平を言うさま いつまでもグズグズ言うな 

キッパリ 言う 態度をハッキリと決めるさま キッパリ（と）あきらめる 

ポツン と言う 一言だけつぶやくように言うさま ポツンと感想をもらす 

ガツン と言う 2 つの固いものが激しい勢いでぶつかり合うさま ガツンと言う/ガツンとぶつかる 

2 

パクリ  飲み込む 口を大きくあけるさま。大きな口をあけて物を食べるさま 鯉がえさをパクリと飲み込む 

ワアワア 泣く 大声をあげて泣くさま ワアワア（と）泣く 

ギャアギャア 泣く うるさく泣きわめく声を表す 
火がついたようにギャアギャア（と）泣

く 

ニタニタ 笑う 薄気味悪く笑う表情をするさま ニタニタ（と）笑う 

ニッコリ 笑う ほほえむさま。ちょっと笑うさま 愛想よくニッコリ（と）笑う 

3 

イソイソ と出かける 
心が浮き立ち、喜び勇むさま。うれしいことなどがあって、動作がは

ずむさま 
イソイソ（と）出かける 

スイスイ と走る いかにも軽やかに、すばやく動くさま 氷の上をスイスイ（と）滑って行く 

ノロノロ と歩く 動きがにぶく、ユックリしているさま 作業がノロノロ（と）してはかどらない 

ブラブラ 歩く あてもなくノンビリ歩きまわるさま 近所をブラブラ（と）散歩する 

ヨチヨチ 歩く 幼児などが頼りない足どりで歩くさま ひよこがヨチヨチ（と）親鳥を追う 

チョコチョコ 歩く 
小またで足早に歩いたり走ったりするさま。ちょこまか。また、動作

に落ち着きのないさま 
子供がチョコチョコ（と）歩く 

ブラリ と出かける 前ぶれも目的もなく、気軽に出かけたり、やって来たりするさま ブラリと立ち寄る 

スウッ と通る 滞ることなく、滑らかに動作や変化が進むさま 間をスウッとすり抜ける 

4 

パチパチ と瞬く  しきりにまばたきするさま 目をパチパチさせる 

トントン と叩く 物を続けざまに軽くたたく音を表す語 ドアをトントン（と）ノックする 

パタパタ やる 
物を続けざまに軽くたたいたり、物と物とを軽く打ち合わせたりする

音や、そのさまを表す語 
パタパタ（と）ほこりを払う 
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ビリビリ に破く 紙や布が裂ける音や、そのさまを表す 紙をビリビリ（と）破く 

ピシャリ と閉める 戸・障子などを勢いよく閉めきる音を表す ふすまをピシャリと閉める 

サクッ と切る 野菜などを刻んだり歯でかんだりしたときの軽快な音を表す キャベツをサクッと切る 

スルリ と抜ける 動きが、滑るようになめらかなさま 戸がスルリと開く 

スルスル と上る 
滑るようになめらかに動くさま。また、ある動作が、静かに滞りなく

進行するさま 
スルスル（と）音もなく障子が開く 

ポンポン と叩く 続けざまに物を軽くたたく音や、そのさまを表す語 つづみをポンポン（と）鳴らす 

5 

キビキビ  と働く 人の動作や話し方などが生き生きとして気持ちのよいさま キビキビ（と）した応対ぶり 

ビクビク 震える 身体の一部が細かく震え動くさま 手がビクビク（と）震える 

ブルブル 震える 小刻みに震動するさま。また、寒さや恐怖などのために震えるさま 怒りにからだをブルブル（と）させる 

バッタリ と出会う 思いがけなく人に出会うさま。 旧友とバッタリ（と）顔を合わせる 

グッタリ （と）する 疲れたり弱ったりして、力が抜けたさま グッタリ（と）横たわる 

ウトウト （と）する 眠けを催して浅い眠りに落ちるさま 仕事中についウトウトしてしまった 

トロン とする 眠けや酒の酔いなどで、目つきがボンヤリとして、生気がないさま トロンとして、眠そうだ 

スヤスヤ と眠る 静かによく眠っているさま 子供がスヤスヤ（と）眠る 

コロッ と忘れる 態度や状態などが、急にスッカリ変わってしまうさま 言うことがコロッと変わる 

6 

ペコペコ  だ ひどく空腹なさま 腹がペコペコだ 

パンパン に膨らむ はち切れそうにふくらんでいるさま 食べ過ぎて腹がパンパンだ 

クラクラ とする めまいがして倒れそうになるさま 頭がクラクラ（と）する 

ゴロゴロ する 何もしないで、暇をもてあましているさま 一日じゅう家でゴロゴロしている 

カクン となる 急に折れ曲がったり、壊れたりする様子 
ふいに後ろから押されて膝がカクンとなっ

た 

ポカン とする 頭などを強くたたく音や、そのさまを表す うしろからポカンとやられた 

ドキリ とする 不意の出来事に驚き恐れて、激しく動悸(どうき)をうつさま 一瞬ドキリとする 

ドキッ とする 驚きや恐怖などのために、強く動悸(どうき)が打つさま 突然の指名でドキッとした 

オロオロ とする 驚きや悲しみなどの衝撃でうろたえるさま 
父の死にただオロオロ（と）するばかり

だった 

7 

ヒリヒリ 痛む 
皮膚や粘膜に、軽くしびれるような痛みを感じるさま。また、辛味が

強く舌などが軽くしびれるさま 
日に焼けて背中がヒリヒリ（と）する 

ピリピリ （と）する 緊張して神経が過敏になっているさま 
試合間近で選手がピリピリ（と）してい

る 

ピンピン する 元気よく活動しているさま 病気が治ってピンピンしている 

スクスク と育つ 勢いよく成長するさま スクスク（と）育つ 

オットリ する 人柄・しぐさなどが、落ち着いていてコセコセとしないさま オットリ（と）構える 

ブクブク 太る しまりなく太っているさま ブクブクしたからだつき 

ガリガリ に痩せる ひどくやせているさま ガリガリにやせた体 

ガッシリ する 
物の構造や体格がシッカリしていて、力強く、また、簡単には壊れそ

うにないさま 
ガッシリ（と）した体格 

8 

ツルリ とする なめらかで凹凸のないさま ツルリとした肌 

ツヤツヤ とする、光る 光沢があって美しいさま ツヤツヤ（と）した肌 

プリプリ 
 

押すとふるえるほど弾力があるさま プリプリした赤ん坊のほっぺた 

ノッペリ とする 顔が整ってはいるが、平板で締まりがないさま 生白いノッペリ（と）した顔 

パッちり とする 目を大きく見開くさま。また、目もとのハッキリしているさま 目のパッチリ（と）した女の子 

ポッテリ とする 厚くふくらんでいるさま ポッテリ（と）した唇 

ホッソリ 見える 細くてスラリとしているさま ホッソリ（と）した手足 

スラリ とする ホッソリと形よく伸びているさま スラリと伸びた手足 

9 

ボサボサ  する 髪などの乱れているさま ボサボサ（と）した頭を整える 

パサパサ になる 水分がなくなり乾いているさま。うるおいのないさま パサパサの髪の毛 

バサバサ する 
水分がなくなり乾ききっているさま。頭髪などのつやがなくなり乱れ

ているさま 
バサバサ（と）した髪の毛 
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カサカサ になる 水分や脂気が抜けて滑らかでなく、干からびた感じがするさま 高熱が続いて唇がカサカサになった 

ポトポト 落ちる 液体が続けざまに落ちる音や、そのさまを表す 汗をポトポト（と）したたらせる 

10 

パリパリ （と）する 張りがあったり、こわばっていたりするさま パリパリしたおこげ 

シャキッ とする 軽い歯ごたえがあり、それでいて歯切れのよいさま シャキッとしたセロリ 

ネットリ とする トロリとしてねばりけのあるさま。また、ネバネバするさま ネットリ（と）した舌ざわり 

カリカリ と（する、焼く） 水分や脂肪分がなくて堅く、かむと歯切れのいいさま ベーコンをカリカリに焼く 

コリコリ とする かたくて歯ごたえのあるさま たくあんのコリコリした歯触り 

トロリ とする 
ものが溶けてやわらかくなるさま。また、液体にやや粘り気があって、

滑らかなさま 
舌の上でトロリと溶ける 

ホクホク する 
焼いたりふかしたりした栗・芋などの、あたたかくて、やわらかいさ

ま 
ホクホクした焼き芋 

コッテリ とする 味や色などが濃くて、しつこいさま コッテリ（と）した料理 

ブヨブヨ する 
水気を含んでしまりがなくふくらんでいるさま。また、そのように太っ

ているさま 
この柿はブヨブヨしている 

11 

フワリ とする 柔らかくふくらんださま フワリと浮かんだ雲 

フワフワ とする 柔らかくふくらんでいるさま フワフワ（と）したソファーに座る 

フカフカ に（なる、する） 柔らかくふっくらしているさま フカフカした布団/フカフカの布団 

スッポリ 収まる 全体を余すところなくおおうさま。 頭からスッパリ（と）布団をかぶる 

ドップリ 浸かる 十分に液体をふくませるさま。また、湯などによくつかるさま 肩までドップリ（と）つかる 

ダブダブ になる 
衣服などが大きすぎてゆるいさま。また、太りすぎて、肉がたるんで

いるさま 
兄のお下がりのダブダブなズボン 

ポッカリ 空く 口・目・穴などが大きくあいているさま ほら穴がポッカリ（と）口をあけている 

コロン と転がる 倒れたり転がったりする様子 
外で突風が吹いて側にあった缶がコロン

と転がった 

12 

ギラギラ と光る 強烈にまた、どぎつく光り輝くさま 真夏の太陽がギラギラ（と）照りつける 

ムクムク と起き上がる 雲・煙・泡などが重なり合ってわき出るさま 黒雲がムクムク（と）出てくる 

ポツポツ 降る、と話す 少しずつ雨が降りはじめるさま 雨がポツポツ（と）降ってきた 

ユラユラ （と）揺れる 物がユックリと大きく、繰り返し揺れ動くさま 波にユラユラ（と）揺れる船 

ヒラヒラ （と）舞う 薄くて軽いものが揺れ動くさま 花びらがヒラヒラ（と）舞い落ちる 

ヒタヒタ と叩く、と寄せる 中の物がやっとつかる程度であるさま だし汁をヒタヒタに加える 

ヌルヌル する、になる 
粘液状のものがついたりしていてすべりやすいさま。また、そのよう

な感じで不快なさま 
川底が苔でヌルヌル（と）している 

ネチネチ する ネバネバしているさま。不快に粘つくさま あの人はネチネチしている 

ピチピチ する 魚などが、勢いよくはねるさま。また、いかにも生きのよいさま とりたてのピチピチした魚 

クネクネ 曲がる 幾度も曲がって続くさま クネクネ（と）した細い道 

13 

グチャグチャ する 水分を多く含んで柔らかくなったり形が崩れたりしている様 グチャグチャした雪どけ道 

カチカチ に凍る 非常に堅いさま カチカチに凍る 

ゴツゴツ する 
表面がなめらかでなく、でこぼこしているさま。または、しなやかで

なく、かたいさま 
ゴツゴツした岩 

ゴワゴワ になる/する 
紙や布などが、かたくこわばっていてしなやかでないさま。また、こ

わばった布や紙が擦れ合う音を表す語 
洗いたてのゴワゴワ（と）したジーンズ 

ズッシリ とする きわめて重いさま。また、重そうなさま ズッシリと重い袋 

ベッタリ つく ねばり気のある物がつくさま ペンキがベッタリ（と）手につく 

ドッシリ する いかにも重みのあるさま ドッシリした家 

ポッキリ 折れる 堅い物などが不意に折れる音や、そのさまを表す 鉛筆の芯(しん)がポッキリ（と）折れる 

パラッ となる 物がまばらにあるさま 村には家がパラッと点在している 

14 

パリッ とさせる 薄いものが勢いよく破れたりはがれたりするさま お煎餅はパリッと割れる 

ドカン と爆発する 大きく重い物が落ちたりぶつかったりしたときなどに立てる音を表す ドカンと電車が車止めにぶつかる 

ストン と落ちる 
あまり大きくない物、重くない物などが、落ちたり倒れたりする音を

表す語。また、そのさま 
手もとでストンと落ちるカーブ 

ピシピシ （と）叩く 
むちなどで続けて打ったり、細い枝が続けて折れたりするときの音を

表す語 

枯れ枝に火がついてピシピシ（と）はぜ

る 

ミスミス のがす 見ていながら、また事情が分かっていながら、それにふさわしい対応 宝の山に入りながらミスミス手ぶらで帰
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をしないさま るなんて信じられない 

マザマザ と見せ付ける まるで目の前にあるかのようにハッキリとしているさま 
あのときの事がマザマザとまぶたに浮か

ぶ 

ザワザワ とする 大ぜい集まった人々の話し声などが醸し出す、騒がしい音を表す ザワザワ（と）した会場 

15 

ゴタゴタ する 混乱や争いが起こっているさま 
会社の中が人事問題でゴタゴタ（と）し

ている 

コロコロ 変わる 物事が簡単に転じていくさま 話がコロコロ（と）変わる 

ガラリ と変わる 事態が急激に、スッカリ変わるさま。 人柄がガラリと変わる 

ザッくり とする 大ざっぱなさま。全体を大きくとらえるさま 要旨をザックリととらえる 

ボツボツ やる 物事が徐々に進行するさま。また、ユックリと物事にとりかかるさま ボツボツ帰ろう 

16 

メキメキ  伸びる 目に見えて、進歩・発展するさま メキメキ（と）腕をあげる 

ジリジリ （と）焼ける ユックリとわずかずつ確実に進み迫ったり退いたりするさま 首位にジリジリ（と）迫る 

ミッチリ やる、鍛える 少しも手を抜かず十分に行うさま ミッチリ（と）腕をみがく 

キッカリ 
 

時間・数量などが正確で過不足のないさま キッカリ約束の時間に来る 

ガタン と揺れる 成績・人気・数量などが、目立って減るさま 売り上げがガタンと落ちる 

ヤスヤス とできる 簡単に事を行うさま。また、容易に事態が進展するさま ヤスヤスと事が運ぶ 

 

10.3.2 中級オノマトペの指導 

10.3.2.1 中級オノマトペの指導法 

中級では初級と同様に、TPR、オーラル・メソッド、文法翻訳法を用いて指導を行う。初級

と異なるのは中級で扱うオノマトペの語数が初級の 2倍近くに増えたことである。これだけ

の語数のオノマトペを学習者に記憶させるために、オノマトペの心内辞書を形成させること

と、オノマトペに関する母語と日本語とのイメージの連結による理解の仕方を意識させるこ

とが鍵となる。そこで、認知心理学の改訂階層モデルとバイリンガル二重符号化モデルを援

用して、オノマトペの語彙記憶と理解の仕方を検討する。 

学習者にオノマトペを記憶させるにはオノマトペの心内辞書を形成させることが不可欠で

ある。海保・柏崎（2002: 98）は Kroll、Stewart(1994: 149-174)が提唱した改訂階層モデ

ルを取り上げて、「母語でも第二言語でも、単語情報に関する記憶表象は個々ばらばらに貯

蔵されているわけではない。それらは単語内、単語間で関連づけられ、心内辞書（mental lexicon）

もしくは語彙記憶（lexical memory）と呼ばれるまとまりをなしている」と説明している。  

実証研究に基づいた代表的な認知心理モデルである改訂階層モデルは、図 10-3に示すよう

に、母語と第二言語の表現形式は互いに独立した語彙表象システムに貯蔵されるのに対し、

意味は両言語に共通の抽象的な概念表象システムに貯蔵されるとしている。 

 

 

                   語彙連結 

    

 

 

           概念連結          概念連結 

 

 

 

 

図 10-3 改訂階層モデル（海保・柏崎 2002: 98） 

 

母 語 

（表 象） 

第 2言語 

（表 象） 

 

概 念 

（表 象） 
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例を挙げて説明すると、学習者は「ペラペラ」という日本語（第二言語）を獲得すると、

それを母語（中国語）の「流畅（liú chàng）、流利（liú lì）」への連結を通して、「言う、

話す」（说（shuō）、讲（jiǎng））という概念と結び付く。つまり、「ペラペラ」による「流

畅（liú chàng）、流利（liú lì）」への語彙連結を経由して、「言う、話す」（说（shuō）、

讲（jiǎng））という概念にたどり着く。逆に、「言う、話す」という概念から中国語（说（shuō）、

讲（jiǎng））への概念連結はいうまでもなく、日本語への概念連結によって、「言う、話す」

に関連するオノマトペを「ペラペラ」「スラスラ」「ブツブツ」「ガタガタ」などへの連結

が考えられる。そうすると、オノマトペに関する語彙のまとまり、いわば、オノマトペに関

する心内辞書が学習者の中で形成される。 

一方、学習者にオノマトペに対応する理解の仕方を気づかせるには次の 2つの段取りが必

要不可欠である。それはオノマトペを理解した上で蓄積・保存することと蓄積・保存したオ

ノマトペを活性化させることである。これを実現させるために、Paivio(1991: 328-331)が提

唱したバイリンガル二重符号化モデルを援用する。 

図 10-4に示すように、海保・柏崎（2002）では言語と非言語の刺激によって、物事に対す

る感覚的分析が行なわれるとし、分析の結果は母語なら母語連想ネットワーク、第二言語な

ら第二言語連想ネットワーク、非言語ならイメージ・システムに入る。母語でも第二言語で

も、言語刺激が感覚的分析を経て、それぞれの連想ネットワークを活性化させる。また、母

語システムと第二言語システム、イメージ・システムが相互に活性化する。あることをイメー

ジとして想起すると、イメージ表象システムが働く。 

   
図 10-4 ペイヴィオらによるバイリンガル二重符号化モデル（海保・柏崎 2002: 100） 

 

具体例を示すと、学習者に「肥肥大大的上衣（féiféidàdàdeshàngyī）」、「ダブダブの上着」、

実物（非言語）という 3つの刺激を与えると、聴覚と視覚で捉えられ、その結果「肥肥大大

的上衣（féiféidàdàdeshàngyī）」と「ダブダブの上着」がそれぞれの連想ネットワークに保

存され、その上着のイメージがイメージ・システムに収集される。その後、「ダブダブのセー

ター」を実物で示すと、視覚的分析が行われる。その結果、イメージ・システム内で表象さ
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れる「ダブダブの上着」のイメージと類似すると、「肥肥大大的毛衣」（féiféidàdàdemáoyī）

という中国語と「ダブダブのセーター」という日本語がそれぞれ連想ネットワークから出力

される。また、逆に、中国語あるいは日本語のどちらかを用いて刺激を与えると、もう一方

の言語が出力されると同時にイメージも思い浮かべられる。このように、中国語・日本語・

非言語の刺激による感覚的分析によって言葉とイメージが結合するようになる。 

以上をまとめると、中級ではオノマトペの指導法として初級と同様に 3 つの教授法あるい

は指導法を用いる。3 つのうち、動作や表情やジェスチャーで表現できるオノマトペは TPR

を用い、TPRで指導できないオノマトペは実物や絵で表現できるオーラル・メソッドを用い

て指導を行う。それ以外は母語で説明する文法翻訳法を用いる。また、学習者にオノマトペ

の心内辞書を形成させることと母語・日本語・イメージの連結によるオノマトペの理解の仕

方を身につけさせることを教師の関与として取り上げる。 

10.3.2.2 中級オノマトペの指導プロセス 

10.3.2.2.1 指導プロセスの枠組み 

中級では以下図 10-5に示すように、初級の指導プロセスをウォーミングアップの以外にす

べてそのまま踏襲する。学習者にステップ 1の Power Pointとステップ 2の学習内容の提示

によってインプットを気づかせ、知覚されたインプットを教師の関与（ステップ 3）により

理解されたインプットに変えさせる。さらに教師の処理指導（ステップ 4）によって、イン

プットがインテイクとして定着させる。そこで、アウトプット（ステップ 5）とインタラク

ション（ステップ 6）をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-5 中級オノマトペの指導プロセス 

 

インタラクション 

ステップ 3 

TPR・オーラル・メソッド・文法翻訳法など

の教授法・指導法、イメージ・スキーマ、

意義特徴を利用した教師の関与 

理解されたインプット 

インテイク 

アウトプット 

 

 

 

ステップ 6 

オノマトペの形式と意味との結び付けへ注意

を向けさせるために（予防的、事前対策的、

反応的）FonF を用いた教師の働きかけ 

 

ステッ 4 

教師の処理指導（PI） 

知覚されたイ

ンプット 

インプット 

ステップ 5 

文の完成・共起語の補完などのタスク

を与えることによって産出を促す 

ステップ 1 

音声・絵・動画からなる

Power Point によるプレゼン

テーション 

 

ステップ 2   

中級オノマトペ・プロトタイプ的コロケーション・

プロトタイプ的意味またはそれに近い意味によっ

て構成された学習内容の提示 
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中級では、指導プロセスは初級を踏襲するが、教師の関与、つまりステップ 3 は初級より

2つの指導が増えている。1つはオノマトペの心内辞書の形成と理解の仕方の養成である。も

う1つはオノマトペの意味の指導順序は初級をふまえたうえで、多義オノマトペのメタファー、

メトニミー、共感覚的比喩による意味拡張のプロセスを認知させることである。これはプロ

トタイプ的意味またはそれに近い意味から高頻度使用意味へ、さらに類義オノマトペとの区

別を指導したうえで、当該オノマトペのプロトタイプ的意味のイメージ、イメージ・スキー

マ、意義特徴、また意味拡張における意味の隣接性などの説明を用いて行う指導（指導プロ

セスの詳細を参照）である。 

 

10.3.2.2.2 指導プロセスの詳細 

ここでは本指導プロセスに沿って実際に行った指導について述べるが、その前に、この指

導方法の効果を測定するために、本指導とは異なる指導・学習をした学習者について説明し

たい。日本語学習を開始して 18か月になる学習者のクラスに対して、3クラスを抽出し（１

クラス約 30～35 名）、それぞれのクラスを統制群、調査 1 組、調査 2 組に指定した。調査２

組が本指導を受けたクラスである。統制群に対しては、オノマトペの指導を行わずに普段ど

おりに中国語で語釈を教えるだけである。これを｢従来型｣とする。調査 1 組に対しては、多

義オノマトペの意味を辞書どおりに覚えさせる。つまり、単義オノマトペなら、その一義の

み、多義オノマトペなら複数の意味をすべて学習対象とする｢辞書型｣である。調査 2 組に対

しては、上記 10.3.1～10.3.3で述べた方法の｢指導型｣である。ここでは、6つのステップの

うち、ステップ 3が初級と異なるため、それのみを取り上げて、説明する。 

〔ステップ 3〕 

教師が TPR、オーラル・メソッド、文法翻訳法などの指導法（教授法）を組み合わせてオ

ノマトペの学習に関与する。 

中級では、学習者は学習言語のレベルが高まるにつれ、オノマトペに対する理解力や思考

力が上がり、多義オノマトペの複数の意味を学習したいというニーズも生まれてくる。教師

は指導プロセスにしたがって複数の教授法や指導法を用いて指導を行う一方、学習者に多義

オノマトペの意味（と意味関係）を習得させるために、五感とイメージ・スキーマ、意味拡

張の認知メカニズムを指導に取り入れるように工夫する必要がある。また、学習者に中級で

教える 124 語のオノマトペを覚えさせるために、オノマトペの心内辞書、母語・非言語・日

本語による連結の形でオノマトペを理解する仕方を気づかせることも重要である。 

そのために、より深く広くオノマトペの意味指導を行う必要がある。深く指導するという

のは、学習者にオノマトペのプロトタイプ的意味またはそれに近い意味と高頻度使用意味以

外の意味も類推できることである。例えば、「カチカチ」を指導する場合、まず、プロトタイ

プ的意味またはそれに近い意味の「非常にかたくなっている」から始め、「氷がカチカチに凍

る」「グランドがカチカチに凍っている」「体をカチカチに硬直させる」などと用例を並べ、

「堅い状態」が使われる場面と状況を意識させる。その次に高頻度使用意味の「堅いものが

ぶつかり合う騒々しい音」を説明して、「時計がカチカチと音を立てる」「時計のカチカチと

いう音」を実感させるために、振り子時計を用いてその音を聞かせて、オーラル・メソッド

の耳慣らしを通してその音の概念あるいはイメージを形成させる。今度は「カチカチ」のイ

メージ・スキーマを〈堅さ〉に意識させながら、「緊張や恐怖で体がこわばっている」様子

を想像させ、「初舞台でカチカチになる」「はじめての試合でカチカチになる」などの「聴

覚」や「触覚」、「視覚」で捉えられない感覚をイメージ・スキーマによって、その「堅さ」

が捉えられるように支援する。このように、多義オノマトペの意味拡張にかかわるメタファー、

メトニミー、共感覚的比喩などの要素による意味のネットワークを構築させることと多義オ

ノマトペのイメージ・スキーマを抽出することによる意味のネットワークの共通点・類似点

を認識させることが重要である。つまり、意味のネットワークに収集される意味と意味との
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関係およびその意味形成にかかわる要素に対する認識によって、将来的な自律的学習のスタ

イルおよびストラテジーを育成することになると考えている。 

また、広く指導するというのは中級で扱うオノマトペの類義語また、初級で習った類義的

なオノマトペを取り扱うことである。つまり、類義オノマトペの指導によって、概念的に近

いオノマトペをカテゴリー化させることにより心内辞書を形成させ、また、イメージ・スキー

マによりオノマトペにある「形」を与えることによって、オノマトペを知覚・記憶しやすい

ものに変えさせる。例えば、初級で学んだ「ハラハラ」と中級で学ぶ「ヒラヒラ」は「花び

らや葉が落ちるさま」を表す点で共通している。類義オノマトペ同士の共通点と相違点はそ

れぞれのイメージ・スキーマによって表れる。両方から〈上・下〉のイメージ・スキーマと

〈経路〉のイメージ・スキーマが抽出できる。しかし、「ハラハラ」は単なる「落下する」で

あるのに対し、「ヒラヒラ」は翻ったり巻き上がったりする「舞い散る」というイメージ・ス

キーマが顕著である。それを以下図 10-6に示す。 

 

図 10-6 「ハラハラ」・「ヒラヒラ」のイメージ・スキーマ          

 

 

                            

 

  

 

          〈ハラハラ〉       〈ヒラヒラ〉 

 

以上のとおり、中級では初級の意味指導で扱わなかった多義オノマトペの意味拡張と、初

級で習ったオノマトペとペアをなす類義オノマトペの意味分析まで取り扱う。 

次に、中級オノマトペから具体的な言葉を選んで、その意味指導のプロセスを示す。 

 

 ①学習内容…「パクリ」「ワアワア」「ギャアギャア」「ニタニタ」「ニッコリ」 

②教授法・指導法…TPR（表情）、オーラル・メソッド、文法翻訳法 

 ③意味指導のプロセス 

  a「パクリ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…口を大きくあけるさま。大きな口をあけ

て物を食べるさま。 

   「鯉がえさをパクリと飲み込む」 

⇒イメージ・スキーマ〈口が大きく開く〉 

   高頻度使用意味…割れ目や傷口などが大きく開くさま。 

   「傷口がパクリとあく」 

  b「ワアワア」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…大声をあげて泣くさま。 

   「ワアワア（と）泣く」 

⇒イメージ・スキーマ〈大声〉 

   高頻度使用意味…やかましく騒ぎ立てる声や、そのさまを表す語。 

   「ワアワア（と）はやし立てる」 

  c「ギャアギャア」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…うるさく泣きわめく声を表す。 

   「火がついたようにギャアギャア（と）泣く」 

⇒イメージ・スキーマ〈好ましくない声〉 

   高頻度使用意味…不平不満などをうるさく言い立てるさま。 
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   「ギャアギャア（と）文句を言う」 

  d「ニタニタ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…薄気味悪く笑う表情をするさま 

   「ニタニタ（と）笑う」 

   高頻度使用意味…なし 

  e「ニッコリ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…ほほえむさま。ちょっと笑うさま。 

   「愛想よくニッコリ（と）笑う」 

   高頻度使用意味…なし 

 〈中級と初級の「笑い」を表すオノマトペ〉 

⇒イメージ・スキーマ:笑い方 

   意義特徴:ニコニコ…〈微笑む〉〈顔〉〈気持ちいい〉〈持続的〉 

ニタニタ…〈微笑む〉〈顔〉〈薄気味悪い〉〈持続的〉 

        ニヤニヤ…〈微笑む〉〈顔〉〈気持ち悪い〉〈持続的〉 

        ニッコリ…〈微笑む〉〈顔〉〈気持ちいい〉〈瞬間的〉 

   共通点:顔に軽い笑みを浮かべる。 

相違点:「ニコニコ」と「ニッコリ」は〈楽しい〉笑顔で、「ニヤニヤ」と「ニタニタ」

は〈内心のよくない喜びを表情に出す〉笑顔である。さらに、「ニコニコ」は

〈持続的な微笑み〉を表すのに対し、「ニッコリ」は〈瞬間的な、一回だけの

微笑み〉を表す。また、「ニヤニヤ」は〈気持ち悪い〉笑い方だが、「ニタニタ」

ほど〈薄気味悪い〉〈怖い〉〈嫌いな〉笑い方ではない。これらを中国語で説明

すると、「ニコニコ」は「微笑」、「ニッコリ」は「微微一笑」、「ニヤニヤ」は

「嗤笑」、「ニタニタ」は「嘿嘿傻笑」である。 

                                              

中級の指導プロセスでは、教師は学習計画どおりに用意した絵や動画などを導入した PPT

（ステップ 1）、オノマトペの形式・意味・使用例による学習内容（ステップ 2）を用いて視

覚的インパクトを与えた上で、TPRやオーラル・メソッド、文法翻訳法、プロトタイプ的意

味のイメージ、イメージ・スキーマなど（ステップ 3）を用いてオノマトペをより深く広く

指導する。学習者が知覚したインプットを理解したインプットに変った段階で PIを行い（ス

テップ 4）、理解したインプットがインテイクとして頭に保存させるように促す。さらに、

学習者にタスクを与えて、アウトプットをさせるようにする（ステップ 5）。最後に、イン

タラクションの段階で FonFを用いて学習者の誤りをフィードバックする（ステップ 6）。 

 

10.3.3 中級オノマトペの学習に対する効果測定 

本節では中級学習者に対して行ったオノマトペの指導の効果を検証する。前節で述べたと

おり、それぞれ異なった方法で指導した 3つのクラス（従来型の統制群、辞書型の調査 1組、

指導型の調査 2 組）の学習者に、下記のとおりの方法で測定を行い、学習効果を比較、検証

した。 

測定方法 

筆記テストを実施する。筆記テストは選択肢法（4択 1）で、指導前に事前テストを、指導

後に直後事後テスト、2か月後に遅延事後テストを行う。 

出題基準 

3つのクラスが学習したものの中から 20語のオノマトペ（ABAB型 15語、Aッ Bリ型 3語、

ABッ型 1語、ABン型 1語）を取り出し、そのオノマトペの「プロトタイプ的意味またはそれ

に近い意味」として使われるものを対象にする。表 10-20にオノマトペを示す。 
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表 10-20 中級における筆記テストに用いるオノマトペ 

筆記テスト 事前テスト（20） 直後事後テスト（20） 

ABAB（15） ボツボツ、クラクラ、ユラユラ、ムクムク、

ヌルヌル、ブツブツ、ペコペコ、ブラブラ、

メキメキ、ヒラヒラ、ビリビリ、フワフワ、

ギラギラ、ポトポト、ポツポツ、 

ボツボツ、クラクラ、ユラユラ、ムクムク、

ヌルヌル、ペコペコ、ブラブラ、メキメキ、

ヒラヒラ、ビリビリ、フワフワ、ギラギラ、

ポトポト、ポツポツ、ブツブツ、 

Aッ Bリ（3） ガッシリ、バッチリ、オットリ オットリ、バッチリ、ガッシリ 

ABッ（1） スウッ スウッ 

ABン（2） ガツン ポカン 

（太字になっている語は指導前と重複している） 

 

10.3.3.1 効果測定の方法 

（1）事前テスト 

2年生に対して、調査の前に、事前テストを実施した。4つの選択肢から 1つ選ぶという形

で、教科書の出現率の高い ABAB型 16問、Aッ B リ型 2問、ABッ型と ABン型それぞれ 1問を

設定した108。合計 20問は以下のとおりである（太字は正解を表す）。 
1．元気も回復したので、（    ）仕事を始めるつもりです。 

  A サラサラ B モンモン C ボツボツ D ハラハラ 

2. いきなり立ち上がったら、（    ）とめまいがして、またしゃがみこんでしまった。 

  A クラクラ B ブウブウ C パラパラ D スラスラ 

3.湯気が（    ）立ち上る。 

  A モリモリ B グビグビ C グングン D ユラユラ 

4.掛け布団が（   ）と動いたかと思うと、寝ぼけた顔が現れた。 

 A ムクムク B ドンドン C コツコツ Dギリギリ 

5.海草は表面が（    ）している。 

 A ブツブツ B ヒヤヒヤ Cザワザワ D ヌルヌル 

6.陰で（    ）文句を言ってないで、これこれこうだとハッキリお父さんに言ったらどうなの？ 

 A サラサラ B モンモン C ギリギリ D ブツブツ 

7.朝からろくに食べてないんだ。腹が（    ）で死にそうだよ。 

 A ペコペコ B ブウブウ C パラパラ D スラスラ 

8.毎朝家の周りを 1時間ほど（    ）散歩するのが日課です。 

 A モリモリ B ブラブラ C グングン D ガブガブ 

9.その薬を使い始めてから、病気は目に見えて（    ）よくなってきた。 

 A ギリギリ B メキメキ C コツコツ D オドオド 

10.蝶が（    ）と舞うように飛んでいった。 

 A ヒラヒラ B ブラブラ C トボトボ D チラチラ 

11．試験後に、すべてのテキストを（    ）に引き裂いた男子学生がいた。 

 A ギリギリ B メキメキ C ビリビリ D オドオド 

12.（    ）と積もった新雪の上を歩くのが楽しい。 

  A フワフワ B オドオド Cメキメキ D クラクラ 

13.真夏の太陽が（    ）と砂に照り付ける。 

 A ボツボツ B ヌルヌル C ペコペコ D ギラギラ 

14.彼の顔からも腕からも塩水が（    ）滴った。 

  A ギリギリ B ポトポト C スクスク D ピンピン 

15.ニキビが顔じゅうに（    ）吹き出す年頃。 

  A ゴロゴロ B スレスレ C ラクラク D ポツポツ 

16.木造建築だが、（    ）できていて、百年以上たっているものとは思えない。 

 Aドッカリ Bネットリ Cガッシリ Dウットリ 

17.朝 6時から 10時間、（    ）鍛えられる。 

  Aムッチリ Bサッパリ C バッチリ Dスッカリ 

18．大金持ちのお嬢さんだから、万事（    ）している。 



295 

 

 A アッサリ B オットリ C シットリ D ズッシリ 

19．（    ）とタイヤの空気が抜けてしまってぺちゃんこ。 

  A スウッ Bホウッ Cソウッ Dチクッ 

20．信号で止まったところを、うしろから（    ）と追突を食らったんです。 

  A ぷウン B ポカン C ガツン D ポツン 

（2）直後事後テスト 

調査直後に、直後事後テストを実施した。その問題は以下のとおりである。 
1．桜の花びらが、のどかな春の日差しの中を（    ）散っている。 

  A ヒラヒラ B モンモン C ズバズバ D フラフラ 

2.月の表面は（    ）と穴だらけのあばた面だそうだ。 

  A ダブダブ B ボツボツ C パラパラ D スラスラ 

3.危篤と聞いて一瞬（    ）ときて、目の前が真っ暗になった。 

  A モリモリ B グビグビ C グングン D クラクラ 

4.お母さんは赤ちゃんの揺りかごを（  ）とゆする。 

  A ナクナク B シブシブ C ユラユラ D キビキビ 

5.彼に対する不信感が（    ）と頭をもたげてきた。 

  A ムクムク B スレスレ C ラクラク D ザワザワ 

6.この子は手の届く所に新聞紙など置いておこうものなら、すぐ（    ）破くから大変なのよ。 

  A ギリギリ B ナクナク C ビリビリ D オドオド 

7.昆布、わかめなどの海藻は表面が（    ）している。 

  A モクモク B ヌルヌル C ツンツン D ムカムカ 

8.押すと（    ）するピンポン玉。 

  A ザラザラ B ペコペコ C ガリガリ D ダラダラ 

9.テレビ体操。力を抜いて腕を（    ）。 

  A ナヨナヨ B ヒヤヒヤ C フサフサ D ブラブラ 

10.その薬を使い始めてから、病気は目に見えて（    ）よくなってきた。 

  A メキメキ B サワサワ C ハラハラ D フラフラ 

11．マシュマロ、カステラなどは、その（    ）した舌触りが賞味される御菓子です。 

  A サラサラ B モンモン C ズバズバ D フワフワ 

12.真夏の太陽が（    ）と砂に照りつける。 

  A タラタラ B ブウブウ C ギラギラ D スラスラ 

13. 傷口から血が（    ）としたたる。 

  A ポトポト B グビグビ C グングン D ガブガブ 

14. （    ）と雨が降り出してきた。 

  A ギリギリ B ズンズン C ポツポツ D ユウユウ 

15.あの老人は外を歩く時でも、口の中で何か（    ）つぶやいている。 

  A バタバタ B スレスレ C ラクラク D ブツブツ 

16.体格の（    ）した頼もしい青年だ。 

  A ガッシリ Bウッカリ C スッキリ D ゲッソリ 

17.さすがに社長夫人だから、いつも（    ）している。 

  Aドッシリ B オットリ C ホッソリ D ガッシリ 

18. （    ）決まった服装。 

  Aスッカリ B バッチリ Cタップリ Dスッポリ 

19．バスケットボールに空気を入れても（    ）と抜けてしまう。 

  Aパラッ Bチクッ Cキチッ D スウッ 

20．鍋などで（    ）と頭をたたかれて人を笑わせるのも、漫才師という商売のため。 

  A ポカン Bペタン Cキョトン Dカタン 

 

10.3.3.2 効果測定の結果 

テストの結果から見ると、前後の差が明らかである。指導前より指導後の平均正答率が 20%

近く上がったことが明らかになった。指導前は 3組の平均正答率が 32%～35%に集中している
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のに対して、指導後は統制組が 41%、調査 1組が 52%、調査 2組が 66%に上がった。3組とも

指導前より成績が伸びている。 

 

表 10-21 中級における事前テストの結果 

 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

平

均 

統制群 

正答率

（%） 

4 6 14 5 9 15 5 11 9 6 9 8 14 11 9 9 10 23 9 15 10 

12

.9 

19

.4 

45

.2 

16

.1 

29

.0 

48

.4 

16

.1 

35

.5 

29

.0 

19

.4 

29

.0 

25

.8 

45

.2 

35

.5 

29

.0 

29

.0 

32

.3 

74

.2 

29

.0 

48

.4 

32

.4 

調査 1組 

正 答 率

（%） 

12 8 10 4 7 10 7 13 17 17 12 5 14 11 9 5 15 4 7 21 10 

40

.0 

26

.7 

33

.3 

13

.3 

23

.3 

33

.3 

23

.3 

43

.3 

56

.7 

56

.7 

40

.0 

16

.7 

46

.7 

36

.7 

30

.0 

16

.7 

50

.0 

13

.3 

23

.3 

70

.0 

34

.7 

調査 2組 

正答率

（%） 

4 7 10 7 15 8 7 10 14 14 7 9 15 8 11 7 10 15 9 13 10 

13

.3 

23

.3 

33

.3 

23

.3 

50

.0 

26

.7 

23

.3 

33

.3 

46

.7 

46

.7 

23

.3 

30

.0 

50

.0 

26

.7 

36

.7 

23

.3 

33

.3 

50

.0 

30

.0 

43

.3 33 

正解人

数 20 21 34 16 31 33 19 34 40 37 28 22 43 30 29 21 35 42 25 49 30 

正答率

（%） 

22

.0 

23

.1 

37

.4 

17

.6 

34

.1 

36

.3 

20

.9 

37

.4 

44

.0 

40

.7 

30

.8 

24

.2 

47

.3 

33

.0 

31

.9 

23

.1 

38

.5 

46

.2 

27

.5 

53

.8 

33

.5 

 

表 10-22 中級における直後事後テストの結果 

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

平

均 

統制群 

正答率

（%） 

12 16 12 15 11 13 14 13 13 9 13 11 9 14 12 14 12 12 13 13 13 

38

.7 

51

.6 

38

.7 

48

.4 

35

.5 

41

.9 

45

.2 

41

.9 

41

.9 

29

.0 

41

.9 

35

.5 

29

.0 

45

.2 

38

.7 

45

.2 

38

.7 

38

.7 

41

.9 

41

.9 

40

.5 

調査 1組 

正 答 率

（%） 

8 17 15 21 8 20 15 13 14 9 25 10 9 21 19 24 13 18 15 16 16 

26

.7 

56

.7 

50

.0 

70

.0 

26

.7 

66

.7 

50

.0 

43

.3 

46

.7 

30

.0 

83

.3 

33

.3 

30

.0 

70

.0 

63

.3 

80

.0 

43

.3 

60

.0 

50

.0 

53

.3 

51

.7 

調査 2組 

正答率

（%） 

15 20 18 23 18 23 21 19 20 18 22 19 
22 

22 20 18 18 20 20 21 
20 

50

.0 

66

.7 

60

.0 

76

.7 

60

.0 

76

.7 

70

.0 

63

.3 

66

.7 

60

.0 

73

.3 

63

.3 

73

.3 

73

.3 

66

.7 

60

.0 

60

.0 

66

.7 

66

.7 

70

.0 

66

.2 

正解人

数 35 53 45 59 37 56 50 45 47 36 60 40 40 57 51 56 43 50 48 50 48 

正答率

（%） 

38

.5 

58

.2 

49

.5 

64

.8 

40

.7 

61

.5 

54

.9 

49

.5 

51

.6 

39

.6 

65

.9 

44

.0 

44

.0 

62

.6 

56

.0 

61

.5 

47

.3 

54

.9 

52

.7 

54

.9 

52

.6 

 

 3組で指導前後に成績に違いが見られるかどうかを検定する。 

 

表 10-23 中級における学習者の指導前後の平均得点とその誤差（満点 20点） 

グループ 人数 指導前後 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 

統制群 31 
指導前 6.55 2.606 0.468 

指導後 8.19 2.664 0.478 

調査 1組 30 
指導前 6.77 2.373 0.433 

指導後 10.33 2.454 0.448 

調査 2組 30 
指導前 6.67 2.783 0.508 

指導後 13.27 3.695 0.675 

 

 上記の平均を見た限りでは、3 組とも指導後のほうが指導前より高くなっており、数値の

上では学習が進んでいるように思える。しかし、それぞれ t検定を行った結果、下記の表 10-24

と表 10-25に示したように、ペア 1のデータ（相関係数 R＝0.128、有意確率が P=0.492>α＝

0.05）からみると、統制群における指導前と指導後は無関係であることがわかった。一方、

同じレベルのペア 2 の調査 1 組とペア 3の調査 2組の指導前後の t検定のデータを統計的に

検討してみると、3.56 点と 6.6 点の差は統計的に有意差（P<0.05）であることが分かった。
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つまり、統制群は指導後が指導前より学習が進んでいるとはいえないが、調査 1 組と調査 2

組は調査を通して指導後が指導前よりオノマトペの学習が進んでいるということができる。 

表 10-24 中級 3組の対応サンプルの相関係数 

  N 相関係数 有意確率 

ペア 1 統制群指導前&統制群指導後 31 0.128 0.492 

ペア 2 調査 1組指導前&調査 1組指導後 30 0.505 0.004 

ペア 3 調査 2組指導前&調査 2組指導後 30 0.834 0.000 

 

表 10-25 中級 3組の対応サンプルの検定 

 対応サンプルの差 

平均値 標準偏差 平均値

の標準

誤差 

差の 95% 信頼区間 t 値 自

由

度 

有意確

率 (両

側) 下限 上限 

ペア

1 

統制群指導前 - 

統制群指導後 

-1.645 3.479 0.625 -2.921 -.369 -2.633 30 0.013 

ペア 

2 

1組指導前 - 1

組指導後 

-3.567 2.402 0.439 -4.464 -2.670 -8.132 29 0.000 

ペア

3 

2組指導前 - 2

組指導後 

-6.600 2.061 0.376 -7.370 -5.830 -17.539 29 0.000 

 
さらに、この3組の指導前後における平均値に有意な差があるかどうかを検定するために、

分散分析を行った。その結果、下記の表 10-26 と表 10-27 に示すとおり、指導前の平均値に

有意な差があるとはいえないと判定でき、表記は F＝0.054、P＝0.947>α＝0.05 とする。こ

の結果、3組では指導前の平均点で数値的な差は示しているが、統計分析の結果、指導前の 3

組の平均の差は有意ではないことが分かった。 

 

表 10-26 中級 3組の指導前の記述統計 

 度数 平均値 標準偏差 標準誤差 平均値の 95% 信頼区間 

下限 上限 

統制群 31 6.5484 2.60562 0.46798 5.5926 7.5041 

調査 1組 30 6.7667 2.37346 0.43333 5.8804 7.6529 

調査 2組 30 6.6667 2.78337 0.50817 5.6273 7.7060 

合計 91 6.6593 2.56567 0.26896 6.1250 7.1937 

 

表 10-27 中級 3組の指導前の分散分析 

 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率 

(組合せ) 0.729 2 0.364 0.054 0.947 

重み付けのない 0.213 1 0.213 0.032 0.859 

重み付き 0.220 1 0.220 0.033 0.857 

偏差 0.509 1 0.509 0.076 0.784 

グループ内 591.711 88 6.724   
合計 592.440 90    

 

 また、指導後の平均値に関する検定の結果（F＝22.181、P＝0.000<α＝0.05）から有意差

があると分かった。すなわち、Levene 統計量＝3.377の場合、有意確率が 0.039と表記され
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る。つまり、等分散ではなく分散が異なることである。そのため、Tamhane を用いて検証を

行ったら、表 10-28 に示したように、多重比較の結果では平均値に有意な差が検証された。

そして、95%信頼区間から見ると、統制群が調査 1組との差は-3.6583～-0.6212、調査 2組と

の差は-6.5917～-3.5546、調査 1組が調査 2組との差は-4.4643～-1.4024の区間に集まって

いることが明らかになった。従って、指導前同一レベルの 3組の中級学習者がそれぞれ異なっ

たオノマトペの学習を通して、指導後に顕著な差が現れたと言える。 

 
表 10-28 中級 3組の指導後の記述統計 

 度数 平均値 標準偏差 標準誤差 平均値の 95% 信頼区間 最

小

値 

最

大

値 
下限 上限 

統制群 31 8.1935 2.66357 0.47839 7.2165 9.1706 3 14 

調査 1組 30 10.3333 2.45418 0.44807 9.4169 11.2497 6 17 

調査 2組 30 13.2667 3.69467 0.67455 11.8871 14.6463 7 19 

合計 91 10.5714 3.61830 0.37930 9.8179 11.3250 3 19 

 

表 10-29 中級 3組の指導後の多重比較（Tamhane） 

(I) 指導後 

グループ 

(J) 指導後 

グループ 

平均値の

差 (I-J) 
標準誤差 有意確率 

95% 信頼区間 

下限 上限 

統制群 調査 1組 -2.13978* .76413 0.006 -3.6583 -.6212 

統制群 調査 2組 -5.07312* .76413 0.000 -6.5917 -3.5546 

調査 1組 調査 2組 -2.93333* .77037 0.000 -4.4643 -1.4024 

*平均値の差は 0.05 水準で有意である。 

 以上、ｔ検定で調査 2 組は指導後が指導前より有意差があり、また分散分析で統制群と調

査 1 組より有意差があると判定した。この結果から調査 2 組に対して用いた指導内容と指導

法が有効であると解釈できる。しかし、指導後にその効果が保持されているかどうかを調べ

るために、2 ヵ月後に調査 2 組のみに対して遅延事後テストを実施した。テスト内容は直後

事後テストと同じものを使用している。その結果を表 10-30、表 10-31 に示す。表 10-30 か

ら、遅延事後テストの平均値が直後事後テストより下がっていることが分かった。しかし、

学習効果が保持されていないとは言えない。それは表 10-31 で明らかなように、2 つのテス

トでは相関係数 R＝0.967、有意確率が P=0.000<α＝0.05、すなわち、相関関係であることが

わかった。また、前後のデータを t検定で行った結果（P＝0.086>0.05）からみると、有意差

がないことが明らかになった。よって、調査 2 組は指導停止 2 ヶ月後の遅延事後テストの結

果が直後事後テストと変わらなかったことを表している。つまり、指導停止 2 ヵ月後も学習

効果が保持されているということである。 

表 10-30 中級調査 2組の直後事後テストと遅延事後テストの統計量 

調査 2組 平均値 N 標準偏差 平均値の標準誤差 

直後事後テスト 12.37 30 4.088 0.691 

遅延事後テスト 12.06 30 3.788 0.64 

 

表 10-31 中級調査 2組の直後事後テストと遅延事後テストの相関係数とｔ検定 

相関係

数 

有意確

率 
平均値 

標準

偏差 

平均値の

標準誤差 

差の 95% 信頼区間 
t 値 自由度 

有意確率 

(両側) 下限 上限 

0.967 0.000 0.314 1.051 0.178 -0.047 0.675 1.769 34 0.086 



299 

 

10.3.3.3 考察 

中級学習者に対して学習効果に関する検証を行った。ｔ検定の結果をみると、3組のうち、

統制群は前後に有意差がなかったのに対して、調査 1組と 2組は有意差があった。つまり、

調査 1組と 2組では指導効果があったということである。また、分散分析から明らかなよう

に、3組の間に指導前の事前テストには有意差がなかったのに対して、指導後の直後事後テ

ストには有意差があった。調査 2組は統制群だけでなく、調査 1組よりも有意差が現れたの

である。つまり、調査 2組の指導は調査 1組より効果があったことを明らかにした。そこで、

調査 2組に対して、さらに、直後事後テスト（指導停止）から 2か月経った後に、その指導

効果が保持されているかどうかを見るために、遅延事後テストを実施した。その結果、遅延

事後テストは直後事後テストとの間に有意差がなかった。それにより、調査 2組は指導停止

2ヶ月後の遅延事後テストが指導を終了した時点で行った直後事後テストと変わらなかった

のを明らかにした。つまり、指導停止 2ヵ月後も学習効果が保持されていることである。 

 

10.4 上級オノマトペの学習内容と指導法およびその検証 

10.4.1 上級オノマトペの学習内容 

上級で教えるオノマトペ 86語は初級・中級と同様に、学習内容の構築とその指導のプロセ

スを以下のように考案する。 

86語を以下の表 10-32に示すようにカテゴリー化する。その上で、実際に指導する場合は

表 10-33と資料 6に示すように、16 通りに再分類した。再分類の際、大きく「人」「動物」

「物」「事」という 4つのカテゴリーに分け、語と語との関連性や、その語のプロトタイプ

的コロケーションとプロトタイプ的意味またはそれに近い意味との関連性をふまえてカテゴ

リー化を試みたうえで、さらに概念ごとに細分化を行った。「人」を「行動・行為」「状態・

様子」「態度・性情」「感情・感覚」に、動物を「鳴き声、動き」に、「事」というカテゴ

リーを「状態・様子」に、「物」というカテゴリーを「様子」と「動き」にする。このよう

にして 3つのカテゴリーのオノマトペをさらに 16に下位分類し、プロトタイプ的なコロケー

ションと意味を中心とした学習指導計画案（表 10-33）とそれをさらに常用的なコロケーショ

ンと意味にまで拡大した学習内容（資料 8）の 2種類の学習内容を構築した。 

 

表 10-32 カテゴリー化した上級オノマトペ 
カテゴ

リー 
概念 週 オノマトペ 

人 

 

行

動

・

行

為 

言う、話す 1 クドクド、ズバズバ、ボソボソ、ガヤガヤ、キャアキャア、コソコソ、ベラベラ 

食べる、飲む 2 ペロリ、ムシャムシャ、ゼエゼエ 

見る 3 
チラチラ、シゲシゲ、マジマジ、キョロキョロ、チカチカ、ショボショボ、ジロ

ジロ、チラッ 

笑う、泣く、怒る 4 クスクス、ヘラヘラ、ワンワン、ブリブリ、クスッ、ムスッ 

歩く、いる、入る 5 ゾロゾロ、セカセカ、ズカズカ、ザブザブ、ヨロヨロ 

他の動き 6 チョロチョロ、ガチガチ、バンバン、ノリノリ、ソウッ 

他の動作 7 スパッ、ビシビシ、バッサリ、スコン 

状態・様子 8 ドスン、クタクタ、バタバタ、ゴシゴシ、ウハウハ、ボウッ 

態度・性情 9 オドオド、ソワソワ、タジタジ、スカッ、マゴマゴ 

感情・感覚 
10 キリキリ、グラグラ、ワサワサ、ムシムシ、ヒシヒシ、ジワッ 

11 ザラザラ、ベタベタ、ポタポタ、チャプチャプ 
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動

物 
鳴き声、動き 12 ピイピイ、ピョンピョン、ウヨウヨ 

物 

 

様子 
13 ヒョロヒョロ、ガサガサ、プカプカ、ドロドロ、コトコト、ヒヤヒヤ 

14 ピッチリ、ガバガバ、ブカブカ、ヨレヨレ、モコモコ 

動き 15 
ドサッ、シイン、シャカシャカ、ドタッ、ガチャガチャ、カタカタ、ビンビン、

カチッ 

事 状態・様子 16 ドッサリ、カッチリ、メチャメチャ、グラッ、ボチボチ、ガラッ 

 

表 10-33 上級オノマトペの学習内容109 

週 オノマトペ 
プロトタイプ的コ

ロケーション 
プロトタイプ的意味またはそれに近い意味 使用例 

1 

クドクド 言う しつこく繰り返して言うさま クドクド（と）小言を言う 

ズバズバ 言う 核心に触れた事をためらわずに言うさま 相手かまわずズバズバ（と）言う 

ボソボソ と言う 低く小さい声で話すさま ボソボソ（と）つぶやく 

ガヤガヤ する 大ぜいが勝手にうるさく話し合うさま。 教室の中がガヤガヤしている 

キャアキャア 言う 
驚いたりこわがったり、また興奮して騒いだりする甲高い声を表す語。 

 

人気歌手の登場にキャアキャア（と）

騒ぐ 

コソコソ 話す、やる 人目につかないように物事をするさま コソコソ（と）出ていく 

ベラベラ 喋る 立て続けに勢いよくしゃべるさま ベラベラ（と）まくしたてる 

 

2 

 

ペロリ と食べる 
瞬間的に大きく舌を出すさま。人をからかうときや照れ隠しのしぐさにい

う 
ペロリとたいらげる 

ムシャムシャ 食べる 勢い込んで食べるさま 
手づかみでムシャムシャ（と）食 べ

る 

ゼエゼエ 鳴る 息遣いが激しいさま。また、苦しげに呼吸する音を表す語 喉がゼエゼエ（と）鳴る 

3 

チラチラ 見る 断続して物を見るさま チラチラ（と）目配せする 

シゲシゲ と眺める 物をよくよく見るさま 相手の顔をシゲシゲ（と）見つめる 

マジマジ と見つめる 目を離さないで一心に見つめるさま 我が子の寝顔をマジマジと見つめる 

キョロキョロ 見回す 落ち着きなく、絶えずあたりを見まわすさま 
物珍しげにキョロキョロ（と）まわり

を見る 

チカチカ と瞬く、する 強い光線などに刺激されて、目が痛むような感じがするさま 
対向車のライトで目がチカチカ（と）

する 

ショボショボ する 疲れなどで、目をハッキリあけられず、しきりにまばたきをするさま 眠くて目がショボショボする 

ジロジロ 見る 無遠慮に目を向けるさま 
そんなにジロジロ（と）人の顔を見る

な 

チラッ 見る 一瞬ちょっと見えるさま 車窓から看板がチラッと見えた 

4 

  

クスクス 笑う しのんで笑う声。また、そのようすを表す 下を向いてクスクス（と）笑う 

ヘラヘラ 笑う だらしなくあいまいに笑うさま 
ヘラヘラ（と）笑っている場合ではな

い 

ワンワン 泣く 大声をあげて泣くさま 大の男がワンワン泣く 

ブリブリ 怒る 怒って口をきかないさま ブリブリ怒っている 

クスッ と笑う 我慢や遠慮をしていた笑いが，思わずもれるさま 
2人は顔を見合わせるとクスッと笑っ

た 

ムスッ とする 機嫌をそこねて口をきかないさま 
何が気に入らないのかムスッとしてい

る 

5 

ゾロゾロ （と）歩く 多くの人や動物などが引き続いて動くさま 取り巻きがゾロゾロ（と）ついて歩く 

セカセカ と（歩く、する） 動作や言葉などがせわしくて落ち着きのないさま セカセカ（と）動き回る 

ズカズカ 入る 遠慮なく乱暴に入ったり近寄ったりするさま 他人の心にズカズカ（と）入り込む 

ザブザブ 入る 水を大きく動かしたり大量の水を勢いよく使ったりするときの音を表す 川の中にザブザブ（と）入っていく 

ヨロヨロ と立ち上がる 足もとがシッカリせず倒れそうなさま 一撃をくらってヨロヨロ（と）した 

6 

チョロチョロ 動く 小さなものが動き回るさま 子供がチョロチョロして落ち着けない 

ガチガチ 鳴らす 堅い物が連続してぶつかり合う音を表す 寒くて歯をガチガチ（と）いわせる 

バンバン 叩く、打つ 手のひらなどで物を勢いよく打つ音を表す語 机をバンバン（と）たたいて熱弁する 

ノリノリ になる 調子がよくて気分が高揚していること ノリノリな曲で踊る 

http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E7%9E%AC
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%A8%E8%A6%8B%E3%81%88%E3%82%8B
http://www.weblio.jp/content/%E8%BB%8A%E7%AA%93
http://www.weblio.jp/content/%E7%9C%8B%E6%9D%BF
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8B%E3%81%88
http://www.weblio.jp/content/%E6%88%91%E6%85%A2
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%A0%E6%85%AE
http://www.weblio.jp/content/%E7%AC%91%E3%81%84
http://www.weblio.jp/content/%E4%BA%8C%E4%BA%BA
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8B%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B%E3%82%8B
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ソウッ とする 干渉しないで、静かにしておくさま しばらくソウッとしておこう 

7 

スパッ とつく、という 思い切りよく、一気に事を行うさま スパッと結論を出す 

ビシビシ 取り締まる 遠慮や手加減をせず、きびしく行うさま 金をビシビシ（と）取りたてる 

スコン と打つ 勢いよく当たったりはまったりする音 
ボールを思いっきりスコンと打つと、

遠くまで飛んでいって見えなくなった 

8 

ドスン と落ちる 
重くて大きいものが、倒れたりぶつかったりしてたてる音や、そのさまを

表す 
ドスン（と）しりもちをつく 

クタクタ になる 疲れたり弱ったりして、力の抜けたさま クタクタに疲れる 

バタバタ と倒れる 人が手足を激しく動かして立てる音にいう 廊下をバタバタ（と）走る 

ゴシゴシ 洗う 物を強くこする音、また、そのさまを表す 力を入れてゴシゴシ（と）洗う 

ウハウハ する 喜ばしい出来事があり、思わず笑ってしまうようす 株価が急激に上がってウハウハする 

ボウッ とする 意識が正常でなく、ボンヤリしているさま ボウッとしていて大事なことを忘れた 

9 

  

オドオド する 緊張・不安や恐怖心で落ち着かないさま 人前ではいつもオドオドしている 

ソワソワ と落ち着かない 気持ちや態度が落ち着かないさま 発表待ちで朝からソワソワする 

タジタジ になる 困難に直面したり、相手の力に圧倒されたりしてひるむさま 鋭い質問にタジタジとなる 

スカッ とする 
スッキリと快いさま。つかえていたものがなくなって気分がさわやかにな

るさま 
スカッと晴れ上がる 

マゴマゴ する まごつくさま。うろたえるさま 道がわからずマゴマゴ（と）した 

10 

キリキリ （と）痛む 鋭く痛むさま 胃がキリキリ（と）痛む 

グラグラ する 物が揺れ動いて安定しないさま。また、事柄や気持ちなどが動揺するさま 歯がグラグラする 

ワサワサ する ザワザワして落ち着かないさま 
人の出入りが多く、あたりがワサワサ

している 

ヒシヒシ 
と（感ずる、伝わ

る） 
切実に感じるさま 責任の重さをヒシヒシと感じる 

ジワッ と染み出す 物事がユックリと表れてくるさま 感情がジワッとこみあげる 

ムシムシ する 風がなくて湿度が高く、蒸し暑いさま ムシムシして寝苦しい 

11 

  

ザラザラ とする 触った感じが粗く滑らかでないさま ザラザラ（と）した肌 

ベタベタ 
張る、する、にな

る 
物が粘りつくさま 汗でシャツがベタベタ（と）くっつく 

ポタポタ 落ちる しずくが次々に落ちる音や、そのさまを表す ポタポタ（と）汗がしたたる 

チャプチャプ する 物を液体に浸す音を表した表現 水たまりを長靴でチャプチャプ歩く 

12 

  

ピイピイ 鳴く 笛の音、鳥の鳴き声などを表す ひよこがピイピイ（と）鳴く 

ピョンピョン 
と（跳ねる、飛び

跳ねる） 
身軽に繰り返し飛び跳ねるさま ウサギがピョンピョン（と）跳ねる 

ウヨウヨ いる 小さい生き物が多数集まってうごめいているさま 毛虫がウヨウヨいる 

13 

ヒョロヒョロ とする 細長く伸びて弱々しく感じられるさま ヒョロヒョロ（と）した草 

ガサガサ する 水分や脂気が抜けてきめが粗く、荒れた感じがするさま ガサガサした松の幹 

プカプカ 浮く、浮かぶ 軽い物が水面に浮いているさま ごみがプカプカ（と）流れていく 

ドロドロ と鳴る 遠くの方で鳴りわたる雷や大砲などの音を表す 遠くでドロドロ（と）雷鳴がとどろく 

コトコト 煮る あまり強くない火力で鍋の中の物が煮える音を表す 弱火でコトコト（と）煮込む 

ヒヤヒヤ する 冷たく感ずるさま 背中がヒヤヒヤする 

14 

ピッチリ と包む すき間がなく密着しているさま ピッチリ（と）したズボン 

ガバガバ になる 靴や服などが大きすぎるさま 靴がガバガバで困る 

ブカブカ になる 身に着ける物が大きすぎて、ゆるんでいるさま お下がりのブカブカのズボン 

ヨレヨレ になる 
衣類や紙などが古くなって張りがなくなり、形がくずれたりしわが寄った

りしているさま 
ヨレヨレなズボン 

モコモコ 泡立つ 衣類などが厚くふくらんださま 
インナーのせいで肩のあたりがモコモ

コする 

15 

ドサッ と倒れる 
重い物を一度におろしたり、重い物が落ちたり倒れたりする音や、そのさ

まを表す 
大きな包みがドサッと落ちる 

シイン とする 
物音や話し声がせず、静まりかえっているさまを表わす 

会場はシインと静まりかえった 

シャカシャカ する ボールに割り入れた卵を泡だて器でかき回す時に出る音 
容器にフライドポテトと塩を入れ、ふ

たをしてシャカシャカする 

http://www.weblio.jp/content/%E6%B6%B2%E4%BD%93
http://www.weblio.jp/content/%E8%A1%A8%E7%8F%BE
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ドタッ と倒れる 重いものが落ちたり倒れたりする時に出る音 家に着いたとたん、ドタッと倒れた 

ガチャガチャ 言う 堅い物がぶつかり合う騒々しい音を表す かぎの束をガチャガチャいわせる 

カタカタ と鳴る 堅いものが触れ合うときに発する軽い感じの音を表す 戸がカタカタ（と）鳴る 

ビンビン と響く 音が耳ざわりなほどに大きく響くさま ステレオの低音がビンビン（と）響く 

カチッ と鳴る 堅くて小さい物が打ち当たったときに出る音を表す かぎがカチッとかかる 

16 

  

グラッ と傾く 大きなものが急に揺れたり、動いたりするさま 機体がグラッと傾く 

ドッサリ ある 数量の多いさま お菓子がドッサリ（と）ある 

カッチリ  とする 物の組み合わせなどに少しの狂いもなく、キチンと合うさま カッチリとした服装 

メチャメチャ にする、になる まったく筋道が通らないこと。度外れなこと 言うことなすことメチャメチャだ 

ボチボチ やる、いく ユックリ物事にとりかかるさま。また、ある事態に近づくさま ボチボチ出かけよう 

ガラッ と変わる 事態が急に、スッカリ変わるさま 顔つきがガラッと変わる 

 

10.4.2 上級オノマトペの指導 

10.4.2.1 上級オノマトペの指導法 

上級は中級の TPR、オーラル・メソッド、文法翻訳法を踏襲する。また、学習者にオノマ

トペに関する心内辞書（語彙記憶）を形成させるように、改訂階層モデルの概念の関連性を

オノマトペ学習内容の構築に生かす。表 10-33に示すように、「人」「動物」「物」「事」

にカテゴリー化した上に「言う」「笑う」などのように概念ごとに細分化を試みた。また、

学習者に知覚されたイメージを活性化させるために、Pavio（ペイヴィオ、1991）のバイリン

ガル二重符号化モデルを用い、母語と第二言語の言語表象システム、ならびに両者に共有さ

れるイメージ表象システムをオノマトペの指導に活用すると試みた。さらに、上級では中級

と同様に類義オノマトペの指導と、イメージ喚起の指導およびオノマトペの意味拡張にかか

わるメタファー、メトニミー、共感覚的比喩による派生的な意味の指導を行う。 

 

10.4.2.2 上級オノマトペの指導プロセス 

10.4.2.2.1 指導プロセスの枠組み 

上級では中級の指導プロセスと同じようにする（図 10-5 を参照）。インプットの意味を理

解させる教師の関与（ステップ 3）では、オノマトペをより深く広く指導するように、多義

オノマトペの派生的な意味と、学習した広範囲の類義オノマトペを取り上げる。これも中級

と同様に、オノマトペを深く指導するために、多義オノマトペの派生的な意味を一つずつ教

えるのではなく、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味と高頻度使用意味から抽出した

イメージ・スキーマ、意義特徴を用いた意味の類推力を養成することである。また、オノマ

トペを広く指導するために、ただ上級で扱う類義オノマトペを教えるだけでなく、初級・中

級と同じあるいは近い概念のある語をなるべく多く取り扱う。また、類義オノマトペを指導

する際に、相違点よりまず共通点を扱うべきである。前にも述べたように、類義的なオノマ

トペが一つ一つのカテゴリーで扱うようになると、語彙記憶が促進される。その次にプロト

タイプ的意味のイメージやイメージ・スキーマなどを用いてその差異を分析する。場合によっ

て、中国語で説明することもある。 

 

10.4.2.2.2 指導プロセスの詳細 

本節では指導プロセスについて述べる。その前に、この指導方法の効果を測定するために、
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本指導とは異なる指導・学習をした学習者について説明したい。日本語学習を開始して 30か

月になる学習者のクラスに対して、3クラスを抽出し（1クラス約 30～35名）、それぞれのク

ラスを統制群、調査 1 組、調査 2 組に指定した。調査 2 組が本指導を受けたクラスである。

統制群に対しては、オノマトペの指導を行わずに普段どおりに中国語で語釈を教えるだけで

ある。これを｢従来型｣とする。調査 1 組に対しては、多義オノマトペの意味を辞書どおりに

覚えさせる。つまり、単義オノマトペなら、その一義のみ、多義オノマトペなら複数の意味

をすべて学習対象とする｢辞書型｣である。調査 2組に対しては、上記 10.4.1～10.4.3で述べ

た方法の｢指導型｣である。ここでは、6 つのステップのうち、ステップ 3 が初級と異なるた

め、それのみを取り上げて説明を行う。 

〔ステップ 3〕 

教師が TPR、オーラル・メソッド、文法翻訳法などを用いてオノマトペの学習に関与する。 

上級では、教師が学習内容に応じて複数の教授法を用いてオノマトペの習得を促進させる

一方、初級・中級と同様に「五感」を表すオノマトペに対して、学習者にその感覚を認識さ

せることが重要である。例えば、「ザラザラした肌」のような、触覚を表すオノマトペが「肌」

を「触ること」と「見ること」によって、触覚と視覚で「ザラザラ」の意味を捉えさせる。

このような共感覚的比喩によるオノマトペの意味を理解させるために、実物を用いて指導す

る必要がある。特に、「食べ物」の特徴や「食感」に関するオノマトペに対して、教師が絵

つきのレシピを使ってクッキングを実践させ、味見をさせることや手作りの料理を教室へ持っ

ていって味見をさせるなどと工夫すると学習効果が上がる。つまり、実際の味覚を覚えさせ

ることによって、その食感を母語で説明を加え、オノマトペを理解・記憶させることである。

このように、実物で提示し、実践させるのが最も重要な指導法となる。 

また、上級ではオノマトペの心内辞書を形成させるために、初級・中級・上級で学習した

類義的なオノマトペをカテゴリー化させるように支援する。例えば、初級で学んだ「フラフ

ラ」と中級で学んだ「ユラユラ」と上級で学んだ「グラグラ」は「揺れや不安定感」を表す

点で共通している。この 3語を使い分けるために、それぞれの基本義と派生義からイメージ・

スキーマと意義特徴を抽出する。以下、用例110を用いて検討する。「フラフラ」は以下に示

すように 5つの意味111がある。 

 

  意味 1･･･揺れ動いて安定しないさま。「悪路でハンドルがフラフラする」 

  意味 2･･･からだに力がはいらないさま。意識がはっきりしないさま。「熱でフラフラす 

      る」「フラフラした足どり」 

  意味 3･･･自覚や目的のないまま行動するさま。「フラフラと誘いに乗る」「盛り場をフ 

            ラフラする」 

  意味 4･･･態度が定まらないさま。「方針がフラフラする」 

  意味 5･･･［形動］2に同じ。「猛練習でフラフラになる」 

 

この中で、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味は意味 2 で、高頻度使用意味が意味

5 である。意味 5 を指導する場合、意味 2 と関連付けるためにイメージ・スキーマを取り上

げる。イメージ・スキーマを抽出する際に、母語話者による基本的な意味（基本義）を基に

多義オノマトペが共通に持つ意味（派生義）から決定する。基本義と派生義の用例を増やし

て「フラフラ」の意味を概観する。それを以下のように整理する。 

「フラフラ」 

基本義…体に力が入らないさま。意識がハッキリしないさま。 

「熱でフラフラする」 

「1日中何も食わずに歩き続けたので、足がフラフラする」 

「昨晩は徹夜したために頭がフラフラだ」 

「体力作りのために毎朝早く起きて、裸で島内を何十キロも走る。フラフラになっ
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て合宿所に戻る」 

「猛練習でフラフラになる」 

派生義…①揺れ動いて安定しないさま。 

「悪路でハンドルがフラフラする」 

「枯れ枝にぶらさがったみのむしの巣が、フラフラ風にゆれている」 

「重いトランクを下げてフラフラと駅の階段を下りてくる」 

②自覚や目的のないまま行動するさま。 

「フラフラと誘いに乗る」 

「今までのようなフラフラした生き方は改めよう」 

③態度が定まらないさま。 

「方針がフラフラする」 

「気持ちがフラフラしていて、すぐ変わるから当てにならない」 

「フラフラ」の基本義から〈人間〉〈全体が不安定に揺れ動く〉〈まっすぐにならない〉

〈アンバランス〉〈揺れ〉という意義特徴が取り出せる。また、派生義から〈不安定的な気

持ち・態度・目的〉が取れる。この「不安定感」を表すイメージ・スキーマを以下のように

表すことができる。 

図 10-7 「フラフラ」のイメージ・スキーマ 

          

 

 

  

 「揺れや不安定感」を表す「フラフラ」と同様に、「グラグラ」「ユラユラ」もそれぞれ

複数の意味を持ち、お互いに共通する部分とそうでない部分を持つ類義語である。このよう

な類義オノマトペを指導するにはそれぞれのイメージ・スキーマを抽出して、図式でその相

違点を比較すれば効果が上がる。そこで、「ユラユラ」と「グラグラ」の意義特徴とイメー

ジ・スキーマを以下のように抽出する。 

「ユラユラ」 

 基本義…物がゆっくりと大きく、繰り返し揺れ動くさま。 

     「波にユラユラ（と）揺れる船」 

     「地震で足元がユラユラ（と）する」 

     「長い藤の花房が、池から吹いてくる風にユラユラ揺れている」 

     「お母さんは赤ちゃんの揺りかごをやさしくユラユラと揺する」 

     「赤い風船は、ユラユラと青い空にのぼっていった」      

  

「ユラユラ」の基本義から〈物〉〈ゆっくり〉〈大きく〉〈緩やかに〉〈揺れ動く〉という

意義特徴を抽出できる。またそれはイメージ・スキーマとして図 10-8 のように表現できる。  

図 10-8 「ユラユラ」のイメージ・スキーマ 

          

 

 

  

  

 

「グラグラ」 

 基本義…物が揺れ動いて安定しないさま。 

     「歯がグラグラする」 

     「地震で建物がグラグラ（と）揺れる」 
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     「ひどい地震で家がグラグラ揺れて今にも倒れそうになるかと思って怖かった」 

     「この椅子、もうずいぶん長いこと使っているから座るとグラグラする」 

     「奥歯がグラグラして、もうすぐ抜けそうだ」 

 派生義…①湯などが煮え立つさま。  

     「鍋の湯がグラグラ（と）煮え立つ」 

     ②めまいがして倒れそうになるさま。 

     「二日酔いで頭がグラグラする」 

     ③［形動］揺れ動いて、安定しないさま。 

     「古びてグラグラないす」 

     「風呂の湯をこんなにグラグラに沸かしてしまっては、いくら水をうめても入れ  

      やしない」 

  

「グラグラ」の基本義から〈物〉〈土台から揺れる〉という意義特徴を抽出できる。また、

それはイメージ・スキーマとして以下図 10-9に表現できる。  

図 10-9 「グラグラ」のイメージ・スキーマ 

 

 

  

 

 

以上、「フラフラ」（「人がフラフラ歩く」）「ユラユラ」（「ろうそくの炎がユラユラしている」）

「グラグラ」（「地震で家がグラグラする」）の意義特徴とイメージ・スキーマを抽出すること

によって、3語の差異が明らかになった。「フラフラ」は本来揺れるべきではない人間あるい

は物が揺れる時に使うのに対し、「ユラユラ」は本来揺れるべきものがゆっくりと揺れる時に

使う。一方、「グラグラ」は本来、しっかりと土台に固定されている物が土台から揺れる時に

使う。 

 上級では、このように五感やイメージ・スキーマ、意義特徴などを指導要素として、オノ

マトペの意味指導に取り入れる。具体的な教師の関与は初級・中級と同様に、プロトタイプ

的意味またはそれに近い意味から高頻度使用意味へ進む。この 2 つの意味を関連付けるため

にプロトタイプ的意味またはそれに近い意味からイメージ・スキーマを抽出する。上級オノ

マトペからいくつか例を出して、具体的に意味指導のプロセスを説明する。 

 

 ①学習内容…「クスクス」「ヘラヘラ」「ワンワン」「ブリブリ」「クスッ」「ムスッ」 

②教授法・指導法…TPR（表情）、オーラル・メソッド、文法翻訳法 

 ③意味指導のプロセス 

  a「クスクス」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…しのんで笑う声。また、そのようす   

を表す。「下を向いてクスクス（と）笑う」 

   高頻度使用意味…なし 

  b「ヘラヘラ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…だらしなくあいまいに笑うさま。 

   「ヘラヘラ（と）笑っている場合ではない」 

⇒イメージ・スキーマ〈口元が緩んで、だらしない顔〉 

   高頻度使用意味…軽々しくよくしゃべるさま。 

   「ヘラヘラとお追従を言う」 

  c「ワンワン」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…大声をあげて泣くさま。 
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   「大の男がワンワン泣く」 

⇒イメージ・スキーマ〈大声で泣く（鳴く）様子〉 

   高頻度使用意味…犬の鳴く声を表す語。 

   「ワンワン（と）ほえる」 

  d「ブリブリ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…怒って口をきかないさま。 

   「ブリブリ怒っている」 

   高頻度使用意味…なし 

  e「クスッ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…我慢や遠慮をしていた笑いが、思わずも

れるさま。 

   「2人は顔を見合わせるとクスッと笑った」 

   高頻度使用意味…なし 

  f「ムスッ」 

   プロトタイプ的意味またはそれに近い意味…機嫌をそこねて口をきかないさま。 

   「何が気に入らないのかムスッとしている」 

   高頻度使用意味…なし 

 〈a、b、e〉の差異 

   イメージ・スキーマ:〈軽い笑い〉 

   意義特徴:クスクス･･･〈忍ぶ〉〈軽い笑い〉 

        ヘラヘラ･･･〈曖昧〉〈軽い笑い〉 

        クスッ･･･〈漏れる〉〈軽い笑い〉 

   共通点:顔に軽い笑みを浮かべる。 

   相違点:「クスクス」は我慢しようとする笑いで、「ヘラヘラ」はわざとらしそうにま

じめではない笑い、「クスッ」は我慢しようとしたが、我慢できずに一回漏れ

た笑いである。また、初級・中級の「笑い」を表すオノマトペと区別するた

めに、「クスクス」は「哧哧（地笑）、嘻嘻（地笑）」、「クスッ」は「扑哧一声」、

「ヘラヘラ」は「傻笑」と中国語で説明する。 

 〈d、f〉の差異 

   イメージ・スキーマ:〈怒る〉 

   意義特徴:ブリブリ･･･〈怒る〉〈口をきかない〉 

        ムスッ･･･〈不機嫌〉〈口をきかない〉 

   共通点:口をきかない 

   相違点:「ブリブリ」は人に分かるように怒りを爆発しているのに対して、「ムスッ」

は怒りを控えている。 

                                  

10.4.3 上級オノマトペの学習に対する効果測定 

本節では上級学習者に対して行ったオノマトペの指導の効果を検証する。前節で述べたと 

おり、それぞれ異なった方法で指導した 3つのクラス（従来型の統制群、辞書型の調査 1組、 

指導型の調査 2組）の学習者に、下記の方法で測定を行い、学習効果を比較、検証した。 

測定方法 

筆記テストを実施する。筆記テストは選択肢法（4択 1）で、指導前に事前テストを、指導

後に直後事後テスト、2か月後に遅延事後テストを行う。 

出題基準 

3組が学習したものの中から 50語のオノマトペを取り出し、そのオノマトペの「プロトタ

イプ的意味またはそれに近い意味」として使われるものを対象にする。 

http://www.weblio.jp/content/%E6%88%91%E6%85%A2
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%A0%E6%85%AE
http://www.weblio.jp/content/%E7%AC%91%E3%81%84
http://www.weblio.jp/content/%E4%BA%8C%E4%BA%BA
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8B%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B%E3%82%8B
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筆記テスト 

ABAB型 35語、Aッ B リ型 4語、ABッ型と AB リ型と ABン型をあわせて 11語を表 10-34に

示す。 

表 10-34 上級における筆記テストに用いるオノマトペ 

筆記テスト 事前テスト（50） 直後事後テスト（50） 

ABAB（35） 

ボソボソ、セカセカ、ゾロゾロ、チカチ

カ、ショボショボ、グラグラ、タジタジ、

オドオド、ワサワサ、ピイピイ、クドク

ド、ヨロヨロ、バタバタ、シゲシゲ、コ

トコト、ザラザラ、ポタポタ、ウヨウヨ、

ガサガサ、クタクタ、マゴマゴ、ビシビ

シ、ジロジロ、クスクス、ベタベタ、コ

ソコソ、ガヤガヤ、キョロキョロ、ドロ

ドロ、ベラベラ、カタカタ、メチャメチャ、

ワンワン、ヘラヘラ、ズバズバ 

ボソボソ、セカセカ、ゾロゾロ、チカチカ、ショ

ボショボ、グラグラ、タジタジ、オドオド、ワ

サワサ、ピイピイ、クドクド、ヨロヨロ、バタ

バタ、シゲシゲ、コトコト、ザラザラ、ポタポ

タ、ウヨウヨ、ガサガサ、クタクタ、マゴマゴ、

ビシビシ、ジロジロ、クスクス、ベタベタ、コ

ソコソ、ガヤガヤ、キョロキョロ、ドロドロ、

ベラベラ、カタカタ、メチャメチャ、ワンワン、

ヘラヘラ、ズバズバ 

Aッ Bリ（4） 
カッチリ、ドッサリ、ピッチリ、ムッツ

リ 

カッチリ、ドッサリ、ピッチリ、ムッツリ 

ABッ、ABリ AB

ン（11） 

ペロリ、ジワッ、スパッ、ソウッ、チラッ、

ドサッ、ドタッ、ボウッ、ムスッ、スコ

ン、ドスン 

ペロリ、ジワッ、スパッ、ソウッ、チラッ、ド

サッ、ドタッ、ボウッ、ムスッ、スコン、ドス

ン 

（太字になっている語は指導前と重複している） 

 

10.4.3.1 効果測定の方法 

（1）事前テスト 

 上級の学習者に対する指導の前に、事前テストを実施した。4 つの選択肢から 1 つ選ぶと

いう形で、以下に示すように、合計 50問を設定した112。 

 
1．目に見えないけど、ここには黴菌が（    ）しているんですよ。 

  A サラサラ B ウヨウヨ C モゾモゾ D ハラハラ 

2. 暗闇の中で（    ）と話す声が聞こえてくる。 

  A ボソボソ B ブウブウ C パラパラ D スラスラ 

3. まるで追い立てられているように、（    ）歩いてくる男がある。 

  A モリモリ B シゲシゲ C グングン D セカセカ 

4. このにおいで誘うと、ごきぶりが（    ）集まって来るのだそうだ。 

  A ギリギリ B ゾロゾロ C スクスク D ユウユウ 

5.電車が着くと、新聞の包みが（    ）とホームに投げ出される。 

  A ドサッ  B グサッ  C チラッ  D ムスッ 

6. テールランプを（    ）明滅させて、前の車が止まった。 

  A ギリギリ B ナクナク C コツコツ D チカチカ 

7. 細かい字を 1日中見ていると、夜になると目が（    ）する。 

  A モクモク B ショボショボ C ツンツン D ムカムカ 

8. 地震で家が（    ）揺れる。 

  A グラグラ B ザワザワ C バラバラ D ダラダラ 

9.毎日水仕事で手が（    ）している。 

  A ナヨナヨ B ヒヤヒヤ C ガサガサ D ガミガミ 

10.一日中買い物をして回って（    ）に疲れ、口を開くのも億劫だ。 

  A ヒラヒラ B クタクタ C ハラハラ D フラフラ 

11.あのデパートは売り場をしょっちゅう変えるので（    ）させられるから好きじゃない。 

  A パラパラ B マゴマゴ C チカチカ  D クシャクシャ 

12. いきなり先制の平手打ちを食らって、（    ）と後へ下がった。 

  A タジタジ B メキメキ C グングン  D ジワジワ 

13.社長の息子だからと言って、遠慮せずに（    ）鍛えてほしい。 
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  A スクスク クヨクヨ C ビシビシ D ジワジワ 

14.外国人は田舎へ行くと（    ）見られて落ち着かない。 

  A ジロジロ B ジリジリ C ビクビク  D ユウユウ 

15.悪事が人に知られないかと思って（    ）する。 

 A オドオド B スレスレ C ラクラク  D シブシブ 

16.たくさんのゴキブリが（    ）歩き回っている。 

  A ドウドウ B ワサワサ C ラクラク  D シブシブ 

17.子供が（    ）と笛の練習を始めたようだ。 

  A ギリギリ B ナクナク  C ピイピイ  D ユウユウ 

18.女の子が二人顔を見合わせて（    ）忍び笑いをしている。 

  A モクモク B イヤイヤ C ホロホロ  D クスクス 

19.分かりきったことを（    ）説明する。 

  A クドクド B シブシブ C キビキビ D コツコツ 

20.病み上がりなので、歩こうとしてもまだ（    ）する。 

  A ビクビク B ペコペコ C ヨロヨロ D メソメソ 

21. この病気にやられると、大きな牛や馬が（    ）死ぬというから、農家の損害は莫大なものだ。 

  A ズケズケ B バタバタ C オズオズ D ガミガミ 

22. 相手の顔を（    ）（と）見つめる 

  A ウロウロ B オロオロ C シゲシゲ D フラフラ 

23.（    ）とシチューを 1昼夜煮る。 

  A サラサラ B キビキビ C コソコソ D コトコト 

24.風が吹いて、床が埃で（    ）している。 

  A ザラザラ B オドオド C コソコソ D ペコペコ 

25.洗濯物から水が（    ）とたれている。 

  A イキイキ B ポタポタ C モジモジ D イジイジ 

26.ガス台の周りは油や煮汁で（    ）になりやすい。 

  A モクモク B セカセカ C ホロホロ  D ベタベタ 

27．講演の間、後ろの席で（    ）話し合っている連中がいて目障りだ。 

  A タジタジ B イヤイヤ C コソコソ  D クスクス 

28．先生が来ないらしく隣の教室は（    ）と騒がしい。 

  A グラグラ B ガヤガヤ C ホロホロ  D バタバタ 

29．財布を拾って誰か見ているものはないかと（    ）あたりを見回した。 

  A キョロキョロ B イヤイヤ C クドクド  D クスクス 

30．彼はいつも（    ）していて、しゃべらないが、家ではおしゃべりらしい。 

  Aトップリ Bユックリ C ムッツリ Dギッシリ 

31．道はまだ舗装してないからちょっとの雨でも（    ）のぬかるみになる。 

  A モクモク B イヤイヤ C ホロホロ  D ドロドロ 

32．家庭内のことを外で（    ）しゃべるものではありません。 

  A ワサワサ B ベラベラ C ゾロゾロ  D クスクス 

33．ねじを巻くと、おもちゃの子犬は（    ）と歩き出した。 

  A モクモク B イヤイヤ C カタカタ  D オドオド 

34．にわか雨で、野外パーティが（    ）になってしまった。 

  A メチャメチャ B ザラザラ C ホロホロ  D クスクス 

35．悲しくて悲しくて（    ）泣きました。 

  A モクモク B イヤイヤ C ホロホロ  D ワンワン 

36．お客の前で奥さんにどなられて、彼は（    ）と照れ笑いするばかりだった。  

  A ヘラヘラ B ジロジロ C ポタポタ  D クスクス 

37.社長にあれだけ（    ）意見を言えるのは彼だけだ。 

  A コトコト B チカチカ C ピイピイ  D ズバズバ 

38.（    ）組んであるスケジュールだから変更も差し加えもできないんだ。 

  A カッチリ    Bオットリ    Cホッソリ    Dグッタリ 

39．米も麦も、今年は（    ）とれた。 

  Aトップリ Bシックリ C ドッサリ Dギッシリ 

40.切り口をラップで（    ）と包んでおきなさい。 

  A ピッチリ Bユックリ Cムッツリ Dクッキリ 



309 

 

41. 大きな赤い舌を(    )と出す。 

  A キラリ    B ジロリ C ペロリ    Dポタリ 

42.彼女に無視されて（    ）としている。 

  A ムスッ  Bホウッ Cソウッ Dチクッ 

43．（    ）としないで早く片付けてください。 

  A ボウッ Bホウッ Cソウッ Dチクッ 

44.しばらく（    ）と暖かい気持ちに浸れます。 

  Aガブッ B ジワッ Cガボッ Dガバッ 

45．会社を（    ）とやめる。 

  Aチクッ Bダラッ Cスパッ Dチョコッ 

46. 物陰から（    ）と見る。 

  Aグイッ B ソウッ Cグルッ Dギクッ 

47.あの人のうわさを（    ）と聞いた。 

  A チラッ Bドタッ Cグルッ Dスパッ 

48.辞書など重い本が本棚から(       )と落ちた。 

  Aチラッ B ドタッ Cグルッ Dスパッ 

49.株が（    ）と落ちた。 

  Aボキン  B スコン  Cペタン  Dシャン 

50.（    ）としりもちをついた。 

  Aコツン  B ドスン Cザブン  Dドロン  

 

(2)直後事後テスト 

指導の後に、直後事後テストを実施した。事前テストと同様に、合計 50 問は以下に示す。 

 
1.（    ）した女で、夫婦シンミリ話し合う時間なんてないんじゃないかな。 

  A セカセカ Bハラハラ C ムシャムシャ D モリモリ 

2.映画館から人が（    ）と出てきた。 

  A ポロポロ Bゾロゾロ Cパラパラ    Dシャアシャア 

3.暗闇の中で（    ）と話す声が聞こえてくる。 

  A サラサラ B バタバタ C ボソボソ D モゾモゾ 

4. ボタンを押すと、（    ）と光りながら、電光掲示板に数字が現れる。 

  A バサバサ B ザラザラ C チカチカ D ベタベタ 

5.天井から水が（    ）垂れている。 

  A オズオズ B ペラペラ C ボソボソ D ポタポタ 

6.夏の間、夕方になると広場に人が（    ）している。 

  A モジモジ B ウヨウヨ C メソメソ D イジイジ 

7.ジッと見つめると、うしろめたいのか、男は（    ）と眼をしばたいた。 

  A ベトベト Bザラザラ C ショボショボ Dバサバサ 

8. 前歯が 1本（    ）する。 

  A グラグラ B ボヤボヤ Cボサボサ D ノウノウ 

9.洗車のバイトを長年やって、毎日ハンドクリームをつけても手が（    ）している。 

  A チロチロ B ハキハキ C チラチラ D ガサガサ 

10.今日は一日中外の仕事だから、足が（    ）だ。 

  A チラチラ B ガラガラ C クタクタ D フラフラ 

11.（    ）しているうちにこの年になった。 

  A マゴマゴ B モンモン C ドンドン D クシャクシャ 

12. おませな長男の質問に、おやじも（    ）で、しどろもどろの返事を繰り返すばかり。 

  A スクスク B メキメキ C タジタジ  D ジワジワ 

13.暴走族を（    ）取り締まってほしいものだ。 

  A クヨクヨ B ビシビシ C グングン  D ジワジワ 

14.私の顔に何か付いていますか、そんなに（    ）見て。 

  A ギリギリ B ジリジリ C ビクビク  D ジロジロ 

15.新入部員は多少腕に自信があるやつでも、古つわものに気押されて、しばらくは（    ）している。 

  A ドウドウ B スレスレ  C ラクラク D オドオド 
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16. 人の出入りが多く、あたりが（    ）している。 

  A ワサワサ B スレスレ  C ラクラク  D シブシブ 

17.庭木の小枝の上で、小鳥が（    ）鳴きまわしている。 

  A ギリギリ B ピイピイ C コツコツ  D ユウユウ 

18.ポカンという音が出るたびに、机の人たちは（     ）笑って見ていた。 

  A モクモク B ホロホロ C コツコツ  D クスクス 

19.（    ）と弁解するのだがちっとも要領を得ない。 

  A ナクナク B シブシブ C キビキビ D クドクド 

20.酔っ払いが（    ）と立ち上がった。 

  A ヨロヨロ B ペコペコ C ヒソヒソ D メソメソ 

21.大掃除で立てかけて干してあった畳が（    ）将棋倒しに倒れて、起こすのに大騒ぎした。 

  A ズケズケ B バタバタ C オズオズ D ガミガミ 

22. ポイントカードを（    ）見ると印刷面の一番下に「配当 05/08/07 有効」となっています。 

  A シゲシゲ B オロオロ C ハラハラ D フラフラ 

23.湯豆腐を（    ）煮ながら晩酌を楽しむ季節。 

  A キビキビ B コトコト C コソコソ D スラスラ 

24.風で砂が入ってきてたので、ゆかが（    ）だ。 

  A ザラザラ B オドオド C コソコソ D ペコペコ 

25.朝から隣の家から（    ）とミシンの音が聞こえている。 

  A イキイキ B ニコニコ C モジモジ D カタカタ 

26.いくら新婚さんでも人前で（    ）するのは見苦しいものだ。 

  A ギリギリ B ベタベタ C コツコツ  D ユウユウ 

27.級友の陰口を先生に（    ）告げ口するいやな子。 

  A クヨクヨ B コソコソ C グングン  D ジワジワ 

28.指揮者が台に立つと、（    ）していた会場がしんとなった。 

  A ガヤガヤ B ボヤボヤ Cボサボサ D ノウノウ 

29.（    ）しないで、真っ直ぐ先生のほうを見て話を聞きなさい。  

  A モクモク B ホロホロ C コツコツ  D キョロキョロ 

30.急に不機嫌になって（    ）と黙りこくる。 

  Aコッテリ Bサッパリ C ムッツリ Dサックリ 

31.横転したドラムかんから、液体が（    ）流れ出してくる。 

  A スクスク B メキメキ C ドロドロ  D ジワジワ 

32.金をつかませたら、会社の機密を（    ）しゃべってくれた。 

  A ベラベラ B オロオロ C ハラハラ D フラフラ 

33．酔うと、（    ）にスピードを出すから、こわくて彼の車に乗れない。  

  A スクスク B メキメキ C メチャメチャ  D ジワジワ 

34.広い講堂に（    ）響きわたる大声で演説をぶった。 

  A スクスク B メキメキ C ワンワン  D ジワジワ 

35.お客の前で奥さんにどなられて彼は（    ）と照れ笑いするばかりだった。 

  A ポロポロ Bヘラヘラ Cパラパラ Dシャアシャア 

36.（    ）と遠慮会釈なく急所をついた質問をする。 

  A ベトベト Bザラザラ C ズバズバ Dバサバサ 

37. （    ）合った栓をしておかないと、アルコール分が抜けてしまう。 

  A サッパリ B ソックリ C カッチリ D ドッシリ 

38.チャーター機で、アメリカから食用牛（    ）到着。 

  A ドッサリ  Bシックリ  Cガッカリ  Dビッショリ 

39.濡れた海水着が（    ）体の線を描き出している。 

  A スッキリ B ピッチリ  Cジックリ  Dタップリ 

40.朝から（    ）として乗り過ごした。 

  Aクスッ  Bガラッ    Cボウッ   Dグラッ 

41. 猫がミルクを(        )となめる。 

  Aガラリ   B ペロリ   C ヒラリ   Dキラリ 

42.広告が出ると同時に申し込みが（    ）と来た。 

  A ドサッ   Bチラッ   C グサッ   Dピタッ 

43.汗が（    ）と出てくる。 
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  Aフラッ   Bピチッ   C ジワッ   Dブスッ 

44.灯が（    ）とまたたいた。 

  Aパタッ   B チラッ   Cバタッ   Dジワッ 

45.（    ）と結論を出す。 

  Aパタッ   Bバシッ   C スパッ   Dバキッ 

46. 廊下を（    ）と歩く。 

  A ソウッ   Bスパッ   Cズラッ   Dスクッ 

47.家出の息子の話をすると、老人が（    ）と口を閉じて押し黙ってしまう。 

  Aクスッ   B ムスッ   Cドキッ   Dカラッ 

48.暑さのあまり人が急に（   ）と倒れた。 

  Aスカッ   Bスパッ   C ドタッ   Dクスッ 

49.ゴルフボールが 1番ホールに(      )と落ちた。 

  Aドカン   B スコン   Cズドン   Dステン 

50.大きな荷物が網棚から（   ）と落ちた。 

  Aコツン   Bペタン   C ドスン   Dガラン 

 

10.4.3.2 効果測定の結果 

上級3組に対してそれぞれ異なるオノマトペの学習内容を調査し、指導前後のテストを行っ

た結果、以下の表 10-35 に示したようなデータが得られた。3 組とも事前テストの平均値は

15点～16点にとどまっているのに対し、直後事後テストの平均値は 16点～28点に向上して

いる。そして、3組とも指導前後に成績の伸びを示している。 

 

表 10-35 上級 3 組における学習者の指導前後の平均得点とその誤差（満点 50点） 

グループ 人数 指導前後 平均値 標準偏差 平均値の標準誤差 

統制群 31 指導前 15.74 2.620 0.471 

指導後 16.16 2.899 0.521 

調査 1組 30 指導前 14.67 3.078 0.562 

指導後 20.13 3.748 0.684 

調査 2組 31 指導前 15.19 2.372 0.426 

指導後 27.61 4.842 0.870 

 

平均値から見れば、3 組とも指導後のほうが指導前より高くなっており、数値の上では学

習が進んでいるように思える。しかし、それぞれ t 検定を行った結果、下記の表 10-36 と表

10-37に示したとおり、ペア1の統制群における指導前と指導後のデータの相関係数R＝0.164、

有意確率が P=0.379>α＝0.05で、無関係であることがわかった。一方、同じレベルのペア 2

の調査 1組とペア 3の調査 2組は指導前後のデータからみると、5.46点と 12.42点の差で統

計的に有意差（P<0.05）があることを表している。つまり、統制群の 15組は指導後が指導前

より学習が進んでいるとはいえないのに対して、調査 1 組と調査 2 組は調査を通して指導後

が指導前よりオノマトペの学習が進んでいることが明らかになった。 

 

表 10-36 上級 3組の対応サンプルの相関係数 

  N 相関係数 有意確率(%) 

ペア 1 統制群指導前&統制群指導後 31 0.164 0.379 

ペア 2 調査 1組指導前&調査 1組指導後 30 0.494 0.006 

ペア 3 調査 2組指導前&調査 2組指導後 31 0.369 0.041 
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表 10-37 上級 3組の対応サンプルの検定 

 対応サンプルの差 

平均値 
標準偏

差 

平均値

の標準誤

差 

差の 95% 信頼区間 
t 値 

自

由

度 

有意確率 

(両側%) 下限 上限 

ペア 

1 

統制群指導前 - 

統制群指導後 

-0.419 3.576 0.642 -1.731 0.892 -0.653 30 0.519 

ペア 

2 

1組指導前– 

1組指導後 

-5.467 3.481 0.636 -6.767 -4.167 -8.601 29 0.000 

ペア 

3 

2組指導前– 

 2組指導後 

-12.419 4.537 0.815 -14.084 -10.755 -15.241 30 0.000 

  
さらに、この 3 組の指導前後における平均値に有意な差の有無を検定するために、分散分

析をした。その結果を表 10-38 と表 10-39 に示す。指導前の平均値に有意な差があるとはい

えないと判定され、表記は F＝1.208、P＝0.304>α＝0.05 とする。この結果、3 組では指導

前の平均点で数値的な差は示されているが、統計分析の結果、指導前の 3 組の平均の差は有

意ではないことが分かった。 
表 10-38 上級 3組の指導前の記述統計 

 度数 平均値 標準偏差 標準誤差 

平均値の 95% 信頼区間 最

小

値 

最

大

値 
下限 上限 

統制群 31 15.7419 2.62002 0.47057 14.7809 16.7030 12 21 

調査 1組 30 14.6667 3.07754 0.56188 13.5175 15.8158 10 22 

調査 2組 31 15.1935 2.37233 0.42608 14.3234 16.0637 10 20 

合計 92 15.2065 2.70749 0.28228 14.6458 15.7672 10 22 

 

表 10-39 上級 3組の指導前の分散分析 

 平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率(%) 

(組合せ) 17.635 2 8.818 1.208 0.304 

重み付けのない 4.661 1 4.661 0.639 0.426 

重み付き 4.661 1 4.661 0.639 0.426 

偏差 12.974 1 12.974 1.778 0.186 

グループ内 649.441 89 7.297   
合計 667.076 91    

 

 また、指導後の平均値に有意差の有無を検定した。その結果は F＝68.393、P＝0.000<α＝

0.05 であった。すなわち、Levene 統計量＝4.097 の場合、有意確率が 0.020 と表記される。

つまり、等分散ではなく分散が異なることである。さらに Tamhane を用いて検証を行ったと

ころ、表 10-40に示したとおり、多重比較の結果では平均値に有意差が検証された。そして、

95%信頼区間から見ると、統制群が調査 1 組との差は-6.0903～-1.8538、調査 2 組との差は

-13.9573～-8.9459、調査 1組が調査 2組との差は-10.2028～-4.7563の区間に集中している

ことが分かった。従って、指導前同一レベルの 3 組の上級学習者がそれぞれ異なったオノマ

トペの学習を通して、指導後に顕著な差が見られることが分かった。 
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表 10-40 上級 3組の指導後の記述統計 

 
度数 平均値 標準偏差 標準誤差 

平均値の 95% 信頼区間 最

小

値 

最

大

値 
下限 上限 

統制群 31 16.1613 2.89939 0.52075 15.0978 17.2248 11 21 

調査 1組 30 20.1333 3.74841 0.68436 18.7337 21.5330 13 27 

調査 2組 31 27.6129 4.84202 0.86965 25.8368 29.3890 19 37 

合計 92 21.3152 6.16429 0.64267 20.0386 22.5918 11 37 

 

表 10-41 上級 3組の指導後の多重比較（Tamhane） 

(I) 指導後グ

ループ 

(J) 指導後グ

ループ 

平均値の差

(I-J) 
標準誤差 有意確率 

95% 信頼区間 

下限 上限 

統制群 調査 1組 -3.97204* 0.85996 0.000 -6.0903 -1.8538 

統制群 調査 2組 -11.45161* 1.01364 0.000 -13.9573 -8.9459 

調査 1組 調査 2組 -7.47957* 1.10664 0.000 -10.2028 -4.7563 

*平均値の差は 0.05 水準で有意である。 

 以上、上級 3 組の学習者から取った効果測定のデータをｔ検定と分散分析で有意差を調べ

た。その結果、調査 2 組はｔ検定で指導後が指導前より有意差があり、また分散分析で統制

群と調査 1 組より有意差があることを明らかにした。よって、調査 2 組に対して用いた指導

内容と指導法が有効だったと判断できる。しかし、指導後にその効果が保持されているか否

かを調べる必要があると考え、指導終了して 2 ヵ月後に調査 2 組に遅延事後テストを実施し

た。テストの内容は直後事後テストと同様のものを使った。その結果は表 10-42、表 10-43

に示すとおり、遅延事後テストの平均値は直後事後テストより下がっている。しかし、学習

効果が保持されていないとは言えないのである。それは表 10-43 に示すように、相関係数 R

＝0.975、有意確率が P=0.000<α＝0.05、すなわち、2つのテストは相関関係であることがわ

かった。また、前後のデータを t検定で分かったように、P＝0.121>0.05、すなわち、有意差

がないことを表している。これにより調査 2 組は指導終了 2 ヶ月後の遅延事後テストが指導

を終了した時点で行った直後事後テストと変わらなかったことを意味している。つまり、指

導終了 2ヵ月後も学習効果が保持されていることである。 

 

表 10-42 上級調査 2組の直後事後テストと遅延事後テストの統計量 

調査 2組 平均値 N 標準偏差 平均値の標準誤差 

直後事後テスト 25.29 31 7.998 1.352 

遅延事後テスト 24.80 31 8.076 1.365 

 

表 10-43 上級調査 2組の直後事後テストと遅延事後テストの相関係数とｔ検定 

相関係

数 

有意確

率 
平均値 

標準

偏差 

平均値の

標準誤差 

差の 95% 信頼区間 
t 値 自由度 

有意確率 

(両側%) 下限 上限 

0.975 0.000 0.486 1.805 0.305 -0.134 1.106 1.592 34 0.121 

 

10.4.3.3 考察 

上級 3 組の学習者に対する学習効果の測定を行った。そのデータをｔ検定と分散分析で有

意差の有無を調べた。ｔ検定の結果から分かるように、3 組のうち、統制群は前後に有意差

がなかったのに対して、調査 1 組と 2 組は有意差があったのである。つまり、調査 1 組と 2
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組には指導効果が現れたのである。また、分散分析から明らかなように、3 組の間に指導前

の事前テストには有意差がなかったのに対して、指導後の直後事後テストには有意差があっ

た。調査 2 組は統制群だけでなく、調査 1 組よりも有意差が現れたのである。つまり、調査

2 組の指導は調査 1 組より効果があったことを明らかにした。そこで、調査 2 組に対して、

さらに、直後事後テスト（指導終了）から 2 か月経った後に、その指導効果が保持されてい

るかどうかを見るために、遅延事後テストを実施した。その結果、遅延事後テストは直後事

後テストとの間に有意差がなかった。すなわち、調査 2 組では指導終了 2 ヶ月後の遅延事後

テストが指導を終了した時点で行った直後事後テストと変わらなかったことを明らかにした。

つまり、指導終了 2ヵ月後も学習効果が保持されていることである。 

 

10.5 初級・中級・上級における産出テスト 

  初級学習者に対して、指導の前と後に口頭テストを行った。指導前は ABAB 型と Aッ Bリ型

の 14語「ビックリ、ユックリ、ハッキリ、スッカリ、シッカリ、サッパリ、ウッカリ、ピッ

タリ、ムカムカ、ワイワイ」と、指導後の 14語「ゴチャゴチャ、シクシク、ピカピカ、ワク

ワク、ムカムカ、ワイワイ、ビックリ、サッパリ、ウッカリ、ピッタリ」113を用いて、学習

者に作文させた。作った文を説明させて、意味に関して質問に答えさせたりした。その結果、

指導前では、すでに習った「ビックリ」「ユックリ」「ハッキリ」「スッカリ」「シッカリ」「サッ

パリ」を用いて文が作れなかったことが明らかになった。その原因として、共起する言葉が

分からないことが推察できた。どのような言葉と共起するか、動詞と共起するか形容詞と共

起するかなどで困惑していた。また、文の産出における文法の問題も現れている。例えば、

「サッパリするジュース」「あのことをスッカリ忘れる」などがある。指導を行った後はみな

作文ができるようになった。また作成した文を説明したり、その文の質問に答えたりするこ

とができるようになった。 

 中級学習者に向けて、指導前と指導後はそれぞれ ABAB 型 5 語、A ッ B リ型 5 語を用いて、

作文させた。指導前は「ニコニコ、ブラブラ、キラキラ、イライラ、バラバラ、ウットリ、

アッサリ、ピッタリ、ニッコリ、ソックリ」という 10語を、指導後は「グングン、ペラペラ、

ペコペコ、ピンピン、ウキウキ、ビッシリ、ジックリ、オットリ、バッチリ、グッスリ」と

いう 10 語を用いた。 指導を行う前に、すでに習った「ニコニコ」「ブラブラ」「キラキラ」

「イライラ」「バラバラ」「ウットリ」「アッサリ」「ピッタリ」「ニッコリ」「ソックリ」を用

いて文を作成させるタスクを与えた。その結果から次のような問題が現れた。これらのオノ

マトペを用いて大半の学習者は文が作れたが、共起する動詞が単一化している。例えば、「あ

の人はいつもニコニコしている」という文を作ったのはほぼ全員で、ほかの動詞との組み合

わせが現れなかった。また、「アッサリ」と「サッパリ」との用法上の違いと文法的な違いが

分からなかったため、「ラーメンを食べたら、アッサリした」という誤用が出た。一方、指導

を行った後は文の産出においてほとんど問題が現れなかったが、学習者同士の対話において

は次のような問題を発見した。例えば、A「李さんは最近成績がグングン上げますね。」B「そ

うですね。私もそう思います。」という対話では、「上げる」と「上がる」の自他動詞の混同

と、A「お腹がすいた。朝からペコペコだ。」B「私もペコペコしている。」では、「ペコペコだ」

と混同しやすい共起または文法的な誤用が現れた。 

 上級学習者に対して、指導前と後はオノマトペを用いてタスクを解決させたり、自由会話

をさせたりした。指導前と指導後に、それぞれ 2 つのタスクを課した。1 つはお医者さんに

自分の病状と痛みを伝える。もう 1 つは食べたものの味あるいは食感を表現する。この 2 つ

のタスクは指導の前と後の完成度が大きな差を表している。指導の前は、「胃が痛い」「頭が

痛い」「体がだるい」という程度しか自分の病状を陳述できなかったが、指導の後は、「お腹

がキリキリ痛む」「頭がガンガン痛い」「胃がチクチク痛む」「肌がヒリヒリする」「この辺が

ムズムズする」などが出てきた。また、食べ物に関する評価もオノマトペを用いて表現でき
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るようになった。例えば、「最近、フワフワのメロンパンにはまっちゃった」「本当？私はあ

まりああいうスポンジみたいなフワフワ感が好きじゃない」「じゃ、普段どういうのを食べて

いる」「表面はカリッとしてて、中はモチモチっていう感じの食パン、いつも食べている」「私

はやはり表面がフワッと中身はシットリ、モッチリしたパンがいい」というような会話があっ

た。上級のタスクと自由会話の完成状況からみれば、指導を行うときに実物を利用した指導

の効果が顕著であった。また、場面やシーンのある動画を利用した指導の効果も大きかった。

つまり、学習者に実感させることによって、オノマトペに対する理解が深まり、記憶に残る

ようになったことが観察できた。 

 以上、初級・中級・上級学習者に対して簡単な口頭・筆記産出テストを行った。今後は、

引き続き学習者の学習・習得プロセスを観察し、学習・習得にかかわる要因を質的に分析を

行い、学習者の学習心理や動機などの内面を探る調査も行う。 

 

10.6 初級・中級・上級学習者による評価 

これまで見てきたように、筆者は初級･中級･上級学習者に対して、オノマトペの指導にお

いてそれぞれ「従来型」「辞書型」「指導型」という3種のやり方を用いて調査を行った。そ

の結果として、「指導型」はより効果的・持続的なオノマトペの学習を実現させたと見られ

る。そこで、この3種のやり方を受けた学習者はそれぞれの指導に対してどのような見方を持っ

ているか、いわば指導に対する評価を見るために、今村（1996）、杉本（1998）、土田（2005）

などをふまえて、以下のように2つの調査を行った。この2つの調査はいずれも5段階評価を用

い、調査Ⅰは3つの評価項目からなり、調査Ⅱは7つの評価項目からなっている。調査Ⅰは主

に受けた指導の全体に対する学習者の主観的な見方を、調査Ⅱは本研究の指導に用いられた

資料、資料の内容、指導法、補助材料等の客観的な条件に対する「指導型」の指導を受けた

学習者の満足度を調査することを目的にしている。 

 

10.6.1 調査Ⅰ 

調査Ⅰでは、評価項目①は「指導は楽しかったか（興味深かったか）」、②は「ためになっ

た」と思える指導だったか、③は「この指導を受ける必要があるか」と聞いたものである。

この評価3項目に対する学習者の主観的な見方の統計結果は初級を表10-44に、中級を表10-45

に、上級を表10-46に示すとおりである。 

 

表 10-44 オノマトペ指導の全体に対する初級学習者による評価（2014.7） 

人数 5 4 3 2 1 

無

記

入 

5と 4

の合

計（%） 

① 

とても楽しかった

（とても興味深

かった） 

楽しかった

（興味深

かった） 

楽しかったともつまらな

かったとも言えない（ど

ちらでもない） 

つまら

なかっ

た 

まったくつま

らなかった 
    

統制群 0 0 8 26 2 0 0.0 

調査 1組 8 6 7 11 2 0 41.2 

調査 2組 23 10 1 1 0 0 94.3 

② とてもためになった ためになった 

ためになったともために

ならなかったともいえな

い（どちらでもない） 

ために

なら

なった 

まったくため

にならなかっ

た 

    

統制群 0 2 16 12 6 0 5.6 

調査 1組 12 3 16 3 0 0 44.1 

調査 2組 30 5 0 0 0 0 100.0 

③ 指導を受ける必要 必要性がある どちらともいえない 必要性 まったくない     
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性がとてもある がない 

統制群 16 12 4 2 2 0 77.8 

調査 1組 16 12 3 2 1 0 82.4 

調査 2組 35 0 0 0 0 0 100.0 

 

表 10-44にあるとおり、初級学習者では、評価 3項目に対する学習者による評価はかなり

異なっている。評価項目①で、5と 4の合計は統制群が 0%、調査 1組が 41.2%、調査 2組が

94.3%に達する。否定的な評価をした、つまり、「つまらなかった」と答えた学習者は統制群

が 28人、調査 1組が 3人、調査 2組が 1人もいない。評価項目②では、5と 4の合計は統制

群が 5.6%、調査 1組が 44.1%、調査 2組が 100%に達する。否定的な評価をした、つまり、「た

めにならなかった」と答えた学習者は統制群が 18人、調査 1組が 3人、調査 2組が 1人もい

ない。評価項目③で、5と 4の合計は統制群が 77.8%、調査 1組が 82.4%、調査 2組が 100%

に達する。否定的な評価をした、つまり、「必要性がない」と答えた学習者は統制群が 4人、

調査 1組が 3人、調査 2組が 1人もいない。この結果から分かるように、「従来型」の指導

を受けた統制群、「辞書型」の指導を受けた調査 1組、「指導型」の指導を受けた調査 2組

は評価の 3項目に対する見方がかなり食い違っている。項目①と②に対して、統制群は完全

に否定的な評価をしているのに対し、調査 1組は否定と肯定の間に介して、調査 2組は完全

に肯定的に評価している。つまり、普段どおりに教科書に出現するオノマトペを簡単に説明

する「従来型」の指導法は評価されなく、また、教科書に出現するオノマトペの意味を辞書

どおりに説明する「辞書型」の指導法に対してインプットを重視する「指導型」の指導法は

非常に評価されている。一方、項目③に対して、3組とも指導を受ける必要性があると表し

ている。調査 2組は自分たちが受けた「指導型」の指導を受ける必要性があると答えたのに

対し、統制群と調査 1組は自分たちが受けたのと異なる指導を受ける必要があると答えた。 

 

表 10-45 オノマトペ指導の全体に対する中級学習者による評価（2014.7） 

人数 5 4 3 2 1 

無

記

入 

5と 4

の合

計（%） 

① 

とても楽しかった

（とても興味深

かった） 

楽しかった（興

味深かった） 

楽しかったともつまらな

かったとも言えない（ど

ちらでもない） 

つまら

なかっ

た 

まったくつま

らなかった 
    

統制群 2 1 24 4 0 0 9.7 

調査 1組 3 5 20 2 0 0 26.7 

調査 2組 23 10 1 1 0 0 94.3 

② とてもためになった ためになった 

ためになったともために

ならなかったともいえな

い（どちらでもない） 

ために

ななっ

た 

まったくため

にならなかっ

た 

    

統制群 1 5 23 1 1 0 19.4 

調査 1組 7 14 9 0 0 0 70.0 

調査 2組 30 5 0 0 0 0 100.0 

③ 
指導を受ける必要

性がとてもある 
必要性がある どちらともいえない 

必要性

がない 
まったくない     

統制群 12 13 4 1 1 0 80.6 

調査 1組 17 12 1 0 0 0 96.7 

調査 2組 35 0 0 0 0 0 100.0 

 

表 10-45に示すとおり、中級学習者では、評価 3項目に対する学習者による評価はかなり

異なっている。評価項目①で、5と 4の合計は統制群が 9.7%、調査 1組が 26.7%、調査 2組

が 94.3%に達する。否定的な評価をした、つまり、「つまらなかった」と答えた学習者は統
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制群が 4人、調査 1組が 2人、調査 2組が 1人である。評価項目②では、5と 4の合計は統

制群が 19.4%、調査 1 組が 70%、調査 2組が 100%に達する。否定的な評価をした、つまり、

「ためにならなかった」と答えた学習者は統制群が 2人、調査 1組と調査 2組が 1人もいな

い。評価項目③で、5と 4の合計は統制群が 80.6%、調査 1組が 56.7%、調査 2組が 100%に達

する。否定的な評価をした、つまり、「必要性がない」と答えた学習者は統制群が 1人、調

査 1組と調査 2組が 1人もいない。この結果から「従来型」の指導を受けた統制群と「辞書

型」の指導を受けた調査 1組と「指導型」の指導を受けた調査 2組は評価の 3項目に対する

見方がかなり食い違ったことが分かった。項目①に対して、統制群と調査 1組は完全に否定

的に評価しているのに対し、調査 2組は完全に肯定的な評価をしている。項目②に対して統

制群は依然として否定的な評価をしているのに対し、調査 1組と調査 2組は肯定的に評価し

ている。つまり、普段どおりに教科書に出現するオノマトペを簡単に説明する「従来型」の

指導法は評価されなく、また、教科書に出現するオノマトペの意味を辞書どおりに説明する

「辞書型」の指導法に対してインプットを重視する「指導型」の指導法は非常に評価されて

いる。一方、項目③に対して、3組とも指導を受ける必要性があると表している。調査 2組

は自分たちが受けた「指導型」の指導を受ける必要性があると答えたのに対し、統制群と調

査 1組は自分たちが受けたのと異なる指導を受ける必要性があると推察することができる。 

 

表 10-46 オノマトペ指導の全体に対する上級学習者による評価（2014.7） 

人数 5 4 3 2 1 

無

記

入 

5と 4

の合

計（%） 

① 

とても楽しかった

（とても興味深

かった） 

楽しかった

（興味深

かった） 

楽しかったともつまらな

かったとも言えない（ど

ちらでもない） 

つまら

なかっ

た 

まったくつま

らなかった 
    

統制群 2 3 23 2 1 0 16.1 

調査 1組 4 3 12 10 1 0 23.3 

調査 2組 23 10 1 1 0 0 94.3 

② 
とてもためになっ

た 
ためになった 

ためになったともために

ならなかったともいえな

い（どちらでもない） 

ために

なら

なった 

まったくため

にならなかっ

た 

    

統制群 2 3 16 4 4 2 16.1 

調査 1組 11 12 3 3 1 0 76.7 

調査 2組 30 5 0 0 0 0 100.0 

③ 
指導を受ける必要

性がとてもある 
必要性がある どちらともいえない 

必要性

がない 
まったくない     

統制群 11 16 4 0 0 0 87.1 

調査 1組 14 12 4 0 0 0 86.7 

調査 2組 35 0 0 0 0 0 100.0 

 

表 10-46にあるとおり、上級学習者では、評価 3項目に対する学習者による評価はかなり

異なっている。評価項目①で、5と 4の合計は統制群が 16.1%、調査 1組が 23.3%、調査 2組

が 94.3%に達する。否定的な評価をした、つまり、「つまらなかった」と答えた学習者は統

制群が 3人、調査 1組が 11人、調査 2組が 1人である。評価項目②では、5と 4の合計は統

制群が 16.1%、調査 1組が 76.7%、調査 2組が 100%に達する。否定的な評価をした、つまり、

「ためにならなかった」と答えた学習者は統制群が 8人、調査 1組が 4人、調査 2組が 1人

もいない。評価項目③で、5と 4の合計は統制群が 87.1%、調査 1組が 86.7%、調査 2組が 100%

に達する。否定的な評価をした、つまり、「必要性がない」と答えた学習者は 3組とも 1人

もいない。この結果から「従来型」の指導を受けた統制群と「辞書型」の指導を受けた調査

1組と「指導型」の指導を受けた調査 2組は評価の 3項目に対する見方がかなり食い違った
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ことが分かった。項目①に対して、統制群と調査 1組は否定的に評価しているのに対し、調

査 2組は完全に肯定的な評価をしている。項目②に対して統制群は依然として否定的な評価

をしているのに対し、調査 1組と調査 2組は肯定的に評価している。つまり、普段どおりに

教科書に出現するオノマトペを簡単に説明する「従来型」の指導法は評価されなく、また、

教科書に出現するオノマトペの意味を辞書どおりに説明する「辞書型」の指導法に対し、「指

導型」の指導法は非常に高く評価されている。一方、項目③に対して、3組とも指導を受け

る必要性があると表している。調査 2組は自分たちが受けた「指導型」の指導を受ける必要

性があると答えたのに対し、統制群と調査 1組は自分たちが受けたのと異なる指導を受ける

必要性があると推察することができる。 

 

10.6.2 調査Ⅱ 

調査Ⅱでは、「指導型」の指導を受けた学習者である初級・中級・上級の調査2組の学習者

を対象に、「指導」をめぐる客観的な条件に関する7項目からなる調査を行った。それぞれ、

以下の表10-47、表10-48、表10-49に示す。 

 

表10-47 指導に用いた客観的な条件に対する指導型初級学習者の評価（2014.7） 

             
強くそ

う思う 

そう

思う 

どちらともい

えない 

そう思

わない 

全くそう

思わない 

無回

答 

5と 4の

合計（%） 

①この指導で使われた資料は有益だった 23 11 1 1 0 0 97.1 

②この指導では、黒板、PPTなどの使い方

が効果的だった 
26 8 1 0 0 0 97.1 

③抽象的な意味をよく分かるように説明さ

れた 
28 4 3 0 0 0 91.4 

④話し方が聞き取りやすかった 23 12 0 0 0 0 100.0 

⑤身振り手振り、ジェスチャー、動き、表

情などが分かりやすかった 
29 6 0 0 0 0 100.0 

⑥絵や実物などを用いた説明がよかった 35 0 0 0 0 0 100.0 

⑦指導の内容は興味のあるものだった 21 14 0 0 0 0 100.0 

 

表10-47に示すように、初級「指導型」の学習者は指導に用いられた指導内容、指導法、指

導の補助材料などに対して、高い評価をしている。7項目は5段階選択の中で「強くそう思う」

という選択肢が最も高い数字を表している。5と4の合計では、項目④～⑦は100%に達してお

り、最も低い項目は③の「抽象的な意味をよく分かるように説明された」のである。これに

より、今後の改善において抽象的な意味を説明する工夫をする必要があると示唆されている。 

 

表10-48 指導に用いた客観的な条件に対する指導型中級学習者の評価（2014.7） 

  
強くそ

う思う 

そう

思う 

どちらとも

いえない 

そう思

わない 

全くそう

思わない 

無回

答 

5と 4の

合計（%） 

①この指導で使われた資料は有益だった 27 3 0 0 0 0 100.0 

②この指導では、黒板、PPTなどの使い方

が効果的だった 
30 0 0 0 0 0 100.0 

③抽象的な意味をよく分かるように説明さ

れた 
25 5 0 0 0 0 100.0 

④話し方が聞き取りやすかった 26 4 0 0 0 0 100.0 

⑤身振り手振り、ジェスチャー、動き、表

情などが分かりやすかった 
30 0 0 0 0 0 100.0 

⑥絵や実物などを用いた説明がよかった 30 0 0 0 0 0 100.0 

⑦指導の内容は興味のあるものだった 27 3 0 0 0 0 100.0 
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表10-48から分かるように、中級「指導型」の学習者は指導に用いられた指導内容、指導法、

指導の補助材料などに対して、非常に高い評価をしている。7項目は5段階選択の中で「強く

そう思う」という選択肢が最も高い数字を表している。5と4の合計では、すべての項目は100%

に達している。 

 

表10-49 指導に用いた客観的な条件に対する指導型上級学習者の評価（2014.7） 

  
強くそ

う思う 

そう

思う 

どちらとも

いえない 

そう思

わない 

全くそう

思わない 

無回

答 

5と 4の

合計（%） 

①この指導で使われた資料は有益だった 23 6 2 0 0 0 93.5 

②この指導では、黒板、PPTなどの使い方

が効果的だった 
24 5 2 0 0 0 93.5 

③抽象的な意味をよく分かるように説明さ

れた 
23 6 1 1 0 0 93.5 

④話し方が聞き取りやすかった 25 4 2 0 0 0 93.5 

⑤身振り手振り、ジェスチャー、動き、表

情などが分かりやすかった 
30 1 0 0 0 0 100.0 

⑥絵や実物などを用いた説明がよかった 31 0 0 0 0 0 100.0 

⑦指導の内容は興味のあるものだった 26 2 3 0 0 0 90.3 

 

 表 10-49から明らかなように、上級「指導型」の学習者は指導に用いられた指導内容、指

導法、指導の補助材料などに対して、高い評価を示している。7項目は 5段階選択の中で「強

くそう思う」という選択肢が最も高い数字を表している。5と 4の合計では、項目⑤と⑥は

100%に達しており、最も低い項目は⑦の「指導の内容は興味のあるものだった」である。こ

れにより、今後の改善において指導内容の設定と提示を工夫する必要があると示唆されてい

る。 

 

10.7 まとめ 

本章はオノマトペの学習内容およびその指導法を検証したものである。 

初級で教える 76 語、中級で教える 124 語、上級で教える 86 語のオノマトペの学習内容を

構築するために、インプット重視の指導法に基づき、形式（オノマトペの語形＋プロトタイ

プ的コロケーション）・意味（プロトタイプ的意味またはそれに近い意味）・使用例という枠

組みをふまえた上で、認知言語学のカテゴリー化理論と認知心理学の改訂階層モデルにした

がって、それぞれ扱うオノマトペをカテゴリー化し、関連付けるように概念ごとに分類した。

そして、この学習内容を記憶させるために、初級では 76語をつなぐ中国語のストーリーを編

成した。個々のオノマトペはシーンや母語の台詞によって記憶が強化されるようにしている。

また、中級と上級では改訂階層モデルに基づき、構築した学習内容は概念ごとに区分され、

個々のオノマトペが母語と第二言語の概念による連結によって記憶が促進されるようにした。 

指導法は、初級・中級・上級とも TPR、文法翻訳法、オーラル・メソッドを中心に用いた。

いずれも、絵や実物、動作、表情などを導入し、オノマトペのプロトタイプ的意味のイメー

ジ、イメージ・スキーマ、意義特徴などを抽出して指導するのがポイントである。 

指導プロセスは、VanPatten を中心としたインプット処理理論に基づいた教室指導として

提案された第二言語習得過程に従って、オノマトペの指導プロセスをインプット、インテイ

ク、アウトプット、インタラクションに設定している。PIのインプットを重視する理念に即

して、本稿はインプットを知覚されたインプットと理解されたインプットに分けている。知

覚されたインプットは聴覚と視覚でオノマトペの形式を捉えるプロセスとしているため、教

師が学習するオノマトペにふさわしい絵や動画などを Power Point に取り入れて学習者に見

せたりきかせたりすることと、オノマトペの学習内容をプリントアウトして配布する。次に

知覚されたインプットを理解させるために、教師は上記の指導法を用いた上でオノマトペの
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プロトタイプ的意味またはそれに近い意味と高頻度使用意味を関連付けるために、オノマト

ペのプロトタイプ的意味のイメージ、イメージ・スキーマ、意義特徴を抽出して意味の間の

関係を分析する。また、類義オノマトペを指導する場合は共通点から相違点へ過渡的に指導

を行う。特に、中級と上級でオノマトペをより深く広く指導するために、多義オノマトペの

メタファー、メトニミー、共感覚的比喩による意味拡張のプロセスと認知メカニズムを、ま

た、学習した類義オノマトペの共通点と相違点をプロトタイプ的意味のイメージやイメージ・

スキーマなどによって示すことが重要である。学習者が理解したオノマトペをインテイクで

きるように、教師がさらに多くの自然な使用例を与え、それを処理させ、自然にオノマトペ

が出てくるようになってからアウトプットとインタラクションをさせる。 

 このような指導プロセスを経過した初級・中級・上級の調査 2 組（指導型）は統制群（従

来型）と調査 1 組（辞書型）よりスコアが伸びたことが明らかになった。指導前の事前テス

トに比べて、指導後の直後事後テストでは 3 つのレベルのそれぞれの 3 組はみな成績が伸び

たと示している。しかし、前後のテストの差に対するｔ検定によって、統制群は有意差では

ないことがわかった。一方、調査 1 組と調査 2 組の前後のデータを統計的に検討してみると

有意差（P<0.05）であることが分かった。つまり、統制群は指導後が指導前より学習が進ん

でいるとはいえないのに対し、調査 1 組と調査 2 組は調査を通して指導後が指導前よりオノ

マトペの学習が進んでいる。また、分散分析によって、指導前の平均値に数値的な差は示さ

れているが、統計分析の結果、有意な差がないと判定できた。指導後の平均値にも数値的な

差が示されたが、分析の結果、等分散ではないことが分かった。つまり、指導前同一レベル

の学習者がそれぞれ異なったオノマトペの学習を通して、指導後に顕著な差が見られた。調

査 2 組が調査 1 組より指導効果における有意差が現れたため、調査 2 組を対象に、指導後に

その効果が保持できるか否かを明らかにするために、2 ヵ月後に調査 2 組に対して遅延事後

テストを実施した。その結果、3 つのレベルの 3 組とも有意差がなかったことが分かった。

つまり、3 組とも指導を受けた学習効果が保持できたことである。よって、指導によりオノ

マトペの学習伸長が現れたということを表すことになる。  

 最後に、オノマトペの指導における「従来型」「辞書型」「指導型」という 3 種のやり方

に対する初級･中級･上級学習者による評価では、「指導型」はより効果的・持続的なオノマ

トペの学習を実現させたと見られる。また、「指導型」の指導を受けた初級･中級･上級学習

者はオノマトペ指導に用いられた指導内容、指導法、指導の補助材料などに対して、高い評

価をしていることも明らかになった。 
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Ⅲ 結語 

第 11章 まとめと今後の課題 

11.1 まとめ 

日本語教育におけるオノマトペの扱いがあまり重視されてこなかった現状に対して、本研

究は様々な角度からその重要性を示すとともに、何をどのように指導すべきかを提案するこ

とを目的としている。そして、「何を」については、生の言語資料を基にオノマトペの学習内

容を包括的に提示し、「どのように」については、様々な理論を援用して第二言語習得過程と

オノマトペの特徴を考慮した指導プロセスを提案することを目指した。 

この研究目的に基づいて、学習者の使用実態調査とニーズ分析を行った上で、学習内容と

指導プロセスを構築する必要性を述べた。そして、この学習内容と指導プロセスを構築する

という 2つの主要課題を遂行するために、一連の調査を行った。まず、第 1主要課題を実現

するために、4つの下位課題を解決した。それは、（1）初級･中級･上級レベルをカバーする

程度のオノマトペを選定し、（2）選定したオノマトペのコロケーションをコーパスから検索

した用例に基づいて抽出し、また（3）選定したオノマトペの常用的な意味（「プロトタイプ

的な意味またはそれに近い意味」と高頻度使用意味を包含する）を母語話者を対象とした意

味の調査によって抽出した。さらに 4つ目の下位課題として、（4）オノマトペを初級･中級･

上級レベルに分ける試みを行った。レベルごとの学習内容を用いて第 2の主要課題である指

導プロセスの構築を行った。最後にレベルごとの学習内容を対象に、指導プロセスをふまえ

ながらオノマトペの指導を実践し、学習効果を測定して、学習内容と指導プロセスの有効性

を検証した。本論文においてこの目的がどのように達成されたか、2つの主要課題がどのよ

うに遂行されたか、以下に章ごとにまとめる。 

 

第 1章では、オノマトペに関する研究の動機、目的、課題および理論的枠組みと方法を述

べた。オノマトペは学習者にとって、学習・習得の難関となっている。それは具体的に次の

3つに表れている。第一に、オノマトペを用いるべきところに学習者は母語話者のようにオ

ノマトペを使用できない。第二に、学習者はオノマトペの表徴する意味が理解できず、イメー

ジも正確に喚起できない。第三に、学習者は母語話者のようにオノマトペと結び付く語が想

定できず、省略された共起語を補完できない。このような状況に陥っている原因として、次

の 4つの要素がかかわっていると考えられる。まず、オノマトペそのものは語数が多くて特

に感覚・感情を表す理解しにくい語が多い。それから、この語群に対して学習者の使用して

いる教科書は初級から上級までバランスよく分配しておらず、提示もきちんとしていない。

また教師も指導法を用いて対応せず、学習者自身も適切な学習法が身についていない。この

ような状況に置かれた学習者の学習の難題を解決するために、従来の教科書と指導の代わり

に、理想的な「教材・教科書」と有効な指導プロセスを構築する必要があることを論じた。

理想的な「教材・教科書」があってはじめて、教師はそれに対応した有効な指導法を用いて

本格的な指導を行えるようになる。そして、このような環境に置かれた学習者は学習を積み

重ねていくうちに、徐々に自律的な学習法が身に付くようになる。よって、オノマトペの学

習内容とその指導プロセスを構築することを 2つの主要課題として扱おうとした。 

2つの主要課題の解決にあたっては、種々の理論を援用した。まず、1つ目の課題である学

習内容の構築は 2つの段階から構成される。基礎段階では形態論や統語論、意味論に従って、

オノマトペの選定、選定したオノマトペのコロケーションの確定、オノマトペの基本的な意

味と高頻度使用意味の抽出を行った。構築段階では、オノマトペの習得が促されるのを目指

して、インプット処理理論、認知言語学のカテゴリー理論および認知心理学の改訂階層モデ

ルを援用して、オノマトペの学習内容を形式と意味を結び付けるように、形式（オノマトペ
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の語形＋プロトタイプ的コロケーション）、意味（プロトタイプ的意味またはそれに近い意味）、

使用例という形に構築したうえでカテゴリー化し、オノマトペ間の関連性によって概念ごと

に細分化を試みた。 

次に、指導プロセスは語彙習得のプロセスと第二言語習得のプロセスから構築している。

指導プロセスは、第二言語習得理論を軸に、VanPattenのインプット処理理論（IP）と処理

指導（PI）、認知言語学理論、認知心理学モデル、統語論と意味論などに基づいて、インプッ

ト、インテイク、アウトプット/インタラクションに分けた学習者の学習・習得プロセスとそ

のプロセスに合わせて行う教師の指導プロセスという 2つの部分から構成される。また、一

つ一つのオノマトペの意味をどの順序で導入するかという点については、学習者の語彙習得

の特徴や習得に影響を与える要因などを考慮して決められた一定のプロセスがある。つまり、

一般的な指導プロセスの流れの中に、オノマトペの意味の導入プロセスが入っているという

ことである。このオノマトペの意味の導入プロセスは、プロトタイプ的意味またはそれに近

い意味から高頻度使用意味へと展開するように設定している。また、類義語との共通点と相

違点の考え方を教え、さらに「プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」とその他の意味

とのスキーマを意識させることによって、教室では扱わないその他の意味を推測できるよう

に支援する。 

 

 第 2章では、オノマトペに関する先行研究を概観し、その問題点をまとめた上で、議論の

枠組みと観点における本研究と従来の研究との違いを示し、本研究の位置づけを示した。こ

こで筆者が目指したことは、先行研究の知見をまとめることを通じてオノマトペの学習・習

得を妨げるオノマトペ自体の要因またその要因に対応する言語学的な記述説明および教育学

的な解決方法と対策を吟味し、日本語教育における本研究の位置づけを示すことであった。 

 そのために、まずオノマトペの特徴を分析した。言語記号としてのオノマトペは言語によっ

て音象徴における音形と意味との有契性が異なっている。筆者は「ガアガア」「ビュウビュウ」

「ドキドキ」という「声、音、音/状態」を表すオノマトペを対象に行った調査の結果から、

日本語、韓国語、中国語は英語、ロシア語、フランス語、ドイツ語より音形と意味との有契

性が強いと述べた。また、言語間における擬音（擬声）語から擬態（擬情）語へと類似性あ

るいは共通性が薄らいでいく。日本語の擬態（擬情）オノマトペに当たる言語間の対応状況

はそれぞれ異なっている。中国語では日本語の擬態オノマトペに対応する言葉がオノマトペ

から形容詞に変わっている。このように、学習者の母語体系には日本語のオノマトペに対応

する音象徴語がないことは、オノマトペの学習を妨げる難点の 1つになると分析した。これ

をきっかけに、オノマトペの難点、また第二言語学習者の立場からオノマトペの難題を分析

し、その解決案を探り出そうとした。そのため、オノマトペに関する先行研究を取り上げ、

日本語、中国語、また両言語の対照研究からそれぞれオノマトペの特質・特徴をまとめた。

日本語オノマトペの特徴を定義、種類、形態的・統語的・意味的特徴から探り、また中国語

オノマトペの定義、種類、形態的・意味的特徴をまとめ、日中オノマトペに関する対照研究

を概観した。その上でオノマトペ教育に関する提案や調査、実験などの代表的な先行研究を

まとめつつ、それぞれのあらましを整理した。オノマトペの教育に関する先行研究が数少な

い中、その提案や調査および実験の結果は本研究にとって大いに参考になるものであった。

一方、従来のオノマトペの指導における枠組みの問題、学習内容の問題、指導法の問題、指

導に関する調査の問題が浮かび上がった。こういった問題点を解決するために、本論に入っ

た。 

 

 本論は第 3章から第 10章までで、3部からなる。第一部は第 3章と第 4章で、学習者に対

してオノマトペの使用実態調査とニーズ調査を行った。その結果からオノマトペの学習内容

を構築する必要性があることを示した。第 2部の第 5章から第 8章までは第 1主要課題の学
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習内容を構築するための調査とレベルわけを行った。第 3部の第 9章と第 10章では構築した

学習内容から重要な指導法を明らかにした。以下、章ごとにまとめていく。 

 

 第 3章ではオノマトペの習得状況をより詳しく見るために、オノマトペに対する意識、オ

ノマトペのイメージ喚起、オノマトペに対する理解、オノマトペの使用という 4つの側面を

探る課題を設定して調査を行った。オノマトペに対する意識の調査は 2つの内容に分けて実

施した。内容①の学習が難しく思われる項目では、「オノマトペ」が 1位となっている。内

容②のオノマトペの難点については「に∕と＋する∕なる」「目的語になる」「連体修飾語にな

る」「連用修飾語になる」「人の心理状態や痛みなどの感覚を表す」「省略されたオノマトペの

復元方法」に集中している。因子分析の結果、それぞれ 3つの主成分と 4つの主成分を抽出

した。内容①の 3つの主成分は「総合評価」、「意味に対する理解と解釈」、「用法上の制約」

によるオノマトペの難しさが意識されたと解釈できた。内容②は「文末・文中における述語

あるいは連体修飾語、連用修飾語として用いられる用法上の難点」、「語形と意味との連合が

できない」、「オノマトペが省略される構文の難点」、「助詞（と/に）や動詞（（する/なる）を

含める）などの固定した共起語が想定できない」と解釈できた。 

 次にオノマトペのイメージに関する 2つの調査では、「ゴロゴロ」と「バラバラ」に対す

る個別のオノマトペのイメージ喚起に関する調査から、学習者は母語話者とかなり違ってい

ることが分かった。また、2つ目の関連性のあるオノマトペに対する調査から、正しく演じ

たオノマトペでも正確に解釈できなかったことが分かった。つまり、オノマトペをきちんと

身につけていないことを明らかにした。この 2つの調査を通して、学習者は個々のオノマト

ペと関連性のあるオノマトペに対するイメージ喚起がおおむね間違っていることが分かった。

つまり、学習者が母語話者のように、オノマトペを理解していないことが裏付けられたので

ある。 

 また、オノマトペに対する理解に関する調査は小説、童話、ドラマという 3 つのジャンル

に分けて、それぞれ 2 回調査を行った。結果から見ると、理解できなかったオノマトペの語

数は第 1 次調査より第 2 次調査の方がみな上回った。特に、最も理解できたものの方は増幅

が大きい。しかし、回答者が理解したと答えた場合の訳文をチェックすると、理解できたと

思われたものが本当は理解できていないことが分かった。そして、小説、童話、ドラマに現

れた誤訳はオノマトペを訳さなかったことに起因していると推測できた。そこで誤訳のオノ

マトペの特徴を考察すると、「擬音・擬声」オノマトペより「擬情・擬感・擬容・擬態」オノ

マトペに誤りが集中している。つまり、「人間」に関わるオノマトペに対する理解ができてい

ないことである。さらに、回答者が理解できないと回答した原因を統計した結果からみると、

「オノマトペそのものを知らない」が最も重要な原因で、続いて「オノマトペが表徴する意

味が分からない」「オノマトペと共起する語が分からない」という順であった。 

 最後に、オノマトペの運用に関する調査は翻訳、作文、会話という 3つの形で実施した。

調査の結果または調査を実施した時の場面から、「オノマトペの間違いが多かった」、「オノマ

トペの質問にすぐに対応できなかった」などの困惑が観察できた。そしてそれは主に「人間」

に関わるものに集中していることも明らかになった。 

 これらの調査結果をまとめると、学習者にとって、「オノマトペを知らない」、「その意味が

分からない」、「共起する語も分からない」ため、誤用、誤訳、誤答などをたくさん生み出し

たと推察できた。 

  

 第 4章ではオノマトペは学習ニーズになっているかどうか、オノマトペを学習対象にした

いかどうかを学習者のオノマトペに対する学習ニーズ調査などの一連の調査によって明らか

にした。ニーズ調査は学習目的、使用場面、学習内容、学習方法という 4つの調査からなっ

ており、レディネス調査は既習のレディネスと学習過程における伸長程度に関するレディネ
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スに分けて実施した。さらに、学習条件調査で学習者の背景情報、時間的条件、学習者自身

の学習方法も明らかにした。 

筆者は日本語専攻の学習者を対象にオノマトペ学習のニーズに関して 2 年にわたって調査

を行った。2回の調査結果から、オノマトペの学習が学習者にとって難しいため、強化して

ほしいという情報を得た。つまり、学習者はオノマトペを 1つの学習対象として学習したい

というニーズが非常に高まっていることが分かった。そして、「読む・見る」「聞く」とい

うインプットだけでなく、「話す」「書く」のようなアウトプットも学習したいという要望

があった。目的調査では、学習者が「日本人と話す」「日本文化を理解する」「仕事をする」

などの「コミュニケーション」をはかる社会活動においてオノマトペを使用したいと思って

いることが明らかになった。使用場面調査では、学習者が擬音オノマトペと擬声オノマトペ

より擬態オノマトペや擬容オノマトペなどをもっと学びたいという願望があった。具体的に

は、「人間の五感による感覚」、「人間の精神状態と心理状態」、「人間の行動と動作」に関連す

る日常生活の「衣食住」や「喜怒哀楽」の「感覚・感性・感情」を表す場面にふさわしいオ

ノマトペを用いて適切に対応したいというニーズがあった。これらを実現するために、学習

者は「意味や用法など」を教師に詳しく説明してほしいと思っている。つまり、オノマトペ

の学習を教師に頼っていることが明らかになった。また、教科書の提示について、「共起語、

意味・用法、語釈・中国語訳」をつけてほしい。すなわち使用している教科書を改善してほ

しい、教科書に出現するオノマトペをより詳細的に記述してほしいという願望であった。さ

らに、オノマトペの「類義語、典型的な共起語、典型的な意味」を勉強したいというニーズ

もあった。よって、これらの学習者のニーズにこたえるように、オノマトペの学習内容を構

築する必要があると判断した。 

オノマトペに対する既習レディネスを分析するために到達度テストを、学習過程における

伸長度のレディネスを図るために熟達度テストを実施した。その結果から、同一被験者が同

一レベルのテスト問題に対する調査前と調査後の対応が著しく変わったことと、調査を実施

した後の学習者自身の学習方法の処理と学習時間の配分も合理的になったことが分かった。

学習活動において学習者が最も「生のオノマトペ」、「文法（共起）の規則」を学習したいこ

とと、「作文などの書くこと」より「会話のような話すこと」を中心に学習したいことを明ら

かにした。学習形態は少人数より多人数の形が求められている。学習方法は授業で生の教材

を使って学習したいということも分かった。このように、オノマトペの学習はただ辞書や参

考書に頼るものではなく、より体系的な教材やより科学的な学習方法に依存してはじめて学

習が実現されることを一連の調査によって明らかにした。 

 

 第 3章と第 4章の調査と考察から、オノマトペの学習・習得困難に関わる要素の 1つであ

る教科書の不備を補うための学習内容を構築する必要性を導き出した。また、体系的な学習

内容の構築とそれに適合する指導法を用いたオノマトペの指導によって習得困難を解決する

ことができることが示唆された。よって、第 5章からオノマトペの学習内容の構築に取り掛

かる。 

  

 第 5章から第 8章までは本論の第 2部である。第 2部では第 1主要課題のオノマトペの学

習内容を構築するための 4つの下位課題を取り上げた。第 5章ではオノマトペを選定し、第

6章では選定したオノマトペのコロケーションをコーパス調査で抽出し、第 7章では選定し

たオノマトペの「プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」を調査で抽出し、第 8章では

前の 3章をふまえて学習内容の組み立てを検討し、その上で初級･中級･上級で教えるオノマ

トペのレベル分けを試みた。次に各章について詳しく述べる。 

 

第 5章では、第 3章の使用実態調査と第 4章のニーズ調査の結果によって分析したオノマ

トペの学習を妨げる要因の 1つである「日本語教育で扱われるオノマトペが少ない」という
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現状に対して、日本語教育におけるオノマトペの数を初級・中級・上級をカバーする程度ま

で拡充することに重点をおいて、オノマトペの主要パターン、オノマトペの使用頻度と出現

回数を調査し、日本語教育で教えるオノマトペの選定を試みた。まず、日中で出版されたオ

ノマトペ辞書 8種を用いてオノマトペの語数を調べ、次に、その中の一つである『暮らしの

言葉』を取り出して、『分類語彙表』と「現代雑誌」と照らし合わせて、オノマトペの主要パ

ターンを語数と語形によって決定した。その結果、主要パターンを ABAB型、Aッ Bリ型、AB

リ型、ABッ型、ABン型という 5パターンと認定した。その上で書き言葉コーパス「現代雑誌」、

話しことばコーパス「BTSJ」、試験問題「旧 JLPT」、日本で使用されている日本語教科書、中

国で使用されている教科書という 5種の調査資料を対象に主要 5パターンのオノマトペの使

用頻度と出現回数を調査した。5種の調査資料はオノマトペの実際使用を反映する書き言葉

と話し言葉および日本語教育分野での扱い方を反映する日中日本語テキストと日本語試験問

題をほぼ網羅していると考えられる。 

5種の資料に対する調査方法として、実際使用を重視する観点から、「現代雑誌」と「BTSJ」

に対しては延べ語数（使用頻度）を、日本語教育関係資料 3 種に対しては、異なり語数を採

取した。また、各種資料における出現資料数も調べ、単一の資料にのみ出現するというよう

な使用分野の偏りがないかどうかという観点も取り入れた。そして、上記の使用頻度/出現回

数と出現資料数を計算式によって数値化して、調査資料全体における各オノマトペの重要度

を客観的に示すことにした。得られた数値をもとに本稿ではオノマトペの日本語教育におけ

る扱いを 4つの基準に区分して、それぞれを「優先使用語彙」「使用語彙」「理解語彙」「参考

語彙」とした。選定基準として使用頻度/出現回数と出現資料数という 2 つの観点を掲げて、

日本語教育で「使用語彙」として教える語彙は使用頻度/出現回数と出現資料数が共に複数（2

以上）であることを条件とした。また、その中で、特に使用頻度/出現回数が 3以上、出現資

料数 2以上の語彙を「優先使用語彙」とした。 

本稿はオノマトペを拡充することに主眼があり、また選定したオノマトペの学習内容を構

築し、実際の指導に取り入れることを出発点としてオノマトペの選定を行ったため、「優先

使用語彙」180語、「使用語彙」65語、「理解語彙」41語、「参考語彙」221 語と選出した。そ

のうち、本研究で扱う「参考語彙」以外のオノマトペ 286語は、ABAB型 178 語、Aッ Bリ型

54語、ABッ型 25語、ABリ型 16語、ABン型 13語の分布である。 

 

 第 6章では第 4章の調査から得られた「オノマトペの典型的な共起語を提示してほしい」

という学習ニーズに応えるために、第 5章で選定したオノマトペ 286語のコロケーションを

BCCWJを用いて調査した。調査に当たって、それぞれオノマトペの後方（キーから）1語から

10語までの設定で品詞ごとの検索を行い、用例を採集してチェックしたうえで成立した共起

関係からオノマトペと共起するコロケーションを取り出した。 

コロケーションに関して様々な定義があるが、本稿は国広（1985）に従い、オノマトペの

コロケーションをゆるい連語と固い連語という両方を扱った。つまり、「ユックリ（と）歩

く」と「グッスリ（と）寝る（眠る）」の両方を本稿でオノマトペのコロケーションとして

扱った。前者は「ユックリ」が「歩く」という動詞と結び付くほかに、「食べる」「話す」

などの動詞との組み合わせも考えられる。また、後者は「グッスリ」が「寝る（眠る）」と

いう「睡眠」に関連する動詞としか結び付かないという特徴から、固い連語としてみなした。 

 コロケーションに関する調査の結果を統計して分析したところ、オノマトペにかかる共起

語はオノマトペの後方 1語、2 語、4語検索で得られた比率が最も高かった。助詞との共起で

は、5パターンとも高い頻度を示した。そのうち、ABリ型が最も高く、つづいて ABAB型、ABッ

型、Aッ Bリ型、ABン型であった。助動詞との共起では、比率が低くなる傾向を示した。Aッ

Bリ型が最も高くなるのに対し、ABリ型は 1例も現れていなかった。ほかの 3パターンもか

なり低い比率にとどまっている。動詞との共起においては、Aッ Bリ型が最も高い比率を占

めている。続いて ABAB 型、ABリ型で、ABッ型と ABン型は用例がなかった。このデータから
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分かるように、ABッ型と ABン型は他の 3パターンと違って、直接動詞と結び付かないこと

が明らかになった。 

 コーパスを用いてオノマトペのコロケーションを調査した目的は、本稿が構築しようとす

る日本語教育で教えるオノマトペの学習内容にこのコロケーションを組み入れることにある。

コーパスを用いた調査によって実際にどのような共起語が日本語母語話者によって使用され

ているのかを明らかにした。本章では、特に、語数が最も多くて、また用法も多くて複雑に

振舞う ABAB型オノマトペの中から、「はらはら」という語を具体的な例として取り扱った。

学習者は「ハラハラ」については「成り行きを危ぶんで気をもむさま」を表す意味とその場合

の「する」との共起しか知らないということが調査でわかっている。「小さいものや軽いものが、

静かに続けて落ちるさま」を表す「涙をハラハラ（と）落とす/零す」「花びらがハラハラ（と）

散る」などの意味・用法は習得していないのである。そこで、「ハラハラ」を対象に、コーパスを

用いてオノマトペの後方（キーから）「1語＋動詞」、「2 語＋動詞」、「4語＋動詞」で検索を行い、

用例を採集して確認をし、共起関係を判断し、オノマトペとかかる共起語を抽出した。その結果、

最も高い頻度を示したのは 1 語設定では「する」、2語設定では「落涙する」、4語設定では「（涙

を）零す」であった。この結果により、「ハラハラ」は主として「ハラハラする」と「ハラハラと

落涙する」「ハラハラと涙を零す」という 2 つの意味を表すことが分かった。また、この 2 つの重

要な意味を表すには「ハラハラ＋する」と「ハラハラ＋と＋動詞（句/節）」という共起パターン

が必要不可欠である。 

そこで、「ハラハラする」と混同しやすい「ハラハラした」と「ハラハラしている」のテンス・

アスペクトについて考察した。「ハラハラする」には「未来」「現在」というテンス的意味が

あり、「現在」を表す「ハラハラする」には「習慣」を表す用法もある。また、「ハラハラ

している」との区別は、「娘の初舞台を見てはらはらする」は、発話時の「緊張・心配」を

表すのに対し、「はらはらしている」は発話の前から「緊張・心配」という感覚をおぼえ、

その感覚が発話時点まで続いているという点で区別がついた。 

また、「ハラハラと」と共起する動詞あるいは動詞を含んだ句・節では、プロトタイプ的コ

ロケーションを「散る/落ちる/零れる」に特定した。さらに文レベルからみると、主語・目

的語は涙や花びらや葉などの小さくて軽いものに集中している。そこで国広（1982: 202-205）

の呼応の作業原則に即して、「ハラハラと」と結び付く動詞の意義特徴を考察した。それらの

動詞には主語や目的語によって、「散る」「落ちる」など「揺れ」の意味を持つ語が見られた。

例えば、「花びら」や「葉」の「ハラハラと落ちる」に「揺れ」が伴っているように、「ハラ

ハラと」頬を伝って落ちる涙の筋は揺れている。さらに、「ハラハラと」は「震える」や「剥

がれる」「振り掛ける」などの動詞と結び付くことでメタファーによる意味拡張があることを

考察した。 

「ハラハラする」や「ハラハラと」と共起する動詞または句・節に関する考察から、オノ

マトペ研究の示唆を得た。まず、オノマトペが「する」との共起においては、その「する」

のテンス・アスペクトの文法特徴を考察することができる。「オノマトペ＋する」はル形で

「現在」「未来」「習慣」、テイル形で「継続」「結果」として研究されてきたが、実際に

は例外あるいは考慮外の場合もありうるため、それぞれ大量な用例を用いて分析する必要が

ある。オノマトペと共起する動詞を想定するには、国広（1982: 204）が述べた主語あるいは

目的語の意義特徴を観察して、その意義特徴と関連的な意味を持つ動詞から特定することも

考えうる。最後に、同一動詞と共起するオノマトペは主語あるいは目的語によって異なるこ

と、つまり、主語あるいは目的語の意義特徴によってオノマトペを選択できるということを

示した。 

 

 第 7章はオノマトペの意味を辞書によって学習する問題点を考慮し、母語話者を対象とし

た 3つ以上の意味を持つ多義オノマトペの基本的意味と高頻度使用意味に関する質問紙調査

を行った。  

http://kotobank.jp/word/%E9%9D%99%E3%81%8B
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 学習者に多義オノマトペの「生きた意味」を提供するために、いわば、学習者のニーズに

応えるために、本稿は母語話者を対象に多義オノマトペの意味に関する調査を行った。その

結果、基本的な意味と高頻度使用意味は必ずしも一致するとは限らないことが明らかになっ

た。基本的な意味は質問紙中の意味 1に集中しているのに対して高頻度使用意味にはバラつ

きが現れている。しかし、母語話者がよく使用する意味として選んだ意味のうちの二義まで

の高頻度使用意味には、そのどちらかに基本的な意味がほぼ含まれていることも分かった。

そこで、基本的な意味を「プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」であるとし、2つの

高頻度使用意味のうち基本的な意味ではなかった方のものと、この「プロトタイプ的意味ま

たはそれに近い意味」とを合せて本研究では「常用的な意味」とした。そして、この常用的

な意味を第 10章のオノマトペ指導に用いた。その際に、「プロトタイプ的意味またはそれに

近い意味」を中心にその他の意味への意味拡張のプロセスも、多義オノマトペの意味拡張の

認知メカニズムとして指導した。 

 

以上、第 5章から第 7章までの 3章で学習内容の構築に必要な 3つの下位課題を解決した。

それらの結果を基に、第 8章では本研究で提案しようとする学習内容をふまえて、学習者の

レベルに即して初級・中級・上級で学習すべきオノマトペのレベル分けを試みた。 

 

第 8章はオノマトペの学習内容を構築する試みとして、オノマトペのプロトタイプ的コロ

ケーションのシソーラスとプロトタイプ的意味またはそれに近い意味のシソーラスをそれぞ

れ構築した。そして、それらを組み合わせた学習内容に対して、さらにレベル分けを検討し

た。その際、オノマトペの学習内容を適切にレベル分けするために、まず、学習者のレベル

の定義を行った。学習者のレベル分けは、本研究でオノマトペ指導を実践した筆者の勤務校

の学習者を対象に、学習時間と旧 JLPTの認定基準に基づいて行い、初級・中級・上級の 3レ

ベルを定義した。 

オノマトペのレベル分けは、上記の初級・中級・上級学習者の学習ニーズと新 JLPTの出題

方針に対応すべく、初級レベルのオノマトペを拡充する方向で行った。レベル分けは中国で

使用する「教科書」、ヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の Can-doの 6つのレベルと JF日

本語教育スタンダード 2010の Can-doの 4つのレベルを基準にオノマトペを初級・中級・上

級という 3つのレベルに分けたうえで、新 JLPT の認定の目安を参照してレベル分けの結果を

判定し、さらに「現代雑誌」と「BTSJ」の使用頻度によって 3つのレベルを調整した。 

具体的には、CEFR Can-doの例示的能力記述文に当てはめて想定したオノマトペを A1から

C2までの 6つのレベルに分け、その上、JFスタンダード Can-doの例示的能力記述文に想定

したオノマトペを A1 から B2までの 4つのレベルに分けた。この 2つの基準において、A1と

A2（A2.1と A2.2を含める）に入ったオノマトペを初級に、B1（B1.1と B1.2 を含める）と

B2（B2.1と B2.2を含める）に入ったのを中級に、CEFRの C1と C2に入ったのを上級に分け

た。レベル分けの結果を判定するために、新 JLPTの認定の目安を参照して、N5と N4に該当

するものとして A1と A2（A2.1と A2.2を含める）を初級に、N3と N2に該当するものとして

B1（B1.1と B1.2を含める）と B2（B2.1と B2.2を含める）を中級に、N1に該当するものと

して C1と C2を上級に判定した。最後に、「現代雑誌」（書き言葉コーパス）と「BTSJ」（話し

言葉コーパス）の使用頻度によって調整を行った。 

 

第 9章と第 10章は本論の第 3部である。第 3 部では上記第 1主要課題にかかわる 4つの下

位課題を解決したことにより、第9章でオノマトペの指導法のために言語学的な考察を行い、

第 10章でレベルごとにオノマトペの学習内容と項目を用い、本研究の第 2主要課題であるオ

ノマトペの指導プロセスを取り入れて実践的指導を行った。このインプットとインプット処

理指導を重視する指導プロセスによる学習効果を調査するために、効果測定によって検証を

行い、指導の結果を明らかにした。 
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第 9章はオノマトペ指導にかかわる指導法を言語学的理論に基づいて検討を行った。オノ

マトペのプロトタイプ的コロケーション、多義オノマトペのプロトタイプ的意味またはそれ

に近い意味と意味拡張、イメージ喚起および類義オノマトペの使い分けをオノマトペ学習の

最も注意すべき項目として指導を行うべきと主張した。そのためにプロトタイプ的コロケー

ションを抽出する理論と方法を紹介し、多義オノマトペの意味拡張にかかわるメタファー、

メトニミー、共感覚的比喩を検討し、意味拡張のプロセスを分析した。オノマトペ学習に関

わる補助的な内容として類義オノマトペの意味分析の方法およびその類義オノマトペのシソー

ラスの試案を整理した。さらに、オノマトペの学習にも指導にもかかわるイメージ・スキー

マの認知メカニズムならびにイメージ喚起のためのシソーラスを作成した。 

プロトタイプ的コロケーションは認知意味論のプロトタイプという理論に従って、個々の

オノマトペのコロケーションをカテゴリー化し、複数のメンバーから典型的なメンバーを特

定し、オノマトペのプロトタイプ的コロケーションを規定した。その手順として、まず、コー

パスから収集した用例の基本パターンの共起関係を判定し、共起語を頻度の高いほうから取

り出し、その典型性を定め、中心メンバーを特定し、プロトタイプを抽出した。 

多義オノマトペのプロトタイプ的意味またはそれに近い意味は国広（2002）の理論に沿っ

て、オノマトペの基本義（中心義）と周縁義を見分けることができた。それにより多義オノ

マトペの意味拡張のプロセスを認知メカニズムとしてプロトタイプ的意味またはそれに近い

意味による分析が可能となった。また、意義特徴を分解することによって、類義オノマトペ

の共通点と相違点を分析することもできるようになった。 

 

第 10章はこれまでの考察をベースに、学習内容と指導プロセスを構築した。構築した学習

内容と指導プロセスをそれぞれ初級・中級・上級の教室活動に取り入れ、学習効果を測定し、

その有効性を検証したものである。第二言語習得理論とインプット処理理論によって組み立

てた学習内容の構築においては、本稿は VanPattenが提案した IP(インプット処理理論)の「形

式・意味結びつけ原則」と「解析」に従って、オノマトペをそれぞれ形式（オノマトペの語

形＋オノマトペのコロケーション）・意味（プロトタイプ的意味またはそれに近い意味）・使

用例という形にした上で、認知言語学のカテゴリー理論に沿ってカテゴリー化した学習内容

を構築した。その上、初級で扱うオノマトペをすべて用いた中国語のストーリーを編成した。

また、初級･中級･上級オノマトペの学習内容をカテゴリー化した上で概念ごとに区分した。 

指導プロセスの構築においては、オノマトペの指導プロセスをインプット、インテイク、

アウトプット、インタラクションに設定している。その上で VanPatten(1996、2004、2008)

を中心に提唱された処理指導（processing instruction:IP）による第二言語習得の効果をオ

ノマトペの習得にも実現させるために、インプットを知覚されたインプットと理解されたイ

ンプットに分けた。VanPatten(1996: 4-8)によれば、意味のあるインプットが第二言語習得

に不可欠で重要なものであると指摘している。本研究は「知覚されたインプットから理解さ

れたインプットへ変わる」段階と「理解されたインプットからインテイクへ変わる」段階に

おける教師の関与を重要視している。前の段階では、教師はレベルごとに幾つかの指導法と

教授法を組み合わせて有機的に統合した形の指導を試みた。また、語彙習得過程に準じて、

オノマトペの「プロトタイプ的意味またはそれに近い意味」から扱い、その段階でコンテク

ストに依存した当該オノマトペの基本的なイメージを覚えさせるようにした。その次に、プ

ロトタイプ的意味またはそれに近い意味を中心に抽出した当該オノマトペのスキーマや、ま

た意味拡張における意味の隣接性などの説明を用いて、一番目に指導したプロトタイプ的意

味またはそれに近い意味と関連付けるように二番目に扱う高頻度使用意味の指導を行うよう

にした。さらに、類義オノマトペの習得を目指して、個々のオノマトペのプロトタイプ的意

味またはそれに近い意味を基に、スキーマと意義特徴から共通点と相違点を指導した。オノ

マトペの意味が理解できた段階では、教師は学習者の形式と意味のマッピングを強化させる
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ために、処理指導（PI）を行った。処理指導は学習者に意味のある言葉を聞いたり読んだり

させて、それを処理する活動を通して学習者の注意を言語項目に向けさせるインプット基盤

の指導方法である。これによりインテイクが強化され、目標オノマトペの形式と意味を学習

者の中間言語体系に組み入れる支援となるのではないかと考える。 

このような学習内容と指導プロセスを取り入れて指導した初級・中級・上級の調査 2 組（指

導型）の学習者は、統制群（従来型指導法）と調査 1 組（辞書型学習法）の学習者よりオノ

マトペの習得が進んだことを効果測定で明らかにした。指導前の事前テストに比べて、指導

後の直後事後テストでは 3 つのレベルのそれぞれの指導型クラス（調査 3 組）はみな成績が

伸びたと示した。これに対して、前後のテストの差に対するｔ検定によって、統制群は有意

差が見られないことがわかった。一方、調査 1 組と調査 2 組の前後のデータを統計的に検討

してみると有意差（P<0.05）があることが分かった。つまり、統制群は指導後が指導前より

学習が進んでいるとはいえないのに対し、調査 1 組と調査 2 組は指導後が指導前よりオノマ

トペの学習が進んでいると判断した。また、分散分析によって、統制群、調査 1 組、調査 2

組は学習/指導前の事前テストの平均値には統計分析の結果、有意な差がないと判定できた。

つまり、指導前同一レベルの学習者がそれぞれ異なったオノマトペの学習を通して、指導後

に顕著な差が見られたということである。さらに、本稿では、調査 2 組が調査 1 組より指導

効果における有意差が高く現れたため、調査 2 組を対象に、指導後にその効果が保持できる

か否かを明らかにするために、2 ヵ月後に調査 2 組に対して遅延事後テストを実施した。そ

の結果、各レベルとも有意差がないことが分かった。つまり、指導群の各レベルで学習効果

が保持できたということである。よって、本稿の学習内容と指導プロセスを用いた指導は有

効であるということが言えよう。 

 最後に、オノマトペの指導における「従来型」「辞書型」「指導型」という 3 種のやり方

に対する初級･中級･上級学習者による評価から、「指導型」はより効果的・持続的なオノマ

トペの学習を実現できたことがわかった。また、「指導型」の指導を受けた初級･中級･上級

学習者はオノマトペ指導に用いた指導内容、指導法、指導の補助教材などに対して、高く評

価していることも明らかになった。 

 

以上、本稿で提案したオノマトペの学習内容と指導プロセスは学習効果があるという結果

になった。しかし、すべての教室でこのとおりに完全に適用できるかというと疑問も残る。

それは、教育現場では時間的制約もあり、教師の指導能力にも差があるだろうことが予想さ

れるからである。しかし、本稿で提案したような指導内容とプロセスを、また、その考え方

を少しでも教育現場に取り入れてもらえるならば、必ずや学習者のオノマトペの習得に大き

な効果が表れるものと思われる。 

 

11.2 今後の課題 

 今後は今回扱わなかった他のパターンのオノマトペ、指導法および検証法などを課題とす

る。 

 今回はオノマトペの語形と語数によって主要 5パターンを取り出し、ABAB 型 178語、Aッ

Bリ型 54語、ABッ型 25語、ABリ型 16語、ABン型 13語を研究対象とした。今後は本稿で取

り扱わなかった Aっ型（「パッ」、「サッ」など）、Aん Bり型（「スンナリ」、「ノンビ

リ」など）、Aん型（「ポン」、「デン」など）、ABCB型（「テキパキ」、「ジタバタ」）

などについて語彙、コロケーション、プロトタイプ的意味またはそれに近い意味の調査を行

い、これまで構築したオノマトペの学習内容に組み入れ、実際の教育現場でその習得を促進

しようと構想を立てている。 

 また、オノマトペの指導法として取り上げたイメージ・スキーマを更なる考察によって、

個々の多義オノマトペの意味分析と類義オノマトペの分別の仕方を検討したいと考えている。 
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 さらに、第 10章で取り上げた初級・中級・上級のそれぞれの 3群のオノマトペ指導の検証

は今回筆記試験の得点を検定するという量的な方法を用い、ｔ検定と分散分析によって指導

効果があるか否かという結論を得た。しかし、この方法ではなぜ指導効果が得られたか、3

群のうち、なぜ、「指導型」のみ指導効果が顕著であったか、また、ほかの「従来型」と「辞

書型」はなぜ顕著な効果が現れなかったかについての答えは得られない。これらのメカニズ

ムをあきらかにするためには質的な分析、ミクロな分析が必要である。これについては今後

の課題としたい。 
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資料 
資料 1 品詞 9種 33項目の調査表(第 3章) 

1、名詞の中で、難しいと思う項目を選んでください。（     ） 

1 普通名詞（犬、車） 犬がかわいい。車で行く。 

2 固有名詞（富士山、万里長城） 富士山が有名だ。万里の長城に北京にある。 

3 代名詞（私、彼） 私は学生だ。彼は日本人だ。 

4 形式名詞（もの、こと） おいしいものを食べたい。趣味は映画を見ることだ。 

5 転成名詞（帰り、流れ） 帰りは遅くなる。文章の流れはいい。 

6 数詞（1個、1キロ） リンゴを 1個ください。1キロ太った。 

2、助詞の中で難しいと思う項目を選んでください。（     ） 

7 係助詞（は、こそ） これは本だ。今こそ実行すべきだ。 

http://baike.baidu.com/view/22667.htm
http://baike.baidu.com/view/22667.htm
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8 格助詞（が、を、に） 川が流れる。ご飯を食べる。図書館にいる。 

9 副助詞（ほど、ぐらい） 李さんほど背が高くない。このぐらいなら、私にもできる。 

10 接続助詞（のに、つつ） 十分言い聞かせたのに理解していない。成績が向上しつつある。 

11 終助詞（な、かしら） 言うな。行くかしら。 

3、動詞の中で、難しいと思う項目を選んでください。（     ） 

12 五段動詞（買う、遊ぶ） パソコンを買った。明日試験だから、今日は遊べない。 

13 一段動詞（見る、食べる） ちゃんと見てください。食べたくないなら、食べなくてもいい。 

14 サ変動詞（勉強する、旅行する） 勉強した方がいい。旅行するのがいい。 

15 カ変動詞（来る） 来ないでください。来てもいい。 

16 自動詞（落ちる、流れる） 葉が落ちた。水が流れている。 

17 他動詞（入れる、開ける） 箱に入れてもいい。ドアを開けてください。 

18 複合動詞（仕込む、押し合う） 娘に行儀作法を仕込む。出口で押し合って怪我をした。 

19 補助動詞（ている、ていく） 本を読んでいる。川が流れていく。 

20 
助動詞（れる、られる、せる、させ

る） 
日記を読まれた。母を喜ばせるために 100 点取った。 

4、形容詞の中で難しいと思う項目を選んでください。（      ） 

21 属性形容詞（長い、高い） 指が長い。背が高い。 

22 感性形容詞（悲しい、せつない） 親と離れ離れになって、悲しい。切ない恋でもしたい。 

23 
ナ形容詞（形容動詞：好きだ、嫌い

だ） 
あの人が好きになった。嫌いな人に話をかけられるのも嫌だ。 

5、副詞の中で難しいと思う項目を選んでください。（      ） 

24 状態副詞（ときどき、すぐに） ときどき 1人で旅行をしたい。すぐに返事ができない。 

25 程度副詞（とても、ずいぶん） 
人間の感情がとても複雑だ。私はこの 23年間ずいぶん苦労し

た。 

26 陳述副詞（決して…ない） 今日のことを決して忘れられない。 

27 オノマトペ（キラキラ、ガタガタ） 星がキラキラと輝いている。寒さで歯がガタガタする。 

6、代名詞の中で難しいと思う項目を選んでください。（      ） 

28 指示代名詞（そこ、あれ） そこを少し直してほしい。あれは若者たちの夢だ。 

29 人称代名詞（私、あなた） 私は中国人だ。あなたはどこの国の人なの。 

7、以下の項目の中で難しいと思う項目を選んでください。（     ） 

30 接続詞（それにしても、もしくは） それにしても来るのが遅い。雨若しくは雪になるだろう。 

31 連体詞（あらゆる、たいした） あらゆる方面を調べる。たいした問題はない。 

32 感動詞（あら、ほら） あら、たいへん！ほら、あそこに飛行機が見えるよ。 

 
資料 2 （第 4章） 

第一部 人間に関するオノマトペ 

1．人間の動作や行為の様子を表わすもの（58語） 

1．「食べる」：ガツガツ、パクパク、ムシャムシャ、モグモグ、モリモリ、ガブッ 

2．「飲む」：グビグビ、クビリ、グイッ、ゴクゴク、チビチビ、ガブガブ 

3．「言う・話す・読む」：ズバリ、ガミガミ、クドクド、ズケズケ、スラスラ、ペラペラ、スパッ 

4．「痛む」：ガンガン、キリキリ、ズキズキ、ズキン、ゾクゾク、チクチク、チクッ、ヒリヒリ 

5．「笑う」：クスクス、ゲラゲラ、ニコニコ、ニタニタ、ニヤニヤ 

6．「泣く」：オイオイ、シクシク、メソメソ、ワアワア 

7．「眠る」：ウツラウツラ、ウトウト、グウグウ、グッスリ、スヤスヤ 

8．「歩く・行く・滑る」：スタスタ、テクテク、トボトボ、ノロノロ、ヨタヨタ、ヨロヨロ、ズルリ 

9．「見る」：ギョロギョロ、ジロジロ、チラチラ、チラッ、チラリ 

10．「愛いしている」：アツアツ、イチャイチャ、デレデレ、ベタベタ、メロメロ 
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2．人間の身体特徴・状態、物事に対応する態度、表情を表わすもの（47語） 

11．「体の特徴」：ボサボサ、ガサガサ、スベスベ、ツヤツヤ、ツルツル、ブヨブヨ、ホッソリ、ボッチャリ、  

        スラリ、ガッシリ、ムッチリ 

12．「遅い動作」：イジイジ、グズグズ、ダラダラ、ノロノロ、ボソボソ、ボヤボヤ、モタモタ、モクモク 

13．「速い動作」：キビキビ、キビン、スラスラ、ハキハキ、グルグル、コツコツ、サラッ、バッチリ、 

        サラッ、グルッ、スクッ、ヒラリ、カラリ 

14．「明確な態度」：キッパリ、シッカリ、チャッカリ、ハッキリ、サッパリ、アッサリ 

15．「他の状態」：ブラブラ、ブルブル、スクスク、ガクガク、カラカラ、クタクタ、クラクラ、フラフラ、 

        ヘトヘト 

3．人間の気持ちや精神状態を表す（47語） 

16．「興奮・緊張」：イソイソ、ウキウキ、ゾクゾク、ソワソワ、ドキドキ、ドキッ、ハラハラ、ワクワク 

17．「不安・不快・卑屈」：オドオド、クサクサ、クヨクヨ、ビクビク、ヒソヒソ、ペコペコ、メソメソ、 

            イライラ、ムカムカ、イヤイヤ 

18．「終わった後の気持ち」：ガッカリ、スッキリ、ギクッ、ギクリ、ビクッ、ビクビク、ケロリ、ケロッ、  

             グサッ、シャアシャア、ズカズカ、ヌケヌケ、ノウノウ、ノコノコ 

19．「困っている」：オドオド、ウロウロ、オロオロ、クヨクヨ、ヒヤヒヤ、マゴマゴ、モジモジ、キョトン 

20．「精神状態」：タンタン、ボウッ、ポカン、ムッツリ、モンモン、スカッ 

第 2部 物事に関するオノマトペ（61語） 

21．「物事の発展態勢と状態」：グングン、ジリジリ、ジワジワ、ドンドン、ポツポツ、メキメキ 

22．「乱雑な、壊れる様子」：クシャクシャ、ゴタゴタ、ゴチャゴチャ、コナコナ、デコボコ、バラバラ、 

23．「ひどい様子」：カサカサ、コチコチ、ドロドロ、ビショビショ、ボロボロ、ガチガチ、ズタズタ 

24．「粘り気・湿り気」：ジトジト、ジメジメ、メルメル、ネバネバ、ベトベト、ムンムン 

25．「食べ物の状態、味」：プリプリ、プルプル、トロトロ、シャキシャキ、サクサク、コッテリ、ピリッ、   

            ピリピリ 

26．「着る、穿く、被る物」：ヨレヨレ、シワシワ、ダブダブ、ピチピチ、ピッタリ、ピタリ、ピタッ、 

             ブカブカ 

27．「触った感じ」：クニャクニャ、グニャグニャ、ゴツゴツ、ザラザラ、フワフワ、フワリ、サラリ 

28．「数、程度、重量」：ギッシリ、ズラリ、ズラッ、タップリ、ドッシリ、ドッサリ、ズッシリ、 

           ギリギリ、スレスレ、ドウドウ、ユウユウ、ラクラク、シブシブ、チョコッ 

第 3部 自然に関するオノマトペ（38語） 

29．「自然界の状態」：キラキラ、ギラギラ、カンカン、コウコウ、サンサン、ソヨソヨ、ピカピカ、 

          ユラユラ、カラッ 

30．「落ちる・流れる・降る」：ザアザア、サラサラ、シトシト、シンシン、チラチラ、チョロチョロ、 

              パラパラ、ヒラヒラ、ボタボタ、ポタポタ、ボロボロ、ポロポロ  

31．「いろいろな音や様子」：カラカラ、ガラガラ、コロコロ、ゴロゴロ、ヒリヒリ、ビリビリ、ブクブク、 

         ポキポキ、カタン、ガタン、ドカン、ガバッ、ガタッ、バキッ、バシッ、パカッ、パクッ 

 

資料 3（第 7 章） 
クルクル（はい いいえ）[       ]     ＜           ＞ 

１物が軽く続いて回るさま。「クルクル（と）回る風車」 

２いく重にも巻きつけるさま。また、まるめるさま。「包帯をクルクル（と）巻く」 

３丸くて愛らしいさま。くりくり。「目がクルクル（と）してかわいい」 

４休まないで身軽に働くさま。「1日中クルクル（と）働く」 

５方針や考えなどが定まらないさま。「クルクル（と）変わる当局の答弁」 

６滞ることなく物事が行われるさま。スラスラ。 

ブツブツ（はい いいえ）[       ]     ＜          ＞ 

１小声でものを言うさま。「いつもブツブツ（と）ひとりごとを言う」 

２不平・不満や小言をいうさま。「陰でブツブツ（と）愚痴ばかり言っている」 

３物が泡立つように煮えたつさま。「豆がブツブツ（と）煮えている」 

４小さな粒や泡がたくさんできるさま。「肌にブツブツ（と）湿疹が出ている」 

５物を細かく切るさま。また、何度も穴をあけるさま。「魚をブツブツ（と）切る」 

６[名]表面にたくさん出た粒状の物。「背中にブツブツができた」 

ブラブラ （はい いいえ） [       ]     ＜          ＞   

１ぶら下がって揺れ動くさま。「両手をブラブラ（と）させる」 

２なすこともなく毎日を暮らすさま。「就職もしないでブラブラ（と）している」 

３あてもなくノンビリ歩きまわるさま。「近所をブラブラ（と）散歩する」 

４[形動]ぶら下がって揺れ動くさま。「切れてブラブラな電線」 
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マジマジ （はい いいえ） [       ]     ＜          ＞   

１目を離さないで一心に見つめるさま。「我が子の寝顔をマジマジと見つめる」 

２なかなか寝つけずにいるさま。また、寝つけないまま、しきりにまばたきをするさま。 

３気遅れして、ハッキリした言動がとれないでいるさま。モジモジ。 

４物に動じないで平然としているさま。シャアシャア。ヌケヌケ。 

ノビノビ （はい いいえ） [       ]     ＜          ＞ 

１（伸び伸び）スクスク伸びるさま。 

２（伸び伸び）押さえられることもなく、ユッタリと落ち着きのあるさま。「ノビノビ（と）仕事をする」 

３物事がてきぱきと進まないさま。グズグズするさま。 

４［名・形動］物事が何度も先に延ばされること。また、そのさま。「雨で試合がノビノビになる」 

ダラダラ （はい いいえ） [       ]     ＜          ＞ 

１液体がたくさん流れつづけるさま。「血がダラダラ（と）出る」 

２道がゆるやかな傾斜になっているさま。「坂道がダラダラ（と）続く」 

３変化の乏しい状態が長く続くさま。「会議がダラダラ（と）長引く」 

４気分などがゆるんでしまりのないさま。「ダラダラ（と）した生活」 

ジリジリ （はい いいえ） [       ]     ＜          ＞ 

１ユックリとわずかずつ確実に進み迫ったり退いたりするさま。ジワジワ。「首位にジリジリ（と）迫る」 

２いらだたしい気持ちがつのって落ち着かなくなるさま。「なかなか電車が来なくてジリジリする」 

３太陽が焼けつくように強く照りつけるさま。「真夏の太陽がジリジリ（と）照りつける」 

４油などの焼ける音を表す。  

５ベルなどの鳴る音を表す。「始業のベルがジリジリ（と）鳴る」 

フラフラ （はい いいえ） [       ]     ＜          ＞ 

１揺れ動いて安定しないさま。「悪路でハンドルがフラフラする」 

２からだに力がはいらないさま。意識がハッキリしないさま。「熱でフラフラする」 

３自覚や目的のないまま行動するさま。「フラフラと誘いに乗る」 

４態度が定まらないさま。「方針がフラフラする」 

５［形動］2 と同じ。「猛練習でフラフラになる」 

ズルズル （はい いいえ） [       ]     ＜          ＞ 

１重い物や長い物をユックリ引きずるさま。「大きな荷物をズルズル（と）引きずる」 

２少しずつ滑り落ちたり、後退したりするさま。「雪の斜面をズルズル（と）滑り落ちる」 

３物事の決まりをつけないさま。「ズルズル（と）返事を延ばす」 

４音を立てて汁を飲んだり、鼻汁をすすったりするさま。また、その音を表す語。「スープをズルズル（と）飲む」 

５［形動］しまりのないさま。物事にだらしのないさま。「痩せてズボンがズルズルになる」 

チラチラ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１小さいものが飛び散るさま。「雪がチラチラ（と）舞いはじめる」 

２小さい光が強まったり弱まったり、また、細かく揺れ動いたりするさま。「漁(いさ)り火がチラチラする」 

３断続して物を見るさま。チラリチラリ。「チラチラ（と）目配せする」 

４物が見え隠れするさま。「面影がチラチラ（と）する」 

５うわさなどが少しずつ、また、時々耳に入るさま。「チラチラ（と）うわさが耳にはいる」 

サラサラ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１物が軽く触れ合う音を表す語。「風が笹の葉をサラサラ（と）鳴らす」 

２浅い川の水がよどみなく軽やかに流れるさま。「小川がサラサラ（と）流れる」 

３つかえずに軽快に進むさま。「サラサラと署名する」 

４物に湿り気や粘り気がなく、乾いた感じのするさま。「サラサラ（と）した髪」 

５［形動］4 に同じ。「サラサラな雪」  

ヒシヒシ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１強く身に迫るさま。切実に感じるさま。「責任の重さをヒシヒシと感じる」 

２すきまのないさま。ピッタリ。「互いにヒシヒシと取り組む」 

３強く押されて鳴る音を表す語。ミシミシ。「足音ヒシヒシと踏み鳴らす」 

４猶予や容赦のないさま。ビシビシ。「ヒシヒシと事定まりぬ」 

５ひたすらある動作をするさま。 

チョコチョコ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１小またで足早に歩いたり走ったりするさま。ちょこまか。また、動作に落ち着きのないさま。「子供がチョコチョコ（と） 

 歩く」 

２物事を簡単に手早くするさま。「目の前でチョコチョコと紹介状を書いてくれる」 

３わずかの間を置いて同じことが繰り返されるさま。「最近チョコチョコ遊びに来る」 

フワフワ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１軽いものが揺れ動いたり、浮いて漂ったりするさま。「カーテンが風にフワフワ（と）揺れる」 

２心が落ち着かないで、うわついているさま。「気持ちがフワフワ（と）している」 

３柔らかくふくらんでいるさま。「フワフワ（と）したソファーに座る」 

４［形動］3 に同じ。「フワフワな羽毛布団」 

５［名］卵を湯の中でとき混ぜた吸い物。 
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ガタガタ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１堅い物が触れ合うときに発する、重くて騒々しい感じで響く音を表す語。また、重く大きい物が揺れるさま。「風でガ 

 ラス戸がガタガタ（と）鳴る」 

２恐ろしさや寒さなどのために、からだが激しく震えるさま。「初舞台の時は足がガタガタ（と）して止まらなかった」 

３騒がしく、落ち着かないさま。また、うろたえ騒ぐさま。「社内は人事問題でガタガタしている」 

４つべこべ文句を言うさま。「ガタガタ言うな」 

５［形動］組み立てが緩んだりして壊れかかっているさま。「入れ歯がガタガタになる」 

ボチボチ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１ユックリ物事にとりかかるさま。また、ある事態に近づくさま。ソロソロ。「ボチボチ出かけよう」 

２水滴などが続けて落ちる音や、そのさまを表す語。 

３小さなものが散らばってあるさま。 

４小声で話すさま。特に、男女が仲むつまじく話すさま。 

５［名］ちらばっている小さい点。てんてん。「背中にボチボチがある」 

６［形動ナリ］男女の仲がむつまじいさま。 

マザマザ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１まるで目の前にあるかのようにハッキリとしているさま。アリアリ。「あのときの事がマザマザとまぶたに浮かぶ」 

２ある事を確かな事実として、身にしみて感じるさま。「自分の力不足をマザマザ（と）思い知らされる」 

３まことしやかに。巧みに。うまうまと。 

ゴロゴロ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１雷鳴のとどろき響く音、また、それに類する音を表す語。「雷がゴロゴロ鳴りだす」 

２大きくて重い物が、音を立ててユックリ転がるさま。また、その音を表す語。「岩がゴロゴロ（と）転がり落ちる」 

３猫がのどを鳴らす声、また、そのような音を表す語。「腹が減ってゴロゴロいう」 

４あちこちに物が雑然と転がっているさま。「石がゴロゴロしている川原」 

５いくらでもあって、ありふれた存在であるさま。「世間にゴロゴロしている話」 

６何もしないで、暇をもてあましているさま。「1日じゅう家でゴロゴロしている」 

７目や腹の中に異物のあるさま。「目の中がゴロゴロして痛い」 

８［名］雷の幼児語。「ゴロゴロが来るよ」 

バタバタ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１物が続けざまに激しくぶつかる音や、そのさまを表す語。 

２物が風に激しくあおられる音、鳥の大きい羽音などにいう。「強風でテントがバタバタ（と）鳴る」 

３人が手足を激しく動かして立てる音にいう。「廊下をバタバタ（と）走る」 

４続けざまに落ちたり倒れたりするさま。「棚の上に積み上げていた本がバタバタ（と）落ちる」 

５あわただしく物事をするさま。また、あわただしいさま。「残りの仕事をバタバタ（と）片づける」 

６［名］オート 3輪、また、オートバイのこと。 

７［名］歌舞伎で、早足・駆け足を強調するツケの打ち方。 

グチャグチャ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１水分を多く含んでやわらかくなったり形が崩れたりしているさま。また、そういうものをつぶしたり、まぜたりしたと 

 きの音を表す語。「グチャグチャした雪どけ道」 

２愚痴や不満などをしつこく言うさま。「グチャグチャ（と）文句を言う」 

３［形動］水気をタップリ含んでやわらかくなったり形が崩れたりしているさま。「ぬれてグチャグチャになった新聞紙」 

４［形動］物事が混乱して、キチンとしていないさま。「グチャグチャに結んだ帯」 

ヒラヒラ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１薄くて軽いものが揺れ動くさま。「花びらがヒラヒラ（と）舞い落ちる」 

２光がひらめいたり、炎が揺れ動いたりするさま。 

３［名］軽くひるがえる薄い物。「レースのヒラヒラのついたブラウス」 

クタクタ （はい いいえ） [       ]     ＜         ＞ 

１物がよく煮えている音。また、そのさま。ぐつぐつ。ぐたぐた。「クタクタ（と）煮える鍋」 

２疲れたり弱ったりして、力の抜けたさま。また、古くなって張りのなくなったさま。 

３細かくなるさま。ズタズタ。 

４［形動］疲れたり弱ったりして、力の抜けたさま。「クタクタに疲れる」 

５［形動］古くなって張りがなくなったさま。「着古して、クタクタになった服」 

６［形動］物が煮えて原形をとどめなくなったさま。「クタクタになるまで煮る」 

グズグズ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１ノロノロといたずらに時間を費やすさま。「借金の返済をグズグズ（と）引き延ばす」 

２ブツブツ不平を言うさま。また、幼児がむずがるさま。「いつまでもグズグズ言うな」 

３天候がハッキリしないさま。「梅雨時のグズグズした天気」 

４物の煮えたつ音。また、そのさまを表す語。 

５［形動］ゆるんでしまりのないさま。また、しまりがなくなり崩れるさま。「帯がグズグズになる」 

６［形動］態度がハッキリしないさま。また、物事にしまりがないさま。 

ヒタヒタ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１水などが繰り返し静かに打ち寄せて軽くものに当たる音や、そのさまを表す語。「ヒタヒタと波が岸辺を打つ」 

２水が寄せてくるように物事が段々と迫ってくるさま。「敵がヒタヒタ（と）押し寄せる」 
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３動作などがすみやかなさま。サッサと。 

４［形動］中の物がやっとつかる程度であるさま。「だし汁をヒタヒタに加える」 

ハラハラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１小さいものや軽いものが、静かに続けて落ちかかるさま。「涙をハラハラ（と）落とす」 

２髪が垂れかかるさま。「後れ毛がハラハラと肩にかかる」 

３成り行きを危ぶんで気をもむさま。「わが子の初舞台をハラハラしながら見守る」 

４多くのものがいっせいに動くさま。 

５物が触れ合ってたてる音を表す語。 

６物がはじけて発する音を表す語。 

カラカラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１堅い物が触れ合って立てる、響きのよい、軽い感じの音を表す語。「高下駄をカラカラ（と）鳴らして歩く」 

２車などが軽快に音を立てて回るさま。「矢車がカラカラ（と）回る」 

３高らかに笑う声を表す語。「カラカラ（と）大笑する」［形動］ 

４［形動］水分がスッカリなくなっているさま。「のどがカラカラに渇く」 

５［形動］器物の中がからで、何もないさま。「財布はカラカラだ」 

パラパラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１粒状のものがまばらに降ったり散ったりする音や、そのさまを表す語。「雨がパラパラ（と）降る」 

２まばらに散らばっているさま。「人家がパラパラ（と）ある」 

３本をめくる音や、そのさまを表す語。「パラパラ（と）ページを繰る」 

４［形動］2 に同じ。「客の入りがパラパラだ」 

ドシドシ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物事が引き続いて起こったり、行われたりするさま。ドンドン。「仕事をドシドシ（と）かたづける」 

２遠慮なく行うさま。「ドシドシ（と）質問をしてください」 

３荒々しく足音を立てる音を表す語。「土足でドシドシ（と）歩く」 

コロコロ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１まるい物、小さい物などが軽快に転がるさま。「まりがコロコロ（と）転がる」 

２ものが容易に倒れるさま。ころりころり。「横綱がコロコロ負けては困る」 

３物事が簡単に転じていくさま。ころり。「話がコロコロ（と）変わる」 

４丸々として、かわいらしいさま。「コロコロ（と）太った赤ん坊」「コロコロした子犬」 

５鈴の音、笑い声、カエルの鳴く声など、高く澄んだ音が響くさま。「少女達がコロコロ（と）笑い転げる」 

スクスク （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１勢いよく成長するさま。「スクスク（と）育つ」 

２樹木などがまっすぐにのびているさま。 

３弱々しく泣くさま。シクシク。 

４勢いよく順調に進むさま。 

ワイワイ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１大声をあげて泣くさま。また、その声を表す語。 

２やかましく騒ぎたてる声や、そのさまを表す語。「ワイワイ騒がしい」 

３うるさく言いたてるさま。また、その声を表す語。やいやい。「ワイワイ言って催促する」 

ポツポツ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物があちこちに少しずつあるさま。「ポツポツ（と）人家が散らばっている」 

２物事が少しずつ行われるさま。また、物事を少しずつユックリ行うさま。「ポツポツ（と）語る」 

３少しずつ雨が降りはじめるさま。「雨がポツポツ（と）降ってきた」 

４〔名〕点々とあるもの。「葉っぱに白いポツポツがある」 

ボソボソ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１低く小さい声で話すさま。「ボソボソ（と）つぶやく」 

２食物の水分がぬけて食べにくいさま。「ボソボソ（と）した冷や飯」 

３［形動］2 に同じ。「ボソボソなパン」 

ツルツル （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物の表面がなめらかで、つやのあるさま。「ツルツル（と）した肌」 

２なめらかで、滑りやすいさま。「雪道がツルツル（と）して危ない」 

３抵抗がなく、速く進むさま。スルスル。「ツルツル（と）そばを食う」 

４ ［形動］1に同じ。「ツルツルな幹」 

５ ［形動］2 に同じ。「ツルツルな廊下」 

ポンポン （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１続けざまに物を軽くたたく音や、そのさまを表す語。「つづみをポンポン（と）鳴らす」 

２続けざまに物が破裂する音を表す語。「ポップコーンがポンポン（と）はじける」 

３勢いよく次々と物事が行われるさま。「ビールの口をポンポン（と）開ける」 

４勢いよく続けざまに、または遠慮なくものを言うさま。「批判の言葉がポンポン（と）出る」 

５［形動］腹などがいっぱいになってふくれるさま。「ごちそうでおなかがポンポンになる」 

６［名］腹をいう幼児語。ぽんぽ。「ポンポンが痛くなる」 

グラグラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 
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１物が揺れ動いて安定しないさま。また、事柄や気持ちなどが動揺するさま。「歯がグラグラする」 

２湯などが煮え立つさま。「鍋の湯がグラグラ（と）煮え立つ」 

３めまいがして倒れそうになるさま。クラクラ。「2日酔いで頭がグラグラする」 

４［形動］揺れ動いて、安定しないさま。「古びてグラグラないす」 

シゲシゲ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物事が、たび重なるさま。たびたび。何度も。「その店へシゲシゲ（と）足を運ぶ」 

２物をよくよく見るさま。ジッと。つくづく。「相手の顔をシゲシゲ（と）見つめる」 

３ドンドン。グングン。 

４［形動ナリ］頻繁なさま。 

ゴタゴタ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１雑然として秩序のないさま。ゴチャゴチャ。「美辞麗句をゴタゴタ（と）並べる」 

２混乱や争いが起こっているさま。「会社の中が人事問題でゴタゴタ（と）している」 

３［名・形動］争い。もめごと。紛争。「隣家との間にゴタゴタが絶えない」 

４［名・形動］整理がつかず雑然としていること。また、そのさま。「引き出しの中のゴタゴタを整理する」 

イライラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１思いどおりにならなかったり不快なことがあったりして、神経が高ぶるさま。いらだたしいさま。「連絡がとれず、イ 

 ライラする」 

２陽光などが強く照りつけるさま。ジリジリ。 

３とげなどが皮膚に刺さる感じを表す。チクチク。「のどがイライラする」 

４［名］神経が高ぶって、落ち着きを失っている状態。「イライラがつのる」 

ツヤツヤ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１あとに打消しの語を伴って、それを強める気持ちを表す。少しも。まったく。 

２完全に。スッカリ。 

３光沢があって美しいさま。「ツヤツヤ（と）した肌」。 

ビリビリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１紙や布が裂ける音や、そのさまを表す語。「紙をビリビリ（と）破く」 

２物が小刻みに震動する音や、そのさまを表す語。「爆風で窓ガラスがビリビリ（と）鳴る」 

３電気などの強い刺激をからだに継続的に感じるさま。「ビリビリ（と）電気が走る」 

４神経が高ぶっているさま。ひどく過敏になっているさま。「ビリビリ（と）緊張感が漂う」 

５［形動］紙や布があちこち破れているさま。「ビリビリに引き裂かれたポスター」 

ムクムク （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１雲・煙・泡などが重なり合ってわき出るさま。「黒雲がムクムク（と）出てくる」 

２感情や考えが急に起こるさま。「好奇心がムクムク（と）頭をもたげる」 

３横たわっているものがうごめくさま。また、起き上がるさま。「寝ていた子供がムクムク（と）起きた」 

４柔らかくふくらんでいるさま。「ムクムクした赤ん坊」 

チョロチョロ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１水が少しずつ流れ出ているさま。「清水がチョロチョロ（と）わき出る」 

２火が弱く燃えているさま。「残り火がチョロチョロ（と）燃える」 

３小さなものが動き回るさま。「子供がチョロチョロして落ち着けない」 

パチパチ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物を続けざまに打ち合わせる音を表す語。「パチパチ（と）拍手する」 

２物が続けざまにはねたりはじけたりする音を表す語。「たき火がパチパチ（と）燃える」 

３続けざまにカメラのシャッターを切るさま。「会見の模様をパチパチ（と）カメラに収める」 

４しきりにまばたきするさま。「目をパチパチさせる」 

ペラペラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１軽々しくよくしゃべるさま。「人の秘密をペラペラ（と）話してしまう」 

２外国語をよどみなく自由に話すさま。「英語でペラペラ（と）答える」 

３続けざまに紙をめくるさま。「ペラペラ（と）ページをめくる」 

４紙や布が薄くて弱いさま。「こんなペラペラした紙では困る」 

５［形動］2 に同じ。「彼は英語のほかにスペイン語もペラペラだ」 

６［形動］4 に同じ。「安っぽいペラペラな生地」 

スイスイ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１いかにも軽やかに、すばやく動くさま。「氷の上をスイスイ（と）滑って行く」 

２物事が、滞りなく進行するさま。スラスラ。「問題が意外なほどスイスイ（と）解けた」 

３枝や茎などがノビノビと出ているさま。 

ベタベタ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物が粘りつくさま。「汗でシャツがベタベタ（と）くっつく」 

２機嫌をとったり、甘えてまといついたりするさま。「人前で男女がベタベタ（と）する」 

３一面に塗りつけるさま。「おしろいをベタベタ（と）塗る」 

４物を一面にはりつけるさま。「膏薬(こうやく)をベタベタ（と）はる」 

５印などをやたらと押すさま。「朱印をベタベタ（と）押す」 

６一面に書くさま。「壁にスローガンをベタベタ（と）書く」 
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７［形動］１に同じ。「汗で体中ベタベタになる」 

ワンワン （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１犬の鳴く声を表す語。「ワンワン（と）ほえる」 

２大声をあげて泣くさま。「大の男がワンワン（と）泣く」 

３大きな音や声が響くさま。「歓声が場内にワンワン（と）響く」 

４［名］犬をいう幼児語。 

キリキリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物が強く擦れ合う音を表す語。「歯をキリキリ（と）いわせて悔しがる」 

２きつく巻きつけるさま。「後ろ手にキリキリ（と）縛りあげる」 

３激しく回転するさま。「キリキリ（と）回りながら墜落する」 

４弓弦を強くいっぱいに引くさま。また、その音を表す語。「弓をキリキリ（と）引き絞る」 

５鋭く痛むさま。「胃がキリキリ（と）痛む」 

６物事をてきぱきとするさま。「キリキリ（と）立ち働く」 

カサカサ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１乾いた物、薄くて軽い物が触れ合う音を表す語。かさこそ。「カサカサ（と）落ち葉を踏んで歩く」 

２水分や脂気が抜けて滑らかでなく、干からびた感じがするさま。「カサカサした肌」 

３精神的なゆとりや潤いに欠けているさま。「カサカサした感じの人」 

４［形動］2に同じ。「高熱が続いて唇がカサカサになった」 

バリバリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１固くこわばっているさま。「のりがきいてバリバリ（と）した浴衣」 

２勢いよく裂いたりはがしたりする音や、そのさまを表す語。「ふすま紙をバリバリ（と）裂く」 

３固いものを勢いよくかむ音や、そのさまを表す語。「たくあんをバリバリ（と）かむ」 

４物事を勢いよく行うさま。精力的に取り組むさま。「バリバリ（と）仕事をこなす」 

５弾丸を発射するときなどの大きな連続音を表す語。「バリバリと機銃で掃射する」 

６［名・形動］こわばっているさま。また、そのもの。「のりづけしたバリバリな（の）シャツ」 

７［名・形動］物事をするのに勢いがあるさま。また、そのような人。「第一線でバリバリな（の）社員」 

ガラガラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物が崩れたりぶつかったりするときの、大きく響く音を表す語。「ガラガラ（と）壁が崩れる」 

２引き戸の開閉や、堅い車輪の回転の音を表す語。「格子戸をガラガラ（と）開ける」 

３のどに水をためてうがいをする音を表す語。「ガラガラ（と）のどをすすぐ」 

４遠慮がなく、思ったことを大声で言ったりするさま。がさつなさま。「ガラガラした男だが、気はいい」 

５［形動］あるべきものがほとんどなくて、すきまが多いさま。「ガラガラな（の）電車」 

６［形動］かすれた声のさま。「ガラガラな（の）声」 

７［名］柄を持って振ると、ガラガラと鳴る幼児のおもちゃ。 

ブクブク （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１泡などが次々と出る音や、そのさまを表す語。「汚水にメタンガスがブクブク（と）わく」 

２泡をたてながら物が水中に沈む音や、そのさまを表す語。「見る間にブクブク（と）沈む」 

３しまりなく太っているさま。「ブクブクしたからだつき」 

４［形動］3 に同じ。「ブクブクに着ぶくれしている」 

オロオロ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１驚きや悲しみなどの衝撃でうろたえるさま。「父の死にただオロオロ（と）するばかりだった」 

２声を震わせ、涙を流して泣くさま。 

３不十分なさま。ザッと。 

４全体に行きわたらないさま。ところどころ。 

ガリガリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１堅い物をかみ砕いたり引っかいたりするときの音を表す語。「氷をガリガリ（と）かじる」 

２1つの事に凝り固まって、他の事を考えるゆとりがないさま。「ガリガリ（と）金をためる」 

３［形動］非常に堅くてかじると音のするさま。「生煮えでガリガリなじゃがいも」 

４［形動］ひどくやせているさま。「ガリガリにやせたからだ」 

５［形動］自分の利益や欲望だけを追うさま。 

ヌルヌル （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１粘液状のものがついたりしていてすべりやすいさま。また、そのような感じで不快なさま。ヌラヌラ。「川底が苔でヌ 

 ルヌル（と）している」 

２コンピューターなどの画面上で CGが滑らかに動くさま。「このゲーム機のキャラクターはヌルヌル（と）動く」 

３［名］ヌルヌルしているもの。「ナメコのヌルヌルを洗い流す」 

４［形動］1 に同じ。「ヌルヌルになる」「ヌルヌルな手ざわり」 

ゴツゴツ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１表面がなめらかでなく、でこぼこしているさま。または、しなやかでなく、かたいさま。「ゴツゴツ（と）した岩」 

２容姿や性格が粗削りであるさま。「ゴツゴツした乱暴な男」 

３せきをする音、また、そのさまを表す語。 

ペコペコ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物がへこんだりゆがんだりする音や、そのさまを表す語。「ペコペコ（と）するベニヤ板の壁」 

http://dic.yahoo.co.jp/dsearch?dtype=0&dname=0na&index=06991700
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２頭をしきりに下げるさま。また、へつらうさま。へこへこ。「ペコペコしながら言い訳をする」 

３［形動］ひどく空腹なさま。「腹がペコペコだ」 

４［形動］1 に同じ。「ペコペコな箪笥(たんす)」 

ヒョロヒョロ （はい いいえ） [       ]   ＜        ＞ 

１足もとが定まらないで、危なっかしいさま。「酔って足もとがヒョロヒョロ（と）している」 

２細長く伸びて弱々しく感じられるさま。「ヒョロヒョロ（と）した草」 

３［形動］2 に同じ。「ヒョロヒョロな都会っ子」 

ヘラヘラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１だらしなくあいまいに笑うさま。「ヘラヘラ（と）笑っている場合ではない」 

２軽々しくよくしゃべるさま。「ヘラヘラ（と）お追従を言う」 

３紙や布などが薄く腰の弱いさま。「ヘラヘラ（と）した画用紙」 

４［形動］3 に同じ。「ヘラヘラな下敷き」 

フカフカ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１柔らかくふっくらしているさま。「フカフカ（と）した布団」 

２よく考えないで物事をするさま。ウカウカ。 

３［形動］1 に同じ。「フカフカなスポンジケーキ」 

プカプカ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１タバコをしきりに吹かすさま。「葉巻をプカプカ（と）くゆらす」 

２軽い物が水面に浮いているさま。「ごみがプカプカ（と）流れていく」 

３らっぱ・笛などを吹き鳴らす音や、そのさまを表す語。「プカプカドンドン」 

ガサガサ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１乾いた物が触れ合う音を表す語。「やぶでガサガサ（と）音がする」 

２水分や脂気が抜けてきめが粗く、荒れた感じがするさま。「ガサガサした松の幹」 

３言動に落ち着きがなく、荒っぽいさま。感情のこまやかさに欠けていて、人の神経にさわるさま。「ガサガサした人」 

４［形動］2 に同じ。「手が荒れてガサガサになる」 

カチカチ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１ 堅い物がぶつかってたてる、軽く澄んだ音を表す語。多く、規則的で連続的な音にいう。「時計のカチカチ（と）い

う音」 

２［形動］非常に堅いさま。カチンカチン。こちこち。「カチカチに凍る」 

３［形動］緊張や恐怖でからだがこわばっているさま。「初舞台でカチカチになる」 

４［形動］融通がきかないさま。こちこち。「カチカチの石部金吉」 

ザラザラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１小粒で堅いものが触れ合ってたてる音を表す語。「袋が破れて豆がザラザラ（と）こぼれる」 

２触った感じが粗く滑らかでないさま。「ザラザラ（と）した肌」 

３ささくれて荒さの感じられるさま。「ザラザラした声」 

４物事がサッサと行われるさま。 

５［形動］2 に同じ。「水仕事で荒れてザラザラな手」 

クラクラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１めまいがして倒れそうになるさま。グラグラ。「頭がクラクラ（と）する」 

２湯などが沸きたつさま。グラグラ。 

３怒りや嫉妬などで心の中が燃え立つようなさま。 

ピリピリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１皮膚や粘膜が鋭い刺激を感じるさま。「舌がピリピリ（と）する辛さ」 

２緊張して神経が過敏になっているさま。「試合間近で選手がピリピリ（と）している」 

３薄紙などが裂けていく音や、そのさまを表す語。「紙をピリピリ（と）引き裂く」 

４細かく震え動くさま。「ほおがピリピリ（と）ひきつる」 

５呼び子、笛の鳴る音を表す語。「合図の笛がピリピリ（と）鳴る」 

バサバサ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１薄くて乾いた物などが、触れ合ったりはためいたりするときの音や、そのさまを表す語。「鯉のぼりがバサバサ（と） 

 翻る」 

２水分がなくなり乾ききっているさま。頭髪などのつやがなくなり乱れているさま。「バサバサ（と）した髪の毛」 

３［形動］2 に同じ。「バサバサに乾く」 

パリパリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１張りがあったり、こわばっていたりするさま。「パリパリ（と）したおこげ」 

２裂いたりはがしたり、はじけたりする音や、そのさまを表す語。「セロハン包みをパリパリ（と）破る」 

３固く薄い物などをかむ音や、そのさまを表す語。「せんべいをパリパリ（と）食べる」 

４［名・形動］薄いものがこわばっているさま。「パリパリな（の）海苔(のり)」 

５［名・形動］生きがよく、張りのあるさま。また、そのような人。「パリパリな（の）新人」 

６［名・形動］衣服が新しく見栄えがするさま。また、そのもの。「新調のパリパリな（の）スーツ」 

カリカリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１堅い物をかみ砕いたり引っかいたりするときの軽い音を表す語。「鍋の汚れをカリカリ（と）かき落とす」 

２水分や脂肪分がなくて堅く、かむと歯切れのいいさま。「ベーコンをカリカリに焼く」 
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３気分がいらだって怒りっぽくなっているさま。「つまらないことにカリカリ（と）する」 

４ガンの鳴く声を表す語。 

ガチガチ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１堅い物が連続してぶつかり合う音を表す語。「寒くて歯をガチガチ（と）いわせる」 

２ある物事にこだわって、ゆとりがないさま。「ガチガチ勉強する」 

３［形動］非常に堅くなっているさま。「ガチガチに固まる」 

４［形動］欲の深いさま。「ガチガチの守銭奴」 

ダブダブ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１容器に液体がたくさん入っていて揺れ動くさま。「バケツの水がダブダブ（と）揺れる」 

２液体がたくさんふりかかるさま。「ソースをダブダブ（と）かけて食べる」 

３衣服などが大きすぎてゆるいさま。また、太りすぎて、肉がたるんでいるさま。ブカブカ。「兄のお下がりのダブダブ

（と）したズボン」 

４《「南無阿弥陀仏(なむあみだぶつ)」にかけて》経を読むさまを表す語。 

５［形動］1 に同じ。「飲みすぎで腹がダブダブになる」 

６［形動］3 に同じ。「ダブダブなシャツ」 

ピンピン （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１勢いよくはね上がるさま。「魚がピンピン（と）はねる」 

２元気よく活動しているさま。「病気が治ってピンピン（と）している」 

３刺激が強く伝わるさま。特に、高い音声が響くさま。「高い声がピンピン頭に響く」 

４相手の思いが強く心に響くさま。「彼のいらだちがピンピン（と）心に伝わる」 

ガチャガチャ （はい いいえ） [       ]   ＜        ＞ 

１堅い物がぶつかり合う騒々しい音を表す語。「かぎの束をガチャガチャいわせる」 

２クツワムシの鳴く声を表す語。 

３あれこれやかましく言いたてるさま。「ガチャガチャ文句ばかり言う」 

４［形動］乱雑なさま。「机の中がガチャガチャだ」［名］ 

５［名］クツワムシの別名。《季秋》「一夜一夜―近くやかましく／子規」 

６［名］《「ガチャガチャ」と書く》カプセルトイのこと。商標名。 

ピチピチ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１魚などが、勢いよくはねるさま。また、いかにも生きのよいさま。「とりたてのピチピチ（と）した魚」 

２若々しく元気いっぱいなさま。躍動感があふれているさま。「ピチピチ（と）した娘」 

３水の中で氷が割れたり、小さな泡がはじけたりする時の鋭いかすかな音を表す。「グラスの氷がピチピチと音を立てる」 

４［形動］中身がいっぱいではじけそうなさま。「太ってシャツがピチピチだ」「ピチピチの太もも」 

ホクホク （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１うれしさを隠しきれないさま。「商売繁盛でホクホクしている」 

２焼いたりふかしたりした栗・芋などの、あたたかくて、やわらかいさま。ぽくぽく。ほっくり。「ホクホクした焼き芋」 

３ユックリと歩くさま。 

コリコリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１かたくて歯ごたえのあるさま。また、それをかんだときの音を表す語。「たくあんのコリコリした歯触り」 

２かたく締まって弾力のあるさま。「コリコリした腕の筋肉」 

３凝ったりして、筋肉などがかたくなっているさま。「肩が張ってコリコリしている」 

ブウブウ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１らっぱなどを低く大きく吹いたような音を表す語。「車がクラクションをブウブウ鳴らす」 

２不平不満などを盛んに言うさま。「ブウブウ言う暇があったら仕事をしろ」 

３豚の鳴き声を表す語。［名］ 

４［名］自動車または豚をいう幼児語。 

５［名］不平不満。小言。また、それを言ってうるさがられる人。 

ピカピカ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

1 断続的に強い光を放つさま。また、光り輝くさま。「星がピカピカ（と）またたいている」 

2［形動］つやがあって照り輝いているさま。「床をピカピカに磨く」 

3真新しいさま。また、なりたてであるさま。「買ったばかりのピカピカな家具」 

パンパン （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

1手を打ち合わせたり、物をたたいたりする音を表す語。「パンパン（と）かしわ手を打つ」 

2物が破裂する音を表す語。「ポップコーンがパンパン（と）はじける」 

3［形動］はち切れそうにふくらんでいるさま。「かばんがパンパンになる」 

ボサボサ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１髪などの乱れているさま。「ボサボサ（と）した頭を整える」 

２すべきことをしないでボンヤリしているさま。「ボサボサ（と）していると落第するぞ」 

３［形動］1 に同じ。「ボサボサな頭」 

ショボショボ （はい いいえ） [       ]   ＜        ＞ 

１雨があまり激しくなく降りつづくさま。「雨がショボショボ（と）降り続く」 

２疲れなどで、目をハッキリあけられず、しきりにまばたきをするさま。「眠くて目がショボショボ（と）する」 

３力が衰えて、見るからにわびしそうなさま。「ショボショボ（と）した後ろ姿」 

http://dic.yahoo.co.jp/dsearch?dtype=0&dname=0na&index=05124500
http://dic.yahoo.co.jp/dsearch?dtype=0&dname=0na&index=25498800
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モコモコ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１衣類などが厚くふくらんださま。「モコモコ（と）したどてらを着込む」 

２柔らかなものが、次から次に生じるさま。「西の空に雲がモコモコ（と）わき出す」 

３次々と周囲より盛り上がった部分が生じるさま。「土がモコモコと動く」 

４［名］柔らかくて弾力のあるふくらみが連続しているもの。「襟にモコモコがついたコート」 

ガバガバ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１液体が容器などの中で揺れ動く音を表す語。また、液体が小さな口からあふれるように流れ出るさま。がぼがぼ。「容 

 器の水がガバガバと音を立てた」 

２金がドンドン手に入るさま。「金がガバガバ（と）入ってくる」 

３［形動］靴や服などが大きすぎるさま。ブカブカ。ダブダブ。「靴がガバガバで困る」 

ベラベラ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１ 立て続けに勢いよくしゃべるさま。「ベラベラ（と）まくしたてる」 

２布などが薄くて張りのないさま。「ベラベラ（と）した安物の生地」 

３悠長なさま。「此半兵衛は蔵にベラベラ何していやる」〈浄・宵庚申〉 

４（2）に同じ。「ベラベラなカーテン」 

フワッ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１柔らかでふくらんでいるさま。「髪の毛をフワッと仕上げる」「フワッとした布団」 

２軽々と浮きただようさま。また、軽々と動くさま。「白い雲がフワッと浮かんでいる」 

３軽い物を、ソッと何かの上に覆うさま。「寝た子の上に布団をフワッとかける」 

４心が落ち着かないで、うわついているさま。「フワッとした気持ちで、毎日を過ごす」 

コロッ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１小さくて軽いものが転がり動くさま。「風でボールがコロッと転がる」 

２態度や状態などが、急にスッカリ変わってしまうさま。「言うことがコロッと変わる」 

３アッサリと勝負に負けたり、簡単に死んでしまったりするさま。「横綱がコロッと負けた」 

４簡単に寝つくさま。「横になったとたんコロッと寝てしまう」 

ガラッ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１引き戸などを勢いよく開ける音を表す語。「ガラッと戸を開ける」 

２物が一瞬のうちにくずれる音を表す語。「ブロックがガラッとくずれる」 

３事態が急に、スッカリ変わるさま。「顔つきがガラッと変わる」 

サクッ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１砂など粒状のものや雪・霜柱などを踏みつけたときの軽やかな音を表す語。サクサク。 

２野菜などを刻んだり歯でかんだりしたときの軽快な音を表す語。また、そのさま。サクサク。「キャベツをサクッと切

る」 

３手際よく行うさま。軽快なさま。サクサク。「仕事をサクッと片づけて遊びに出かける」 

スウッ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１滞ることなく、滑らかに動作や変化が進むさま。「間をスウッとすり抜ける」 

２一直線に伸びているさま。「スウッと切れ目を入れる」 

３わだかまりや、つかえがなくなって、気持ちが平静になっていくさま。「言うだけ言ったらスウッとした」 

ピリッ（はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１瞬間的に強い刺激を受けてしびれを感じるさま。「指先にピリッと痛みが走る」 

２布や紙が音を立てて勢いよく破れるさま。「スカーフがピリッと裂ける」 

３言動や態度が引き締まった感じを与えるさま。「彼はピリッとしたところに欠ける」 

ボウッ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物がぼやけて見えるさま。「島影がボウッとかすんで見える」 

２意識が正常でなく、ボンヤリしているさま。「ボウッとしていて大事なことを忘れた」 

３明るさや色あいなどがかすかに感じられるさま。ほんのり。「東の空がボウッと赤らんできた」 

４音をたてて燃え上がるさま。「ボウッと火の手が上がる」 

ガラリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１引き戸などを勢いよく開ける音を表す語。「ガラス戸をガラリと開ける」 

２堅い物がぶつかり合って立てる大きい音を表す語。「重ねた木箱がガラリと崩れた」 

３事態が急激に、スッカリ変わるさま。「人柄がガラリと変わる」 

４［名］ガラリ板を取り付けた窓や扉。 

ポツリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１雨やしずくが 1つ落ちるさま。ポツン。「雨粒がポツリと顔に当たる」 

２点や穴などが 1つだけできるさま。ポツン。「虫に刺されてポツリと赤くなる」 

３それだけ孤立しているさま。ポツン。「雲が 1つポツリと浮かんでいる」 

４一言だけつぶやくように言うさま。ポツン。「ポツリと感想をもらす」 

５物が途中で切れるさま。ぷつり。ポツン。「ひもがポツリと切れる」 

ブラリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物が垂れ下がっているさま。「手拭いをブラリと腰に下げる」 

２前ぶれも目的もなく、気軽に出かけたり、やって来たりするさま。フラリ。「ブラリと立ち寄る」 

３何もしないでボンヤリしているさま。「休日をブラリと過ごす」 

http://dictionary.goo.ne.jp/jn/114450/meaning/m0u/
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ツルリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１なめらかで凹凸のないさま。「ツルリとした肌」 

２よくすべるさま。「ツルリと滑って転ぶ」 

３なめらかで抵抗のないさま。「ツルリと卵を呑む」 

スラリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１刀などを一気に抜くさま。「太刀をスラリと抜き放つ」 

２物事が滞りなく進むさま。 

３ホッソリと形よくのびているさま。「スラリと伸びた手足」 

シッカリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物事の基礎や構成が堅固で安定しているさま。「ロープをシッカリ（と）結ぶ」 

２考えや人柄などが堅実で信用できるさま。「シッカリ（と）した意見の持ち主」 

３気持ちを引き締めて確実にするさま。「シッカリ（と）勉強する」 

４身心が健全であるさま。また、意識がハッキリしているさま。「シッカリ（と）した足どり」 

５十分であるさま。たくさん。皮肉をこめていうこともある。「金をシッカリためこんでいる」 

６相場が上昇傾向にあるさま。 

ハッキリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１物事の輪郭などが、きわめて明瞭であるさま。「富士山の姿がハッキリ（と）見える」 

２事の成り行き、人の言動などが確かなさま。「嫌なら嫌だとハッキリ（と）言ってくれ」 

３気持ちが晴れ晴れして、さわやかなさま。「水をかぶったら頭がハッキリ（と）してきた」 

ユックリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１動作が遅いさま。「ユックリ（と）腰を上げる」 

２時間的にゆとりがあるさま。「今から行けば電車にユックリ間に合う」 

３気持ちにゆとりのあるさま。「風呂に入ってユックリする」 

スッカリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１残るもののないさま。ことごとく。「金庫の金がスッカリなくなる」 

２完全にある状態になっているさま。まったく。「からだはもうスッカリよい」 

３すがすがしいさま。「スッカリとして、よいお子でおます」 

４難がなく、見ばえのするさま。スッキリ。「かの後家といふは、スッカリとした上しろもの」 

タップリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１〔形動〕満ちあふれるほど十分にあるさま。「タップリな水で麺(めん)をゆでる」 

２名詞の下に付いて、ある要素が普通よりも多めであることを表す。「皮肉タップリ」 

３〔副〕１に同じ。「コップにタップリ（と）牛乳を注ぐ」 

４分量などに余裕のあるさま。「タップリ（と）した仕立ての服」 

５少なめに見積もっても、それだけの数量は十分にあるさま。「駅までタップリ 20分はかかる」 

サッパリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１不快感やわだかまりなどが消えて気持ちのよいさま。スッキリ。「入浴してサッパリ（と）する」 

２いやみのないさま。また、しつこくないさま。アッサリ。「サッパリ（と）した味」 

３あとに何も残らないさま。スッカリ。「約束をサッパリ（と）忘れていた」 

４（あとに否定を表す語を伴って）全然。まったく。「サッパリと見えない」 

５［形動］物事の状態が、非常に好ましくないさま。「頑張ったのだが、成績のほうはサッパリだ」 

ピッタリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１すきまなく密着しているさま。「窓をピッタリ（と）閉める」 

２急に、完全に止まるさま。また、止めるさま。「タバコをピッタリ（と）やめる」 

３少しの狂いもなく適合するさま。また、よく合って、いかにもふさわしいさま。「ピッタリ（と）8時に着く」 

４［形動］3 に同じ。「足にピッタリな靴」 

キッチリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１すきまやずれがないさま。ピッタリ。「ふたをキッチリ（と）閉める」 

２時間や数量に端数がないさま。キッカリ。「キッチリ 3時に着く」 

３物事を確実に行うさま。「毎日キッチリ（と）予習をする」 

４よく整っていて乱れのないさま。「キッチリと真面目(まじめ)くさって」 

スッキリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１わだかまりがなく、気持ちのよいさま。また、よけいなものがないさま。サッパリ。「スッキリ（と）した文章」 

２服装・姿勢などが洗練されていて、人に好感を与えるさま。「和服をスッキリ（と）着こなす」 

３残るものが何もないさま。スッカリ。全部。「身代をスッキリ助六に入り上げる」 

４（あとに打消しの語を伴って用いる）ちっとも。まったく。全然。「スッキリ通はぬ事となりて二世の約束あだとなり

行く」 

グッスリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１深く眠っているさま。熟睡するさま。「グッスリ（と）眠っている」 

２物を突きさす音、また、そのさまを表す語。「泥濘(ぬかるみ)へグッスリ片足を踏み込み」 

３十分にするさま。「雪を掻いて祝儀を貰ひ、晩にはグッスリ暖まらう」 

スッポリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１全体を余すところなくおおうさま。「頭からスッポリ（と）布団をかぶる」 
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２物がうまくはまりこむさま。また、はまっている物が抜けてしまうさま。「指がビール瓶の口にスッポリ（と）はまる」 

３［名］愚か者。まぬけ。「やい宇治太郎のスッポリめ、なんと此のあはうが智略を見たか」 

バッタリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１勢いよく倒れたり落ちたりするさま。ばたり。「疲れきってバッタリ（と）倒れる」 

２思いがけなく人に出会うさま。「旧友とバッタリ（と）顔を合わせる」 

３続いていた物事が急に途絶えるさま。「人通りガバッたり（と）とぎれる」 

ガッチリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１引き締まっていて丈夫そうなさま。頑丈なさま。ガッシリ。「ガッチリ（と）したからだつき」 

２すきまなく組み合うさま。「ガッチリ（と）手を握る」 

３抜け目なく物事をするさま。勘定高いさま。「ガッチリ（と）金をためる」 

ザックリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１力を込めて一気に切ったり割ったりするさま。大きく切れ目を入れるさま。「キャベツをザックリ（と）切る」 

２深くえぐれたり、大きく割れたりするさま。「ザックリ（と）割れたスイカ」 

３大ザッぱなさま。全体を大きくとらえるさま。おおまかに。「要旨をザックリととらえる」 

４金・米・砂などを、大量に、また、無造作につかんだりすくったりするさま。「砂利をザックリ（と）すくう」 

５上着などを無造作に着るさま。「ザックリ（と）着こなす」 

６編み物などの、編み目や手ざわりなどが粗く厚みを感じるさま。「ザックリ（と）したセーター」 

ポッカリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１口・目・穴などが大きくあいているさま。「ほら穴がポッカリ（と）口をあけている」 

２ほんのり明るいさま。「障子にポッカリ（と）灯がともる」 

３突然であるさま。不意に現れるさま。「太陽が雲間にポッカリ（と）顔を出す」 

４軽く浮かんでいるさま。「空に雲がポッカリ（と）浮かぶ」 

ベッタリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１ねばり気のある物がつくさま。「ペンキがベッタリ（と）手につく」 

２スッカリたよりきるさま。「母親にベッタリ（と）まつわりつく」 

３密接な関係にあるさま。「体制にベッタリの評論家」 

４一面に書くさま。「細かい字がベッタリ（と）書いてある」 

５尻を落として座るさま。「ベッタリ（と）座りこむ」 

ズッシリ （はい いいえ） [       ]     ＜        ＞ 

１きわめて重いさま。また、重そうなさま。ずしり。「ズッシリ（と）した銅像」 

２重厚で威厳のあるさま。ドッシリ。「ズッシリ（と）構える」 

３重く感じられるほど分量の多いさま。ドッサリ。「兼ねて望みの彼(か)の一物。引ったくって主人へ渡せば褒美はズッ 

 シリ」 

４重い物が落ちて響くさま。ずしん。「ズッシリと地響がして」 

ドカン （はい いいえ） [       ]     ＜       ＞ 

１大きく重い物が落ちたりぶつかったりしたときなどに立てる音を表す。「ドカンと電車が車止めにぶつかる」 

２爆発したり破裂したときの大きな音を表す。「ドカンと大砲の音が響く」 

３物事が一度に大きく変化するさま。「地価がドカンとはねあがる」 

 
資料 4（第 9 章） 「クルクル」と共起する動詞 

オノマトペ 1+V 頻度 2+V 頻度 4+V 頻度 

クルクル 回る 66 回る 15 巻く 4 

クルクル 回す 27 巻く 15 回す 4 

クルクル 変わる 13 回転する 10 変わる 3 

クルクル 巻く 12 回す 7 脱ぐ 1 

クルクル 回転する 7 丸める 4 回る 1 

クルクル 丸める 4 走る 2 変える 1 

クルクル 踊る 4 マッサージする 2 回転する 1 

クルクル 動かす 3 動く 2 撒く 1 

クルクル 動く 2 丸まる 2 巻き付ける 1 

クルクル 掻き混ぜる 2 変わる 2 描く 1 

クルクル 変える 2 巻き付く 1 回り始める 1 

クルクル 旋回する 2 剃る 1 解く 1 

クルクル 来る 2 旋回する 1 嬲る 1 



348 

 

クルクル 走り回る 1 巻き付ける 1 掻く 1 

クルクル 剥ぐ 1 動かす 1 早める 1 

クルクル 強請る 1 成る 1 旋回する 1 

クルクル 包む 1 回転し始める 1   

クルクル 回り続ける 1 掛ける 1   

クルクル 舞う 1 剥く 1   

クルクル 束ねる 1 働く 1   

クルクル 巻き付ける 1 反転する 1   

クルクル 空回りする 1 巻き上げる 1   

クルクル 変化する 1 舞う 1   

クルクル 繰り出す 1 移動する 1   

クルクル 回れる 1 舞い上がる 1   

クルクル 巻き込む 1 包む 1   

クルクル 指差す 1 変える 1   

クルクル 巻き上げる 1 歴任する 1   

クルクル 振り回す 1 捩る 1   

クルクル 言う 1 踊る 1   

クルクル カールする 1 言う 1   

クルクル 撒く 1 弄ぶ 1   

クルクル   考える 1   

クルクル   カールする 1   

クルクル   畳む 1   

（「1＋V」は動詞というオノマトペの後方 1 語目を意味する。「2＋V」は動詞というオノマトペの後方 2 語目を意味する。） 

 
資料 5（第 9 章） 「イソイソ」と共起する動詞 

オノマトペ 1+V 頻度 2+V 頻度 4+V 頻度 

イソイソ する 1 出掛ける 10 迎える 3 

イソイソ 向かう 1 する 7 開く 2 

イソイソ 戻る 1 遣る 4 向かう 2 

イソイソ   返る 3 出る 2 

イソイソ   駆け付ける 2 作る 2 

イソイソ   歩く 2 行く 1 

イソイソ   協力する 1 通う 1 

イソイソ   赴く 1 乗り出す 1 

イソイソ   動き始める 1 継ぐ 1 

イソイソ   言い繕う 1 付ける 1 

イソイソ   迎える 1 下り立つ 1 

イソイソ   行く 1 急ぐ 1 

イソイソ   登場する 1 解除する 1 

イソイソ   差し出す 1 掻き寄せる 1 

イソイソ   飛び付く 1 つく 1 

イソイソ   迎え入れる 1 入る 1 
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イソイソ   並べる 1 開ける 1 

イソイソ   誘い込む 1 戻る 1 

イソイソ   立ち上がる 1 差し出す 1 

イソイソ   持て成す 1 出す 1 

イソイソ   立ち去る 1 座る 1 

イソイソ   演じる 1 出掛ける 1 

イソイソ   立ち働く 1 再開する 1 

イソイソ   連れ立つ 1 潜り込む 1 

イソイソ   走り出る 1 済む 1 

イソイソ   乗り込む 1 辿る 1 

イソイソ     掛ける 1 

イソイソ     吊る 1 

イソイソ     立つ 1 

イソイソ     入れる 1 

イソイソ     炙り始める 1 

イソイソ     並べる 1 

イソイソ     持つ 1 

イソイソ     取り囲む 1 

イソイソ     励む 1 

イソイソ     する 1 

イソイソ     使う 1 

 
資料 6 「常用的な意味」の学習内容（初級） 

週 オノマトペ コロケーション 常用的な意味 使用例 

1 

ツルツル 

滑る 物の表面がなめらかで、つやのあるさま ツルツル（と）した肌 

する なめらかで、滑りやすいさま。 雪道がツルツル（と）して危ない 

な ［形動］ ツルツルな頭 

スベスベ 
になる 物の表面の手ざわりがなめらかでざらつきのない様 スベスベ（と）した肌 

な ［形動］ 磨きこまれたスベスベな廊下 

サラサラ 

になる、（に⁄と）する 物に湿り気や粘り気がなく、乾いた感じのする様 サラサラ（と）した髪 

流れる 浅い川の水がよどみなく軽やかに流れるさま 小川がサラサラ（と）流れる 

な ［形動］ サラサラな雪 

サラッ 

とする 湿り気や粘り気がなく、さわやかなさま サラッとした手触り 

と忘れる 
物事にこだわらず、思いきりのよいさま。また、性格

が淡白であるさま 
失敗をサラッと忘れてやり直す 

2 

 

 

キリッ 
とする キチンとしてゆるみのないさま キリッとした顔つき 

 人や物がたくさん並び連なっているさま 著名人がキリッと名を連ねる 

ガッチリ 
（と）する 引き締まっていて丈夫そうなさま ガッチリ（と）した体つき 

（と）握る すきまなく組み合うさま ガッチリ（と）手を握る 

ニコニコ 笑う       楽しそうにほほえみを浮かべる様 ニコニコ（と）笑う 

ニヤニヤ 笑う       声を出さないで薄笑いを浮かべる様 意味ありげにニヤニヤ（と）笑う 

3 
ハッキリ 

言う 事の成り行き、人の言動などが確かなさま 嫌なら嫌だとハッキリ（と）言ってくれ 

（と）見える 物事の輪郭などが、きわめて明瞭であるさま 富士山の姿がハッキリ（と）見える 

ズバリ と言う 物事の核心を正確に、または単刀直入に指摘するさま 相手の考えをズバリ（と）言い当てる 
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（と）切る 刀などで勢いよく切るさま 魚の頭をズバリ（と）切り落とす 

アッサリ 

言う 時間や手間をかけずに物事が行われるさま アッサリ（と）認めた 

（と）する 
人の性質や事物の状態などがしつこくないさま。複雑

でないさま 
アッサリ（と）した味つけ 

コッソリ 見る 人に知られないように、ひそかに物事をするさま コッソリ（と）見る 

ソロソロ 
歩く 動作が静かにユックリと行われるさま ソロソロ（と）歩く 

に入る ある時期・状態になりつつあるさま 話がソロソロ佳境にはいってきた 

チラリ 
（と）見る 瞬間的に見たり見えたりするさま チラリと顔を見せただけ 

（と）耳にする わずかに聞こえたり聞いたりするさま チラリと耳にした話 

ユックリ 
とする、休む 動作が遅いさま ユックリ（と）腰を上げる 

する 気持ちにゆとりのあるさま 風呂に入ってユックリする 

4 

ウロウロ 

と歩き回る あてもなくあちこち歩き回るさま 道に迷ってウロウロする 

（と）する どうしたらよいかわからずに困りはてているさま 
突然の訃報に接してウロウロ（と）する

ばかりだ 

ウッカリ 忘れる ボンヤリして注意が行き届かないさま ウッカリ秘密をしゃべる 

ズルズル 

（と）引き延ばす 物事の決まりをつけないさま ズルズル（と）返事を延ばす 

（と）引きずる 重い物や長い物をユックリ引きずるさま 大きな荷物をズルズル（と）引きずる 

（と）滑り落ちる 少しずつ滑り落ちたり、後退したりする様 雪の斜面をズルズル（と）滑り落ちる 

ワイワイ 
やる やかましく騒ぎたてる声や、そのさまを表す ワイワイ騒がしい 

言う うるさく言い立てるさま。また、その声を表わす語 ワイワイ言って催促する 

シクシク 
泣く 声をひそめて弱々しく泣くさま 子供がシクシク（と）泣く 

する それほど激しくはないが、絶えず痛むさま 腹がシクシクする 

5 

シットリ 
（と）する 静かに落ち着いて、好ましい趣のあるさま シットリ（と）した感じの女性 

（と）濡れる 軽く湿りけが行き渡っているさま シットリ（と）ぬれた若草 

ユッタリ 
（と）する 落ち着いてノンビリしているさま ユッタリ（と）くつろぐ 

（と）編む ゆるやかでゆとりのあるさま ユッタリ（と）編んだセーター 

グッスリ 眠る 深く眠っているさま グッスリ（と）眠っている 

ソックリ 
真似る 非常によく似ているさま 父親にソックリな顔 

残る、たいらげる 欠けることのないさま。そのまま 昔の建物がソックリ残る 

6 

フラフラ 
になる、（と）歩く 体に力がはいらないさま。意識がハッキリしないさま 酒酔いでフラフラする 

になる ［形動］ 猛練習でフラフラになる 

ボロボロ 

になる 心身とも疲れきっているさま 身も心もボロボロだ 

な ひどくいたんでいるさま ボロボロな本 

になる 粒状の物がこぼれ落ちるさま 飯粒をボロボロ（と）こぼす 

バラバラ 

になる 大勢の人がまとまりなく動くさま 家族がバラバラになった 

にする、な 
1 つにまとまらないで、分散しているさま。また、それ

ぞれに違っているさま 

機械をバラバラにしてしまう 

バラバラな意見 

ガッカリ する 
望みがなくなったり、当てが外れたりして、気力をな

くすさま 
遠足が中止になってガッカリする 

7 

バリバリ 
働く 物事を勢いよく行うさま。精力的に取り組むさま バリバリ（と）仕事をこなす 

（と）かむ 固いものを勢いよくかむ音や、そのさまを表す語 たくあんをバリバリ（と）かむ 

コツコツ やる 地道に働くさま。たゆまず努め励むさま コツコツと勉強をする 

キッチリ 
やる 物事を確実に行うさま キッチリ（と）予習をする 

（と）閉める すきまやずれがないさま ふたをキッチリ（と）閉める 

ドシドシ 
使う、削られる 遠慮なく行うさま ドシドシ質問をしてください 

（と）歩く 荒々しく足音を立てる音を表わす語 土足でドシドシ（と）歩く 

8 ノビノビ とする 
押さえられることもなく、ユッタリと落ち着きのある

さま 
ノビノビ（と）仕事をする 

http://kotobank.jp/word/%E8%BA%AB%E3%82%82%E5%BF%83%E3%82%82
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ジックリ 考える 落ち着いて、また、念入りに物事をするさま ジックリ（と）考える 

シッカリ 
する 考えや人柄などが堅実で信用できるさま シッカリ（と）した意見の持ち主 

（と）結ぶ 物事の基礎や構成が堅固で安定しているさま ロープをシッカリ（と）結ぶ 

ピリッ 
とする 言動や態度が引き締まった感じを与えるさま ピリッとしたところに欠ける 

と痛む 瞬間的に強い刺激を受けてしびれを感じるさま 指先にピリッと痛みが走る 

サラリ 
とする 

物事にこだわらず、思いきりのよいさま。また、性格

が淡白であるさま 
サラリとした性格 

とする 湿り気や粘り気がなく、さわやかなさま サラリとした布地 

9 

ダラダラ 
する、働く、と書く 気分などがゆるんでしまりのないさま ダラダラした生活 

（と）長引く 変化の乏しい状態が長く続くさま 会議がダラダラ（と）長引く 

ウキウキ とする 
楽しさで心がはずむさま。うれしさのあまり落ち着い

ていられないさま 
ウキウキと遠足に出かける 

ムカムカ 
する 心の奥底から怒りがこみ上げてくるさま ムカムカ（と）してくる 

（と）する 吐き気がして気持ちの悪いさま 船酔いで胸がムカムカ（と）する 

ビックリ する 突然のことや意外なことに一瞬おどろくさま 急変にビックリする 

イライラ 
(と)する 

思いどおりにならなかったり不快なことがあったりし

て、神経が高ぶるさま 
連絡がとれず、イライラする 

 ［名］神経が高ぶって、落ち着きを失っている状態 イライラがつのる 

ハラハラ 

とする 成り行きを危ぶんで気をもむさま ハラハラしながら見守る 

（と）落とす 
小さいものや軽いものが、静かに続けて落ちかかるさ

ま 
涙をハラハラ（と）落とす 

10 

ドキドキ する 
激しい運動、または不安・恐怖・驚きなどで心臓の動

悸(どうき)が速くなるさま 
彼女の反応を見てドキドキする 

ワクワク とする 期待や喜びで心がはずんで落ち着かないさま 胸をワクワク（と）させて包みを解く 

ウットリ する 
美しいものなどに心を奪われて、ボウッとしているさ

ま 
彼女の振る舞いにウットリと見ほれる 

スッキリ 

する 
わだかまりがなく、気持ちのよいさま。また、よけい

なものがないさま 
スッキリ（と）した文章 

（と）着こなす 
服装・姿勢などが洗練されていて、人に好感を与える

さま 
和服をスッキリ（と）着こなす 

サッパリ 
（と）する 不快感やわだかまりなどが消えて気持ちのよいさま 入浴してサッパリ（と）する 

（と）する いやみのないさま。また、しつこくないさま サッパリ（と）した味 

11 

ヒッソリ 
とする 物音や人声がせず静かなさま ヒッソリ（と）静まりかえった家屋 

（と）送る 静かに、目立たぬようにするさま ヒッソリ（と）余生を送る 

ギリギリ 
になる 物が強く擦れ合う音やそのさまを表す語 歯をギリギリ（と）食いしばる 

（と）縛る  強く力を入れるさま。また、強く巻きつけるさま ひもでギリギリ（と）縛る 

バッチリ 取る、決める 
すきがなく、完璧であるさま。準備などが十分である

さま 
スーツでバッチリ（と）きめる 

12 

ドンドン 

増える 
物事が勢いよく進行する様。また、物事をためらわな

いでするさま 
仕事がドンドンはかどる 

（と）たたく 
物を続けざまに強く打ったり大きく鳴らしたりする音

を表す語 
扉を乱暴にドンドン（と）たたく 

ガンガン 

響く 音や声が大きく響くさま。やかましく聞こえるさま 音がガンガン響く 

する 頭の中で大きな音が響くように、ひどく痛むさま 二日酔いで頭がガンガンする 

燃やす 勢いが盛んで激しいさま ストーブをガンガン燃やす 

グングン 
ちかづく 物事が勢いよく進行するさま 病気がグングン（と）よくなる 

引っ張る 力強く物事をするさま ロープをグングン引っぱる 

ジワジワ 
来る 物事がユックリと確実に進行するさま ジワジワ（と）来る 

（と）にじみ出る 液体が少しずつしみ込むさま。また、にじみ出るさま 汗がジワジワ（と）にじみ出る 

13 

スッカリ 
忘れる 完全にある状態になっているさま 時間をスッカリ忘れた 

なくなる 残るもののないさま。ことごとく 金庫の金がスッカリなくなる 

ピッタリ 
合う 

少しの狂いもなく適合するさま。また、よく合って、

いかにもふさわしいさま 
ピッタリ（と）8 時に着く 

な ［形動］ 足にピッタリな靴 
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（と）閉める すきまなく密着しているさま 窓をピッタリ（と）閉める 

チョッピリ 似る、覗く、思う、緊張する 分量や程度がわずかであるさま チョッピリ酒を飲む 

ピタッ と立ち止る 続いていた物事が急に止まるさま しゃっくりがピタッととまる 

14 

キラキラ 光る 光り輝いているさま 星がキラキラ（と）輝く 

ピカピカ 
光る、に磨く 断続的に強い光を放つさま。また、光り輝くさま 星がピカピカ（と）またたいている 

に磨く ［形動］つやがあって照り輝いているさま 床をピカピカに磨く 

キチン 
とする 整った様子 キチンとした部屋 

と払う 過不足なく正確な様、基準に合致している様 金はキチンと払ってある 

フワッ 
とする 柔らかでふくらんでいるさま フワッとした髪型 

とかける 軽い物を、ソッと何かの上に覆うさま 寝た子の上に布団をフワッとかける 

パラパラ 
落ちる 

粒状のものがまばらに降ったり散ったりする音や、そ

のさま 
雨がパラパラ（と）降る 

（と）めくる 本をめくる音や、そのさまを表す語 パラパラ（と）ページを繰る 

ポツリ 
と言う 雨やしずくが 1 つ落ちるさま 雨粒がポツリと顔に当たる 

ともらす 一言だけつぶやくように言うさま ポツリと感想をもらす 

15 

ポカポカ 
と温まる、に（する、なる） 暖かく感じるさま。暖かくて気持ちのよいさま ポカポカ（と）した日だまり 

（と）殴る 頭などを続けざまにたたく音や、そのさまを表す語 ポカポカ（と）なぐられる 

タップリ 
ある 〔形動〕満ちあふれるほど十分にあるさま タップリの水で麺(めん)をゆでる 

（と）注ぐ 〔副〕満ちあふれるほど十分にあるさま コップにタップリ（と）牛乳を注ぐ 

ギッシリ 詰まる すきまなく詰まっているさま 箱にギッシリ（と）詰める 

ビッシリ 
詰まる 

多くのものがすきまなく並んで、いっぱいに詰まって

いるさま 
ノートにビッシリ（と）書き込む 

（と）働く 気を抜くことなく十分に行うさま 1 週間ビッシリ（と）働く 

ズラリ と並ぶ 多くの人や物が列になって並ぶさま 各界の名士がズラリ（と）顔をそろえた 

クッキリ 見える 物の姿や形が非常にハッキリとしているさま クッキリとした輪郭 

シックリ 来る 
物と物、人の心と心などが調和して、安定しているさ

ま 
着物にシックリ（と）合った髪形 

16 

クルクル 
（と）回る 物が軽く続いて回るさま クルクル（と）回る風車 

（と）巻く いく重にも巻きつけるさま。また、まるめるさま 包帯をクルクル（と）巻く 

グルグル 
（と）回る 物が続いて回るさま グルグル（と）腕を回す 

（と）巻きつける 物をいく重にも巻きつけるさま 縄をグルグル（と）巻きつける 

ガラガラ 
だ あるべきものがほとんどなくて、すきまが多いさま ガラガラな（の）電車 

な ［形動］かすれた声のさま ガラガラな（の）声 

ゴチャゴチャ 

になる 
いろいろな物が秩序なく入りまじって、雑然としてい

るさま 
ゴチャゴチャした話 

に ［形動］ 
あれとこれとをゴチャゴチャに考えてい

る 

 

資料 7 「常用的な意味」の学習内容（中級） 

週 オノマトペ コロケーション 常用的な意味 使用例 

1 

ペラペラ 

（と）しゃべる 外国語をよどみなく自由に話すさま 英語でペラペラ（と）答える 

（と）話す 軽々しくよくしゃべるさま 人の秘密をペラペラ（と）話してしまう 

する 紙や布が薄くて弱いさま こんなペラペラした紙では困る 

だ ［形動］外国語をよどみなく自由に話すさま 
彼は英語のほかにスペイン語もペラペラ

だ 

スラスラ 読める 物事が滞りなくなめらかに進行するさま そらでスラスラ（と）言う 

ブツブツ 

言う 小声でものを言うさま いつもブツブツ（と）ひとりごとを言う 

 [名]表面にたくさん出た粒状の物 背中にブツブツができた 

言う 不平・不満や小言をいうさま 
陰でブツブツ（と）愚痴ばかり言ってい

る 

ガタガタ 言う つべこべ文句を言うさま ガタガタ言うな 
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（と）鳴る 
堅い物が触れ合うときに発する、重くて騒々しい感じで響く音を表す

語。また、重く大きい物が揺れるさま 
風でガラス戸がガタガタ（と）鳴る 

になる ［形動］組み立てが緩んだりして壊れかかっているさま 入れ歯がガタガタになる 

ブウブウ 
言う 不平不満などを盛んに言うさま ブウブウ言う暇があったら仕事をしろ 

鳴らす らっぱなどを低く大きく吹いたような音を表す語 車がクラクションをブウブウ鳴らす 

グズグズ 
言う ブツブツ不平を言うさま いつまでもグズグズ言うな 

（と）引き延ばす ノロノロといたずらに時間を費やすさま 借金の返済をグズグズ（と）引き延ばす 

キッパリ 言う 態度をハッキリと決めるさま キッパリ（と）あきらめる 

ポツン 
と言う 一言だけつぶやくように言うさま ポツンと感想をもらす 

と当たる 雨やしずくが 1 つ落ちるさま 雨がポツンとおでこに当たった 

ガツン 

と言う 2 つの固いものが激しい勢いでぶつかり合うさま ガツンと言う/ガツンとぶつかる 

と当たる 強い衝撃を与えるさま 
棒が上から落ちて、ガツンと頭に当たっ

た 

2 

パクリ 
と飲み込む 口を大きくあけるさま。大きな口をあけて物を食べるさま 鯉がえさをパクリと飲み込む 

と開く 割れ目や傷口などが大きくあくさま 傷口がパクリとあく 

ワアワア 
（と）泣く 大声をあげて泣くさま ワアワア（と）泣く 

（と）囃し立てる やかましく騒ぎたてる声や、そのさまを表す ワアワア（と）はやしたてる 

ギャアギャア 
（と）泣く うるさく泣きわめく声を表す 

火がついたようにギャアギャア（と）泣

く 

（と）言う 不平不満などをうるさく言いたてるさま ギャアギャア（と）文句を言う 

ニタニタ 笑う 薄気味悪く笑う表情をするさま ニタニタ（と）笑う 

ニッコリ 笑う ほほえむさま。ちょっと笑うさま 愛想よくニッコリ（と）笑う 

3 

イソイソ と出かける 
心が浮き立ち、喜び勇むさま。うれしいことなどがあって、動作がは

ずむさま 
イソイソ（と）出かける 

スイスイ 
（と）走る いかにも軽やかに、すばやく動くさま 氷の上をスイスイ（と）滑って行く 

（と）解ける 物事が、滞りなく進行するさま 問題が意外なほどスイスイ（と）解けた 

ノロノロ と歩く 動きがにぶく、ユックリしているさま 作業がノロノロ（と）してはかどらない 

ブラブラ 

（と）歩く あてもなくノンビリ歩きまわるさま 近所をブラブラ（と）散歩する 

（と）する ぶら下がって揺れ動くさま 両手をブラブラ（と）させる 

（と）する なすこともなく毎日を暮らすさま 就職もしないでブラブラ（と）している 

ヨチヨチ 歩く 幼児などが頼りない足どりで歩くさま ひよこがヨチヨチ（と）親鳥を追う 

チョコチョコ 
歩く 

小またで足早に歩いたり走ったりするさま。ちょこまか。また、動作

に落ち着きのないさま 
子供がチョコチョコ（と）歩く 

来る わずかの間を置いて同じことが繰り返されるさま 最近チョコチョコ遊びに来る 

ブラリ 
と出かける 前ぶれも目的もなく、気軽に出かけたり、やって来たりするさま ブラリと立ち寄る 

と下げる 物が垂れ下がっているさま 手拭いをブラリと腰に下げる 

スウッ 
と通る 滞ることなく、滑らかに動作や変化が進むさま 間をスウッとすり抜ける 

とする わだかまりや、つかえがなくなって、気持ちが平静になっていくさま 言うだけ言ったらスウッとした 

4 

パチパチ 
と瞬く  しきりにまばたきするさま 目をパチパチさせる 

（と）拍手する 物を続けざまに打ち合わせる音を表す パチパチ（と）拍手する 

トントン 
（と）叩く 物を続けざまに軽くたたく音を表す語 ドアをトントン（と）ノックする 

（と）まとまる 物事がとどこおることなく進むさま 縁談がトントン（と）まとまる 

パタパタ やる 
物を続けざまに軽くたたいたり、物と物とを軽く打ち合わせたりする

音や、そのさまを表す語 
パタパタ（と）ほこりを払う 

ビリビリ 

に破く 紙や布が裂ける音や、そのさまを表す 紙をビリビリ（と）破く 

（と）走る 電気などの強い刺激をからだに継続的に感じるさま ビリビリ（と）電気が走る 

に引き裂く ［形動］紙や布があちこち破れているさま ビリビリに引き裂かれたポスター 

ピシャリ と閉める 戸・障子などを勢いよく閉めきる音を表す ふすまをピシャリと閉める 

サクッ と切る 野菜などを刻んだり歯でかんだりしたときの軽快な音を表す キャベツをサクッと切る 
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と片付ける 手際よく行うさま。軽快なさま 仕事をサクッと片づけて遊びに出かける 

スルリ と抜ける 動きが、滑るようになめらかなさま 戸がスルリと開く 

スルスル と上る 
滑るようになめらかに動くさま。また、ある動作が、静かに滞りなく

進行するさま 
スルスル（と）音もなく障子が開く 

ポンポン 
と叩く 続けざまに物を軽くたたく音や、そのさまを表す語 つづみをポンポン（と）鳴らす 

（と）出る 勢いよく続けざまに、または遠慮なくものを言うさま 批判の言葉がポンポン（と）出る 

5 

キビキビ  と働く 人の動作や話し方などが生き生きとして気持ちのよいさま キビキビ（と）した応対ぶり 

ビクビク 
（と）震える 身体の一部が細かく震え動くさま 手がビクビク（と）震える 

（と）する 絶えず恐れや不安を感じて落ち着かないでいるさま いつもビクビク（と）している 

ブルブル 震える 小刻みに震動するさま。また、寒さや恐怖などのために震えるさま 怒りにからだをブルブル（と）させる 

バッタリ 
と出会う 思いがけなく人に出会うさま。 旧友とバッタリ（と）顔を合わせる 

（と）倒れる 勢いよく倒れたり落ちたりするさま 疲れきってバッタリ（と）倒れる 

グッタリ （と）する 疲れたり弱ったりして、力が抜けたさま グッタリ（と）横たわる 

ウトウト （と）する 眠けを催して浅い眠りに落ちるさま 仕事中についウトウトしてしまった 

トロン とする 眠けや酒の酔いなどで、目つきがボンヤリとして、生気がないさま トロンとして、眠そうだ 

スヤスヤ と眠る 静かによく眠っているさま 子供がスヤスヤ（と）眠る 

コロッ 
と忘れる 態度や状態などが、急にスッカリ変わってしまうさま 言うことがコロッと変わる 

と負ける アッサリと勝負に負けたり、簡単に死んでしまったりするさま 横綱がコロッと負けた 

6 

ペコペコ 
 だ ひどく空腹なさま 腹がペコペコだ 

する 頭をしきりに下げるさま。また、へつらうさま ペコペコしながら言い訳をする 

パンパン 
に膨らむ はち切れそうにふくらんでいるさま 食べ過ぎて腹がパンパンだ 

（と）打つ 手を打ち合わせたり、物をたたいたりする音を表す パンパン（と）かしわ手を打つ 

クラクラ とする めまいがして倒れそうになるさま 頭がクラクラ（と）する 

ゴロゴロ 

する 何もしないで、暇をもてあましているさま 一日じゅう家でゴロゴロしている 

（と）転がる 大きくて重い物が、音を立ててユックリ転がるさま 岩がゴロゴロ（と）転がり落ちる 

鳴る 雷鳴のとどろき響く音、また、それに類する音を表す 雷がゴロゴロ鳴りだす 

カクン 
となる 急に折れ曲がったり、壊れたりする様子 

ふいに後ろから押されて膝がカクンとなっ

た 

と揺れる 軽い衝動や衝撃を感じる様子 沖へ出たとたん船がカクンと揺れた 

ポカン とする 頭などを強くたたく音や、そのさまを表す うしろからポカンとやられた 

ドキリ とする 不意の出来事に驚き恐れて、激しく動悸(どうき)をうつさま 一瞬ドキリとする 

ドキッ とする 驚きや恐怖などのために、強く動悸(どうき)が打つさま 突然の指名でドキッとした 

オロオロ とする 驚きや悲しみなどの衝撃でうろたえるさま 
父の死にただオロオロ（と）するばかり

だった 

7 

ヒリヒリ 痛む 
皮膚や粘膜に、軽くしびれるような痛みを感じるさま。また、辛味が

強く舌などが軽くしびれるさま 
日に焼けて背中がヒリヒリ（と）する 

ピリピリ 
（と）する 緊張して神経が過敏になっているさま 

試合間近で選手がピリピリ（と）してい

る 

（と）する 皮膚や粘膜が鋭い刺激を感じるさま 舌がピリピリ（と）する辛さ 

ピンピン 
する 元気よく活動しているさま 病気が治ってピンピンしている 

（と）跳ねる 勢いよくはね上がるさま 魚がピンピン（と）はねる 

スクスク と育つ 勢いよく成長するさま スクスク（と）育つ 

オットリ する 人柄・しぐさなどが、落ち着いていてコセコセとしないさま オットリ（と）構える 

ブクブク 
太る しまりなく太っているさま ブクブクしたからだつき 

（と）湧く 泡などが次々と出る音や、そのさまを表す 汚水にメタンガスがブクブク（と）わく 

ガリガリ 
に痩せる ひどくやせているさま ガリガリにやせた体 

（と）かじる 堅い物をかみ砕いたり引っかいたりするときの音を表す 氷をガリガリ（と）かじる 

ガッシリ する 
物の構造や体格がシッカリしていて、力強く、また、簡単には壊れそ

うにないさま 
ガッシリ（と）した体格 
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8 

ツルリ 
とする なめらかで凹凸のないさま ツルリとした肌 

と滑る よくすべるさま ツルリと滑って転ぶ 

ツヤツヤ とする、光る 光沢があって美しいさま ツヤツヤ（と）した肌 

プリプリ 
する 押すとふるえるほど弾力があるさま プリプリした赤ん坊のほっぺた 

する 腹を立てて機嫌の悪いさま 母は一人でプリプリしている 

ノッペリ 
とする 顔が整ってはいるが、平板で締まりがないさま 生白いノッペリ（と）した顔 

（と）する 平らで変化のないさま 起伏の少ないノッペリ（と）した丘 

パッチリ とする 目を大きく見開くさま。また、目もとのハッキリしているさま 目のパッちり（と）した女の子 

ポッテリ とする 厚くふくらんでいるさま ポッテリ（と）した唇 

ホッソリ 見える 細くてスラリとしているさま ホッソリ（と）した手足 

スラリ とする ホッソリと形よく伸びているさま スラリと伸びた手足 

9 

ボサボサ 
 する 髪などの乱れているさま ボサボサ（と）した頭を整える 

な ［形動］ 「ボサボサな頭」 

パサパサ 
になる 水分がなくなり乾いているさま。うるおいのないさま パサパサの髪の毛 

な ［形動］ パサパサな夏ミカン 

バサバサ 

する 
水分がなくなり乾ききっているさま。頭髪などのつやがなくなり乱れ

ているさま 
バサバサ（と）した髪の毛 

（と）翻る 
薄くて乾いた物などが、触れ合ったりはためいたりするときの音や、

そのさまを表す 
鯉のぼりがバサバサ（と）翻る 

カサカサ 
になる 水分や脂気が抜けて滑らかでなく、干からびた感じがするさま 高熱が続いて唇がカサカサになった 

になる ［形動］ 高熱が続いて唇がカサカサになった 

ポトポト 落ちる 液体が続けざまに落ちる音や、そのさまを表す 汗をポトポト（と）したたらせて 

10 

パリパリ 
（と）する 張りがあったり、こわばっていたりするさま パリパリしたおこげ 

の、な ［名・形動］薄いものがこわばっているさま パリパリな（の）海苔(のり) 

シャキッ 

とする 軽い歯ごたえがあり、それでいて歯切れのよいさま シャキッとしたセロリ 

とする 
緩んだ気持ちなどが、引き締まるさま。また、姿勢や態度が引き締まっ

ているさま 
風にあたって気分がシャキッとする 

ネットリ とする トロリとしてねばりけのあるさま。また、ネバネバするさま ネットリ（と）した舌ざわり 

カリカリ 
と（する、焼く） 水分や脂肪分がなくて堅く、かむと歯切れのいいさま ベーコンをカリカリに焼く 

（と）する 気分がいらだって怒りっぽくなっているさま つまらないことにカリカリ（と）する 

コリコリ 
とする かたくて歯ごたえのあるさま たくあんのコリコリした歯触り 

する 凝ったりして、筋肉などがかたくなっているさま 肩が張ってコリコリしている 

トロリ 
とする 

ものが溶けてやわらかくなるさま。また、液体にやや粘り気があって、

滑らかなさま 
舌の上でトロリと溶ける 

とする 眠けをもよおすさま。少しまどろむさま。また、ウットリとするさま 暖かくてついトロリとする 

ホクホク 
する 

焼いたりふかしたりした栗・芋などの、あたたかくて、やわらかいさ

ま 
ホクホクした焼き芋 

する うれしさを隠しきれないさま 商売繁盛でホクホクしている 

コッテリ 
とする 味や色などが濃くて、しつこいさま コッテリ（と）した料理 

（と）絞る 程度のはなはだしいさま。いやというほど 父からコッテリ（と）油を絞られる 

ブヨブヨ 
する 

水気を含んでしまりがなくふくらんでいるさま。また、そのように太っ

ているさま 
この柿はブヨブヨしている 

だ ［形動］ ブヨブヨなからだ 

11 

フワリ 
とする 柔らかくふくらんださま フワリと浮かんだ雲 

と飛ぶ 軽く浮きただよっているさま。また、軽々と飛ぶさま フワリと飛び上がる 

フワフワ 

とする 柔らかくふくらんでいるさま フワフワ（と）したソファーに座る 

（と）する 心が落ち着かないで、うわついているさま 気持ちがフワフワ（と）している 

な ［形動］ フワフワな羽毛布団 

フカフカ に（なる、する） 柔らかくふっくらしているさま フカフカした布団/フカフカの布団 
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な ［形動］ フカフカなスポンジケーキ 

スッポリ 

収まる 全体を余すところなくおおうさま。 頭からスッパリ（と）布団をかぶる 

（と）はまる 
物がうまくはまりこむさま。また、はまっている物が抜けてしまうさ

ま 

指がビール瓶の口にスッポリ（と）はま

る 

ドップリ 
浸かる 十分に液体をふくませるさま。また、湯などによくつかるさま 肩までドップリ（と）つかる 

（と）つかる ある環境にスッカリはまっているさま 悪の道にドップリ（と）つかる 

ダブダブ になる 
衣服などが大きすぎてゆるいさま。また、太りすぎて、肉がたるんで

いるさま 
兄のお下がりのダブダブなズボン 

ポッカリ 
空く 口・目・穴などが大きくあいているさま ほら穴がポッカリ（と）口をあけている 

（と）浮かぶ 軽く浮かんでいるさま 空に雲がポッカリ（と）浮かぶ 

コロン と転がる 倒れたり転がったりする様子 
外で突風が吹いて側にあった缶がコロン

と転がった 

12 

ギラギラ と光る 強烈にまた、どぎつく光り輝くさま 真夏の太陽がギラギラ（と）照りつける 

ムクムク 
と起き上がる 雲・煙・泡などが重なり合ってわき出るさま 黒雲がムクムク（と）出てくる 

（と）起こる 感情や考えが急に起こるさま 好奇心がムクムク（と）頭をもたげる 

ポツポツ 
降る、と話す 少しずつ雨が降りはじめるさま 雨がポツポツ（と）降ってきた 

 ［名］点々とあるもの 葉っぱに白いポツポツがある 

ユラユラ （と）揺れる 物がユックリと大きく、繰り返し揺れ動くさま 波にユラユラ（と）揺れる船 

ヒラヒラ 
（と）舞う 薄くて軽いものが揺れ動くさま 花びらがヒラヒラ（と）舞い落ちる 

 ［名］軽くひるがえる薄い物 レースのヒラヒラのついたブラウス 

ヒタヒタ 
と叩く、と寄せる 中の物がやっとつかる程度であるさま だし汁をヒタヒタに加える 

（と）押し寄せる 水が寄せてくるように物事が段々と迫ってくるさま 敵がヒタヒタ（と）押し寄せる 

ヌルヌル 
する、になる 

粘液状のものがついたりしていてすべりやすいさま。また、そのよう

な感じで不快なさま 
川底が苔でヌルヌル（と）している 

 ［名］ヌルヌルしているもの ナメコのヌルヌルを洗い流す 

ネチネチ 
する ネバネバしているさま。不快に粘つくさま あの人はネチネチしている 

 性質や話しぶりがしつこいさま。くどくてサッパリしないさま ネチネチ（と）愚痴をこぼす 

ピチピチ 

する 魚などが、勢いよくはねるさま。また、いかにも生きのよいさま とりたてのピチピチした魚 

（と）する 若々しく元気いっぱいなさま。躍動感があふれているさま ピチピチ（と）した娘 

だ ［形動］中身がいっぱいではじけそうなさま 太ってシャツがピチピチだ 

クネクネ 
曲がる 幾度も曲がって続くさま クネクネ（と）した細い道 

（と）する からだを柔らかく曲げるさま。また、しなを作るさま 腰をクネクネ（と）させて踊る 

13 

グチャグチャ 

する 水分を多く含んで柔らかくなったり形が崩れたりしている様 グチャグチャした雪どけ道 

になる 
［形動］水けをタップリ含んで柔らかくなったり形が崩れたりしてい

るさま 
濡れてグチャグチャになった新聞紙 

に結ぶ ［形動］物事が混乱して、キチンとしていないさま グチャグチャに結んだ帯 

カチカチ 

に凍る 非常に堅いさま カチカチに凍る 

 
堅い物がぶつかってたてる、軽く澄んだ音を表す語。多く、規則的で

連続的な音にいう 
時計のカチカチ（と）いう音 

ゴツゴツ 
する 

表面がなめらかでなく、でこぼこしているさま。または、しなやかで

なく、かたいさま 
ゴツゴツした岩 

する 容姿や性格が粗削りであるさま ゴツゴツした乱暴な男 

ゴワゴワ 
になる/する 

紙や布などが、かたくこわばっていてしなやかでないさま。また、こ

わばった布や紙が擦れ合う音を表す語 
洗いたてのゴワゴワ（と）したジーンズ 

な ［形動］ のりの利いたゴワゴワな（の）浴衣 

ズッシリ 
とする きわめて重いさま。また、重そうなさま ズッシリと重い袋 

（と）構える 重厚で威厳のあるさま ズッシリ（と）構える 

ベッタリ 
つく ねばり気のある物がつくさま ペンキがベッタリ（と）手につく 

（と）纏わりつく スッカリたよりきるさま 母親にベッタリ（と）まつわりつく 

ドッシリ 
する いかにも重みのあるさま ドッシリした家 

（と）する 落ち着きがあって重々しいさま ドッシリ（と）した態度 
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ポッキリ 

折れる 堅い物などが不意に折れる音や、そのさまを表す 鉛筆の芯(しん)がポッキリ（と）折れる 

 
［接尾］数量を表す語に付いて、ちょうどそれだけと限定する意を表

す 
千円ポッキリしかない 

パラッ 
となる 物がまばらにあるさま 村には家がパラッと点在している 

とかける 少量のものをふりかけるさま ごま塩をパラッとかける 

14 

パリッ 
とさせる 薄いものが勢いよく破れたりはがれたりするさま お煎餅はパリッと割れる 

とする 体裁が整っていて立派なさま。また、真新しくしわなどのないさま パリッとした一万円札 

ドカン 
とぶつかる 大きく重い物が落ちたりぶつかったりしたときなどに立てる音を表す ドカンと電車が車止めにぶつかる 

と爆発する 爆発したり破裂したときの大きな音を表す ドカンと大砲の音が響く 

ストン 
と落ちる 

あまり大きくない物、重くない物などが、落ちたり倒れたりする音を

表す語。また、そのさま 
手もとでストンと落ちるカーブ 

と下がる 数値などが急激に減少するさま 高熱が注射でストンと下がった 

ピシピシ 
（と）叩く 

むちなどで続けて打ったり、細い枝が続けて折れたりするときの音を

表す語 

枯れ枝に火がついてピシピシ（と）はぜ

る 

と押さえる 鋭い調子で、遠慮なく物事をするさま 要所をピシピシと押さえる 

ミスミス のがす 
見ていながら、また事情が分かっていながら、それにふさわしい対応

をしないさま 

宝の山に入りながらミスミス手ぶらで帰

るなんて信じられない 

マザマザ 

と見せ付ける まるで目の前にあるかのようにハッキリとしているさま 
あのときの事がマザマザとまぶたに浮か

ぶ 

（と）思い知らさ

れる、思い出す 
ある事を確かな事実として、身にしみて感じるさま 

自分の力不足をマザマザ（と）思い知ら

される 

ザワザワ 
とする 大ぜい集まった人々の話し声などが醸し出す、騒がしい音を表す ザワザワ（と）した会場 

（と）音を立てる 木の葉などが触れ合う音を表す 木々がザワザワ（と）音をたてる 

15 

ゴタゴタ 
する 混乱や争いが起こっているさま 

会社の中が人事問題でゴタゴタ（と）し

ている 

 ［名・形動］争い。もめごと。紛争 隣家との間にゴタゴタが絶えない 

コロコロ 
（と）変わる 物事が簡単に転じていくさま 話がコロコロ（と）変わる 

（と）転がる まるい物、小さい物などが軽快に転がるさま まりがコロコロ（と）転がる 

ガラリ 
と変わる 事態が急激に、スッカリ変わるさま。 人柄がガラリと変わる 

と開ける 引き戸などを勢いよく開ける音を表す ガラス戸をガラリと開ける 

ザックリ 

とする 大ざっぱなさま。全体を大きくとらえるさま 要旨をザックリととのえる 

（と）切る 
力を込めて一気に切ったり割ったりするさま。大きく切れ目を入れる

さま 
キャベツをザックリ（と）切る 

ボツボツ 
やる 物事が徐々に進行するさま。また、ユックリと物事にとりかかるさま ボツボツ帰ろう 

 散在している点や穴 からだ中にボツボツができる 

16 

メキメキ 
 伸びる 目に見えて、進歩・発展するさま メキメキ（と）腕をあげる 

（と）鳴る 物がこわれたり、きしんだりする音を表す 床がメキメキ（と）鳴る 

ジリジリ 
（と）焼ける ユックリとわずかずつ確実に進み迫ったり退いたりするさま 首位にジリジリ（と）迫る 

（と）照り付ける 太陽が焼けつくように強く照りつけるさま 真夏の太陽がジリジリ（と）照りつける 

ミッチリ やる、鍛える 少しも手を抜かず十分に行うさま ミッチリ（と）腕をみがく 

キッカリ 
 

時間・数量などが正確で過不足のないさま キッカリ約束の時間に来る 

ガタン 
と落ちる 成績・人気・数量などが、目立って減るさま 売り上げがガタンと落ちる 

と揺れる 堅い物がぶつかって立てる、重い感じの音を表す 電車がガタンと揺れる 

ヤスヤス とできる 簡単に事を行うさま。また、容易に事態が進展するさま ヤスヤスと事が運ぶ 

 

 

資料 8 「常用的な意味」の学習内容（上級） 

週 オノマトペ コロケーション 常用的な意味 使用例 

1 

クドクド 言う しつこく繰り返して言うさま クドクド（と）小言を言う 

ズバズバ 
言う 核心に触れた事をためらわずに言うさま 相手かまわずズバズバ（と）言う 

（と）投げる 思い切りよく、続けてするさま 速球をズバズバ（と）投げ込む 

ボソボソ と言う 低く小さい声で話すさま ボソボソ（と）つぶやく 



358 

 

（と）する 食物の水分がぬけて食べにくい様 ボソボソ（と）した冷や飯 

ガヤガヤ する 大ぜいが勝手にうるさく話し合うさま。 教室の中がガヤガヤしている 

キャアキャア 言う 
驚いたりこわがったり、また興奮して騒いだりする甲高い声を表す語。 

 

人気歌手の登場にキャアキャア（と）

騒ぐ 

コソコソ 話す、やる 人目につかないように物事をするさま コソコソ（と）出ていく 

ベラベラ 喋る 立て続けに勢いよくしゃべるさま ベラベラ（と）まくしたてる 

 

2 

 

ペロリ と食べる 
瞬間的に大きく舌を出すさま。人をからかうときや照れ隠しのしぐさにい

う 
ペロリとたいらげる 

ムシャムシャ 食べる 勢い込んで食べるさま 
手づかみでムシャムシャ（と）食 べ

る 

ゼエゼエ 鳴る 息遣いが激しいさま。また、苦しげに呼吸する音を表す語 喉がゼエゼエ（と）鳴る 

3 

チラチラ 

見る 断続して物を見るさま チラチラ（と）目配せする 

（と）舞う 小さいものが飛び散るさま 雪がチラチラ（と）舞いはじめる 

（と）する 物が見え隠れするさま 面影がチラチラ（と）する 

シゲシゲ 
と眺める 物をよくよく見るさま 相手の顔をシゲシゲ（と）見つめる 

（と）行く 物事が、たび重なるさま その店へシゲシゲ（と）足を運ぶ 

マジマジ と見つめる 目を離さないで一心に見つめるさま 我が子の寝顔をマジマジと見つめる 

キョロキョロ 見回す 落ち着きなく、絶えずあたりを見まわすさま 
物珍しげにキョロキョロ（と）まわり

を見る 

チカチカ 
と瞬く、する 強い光線などに刺激されて、目が痛むような感じがするさま 

対向車のライトで目がチカチカ（と）

する 

（と）瞬く 周囲が暗い中で、光が点滅するさま 町の灯がチカチカ（と）またたく 

ショボショボ 
する 疲れなどで、目をハッキリあけられず、しきりにまばたきをするさま 眠くて目がショボショボする 

（と）する 力が衰えて、見るからにわびしそうなさま ショボショボ（と）した後ろ姿 

ジロジロ 見る 無遠慮に目を向けるさま 
そんなにジロジロ（と）人の顔を見る

な 

チラッ 見る 一瞬ちょっと見えるさま 車窓から看板がチラッと見えた 

4 

  

クスクス 笑う しのんで笑う声。また、そのようすを表す 下を向いてクスクス（と）笑う 

ヘラヘラ 
笑う だらしなくあいまいに笑うさま 

ヘラヘラ（と）笑っている場合ではな

い 

（と）言う 軽々しくよくしゃべるさま ヘラヘラ（と）お追従を言う 

ワンワン 
泣く 大声をあげて泣くさま 大の男がワンワン泣く 

（と）吠える 犬の鳴く声を表す ワンワン（と）ほえる 

ブリブリ 怒る 怒って口をきかないさま ブリブリ怒っている 

くスッ と笑う 我慢や遠慮をしていた笑いが，思わずもれるさま 
二人は顔を見合わせるとくスッと笑っ

た 

ムスッ とする 機嫌をそこねて口をきかないさま 
何が気に入らないのかムスッとしてい

る 

5 

ゾロゾロ 
（と）歩く 多くの人や動物などが引き続いて動くさま 取り巻きがゾロゾロ（と）ついて歩く 

（と）引きずる 長いものを引きずるさま 着物のすそをゾロゾロ（と）引きずる 

セカセカ と（歩く、する） 動作や言葉などがせわしくて落ち着きのないさま セカセカ（と）動き回る 

ズカズカ 入る 遠慮なく乱暴に入ったり近寄ったりするさま 他人の心にズカズカ（と）入り込む 

ザブザブ 入る 水を大きく動かしたり大量の水を勢いよく使ったりするときの音を表す 川の中にザブザブ（と）入っていく 

ヨロヨロ と立ち上がる 足もとがシッカリせず倒れそうなさま 一撃をくらってヨロヨロ（と）した 

6 

チョロチョロ 
動く 小さなものが動き回るさま 子供がチョロチョロして落ち着けない 

（と）湧き出る 水が少しずつ流れ出ているさま 清水がチョロチョロ（と）わき出る 

ガチガチ 
鳴らす 堅い物が連続してぶつかり合う音を表す 寒くて歯をガチガチ（と）いわせる 

（と）言う 堅い物が連続してぶつかり合う音を表す 寒くて歯をガチガチ（と）いわせる 

バンバン 
叩く、打つ 手のひらなどで物を勢いよく打つ音を表す語 机をバンバン（と）たたいて熱弁する 

片付ける 物事が勢いよく進行するさま 仕事をバンバン片づける 

ノリノリ になる 調子がよくて気分が高揚していること ノリノリな曲で踊る 

http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E7%9E%AC
http://www.weblio.jp/content/%E3%81%A8%E8%A6%8B%E3%81%88%E3%82%8B
http://www.weblio.jp/content/%E8%BB%8A%E7%AA%93
http://www.weblio.jp/content/%E7%9C%8B%E6%9D%BF
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8B%E3%81%88
http://www.weblio.jp/content/%E6%88%91%E6%85%A2
http://www.weblio.jp/content/%E9%81%A0%E6%85%AE
http://www.weblio.jp/content/%E7%AC%91%E3%81%84
http://www.weblio.jp/content/%E4%BA%8C%E4%BA%BA
http://www.weblio.jp/content/%E8%A6%8B%E5%90%88%E3%82%8F%E3%81%9B%E3%82%8B
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ソウッ 
とする 干渉しないで、静かにしておくさま しばらくソウッとしておこう 

と閉める 音を立てないように物事をするさま 障子をソウッと閉める 

7 

スパッ とつく、という 思い切りよく、一気に事を行うさま スパッと結論を出す 

ビシビシ 
取り締まる 遠慮や手加減をせず、きびしく行うさま 金をビシビシ（と）取りたてる 

打つ 棒などで続けて強く打つ音や、枝などの続けて折れる音を表す 竹刀でビシビシ打たれる 

スコン 

と打つ 勢いよく当たったりはまったりする音 
ボールを思いっきりスコンと打つと、

遠くまで飛んでいって見えなくなった 

と抜ける 記憶がスッカリ抜けてしまう様子 
何度も練習したセリフが演劇会本番

でスコンと抜けた 

8 

ドスン と落ちる 
重くて大きいものが、倒れたりぶつかったりしてたてる音や、そのさまを

表す 
ドスン（と）しりもちをつく 

クタクタ になる 疲れたり弱ったりして、力の抜けたさま クタクタに疲れる 

バタバタ 
と倒れる 人が手足を激しく動かして立てる音にいう 廊下をバタバタ（と）走る 

（と）片付ける あわただしく物事をするさま。また、あわただしいさま 残りの仕事をバタバタ（と）片づける 

ゴシゴシ 洗う 物を強くこする音、また、そのさまを表す 力を入れてゴシゴシ（と）洗う 

ウハウハ 

する 喜ばしい出来事があり、思わず笑ってしまうようす 株価が急激に上がってウハウハする 

だ 非常に喜んで高揚しているようす。十分に満足しているようす 
オークションで高値で落札されウハウ

ハだ 

ボウッ 
とする 意識が正常でなく、ボンヤリしているさま ボウッとしていて大事なことを忘れた 

とかすむ 物がぼやけて見えるさま 島影がボウッとかすんで見える 

9 

  

オドオド する 緊張・不安や恐怖心で落ち着かないさま 人前ではいつもオドオドしている 

ソワソワ と落ち着かない 気持ちや態度が落ち着かないさま 発表待ちで朝からソワソワする 

タジタジ になる 困難に直面したり、相手の力に圧倒されたりしてひるむさま 鋭い質問にタジタジとなる 

スカッ 
とする 

スッキリと快いさま。つかえていたものがなくなって気分がさわやかにな

るさま 
スカッと晴れ上がる 

とする 服装などが垢抜けていて好感がもてるさま スカッとした身なり 

マゴマゴ する まごつくさま。うろたえるさま 道がわからずマゴマゴ（と）した 

10 

キリキリ 
（と）痛む 鋭く痛むさま 胃がキリキリ（と）痛む 

（と）言う 物が強く擦れ合う音を表す 歯をキリキリ（と）いわせて悔しがる 

グラグラ 
する 物が揺れ動いて安定しないさま。また、事柄や気持ちなどが動揺するさま 歯がグラグラする 

な ［形動］揺れ動いて、安定しないさま 古びてグラグラないす 

ワサワサ する ザワザワして落ち着かないさま 
人の出入りが多く、あたりがワサワサ

している 

ヒシヒシ 
と（感ずる、伝わ

る） 
切実に感じるさま 責任の重さをヒシヒシと感じる 

ジワッ 
と染み出す 物事がユックリと表れてくるさま 感情がジワッとこみあげる 

と汗ばむ 液体がしみ込むさま。また、にじみ出るさま 手のひらがジワッと汗ばむ 

ムシムシ する 風がなくて湿度が高く、蒸し暑いさま ムシムシして寝苦しい 

11 

  

ザラザラ 
とする 触った感じが粗く滑らかでないさま ザラザラ（と）した肌 

な ［形動］ 水仕事で荒れてザラザラな手 

ベタベタ 

張る、する、にな

る 
物が粘りつくさま 汗でシャツがベタベタ（と）くっつく 

（と）する 機嫌をとったり、甘えてまといついたりするさま 人前で男女がベタベタ（と）する 

ポタポタ 落ちる しずくが次々に落ちる音や、そのさまを表す ポタポタ（と）汗がしたたる 

チャプチャプ する 物を液体に浸す音を表した表現 水たまりを長靴でチャプチャプ歩く 

12 

  

ピイピイ 鳴く 笛の音、鳥の鳴き声などを表す ひよこがピイピイ（と）鳴く 

ピョンピョン 
と（跳ねる、飛び

跳ねる） 
身軽に繰り返し飛び跳ねるさま ウサギがピョンピョン（と）跳ねる 

ウヨウヨ いる 小さい生き物が多数集まってうごめいているさま 毛虫がウヨウヨいる 

13 
ヒョロヒョロ 

とする 細長く伸びて弱々しく感じられるさま ヒョロヒョロ（と）した草 

な ［形動］ ヒョロヒョロな都会っ子 

ガサガサ する 水分や脂気が抜けてきめが粗く、荒れた感じがするさま ガサガサした松の幹 

http://www.weblio.jp/content/%E6%B6%B2%E4%BD%93
http://www.weblio.jp/content/%E8%A1%A8%E7%8F%BE
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（と）音がする 乾いた物が触れ合う音を表す やぶでガサガサ（と）音がする 

になる ［形動］水分や脂気が抜けてきめが粗く、荒れた感じがするさま 手が荒れてガサガサになる 

プカプカ 
浮く、浮かぶ 軽い物が水面に浮いているさま ごみがプカプカ（と）流れていく 

（と）燻らす タバコをしきりに吹かすさま 葉巻をプカプカ（と）くゆらす 

ドロドロ と鳴る 遠くの方で鳴りわたる雷や大砲などの音を表す 遠くでドロドロ（と）雷鳴がとどろく 

コトコト 煮る あまり強くない火力で鍋の中の物が煮える音を表す 弱火でコトコト（と）煮込む 

ヒヤヒヤ 
する 冷たく感ずるさま 背中がヒヤヒヤする 

する 心配し、恐れるさま いつ見つかるかとヒヤヒヤした 

14 

ピッチリ と包む すき間がなく密着しているさま ピッチリ（と）したズボン 

ガバガバ 
になる 靴や服などが大きすぎるさま 靴がガバガバで困る 

（と）入る 金がドンドン手に入るさま 金がガバガバ（と）入ってくる 

ブカブカ になる 身に着ける物が大きすぎて、ゆるんでいるさま お下がりのブカブカのズボン 

ヨレヨレ 
になる 

衣類や紙などが古くなって張りがなくなり、形がくずれたりしわが寄った

りしているさま 
ヨレヨレなズボン 

だ  疲れ切って元気がないさま 徹夜続きでヨレヨレだ 

モコモコ 
泡立つ 衣類などが厚くふくらんださま 

インナーのせいで肩のあたりがモコモ

コする 

 ［名］柔らかくて弾力のあるふくらみが連続しているもの 襟にモコモコがついたコート 

15 

ドサッ 
と倒れる 

重い物を一度におろしたり、重い物が落ちたり倒れたりする音や、そのさ

まを表す 
大きな包みがドサッと落ちる 

と来る 大量のものが一度に移動するさま 注文がドサッと来る 

シイン とする 
物音や話し声がせず、静まりかえっているさまを表わす 

会場はシインと静まりかえった 

シャカシャカ する ボールに割り入れた卵を泡だて器でかき回す時に出る音 
容器にフライドポテトと塩を入れ、ふ

たをしてシャカシャカする 

ドタッ と倒れる 重いものが落ちたり倒れたりする時に出る音 家に着いたとたん、ドタッと倒れた 

ガチャガチャ 言う 堅い物がぶつかり合う騒々しい音を表す かぎの束をガチャガチャいわせる 

カタカタ と鳴る 堅いものが触れ合うときに発する軽い感じの音を表す 戸がカタカタ（と）鳴る 

ビンビン 
と響く 音が耳ざわりなほどに大きく響くさま ステレオの低音がビンビン（と）響く 

（と）伝わる 心に強く響くさま 相手の思いがビンビン（と）伝わる 

カチッ 
と鳴る 堅くて小さい物が打ち当たったときに出る音を表す かぎがカチッとかかる 

とする ゆるみがなくシッカリとしているさま。ひきしまっているさま カチッとした内容 

16 

  

グラッ と傾く 大きなものが急に揺れたり、動いたりするさま 機体がグラッと傾く 

ドッサリ 
ある 数量の多いさま お菓子がドッサリ（と）ある 

（と）落ちる 重い物が落ちる音を表す 荷物が棚からドッサリ（と）落ちた 

カッチリ 
 とする 物の組み合わせなどに少しの狂いもなく、キチンと合うさま カッチリとした服装 

する 堅く引き締まったさま カッチリした身体 

メチャメチャ 

にする、になる まったく筋道が通らないこと。度外れなこと 言うことなすことメチャメチャだ 

に割れる 
どうにもならないほどにこわれたり、混乱したりすること。また、そのさ

ま 
ガラスがメチャメチャに割れる 

ボチボチ やる、いく ユックリ物事にとりかかるさま。また、ある事態に近づくさま ボチボチ出かけよう 

ガラッ と変わる 事態が急に、スッカリ変わるさま 顔つきがガラッと変わる 
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注 
 

                                                   
1本研究で扱うオノマトペは断りがない限り、すべてカタカナで表記する。 
2読みは「ホロホロとやまぶきちるかたきのおと」、季語は「山吹」（春）、詠年は貞享 5年（1688）、松 

尾芭蕉 45歳の時、奈良県吉野川の上流にある西河の滝で休み詠んだ句。出典は笈の小文、句意は西河の滝 

が岩間に激して轟々と鳴りわたり、岸辺をいろどる黄金色の山吹の花が、風も持たずにホロホロと散る。 
3本研究では擬音（擬声）語・擬態語をオノマトペで統一し、擬音（擬声）語あるいは擬態語の一方の場合は 

そのままにする。 
4勤務校の日本語専攻の 3年生の一部を指す。 
5YouTube(https://www.youtube.com/watch?feature=player_embedded&v=twVKvtIBVRI)（2014年 5月 30日現 

在の検索） 
6コーパスを用いた調査の結果に基づいてオノマトペと共起する動詞の頻度によって、また、母語話者を対象 

としたプロトタイプ的意味の調査結果と照らし合わせて、プロトタイプ的コロケーションを認定する。 
7松本（2003: 142）のプロトタイプ的な意味を認定する方法に基づき多義語の複数の意味のうち、母語話 

者の直観によって最も基本的な意味をプロトタイプ的意味と認定する。本稿は日本語母語話者を対象とし 

た基本的（典型的）な意味の調査結果からプロトタイプ的意味またはそれに近い意味を判定する。 
8『現代日本語書き言葉均衡コーパス』は大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所によって構 

築された現代日本語のコーパスである（Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese，略称 BCCWJ）。 

筆者は本コーパスと使用許諾契約を締結したことにより、本コーパスに収録された約 1億語の書籍、雑誌、 

新聞、白書、教科書、広報紙、Webの掲示板、ブログなど多様な日本語を検索できる。このツールは「現代 

日本語における書き言葉の実態解明と雑誌コーパスの構築」という目的で、国立国語研究所が、2006年 8月 

に公開したものである。社会性と多様性を備えていると考えられる月刊雑誌 70誌を調査対象とし、現代の言 

葉を誌面から標本として抽出し、用語・用字に関して計量的な調査・分析を行い、語彙表にしたものである。 
9日本語母語話者を対象としたオノマトペの基本的（典型的）な意味と高頻度使用意味を合わせて常用的な意 

味と呼ぶことにする。 
10吉島・大橋他（訳編）（2008）を参照。 
11JF日本語教育スタンダード 

（https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/tsushin/news/201005.htm（2015年 7月 1日現在の検 

索） 
12日本語能力試験（http://www.jlpt.jp/ ）（2015年 7月 10日現在の検索） 
13「学習者がコンテクストの中で聞くあるいは読む、何らかの意味を持った言葉」（白畑・若林・村野井（2010: 

137）による VanPatten（2003）の訳）である。 
14「インプット処理の結果、学習者の作動記憶の中に保持された言語データ」（白畑・若林・村野井（2010: 137） 
による VanPatten（2003）の訳）である。 
15「学習者が意味を伝えたり表したりするために産出する言葉」（白畑・若林・村野井（2010: 137）による 

VanPatten（2003）の訳）である。 
16意味交渉が生じることによって、インプット処理が促される。つまり、対話の中で意味が伝わらない場合、 

インプットは学習者の言語レベルに合わせて修正されることが多く、そのような修正の結果、学習者の注意 

が言語形式に向けられる可能性が高くなる（白畑・若林・村野井 2010: 140）。 
17実証研究に基づいた代表的な認知心理学モデル（海保・柏崎 2002: 98）である。 
18オノマトペの多義語を本稿では多義オノマトペと呼ぶ。 
19認知意味論ではよく使われるイメージ・スキーマ（image schema）を指す。 
20『デジタル 大辞泉』による。（http://dictionary.goo.ne.jp/jn/204780/meaning/m0u/） （2015年 11 

https://www.youtube.com/watch?feature=player_embedded&v=twVKvtIBVRI
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/teach/tsushin/news/201005.htm（2015年7月1日現在
http://www.jlpt.jp/
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月 28日現在の検索） 
21オノマトペの類義語を本稿では類義オノマトペと呼ぶ。 
22「言語単位としての抽象性、その使われ方、語彙の一単位、学習などの観点から眺めることにより、徐々 

にほぐれてくる単語の意味」（国広 1982: 39）である。 
23『デジタル大辞泉』による。http://dictionary.goo.ne.jp/jn/99213/meaning/m0u/（2015年 12月 2日現  

在の検索） 
24小柳（2004: 144）の Gass(1997)と Gass&Selinker(2001)に基づいてまとめた言語習得のメカニズムを踏ま

えて設定したものである。 
2517世紀のラテン語教育に端を発する文法翻訳中心の教え方が外国語教授法の主流を占めていた文法翻訳法 

になり、文法規則の説明、対訳による単語の理解、翻訳練習などが行われる教授法（小林 1998: 158）であ 

る。 
26全身反応法（Total Physical Response:TPR）。TPRは 1960年代にアメリカの心理学者 James Asher によっ

て提唱されたもので、学習者が指導者の指示を聞いて、言語ではなく動作で反応するという教授法である。 
2720世紀に入り、パーマーが提唱した教授法である。パーマーが五つの習性（The five spiich-learning habits） 

（①耳による観察、②口まね、③口ならし、④意味づけ、⑤類推による作文）を見出し、その練習として七 

つの方法（①音を聞き分ける練習、②発音練習、③反復練習、④再生練習、⑤置換練習、⑥命令練習、⑦定 

型会話）を提唱した（小林 1998: 162）。 
28『教師用日本語教育ハンドブック⑤ 語彙』（1991: 131-157）は日本語語彙の理解への指導では語の意味 

の提示として、次の 5つの方法を挙げている。①翻訳による方法、②学習者の母国語による説明、③視覚に 

よる方法、④日本語による説明、言いかえ、⑤例文による方法としている。 
29 ジャック、シオドア（2007）によると、ポスト教授法時代に将来に向けるアプローチやメソッドを超えた 

教授法のあり方として、教師は経験と知識を重ねるうちに自分ならではのアプローチやメソッドを開発する 

もので、それは既存のアプローチやメソッドに頼ったものでも教師独自の信念、価値観、原則、経験が個性 

的に反映されたものになる（p.309）。 
30 岡崎・岡崎（1990: 76）で述べた教育的配慮に中心をおいたタスクの完成まで踏むべき第 2段階に当ては 

まる。教師が学習者にアウトプットを促進させるために、オノマトペを書いた絵やオノマトペに関連する動 

画を見せて、その内容を書き込むように指示する。 
31‘…overtly draws students’attention to linguistic elements as they arise incidentally in lessons  

whose overriding focus is on meaning or communication.’(Long,1991,pp.45-46)レッスンの中で意味 

あるいはコミュニケーションに学習者が注意を向けている時、言語的な要素に学習者の注意を意図的に向け 

させること。 
32 それ以降の研究では、例えば、田守・スコウラップ（1999）では頻度副詞と呼ばれているものに当たる。 
33 田守・スコウラップ（1999）による。仁田（1983、1997、2002）では「結果の動詞」と読んでいる。 
34 影山 (1996)によれば、自動詞は主語になるものが外項（動作主あるいは意味上の主語）と内項（意味上 

の目的語）によって 2種類に下位分類される。前者を非能格動詞（ひのうかくどうし）、後者を非対格動詞（ひ 

たいかくどうし）と呼ぶ。 
35同類語とは、見出し語と基本義が同じで音形態が異なる語としている（阿刀田･星野、1993: ⅴ）。 
36 浜野（2014: 21）で挙げられた 5組の例から 2組を取ったのである。 
37 三上京子（2007）による。 
38夏征农、陈至立主编（2009）上海辞书出版社:上海 
39
现代汉语大词典编委会（2010）上海辞书出版社:上海 

40
中国社会科学院语言研究所词典编辑室(2011 第 11 版)商务印书馆:北京 

41『中国語』NO22、P2-11、相原茂編（1976）大修館書店 
42野口宗親編（1995）東方書店:上海 
43本研究のすべての調査に参加した学習者は断りがない限り、みな筆者が勤務している大学に入ってから日

本語を 24 ヶ月～36 ヶ月ぐらい学習した大学在籍の 3 年生である。また、いずれも中国生まれで、滞日経験

や留学経験のない学習者のみである。 
44助詞の 5項目がみな過半数を超えているため、5項目をひとつにまとめて 11項目にした。 
45四つのクラスを合わせて 118名だが、実際に留学や欠席などで調査に参加できたのは 98名に残った。 
46問巻星（http://www.sojump.com/report/444561.aspx）（2010年 10月 20日現在の検索） 
47この四つのクラスは全員 120名だが、留学の 19名と欠席の 5名を除くと、実際 96名調査に参加した。 
48担当しているクラスの中のこのふたつのクラスで全員 70名は日本語の小説を読むのが得意なため、集 中 

http://dictionary.goo.ne.jp/jn/99213/meaning/m0u/
http://www.sojump.com/report/444561.aspx
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して調査を行ったが、途中から 5名が留学するため授業に来なくなった。また、１回～4回程度の欠席者 

11名現れたため、調査から外して 54名になった。 
49獅子物語（http://ncode.syosetu.com/n8212j/2/）（2012 年 10月 20日現在の検索）。 
50最初の調査対象がもう卒業したため、新しく同じ 3年生を対象に第 2次調査を行ったわけである。 
51口頭調査で学習者の間では童話を読むのが好きだということが分かったため、童話を読ませて調査を行っ 

たが、最後までアンケートに協力してくれたのは 139名のうちの 98名だった。 
52宮沢賢治の童話集『注文の多い料理店』（1997）（新潮文庫、新潮社）を参照。 
53担当しているクラスの中で、このふたつのクラス全員 69名は全体から見れば、日本語のドラマを見ること 

に興味を示したため、ドラマに関する調査を行った。ただし、69名のうち 16名が調査表を提出しなかった 

り答えが不十分だったりしたため、有効回収が 53名になった。 
54このふたつのクラスは全員 70名だが、調査が行われた 9週間の間に、16名がそれぞれ 1回～3回欠席した 

ため、調査から外した。実際、最後まで調査に携わった人数が 54名となった。 
55増田あや子(編)（2001）による。 
56このふたつのクラスは全員 71名だが、その中から韓国の留学生 2名を外して 69名に残った。そのうち、 

途中から 2名がスピーチコンテストに参加したため、調査から外して、67名となった。 
57このふたつのクラスは全員 72名だが、調査に参加しなかった 2名を外して、70名となった。 
58問巻星（http://www.soJump.Com/rEport/444561.Aspx）（2010年 10月 30日現在の検索） 
59本稿で取り上げたオノマトペに関するすべての 4択 1の問題は『日本語ジャーナル』2004年 1月号（第 19 

巻第 1号通巻 220号）（アルク）から 2005年 3月号（第 20巻第 3号通巻 235号）までの荻原稚佳子（早稲田 

大学非常勤講師）が担当された「似てるけど、ここが違う」というコラムや『デジタル 大辞泉』、『擬音 

語・擬態語辞典』、『暮らしのことば 擬音・擬態語辞典』を参考に筆者が作成したものである。 
60本稿で「現代雑誌」の「全体度数」を「頻度」に表す。 
61日本語能力試験（http://www.jlpt.jp/faq/index.html）（2015年 7月 1日現在の検索）。 
62 冉・島田（2012：57）の注釈①によって筆者が次のように訳す。日本国立国語研究所の統計（2007）で は、 

日本人が最も使用しているオノマトペは 400語～700語であるため、その平均数をとると、550語となる。 
63これらの教科書は中国最大の学生数（4学年を合計すると約 3000人）を有する同学院および同大学の軟件

学院に所属している学生 5000人、合わせて 8000人が使っている教科書である。また、ほかの大学でも採用

されている。 
641991年から 2009までの 19年間の 1級に出現したオノマトペの出現回数を表す。 
65「共起関係」とは「一緒に使われる」という意味（堀 2009: 7）としている。語と語の共起関係には、強 

さによって大きく 3つに分けられている（宮地 1982、1984、1985、1999、国広 1985、1997、2007）。最も強 

い結び付きは慣用句で、その次は「工夫を凝らす」「頭を絞る」のように固定的だが個々の構成要素の意味か 

ら語結合全体の意味が解釈できるもの、秋元（1993）も小宮（2003）もこれに該当する。そして、3つ目は 

最も緩やかな結びつきである。 
66 三好（2007）では自由結合と呼ばれるゆるやかな結びつきを実験対象の連語としている。これは宮地（1985）、  

国広（1985、1997）にしたがって、語と語の結び付きの強さによる 3つの段階の中の最も緩やかな結びつき 

を取ったと思われる。それは意味の範囲で自由に結び付く「お茶を飲む」「本を読む」のような自由結合ある 

いは自由な語連結と呼ばれる結びつきのことである。 
67勤務校が使用する 11冊の教科書のことである。 
68「連語性の差というものが考えられる」（国広 1985: 10）。国広によれば、連語性は、「連結の意味的自然 

さが低くなるほど高くなる」(p.10)とする。例えば、「『命を落とす（失う）』では『落とす』を用いる方が連 

語性が高い」（p.10）と述べている。 
69ここの数字は本稿が付けたものである。 
70仁田義雄（1983） ｢動詞に係る副詞的修飾成分の諸相｣『日本語学』10-l.2: 18-29による。 
71大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所が構築した現代日本語のコーパスである 『現代 

日本語書き言葉均衡コーパス』（Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese，略称 BCCWJ）をオ 

ンラインで検索するツールである。 
72BCCWJを利用するには「少納言」「中納言」「ＤＶＤ版」という 3つのツールがある。文字列検索しかで 

きない「少納言」に比べ、「中納言」は短単位、長単位という語彙素・語彙素読みという検索方法が増設さ 

れている。そして、最大表示用例数は 500例、最大ダウンロード用例数は 10万例に増えたため、この検索ツー 

ルを利用したのである。 
73検索の対象である。すなわち、動詞を検索する場合、「キー」が動詞である。助動詞を検索する場合、「キー」  

http://ncode.syosetu.com/n8212j/2/）（2012年10月20
http://www.sojump.com/rEport/444561.Aspx
http://www.jlpt.jp/faq/index.html
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が助動詞「だ」であることを意味する。 
74名詞、代名詞、形状詞、連体詞、副詞、接続詞、感動詞、動詞、形容詞、助動詞、助詞、接頭辞、接尾辞、 

記号、補助記号。 
75筆者が作例したものを用いて検索の手順と結果を説明した。 
76助詞ではないが、助詞「と」に相当する文法的機能である。 
77「して」の形は「連用修飾」と「中止法」という 2種の用法に分けられる。連用修飾が 12例あり、その後 

に続く動詞が「聞く」4例、「読み進む」１例、「見る」3例、「見守る」１例、「注目する」1例、「手を 

出す」1例、「気をもむ」1例。（中止法）2例ある。また、「していて」のような中止法も 1例あった。さ 

らに、「どうし」と複合名詞を作った用例と連体修飾「した（思い）」もそれぞれ 1例拾えた。 
78 ほかは「し」「しつつ」「したり」「したい」「して」「していて」「して（い）る」（の・こと）「さ 

せつつも」「させたり」「させやがって」「させながら」「されて」（しなで）もある。 
79「使役＋受身」類には「させられた」5例、「させられる」3例、「させられたりする」1例、「させられ通 

し」1例、「使役」類には、「させてくれる」4例、「させる」4例、「させた」3例、「させていた」1例、「さ 

せんでくれ」1例、「させつつも」1例、「させたり」1例、「させやがって」1例、「させながら」1例、「させ 

てばかりいた」1例、「受身」類にも「されて」1例、「された」1例という 2例現れた。 
80山岡（2000: 178）では、感情動詞の文機能論的 3分類と意義特徴による 4分類との交差分類をしている。 

それは以下の表に示すとおりである。 

 

 1思考 2情意 3感覚 4知覚 

A感情表出動詞 

〔I〕＋V‐ru 

A‐1思考表出 

～ト（～ク）思う 

A‐2情意表出 

ハラハラする 

A‐3感覚表出 

胃がキリキリする 

A‐4知覚表出 

見える 

B感情変化動詞 

〔I〕＋V‐ta 

B‐1思考変化 

ひらめく 

B‐2情意変化 

ガッカリする 

B‐3感覚変化 

肩が凝る 

 

C感情描写動詞 C‐1思考描写 

～ヲ思う 

C‐2情意描写 

ソワソワする 

C‐3感覚描写 

顔がほてる 

C‐4知覚描写 

見る 

 
81〈動作性状態〉〈変化〉〈非性質表現化〉動詞（例：イライラする、ハラハラするなどの 14語）、〈動作 

性〉〈継続〉〈非性質表現化〉動詞（例：ウロウロするなどの 4語とイジイジするなどの 43語）、〈動作性〉 

〈継続〉〈性質表現化〉動詞（例：フラフラする、ボーッとする、ノンビリする 3語）、〈動作性〉〈変化〉 

〈非性質表現化〉動詞（継続動詞の例：アップアップする、ホロッとするなどの 4語、瞬間動詞の例：バタ 

バタする、ウンザリするなどの 18語、変化動詞の例：サッパリするなどの 6語、ガヤガヤするなどの 4語、 

ウットリするなどの 7語）、〈動作性〉〈変化〉〈性質表現化〉動詞（例：ツンツンする、ムッツリするな 

どの 8語）、〈動作性〉〈瞬間〉〈非性質表現化〉動詞（例：ギクッとする、ポカンとするなどの 14語）、 

〈動作性形容詞的状態〉〈変化〉〈非性質表現化〉動詞（例：ピンピンする、ヨボヨボする 2語）、〈動作 

性形容詞的状態〉〈変化〉〈性質表現化〉動詞（例：ハッキリする、シャンとするなどの 16語）、〈形容詞 

的状態〉〈非性質表現化〉動詞（例：ウジャウジャしている、ケバケバしているなどの 8語）、〈形容詞的 

状態〉〈性質表現化〉動詞（例：アッサリしている、サバサバしているなどの 21語）（鷲見 1996: 107）と 

分類している。 
82注 50 を参照。 
83山岡・大塚（2009: 130）における分類が以下の表のように示されている。 

 ル形 テイル形 述語がル形現在の

際の文機能 

分類 

現在 未来 継続 結果 状態 

ハラハラする 〇 〇 〇   （情意表出） 情意表出動詞 

ガッカリする  〇  〇  * 情意変化動詞 

オロオロする  〇 〇   * 情意描写動詞 

ベタベタする 〇 〇  〇  〈状態描写〉 状態動詞 

キラキラする 〇 〇 〇  〇 〈状態描写〉 状態動詞 

コロコロスル *   〇 * 形状動詞 

ピクッとする  〇 * * 事象動詞 

   
84『大辞泉』松村明編、小学館、1995。 
85『角川必携国語辞典』大野晋・田中章夫編、1995。 
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86『三省堂国語辞典 第四版』金田一京助・金田一春彦・柴田武・飛田良文編、1992。 
87基本と思われる語義は 47語が一義に集中していることを意味する。 
88基本語義が一義に選ばれる 47語のうち、最も多いのは意味 1を選んだ 26語である。 
89ちょうど、きっと、もっと、ずっと、ちょっと、やっと、ようやく、ちゃんと、ちっとも、つい。 
90「古典的な初級、中級、上級という区別をさらにそれぞれ高、低のふたつに分けた」ものである。「最初に 

3つの大きなレベル、A、B、Cに分け、それをさらに枝分かれさせる『枝分かれ方式』に基づいて、A1、A2、 

B1、B2、C1、C2に分けた」（吉島他 2004: 23）と述べている。 
91日本語能力試験（http://www.jlpt.jp/）（2015年 7月１日現在の検索）。 
92大堀（2002: 34）によれば、カテゴリー化はどのような対象についても行なわれるので、プロトタイプ  

という観点は「人工物・自然物、どちらのカテゴリーについても必要」である。さらに、モノの世界ばか 

りでなく、コトの世界、すなわち社会慣習（「所有」、「うち」と「そと」）、行為（「分かる」、「つきあう」 

「嘘をつく」）、対象の性質（「赤い」、「礼儀正しい」、「粋な」）、そして文法カテゴリー（「名詞」、「使役」、 

「等位接続」）など広い範囲にわたってプロトタイプが実証されている。 
93『日本語教育事典』日本語教育学会、小川芳男・林大他(編)大修館書店 1982年を参照。 
94資料 1の「クルクル」を例に、その共起情報を取り出すと、オノマトペの後方 1語設定で頻度がトップと 

なっているのは「回る」（66）、その次は「回す」（27）、「変わる」（13）、「巻く」（12）の順となる。 

オノマトペの後方 2語設定で「回る」は「巻く」と同じ頻度 15を示し、その次は「回転する」（10）である。 

また、オノマトペの後方 4語設定では「巻く」と「回す」がトップを占めているが、頻度が低いほうである。 

このように見てくると、「クルクル」がかかる共起動詞は「回る・巻く」のような「円を描く」という方向 

性と動作性を表わす動詞に集中していることが明らかになった。 
95池上（1978: 136）は多義語の意味変化の型を、①語形の類似性に基づくもの、②語形の近接性に基づくも

の、③語義の類似性に基づく場合、④語義の近接性に基づく場合に分類している。 
96多義語はメタファー（隠喩）やシネクドキー（提喩）、メトニミー（換喩）によって、従来の意味から新

しい意味に転用される（籾山 2002: 64）。 
97『デジタル 大辞泉』と『日中辞典』（対外経済貿易大学（北京）・商務印書館（北京）・ 小学館 、1987

年）による。 
98V1は母音 1、 V2は母音 2を表す。 
99『デジタル 大辞泉』、『擬音語・擬態語辞典』、『暮らしのことば 擬音・擬態語辞典』から用例を取 

る。 
100意味と使用例は『デジタル 大辞泉』を中心に、『デジタル 大辞泉』に入っていないオノマトペの意味

と用例を『大辞林』『暮らしのことば 擬音・擬態語辞典』から取っている。 
101牧野（1996）では「擬声語・擬態語」や「模写語」と呼んでいるのだが、本稿ではまとめて「オノマトペ」 

と呼ぶことにしている。 
102『改訂新版 日本語教師養成シリーズ⑤日本語教授法』p.65による。 
103『教師用日本語教育ハンドブック⑦教授法入門』p.128 による。 
104『教師用日本語教育ハンドブック⑤ 語彙』pp.156-157による。 
105絵は http://image.baidu.com/（2014年 11月 12日現在の検索）。動画は http://www.youku.com/（2014 

年 11月 18日現在の検索）。 
106テストの 10問は筆者が作例したものである。 
107注 100を参照。 
108注 58を参照。 
109注 100を参照。 
110『デジタル 大辞泉』、『擬音語・擬態語辞典』、『暮らしのことば 擬音・擬態語辞典』用例を取る。 
111『デジタル 大辞泉』による。（http://dictionary.goo.ne.jp/jn/195312/meaning/m0u/フラフラ/） 
112注 58を参照。 
113斜体は指導前の口頭テストで用いたオノマトペと重複していることを表す。 
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